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第 1 章  •  はじめに 5

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

章 1

はじめに

• R E T R O S P E C T  の 概 要

• 必 要 条 件

• R E T R O S P E C T  ユ ー ザ ア カ ウ ン ト の 作 成

• R E T R O S P E C T  の イ ン ス ト ー ル

• R E T R O S P E C T  の 使 い 方

この章では、Retrospect の使用に必要なハードウェアとシステムの必要条件およ

び Retrospect ソフトウェアのインストール方法とアップグレード方法について説

明します。また、Retrospect の基本的な使用方法の概要についても説明します。

Retrospect Clients の必要条件とインストールについては、「第 7 章 • ネットワーク

接続クライアント」を参照してください。
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RETROSPECT の概要

Retrospect Multi Server、Single Server、
および Small Business Server は中小企業向

けに設計されており、ネットワークサー

バ、デスクトップコンピュータ、ノート

ブックコンピュータ、およびクリティカ

ルアプリケーションを徹底かつ迅速に

バックアップし、100 % 正確に復元しま

す。Retrospect Disk-to-Disk と Retrospect 
Professional は、Retrospect の大企業向け製品で

実証された機能をホームユーザや中小企

業のユーザに提供します。Retrospect の製

品を使用すると、ウィルス、新しくイン

ストールしたソフトウェア、ユーザの過

失、破損したハードウェア、ハードウェ

アのアップグレード、ハッカー、コン

ピュータの紛失や盗難などによる損失を

避けることができます。データ保護の分

野では業界のリーダーとして 10 年を超え

る実績を持つ Retrospect は数々の賞を獲得

し、世界中の数百万台のコンピュータを

保護しています。 

適な Retrospect 製品の選択

Retrospect 製品は現在、5 つの種類が提供

されています。貴社の要求を満たす 適

な製品をこれらの Retrospect 製品の中から

選択してください。以下の表は、

Retrospect の機能の一部とその機能が利用

可能な Retrospect 製品を示しています。

Retrospect 7.5 でのサポート
Retrospect 

Professional
Retrospect 

Disk-to-Disk

Retrospect 
Small 

Business 
Server

Retrospect 
Single 
Server

Retrospect 
Multi

Server

お客様の環境

個人またはホームオフィス x x

Microsoft Small Business Server を
運用

x

1 ～ 2 台の Windows サーバ x x

3 台以上の Windows サーバ x

Retrospect が動作するコンピュータ

Windows XP（64 ビットバージョン
を含む）、Windows 2000 
Professional、Windows NT 4.0 
Workstation（SP6a 以上）、
Windows 98、Windows Me

x x x x

Windows Small Business Server 4.5、
2000、および 2003

x

Windows 2000 Server、Windows 
2000 Advanced Server、Windows 
Server 2003（65 ビットバージョン
を含む）、Windows Server 2003 R2、
Windows Storage Server 2003、
Windows NT 4.0 Server（SP6a 以
上）

x x x

デスクトップ / ノートブック用クライアント

標準で提供されるデスクトップ /
ノートブック用クライアント
ライセンス

2
（追加

ライセンス
購入可）

0
（クライアント

ライセンス
購入可）

制限なし 制限なし 制限なし
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Retrospect 7.5 でのサポート
Retrospect 

Professional
Retrospect 

Disk-to-Disk

Retrospect 
Small 

Business 
Server

Retrospect 
Single 
Server

Retrospect 
Multi

Server

デスクトップ / ノートブック用クライアント

Windows XP（64 ビットバージョン
を含む）、Windows 2000 
Professional、Windows NT 4.0 
Workstation、Windows 95、
Windows 98 SE、Windows Me、
Mac OS 7.1 以上、Mac OS X 10.1.5 
以上、Red Hat Linux、SUSE Linux、
Solaris

x x x x x

サーバクライアント

標準で提供されるサーバ
クライアントライセンス

利用不可 0
（サーバ

クライアント
ライセンス
購入可）

0
（サーバクラ

イアント
ライセンス
購入可）

0
（サーバクラ

イアント
ライセンス
購入可）

制限なし

Windows 2000 Server、Windows 
2000 Advanced Server、Windows 
Server 2003（65 ビットバージョン
を含む）、Windows Server 2003 R2、
Windows Storage Server 2003、
Windows NT 4.0 Server、Windows 
Small Business Server 4.5、2000、
および 2003、Mac OS X Server、
NetWare 5.1、6.0、および 6.5

x x x x

バックアップデバイス

テープドライブ x x x x

テープオートローダとライブラリ x x x

ハードドライブ、CD/DVD デバイス x x x x x

NAS デバイス x x x x x

アドオン

障害発生時の復旧（ローカル） 含む オプション 含む オプション オプション

障害発生時の復旧（クライアント） 利用不可 オプション オプション オプション オプション

オープンファイルバックアップ 含む
（Windows XP 

用）

オプション オプション オプション オプション

高度なテープサポート
（複数のドライブにわたる並行実行）

利用不可 利用不可 オプション オプション オプション

SQL Server Agent 利用不可 オプション 含む / オプ
ション

オプション オプション

Exchange Server Agent 利用不可 オプション 含む オプション オプション

アドオンバリューパッケージ 利用不可 オプション 利用不可 オプション オプション

サーバクライアントライセンス 利用不可 オプション オプション オプション 含む

デスクトップ / ノートブック
クライアントのライセンス

オプション オプション 含む 含む 含む



8 RETROSPECT ユーザガイド

Retrospect のアドオン製品

Retrospect 製品が持つ多くの高度な機能は

適切なライセンスコードを保持している

場合にのみ利用できます。「設定」>「ラ

イセンス」の順にクリックすると、現在

のライセンスが表示されます。新しいラ

イセンスを購入することもできます。

障害発生時の復旧

障害発生時の復旧アドオンを使用すると、

時間のかかるオペレーティングシステム

関連のインストールおよび設定を省いた、

基本的なシステム復旧が可能です。この

アドオンにより、ローカルのバックアッ

プサーバと、バックアップしている 
Windows クライアントコンピュータ用に

障害発生時の復旧（DR）CD を作成でき

ます。 

機能しなくなったコンピュータの復旧 CD 
を作成する機能は、Retrospect 独自のもの

です。Retrospect は、コンピュータのバッ

クアップの標準機能として障害発生時の

復旧に必要なデータを収集するため、こ

の機能が可能になります。Retrospect はそ

の情報をバックアップセットに保存しま

す。障害発生時の復旧ウィザードは、こ

のバックアップセットにアクセスして DR 
CD を作成します。 

障害発生時の復旧 CD を起動すると、オペ

レーティングシステム、ドライバ、およ

び Retrospect アプリケーションまたはクラ

イアントがロードされます。低レベルの

デバイスドライバを必要とする RAID コン

トローラを備えたシステムにも対応しま

す。 

障害発生時の復旧アドオンは、1 台の 
Retrospect ベースのバックアップサーバ、

およびそのサーバがバックアップするす

べてのクライアントコンピュータの保護

を目的としてライセンス供与されます。

Retrospect Small Business Server にはローカ

ル DR が含まれていますが、クライアント 
DR 用のアドオンが必要です。

オープンファイルバックアップ

マルチボリュームのオープンファイル

バックアップでは、ファイルがオープン

されて使用中であってもファイルをバッ

クアップすることができます。この機能

は、顧客関係管理アプリケーションや会

計パッケージなど、1 日 24 時間無休で稼

働しているサーバアプリケーションの

バックアップに重要です。デスクトップ

やノートブックの場合、電子メールメッ

セージや予定表などが格納されたファイ

ルが使用中でもバックアップすることが

できます。

オープンファイルバックアップアドオン

のライセンスは、Retrospect ベースのバッ

クアップサーバごとに提供され、その

サーバと Windows NT、Windows 2000、ま

たは Windows XP が動作している各クライ

アントコンピュータを保護します。

注： Retrospect Professional には、Retrospect 
が Windows XP コンピュータにインストー

ルされている場合、オープンファイル

バックアップが含まれます。

Exchange Server Agent
Exchange Server Agent は Microsoft API を使

用して Exchange サーバ全体のバックアッ

プおよび復元を行います。メールボック

スやメッセージを個別にバックアップす

ることもできます。Exchange Server 2003、
Exchange 2000 Server、および Exchange 
Server 5.5 サーバの動作中に、それらの

サーバのフルバックアップ、ログ / 増分

バックアップ、および差分バックアップ

を行います。 

Retrospect の Exchange Server Agent は、一

部のバックアップ製品で必要だった従来

の複雑な手順を自動化し、複数のバック

アップを使用して特定の時点まで 
Exchange サーバを復元します。Retrospect 
によるバックアップと復元はきわめて柔

軟性が高く、増分バックアップを含む

メールボックスの個別バックアップや、
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メールボックス全体の復元、個々のメッ

セージの復元が可能です。 

Exchange Server Agent アドオンは、

Retrospect アプリケーションまたは 
Retrospect Client を実行する 1 台の 
Microsoft Exchange サーバでの使用に対し

てライセンス供与されます。

注： Exchange Server Agent アドオンには、

サーバクライアントライセンスが 1 つ含ま

れています。

SQL Server Agent
SQL Server Agent は Microsoft API を使用し

て SQL サーバのバックアップおよび復元

を行います。SQL Server 2000 および SQL 
Server 7.0 サーバの動作中に、それらの

サーバのフルバックアップ、差分バック

アップ、ログバックアップ、および切り

捨てしないログバックアップを実行しま

す。 

Retrospect の SQL Server Agent は、一部の

バックアップ製品で必要だった従来の複

雑な手順を自動化し、複数のバックアッ

プを使用して特定の時点まで SQL サーバ

を復元します。 

SQL Server Agent アドオンは、Retrospect 
アプリケーションまたは Retrospect Client 
を実行する 1 台の Microsoft SQL サーバで

の使用に対してライセンス供与されます。

Retrospect Small Business Server Premium に
は SQL Server Agent が含まれています。

SQL Server Agent は、Retrospect Small 
Business Server Standard ではオプションで

す。

注： SQL Server Agent アドオンには、サー

バクライアントライセンスが 1 つ含まれて

います。

高度テープサポート

高度テープサポートアドオンは、複数の

シングルテープドライブ、オートローダ、

または複数のドライブを持つテープライ

ブラリに対して同時操作を可能にするこ

とによって、バックアップ時間を大幅に

短縮します。高度テープサポートアドオ

ンは、1 台の Retrospect ベースのバック

アップサーバでの使用に対してライセン

ス供与され、そのコンピュータに接続さ

れているすべてのテープドライブをサ

ポートします。 

注： 次の機能を使用するのに、このアド

オンは必要ありません。これは Retrospect 
製品にすでに組み込まれています。高度

なバーコードサポート、テープの自動ク

リーニング操作、複数のテープドライブ

の逐次使用、ハードドライブのバック

アップ時の複数同時操作。

ユーザ開始型復元

ユーザ開始型復元（UIR）アドオンを使用

すると、ユーザはバックアップ管理者の

関与無しに、自身のファイルを 近の

バックアップからハードディスク（テー

プや CD/DVD は不可）に復元することが

できます。UIR を設定した後は、

Retrospect クライアントユーザは自身のコ

ンピュータから Web ページにアクセスし、

近ハードディスクにバックアップした

自身のファイルのリストを見ることがで

きます。次に、ユーザは任意のファイル

を自身のコンピュータに復元することが

できます。Retrospect バックアップ管理者

は、Web ページにログインし、 近バッ

クアップされた任意のファイルを任意の 
Retrospect クライアントに復元することが

できます。

UIR が利用できるのは、Retrospect Disk-to-
Disk、Small Business Server、Single-Server、
および Multi-Server に限られます。また、

UIR がサポートするのは、Windows 版、

Mac OS X 版、および Linux 版の Retrospect 
クライアントだけです。
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クライアントライセンス

Retrospect Single Server は、サーバ OS を使

用していないクライアントコンピュータ

を無制限にサポートします。サーバ OS を
使用しているクライアントのバックアッ

プが必要な場合は、サーバクライアント

ライセンスを購入できます。

Retrospect Professional は、サーバ OS を使

用していないクライアントコンピュータ 2 
台をサポートします。Retrospect 
Professional でバックアップできるデスク

トップ / ノートブックコンピュータの数

は、サーバ OS を使用してないコンピュー

タ向けのクライアントライセンスを追加

購入することによって拡張できます。 

必要条件

Retrospect を実行して使用するには、ハー

ドウェア、ソフトウェア、およびメモリ

に関して 小限の必要条件を満たす必要

があります。クライアントコンピュータ

の必要条件についての詳細は、「第 7 章 • 
ネットワーク接続クライアント」を参照

してください。

バックアップコンピュータのハード
ウェア

Retrospect は、次の 低必要条件を満たす
コンピュータにインストールする必要が
あります。

• Intel Pentium または同等以上のプロセッ

サ（1.5 GHz 以上を推奨）

• 256 MB RAM：Retrospect Professional
（512 MB 以上を推奨）、512 MB RAM：

Retrospect Single Server、Retrospect Multi 
Sever、Retrospect Small Business Server
（1 GB 以上を推奨）

• ハードディスク空き容量 1 GB
（Retrospect Professional）または 5 GB
（Retrospect Small Business Server、
Retrospect Single Server、Retrospect Multi 
Server）

• SVGA モニタとビデオアダプタ、1024 
x 768 以上の解像度、256 色

• CD-ROM ドライブ

お使いの Retrospect 製品が複数の同時バッ

クアップに対応している場合、Retrospect は以

下をお勧めします。

• 2 個の実行ユニット、512 MB RAM

• 4 個の実行ユニット、1 GB RAM

• 8 個の実行ユニット、2 GB RAM

実行ユニットの詳細については 187 ページ

の「複数の同時実行」を参照してくださ

い。

クライアントコンピュータをバックアッ

プする場合には、TCP/IP プロトコルで動

作し、バックアップコンピュータが動作

しているネットワークに接続されている

かルーティングされている、ネットワー

クハードウェアとケーブルが必要です。

バックアップコンピュータのソフト
ウェア

Retrospect Professional と Retrospect Disk-to-
Disk には、次のいずれかのオペレーティ

ングシステムが必要です。

• Windows 98 SE

• Windows Me

• Windows NT 4.0 Workstation（SP6 以降）

• Windows 2000 Professional（SP2 以降）

• Windows XP（64 ビットバージョンを含

む）

Retrospect Single Server、Retrospect Multi 
Server、および Retrospect Small Business 
Server には、次のいずれかのオペレーティ

ングシステムが必要です。

• Windows NT 4.0 Workstation または 
Server（SP6 以降）

• Windows 2000 Professional、Server、ま

たは Advanced Server（SP2 以降）
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• Windows Server 2003（64 ビットバー

ジョンを含む）

• Windows Server 2003 R2（Enterprise およ

び Standard Edition）

• Windows XP（64 ビットバージョンを含

む）

• Microsoft Small Business Server 4.5、
2000、または 2003

• Windows Storage Server 2003

注： クライアントを使用する場合は、

TCP/IP ネットワークソフトウェアをイン

ストールして設定しておく必要がありま

す。

バックアップデバイス

Retrospect を使用するには、対応するバッ

クアップデバイスが必要です。次のデバ

イスが使用できます。

• Fibre Channel/iSCSI/SCSI/ATAPI/USB/
IEEE 1394 テープドライブとテープライ

ブラリ：AIT、DAT、DLT、LTO、

Travan、および VXA

• ハードディスク：ローカルディスク、

リモートサーバ、NAS デバイス

• 互換性がある SCSI/ATAPI/USB/IEEE 
1394 書き込み可能 CD/DVD ドライブ

• リムーバブルディスク：REV、Zip、
DVD-RAM、MO、SuperDisk（LS-120）

注： Retrospect のサーバレベル製品では、

テープへのバックアップ用に、上記以外

のデバイスと通信技術もサポートされて

います。具体的には、テープオートロー

ダ、テープライブラリ、光ファイバチャ

ンネル、iSCSI インターフェイスなどで

す。

Retrospect では、広範囲に渡るテストを行い、

Retrospect に対応するハードウェア機器を

検証しています。対応デバイスの 新リ

ストについては、 Retrospect Web サイ

トを参照してください。

RETROSPECT ユーザアカウントの
作成

ディスクやリモート共有、および SQL や 
Exchange のデータベースをバックアップ

するには、それらのディスクとデータ

ベースへのアクセス権を持つユーザアカ

ウントで Retrospect を実行する必要があり

ます。

Retrospect は、Retrospect をインストールする前

に、全リソースにアクセスできる管理者

アカウントを 1 つ作成しておくことを推奨

しています。

SQL と Exchange については、バックアッ

プするすべてのデータベースサーバにア

クセスする権限を、作成するアカウント

に与える必要があります。アカウントを

次の各グループのメンバーにしてくださ

い。

• Domain Users

• Domain Admins

• Administrators

• Backup Operators

詳しくは「付録 A • SQL Server Agent」およ

び「付録 B • Exchange Server Agent」を参照

してください。

ネットワークボリュームの場合は、元ボ

リューム、宛先ボリューム、またはカタ

ログファイルの保存場所として使用する

ボリュームのすべてにアクセスする権限

を、アカウントに与える必要があります。

Retrospect ユーザアカウントおよびログイ

ン情報の修正方法について詳しくは、315 
ページの「セキュリティ環境設定」を参

照してください。

http://www.retrospect.com/supporteddevices
http://www.emcdantz.com/jp/supporteddevices
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RETROSPECT のインストール

Retrospect をインストールする手順は、初

めてインストールするか以前のバージョ

ンからアップグレードするかに関係なく、

同じです。アップグレードの場合は、

新のバージョンで使用できるよう、スク

リプト、スケジュール、セレクタ、クラ

イアントなどの既存の設定が自動的にコ

ピーされます。Retrospect をインストール

した後は、起動して使用を開始する前に、

Retrospect 用の更新があるかどうかを

チェックするようにします。

Retrospect をインストールするかアップグ
レードするには、次の手順を実行します。

1. 実行中の他のアプリケーションで保存

していないすべての文書を保存します。

2. Windows NT/2000/XP/2003 では、コン

ピュータに管理者権限でログインしま

す。

3. Retrospect の CD をコンピュータの 
CD/DVD ドライブに挿入します。表示

されたメニューの「Retrospect のインス

トール」をクリックします。

Retrospect インストーラをダウンロードし

た場合は、Setup.exe を実行します。

4. InstallShield ウィザードの指示に従って、

ソフトウェアをインストールするか、

インストール済みの Retrospect をアップ

デートし、必要に応じてコンピュータ

の再起動オプションを選択します。

注： Retrospect のアップグレードの中には、

アプリケーションの新規ライセンスコー

ドを含むものがあります。アップグレー

ドに新規ライセンスコードが含まれてい

る場合は、そのコードが必要になります。

インストーラを実行した後、 初に 
Retrospect を起動した時点で新規ラインセ

ンスコードを入力します。

Retrospect クライアントと ユーザ開始型復

元のインストール手順については、「第 7
章 • ネットワーク接続クライアント」を参

照してください。

Retrospect 更新

Retrospect 更新は、無料でダウンロードす

ることができます。追加のデバイスサ

ポートや、Retrospect の以前のバージョン

に関する問題の対処法などが提供されま

す。デフォルトでは、Retrospect は 
Retrospect 更新を定期的にチェックし、利

用できる更新があれば通知するよう設定

されています。更新は、任意の時点で手

動でチェックすることもできます。

注： 更新をチェックするには、有効なイ

ンターネット接続が必要です。インター

ネットへの接続にプロキシサーバを使用

している場合は、「Retrospect の更新」環

境設定に正確なプロキシサーバ情報が含

まれていることが必要です。詳しくは、

322 ページの「更新環境設定」を参照して

ください。

• Retrospect 更新の自動チェック

• Retrospect 更新の手動チェック

• Retrospect 更新のインストール

Retrospect 更新の自動チェック

デフォルトでは、Retrospect は現在使用さ

れている Retrospect のバージョン向けの更

新（無料）を定期的にチェックします。

Retrospect の環境設定が有効になっている

ことを確認するには、Retrospect のナビ

ゲーションバーから「設定」>「環境設

定」を順に選択します。環境設定の「通

知」分類で「更新」をクリックし、「利用

可能な更新を自動でチェック」チェック

ボックスがオンになっていることを確認

します。詳しくは、322 ページの「更新環

境設定」を参照してください。

Retrospect が更新を検出すると、更新をダ

ウンロードするか、その場でインストー

ルすることができます。詳しくは、

「Retrospect 更新のインストール」を参照

してください。
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Retrospect 更新の手動チェック

インストールされている Retrospect のバー

ジョン向けの無料更新を検索するには、

「ヘルプ」メニューから「Retrospect 更新」

を選択します。ダイアログボックスに、

現在インストールされている Retrospect の
バージョンと、デバイスサポート用の更

新やホットフィックスがリストに表示さ

れます（存在する場合）。また、 後に更

新がチェックされた日付も表示されます。

Retrospect Web サイトで利用可能な更新を

チェックするには、「今すぐチェック」を

クリックします。

更新が存在する場合は、ダウンロードし

てインストール可能な項目のリストが表

示されます。

Retrospect 更新のインストール

現在インストールされている Retrospect の
バージョン向け更新が検出されると、利

用可能な更新のリストが表示されます。

リストから項目を選択して、次のいずれ

かのコマンドを選択します。

• 「この更新の詳細」をクリックすると、

選択した更新に関する詳細が表示され

ます。

• 「ダウンロード」をクリックすると、選

択した更新用のインストーラが指定の

場所にダウンロードされます。更新は、

いつでもインストールすることができ

ます。ダウンロードした更新用のイン

ストーラは、更新をインストールした

後に手動で削除しなければなりません。

• 「インストール」をクリックすると、更

新がダウンロードされインストールさ

れます。この場合、更新がダウンロー

ドされた時点で、更新インストーラを

実行するために Retrospect を終了する

かどうかの確認を求めるメッセージが

表示されます。更新がインストールさ

れると、更新インストーラが自動的に

削除されます。更新をダウンロードし

た後で Retrospect を終了しないことを

選択した場合は、更新インストーラが

削除され、更新はインストールされま

せん。

• 「この更新を無視」チェックボックスを

オンにすると、インストールしたくな

い更新が無視されます。更新はリスト

に記されたままグレー表示されます。

• 「閉じる」をクリックすると、更新をダ

ウンロードやインストールすることな

くダイアログが閉じます。

ダウンロードしてインストールできるの

は、一度に 1 つの更新だけです。複数の更

新をインストールしたい場合は、 初の

更新がインストールされた後で、「ヘル

プ」>「Retrospect 更新」を順に選択し、

「直ちにチェック」をクリックします。

Retrospect への機能の追加

アドオン製品を使用することによって 
Retrospect の機能を容易に拡張することが

できます。また、より強力なバージョン

の Retrospect ファミリに容易にアップグ

レードすることもできます。オプション

の機能には、オープンファイルバック

アップと障害発生時の復旧があります。

アップグレードするには、Retrospect の
「ウインドウ」メニューから「ライセンス

マネージャ」を選択します。「購入」をク

リックし、さらに「Web」をクリックしま

す。Web ブラウザが起動し、 
Retrospect Online Store が表示されます。

購入ライセンスコードを電子メールで受

信したら、Retrospect-の「ライセンスマ

ネージャ」ウィンドウで「追加」をクリッ

クしてコードを入力します。これでアッ

プグレードが完了します。
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RETROSPECT の使い方

Retrospect は、ユーザフレンドリーなイン

ターフェイスを備えています。ナビゲー

ションバーやツールバー、よく使用する

コマンドにすばやくアクセスするための

キーボードのショートカットがあります。

Retrospect の起動方法

Retrospect を起動するには、「スタート」

メニューの Retrospect プログラムグ

ループから「Retrospect 7.5」を選択しま

す。

Retrospect の開始ウィザード

Retrospect の初回の起動時には、Retrospect 
の起動ウィザードが開きます。

アプリケーションのライセンスコードを

所定のフィールドに入力し、「次へ」をク

リックします。

注： ライセンスコードをお持ちでない場

合は、「購入」ボタンをクリックすれば、

コードの取得方法の詳細が表示されます。

Retrospect のアドオン製品のコードを別に

お持ちの場合は、ここで入力できます。

アドオンのコードは、ライセンスマネー

ジャを使用すれば、後で必要になったと

きに入力することができます。「次へ」を

クリックして先に進みます。

お名前と会社名を入力して「次へ」をク

リックします。

登録画面では、以下のボタンのいずれか

をクリックします。

• Retrospect をまだ登録しておらず、ここ

で登録したい場合は、「登録」をクリッ

クします。「次へ」をクリックした後、

情報を入力して「電子メール」または

「プリント」をクリックし、情報を 
Retrospect に送信します。

• この手順を省略する場合は、「後で登

録」をクリックします。

• Retrospect を既に登録している場合は、

「登録済み」をクリックします。
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使用している Retrospect のバージョンと、

入力したアドオンのコードによっては、

他の Retrospect 製品の情報が表示されるこ

とがあります。「詳細情報」をクリックす

ると Retrospect の Web サイトが表示

されます。ここでチェックボックスをク

リックすると、すべてのアドオンを期間

限定で試用できます。「次へ」をクリック

して先に進みます。

ディスクやリモート共有、および SQL や 
Exchange のデータベースをバックアップ

するには、それらのディスクとデータ

ベースへのアクセス権を持つユーザアカ

ウントで、Retrospect が動作している必要

があります。 

SQL や Exchange などのリモート共有を

バックアップする場合、Retrospect はすべての

リソースへのアクセスが可能な管理者権

限を持つアカウントを作成し、その情報

を「Retrospect を常に特定ユーザで実行す

る」の下にあるフィールドに入力するこ

とを推奨します。

詳しくは、11 ページの「Retrospect ユーザ

アカウントの作成」を参照してください。

注： リモートサーバで実行している 
Retrospect をターミナルサービスで管理す

る場合は、328 ページの「ターミナルサー

ビスとリモートデスクトップ」を参照し

てください。

Retrospect の設定が完了しました。バック

アップをただちに開始するには、「次へ」

をクリックします。Retrospect を操作して

使い方に慣れる必要がある場合は、「バッ

クアップを実行する」チェックボックス

のチェックを外して「終了」をクリック

します。 

初のバックアップの設定方法について

の詳細は、58 ページの「ウィザードモー

ドでのバックアップ」を参照してくださ

い。

Retrospect の終了方法

Retrospect を起動したら、バックグラウン

ドでプログラムウィンドウをクリックす

るか、「スタート」メニューまたはタスク

バーから別のプログラムを選択すること

によって、Retrospect から一時的に離れる

ことができます。この操作により、

Retrospect はバックグラウンドに後退して

アクティブなプログラムではなくなりま

すが、現在の操作を続行し、後続の操作

が予定されていれば、その操作も実行し

ます。
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Retrospect を完全に終了するには、「ファ

イル」メニューから「終了」を選択しま

す。次のスケジュール操作がある場合は、

終了する前にメッセージが表示されます。

ナビゲーションバー

Retrospect を起動すると、左側にナビゲー

ションバー、上部にツールバーが配置さ

れたメインウィンドウが表示されます。

このナビゲーションバーから、Retrospect 
のすべての機能へアクセスすることがで

きます。

• ナビゲーションバーを消去するには  
をクリックします。

• ナビゲーションバーを表示するには  
をクリックします。

ナビゲーションバーは、機能別に階層的

に編成されています。「+」アイコンをク

リックすると、その機能の各項目が表示

されます。

「–」アイコンをクリックすると、低レベ

ルの項目が表示されなくなります。トッ

プレベルの分類項目をクリックすると、

概要ウィンドウが表示されます。（デフォ

ルトでは、バックアップの概要ウィンド

ウは Retrospect のオープン時に表示されま

す）。

各概要ウィンドウには左側にボタンが付

いています。各ボタンの右側には、その

ボタンの機能や動作の説明が表示されま

す。各ボタンの機能を実行するには複数

のステップを必要とするため、ボタンを

クリックすると、さらに別のウインドウ

やダイアログボックスおよびボタンが表

示されます。

ナビゲーションバー上の任意の位置を右

クリックすると、次の表示オプションが

利用できます。

• メニューを隠す / メニューを表示

• 右側にドッキング / 左側にドッキング

• テキストを右揃えにする / テキストを

左揃えにする

これらのオプションを使えば、ナビゲー

ションバーの表示をカスタマイズできま

す。

ツールバー

ナビゲーションバーから各機能にアクセ

スできるようになったら、次は、

Retrospect のメニューの下にあるツール

バーの各ショートカットに慣れてくださ

い。

ヒント： マウスのポインタをツールバー

のアイコンの上に置くと、そのアイコン

の機能が表示されます。
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システムトレイアイコン

Retrospect を終了すると、デフォルトでは 
Retrospect アイコン  が Windows のタス

クバーのシステムトレイ部分に表示され

ます。

このアイコンを右クリックすると、次の

コマンドが表示されます。

• Retrospect の起動

• オプション

• 終了

「Retrospect の起動」を選択すると 
Retrospect が起動します。前回終了時と同

じように Retrospect が表示されます。

Retrospect はアイコンをダブルクリックし

ても起動できます。

「オプション」を選択すると、バックアッ

プウィザードを起動するショートカット

キーと、アイコン表示の有無を設定でき

ます。

バックアップウィザードのショートカット
キーを設定するには、次の手順に従います。

1. システムトレイにある Retrospect アイコ

ンを右クリックし、「オプション」を選

択します。

2. ショートカットキーの入力フィールド

をクリックし、ショートカットとして

使用するキーの組み合わせを入力しま

す。

Ctrl、Alt、Shift のいずれかのキーを、

キーボード上の他の 1 つ以上のキー（文

字、ファンクションキーなど）と組み合

わせてください。

3.「OK」をクリックします。

Retrospect が動作していないときにショー

トカットキーを押すと、Retrospect が起動

してバックアップウィザードが開きます。

詳しくは、58 ページの「ウィザードモー

ドでのバックアップ」を参照してくださ

い。

Retrospect は、前回指定された基本バック

アップの設定を表示します。ショート

カットキーを使用すれば、これらの設定

に容易にアクセスして、速やかにバック

アップを開始できます。現在の設定で

バックアップを実行するには、「今すぐ開

始」をクリックします。

注： バックアップ設定は、前回の編集を

高度な設定モードで実行した場合でも、

ウィザードモードで表示されます。

Retrospect アイコンをシステムトレイから
消去するには、次の手順に従います。

1. システムトレイにある Retrospect アイコ

ンを右クリックし、「オプション」を選

択します。

2.「タスクバーに Retrospect アイコンラン

チャーを表示する」チェックボックス

のチェックを外します。

3.「OK」をクリックします。

Retrospect アイコンが消去されます。

注： 消去したアイコンは、Retrospect の環

境設定を使って再表示できます。詳しく

は、316 ページの「スタートアップ環境設

定」を参照してください。
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Retrospect アイコンを一時的に消去するに

は、「終了」を選択します。Retrospect を
次回起動して終了すると、アイコンが再

度表示されます（環境設定によっては表

示されない場合もあります）。

警告： システムトレイのアイコンから終

了すると、バックアップウィザードの起

動に指定したショートカットも無効にな

ります。

ツールバーかカウントダウンダイアログ

から Retrospect のすべての実行アクティビ

ティを停止すると、Retrospect ツールバー

の「すべての実行アクティビティを中止

する」ボタンをクリックするまでは、

Windows タスクバーのシステム トレイに

ある Retrospect アイコンが点滅し続けま

す。アイコンが点滅し続けている間は、

Retrospect は基本操作もスクリプトによる

操作も実行しません。Retrospect のすべて

の実行アクティビティの停止の詳細につ

いては 176 ページの「「停止」ボタン」を

参照してください。

キーボードによる操作

Retrospect には Windows 標準のショート

カットが用意されており、マウスを使わ

なくても、キーボードだけで操作できま

す。

たとえば、Ctrl+F4 を押すとアクティブな

ウィンドウが閉じ、Alt+F を押すと「ファ

イル」メニューが表示されます。

さらに、Retrospect のナビゲーションバー

も、Ctrl+1 を押せば利用できます。
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• P R O G R E S S I V E  バ ッ ク ア ッ プ

• バ ッ ク ア ッ プ セ ッ ト の 内 容 と 構 成 要 素
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• ス ナ ッ プ シ ョ ッ ト

• R E T R O S P E C T  と ク ラ イ ア ン ト

この章では、Retrospect の基本概念を説明します。このマニュアルおよびプログ

ラムそのものも、ここに記述された基本概念に基づいています。これらの基本概

念を理解することは重要で有意義なことですが、必ずしも必要というわけではあ

りません。Retrospect は強力で豊富な機能を持つソフトウェアですが、その

基本操作は非常に簡単です。
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RETROSPECT の原理

Retrospect で使用するバックアップ方式

は、ユーザが要求しない限りバックアッ

プされたファイルが削除されたり上書き

されたりしないようにするアーカイブ式

です。したがって、バックアップされた

ファイルはディスク、テープ、または 
CD/DVD に無期限に保管されます。たと

えば、数カ月の間、毎日重要書類を処理

していて、過去数週間にわたってデータ

に重大なミスが発見されたようなときに、

この方式は役に立ちます。Retrospect で、

毎日バックアップをとっていれば、たと

えば 1 週間前のファイルの状態に復元する

ことができます（バックアップしたどの

時点でも可能です）。この利点は、 新の

状態が複製されるだけの「ディスクミ

ラーリング方式」のソフトウェアを使用

したバックアップにはないもので、

Retrospect の大きな特長です。

Retrospect には、データを保護および復元

する方法がたくさんあります。Retrospect 
を使用して実行できる基本的な操作には、

基本操作と自動操作があります。

たとえば、Retrospect を起動してナビゲー

ションバーから「バックアップ」>「バッ

クアップ」をクリックすると、基本操作

の 初のステップが行われたことになり

ます。特定のスケジュールで同一のバッ

クアップを行うスクリプトを作成すると、

それは自動操作と見なされます。

基本操作については、「第 4 章 • 基本操作」

で詳しく説明しています。スクリプト作

成の手順は、「第 5 章 • スクリプトによる

自動実行」で説明しています。

Retrospect の操作のほとんどは、基本操作

でもスクリプトによる操作でも、元ボ

リュームと宛先ボリュームの指定が必要

です。バックアップの場合、バックアッ

プ元は一般的にコンピュータのハードド

ライブ上のボリュームまたはサブボ

リュームであり、バックアップ先はバッ

クアップメディア（ディスク、テープ、

CD など）に保存されたバックアップセッ

トです。

基本 / 自動操作 元ボリューム 宛先ボリューム

バックアップ ボリューム / データベース / メールボックス
（複数可）

バックアップセット
（複数可）

複製 ボリューム ボリューム

アーカイブ ボリューム（複数可） バックアップセット

バックアップセット転送 バックアップセット（複数可） バックアップセット

スナップショット転送 スナップショット（複数可） バックアップセット

復元 スナップショット ボリューム

データベースの復元 スナップショット データベース

メールボックスの復元 バックアップセット メールボックス
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注： 元ボリュームだけが必要で宛先は必

要ない自動操作には、スクリプトによる

グルーミングとスクリプトによる検証の 2 
種類があります。

ボリューム、バックアップセット、ス

ナップショット、およびさまざまなタイ

プの基本操作と自動操作については、別

の項で詳しく説明しています。

PROGRESSIVE バックアップ

Retrospect には、特許取得済みの技術に基

づく「Progressive バックアップ」機能があ

ります。Progressive バックアップは、以前

にバックアップしてから、新しく作成さ

れたファイルまたは修正されたファイル

だけを自動的に選び出してバックアップ

セットにコピーします。フルバックアッ

プか増分バックアップかを指定する必要

はありません。デフォルトでは、まだ

バックアップされていないファイルがす

べてコピーされます。

バックアップセットの内容と構成
要素

Retrospect を構築する基本的な単位がバッ
クアップセットで、これは複数のディス

ク、テープ、記録型 CD/DVD のセット、

または単独のファイルから構成されます。

テープ、記録型 CD/DVD、ディスク、

カートリッジなどの個々のメディアを、

バックアップセットのメンバーと言いま

す。

1 つのバックアップセットにバックアップ
できる元ボリュームの数に制限はありま
せん。たとえば、コンピュータの内蔵
ハードディスク、外付けハードディスク、
ファイルサーバ、および Retrospect クライ
アントソフトウェアをインストールして
いる同僚のコンピュータのハードディス
クをバックアップ先ボリュームとして、1 
つのバックアップセットを指定すること
ができます。

ディスク、テープ、または CD/DVD が
データでいっぱいになると、新しい宛先

を指定するように要求されます。（ドライ

ブ内で）利用可能な新規メディアまたは

消去済みメディアが使用されます。

Retrospect が探していた名前のメディアが

見つかった場合は、内容を消去して再利

用されます。誤ってデータが消去される

のを防ぐため、メディアにデータが入っ

ていた場合には、間違った名前のメディ

アが自動的に使われることはありません。

Retrospect では、バックアップセットに

入っているファイルおよびフォルダのイ

ンデックスであるカタログファイルを

使って、ファイルおよびメディアの追跡

管理を行っているため、ファイルがどの

ディスク、テープ、CD/DVD に保存され

ているかを考える必要はありません。詳

しくは、25 ページの「カタログファイル」

を参照してください。

テープバックアップセット

テープバックアップセットは、DAT ドラ

イブ、LTO ドライブ、AIT ドライブ、

VXA ドライブ、DLT ドライブなどのテー

プドライブのテープを使用します。ファ

イルがテープにバックアップされ、カタ

ログファイルは通常、そのバックアップ

を実行するコンピュータのハードディス

クに保存されます。テープドライブの詳

細については、「第 3 章 • ハードウェア」

と Retrospect の Web サイトを参照し

てください。

Retrospect の高度テープサポートオプショ

ンは、テープバックアップセットでのみ

使用可能で、これにより、ユーザは複数

のテープドライブにわたって連続実行す

ることができます。詳しくは、9 ページの

「高度テープサポート」を参照してくださ

い。

http://www.retrospect.com/supporteddevices
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CD/DVD バックアップセット

CD/DVD バックアップセットでは、CD-R、
CD-RW、DVD-R、DVD-R DL、DVD-RW、

DVD+RW、DVD+R、DVD+R DL ドライブ

で記録可能なディスクを使用します。

ファイルはディスクにバックアップされ、

カタログファイルは通常、そのバック

アップを実行するコンピュータのハード

ディスクに保存されます。記録型 
CD/DVD ドライブの詳細については、「第

3 章 • ハードウェア」を参照してくださ

い。

Retrospect では、CD-R、CD-RW、DVD-R、
DVD-R DL、DVD-RW、DVD+RW、

DVD+R、DVD+R DL ドライブで使われる

記録可能なディスクを「ディスク」と総

称しています。これらのドライブは異な

るメディアを使用しますが、Retrospect で
の使用においては、ほぼ同じように利用

できます。異なっている点は、「R」ディ

スクは消去できないのに対して、「RW」

ディスクは消去可能で、Retrospect で再利

用できることです。再書き込み可能な

ディスクは当然、記録可能です。

注： CD/DVD バックアップセットからの

復元には、CD-ROM ドライブや DVD-
ROM ドライブは使用できません。復元中

に書き込み機能は不要ですが、CD-ROM 
ドライブや DVD-ROM ドライブでは 
Retrospect の CD-R、CD-RW、DVD-R、
DVD-RW のいずれのバックアップセット

のフォーマットも認識できません。

ディスクバックアップセット

ディスクバックアップセットでは、ハー

ドディスク、サーバ、NAS デバイス、ま

たは取り出し可能なメディア（REV、Zip、
Jaz、DVD-RAM、MO など）を使用しま

す。これらのディスクにファイルがバッ

クアップされ、カタログファイルは通常、

そのバックアップを実行するコンピュー

タのハードディスクに保存されます。リ

ムーバブルディスクドライブとハード

ディスクドライブの詳細については、「第

3 章 • ハードウェア」を参照してくださ

い。

Retrospect には特にディスクバックアップ

の利点のために設計された多くの機能が

あります。詳しくは 38 ページの「ディス

クグルーミング」、226 ページの「ユーザ

開始型復元」および 187 ページの「ディス

クバックアップセットと複数実行」を参

照してください。

ファイルバックアップセット

ファイルバックアップセットは、カタロ

グファイルとバックアップしたファイル

を 1 つのファイルにまとめ、ボリュームに

保存します。（このボリュームには、フ

ロッピーディスク以外の、ハードディス

ク、ファイルサーバ、共有ディスク、リ

ムーバブルディスクなど、Windows のエ

クスプローラからアクセスしてドライブ

名を割り当てられるあらゆるボリューム

が使用できます。）

ファイルバックアップセットは、保存先

のボリュームより大きくすることはでき

ません。また、ファイルシステムの 大

ファイル容量を超えることもできません

（FAT、FAT32、NTFS）。Retrospect のソフ

トウェア圧縮オプションを使用すると、

ファイルバックアップセットの容量を小

さくすることができます。

注： 他のタイプのバックアップセットと

は異なり、ファイルバックアップセット

は複数のメディアにまたがることはでき

ません。いったん 大ファイル容量に達

すると、バックアップセットを追加でき

ません。
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バックアップ動作

バックアップ実行の主な目的は、ファイ

ルをバックアップセットにコピーするこ

とです。Retrospect が実行できるバック

アップ動作は 4 種類あります。標準バック

アップでは、バックアップセット内に存

在しないすべてのファイルが追加されま

す。新規メンバーバックアップでは、現

在のバックアップセット内で新規メン

バーの位置までスキップし、そのメン

バーに標準バックアップを実行します。

書き替えバックアップでは、バックアッ

プセットが消去され、バックアップセッ

ト内に存在しないファイル、つまりすべ

てのファイルが追加されます。新規バッ

クアップセット バックアップでは、新規

バックアップセットが作成され、バック

アップセット内に存在しないファイル、

つまりすべてのファイルが再度コピーさ

れます。

Progressive バックアップでは、手間をかけ

ずに効率的なバックアップが実行できる

ように、Retrospect のデフォルトバック

アップ動作である標準バックアップが使

用されます。

264 ページの「バックアップ計画」では、

標準、書き替え、新規メンバー、または

新規バックアップセット バックアップを

バックアップ動作とする複数のバック

アップ計画が紹介されています。これら

のバックアップ計画を参考に、バック

アップセットを交換したり、メディアの

運用環境外へのローテーションを行うこ

とによって、バックアップの安全性と効

率を 大限に高める方法を検討してくだ

さい。

標準バックアップ

標準バックアップは、その名のとおり、

通常の状況で使用するバックアップです。

これは、バックアップセット内でのファ

イルの重複を避けることによってメディ

ア容量を節約する Progressive バックアッ

プです。標準バックアップでは、新規

ファイルか、または新たに変更したファ

イルのみがコピーされます。

標準バックアップでは、バックアップの

対象として選択したファイルのリストと、

バックアップセットのカタログファイル

内のファイルのリストが Retrospect によっ

て照合され、メディア上に存在しない

ファイルだけがコピーされます。標準

バックアップが新規バックアップセット

に対して実行されると、バックアップ

セットにはファイルが 1 つもないため、元

ボリュームから選択したすべてのファイ

ルがバックアップされます。

標準バックアップの例

バックアップ管理者は新規バックアップ

セットを作成し、バックアップデバイス

内の新規または消去済みのメディアに、

標準バックアップを行います。空の新規

バックアップセットにはファイルが 1 つも

ないため、Retrospect は選択したすべての

ファイルをそのメディアにコピーします。

翌日、管理者がそのバックアップセット

に別のバックアップを行うと、Retrospect 
は選択した元ファイルとカタログファイ

ルを照合し、複数の新規ファイルと、前

日のバックアップ以降に変更されたいく

つかのファイルにマークを付けます。こ

れらのファイルだけが、このバックアッ

プセットで以前に使われたメディアにコ

ピーされます（メディアの容量が一杯に

なった場合は、新規メディアにコピーさ

れます）。

新規メンバーバックアップ

新規メンバーバックアップでは、

Retrospect は現在のバックアップセット内

で、新規メンバーの位置までスキップし

ます。Retrospect は 初にメンバーを名前

で検索し、一致するメンバーが見つかる

と、そのメンバーを使用します。一致す

る名前のメンバーが見つからなければ、

利用可能な新規メディアまたは消去済み
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メディアを自動的に追加します。名前が

一致するメンバーも、新規メディア、消

去済みメディアのいずれも見つからない

場合は、メディア要求ウィンドウが表示

され、適切なメディアが用意されるまで

バックアップ動作は停止します。

新規メンバーバックアップでは既存の

バックアップセットが使用されるため、

前回のバックアップ以降に作成された

ファイルと変更されたファイルだけがコ

ピーされます。

新規メンバーバックアップの例

バックアップ管理者が、営業日ごとに

テープを取り替えてバックアップする

ワークフローの計画を立てています。各

テープの空き容量がなくなってもかまい

ませんが、時間とメディアを節約するた

め、フルバックアップを毎日実施する代

わりに、前日から変更されたファイルと

新規ファイルだけをバックアップするつ

もりです。

そこでバックアップ管理者は、月曜日か

ら木曜日までの毎日、バックアップセッ

トに新規メンバーバックアップを実行す

るスクリプトを作成しました。金曜日に

は書き替えバックアップを実行します。

これでバックアップセットがリセットさ

れ、次の月曜日からは新しいバックアッ

プセットに基づいてバックアップが再開

されます。

警告： これは新規メンバーバックアップ

の活用方法を示す例です。Retrospect バック

アップセットを毎週置き換えるのは、古

くなったデータが必要ないか、すでに別

のバックアップセットに保管している場

合を除いて、通常は推奨されません。

書き替えバックアップ

Retrospect で書き替えバックアップが実行

されると、バックアップセットのカタロ

グファイルの内容（もしあれば）が消去

され、バックアップ済みファイルが 1 つも

ない状態にします。次に、バックアップ

セット内の先頭メディアメンバーが検索

され、それが有効な場合は消去されます。

先頭のメディアメンバーが利用不可能な

場合は、利用できる新規または消去済み

のテープ、ディスク、記録型 CD/DVD な
どが使われます。元ボリュームから選択

したすべてのものが、バックアップセッ

トにバックアップされます。

書き替えバックアップの例

バックアップ管理者は、バックアップ

セットへの標準バックアップの 1 ヶ月後

に、カタログファイルが大きくなりすぎ

ていないか判断します。管理者がバック

アップデバイスの先頭メディアメンバー

で書き替えバックアップを開始すると、

Retrospect によってカタログファイルがリ

セットされ、メディアのファイルが消去

され、選択したファイルがすべてコピー

されます。

新規 バックアップセット バックアップ

Retrospect で新規バックアップセット バッ
クアップが実行されると、新規または消

去済みテープ、ディスク、CD/DVD を
使って、新規バックアップセット（新規

バックアップセットには、古いバック

アップセットと似た名前が付けられます）

が作成されます。これにより、元のバッ

クアップセットとカタログファイルを、

安全な場所に長期間保存するために、現

状のまま残すことができます。新規バッ

クアップセットカタログファイルおよび

新規メディアメンバーには、「Office Net 
[001]」や「1-Office Net [001]」のような連

続した番号の付いた名前が付けられます。

スクリプトやスケジュールの中で、従来

のバックアップセットを参照している場

合、新規バックアップセット名と置換さ

れます。

新規バックアップセット バックアップで
は、新しいカタログファイルを持つ新規
バックアップセットが作成されるため、
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選択されたすべてのファイルがバック
アップ中にコピーされます。

新規バックアップセット バックアップの例

バックアップセットを運用環境外にロー

テーションするため、バックアップデバ

イスの新規または消去済みメディアを

使って、新規バックアップセット バック

アップを行うことにしました。新規バッ

クアップセットと新規カタログファイル

が作成され、選択したファイルがすべて、

メディアにコピーされます。前のバック

アップセットは現状のまま残し、管理者

はそのメディアを運用環境外の安全な場

所に保管できます。

新規バックアップセット バックアップは、

ディスク、テープ、記録型 CD/DVD を運

用環境外にローテーションして保管する

ための手段として 適です。

カタログファイル

Retrospect では、バックアップセット内の

すべてのファイルを継続して管理するた

めに、個別のカタログファイル（通常は、

ハードディスク上に保存されている）を

使用します。実際にバックアップメディ

アを検索しなくても、カタログファイル

によって、即時にファイル（古いバー

ジョンのバックアップファイルを含めて）

を検索できます。

カタログファイルは、バックアップセッ

トのバックアップメディア上のファイル

の内容をインデックスや表にして示した

ものです。実際にメディアにアクセスし

なくても、カタログファイルを見れば

バックアップセットの内容がわかります。

カタログファイルは、ファイルのバック

アップセットへのコピーやバックアップ

セットからのコピーなどのすべての操作

に必要です。カタログファイルを紛失し

たり破損した場合は、メディアから再作

成することができます。カタログファイ

ルに必要なディスク容量は、10,000 ファイ

ル当たり 4 MB です。

注： カタログファイルを Retrospect を使わ

ずに開いたり、表示したりすることはで

きません。

スナップショット

Retrospect は Progressive バックアップを実

行するため、同一ファイルの複数のバー

ジョンが、バックアップセット内の複数

のバックアップセッションに分散してし

まうことがあります。たとえば、「週間レ

ポート」という書類を毎週更新すると、

更新ごとにファイルが修正されるため、

どのファイルもバックアップセットに

バックアップされます。バックアップ

セット内の全ファイルについて、全バー

ジョンを単純にリストすると、非常にわ

かりにくくなります。そのため、

Retrospect では、バックアップごとに、

バックアップセット内に元ボリュームの

「スナップショット」が作成されます。

スナップショットとは、バックアップ時

のボリューム上にある、すべてのファイ

ルおよびフォルダをリストしたスナップ

写真のようなものです。それぞれのボ

リュームについて、1 つのスナップショッ

トがカタログファイルに保存され、その

スナップショットのコピーがバックアッ

プメディア（テープ、ディスク、カート

リッジ、記録型 CD/DVD）に保存されま

す。バックアップやアーカイブ動作など

が正常に実行されると、古いカタログ

ファイルのスナップショットは置き換え

られますが、古いメディアのスナップ

ショットはそのまま保持され、新規のス

ナップショットがメディアに追加されま

す。

バックアップから復元するとき、スナッ

プショットを使用してディスク全体の内

容を復元することができます。また、
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バックアップされた時点のボリュームの

状態を確認したり、個別にファイルを選

択して復元するときのガイドとしても使

用できます。各ボリュームをバックアッ

プしたどの時点の状態にでも、スナップ

ショットによって完全に復元することが

できます。

スナップショットは、ファイルが保存さ

れているボリュームの検索や管理に役立

ちます。ボリュームを新規バックアップ

セットに初めてバックアップする場合、

選択したファイルがすべてコピーされ、

そのスナップショットが保存されます。

その後、別のボリュームのバックアップ

を実行する際には、バックアップセット

内のファイルと正確に一致するファイル

はコピーされません。ただし、それらの

ファイルの情報は、各ボリュームのス

ナップショットに記録されます。この効

率的な保存方法では、正確に一致する

ファイルを余分にコピーしないため、

バックアップメディアが節約されます。

ある特定の時点でのバックアップから、

ボリューム、フォルダ、ファイルを復元

したい場合は、メディアから特定の時点

のスナップショットを取り出すことがで

きます。

スナップショットは、ある時点でのボ

リュームの状態を示すため、バックアッ

プセッションや日付が異なる複数のファ

イルのバージョンの検索には使用できま

せん。ただし、Retrospect では検索の簡単

な方法を用意しています。詳しくは、87 
ページの「検索による復元」を参照して

ください。

RETROSPECT とクライアント

Retrospect アプリケーションでは、

Windows のエクスプローラからアクセス

できるボリューム、またはドライブ名を

割り当てできるボリュームをバックアッ

プできます。これらのボリュームは、

ネットワークを介して共有されたボ

リュームでも、直接コンピュータに接続

されたドライブでもかまいません。

さらに、Retrospect Clients を使えば、

Retrospect のバックアップや復元の機能を

拡張して、ネットワーク上の他のコン

ピュータも対象とすることができるよう

になります。Retrospect Client ソフトウェ

アを装備したコンピュータのことを、

Retrospect クライアントコンピュータ、あ

るいは単にクライアントと呼びます。

Retrospect は、ネットワーク上のクライア

ントをバックアップできます。ファイル

サーバの設置、ファイル共有の開始、ボ

リュームのマウントなどは必要ありませ

ん。

Microsoft ネットワークを使っても、ネッ

トワークの他のコンピュータをバック

アップできますが、共有、ユーザ、およ

び許可を注意して設定しなければなりま

せん。Retrospect のクライアントソフト

ウェアでは、同じコンピュータをはるか

に簡単にバックアップできます。クライ

アントソフトウェアをインストールする

だけで、コンピュータが起動されると

（誰もログインしていない場合でも）ネッ

トワークを介してバックアップできます。



第 3 章  •  ハードウェア 27

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

章 3

ハードウェア

• ハ ー ド ウ ェ ア の 概 説

• 通 信 技 術

• バ ッ ク ア ッ プ 機 器 の 確 認

• C D / D V D  ド ラ イ ブ

• リ ム ー バ ブ ル デ ィ ス ク ド ラ イ ブ

• ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ

• テ ー プ ド ラ イ ブ

• テ ー プ ラ イ ブ ラ リ

• R E M O V A B L E  S T O R A G E  マ ネ ー ジ ャ

• メ デ ィ ア の 寿 命 と 保 存

• 複 数 の バ ッ ク ア ッ プ 機 器

• N E T W O R K  A T T A C H E D  S T O R A G E （ N A S ） デ バ イ ス

この章では、Retrospect で使用しているデバイス通信技術について説明し、バッ

クアップデバイスとの使い方を説明します。すでに SCSI、ファイバチャネル、

iSCSI、ATAPI、FireWire、USB についての知識がある方は、説明の項目を省略

して、ご使用のハードウェア設定やバックアップデバイスの項に進んでもかまい

ません。
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ハードウェアの概説

Retrospect では、ハードウェアを集中的に

使用します。これは、ハードディスクな

どの元ボリュームとテープドライブなど

のバックアップデバイス間で、大量の

データ転送を も効率的に行うためです。

これらのハードウェアシステムが正しく

機能していないと、Retrospect はデータを

正常にバックアップすることができませ

ん。このため、ハードウェアの機能と 
Retrospect との関連を理解しておく必要が

あります。

Retrospect では、Retrospect について、各種の

バックアップデバイスで広範なテストを

行っています。バックアップを越えた負

荷が記憶装置にかからない状態の問題で

あれば、Retrospect の厳しいテストによってほ

とんど発見されます。デバイスのメー

カーは Retrospectに対してデバイスのプレリ

リース版を提供しているので、もし問題

があれば、Retrospect はデバイスが出荷される

前にその点を指摘することができます。

対応デバイスの 新の互換性情報と詳細

については、Retrospect の Web サイ

トを参照してください。

Retrospect で何らかの問題が生じ、ハード

ウェアとソフトウェアのインストールに

は問題がないことを確認できた場合には、

「第 11 章 • 問題と解決方法」を参照してく

ださい。

通信技術

Retrospect は、多くのさまざまな方式を使

用してハードウェアデバイスと通信しま

す。この項では、 も一般的な方式を説

明し、Retrospect との相互通信方法につい

て説明します。

SCSI
SCSI（Small Computer System Interface）
は、ハードドライブ、テープドライブ、

テープライブラリ、スキャナなどの周辺

デバイスとコンピュータを接続し、通信

を可能にする、機械的、電気的、機能的

な規格です。SCSI ホストアダプタを使え

ば、コンピュータに SCSI の機能を追加で

きます。

SCSI では、SCSI ケーブルを SCSI ポート

に接続することにより、1 つ以上の周辺機

器を接続できます。デバイスは「1 台ず

つ」直列に、いわゆるデイジーチェーン

と呼ばれるシンプルな構造で接続します。

各機器は、それぞれを識別する固有の 
SCSI アドレス、つまり ID を持っていま

す。機器の ID 番号は、その機器自体に割

り当てます。

SCSI チェーンでは、チェーン上で通信す

る信号の整合性を維持するため、チェー

ンの両端を「終端」させなければなりま

せん。これにはターミネータが必要で、

これを SCSI の開いているポートに接続

し、そこでチェーンを閉じます。ほとん

どの SCSI カードには終端機能が内蔵され

ているので、SCSI チェーンのもう一方の

端だけを終端させてください。内部で終

端している、または自己終端型の SCSI デ
バイスは、コンピュータから一番遠い

後のデバイスとして SCSI チェーンの 後

に接続します。使用するハードウェアの

終端条件については、ご使用の SCSI カー

ドのマニュアル、および周辺機器のマ

ニュアルを参照してください。

チェーン上の ID を、特定の順序にする必

要はありません。番号が重複していない

限り、番号の順序が SCSI チェーンの動作

に影響することはありません。

注： SCSI デバイスを確実に機能させるた

めに、必ずチェーン中の各 SCSI デバイス

の電源をオンにしてからコンピュータを

起動してください。また、コンピュータ

を終了させてからオフにするようにして

ください。

http://www.retrospect.com/supporteddevices
http://www.emcdantz.com/jp/supporteddevices
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iSCSI
iSCSI は、IP（Internet Protocol）ネット

ワークを介した SCSI コマンド送信を可能

にするストレージネットワークの標準規

格です。Retrospect は iSCSI 準拠のテープ

ドライブ、テープライブラリ、および 
iSCSI ディスクアレイをサポートしていま

す。

注： Retrospect は、Microsoft iSCSI Software 
Initiator の 新バージョンを使用すること

をお勧めします。

ファイバチャネル

ファイバチャネルは、非常に高いデータ

転送レートを必要とするストレージデバ

イスのために設計されたシリアルデータ

転送アーキテクチャです。ファイバチャ

ネルは、SCSI と IP ネットワーク転送プロ

トコルの 適な機能を組み合わせたもの

です。

Retrospect は、以下の 3 つのトポロジを

使ってファイバチャネルのテープドライ

ブとテープライブラリをサポートします。

• ポイントツーポイント：専用ケーブル

を使ってバックアップコンピュータを

ファイバチャネルのテープライブラリ

に直接接続します。

• 調停ループ（FC_AL）：切れ目のない 1 
つのループまたはリング内に 大 126 
個のデバイスまたはノードを接続しま

す。

• スイッチファブリック：スイッチファ

ブリックは、 大 1600 万ノードを接続

できる も複雑なトポロジです。

注： FC_AL とスイッチファブリックの場

合、他のアプリケーションからデバイス

をロックしたり、デバイスを適切に共有

したりする機能は Retrospect  にはありませ

ん。ネットワーク管理者は、ファイバ

チャネルの記憶装置への完全なアクセス

権を常に 1 つの Retrospect だけに与える責

任があります。

Retrospect は、ファイバチャネルライブラ

リを共有するように設計されていません。

複数の Retrospect 間で 1 つのファイバチャ

ネルライブラリを共有するには、複数の、

より小さな仮想ライブラリに分割できる

ライブラリを選び、個々の Retrospect バッ

クアップサーバに、仮想ライブラリを 1 つ
ずつ割り当てる必要があります。

ATAPI
ATAPI（ATA Packet Interface）は、

CD/DVD ドライブやテープドライブなど

の周辺機器をコンピュータの IDE イン

ターフェイスと接続するための標準規格

です。

ATAPI デバイスはすべて、内部で IDE バ
スに接続されます。チャネル毎に、それ

ぞれマスターデバイスおよびスレーブデ

バイスと呼ばれる 0 および 1 の番号が割り

当てられた 1 つまたは 2 つのデバイスがあ

ります。ATAPI デバイス番号は、ジャン

パまたは特殊ケーブルで設定されます。

FireWire
FireWire とは、ハードディスクやリムーバ

ブルディスクドライブなどの記憶装置、

およびスキャナやビデオカメラなどの周

辺装置とコンピュータを接続し、通信を

可能にする、機械的、電気的、機能的な

規格です。FireWire は、公式な IEEE 1394 
の仕様書に基づいて i.LINK または 1394 と
も呼ばれます。

FireWire では、FireWire 規格のケーブルを 
FireWire ポートに接続して、63 台もの周

辺装置とコンピュータを接続できます。

FireWire は「ホットプラグ」が可能です。

ほとんどの場合、電源を入れたままデバ

イスを接続したり、外したりすることが

でき、コンピュータを再起動する必要も

ありません。FireWire は、非常に高速な転

送レートを実現しています。
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一部の FireWire デバイスをサポートする

には、特別なソフトウェアドライバが必

要です。インストールと設定情報、およ

びご使用の FireWire デバイスでどのソフ

トウェアが必要かについては、デバイス

に添付されているマニュアルを参照して

ください。

USB/USB 2.0
USB（Universal Serial Bus）は、キーボー

ドやジョイスティックなどの入力デバイ

ス、および記憶装置やスキャナなどの周

辺デバイスとコンピュータを接続し、通

信を可能にする、機械的、電気的、機能

的な規格です。

USB/USB 2.0 では、USB 規格のケーブルを 
USB ポートに接続して、128 台までの周辺

デバイスをコンピュータに接続できます。

一部の USB デバイスをサポートするには、

特別なソフトウェアドライバが必要です。

インストールと設定情報、およびご使用

の USB デバイスでどのソフトウェアが必

要かについては、デバイスに添付されて

いるマニュアルを参照してください。

NT パススルー

Windows NT、2000、XP、Server 2003 の各

オペレーティングシステムでは、

Retrospect は NT パススルーを使用して、

テープや CD/DVD のドライブと直接通信

できます。

ASPI
Windows 98 および Windows Me では、

Retrospect とテープドライブや CD/DVD ド
ライブとの通信に、ASPI（Advanced SCSI 
Programming Interface）ソフトウェアが必

要です。

Windows 98 と Windows Me のシステムに

は、Retrospect によって Adaptec 社の ASPI 
ソフトウェアが自動的にインストールさ

れます。

バックアップ機器の確認

Retrospect に使用可能なバックアップデバ

イスの一覧を表示するには、ナビゲー

ションバーで「設定」>「デバイス」をク

リックしてから、「ストレージデバイス」

ウィンドウの「環境」タブをクリックしま

す。すべての ID 番号と、それらに接続さ

れている機器が表示されます。

アドレス毎に、デバイス ID、メーカーの 
ID、製品 ID、ファームウェアのバージョ

ン番号、および Retrospect のドライバがリ

スト表示されます。

機器が Retrospect により Retrospect 対応として

認定されたものである場合、または「認

識」された場合には、そのドライバは太

字で区別されて表示されます。認識され

ているデバイスは、Retrospect の Web 
サイトの認定（qualified）ハードウェアリ

ストに含まれるかどうかに関係なく、表

示されているドライバを使用すれば、ほ

とんどの環境で問題なく使用できます。

ご使用のデバイスが認定されているかど

うかについては、www.retrospect.com の 
Support & Hardware のセクションで確認で

きます。また、Retrospect から、ご使用のデバ

イスに対応した Retrospect Driver Update
（RDU）がリリースされているかどうかも 

Web サイトで確認してください。

リムーバブルディスクドライブの場合、

オペレーティングシステムを介して 
Retrospect とデバイスが通信可能であるた

め、Retrospect には専用のドライバはあり

ません。

http://www.retrospect.com/supporteddevices
http://www.retrospect.com/supporteddevices
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バックアップデバイスが表示されない
場合

バックアップコンピュータに正しく接続

されているすべてのバックアップデバイ

スは、Windows のデバイスマネージャに

も表示されます。表示されない場合は、

ご使用のデバイスの説明書を参照して、

デバイスを適切にセットアップしてくだ

さい。

内部で接続された ATAPI 機器が表示され

ない場合には、ケーブルがしっかりと接

続され、マスターデバイスまたはスレー

ブデバイスのいずれかに正しく設定され

ていることを確認してください。または、

そのケーブルがコンピュータでサポート

されているかどうかを確認してください。

さらに、コンピュータの BIOS 設定で、

IDE バスに接続された全デバイスが有効に

なっていることを確認してください。詳

細については、ご使用のコンピュータに

付属する説明書を参照してください。

SCSI デバイスについては、それぞれのデ

バイスの電源がオンになっていること、

ケーブルがしっかりと接続されているこ

と、デバイスの ID が重複していないこと、

SCSI チェーンが正しく終端されているこ

とを確かめてください。SCSI チェーン上

のデバイスの調整は、それぞれのデバイ

スとコンピュータ自体の電源をオフにし

てから行ってください。

SCSI チェーンの接続と終端が適切でない

場合や、ID の重複がある場合は、さまざ

まな問題が生じます。 も単純な場合に

は、デバイスが「デバイス状況」ウィン

ドウに表示されません。より重大で扱い

にくい問題としては、バックアップコン

ピュータとバックアップデバイスの間の

通信エラーがあり、これはデータの損失

につながります。 も重大な問題の場合

には、コンピュータやチェーン上の SCSI 
デバイスが破損します。

Windows 98/Me に関する注意事項

Windows 98 または Me でテープや CD/DVD 
にバックアップする場合には、ASPI をイ

ンストールしておかなければなりません。

Retrospect インストーラは自動的に、ASPI 
をインストール、または正しいバージョ

ンにアップデートします。Retrospect の後

にインストールされたアプリケーション

が ASPI のバージョンを変更することもあ

ります。

まず、ご使用の Windows 98 または Me コ
ンピュータに ASPI が正しくインストール

されていることを確かめてください。

Retrospect フォルダの ASPI チェックユー

ティリティ（ASPICHK.EXE）を実行しま

す。4.60 よりも前のバージョンの ASPI コ
ンポーネントが見つかった場合には、

Retrospect フォルダの ASPI インストーラ

（ASPIINST.EXE）を実行して、アップ

デートしてください。

周辺機器を確認するためのツールバー
コマンド

「環境」タブのツールバーには、周辺機器

を表示するためのコマンドがあります。

ID を認識しない：デバイスを選択して

「ID を認識しない」をクリックし、

Retrospect を再起動すると、その ID のス

キャンは行われません。これは、CD/DVD 
ドライブを使用しないバックアップの

中に CD/DVD ドライブで音楽を演奏した

いときに便利です。また、バックアップ

コンピュータに認識させたくないデバイ

スがファイバチャネルや iSCSI のネット

ワーク上にある場合、それらを無視させ

る手段としても利用できます。

ID を無視しない：Retrospect で無視される

ように設定した ID を選択して「ID を無視

しない」をクリックし、Retrospect を再起

動すると、その ID が Retrospect でスキャ

ンされ、再度認識されるようになります。
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更新：「更新」ボタンをクリックすると、

Retrospect によってデバイスが再スキャン

され、ウィンドウを 初に表示してから

加えた変更がすべて表示されます。

CD/DVD ドライブの設定：CD/DVD ドラ

イブを選択してこのボタンをクリックす

ると、CD/DVD ドライブのカスタム設定

を作成（または削除）することができま

す。詳しくは、34 ページの「CD/DVD ド
ライブの設定」を参照してください。

CD/DVD  ドライブ

Retrospect を使用して、CD/DVD ドライブ

にバックアップしたり、それらのドライ

ブから復元したりすることができます。

Retrospect のハードウェア研究所では、すべて

ではありませんが、多くの CD/DVD ドラ

イブの適合性をチェックしています。適

合性が認定されたドライブは、

www.retrospect.com に一覧されていま

す。

注： 認定済みドライブのリストには、

DVD+R DL および DVD-R DL メディア用

の片面 2 層 DVD ドライブも複数含まれて

います。

お持ちのドライブが認定されていないも

のであっても、Retrospect で使用できる場

合があります。詳しくは、34 ページの

「CD/DVD ドライブの設定」を参照してく

ださい。

無人状態でのスクリプト実行中に新規

ディスクが必要になると、Retrospect はド

ライブ内の消去済みのディスクか、指定

された名前のディスクを自動的に使用し

ます。

CD-R、CD-RW、DVD-R、DVD-RW、

DVD+R、および DVD+R DL の新しい空の

メディアは、消去済みと見なされ、その

まま使用されます。新しい DVD+RW メ
ディアは、Retrospect によって準備された

後、使用されます。既に記録されている 
CD-R、DVD-R、DVD-R DL、または 
DVD+R メディアは消去できないので、

Retrospect で使用することはできません。

自動実行では、データが記録された 
CD/DVD を Retrospect で使用することはで

きないので、必要のないデータしか含ま

れていない CD-RW、DVD-RW、

DVD+RW ディスクを事前に消去して、再

書き込み型のメディアを準備しておくと

良いでしょう。詳しくは、34 ページの

「CD/DVD 用のツールバーコマンド」を参

照してください。

警告： CD/DVD ディスクのデータは、書

き込み可能 なディスクドライブがないと

復元できません。

記録型および再書き込み型のメディア

CD-R、DVD-R、DVD+R、および DVD+R 
DL ディスクはいったん書き込みをする

と、消去することができないメディアで

す。CD/DVD バックアップセットの名前

の設定やバックアップするファイルの選

択は、慎重に行ってください。

CD-RW、DVD-RW、DVD+RW ディスク

は再書き込みが可能なので、リムーバブ

ルディスクのように何度でも記録するこ

とができます。再書き込みの回数には限

度がありますが、Retrospect による使用で

限度に達することはありません。

Retrospect では、CD-R、CD-RW、DVD-R、
DVD-R DL、DVD+R、DVD+R DL、
DVD-RW、DVD+RW ドライブで使われる

記録可能なディスクを「ディスク」と総

称しています。これらのドライブは異な

るメディアを使用しますが、Retrospect で
の使用においては、ほぼ同じように利用

できます。異なっている点は、「R」ディ

スクは消去できないのに対して、「RW」

ディスクは消去可能で、Retrospect で再利

用できることです。再書き込み可能な

ディスクは当然、記録可能です。

http://www.retrospect.com/supporteddevices
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Retrospect は、ドライブが対応しているメ

ディアであれば利用できます。メーカー、

速度、メディアの種類など、極めて多様

です。 良の結果を得るため、高品質の

メディアを使用してください。ドライブ

の製造各社は、特定のブランドのメディ

アを推奨あるいは必須としていますが、

一部は高速度のメディアの使用には対応

していません。推奨メディアについては、

ドライブのメーカーにお問い合わせくだ

さい。

ヒント： 大限のパフォーマンスと信頼

性を得るためにも、DVD+R、DVD+R DL、
または DVD+RW のメディアがドライブで

サポートされている場合は、それらのメ

ディアを使用してください。

バックアップの前に他のソフトウェアで

記録型 CD/DVD をフォーマットする必要

はありません。未フォーマットまたは消

去済みの CD/DVD を使用してください。

注： Retrospect で作成されたバックアップ

用 CD/DVD にアクセスできるのは、

Retrospect または Retrospect Backup 製品だ

けであり、対応している CD/DVD デバイ

スを使用する必要があります。Windows 
のエクスプローラや他のソフトウェアを

使用して、バックアップ用 CD/DVD をマ

ウントすることはできません。

CD/DVD の状態の表示

Retrospect では、バックアップ用に使用す

る（または使用した）CD/DVD について

の情報を表示することができます。

ディスクの情報を表示する前に、使用す

るデバイスが「記憶装置」ウィンドウに

表示されていることを確認してください。

目的のデバイスがウィンドウに表示され

ないときは、30 ページの「バックアップ

機器の確認」を参照してください。

注： Retrospect は CD/DVD ドライブを独占

的に使用するため、記録済み（ファイナ

ライズ後）の CD-ROM やオーディオディ

スクがロードされている場合は、それを

ドライブから取り出してください。ドラ

イブは、Retrospect が終了するまで、

Retrospect によって排他的に確保されま

す。

ディスクの状態を表示するには、次の手順に
従います。

1. ドライブにディスクを挿入します。

注： CD/DVD ディスクドライブにディス

クを挿入すると、ディスクの準備または

フォーマットを行うかどうか尋ねるダイ

アログボックスが、オペレーティングシ

ステムや他のソフトウェアによって表示

される場合があります。バックアップ

ディスクは Retrospect で準備する必要があ

るため、フォーマットの問い合わせダイ

アログボックスは無視し、これらのダイ

アログボックスは閉じてください。

2.「設定」>「デバイス」の順にクリック

します。

「記憶装置」ウィンドウが表示されます。

ディスクがロードされると、その状況が

次のように表示されます。

「準備完了」は、Retrospect のデータが

ディスクに保存されていることを示しま

す。

「消去済み」は、ディスクが空で、

Retrospect で使用するための準備が完了し

ていることを示します。
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「ライトプロテクト済み」は、ディスクが

ロックされているか、いっぱいであるこ

とを示します。

「内容不明」は、データは入っています

が、有効な Retrospect のデータではないこ

とを示します。詳しくは、396 ページの

「メディアの内容が不明」を参照してくだ

さい。

「バージョンが違います」は、ドライブの

ファームウェアがサポートされていない

ことを示します。あるいは、挿入した

ディスクが Retrospect によって Macintosh 
用に書き込まれていることを示します。

Macintosh 版 Retrospect で書き込んだディ

スクは、Windows 用 Retrospect では読み込

むことができません。

「非互換」は、挿入したメディアがドライ

ブでサポートされていないか、そのドラ

イブのカスタム設定の作成時に使用した

タイプのメディアと異なることを示しま

す。

「ハードウェアエラー」は、バックアップ

デバイスにエラーが発生したことを示し

ます。

「ディスク破損」は、ディスクが前のバッ

クアップ中に破損したことを示します。

このディスクには、データを追加できな

い可能性があります。

「使用中、ビジー」は、ドライブがビジー

状態であることを示します。

「メディアがありません」は、ディスクが

ドライブにセットされていないことを示

します。

CD/DVD 用のツールバーコマンド

「記憶装置」ウィンドウのツールバーに

は、次のような CD/DVD の使用に関係す

る多くのコマンドがあります。

「プロパティ」 は、ディスクドライブにつ

いての情報を表示します。記録型 
CD/DVD を挿入した場合にも、「プロパ

ティ」ウィンドウに情報が表示されます。

情報には、それが Retrospect のバックアッ

プセットのメンバーであるかどうか、ま

たそのフォーマットが含まれます。

「取り出し」は、指定したディスクをドラ

イブから取り出します。

「消去」は、指定した再書き込み型 
CD/DVD ディスクの内容を消去します。

このコマンドは、記録専用の CD/DVD ディ

スクでは利用できません。

注： DVD+RW ディスクの内容を消去する

際には、Retrospect によって短い消去と長

い消去のどちらかの選択を求めるメッ

セージが表示されます。「短い消去」と

は、ディスクのヘッダを高速に書き換え

る処理です。「長い消去」とは、ディスク

全体の消去と検証のサイクルで、完了ま

で数時間を要します。

CD/DVD ドライブの設定

Retrospect には、多数の CD/DVD ドライブ

の認識情報が内蔵されています。ドライ

ブが認識されなかった場合には、カスタ

ム設定を作成することができます。

注： カスタム設定は、Retrospect の厳しいハー

ドウェア検証過程を経たものではありま

せんが、正常な設定がサポートされます。

カスタム設定のプロセスで、空の 
CD/DVD を挿入するよう要求されます。

このディスクを使用して、一連のテスト

が実行されます。必ず、バックアップに

使用する種類のディスク（DVD+RW な
ど）を挿入してください。一種類のディ

スクに対してドライブの設定が完了する

と、他の種類のメディアをテストするこ

とができます。
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注： ドライブを設定する必要があるのは、

バックアップに使用するメディアタイプ

のみです。

カスタム設定を使用する場合には、

Retrospect がそのデバイスで正常に動作し

ているかどうかを確かめるために、必ず

検証機能をオンにしてバックアップを

行ってください。

注： いったん書き込みをすると消去でき

ないメディアを使用してカスタム設定を

実行すると、そのメディアはほかに使用

できません。

自動設定

バックアップコンピュータが、サポート

されているテープドライブや CD/DVD ド
ライブではなく、認識されない CD/DVD 
ドライブに接続されている場合、「設定」

>「デバイス」をクリックするか、バック

アップデバイスを必要とするその他の処

理を実行しようとすると、CD/DVD 設定

ダイアログボックスが表示されます。

そのドライブ用のカスタム設定を作成す

るには、「設定」をクリックして、画面上

に表示される指示に従います。設定をス

キップして、これ以降ダイアログボック

スが表示されないようにするには、「無

視」をクリックします。ここでは設定を

スキップするが次回に再びダイアログ

ボックスが表示されるようにするには、

「キャンセル」をクリックします。

手動設定

ごくまれに、Retrospect 内蔵の認識情報よ

りも優先される、カスタム設定を作成し

たい場合があるかもしれません。この手

順は、CD/DVD ドライブへのバックアッ

プで何らかの問題が生じた場合、または 
Retrospect の Retrospect テクニカルサポートか

らそうするようにと指示された場合にの

み、実行してください。カスタム情報を

作成することにより、Retrospect とドライ

ブの間の通信状況が改善される場合もあ

りますが、必ずそうなるとは限りません。

ナビゲーションバーで、「設定」>「デバ

イス」をクリックします。「環境」タブを

クリックし、再設定する CD/DVD ドライ

ブを選択し、ツールバーの「CD/DVD ド
ライブの設定」ボタンをクリックします。

表示されるダイアログボックスで「設定」

をクリックして、画面上に表示される指

示に従い、そのドライブ用のカスタム設

定を作成します。

カスタム設定の削除

CD/DVD ドライブのカスタム設定を作成

したにもかかわらず、問題が解決されな

い、または悪化した場合には、カスタム

設定を削除してください。

ナビゲーションバーで、「設定」>「デバ

イス」をクリックします。「環境」タブを

クリックして、再設定する CD/DVD ドラ

イブを選択します。右クリックして、

「CD/DVD ドライブの設定」を選択しま

す。表示されるダイアログで「削除」を

クリックして、選択したドライブのカス

タム設定を削除し、Retrospect の内蔵認識

情報（もしあれば）を使用します。削除

を確認するダイアログボックスが表示さ

れるので、確認して「OK」をクリックし

ます。

注： Retrospect は、（カスタムまたは内蔵

の）設定情報のない CD/DVD ドライブに

バックアップを行うことはできません。

リムーバブルディスクドライブ

リムーバルディスクドライブは、Windows 
エクスプローラからアクセスできるメ

ディアを使用します。これらのドライブ

には Zip、REV、SuperDisk、DVD-RAM、

MO などがあります。Retrospect でリムー

バルディスクドライブを使用するには、

Windows エクスプローラでファイルと

ディスク間のコピーができる必要があり

ます。
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注： Retrospect でリムーバブルディスクに

バックアップを行う前に、ディスクの挿

入、フォーマット、消去、取り出しに慣

れておいてください。

バックアップセットタイプの選択

ファイルバックアップセットとディスク

バックアップセットの両方について、リ

ムーバルディスクドライブを宛先にする

ことができます。この 2 種類のバックアッ

プセットには、次のように、いくつか重

要な違いがあります。

• ディスクバックアップセットは、バッ

クアップデータが増えた場合、

CD/DVD バックアップセットで複数の

メディアを使って連続的に拡張できる

のと同様に、複数のリムーバブルカー

トリッジやディスクを使って連続的に

拡張していくことができます。ファイ

ルバックアップセットは、１ つのディ

スクまたはカートリッジの容量以上に

拡張することはできません。

• ディスクバックアップセットの一部と

して使用するリムーバブルディスクは、

使用する前に内容を消去しておく必要

があります。ファイルバックアップ

セットの一部として使用するリムーバ

ブルディスクは、内容を消去する必要

はなく、このディスクはバックアップ

セットのデータファイル以外のファイ

ルを保存およびアクセスすることがで

きます。

リムーバブルディスクの状態の表示

Retrospect を使用して、バックアップ用に

使用するまたは今まで使用していたリ

ムーバブルディスクについての情報を表

示することができます。

ディスクの状態を表示するには、次の手順に
従います。

1.「設定」>「ボリューム」をクリックし

ます。

「ボリュームデータベース」ウィンドウが

表示されます。

2. ドライブにディスクを挿入します。

ディスクがロードされると、「ボリューム

データベース」ウィンドウに表示されま

す。ディスクの横にはドライブレターが

表示されます。

使用するリムーバブルディスクの準備

リムーバブルディスクをバックアップ

セットのメンバーとして追加する際には、

前もってディスクの内容を消去したり、

再フォーマットしておくなどして、ディ

スクを準備しておくとよいでしょう。無

人モードのスクリプト実行中に、ディス

クバックアップセット用の追加のディス

クが必要になると、バックアップセット

に前もって追加されていたディスクが自

動的に使用されます。

ディスクのフォーマットや消去が完了す

ると、そのディスクをディスクバック

アップセットに追加できます（フォー

マットと消去については 36 ページの「リ

ムーバブルディスクのフォーマットと消

去」、ディスクバックアップセットへの追

加については 308 ページの「バックアップ

セットへのディスクの追加」を参照して

ください）。

リムーバブルディスクのフォーマットと
消去

未フォーマットのリムーバブルカート

リッジやディスクを Retrospect で使用する

際は、まず Windows のエクスプローラか

フォーマットユーティリティでディスク

のフォーマットを行わなければなりませ

ん。

注： MO、DVD-RAM、Zip、REV、

SuperDisk などのリムーバブルカートリッ

ジは、ドライブに付属のソフトウェアで

フォーマットしてください。
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すべてのカートリッジについて、同一の

フォーマット方式を使用することをお勧

めします。

ヒント： Windows NT/2000/XP の場合には、

Retrospect がディスクを消去する際の時間

を短縮するために、カートリッジを NTFS 
ボリュームとしてフォーマットしてくだ

さい。

リムーバブルディスクの内容を消去する

には、Retrospect のナビゲーションバーの

「設定」>「ボリューム」をクリックしま

す。消去するディスクを選択し、ツール

バーの「消去」ボタンをクリックします。

リムーバブルディスク用のツールバー
コマンド

「プロパティ」 は、リムーバブルディスク

ドライブについての情報を表示します。

ディスクを挿入した場合にも、「プロパ

ティ」ウィンドウに情報が表示されます。

情報には、それが Retrospect のバックアッ

プセットのメンバーであるかどうか、ま

たそのフォーマットが含まれます。

「取り出し」は、指定したメディアをドラ

イブから取り出します。

「消去」は、指定したディスクの内容を消

去します。

ハードディスクドライブ

Retrospect では、バックアップ先として、

ハードディスクをサポートしています。

バックアップコンピュータに直接つなが

れた内蔵および外付けハードディスクは

もちろん、ネットワーク経由で共有され

ているハードディスクでも可能です。

Retrospect でハードディスクを使用するに

は、Windows のエクスプローラからアク

セスできる必要があります。ハードディ

スクとの通信には、Retrospect のカスタム

ドライバではなく、ファイルシステムを

使用します。

Retrospect で使用できるハードディスクを

確認するには、「設定」>「ボリューム」

をクリックします。

バックアップデバイスとしての固定ハー

ドディスクには、メディアを取り外して

運用環境外で保管したり、メディアの

ローテーションを行うことができないと

いう欠点があります。264 ページの「バッ

クアップ計画」に、安全で確実なバック

アップを行う上での重要なポイントが記

述されています。「ホットスワップ可能」

（電源を入れたまま取り外し可能）なドラ

イブは、こうした問題について、より柔

軟に対応できます。

バックアップセットタイプの選択

ファイルバックアップセットとディスク

バックアップセットの両方について、

ハードディスクドライブを宛先にするこ

とができます。この 2 種類のバックアップ

セットには大きな違いがあり、次の特長

を持つディスクバックアップセットの方

が、柔軟性とパフォーマンスに優れてい

ます。

• 複数のディスク（ネットワークボ

リュームを含む）にわたって作成でき

る。

• ディスクを自動的にグルーミングして、

空き領域を確保するオプションがある。

• NAS デバイスとサーバのバックアップ

のサポートが 適。

• 同じバックアップセットを、ある操作

で宛先として使用すると同時に、別の

操作の元ボリュームとしても使用でき

る。

• UIR（ユーザ開始型復元）アドオンが

ある場合、UIR をサポートする。

さらに、ファイルバックアップセットに

は常に存在するファイルサイズの上限が、

ディスクバックアップセットにはありま

せん。
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ハードディスク上に保存した場合、ファ

イルバックアップセットとディスクバッ

クアップセットの両方とも、バックアッ

プセットのデータファイル以外のファイ

ルを保存およびアクセスすることができ

ます。

使用するハードディスクの準備

ディスクをバックアップセットのメン

バーとして追加する際には、前もって

ディスクを準備しておくとよいでしょう。

無人モードのスクリプト実行中に、ディ

スクバックアップセット用の追加のディ

スクが必要になると、バックアップセッ

トに前もって追加されていたディスクが

自動的に使用されます。

ディスクをバックアップセットに追加す

るには、308 ページの「バックアップセッ

トへのディスクの追加」を参照してくだ

さい。

ディスクグルーミング

ディスクバックアップセットのメンバー

のディスクに空きがなくなる（または割

り当てたディスク領域がすべて消費され

る）と、Retrospect は通常、ファイルと

フォルダのコピーを続行できるように新

しいディスクを要求します。

ここで、ディスクを取り替えずに処理を

続行させることも可能です。Retrospect の
グルーミングオプションを使用すれば、

古いファイルとフォルダが削除され、新

しいファイルとフォルダ用の空き領域が

確保されます。

ディスクグルーミングを有効にして、グ

ルーミングのポリシーを指定する（また

は Retrospect のポリシーを使用する）と、

ディスクの空きが足りなくなったときに、

ポリシーに基づいて古いファイルとフォ

ルダが自動的に削除されます。「バック

アップセット作成」ウィザードでディス

クグルーミングのオプションを設定する

方法についての詳細は、301 ページの

「ディスクバックアップセットのグルーミ

ングオプション」を参照してください。

警告： グルーミングではファイルとフォ

ルダが削除されますが、これらのファイ

ルとフォルダを復元することはできませ

ん。グルーミングを有効にする前に、重

要性の高いファイルとフォルダを保護す

るバックアップポリシーを、必ず作成し

てください。

ディスクバックアップセットのグルーミ

ングポリシーは、いつでも必要に応じて

変更したり、無効化することができます。

特定の時点以降のバックアップを保護す

る必要があるときには、該当するバック

アップをロックして、Retrospect によるグ

ルーミングの対象から除外できます。ま

た、ポリシーによってグルーミングされ

ない特定のスナップショットを、バック

アップセットから削除するために選択す

ることもできます。詳しくは、305 ページ

の「「スナップショット」タブ」を参照し

てください。

グルーミングは、段階的バックアップの

一部として効果的に利用できます。詳し

くは、268 ページの「段階的バックアップ

計画」を参照してください。

テープドライブ

Retrospect は、ほとんどのテープドライブ

を、ソフトウェアの追加インストールな

しでサポートします。対応しているテー

プドライブの一覧については、

www.retrospect.com を参照してくださ

い。

ハードディスクドライブ、リムーバブル

ディスクドライブ、CD/DVD ドライブな

どのランダムアクセスデバイスと異なり、

テープドライブはシーケンシャルアクセ

スを採用しています。メディア上にある

データの位置を正確にとらえて読み出す

ことができないため、ディスクドライブ

http://www.retrospect.com/supporteddevices
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などのランダムアクセスデバイスと比べ、

アクセス速度が遅くなります。これは、

音楽のカセットテープを早送りして聞き

たい曲を探すようなものです。

シーケンシャルアクセスのメディアは比

較的安価で容量が大きく、データの転送

レートが安定しています。そのため、

テープはバックアップに 適なメディア

です。

Retrospect を使用してボリュームをテープ

にバックアップすると、テープの 初か

ら 後までデータが順に書き込まれます。

バックアップデータをテープに追加する

場合は、直前のデータが終了した位置か

ら、テープがなくなるまで追加されます。

テープをドライブに挿入しても、バック

アップコンピュータや Retrospect は、マウ

ントやドライブ名への割り当てを行わな

いため、テープドライブが Windows のデ

スクトップに表示されることはありませ

ん。ディスクのように、テープをボ

リュームとしてマッピングする方法もあ

りますが、前に述べた性能上の問題があ

るため、標準バックアップには不向きで

す。Retrospect のシステムを使用してテー

プでバックアップと復元を行う方がはる

かに高性能で、効率や信頼性にも優れて

います。

テープの容量

テープに保存できる実際のデータ量は、

各種の要素によって変わります。特に、

バックアップをとるコンピュータと、

テープドライブとの相対速度に大きく影響

されます。

低速の元ボリューム（遅いコンピュータ、

低速なハードディスク、ネットワーク上

の共有ボリュームなど）から高速のテー

プドライブにバックアップすると、テー

プの容量が少なくなります。元ボリュー

ムのデータを、テープドライブと同じ速

度で転送できないからです。これは、

オーディオレコーダに口述録音するとき

のことを考えるとよくわかります。速く

話せば多くの単語が録音できますが、

ゆっくり話すと、同じだけの単語を録音

するのにより長いテープが必要です。

バックアップ中にテープドライブへの

データが途切れた場合は、データの書き

込みが中止されて、テープが適切な位置

まで送られて、正しい位置から書き込み

が再開されます。テープを送るたびに

テープの残り容量が少しずつ減ります。

また、何度も停止と送りを繰り返すとデ

バイスの消耗が激しくなります。

テープメーカーが示す容量に満たないう

ちにテープが終わることがあります。

テープドライブには、通常の使用量より

も多めの容量を表示しているものがある

からです。表示されている数値は、ハード

ウェア圧縮機能を備えたテープドライブの

「圧縮前のデータ量」です。圧縮率も、実

際より高く見積もられています。

圧縮

Retrospect と一部のテープドライブには、

データ圧縮機能があります。これにより、

保管されるデータのサイズを小さくし、

メディアスペースを節約することができ

ます。圧縮によって実際にメディアの容

量が増加するのではなく、ディスクや

テープの容量は一定のままです。オリジ

ナルのデータがメディアに書き込まれる

前に、小さいサイズに圧縮されるので、

テープにより多くのファイルを保存する

ことができます。

ハードウェアデータ圧縮は、テープドラ

イブに内蔵の極めて一般的な機能です。

Retrospect は、可能な限りテープドライブ

の圧縮機能（ハードウェア圧縮）を使用

し、必要に合わせて自動的に Retrospect の
圧縮オプション（ソフトウェア圧縮）を

オフにします。
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ヒント： これはソフトウェア圧縮よりも

ハードウェア圧縮の方が高速で行えるか

らです。

圧縮率は、バックアップするデータのタ

イプによって異なります。テキストファ

イルは圧縮率が高く、アプリケーション

ファイルやシステムファイルは低くなり

ます。通常、圧縮したデータは元のサイ

ズの 1/2 になります。

暗号化を使用すると、Retrospect はハード

ウェア圧縮を無効にします。暗号化した

データは、圧縮率が低下するためです。

暗号化と圧縮を同時に行う場合は、

Retrospect のソフトウェア圧縮オプション

を利用してください。ソフトウェア圧縮

では、暗号化する前にデータが圧縮され

ます。これはハードウェア圧縮にはない

機能です。

テープドライブのメカニズム

多くの会社からテープドライブが発売さ

れていますが、テープドライブの基本的

なメカニズムを実際に製造しているのは

一部のメーカーです。一般的には、基本

的なドライブ部分はメーカーから購入し

て、ドライブのケースやパッケージ、サ

ポートなどを独自に提供することで、自

社の製品として販売しています。

広く使用されているテープのメカニズム

には、AIT、DAT、DLT、LTO/Ultrium、S-
AIT、Travan、VXA などがあります。いく

つかのドライブメカニズムでは、自動交

換式のテープライブラリが利用できます。

AIT、DLT、LTO/Ultrium、S-AIT のような

高速大容量のテープドライブには、高性

能な環境が必要です。高速のコンピュー

タプロセッサで、 適な速度と容量が達

成されます。性能面で も重要な要素は、

元ボリュームの速度です。元ボリューム

が遅い場合、ドライブは、追加のデータ

を待つ間、テープの位置調整のため頻繁

に停止しなければなりません。ドライブ

の位置調整が多いと、コピーの性能は大

幅に低下します。

ヒント： テープへのバックアップでは、

いったんディスクにバックアップした後、

バックアップをテープに転送する段階的

バックアップで、全体的なパフォーマン

スを向上できる場合があります。詳しく

は、268 ページの「段階的バックアップ計

画」を参照してください。

AIT
Advanced Intelligent Tape（AIT、AIT-2、
AIT-3、AIT-4）を使用する 8mm テープド

ライブは、利用可能なテープドライブの

うちで も高速な部類に入ります。これ

らのメカニズムは、 適な条件下で使用

すれば、圧縮されていない状態で 12 ～ 
200 GB のデータを極めて高速に格納でき

ます。

DAT
DAT ドライブは、Travan のようなエント

リレベルのテープドライブと、DLT や 
AIT のようなハイエンド製品との中間に位

置しています。4 mm 幅のテープを使用す

るコンパクト DAT カートリッジの容量に

は、2 GB（DDS-1）、4 GB（DDS-2）、
12 GB（DDS-3）、20 GB（DDS-4）、36 GB

（DAT 72）のものがあり、ファイルの圧縮

率に応じて、容量はさらに大きくなりま

す。速度の範囲は、旧式の DDS-1 ドライ

ブの毎分 6 MB から、新型の DAT 72 ドラ

イブの毎分 150 MB にまで及びます。

DLT
DLT および Super DLT ドライブは、利用

可能なテープドライブのうちで も高速

な部類に入ります。これらのメカニズム

は、 適な条件下で使用すれば、極めて

高い性能と、圧縮されていない状態での 
2.6 ～ 300 GB の容量を提供します。



第 3 章  •  ハードウェア 41

LTO Ultrium
Ultrium テープドライブは、利用可能なも

ののうち、 も高速で容量の多い部類に

入ります。Ultrium フォーマットは、LTO
（Linear Tape Open）コンソーシアムによっ

て策定されたものです。Ultrium-1 テープ

の容量は、圧縮していない状態で 100 GB 
です。Ultrium-2 テープの容量は、圧縮し

ていない状態で 200 GB です。Ultrium-3 
テープの容量は、圧縮していない状態で 
400 GB です。

S-AIT
Super AIT（S-AIT）ドライブは、利用可能

なテープドライブのうちで も容量の多

い部類に入ります。S-AIT テープの容量

は、圧縮していない状態で 500 GB です。

Travan
これらのテープドライブの容量は、使用

するテープカートリッジに依存しており、

圧縮していない状態で 1.5、2、4、10、
20 GB のいずれかです。Travan の「NS」

（Network Series）ドライブには、ハード

ウェア圧縮機能があります。

VXA
VXA ドライブは、中小規模の環境向けに、

信頼性が高く、比較的安価なテープ技術

を提供します。VXA 方式では、データを

パケット化し、可変速度で動作して、1 回
のパスでテープのデータを複数回読み取

ることができます。VXA-1 テープは、圧

縮されていない状態のデータを 33 GB 格
納できます。VXA-2 テープは、圧縮され

ていない状態のデータを 80GB 格納できま

す。

テープアラートのサポート

テープドライブとテープライブラリの多

くはテープアラートメッセージをサポー

トしており、テープアラートメッセージ

を生成してハードウェアエラーを通知し

ます。テープアラートメッセージには、

次の 3 つの種類があります。

• 情報

• 警告

• 重要

Retrospect は、次の 3 通りの方法でテープ

アラートを出力します。

• エラーの概要を示すダイアログボック

スを表示する。

• エラーを「アクティビティモニタ」の

「イベント」タブに表示する詳しくは、

183 ページの「「イベント」タブ」を参

照してください。

• 操作ログにエラーを出力する詳しくは、

273 ページの「操作ログの表示」を参

照してください。

これらの出力は、バックアップコン

ピュータからアクセス可能で、かつテー

プアラートをサポートしているテープド

ライブやテープライブラリを対象に、有

効 / 無効を切り替えることができます。

注： ほとんどのテープドライブでは、

Retrospect のテープアラート出力は標準で

無効になっており、自動的に有効になる

ことはありません。次に説明するように、

手動で有効化する必要があります。

テープアラートの有効 / 無効を切り替えるに
は、次の手順に従います。

1. ナビゲーションバーで「設定」>「デバ

イス」をクリックします。

2.「状況」タブをクリックします。

3. テープドライブまたはテープライブラ

リを選択し、「記憶装置」ウィンドウの

ツールバーの「プロパティ」ボタン  
をクリックします。

4.「テープアラート」ボタン  をクリッ

クしてテープアラートの有効 / 無効を切

り替えます。
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注： 使用しているテープドライブがテー

プアラートをサポートしていない場合、

このボタンは無効になっています。

選択結果に応じて、「プロパティ」ウィン

ドウの内容が更新されます。

WORM テープサポート

新しいコンプライアンス規制やその他の

要因によって、多くのテープドライブや

テープライブラリが現在、WORM（Write 
Once, Read Many）テープをサポートする

ようになっています。

• AIT

• S-AIT

• LTO

• SuperDLT

Retrospect では、通常の SuperDLT の空き

テープや未使用のテープを、Quantum の 
DLTIce 機能を使って WORM テープに変換

できます。

Retrospect では、WORM テープは特殊なア

イコンで表示されるため、他のテープと

容易に区別できます。通常のテープは青

のテープアイコン  ですが、WORM 
テープは黄色いアイコン  です。

警告： WORM テープを使用する場合は、

Retrospect の環境設定で「自動的に空のメ

ディアを使用」を必ずオフにしてくださ

い（この設定はデフォルトでオフになっ

ています）。詳しくは、320 ページの「要

求環境設定」を参照してください。

• WORM テープの使い方

• SuperDLT WORM テープの作成

WORM テープの使い方

WORM テープは、Retrospect での扱いが通

常のテープとは異なるため、WORM テー

プバックアップセットだけで使用するこ

とが Retrospect 推奨されます。

「バックアップセット作成」ウィザードで

新しいテープバックアップセットを作成

する際に、WORM テープバックアップ

セットの作成をチェックボックスで選択

できます。詳しくは、298 ページの「新規

バックアップセットの作成」を参照して

ください。

注： WORM テープバックアップセットは、

バックアップウィザードでは作成できま

せん。

Retrospect では、WORM テープバックアッ

プセットは特殊なアイコンで表示される

ため、他のテープバックアップセットと

容易に区別できます。通常のテープバッ

クアップセットは青のテープアイコン  
ですが、WORM テープバックアップセッ

トは黄色いアイコン  です。

WORM テープバックアップセットの扱い

は、通常のテープバックアップセットと

は異なります。スクリプトを使用した自

動操作では、WORM テープバックアップ

セットは宛先として使用され、指定され

た名前を持つ WORM テープにコピーされ

ます。名前が一致する WORM テープが見

つからない場合は、空の WORM テープだ
けが使用されます。Retrospect が空の通常

のテープを、WORM テープバックアップ

セットに自動的に追加することはありま

せん。

同様に、通常のテープバックアップセッ

トを宛先として使用する自動操作では、
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バックアップセットに自動的に追加され

るのは空の通常のテープに限られ、空の 
WORM テープが自動的に追加されること

はありません。

メディア要求ウィンドウや「テープバッ

クアップセットの選択にメンバーを追加」

機能を使用すれば、手動で WORM テープ

バックアップセットに通常のテープを追

加したり、通常のテープバックアップ

セットに WORM テープを追加することが

可能です。

注： WORM テープは、通常のテープバッ

クアップセットに追加しても、消去した

り再利用することはできません。通常の

テープは、WORM テープバックアップ

セットに追加しても、消去して再利用す

ることができます。

SuperDLT WORM テープの作成

DLTIce を備えた Quantum テープドライブ

には、未使用の SuperDLTtape II テープを 
WORM テープに変換する機能がありま

す。Retrospect では、SuperDLT 600 以降の 
Quantum テープドライブで、この機能がサ

ポートされています。

SuperDLT WORM テープを作成するには、
次の手順に従います。

1. Retrospect のナビゲーションバーで「設

定」>「デバイス」をクリックします。

2.「状況」タブをクリックします。

3. テープを選択し、「記憶装置」ウィンド

ウのツールバーの「フォーマット」ボ

タン   をクリックします。

4.「OK」をクリックします。

警告： テープが WORM としてフォーマッ

トされると、消去したり再利用すること

はできなくなります。

テープドライブのクリーニング

信頼できる性能を得るには、定期的な

テープドライブのクリーニングが不可欠

です。テープドライブのトラブルや報告

されるメディア不良の主な原因は、テー

プドライブのヘッドの汚れです。

Retrospect では、このような場合にエラー

「エラー -206（ドライブの障害、ヘッドの

汚れ、メディア不良など）」を報告する場

合があります。

ほとんどのテープドライブのクリーニン

グは、特別なテープクリーニングカート

リッジを挿入するだけで、ドライブが自

動的に清掃されるという簡単なものです。

ドライブのクリーニングについては、ド

ライブメーカーの説明書を参照してくだ

さい。

お持ちのテープドライブの機能に応じて、

様々なテープクリーニングオプションが

利用できます。

Retrospect には、すべてのテープドライブ

に対して「クリーニング間隔」オプショ

ンがあります。このオプションを使用す

るには、「設定」>「デバイス」をクリッ

クして、「状況」タブでテープドライブを

選択し、ツールバーの「プロパティ」ボ

タンをクリックします。
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「プロパティ」ウィンドウのツールバーで

「クリーニング間隔」ボタン  をクリッ

クし、クリーニングを行うまでのドライ

ブの使用時間を入力します。

デフォルトでは、20 時間が入力されます。

ドライブのメーカーが推奨するクリーニ

ング間隔を入力し、「OK」をクリックしま

す。標準のテープドライブの場合、

Retrospect によりログに注記が追加され、

20 時間（またはユーザが入力した時間）

使用後の 初の終了時に、通知ダイアロ

グボックスが表示されます。終了しなけ

れば、通知は表示されません。

バーコード読み取りをサポートするテー

プライブラリの場合、クリーニングテー

プ（クリーニングバーコードラベル付き）

をクリーニングスロットにロードすると、

指定間隔でドライブが自動的にクリーニ

ングされます。バーコード読み取りをサ

ポートしていないテープライブラリの場

合、クリーニングスロットを指定しク

リーニングテープを挿入しておけば、自

動的にドライブのクリーニングが行われ

ます。テープライブラリの詳細について

は、47 ページの「テープライブラリ」を

参照してください。

バーコードが付いたクリーニングテープ

の場合、クリーニングテープが何回使用

されたかを Retrospect に追跡調査させ、指

定回数後に使用を停止することができま

す。

クリーニングカウントを指定するには、次の
ように行います。

1. テープライブラリにバーコード付きク

リーニングテープがロードされている

ことを確認した後、「設定」>「デバイ

ス」をクリックします。

「記憶装置」ウィンドウが表示されます。

2. クリーニングテープを選択して、ツー

ルバーの「プロパティ」ボタンをク

リックします。

3.「クリーニングカウント」ボタンをク

リックします。

4. 数字を入力して「OK」をクリックしま

す。

あと何回クリーニングが可能かを確認す

るには、クリーニングテープの「プロパ

ティ」をクリックします。

テープの状態の表示

Retrospect を使用して、バックアップ用に

使用するまたは今まで使用していたテー

プについての情報を表示することができ

ます。

テープの情報を表示する前に、使用する

デバイスが「記憶装置」ウィンドウに表

示されていることを確認してください。

目的のデバイスがウィンドウに表示され

ないときは、30 ページの「バックアップ

機器の確認」を参照してください。

テープの状態を表示するには、次の手順に従
います。

1.「設定」>「デバイス」の順にクリック

します。

「記憶装置」ウィンドウが表示されます。

2. ドライブにテープを挿入します。

テープがロードされると、「状況」タブに

その状況が表示されます。
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「準備完了」は、メディアが Retrospect の
データを保存しているか、使用準備が

整ったバックアップセットのメンバーで

あることを示します。

「消去済み」は、メディアが空であること

を示します。

「内容不明」は、データは入っています

が、有効な Retrospect のデータではないこ

とを示します。ハードウェア圧縮機能を

備えていないドライブに、圧縮テープを

セットした場合などに表示されます。別

のバックアップソフトウェアで書き込ま

れたテープをセットした場合にも発生し

ます。詳しくは、396 ページの「メディア

の内容が不明」を参照してください。

「バージョンが違います」は、挿入した

テープが Retrospect によって Macintosh 用
に書き込まれている可能性があることを

示します。Macintosh 版 Retrospect で書き

込んだテープは、Windows 用 Retrospect で
は読み込むことができません。ドライブ

のファームウェアが、Retrospect によって

サポートされていないことを示している

場合もあります。

「ライトプロテクト済み」は、テープが

ロックされていることを示します。

「ハードウェアエラー」は、バックアップ

デバイスにエラーが発生したことを示し

ます。

「アンロードされました」は通常、テープ

はドライブにセットされていますが、巻

き戻されていることを示します。いった

ん取り出し、再セットしてください。

「使用中、ビジー」は、ドライブがビジー

状態であることを示します。

「メディアがありません」は、テープがド

ライブにセットされていないことを示し

ます。

使用するテープの準備

無人モードのスクリプト実行中に新規

テープが必要になると、消去済みのテー

プか有効な名前を持つテープが自動的に

使用されます。あらかじめテープの内容

を消去またはフォーマットして、すぐ使

えるように準備しておくとよいでしょう。

また、テープを Retrospect から要求される

前に、バックアップセットに追加してお

くこともできます。単独のテープドライ

ブの場合、追加できるテープは一度に 1 本
です。テープライブラリの場合は、複数

のテープを選択して、それらをバック

アップセットのメンバーとして、すべて

一度に追加できます。

テープをバックアップセットに追加するに
は、次の手順に従います。

1.「記憶装置」ウィンドウで、追加する

テープを選択します。

注： 空のテープ、消去済みテープ、また

は「内容不明」のテープを選択します。

既存のバックアップセットに属している

テープは追加できません。
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2.「記憶装置」ウィンドウのツールバーの

「バックアップセットに追加」ボタン 
 をクリックします。

3. リストから「バックアップセット」を

選択して、「追加」をクリックします。

バックアップセットへの追加前に、テー

プの内容の消去が必要になることがあり

ます。警告が表示されたら「OK」をク

リックしてください。テープの内容が消

去されます。

「記憶装置」ウィンドウに、追加された各

ファイルの名前とメンバーアイコンが表

示されます。

注： テープをバックアップセットに追加

する操作は、バックアップセットのプロ

パティウィンドウでも実行できます。詳

しくは、309 ページの「バックアップセッ

トへのテープの追加」を参照してくださ

い。

テープドライブのツールバーコマンド

ツールバーで、テープドライブの使用に

関係する次のコマンドを利用できます。

「プロパティ」 は、テープドライブについ

ての情報を表示します。テープが挿入さ

れている場合には、そのテープの情報も

「プロパティ」ウィンドウに表示されま

す。表示される情報には、テープが 
Retrospect のバックアップセットのメン

バーであるかどうか、テープのフォー

マット、およびハードウェア圧縮属設定

が含まれます。「プロパティ」ウィンドウ

には、以下の 2 つのボタンがあります。

• 「クリーニング間隔」ボタン ：詳し

くは、43 ページの「テープドライブの

クリーニング」を参照してください。

• 「テープアラート」ボタン ：詳しく

は、41 ページの「テープアラートのサ

ポート」を参照してください。

「取り出し」は、指定したテープをドライ

ブから取り出します。

「テンション調整」は、指定したテープの

早送りと巻戻しを行って、テープの張り

と位置が均等になるように調整します

（一部のタイプのテープでは、実行中に自

動調整されるため、このコマンドを使っ

て手動でテンションを調整することはで

きません）。長期間テープを使用しなかっ

た場合や、保管場所の温度や湿度が急激

に変化した場合は、テープのテンション

を調整してください。

「クリーニング」は、テープライブラリを

使用している場合のみ使用可能です。ド

ライブを選択して「クリーニング」をク

リックすると、ライブラリはクリーニン

グテープをストレージスロットからドラ

イブに移動し、クリーニングを開始しま

す。これが完了すると、テープはスト

レージスロットに戻されます。詳しくは、

43 ページの「テープドライブのクリーニ

ング」を参照してください。

「消去」は、指定したテープの内容を消去

します。一部のテープドライブについて

は、再利用するメディアの調整も行われま

す。

「フォーマット」は、選択された各テープ

を完全に再フォーマットします。この処

理には、消去より長い時間がかかります。

テープドライブの種類によっては、この

コマンドがサポートされていない場合も
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あります。Quantum の DLTIce 機能を備え

たテープドライブでは、通常の空の（ま

たは未使用の）SuperDLT テープを、

「フォーマット」コマンドで WORM テー

プに変換できます。詳しくは、43 ページ

の「SuperDLT WORM テープの作成」を参

照してください。

「バックアップセットに追加」は、選択さ

れた各テープを、テープバックアップ

セットにメンバーとして追加します。詳

しくは、45 ページの「使用するテープの

準備」を参照してください。

テープライブラリに対して、追加のコマ

ンドを利用できます。詳しくは、49 ペー

ジの「テープライブラリのツールバーコ

マンド」を参照してください。

テープライブラリ

テープライブラリ（ローダー、オート

チェンジャー、オートローダーと呼ばれ

る場合もあり）とは、複数のテープカー

トリッジを保持するマガジン、つまり固

定スロットを持ち、ドライブメカニズム

との間で、テープを機械的な方法でやり

取りするハードウェアユニットです。

テープは、任意の順に配列できます。自

動バックアップの際にどのテープが必要

かは、Retrospect が判断します。テープラ

イブラリは、大規模なネットワークバッ

クアップの場合に有用です。テープが終

了すると、自動的にテープが交換される

ので、ダウンタイムが短くてすむからで

す。1 つまたは複数のテープドライブメカ

ニズムを使用する、多くのテープライブ

ラリが利用可能です。詳細については、

テープライブラリのマニュアルや、

www.retrospect.com の Support & Hardware 
のセクションを参照してください。

注： テープライブラリが利用可能なのは、

適切なライセンスコードを持っている場

合だけです。通常、Retrospect Single 

Server、Retrospect Multi Server、および 
Retrospect Small Business Server はテープラ

イブラリをサポートしていますが、

Retrospect Professional はサポートしていま

せん。

Retrospect はバーコード読み取りライブラ

リをサポートし、バーコード ID に基づい

てテープカートリッジを管理します。

テープのバーコードのほか、メディア要

求のメンバー名（ある場合）、バックアッ

プセットのプロパティ、操作ログイベン

ト、「ストレージ装置」ウインドウなどが

表示されます。Retrospect は CLN コードの

クリーニングカートリッジを認識します。

Retrospect は、ライブラリ内およびライブ

ラリ間でカートリッジを移動させる複数

のインポート - エクスポートスロットをサ

ポートします。インポート - エクスポート

スロットは、「記憶装置」ウィンドウに表

示されます。インポート - エクスポートス

ロット間でテープをドラッグアンドド

ロップできます。

複数ドライブおよび高度テープサポート

アドオンを備えたテープライブラリの場

合、各ドライブを同時に使用して複数の

操作を実行することができます。詳しく

は、187 ページの「複数の同時実行」を参

照してください。

Retrospect とテープライブラリの動作

テープライブラリでバーコード読み取り

がサポートされているかどうかによって、

Retrospect とテープライブラリの動作は異

なります。

Retrospect はバーコード読み取りライブラ

リをサポートし、バーコード ID に基づい

てテープカートリッジを管理します。

テープのバーコードのほか、メディア要

求のメンバー名（ある場合）、バックアッ

プセットのプロパティ、操作ログイベン

ト、「ストレージ装置」ウインドウなどが

表示されます。さらに、Retrospect は CLN 

http://www.emcdantz.com/jp/supporteddevices
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コードのクリーニングカートリッジを認

識します。バーコードのサポートによっ

て、Retrospect はライブラリ内のストレー

ジスロットを迅速にスキャンしてその内

容を判断することができます。

お持ちのライブラリがバーコード読み取

りをサポートしていない場合、Retrospect 
はライブラリをスキャンして各テープの

名前を取得しなければなりません。ライ

ブラリが各テープをテープドライブに挿

入すると、Retrospect はテープの名前と場

所を追跡管理します。

警告： Retrospect の起動時や、ライブラリ

のドアが開けられたり、マガジンが交換

されたりした場合には、ライブラリの内

容が変更された可能性があるので、

Retrospect は 新の状態を把握するため

に、スキャンを実行します。

バーコードをサポートしていないライブ

ラリの場合、Retrospect では、ライブラリ

の次回のスキャンを高速化する「スト

レージスロットメモリ」と呼ばれる独特

の機能が使用されます。Retrospect の終了

時ごとに、ライブラリ内のそれぞれのス

ロットとドライブの状態を記録して、こ

の情報を、設定ファイル内の 10 のテーブ

ルの 1 つに保存します。この 10 のテーブ

ルには、 新の 10 回分のライブラリのス

キャン結果が保存されます。

保存されたライブラリテーブルは、以前

の情報に基づく推測によって正しいテー

プを探し出すための手段と見なすことが

できます。この方式を使えば、ライブラ

リのマガジン内のテープの位置があまり

変わらない場合、1 回でテープを見つけら

れる可能性が非常に高くなります。この

方法で適切なテープが見つからない場合、

Retrospect はライブラリを再スキャンし

て、ライブラリテーブルを 新状態に更

新します。

テープライブラリの状態の表示

テープライブラリの状態を表示するには、

ロード済みマガジンを挿入し（該当する

場合）、「設定」>「デバイス」をクリック

して「記憶装置」ウィンドウを表示しま

す。「状況」ウィンドウ内のライブラリ、

テープスロット（インポート - エクスポー

トスロットを含む）、ドライブの表示に注

目してください。

状態、場所、バーコードなど、ライブラ

リ、テープドライブ、各ストレージス

ロットについての情報が表示されます。

アイコンとその他の状態情報は、各ス

ロットの内容を示します。

アイコン
ステータス
または
テープ名

コメント

（空） スロットにはテープが
入っていません。

（ドライブ内）テープはドライブに移さ
れたので、スロットは空
です。これは、テープが
どのスロットからドライ
ブに移されたかをライブ
ラリがすでに認識してい
るので、確実です。

（不明） スロットは、Retrospect 
によってスキャンされて
いません。
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テープライブラリの操作

「記憶装置」ウィンドウでテープのアイコ

ンをドラッグアンドドロップすることに

より、テープを移動できます。マウスの

ポインタをテープのアイコン上に置きま

す。マウスのポインタが手の形になった

ら、テープをスロットから別のスロット

へ、スロットからドライブへ、またはド

ライブからスロットへドラッグアンドド

ロップできます。スロット間で移動する

場合は、複数のテープを移動先として一

度に選択できます。

連続している複数のテープを選択するに

は、Shift キーを押しながらクリックしま

す。連続していないテープを選択するに

は、Control キーを押しながらクリックし

ます。ライブラリを選択すると、その中

のすべてのテープが選択されます。同様

に、マガジンを 1 つ以上選択すると、それ

らに挿入されているすべてのテープが選

択されます。

「テープライブラリのツールバーコマン

ド」 で説明するコマンドの多くは、複数の

テープにも一括して適用できます。

テープライブラリのツールバーコマンド

「記憶装置」ウィンドウの「状況」タブの

ツールバーには、テープライブラリ用の

コマンドがあります。

テープライブラリに含まれるテープドラ

イブを選択すると、ツールバーには単独

のテープドライブ用のコマンド群が表示

されます。詳しくは、46 ページの「テー

プドライブのツールバーコマンド」を参

照してください。

「プロパティ」 は、選択されているライブ

ラリの各種属性に関する情報（ライブラ

リに含まれるスロットの数、バーコード

スキャンの有効 / 無効など）を表示しま

す。「プロパティ」ウィンドウには、「マ

ガジン表示」コマンドと「バーコードス

キャンの無効化 / 有効化」コマンドを含む

ツールバーも表示されます。

（緑色の
アイコン）

（クリーニン
グテープ）

スロットは Retrospect に
よりクリーニングテープ
スロットして指定されて
います。クリーニング
テープは、緑色のテープ
アイコンとして表示され
ます。

名前 Retrospect が 後にテー
プのスキャンを行ったと
きには、その名前の付い
たテープがスロット内に
ありましたが、それ以降
スロットの内容が変化し
た可能性があるため、確
実ではありません。

（青の
アイコン）

名前

[バーコード ]
Retrospect が 後にテー
プのスキャンを行ったと
きに、その名前の付いた
テープがスロット内にあ
りました。それ以降ス
ロットの内容は変化して
いないので、確実です。

（赤の
アイコン）

名前 テープへの書き込み時に
メディアエラーが発生し
ました。このテープは 
Retrospect による自動実
行（スクリプト）には使
用されません。このテー
プを使用するには、手動
で内容を消去する必要が
あります。

（黄色の
アイコン）

名前 このテープのフォーマッ
トは WORM（Write 
Once, Read Many）です。
詳しくは、42 ページの

「WORM テープサポート」
を参照してください。

アイコン
ステータス
または
テープ名

コメント
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「マガジン表示」コマンドは、多数のス

ロットを持つライブラリで特に役立ちま

す。このコマンドを使えば、スロット群

をいくつかのグループに分け、「記憶装

置」ウィンドウでの表示を見やすくした

り、スロット管理を容易にすることがで

きます。「マガジン表示」ボタン  をク

リックして、1 つのグループに含めるス

ロットの 大数を指定すると、その値に

基づいてライブラリ内の構成が変更され

ます。たとえば、ライブラリに 60 個のス

ロットがある場合、マガジンあたりのス

ロット数を 大 15 に指定すると、15 個の

スロットを持つマガジンが 4 つ表示されま

す。ここで指定する個数は、スロットや

マガジンの実際のグループでの個数に合

わせる必要はありません。表示でのみ用

いるものです。

お持ちのテープライブラリがバーコード

読み取りをサポートしている場合、

Retrospect は自動でバーコードデータを使

用して「記憶装置」ウィンドウに表示さ

れる情報を生成します。「バーコードス

キャンの無効化 / 有効化」ボタン  をク

リックすると、バーコードのスキャンの

有効 / 無効を切り替えることができます。

また、「バーコード情報を消去」ボタン 
 をクリックすると、既知のすべての

テープから、バーコード情報との関連付

けが解除されます。この機能を使用する

のは、Retrospect で表示されるバーコード

情報やテープ名が正しくないか、Retrospect の 
Retrospect テクニカルサポートから指示さ

れた場合だけに限定してください。

「バックアップセットに追加」は、選択さ

れたスロット内の各テープを、テープ

バックアップセットにメンバーとして追

加します。詳しくは、45 ページの「使用

するテープの準備」を参照してください。

「選択した項目をスキャン」は、ライブラ

リ内の選択したストレージスロットに対

し、スロットの各テープをドライブに移

動して、テープの名前を読み取ります。

お持ちのテープライブラリでバーコード

がサポートされる場合、このコマンドを

使用する必要はありません。

「選択した項目を消去 ...」は、ライブラリ

内の選択したストレージスロットのテー

プをすべて消去します。

注： 選択したスロットに WORM テープが

挿入されている場合、そのテープは消去

処理でスキップされます。

「選択した項目をドライブに移動 ...」は、

選択したテープを、スロットからテープ

ドライブに移動します。

「すべてアンロード / マガジンの取り出し」

は、ライブラリのドライブからテープを

取り出し、スロットに戻します。一部の

ライブラリでは、ライブラリのマガジン

も取り出します。

「スロットのクリーニング」は、選択した

スロットをクリーニングスロットとして

指定します。Retrospect は、クリーニング

スロットを、メディアの検索を行う際の

スキャンの対象から外します。お持ちの

ライブラリがバーコード読み取りをサ

ポートしている場合、Retrospect は自動で 
CLN コードのクリーニングテープを認識

してそのスロットをクリーニング用に予

約します。ドライブまたはテープの「プ

ロパティ」ウィンドウで、テープごとの

クリーニング回数およびテープドライブ

のクリーニング頻度を指定できます。詳

しくは、43 ページの「テープドライブの

クリーニング」を参照してください。

「エレメントの初期化」は、「エレメント

ステータスの初期化」コマンドをライブ

ラリに送ります。このコマンドによって、

ライブラリはすべてのエレメントのス

テータスを更新します。「記憶装置」ウィ

ンドウ内で報告される情報が実際のライ

ブラリの状態と一致しない状況になった

場合に、このコマンドを使用します。
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インポート - エクスポートのサポート

ライブラリの中には、ドアを開かなくて

もライブラリに 1 本のテープを入れたり取

り出したりできるようにするための、特

別なポートを用意しているものもありま

す。Retrospect ではこれを、「インポート -
エクスポートスロット」と呼んでいます。

また、「メールスロット」、「I/E エレメン

ト」、「コールスロット」と呼ばれる場合

もあります。ライブラリにインポート - エ
クスポートスロットが存在し、有効に

なっていれば、Retrospect はそれを、ス

ロットのリストの 上部に独立したス

ロットとして表示します。元ドライブや

任意のスロットのテープを、インポート -
エクスポートスロットにドラッグアンド

ドロップすれば、ライブラリは、選択さ

れたテープをポートに移動します。ポー

トにテープを入れると、Retrospect は、イ

ンポート - エクスポートスロットに「利用

可能なメディア」が存在する、と表示し

ます。これはドラッグして、ライブラリ

内の任意のスロットやドライブに移動す

ることができます。

自動実行モードでは、Retrospect はイン

ポート - エクスポートスロットのスキャン

を行いません。スクリプトによるバック

アップなどの自動実行で使用するテープ

は、インポート - エクスポートスロットに

は入れないでください。

テープライブラリメディア要求

基本操作や自動操作の場合、Retrospect は
ライブラリをスキャンし、適切なメディ

アを検索して、必要なテープをロードし

ます。新しいテープまたは消去された

テープが必要な場合、Retrospect は、利用

可能なものの中から 初のものをロード

して、使用します。

使用するテープを検出できなかった場合

は、メディア要求ウィンドウが表示され

ます。メディアを挿入するまで操作は再

開されません。

注： メディア要求中は、Retrospect がイン

ポート - エクスポートスロットのスキャン

を行いません。

テープライブラリメディア要求

Retrospect では、メディアの不具合は致命

的なエラーです。メディアの不具合が検

出されると、すべての処理が停止します。

ただし、テープライブラリを使用してい

る場合は、Retrospect の環境設定で「書き

込みエラーが発生したら自動的に新しい

メディアを使用」を有効にすれば、すべ

ての処理の停止を回避できます。この機

能が有効なときにメディアの不具合が検

出されると、ライブラリ内で次に利用で

きるテープが検索され、それを使って処

理が継続されます。詳しくは、319 ページ

の「ハンドリング環境設定」を参照して

ください。

REMOVABLE STORAGE マネージャ

Windows 2000、XP、および 2003 では 
Removable Storage マネージャによって、

テープライブラリや他の記憶装置を、オ

ペレーティングシステム標準のバック

アップユーティリティと組み合わせて管

理することが可能です。

ところが、これは Retrospect による同じデ

バイスへのアクセスと競合するため、デ

フォルトでは、Retrospect はデバイスをス

キャンするときに、このサービスを停止

します。サービスが停止すると、

Removable Storage マネージャを使うこと

はできません。Retrospect の メディア ハン

ドリング環境設定 を使用して、Retrospect 
での Removable Storage マネージャの使用

を制御します。

Retrospect と Removable Storage 
マネージャを同時に使用する

デバイスの管理を、Retrospect でではな

く、そのまま Removable Storage サービス
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で行いたい場合には、両方同時に使用で

きるように Retrospect と Removable Storage 
サービスを設定できます。

まず、Retrospect が自動的に Removable 
Storage マネージャを停止しないよう設定

する必要があります。その後、Windows 
から、Retrospect 用のデバイスに対して 
Removable Storage マネージャを無効にす

る必要があります。

Retrospect の環境設定を行うには、次のよ
うに行います。

1. ナビゲーションバーで、「設定」>「環

境設定」をクリックします。

2.「環境設定」リストボックスで、「メ

ディア」>「メディアのハンドリング」

を選択します。

3.「Removable Storage Manager を停止」

チェックボックスをオフにします。

4.「OK」をクリックします。

Windows デバイスのプロパティを設定する
には、次のように行います。

1. Windows のリムーバブル記憶域を開き

ます。

2. Retrospect 専用に使用する各デバイス

で、デバイスを右クリックして「プロ

パティ」を選択します。

3.「全般」タブをクリックして、「ライブ

ラリを有効にする」または「ドライブ

を有効にする」チェックボックスをオ

フにします。

ライブラリの場合には、ライブラリ自体

と、そのドライブ（複数の場合あり）の

両方を無効にしなければならないことも

あります。

4.「OK」をクリックし、管理コンソール

を閉じます。

メディアの寿命と保存

メディアの寿命は、保存のしかたやメン

テナンスによって大きく変わります。適

切に保管されないと、メディアが劣化し、

メディアの精度やデータそのものが失わ

れることがあります。

磁気メディアにとっては、湿気が大敵で

す。光学式メディアでは、歪みを引き起

こす高温、傷の原因となるほこりなどの

汚れに注意してください。メディアは、

高温・高湿になる場所、または日光や

ヒーターの熱が直接当たる場所を避けて

保管してください。温度変化の激しい場

所も避けてください。埃やタバコの煙が

多い場所も、メディアを傷つける原因と

なります。

テープは、潤滑剤を使用している点で他

のメディアとは異なっています。テープ

メディアには潤滑剤が塗布されています

が、ドライブヘッドとの接触を繰り返し

ているうちに、潤滑剤が失われて、エ

ラーが発生しやすくなります。テープは

数千回のパスに耐えられますが、1 度の

テープ操作でも、数回のパスが必要であ

ることに注意してください。

メディアの保存に理想的な場所は、防火

上安全で、温度と湿度が管理されている

建物です。 低でも、メディアは元の容

器に入れて、キャビネットや机の中に保

管しておいてください。
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複数のバックアップ機器

Retrospect は動作中、適切なメディアが利

用できるバックアップデバイスを検索し

ています。メディアが容量の限度に達し

たか、その他の理由で別のメディアを必

要とする場合、Retrospect は利用できるド

ライブを検索します。それで、夜間の

バックアップなどでは、一方のドライブ

に 初に使用するテープを入れておき、

別のドライブに 初のテープが容量の限

度に達してしまったときのために空の

テープを入れておくことができます。こ

の場合のドライブには、2 つの Travan ドラ

イブなど、類似のメカニズムを使用する

必要があります。

Retrospect は、高度テープサポートアドオ

ンによって、複数のドライブを同時に扱

うことができます。テープドライブが 2 つ
ある場合、またはテープライブラリに複

数のドライブがある場合、両方のドライ

ブに同時にデータをバックアップできま

す（バックアップ元が別の場合）。詳しく

は、187 ページの「複数の同時実行」を参

照してください。

NETWORK ATTACHED STORAGE
（NAS）デバイス

Retrospect では、様々な方法で NAS デバイ

スを利用できます。NAS デバイス上で 
Retrospect アプリケーションや Retrospect 
クライアントを実行できます。または、

ディスクバックアップセットのデータの

保存先として NAS デバイスを使用するこ

とができます。

NAS デバイスへのバックアップ

Retrospect では、ネットワーク上の他のボ

リュームと同じように NAS デバイスを利

用できます。Windows エクスプローラか

らこのデバイスにアクセスできる場合、

宛先としてそのデバイスを使用できます。

NAS デバイスをバックアップの宛先スト

レージとして使用するには、ディスク

バックアップセットを作成し、そのメ

ディアとして NAS ボリュームを選択しま

す。

Windows ベースの NAS デバイスの
バックアップ

NAS デバイスに多量のデータを保存して

いる場合、そのバックアップは欠かせま

せん。NAS デバイスをネットワークボ

リュームとしてバックアップすることが

できます（233 ページの「Microsoft ネット

ワークボリューム」を参照）が、これは

適な方法ではありません。

Retrospect では、NAS 機器に Retrospect アプリ

ケーションまたは Retrospect Client をイン

ストールし、その後で Retrospect を使用し

てローカルまたはリモートでバックアッ

プすることをお勧めします。

Retrospect アプリケーションを実行するに

は、NAS デバイスに以下のものが必要で

す。

• Windows 2000 Server またはそれ以降の 
Microsoft Server Appliance Kit 付き、ま

たは Windows Storage Server 2003

• Retrospect Single Server または Retrospect 
Multi Server

Retrospect Client を実行するには、NAS デ
バイスに以下のものが必要です。

• Windows 2000 Server またはそれ以降の 
Microsoft Server Appliance Kit 付き、ま

たは Windows Storage Server 2003

さらに、NAS クライアントをバックアッ

プするために、バックアップコンピュー

タで Retrospect Multi Server または 
Retrospect Single Server（後者にはサーバク

ライアントライセンスが必須）を動作さ

せる必要があります。
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Retrospect を実行するために必要な 
Windows ベースの NAS デバイスの
設定

NAS デバイスに Retrospect をインストール

して実行するには、Windows Terminal 
Services または Remote Desktop を使用して

リモートでデバイスをコントロールでき

なければなりません。

Retrospect をインストールするには、次の
手順を実行します。

1. Terminal Services または Remote Desktop 
を使用して NAS デバイスに接続しま

す。

2. NAS デバイスでバックアップ管理者ア

カウントを作成し、それに管理者権限

を割り当てます。

3. 現在のアカウントからバックアップ管

理者アカウントに切り替えます。

4. Retrospect インストーラを NAS デバイ

スにコピーします。

5. Retrospect をインストールします。

Retrospect を設定するには、次の手順を実
行します。

1. Terminal Services または Remote Desktop 
を使用して NAS デバイスに接続しま

す。

2. バックアップ管理者アカウントを使っ

てログインします。

3. Retrospect を起動します。

Retrospect の初回の起動時には、Retrospect 
の起動ウィザードが実行されます。

4. ユーザアカウント画面で「 Retrospect を
常に特定ユーザで実行する」を選択し、

ユーザ名、パスワード、およびドメイ

ン情報を入力します。

注： このユーザには、すべてのネット

ワークリソース、およびアクセスする 
SQL/Exchange サーバに対する管理者権限

が必要です。

Retrospect のユーザアカウントとログイン

情報の変更方法についての詳細は、315 
ページの「セキュリティ環境設定」を参

照してください。

5.「OK」をクリックします。

バックアップ管理者アカウントで 
Retrospect を起動するためには、そのセッ

ションが接続されていない状態であって

も、Retrospect の「セキュリティ」環境設

定を修正する必要があります。

Retrospect の「セキュリティ」環境設定を
修正するには、次のように行います。

1. NAS デバイスで Retrospect を起動しま

す。

2.「設定」>「環境設定」の順にクリック

します。

3.「実行」という見出しの下にある「セ

キュリティ」環境設定を選択します。
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4.「ターミナルサービスセッションで 
Retrospect を起動」チェックボックスが

オンであることを確認します。

Retrospect を終了して再起動し、この変更

を有効にします。

これで、NAS デバイスの Retrospect にアク
セスする必要があるときには、バック
アップ管理者アカウントにログインする
だけでよくなります。

Terminal Services や Remote Desktop のサー

バは、接続解除されたセッションがタイ

ムアウトしないように設定する必要があ

ります。

ユーザアカウントを設定するには、次のよう
に行います。

1.「コンピュータの管理」コントロールパ

ネルで、ユーザを選択します。

2. バックアップ管理者アカウントの「プ

ロパティ」を開きます。

3.「セッション」タブをクリックし、「接

続解除されたセッションを終了」リス

トボックスの「終了しない」を選択し

ます。

接続プロパティを設定するには、次のように
行います。

1.「管理ツール」コントロールパネルを開

きます。

2. ターミナル サービス構成コントロール 
パネルを起動します。

3.「接続」を強調表示し、RDP-Tcp を右ク

リックして「プロパティ」を選択しま

す。

4.「セッション」タブをクリックし、

「ユーザ設定を無効」ボックスにチェッ

クマークがないことを確認します。

Terminal Services セッションからログアウ

トすると、Retrospect を含めて実行中のす

べてのアプリケーションが終了します。

Retrospect が実行中で、コントロールウィ

ンドウを閉じたい場合には、Terminal 
Services セッションから接続解除し、セッ

ションは実行中のままにします。次に接

続すると、同じセッションが実行中にな

り、Retrospect には影響が及びません。

Retrospect Client を実行するために必
要な Windows ベースの NAS デバイス
の設定

NAS デバイスに Retrospect Client をインス

トールして実行するには、Windows 
Terminal Services または Remote Desktop を
使用してリモートでデバイスをコント

ロールできなければなりません。

Retrospect Client をインストールするには、
次のように行います。

1. Terminal Services または Remote Desktop 
を使用して NAS デバイスに接続しま

す。

2. NAS デバイスでバックアップ管理者ア

カウントを作成し、それに管理者権限

を割り当てます。

3. 現在のアカウントからバックアップ管

理者アカウントに切り替えます。

4. Retrospect Client インストーラを NAS デ
バイスにコピーします。

5. Retrospect Client をインストールします。

パスワードを忘れないように控えるなど

して、NAS デバイスを再起動します。
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これで、200 ページ以降の「クライアント

の操作」で説明しているように、

Retrospect から NAS デバイスにアクセスで

きます。

NAS デバイスのバインド

複数のネットワークインターフェイスが

ある NAS デバイスで Retrospect を実行し

ている場合、Retrospect をバインドして、

バックアップクライアントの一部または

すべてに対して特定のインターフェイス

を使用するようにすることでネットワー

クトラフィックを効率よく管理すること

ができます。

詳しくは、213 ページの「インターフェイ

ス」を参照してください。

複数のネットワークインタフェースを持

つ NAS デバイスで Retrospect Client を実行

している場合は、Retrospect Client をバイ

ンドして特定のインタフェースを使用さ

せることができます。
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章 4

基本操作

• バ ッ ク ア ッ プ

• ア ー カ イ ブ

• 復 元

• 複 製

• バ ッ ク ア ッ プ セ ッ ト 転 送

• ス ナ ッ プ シ ョ ッ ト 転 送

• 基 本 操 作 の 制 御

基本操作とは、手動で開始してすぐに実行される操作のことです。基本操作の種

類は、バックアップ、アーカイブ、復元、複製、および 2 種類の転送です。この

章では、これらの各操作について詳しく説明します。

一時的なユーザで、バックアップする機会が少ない場合は、この基本操作で十分

役に立ちます。しかし、複数のボリュームを頻繁にバックアップするネットワー

ク管理者であるならば、タスクをスクリプトで自動化したほうがよいでしょう。

この章は、基本操作はもちろん、スクリプトによる自動実行を行いたい方にとっ

ても 適な Retrospect の入門セクションとなっています。
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バックアップ

この項では、Retrospect による基本バック

アップの実行方法を説明します。ここで

説明するバックアップ手順を習得すれば、

どのようなファイルでも効率的にバック

アップできるようになります。

Retrospect でファイルをバックアップする

前に、バックアップ装置がコンピュータ

に正しく接続され、バックアップメディ

ア（テープ、ディスク、または記録型 
CD/DVD）に上書きされたら困る貴重な

データが入っていないことを確認してく

ださい。

基本操作は 2 通りの方法で設定できます。

1 つは Retrospect のバックアップウィザー

ドで指示に従いながら、手順を追って設

定する方法、もう 1 つは高度な設定モード

で、自分の判断に基づいて設定する方法

です。高度な設定モードでは、ウィザー

ドにはないオプションが利用できます。

詳しくは、以下を参照してください。

• ウィザードモードでのバックアップ

• ウィザードモードから高度な設定モー

ドへの切り替え

• 高度な設定モードでのバックアップ

• 高度な設定モードからウィザードモー

ドへの切り替え

ウィザードモード、高度な設定モードの
どちらでも、Retrospect による 初のバッ
クアップ時に、選択したすべてのファイ
ルがバックアップされます。その後の
バックアップでは、特に指定しない限り、
宛先バックアップセット内に存在しない
ファイル（前回のバックアップ以降に作
成したファイルか、変更を加えたファイ
ル）だけがバックアップされます。
Retrospect では、これを Progressive バック
アップと呼んでいます。この方法では、
頻繁にバックアップを行っても、バック
アップ時にコピーされるファイルが少な
くてすむため、時間とメディアを節約で
きます。

ウィザードモードでのバックアップ

バックアップウィザードを使えば、基本

バックアップ操作の設定と変更を、容易

に行うことができます。バックアップ

ウィザードを開始するには、ナビゲー

ションバーの「バックアップ」をクリッ

クして、「バックアップ」ボタンをクリッ

クします。

Retrospect でバックアップをまだ実行して

いない（または以前にバックアップウィ

ザードで基本バックアップを設定したこ

とがある）場合は、ここで「バックアッ

プウィザードへようこそ」画面が表示さ

れます。

ヒント： 高度な設定モードの「バック

アップの概要」画面が表示された場合は、

「ウィザードモードへ切り替える」をク

リックしてください。

「ようこそ」画面

バックアップを今回初めて設定する場合

は、「次へ」をクリックしてバックアップ

ウィザードでの設定を続行します。高度

な設定モードでバックアップを設定する

には、「高度な設定モードに切り替える」

をクリックします。詳しくは、66 ページ

の「高度な設定モードでのバックアップ」

を参照してください。

バックアップを以前に設定したことがあ

れば、「バックアップウィザードへようこ

そ」画面に現在の設定が表示されます。
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詳しくは、65 ページの「バックアップ設

定の編集」を参照してください。

バックアップ対象の選択

バックアップ対象と記述内容が合致する

オプションのボタンをクリックします。

表示されるオプションは、使用している 
Retrospect 製品の種類によってやや異なり

ます。

• 「ドキュメントと設定」（Retrospect 
Professional のみ）は、Documents and 
Settings フォルダをバックアップしま

す。このフォルダには、マイドキュメ

ント、マイピクチャ、マイミュージッ

ク、お気に入り、デスクトップなど、

ユーザ専用のフォルダが含まれていま

す。

• 「マイコンピュータ」は、ローカルコン

ピュータをバックアップします。

• 「マイコンピュータとバックアップクラ

イアント」は、ローカルコンピュータ

と、ログインしているすべての 
Retrospect クライアントコンピュータを

バックアップします。

• 「クライアントのみバックアップ」

（Retrospect Professional 以外）は、ログ

インしているすべての Retrospect クラ

イアントコンピュータをバックアップ

します。

• 「選択」では、ローカルコンピュータ、

ログインしている Retrospect クライア

ントコンピュータ、およびネットワー

クボリュームから、バックアップする

ドライブとフォルダを手動で選択でき

ます。

Retrospect クライアントの追加

「マイコンピュータとバックアップクライ

アント」または「クライアントのみバッ

クアップ」を選択すると、バックアップ

時にログインしているすべての Retrospect 
クライアントコンピュータのデータが

バックアップされます。

Retrospect クライアントをログインするに

は「クライアントの追加」をクリックし

ます。クライアントのインストール、設

定、およびログインの詳細は、「第 7 章 • 
ネットワーク接続クライアント」を参照

してください。

ドライブやフォルダの手動選択

「何をバックアップしますか ?」画面で

「選択」を選ぶと、バックアップするドラ

イブやフォルダを個別に選択できます。

ドライブやフォルダを 1 つ選択すると、そ
れまで選択していたドライブやフォルダ
が選択解除されます。前の選択を解除せ
ずにドライブやフォルダを選択するには、
Ctrl キーを押しながらクリックします。
Shift キーを押しながらクリックすると、
既存の選択位置からクリックした位置ま
でのすべてのドライブとフォルダが選択
されます。
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この画面のリストに含まれるあらゆるコ

ンテナ（マイコンピュータ、マイ ネット

ワーク、バックアップクライアント、元

ボリュームグループ）内のドライブと

フォルダを選択できます。また、コンテ

ナ自体を選択することもできます。コン

テナを選択すると、その内部のすべての

項目がバックアップされます。

• Retrospect クライアントを「バックアッ

プクライアント」コンテナに追加する

には、「クライアントの追加」をクリッ

クします。

• ネットワークボリュームを「マイネッ

トワーク」コンテナに追加するには、

「ネットワークボリュームの追加」をク

リックします。

• ドライブ内のフォルダを表示するには、

ドライブを選択して「フォルダの表示」

をクリックします。

詳しくは、333 ページの「コンテナ」を参

照してください。

バックアップするファイルの種類の選択

バックアップするファイルの種類に応じ

て、該当する各チェックボックスを選択

します。すべてのチェックボックスを選

択すると、すべてのファイル（キャッ

シュファイルを除く）がバックアップさ

れます。

注： これらのオプションの一部は、

Windows、Mac OS、NetWare、UNIX で動

作が異なります。以下の説明では、これ

らのオプションを Windows コンピュータ

で使用する方法に焦点を当てています。

その他のオペレーティングシステムで、

これらのオプションを使用する方法につ

いては、346 ページの「組み込みセレク

タ」を参照してください。

• 「ドキュメントと設定」は、Documents 
and Settings フォルダ内のファイルを

バックアップします。このフォルダ内

には、各ユーザの「マイドキュメン

ト」、「お気に入り」、「Application 
Data」、「デスクトップ」などのフォル

ダがあります。

注： Windows 9x システムの場合は、

「ドキュメントと設定」を選択すると

「Profiles」フォルダがバックアップさ

れます。

• 「オペレーティングシステムとアプリ

ケーション」は、Windows フォルダや

システム状態などのシステムファイル

をバックアップします。また、アプリ

ケーションファイル（「Program Files」
フォルダ内の項目を含む）、および元ボ

リュームの各所にある、既知のアプリ

ケーション拡張子（.exe、.dll など）を

持つ各ファイルもバックアップします。

注： 「オペレーティングシステムとア

プリケーション」のバックアップを行

わない選択をすると、Retrospect はデ

フォルトの実行オプションのうちいく

つかを変更します。Retrospect は「Back 
Up System State」と「Back up folder 
security information for workstations」オ

プションの両方をオフにします。詳し

くは 288 ページの「Windows システム

オプション」および 289 ページの

「Windows セキュリティオプション」を

参照してください。
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• 「写真」は、各ユーザの「マイドキュメ

ント」フォルダ内の、「My Pictures」
フォルダにあるすべてのファイルを

バックアップします。また、元ボ

リュームの各所にある、一般的な画像

ファイル拡張子（.jpg など）を持つ各

ファイルもバックアップします

（「Windows」フォルダと「Program 
Files」フォルダ内のファイルを除く）。

• 「音楽」は、各ユーザの「マイドキュメ

ント」フォルダ内の、「My Music」フォ

ルダにあるすべてのファイルをバック

アップします。また、元ボリュームの

各所にある、一般的な音楽ファイル拡

張子（.mp3 など）を持つ各ファイルも

バックアップします（「Windows」フォ

ルダと「Program Files」フォルダ内の

ファイルを除く）。

• 「動画」は、各ユーザの「マイドキュメ

ント」フォルダ内の、「My Videos」
フォルダにあるすべてのファイルを

バックアップします。また、元ボ

リュームの各所にある、一般的な動画

ファイル拡張子（.mov など）を持つ各

ファイルもバックアップします

（「Windows」フォルダと「Program 
Files」フォルダ内のファイルを除く）。

• 「Office ドキュメント」は、元ボリュー

ムの各所にある Microsoft Office 文書、

Microsoft Outlook データ、および Adobe 
PDF ファイルをバックアップします

（「Windows」フォルダと「Program 
Files」フォルダ内のファイルを除く）。

• 「その他すべてのファイル」は、他のオ

プションで選択されない全ファイルを

バックアップします。

注： 「ドキュメントと設定」および「オ

ペレーティングシステムとアプリケー

ション」は、フォルダをバックアップす

る際には利用できません。

バックアップの宛先デバイスの選択

バックアップは、テープドライブ、

CD/DVD ドライブ、ハードドライブなど、

Retrospect でサポートされているあらゆる

デバイスに格納できます。以下のどちら

かを選択します。

• テープ、CD、DVD

• ローカルコンピュータやネットワーク

上のハードドライブ

テープ、CD、または DVD を使用する場合

は、利用可能なデバイスが表示されます。

バックアップ先として使用するデバイス

を選択して「次へ」をクリックします。

ハードドライブの場合は、ローカルの各

ハードドライブと、「マイネットワーク」

コンテナ内に一覧されているネットワー

クボリュームが表示されます。

ネットワークボリュームを追加するには、

「マイネットワーク」をダブルクリック

し、追加するボリュームの位置まで移動

してボリュームを選択し、「追加」ボタン

をクリックします。そのボリュームにロ

グイン名とパスワードが必要な場合は、

それらを入力して「OK」をクリックしま

す。

注： ネットワークボリュームに対する権

限を持ったユーザとしてログインするよ

うに Retrospect を設定した場合、再びログ

インを要求されることはありません。詳

しくは、315 ページの「セキュリティ環境

設定」を参照してください。

ローカルドライブやネットワークボ

リューム上の特定のフォルダを指定する

には、ドライブまたはボリュームを選択

して「参照」ボタンをクリックします。

バックアップするフォルダの位置まで移

動して「OK」をクリックします。

バックアップの実行タイミングの選択

ただちにバックアップを実行する場合は、

「今すぐ」を選択します。
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スケジュールに従って実行されるように

バックアップを設定する場合は、「後で」

を選択します。

スケジュールに従って実行されるように

バックアップを設定する手順は、「ウィ

ザードモードでのバックアップスクリプ

トの作成」の 115 ページの「バックアップ

の実行タイミングの選択」以降で説明さ

れています。

バックアップセットへの命名

バックアップセットとは、バックアップ

データの格納先となる、1 つ以上のディス

ク、テープ、または CD/DVD ディスクの

グループのことです。バックアップセッ

ト内の 初のメディアがデータでいっぱ

いになると新しいメディアが要求され、

新しいメディアがバックアップセットに

新規メンバーとして追加されます。

バックアップセットの名前を入力します。

デフォルトで表示される名前を使用する

こともできます。バックアップセットが

作成済みであれば、「既存のものを使用」

チェックボックスをチェックして、リス

トボックスからバックアップセットを選

択することもできます。

注： 「既存のものを使用」チェックボッ

クスは、既存のバックアップセットが存

在する場合のみ表示されます。

圧縮オプションの設定

このバックアップでソフトウェアデータ

圧縮を有効にする場合は、「はい」ラジオ

ボタンをクリックします。

ソフトウェアデータ圧縮では、ファイル

を圧縮してからバックアップセットにコ

ピーするので、バックアップセットの容

量を節約することができます。復元の実

行時には自動的に解凍され、元の状態に

戻されます。

節約できる量は、圧縮するファイルのタ

イプによって異なります。テキストファ

イルは圧縮率が高く、アプリケーション

ファイルやシステムファイルは低くなり

ます。

バックアップセットへのバックアップと、

バックアップセットからの復元は、ソフ

トウェアデータ圧縮を使用すると、使用

しない場合に比べて時間がかかります。

注： ハードウェア圧縮機能を持つテープ

デバイスにコピーする場合は、 適なパ

フォーマンスを得るためにソフトウェア

圧縮は自動的にオフになり、常にハード

ウェア圧縮が使用されます。

バックアップセットのセキュリティ
オプションの設定

この画面では、バックアップセットへのア

クセスを制限するパスワードを指定でき

ます。また、バックアップセットのデータ

の暗号化を選択して、セキュリティをいっ

そう強固にすることもできます。
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注： 暗号化を使用すると、バックアップ

に要する時間が長くなります。

「バックアップセットのセキュリティ」リ

ストボックスからオプションを選択しま

す。

• 「暗号化なし」：パスワードによる保護

がバックアップセットに行われず、

バックアップセットのデータは暗号化

されません。

• 「パスワードのみ」：バックアップセッ

トにパスワードによる保護が行われま

す。保存されたデータは暗号化されま

せん。

• 「SimpleCrypt」：パスワードによる保護

に加え、Retrospect 独自の暗号化フォー

マットによるバックアップセットデー

タの暗号化が行われます。

• 「DES」：パスワードにより保護され、

データ暗号化標準に従ってバックアッ

プセットデータが暗号化されます。

• 「AES-128」：パスワードにより保護さ

れ、128 ビットのデータ暗号化標準

（AES：Advanced Encryption Standard）
に従ってバックアップセットデータが

暗号化されます。

• 「AES-256」：パスワードにより保護さ

れ、256 ビットのデータ暗号化標準

（AES：Advanced Encryption Standard）
に従ってバックアップセットデータが

暗号化されます。AES-256 は、セキュ

リティとパフォーマンスのバランスの

点で も優れています。

警告： バックアップセットに設定したパ

スワードや暗号化方式は変更できません。

バックアップセットに設定したパスワー

ドを忘れてしまうと、そのバックアップ

セットにアクセスできなくなります。

パスワードを設定し、一定の条件下でそ

のパスワードを Retrospect に記憶させたい

場合には、「パスワードを記憶」リスト

ボックスからオプションを選択します。

• 「アクセス用のパスワードはどれでも記

憶する」：基本操作と自動操作で使用さ

れるパスワードをすべて保存します。

• 「スクリプトでアクセスするときのパス

ワードを記憶する」（デフォルト）：自

動操作で使用されるパスワードだけを

保存します。たとえば、このオプショ

ンを設定したバックアップセットが、

スクリプトによる夜間のバックアップ

の宛先である場合、手動でパスワード

を入力する必要はありません。

• 「どのアクセス用のパスワードも記憶し

ない」：いかなる場合でも、バックアッ

プセットにアクセスするのに、パス

ワードを入力する必要があります。こ

のオプションを設定したバックアップ

セットには、パスワードを入力せずに

バックアップしたり、そのプロパティ

を表示したりすることはできません。

一度パスワードを入力した後は、

Retrospect を終了し再起動するまでは、

パスワードを再び入力する必要はあり

ません。

注： 「パスワードを記憶」の設定は、

バックアップセットのプロパティを変更

することによって、必要に応じて変更で
きます。詳しくは、302 ページの「バック

アップセットの設定」を参照してくださ

い。
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ハードドライブバックアップのグルーミング
オプション

ハードドライブを宛先として使用する新

しいディスクバックアップセットにバッ

クアップする場合、ハードドライブが

いっぱいになったらどうするかを 
Retrospect に指示することができます。

注： ディスクバックアップセットのグ

ルーミングポリシーは、いつでも必要に

応じて変更したり、無効化することがで

きます。詳しくは、303 ページの「「オプ

ション」タブ」を参照してください。

• 「新しいディスクを要求する」：バック

アップドライブに空きがなくなると、

残りのバックアップの格納先として、

別のハードドライブが要求されます。

元のバックアップ先ハードドライブ上

のデータはすべて保持されます。

• 「 後の n バックアップだけを保持しま

す」：バックアップドライブに空きがな

くなったときに保持されるバックアッ

プの数を、元ボリュームごとに指定し

ます。指定した数のバックアップが、

新しいものから保持されます。それよ

り古いすべてのバックアップがハード

ドライブから削除され、バックアップ

データ用の空き領域が確保されます。

• 「Retrospect の定義済みポリシーに従っ

て保持する」：バックアップドライブに

空きがなくなると、Retrospect のグルー

ミングポリシーに従って古いバック

アップが削除されます。Retrospect のポ

リシーでは、少なくとも 2 つのバック

アップが元ボリュームごとに保持され

ます（前回のバックアップ日とその前

のバックアップ日の 終バックアップ

が、元ボリュームごとに保持されま

す）。さらに、ディスクに十分な空きが

あれば、先週の各曜日のバックアップ

と先月の各週のバックアップ、および

各月のバックアップがそれぞれ 1 つず

つ、元ボリュームごとに保持されます。

警告： グルーミングではファイルとフォ

ルダが削除されますが、これらのファイ

ルとフォルダを復元することはできませ

ん。グルーミングを有効にする前に、重

要性の高いファイルとフォルダを保護す

るバックアップポリシーを、必ず作成し

てください。

テープドライブバックアップの置き換え
オプション

テープドライブへのバックアップでは、

バックアップ先のテープバックアップ

セットを、バックアップの実行前に置き

換えるように指定できます。置き換えを

指定すると、バックアップセット内の各

テープを再利用できますが、それらの

テープに記録されていたデータはすべて

失われます。

警告： テープバックアップセットを置き

換える前に、その中の各テープのデータ

が他のメディアに保管済みであるか、あ

るいは本当に消去してもかまわないこと

を確認してください。
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• 「いいえ、既存のバックアップデータを

保持します。」：バックアップセット内

のすべての既存データを保持する場合

に選択します。同じバックアップセッ

トへの前回のバックアップより後に作

成されたファイルと、変更されたファ

イルだけがバックアップされます。現

在のテープメンバーの空きがなくなる

と、新しいテープが要求されます。

• 「はい、上書きして構いません。」：テー

プバックアップセットをバックアップ

の実行前に置き換える場合に選択しま

す。Retrospect で書き替えバックアップ

が実行されると、バックアップセット

のカタログファイルの内容（もしあれ

ば）が消去され、バックアップ済み

ファイルが 1 つもない状態にします。

次に、バックアップセット内の先頭

テープメンバーが検索され、それが有

効な場合は消去されます。先頭のメ

ディアメンバーが利用不可能な場合は、

利用できる新規または消去済みのテー

プが使われます。選択したすべての

ファイルがバックアップされます。

ヒント： 高度な設定モードでは、書き替

えバックアップ実行オプションを有効化

することで、テープバックアップセット

を置き換えることができます。

テープバックアップセットへの基本バッ

クアップでは、バックアップセットを

初に置き換えるかどうかが、バックアッ

プを開始するたびに尋ねられます。

バックアップ設定の確認

「バックアップの概要」画面には、ウィ

ザードで指定したバックアップ設定が表

示されます。

• 「コピー元」には、バックアップするド

ライブやフォルダが一覧されます。

• 「選択」には、バックアップするファイ

ルの種類が一覧されます。

• 「宛先」には、データのコピー先となる

バックアップセットの名前が表示され

ます。

注： ウィザードで指定した一部のオプ

ション（圧縮方式など）は、この概要画

面には表示されませんが、実行される

バックアップには反映されます。

バックアップ設定を変更するには、「戻

る」をクリックします。

バックアップを開始するには、「今すぐ開

始」をクリックします。

バックアップのモニタリング

「今すぐ開始」をクリックするとバック

アップウィザードが閉じ、アクティビ

ティモニタが表示されます。詳しくは、

69 ページの「バックアップのモニタリン

グ」を参照してください。

バックアップ設定の編集

基本バックアップで指定した設定は、次

回に変更するまでの間、Retrospect に記憶

されています。それらの設定を確認し、

編集するには、ナビゲーションバーで

「バックアップ」>「バックアップ」を選

択します。
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ヒント： 高度な設定モードの「バック

アップの概要」画面が表示された場合は、

「ウィザードモードに変更」をクリックし

てください。

設定を変更せずにバックアップを再実行

するには、「今すぐ開始」をクリックしま

す。

設定を編集するには、「この設定を変更」

を選択して「次へ」をクリックします。

ウィザードモードでの設定の編集方法は、

初に設定したときの方法とほとんど同

じです。詳しくは、58 ページの「ウィ

ザードモードでのバックアップ」を参照

してください。

高度な設定モードで設定を編集するには、

「高度な設定モードに切り替える」をク

リックします。詳しくは、「ウィザード

モードから高度な設定モードへの切り替

え」を参照してください。

注： この画面は、指定したショートカッ

トキーを使って、Retrospect のシステムト

レイアイコンから表示することもできま

す。詳しくは、17 ページの「システムト

レイアイコン」を参照してください。

ウィザードモードから高度な設定モード
への切り替え

ウィザードモードに含まれていない詳細

オプションを使用するには、「バックアッ

プウィザードへようこそ」画面で「高度

な設定モードに切り替える」をクリック

します。

バックアップが未設定の場合も、66 ペー

ジの「高度な設定モードでのバックアッ

プ」で説明されている手順で、高度な設

定モードを利用できます。

バックアップをすでに設定している場合、

その設定は Retrospect に記憶されており、

高度な設定モードの概要ウィンドウに表

示されます。

注： 高度な設定モードでは、ウィザード

モードのすべてのオプションが利用でき

ます。ウィザードから高度な設定モード

に切り替えると、これらのオプションの

設定も、対応するオプションに直接反映

されます。

高度な設定モードでのバックアップ

高度な設定モードには、ウィザードモー

ドでは利用できない、いくつかの強力な

オプションがあります。高度な設定モー

ドに特有の機能は次のとおりです。

• より多くの組み込みセレクタ

• カスタムセレクタの作成と適用

• バックアップする個々のファイルのプ

レビューと選択

• ウィザードモードで利用できない多数

のオプション

高度な設定モードで基本バックアップを

設定するには、ナビゲーションバーの

「バックアップ」をクリックして、「バッ

クアップ」ボタンをクリックします。

「バックアップウィザードへようこそ」画

面が表示された場合は、「ウィザードモー

ドへ切り替える」をクリックしてくださ

い。基本バックアップの概要ウィンドウ

が表示されます。
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この画面でボタンをクリックして、元ボ

リューム、宛先、およびその他のバック

アップオプションを設定します。

元ボリュームの選択

基本バックアップの概要ウィンドウで

「元ボリューム」ボタンをクリックして、

「ソース選択」ウィンドウを表示します。

内蔵ハードディスク、マウントされたリ

ムーバブルディスクまたはハードディス

ク、ネットワーク上でログインしている

クライアントボリューム、接続された

ファイルサーバからのネットワークボ

リュームなど、バックアップに利用でき

るすべてのボリュームがリスト表示され

ます。

注： SQL Server Agent や Exchange Agent の
アドオンがある場合は、SQL や Exchange 
のサーバとメールボックスもリスト表示

されます。詳しくは「付録 A • SQL Server 

Agent」および「付録 B • Exchange Server 
Agent」を参照してください。

ボリュームリストで、対象のボリューム

をクリックして選択します。複数のボ

リュームのバックアップを行うには、2 つ
目以降のボリュームを Shift キーか Ctrl 
キーを押しながらクリックします。

元ボリュームを選択したら「OK」をク

リックして、基本バックアップの設定を

続けます。「ソース選択」ウィンドウが閉

じ、「基本バックアップ」ウィンドウに戻

ります。

バックアップセットの選択

基本バックアップの概要ウィンドウで

「宛先」ボタンをクリックして、「バック

アップセット選択」ウィンドウを表示し

ます。このウィンドウには、利用可能な

バックアップセットが表示されます。

バックアップ先のバックアップセットを

選択し、「OK」をクリックして、バック

アップの設定を続けます。「バックアップ

セットの選択」ウィンドウに何も表示さ

れない場合、または表示されているバッ

クアップセットを使用しない場合は、「新

規作成」をクリックして新規バックアッ

プセットを作成します。詳しくは、298 
ページの「新規バックアップセットの作

成」を参照してください。
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追加オプションの設定

バックアップする元ボリュームとバック

アップ先の宛先バックアップセットの指

定が終了したら、基本バックアップの概

要ウィンドウを使用して選択内容を確認

し、追加オプションを設定します。

内容を変更するには、以下の該当するボ

タンをクリックします。

「元ボリューム」では、元ボリュームの追

加や削除を行います。

「宛先」では、宛先として別のバックアッ

プセットを選択します。

「選択」では、セレクタを選択し、バック

アップするファイルおよびフォルダを選

択する条件を指定します。セレクタにつ

いては、345 ページの「セレクタの使い

方」を参照してください。デフォルトの

セレクタは「キャッシュ以外の全ファイ

ル」で、バックアップする元ボリューム

にある（キャッシュファイルを除く）全

ファイルにマークを付けます。

「プレビュー」を選択すると、元ボリュー

ムが検索され、元ボリュームのファイル

が、バックアップセットカタログ内の

ファイルのリストと照合されて、バック

アップする必要のあるファイルが判定さ

れます。検索が完了すると、ブラウザ

ウィンドウが表示され、そこにバック

アップ対象としてマークされた元ボ

リューム内のファイルのリストが表示さ

れます。このリストで、バックアップす

るファイルやフォルダにチェックマーク

を付けたり、解除することができます。

ブラウザについては、340 ページの「ブラ

ウザ」で説明しています。ブラウザを閉

じると、選択したファイルについて概要

ウィンドウ内に表示されます。

「オプション」を選択すると、「基本バッ

クアップ：オプション」ウィンドウが表

示されます。このウィンドウでは、バッ

クアップ動作を標準バックアップ、書き

替えバックアップのどちらにするか、ソ

フトウェアデータを圧縮するかどうかの

指定や、検証方法の選択をすることがで

きます。

「追加選択」をクリックして、詳細なオプ

ションにアクセスします。

バックアップの種類については、23 ペー

ジの「バックアップ動作」を参照してく

ださい。オプションについての詳細は、

280 ページの「バックアップ実行オプショ

ン」に記載されています。

バックアップの実行

必要なすべての情報の指定が完了すると、

基本バックアップの概要ウィンドウ上部

に、「実行の準備ができました」と表示さ

れます。入力情報が不完全な場合には、

「実行の準備ができていません」と表示さ
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れるので、その下に表示される指示に

従って、情報の一部を変更してください。

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応

した製品である場合には、この操作に使

用する実行ユニットを指定（または「任

意の実行ユニット」を選択）できます。

概要ウィンドウのコンボボックスで選択

を行います。詳しくは、188 ページの「実

行ユニットの割り当て」を参照してくだ

さい。

準備ができたら、「バックアップ」ボタン

をクリックします。元ボリュームがス

キャンされ、「アクティビティモニタ」

ウィンドウが表示されます。

バックアップのモニタリング

アクティビティモニタには処理の進行状

況と、宛先バックアップセットにコピー

されているファイルの名前が表示されま

す。「アクティビティモニタ」ウインドウ

には、バックアップの一時休止やキャン

セルができる「一時停止」ボタンと「中

止」ボタンも表示されます。

宛先バックアップセットにメンバーがな

い場合、またはバックアップ装置に正し

いメディアがロードされていない場合は、

メディアを要求するウィンドウが表示さ

れます。このウィンドウは、使用する

バックアップセットの種類によって若干

異なります。

ここで挿入するメディア内のファイルは

削除され、復元できません。必ず空か不

要なデータしか入っていないテープ、リ

ムーバブルディスク、記録型 CD/DVD を
挿入してください。ウィンドウで新しい

メディアを選択して、「続ける」をクリッ

クします。

実行が完了したら、「履歴」タブをクリッ

クしてバックアップのパフォーマンス

データを表示します。エラーが発生した

場合、「エラー」ボタンをクリックすると

詳細な情報が表示されます。操作ログを

表示するには、「ログ」ボタンをクリック

します。

このログについては、273 ページの「操作

ログの表示」で説明しています。

バックアップ設定の編集

基本バックアップで指定した設定は、次

回に変更するまでの間、Retrospect に記憶

されています。それらの設定を確認し、
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編集するには、ナビゲーションバーで

「バックアップ」>「バックアップ」を選

択します。

ヒント： ウィザードモードのバックアッ

プの概要画面が表示された場合は、「高度

な設定モードに切り替える」をクリック

してください。

設定を変更せずにバックアップを再実行

するには、「バックアップ」をクリックし

ます。

設定を変更する場合は、元ボリューム、

宛先、ファイル選択基準、およびその他

のオプションを、適切なボタンをクリッ

クして変更します。高度な設定モードで

の設定の編集方法は、 初に設定したと

きの方法とほとんど同じです。詳しくは、

66 ページの「高度な設定モードでのバッ

クアップ」を参照してください。

ウィザードモードで設定を編集するには、

「ウィザードモードに変更」をクリックし

ます。詳しくは、「高度な設定モードから

ウィザードモードへの切り替え」を参照

してください。

バックアップスクリプトの作成

Retrospect のスクリプト作成機能を使って

バックアップとスケジュールを設定すれ

ば、不在時（担当者が帰宅する夜間など）

に自動バックアップを行うことができま

す。

基本バックアップの概要ウィンドウで

「スケジュール」ボタンをクリックし、基

本バックアップ情報と設定をスクリプト

として保存します。このスクリプトを使

用すると、不在時にバックアップ操作を、

スケジュールに基づいて自動実行させる

ことができます。

詳しくは、154 ページの「スクリプトのス

ケジュール作成」を参照してください。

高度な設定モードからウィザードモード
への切り替え

基本バックアップの設定は、作成時と同

じモードで編集することが Retrospect 推奨され

ます。モードを切り替えることは可能で

すが、ウィザードモードに存在しない高

度なオプションが、Retrospect でどのよう

に扱われるかを理解しておくことが重要

です。

高度な設定モードの概要ウィンドウで

「ウィザードモードに変更」をクリックす

れば、必要に応じて随時、ウィザード

モードに戻ることができます。

高度な設定モードで設定を編集した場合

は、モードの切り替え前に変更を保存す

るかどうかが尋ねられます。

設定を変更していない場合は、ウィザー

ドモードの「バックアップウィザードへ

ようこそ」画面に切り替わり、現在の

バックアップ設定の概要が表示されます。

高度な設定モードには、ウィザードモー

ドでは利用できないオプションが含まれ

るため、ウィザードモードへの切り替え

時には、これらのオプションの設定を保

持するか、あるいは破棄する必要があり
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ます。対象となる主なオプションは次の

とおりです。

• セレクタ

• 実行オプション

• バックアップセット

• ファイルの手動選択

• 実行ユニット

セレクタ

高度な設定モードには、ウィザードモー

ドでは利用できない、いくつかの高度な

組み込みセレクタがあります。さらに、

高度な設定モードでは、カスタムセレク

タを作成し、使用することもできます。

ウィザードモードにないセレクタを選択

した後、「ウィザードモードへ切り替え

る」をクリックすると、それらの高度な

セレクタはそのまま保持され、バック

アップの実行時に適用されます。

そのような場合、ウィザードモードの

「複製ウィザードへようこそ」画面には、

「選択」フィールドに（高度な設定モード
で作成されました）というメッセージが

表示されます。

また、バックアップ設定を編集すると、

「バックアップするファイルの種類は何で

すか ?」画面に、新しいオプションが表示

されます。

• 高度なセレクタを保持するには、「高度

な設定モードの選択を保持」を選択し

ます。

• 高度なセレクタを破棄して新しいセレ

クタを使用する場合は、「次を選択」を

選択し、新しいオプションを選択しま

す。

実行オプション

高度な設定モードには、検証やバック

アップ動作など、ウィザードモードでは

利用できない多数の実行オプションがあ

ります。

注： 圧縮実行オプションはウィザード

モード、高度な設定モードのどちらでも

利用できます。このオプションにどちら

かのモードで変更を加えると、その変更

は他のモードにも反映されます。

ウィザードモードにない実行オプション

を選択した後、「ウィザードモードへ切り

替える」をクリックすると、それらの高

度な実行オプションはそのまま保持され、

バックアップの実行時に適用されます。

警告： ウィザードモードの「バックアッ

プウィザードへようこそ」画面には、高

度な実行オプションがバックアップに含

まれているかどうかは明示されません。

高度な実行オプションの有無を調べるに

は、いったん高度な設定モードに切り替

えて、「オプション」の設定を確認する必

要があります。
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バックアップセット

高度な設定モードでは、ファイルバック

アップセットを宛先として選択できます。

ウィザードモードでは、ファイルバック

アップセットは利用できません。

ヒント： ファイルバックアップセットは

単独のファイルをバックアップする手段

として 適ですが、それ以外の用途には

ディスクバックアップセットの方がより

多くの利点があります。

ファイルバックアップセットを宛先とし

て選択した後、「ウィザードモードへ切り

替える」をクリックすると、宛先の設定

は破棄されます。

そのような場合、ウィザードモードの

「バックアップウィザードへようこそ」画

面には、「宛先」フィールドに（宛先が選
択されていません）というメッセージが

表示されます。

「次へ」をクリックすると、ウィザードに

よって宛先が破棄され、新しい宛先の選

択が必要になります。引き続きファイル

バックアップセットを宛先として使用す

るには、「高度な設定モードに切り替え

る」をクリックします。

ファイルの手動選択

高度な設定モードでは、「プレビュー」ボ

タンをクリックして、バックアップする

ファイルやフォルダを個別に選択できま

す。この操作を行うと、高度な設定モー

ドの概要ウィンドウの「選択」フィール

ドに「マニュアル選択」 というメッセージ

が表示されます。

手動選択を行った後、「ウィザードモード

に変更」をクリックすると、選択内容は

破棄されます。ウィザードモードでは、

手動選択はいっさい不可能です。

実行ユニット

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応

した製品の場合、バックアップに使用す

る実行ユニットを、高度な設定モードで

指定できます。

特定の実行ユニット（「任意の実行ユニッ

ト」以外）を選択して「ウィザードモー

ドへ切り替える」をクリックすると、実

行ユニットの情報はそのまま保持され、

選択した実行ユニットがバックアップ時

に使用されます。

注： ウィザードモードの「バックアップ

ウィザードへようこそ」画面には、特定

の実行ユニットが選択されているかどう

かは明示されません。特定の実行ユニッ

トが選択されているかどうかを調べるに

は、いったん高度な設定モードに切り替

えて設定を確認する必要があります。
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アーカイブ

アーカイブ操作では、オフラインでの保

管を目的として、使用しているボリュー

ムからバックアップセットにファイルを

コピーできます。アーカイブ操作をセッ

トアップするには、 初にナビゲーショ

ンバーの「ツール」をクリックし、次に

「ファイルをアーカイブ」をクリックしま

す。アーカイブの概要ウィンドウが表示

されます。

バックアップの場合と同様、アーカイブ

も次の 3 つの基本的なステップを通じて実

行します。

• アーカイブの元ボリュームを選択する

• ファイルの保存先となるバックアップ

セットを選択する（またはバックアッ

プセットを新規に作成する）

• アーカイブを実行する

注： アーカイブに関するその他の情報に

ついては、76 ページの「アーカイブに関

するヒント」を参照してください。

元ボリュームの選択

アーカイブの概要ウィンドウで「元ボ

リューム」ボタンをクリックし、「ソース

選択」ウィンドウを表示します。

内蔵ハードディスク、マウントされたリ

ムーバブルディスクまたはハードディス

ク、ネットワーク上でログインしている

クライアントボリューム、接続された

ファイルサーバからのネットワークボ

リュームなど、アーカイブ可能なすべて

のボリュームがリスト表示されます。

注： SQL や Exchange のデータベース、お

よび Exchange のメールボックスとパブ

リックフォルダはアーカイブの対象外で

す。

ボリュームリストで、対象のボリューム

をクリックして選択します。複数のボ

リュームのアーカイブを行うには、2 つ目

以降のボリュームを Shift キーか Ctrl キー

を押しながらクリックします。

元ボリュームを選択したら「OK」をク

リックして、基本アーカイブの設定を続

けます。「ソース選択」ウィンドウが閉

じ、「アーカイブの概要」ウィンドウに戻

ります。

バックアップセットの選択

「アーカイブの概要」ウィンドウで「宛

先」ボタンをクリックして、「バックアッ

プセット選択」ウィンドウを表示します。

このウィンドウには、利用可能なバック

アップセットが表示されます。
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宛先として使用するバックアップセット

を選択し、「OK」をクリックして、アーカ

イブの設定を続けます。「バックアップ

セットの選択」ウィンドウに何も表示さ

れない場合、または表示されているバッ

クアップセットを使用しない場合には、

新規バックアップセットを作成します。

詳しくは、298 ページの「新規バックアッ

プセットの作成」を参照してください。

警告： グルーミングが有効なディスク

バックアップセットは、アーカイブの宛

先として選択しないでください。グルー

ミングでは古いスナップショットを削除

して新しいスナップショット用の空きが

確保されるため、永続的な保管先として

のアーカイブの目的に合致しません。

追加オプションの設定

アーカイブの元ボリュームと宛先バック

アップセットの指定が終了したら、アー

カイブの概要ウィンドウを使用して選択

内容を確認し、追加オプションを設定し

ます。

内容を変更するには、以下の該当するボ

タンをクリックします。

「元ボリューム」では、元ボリュームの追

加や削除を行います。

「宛先」では、宛先として別のバックアッ

プセットを選択します。

「選択」では、セレクタを選択します。セ

レクタは、アーカイブの対象となるファ

イルやフォルダを選択するための、一種

のフィルタです。セレクタについては、

345 ページの「セレクタの使い方」を参照

してください。デフォルトのセレクタは

「すべてのファイル」で、アーカイブする

元ボリュームの全ファイルにマークを付

けます。

「プレビュー」では、指定された 1 つ以上

のアーカイブの元ボリュームがスキャン

され、元ボリューム上のファイルを一覧

したブラウザウィンドウが開きます。こ

のウィンドウでマーク付けやマークの解

除を行えば、アーカイブ対象となるファ

イルやフォルダを個別に指定できます。

注： バックアップの場合とは異なり、

アーカイブのデフォルトでは、元ボ

リュームと宛先ボリュームは一致しませ

ん。すなわち、宛先バックアップセット

内のファイルとソースファイルの比較は

行われません。したがって、宛先バック

アップセット内に同じファイルが存在す

るかどうかに関係なく、指定された全
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ファイルがコピーされます。この場合、

アーカイブの整合性が維持される代わり

に、効率は落ちることになります。

ブラウザについては、340 ページの「ブラ

ウザ」で説明しています。ブラウザを閉

じると、選択したファイルについて概要

ウィンドウ内に表示されます。

「オプション」をクリックすると、基本オ

プションウィンドウが表示されます。こ

のウィンドウでは、検証、ソフトウェア

データ圧縮、およびファイル移動の各オ

プションを設定できます。

「ファイルを移動」オプションを有効にす

ると、宛先にファイルをコピーし、コ

ピー結果の検証が行われた後、元ボ

リューム側のファイルが削除されます。

このオプションを利用すると、オリジナ

ルファイルを宛先にコピーした後で、元

ボリュームからファイルが削除され、ボ

リューム上のスペースが開放されます。

ヒント： 「ファイルを移動」オプション

を使用する前に、コピーだけして別の

バックアップセットにアーカイブします。

こうすれば、一方のバックアップセット

が使用できなくなっても適正に対処する

ことができます。

検証とソフトウェアデータ圧縮のオプ
ションについては、280 ページの「バック
アップ実行オプション」で詳しく説明し
ています。

「追加選択」をクリックして、詳細なオプ

ションにアクセスします。これらのオプ

ションの詳細は、278 ページの「実行オプ

ション」を参照してください。

注： アーカイブオプションの使用方法の

詳細については、76 ページの「アーカイ

ブに関するヒント」を参照してください。

アーカイブの実行

必要なすべての情報の指定が完了すると、

アーカイブの概要ウィンドウ上部に「実行

の準備ができました」というメッセージが

表示されます。入力情報が不完全な場合に

は、「実行の準備ができていません」と表

示されるので、その下に表示される指示

に従って、情報の一部を変更してくださ

い。

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応

した製品である場合には、この操作に使

用する実行ユニットを指定（または「任

意の実行ユニット」を選択）できます。

概要ウィンドウのコンボボックスで選択

を行います。詳しくは、188 ページの「実

行ユニットの割り当て」を参照してくだ

さい。

準備ができたら、「アーカイブ」ボタンを

クリックします。元ボリュームがスキャ

ンされ、「アクティビティモニタ」ウィン

ドウが表示されます。

この時点以降のアーカイブの動作は、

バックアップ時とほぼ同じです。詳しく

は、68 ページの「バックアップの実行」

を参照してください。

アーカイブスクリプトの作成

アーカイブの概要ウィンドウがアクティ

ブな状態のときに、「スケジュール」ボタ

ンをクリックして、アーカイブ情報とそ

の設定内容をスクリプトとして保存する

ことができます。

詳しくは、「第 5 章 • スクリプトによる自

動実行」を参照してください。
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アーカイブに関するヒント

メディア：長期間の計画を立てます。複

数のバックアップセットにアーカイブを

行い、アーカイブされたデータのコピー

をオフサイトに保持します。つねにメー

カーのガイドラインに従って、メディア

を保管してください。詳しくは、52 ペー

ジの「メディアの寿命と保存」を参照し

てください。

保管に万全を期するため、定期的に新し

いメディアへデータを転送してください。

また、次に使用するバックアップデバイス

が旧モデルの機能をサポートしていない場

合があるので、ハードウェア圧縮などのデ

バイス専用のオプションは使用しないで

ください。

計画：アーカイブシステムを定義し、毎

回それに従います。指定したフォルダ内

のファイル、または指定期間内に変更を

加えたファイルだけをアーカイブしてく

ださい。また、データを指定場所に移動

することによって、何をアーカイブする

かをユーザに決めてもらってください。

データをアーカイブするときは、何が削

除されたかを必ずユーザに通知してくだ

さい。

「ファイルを移動」オプション（コピーの

後に削除）を使用する前に、コピーだけ

して別のバックアップセットにアーカイ

ブします。こうすれば、一方のバック

アップセットが使用できなくなっても適

正に対処することができます。アーカイ

ブメディアが 1 つしかないと、それが紛失

または破損した場合に、データもすべて

失うことになります。アーカイブメディ

アには再利用やグルーミングは試みず、

紛失、破損しないようにしてください。

検証：つねに検証を使用します。検証を

使用しないで、アーカイブ時にハード

ウェア上の問題が発生した場合は、デー

タがメディアに正しくコピーされない可

能性があります。「ファイルを移動」オプ

ションを使用してアーカイブする場合、

メディア検証ではなく、Thorough 検証を

使用する必要があります。

オンラインアーカイブ：データをオンラ

イン状態に維持したままアーカイブする

には、ハードディスク上でディスクバッ

クアップセットに圧縮します。この方法

を使えば、データはオンラインに維持さ

れ、ハードディスクの消費量も抑制でき

ます。

グルーミング：グルーミングが有効な

バックアップセットは、アーカイブの宛

先として選択しないでください。グルー

ミングでは古いスナップショットを削除

して新しいスナップショット用の空きが

確保されるため、永続的な保管先として

のアーカイブの目的に合致しません。

復元

Retrospect では、 新のバックアップ（ま

たはそれ以前のバックアップ）からディ

スク全体を復元したり、選択したファイ

ルやフォルダを復元することができます。

選択したファイルとフォルダ、ボリュー

ム全体、またはシステム状態とレジスト

リだけの復元が可能です。復元する対象

は、バックアップセットのスナップ

ショットを選択するか、1 つ以上のバック

アップセットで、指定した基準に合致す

るファイルを検索して指定します。この

項では、これらの 2 つの方法によるファイ

ルの復元について説明します。

データの消失が発生し、データ復元に必

要なコンピュータ環境が利用不可能な場

合は、「第 8 章 • 障害発生時の復旧」を参

照してください。さまざまな状況の概説

と復元方法が記載されています。

注： オープンファイルバックアップを

使ってバックアップされたファイルを復

元するには、宛先ボリュームで開かれた
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ファイルを使用しているアプリケーショ

ンを閉じるか、停止してください。

SQL データベースの復元方法、または 
Exchange メールボックスやデータベース

の復元方法については、「付録 A • SQL 
Server Agent」および「付録 B • Exchange 
Server Agent」を参照してください。

UIR（ユーザ開始型復元）アドオンがある

場合、サポートされる Retrospect クライア

ントユーザは、自分のファイルを 新の

ハードディスクバックアップから管理者

の介入を必要としないで復元することが

できます。詳しくは、226 ページの「ユー

ザ開始型復元」を参照してください。

スナップショット

Retrospect ではスナップショットによっ

て、ボリューム全体や選択したファイル

を、特定の日時の状態に容易に復元でき

ます。スナップショットは、特定の時点

におけるボリューム内容を写し取った写

真のようなものです。これには、ボ

リュームのすべてのファイルおよびフォ

ルダの一覧とそれらのバックアップ時の

セッションが含まれています。ボリュー

ムをバックアップするたびに、バック

アップセットカタログ内のスナップ

ショットが更新され、バックアップメ

ディアにもスナップショットが追加され

ます。

ボリューム全体の復元に必要な操作は、

復元するスナップショットの選択だけで

す。バックアップしたセッションの違い

に関係なく、必要なファイルが Retrospect 
によって自動的に検索され、取り込まれ

ます。スナップショットを使えば、各

セッションの差分バックアップを特定の

順序で復元する必要はありません。メ

ディア内にある必要な差分バックアップ

群が一度の操作で処理され、バックアッ

プセットからファイルが復元されます。

スナップショットからは、ファイル単位

の復元も可能です。特定の時点でボ

リューム内にあったファイルが分かって

いる場合、それらのファイルは簡単に復

元できます。復元するファイルがどのス

ナップショット、あるいはどのバック

アップセットに含まれているか分からな

い場合でも、検索基準を定義して見つけ

出すことができます。詳しくは、87 ペー

ジの「検索による復元」を参照してくだ

さい。

スナップショットによる復元は、ウィ

ザードモード、高度な設定モードのどち

らでも実行できます。

ウィザードモードでの復元

復元ウィザードを使えば、基本復元操作

の設定と変更を、容易に行うことができ

ます。復元ウィザードを開始するには、

ナビゲーションバーの「復元」をクリッ

クして、「復元」ボタンをクリックしま

す。

復元ウィザードの「ようこそ」画面が表

示されます。

「ようこそ」画面

ナビゲーションバーで「復元」>「復元」

を選択すると、常に復元ウィザードが開

きます。復元ウィザードでの設定に進む

には、「次へ」をクリックします。
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高度な設定モードで復元を設定するには、

「高度な設定モードに切り替える」をク

リックします。詳しくは、81 ページの

「高度な設定モードでの復元」を参照して

ください。

バックアップセットの選択

復元するファイルを含むバックアップ

セットを選択して「次へ」をクリックし

ます。

「バックアップセット」リストに、既存の

全バックアップセットの名前が一覧され

ます。このリストには、各バックアップ

セットの前回の変更日時の情報も示され

ます。バックアップセットの名前の横に

は、バックアップセットのタイプ（ディ

スク、テープなど）を示すアイコンがあ

ります。

復元するファイルを含むバックアップ

セットが表示されない場合は、「他のバッ

クアップセット」をクリックします。さ

らに、対象のバックアップセットのカタ

ログファイルの場所（デフォルトでは My 
Documents¥Retrospect Catalog Files）まで移

動して、バックアップセットを選択し、

「開く」をクリックします。

バックアップセットのカタログファイル

が見つからない場合は、「再作成」をク

リックして、バックアップメディアから

カタログファイルを再作成します。詳し

くは、358 ページの「カタログの再作成」

または 361 ページの「ファイルバックアッ

プセットの修復」を参照してください。

スナップショットの選択

復元するファイルを含むスナップショッ

トを選択して「次へ」をクリックします。

「スナップショット」リストには、選択し

たバックアップセットのアクティブな全

スナップショットの名前が一覧されます。

このリストには、各スナップショットの

作成日時の情報も示されます。スナップ

ショットの名前の横には、バックアップ

の対象（ディスク、フォルダなど）を示

すアイコンがあります。

必要なスナップショットがリストに表示

されていない場合は、「他のスナップ

ショット」をクリックすれば、バック

アップセット内のすべてのスナップ

ショットのリストが表示されます。

ヒント： 「他のスナップショット」を使

用するのは、主に 新のバックアップ以

外からファイルを復元する場合です。

「スナップショットの取り込み」ウィンド

ウでスナップショットを選択し、「取り込

み」をクリックします。バックアップ

セットのメディアから古いスナップ

ショットも取り込まれるため、それらの

スナップショットを格納したメディアを

バックアップドライブに挿入するように

要求される場合があります。
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注： すでに使用できる「スナップショッ

ト」を選択すると、「取り込み」ボタンは

無効になります。

宛先の選択

ファイルは元の場所、それ以外の新しい

場所のどちらにも復元できます。

注： 「元の場所」オプションは、その場

所が現時点でも存在しており、かつ 
Retrospect でアクセスできる場合のみ利用

可能です。

新しい場所に復元するには「新しい場所」

を選択し、宛先ボリュームを指定します。

ドライブやフォルダを 1 つ選択すると、そ

れまで選択していたドライブやフォルダ

が選択解除されます。この画面のリスト

に含まれるあらゆるコンテナ（マイコン

ピュータ、マイ ネットワーク、バック

アップクライアント、元ボリュームグ

ループ）内のドライブとフォルダを選択

できます。

• Retrospect クライアントを「バックアッ

プクライアント」コンテナに追加する

には、「クライアントの追加」をクリッ

クします。

• ネットワークボリュームを「マイネッ

トワーク」コンテナに追加するには、

「マイネットワーク」をクリックしま

す。

• ドライブ内のフォルダを表示するには、

ドライブを選択して「フォルダの追加」

をクリックします。

注： 「マイネットワーク」ボタンと「マ

イネットワーク」コンテナは、スナップ

ショットにシステム全体のバックアップ

が含まれている場合には表示されません。

復元の種類の選択

この画面には、復元ウィザードで選択し

た内容に基づいて、以下のオプションの

いくつかが表示されます。

• 「ファイルとフォルダを復元する」：指

定した場所に復元するファイルを選択

します。

• 「すべての内容を復元し、その他の内容

はすべて削除する」は、宛先ボリュー

ムの既存ファイルをすべて削除して、

その場所にスナップショット内の全

ファイルを復元します。

• 「すべての内容をロールバックする」

は、宛先ボリュームの既存ファイルを

すべて削除して、その場所にスナップ

ショット内の全ファイルを復元します。

レジストリとシステム状態情報もス

ナップショットから復元されます。

• 「レジストリとシステム状態をロール

バックする」では、スナップショット

からファイルを復元せず、宛先ボ

リュームのファイルもいっさい削除し

ません。このオプションでは、レジス

トリとシステム状態情報のみがスナッ

プショットから復元されます。

いずれかのオプションを選択して「次へ」

をクリックします。

復元するファイルの選択

この画面に表示されるオプションは、

ウィザードの直前の画面で選択した内容

によって異なります。

「ファイルとフォルダを復元する」を選択

した場合は、「ファイルの選択」をクリッ

クすると、スナップショットから復元可

能なファイルのリストが表示されます。

復元する各ファイルを、その横にある

チェックボックスをチェックして選択し
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ます（デフォルトでは全ファイルが選択

されています）。フォルダのチェックボッ

クスをチェックすると、その中のすべて

のファイルが選択されます。

「すべての内容を復元し、その他の内容は

すべて削除する」または「すべての内容

をロールバックする」を選択した場合は、

すべてのファイルが選択されます。「ファ

イルのプレビュー」をクリックすると、

スナップショットから復元されるファイ

ルのリストが表示されます。復元不要な
ファイルがあれば、その横にあるチェッ

クボックスのチェックを外してください。

フォルダのチェックボックスのチェック

を外すと、その中の全ファイルのチェッ

クボックスもオフになります。

同一 ファイルの処理

復元対象として選択したファイルと同じ

ファイルが宛先ボリュームに存在する場

合に、バックアップセットのスナップ

ファイルから復元したファイルで、既存

の同じファイルを置き換えるかどうかを

指定できます。

• 「置き換えない」は、宛先ボリュームの

既存ファイルをそのまま残します。こ

のオプションでは、スナップショット

から選択したファイルのうち、宛先ボ

リュームに存在しないすべてのファイ

ルが復元されます。宛先ボリュームの

既存ファイルはいっさい上書きされま

せん。このオプションを使えば、ス

ナップショットの作成後に変更した

ファイルが、復元された古いバージョ

ンで上書きされる事態を、確実に回避

できます。

• 「バックアップセットのファイルの方が

新しい場合のみ」は、スナップショッ

トのファイルが新しい場合のみ、宛先

ボリューム上のファイルを、スナップ

ショットから選択した同一のファイル

で置き換えます。このオプションを選

択すると、スナップショットから選択

したファイルのうち、宛先ボリューム

に存在しないファイルと、宛先ボ

リューム上の同一ファイルより新しい

ファイルが復元されます。

• 「常に置き換える」は、宛先ボリューム

にある同一のファイルを、スナップ

ショットから選択したファイルで常に
置き換えます。このオプションでは、

スナップショットから選択したすべて

のファイルが復元され、宛先ボリュー

ムにある同一のファイルは上書きされ

ます。宛先ボリュームのファイルは、

スナップショットにある同一のファイ

ルより古いかどうかに関係なく、後者

のファイルで置き換えられます。この

オプションは、スナップショットの作

成後にファイルが壊れた場合に、その

ファイルの古いバージョンを復元する

手段として、 も役立ちます。

復元設定の確認

「復元の概要」画面には、ウィザードで指

定した復元設定が表示されます。

• 「復元」には、復元されるファイル数が

表示されます。

• 「復元元」には、スナップショットのボ
リューム名と作成日時、およびスナッ
プショットを含むバックアップセット
の名前が一覧されます。スナップ
ショットを含むバックアップセットを
リムーバブルディスクに保存した場合
は、そのリムーバブルディスクがバッ
クアップデバイスに挿入されているこ
とを確認してください。
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• 「復元先」には、データの復元先が一覧

されます。

注： ウィザードで指定した一部のオプ

ション（同一ファイルの扱いや復元の種

類など）は、この概要画面には表示され

ませんが、実行される復元には反映され

ます。

復元設定を変更するには、「前へ」をク

リックします。

復元を開始するには、「開始」をクリック

します。

復元のモニタリング

この画面には、宛先ボリュームに関する

情報と、復元処理の進行状況に関する情

報が表示されます。

• 「残り」には、未復元のファイル数と、

それらの合計サイズが表示されます。

• 「完了」には、復元済みのファイル数

と、それらの合計サイズが表示されま

す。

• 「残り時間」には、復元が完了するまで

の予想時間が表示されます。

復元を中断するには「中止」をクリック

します。確認ダイアログボックスで「は

い」をクリックすると復元が中断され、

ウィザードが終了します。

注： バックグラウンドで動作している 
Retrospect のアクティビティモニタでは、

復元処理に関する、より多くの情報を得

ることができます。詳しくは、177 ページ

の「アクティビティモニタ」を参照して

ください。

復元が成功した場合

復元中にエラーが発生せず、選択した全

ファイルが復元されると、その旨を通知

する画面が表示されます。復元先でファ

イルを確認してください。

「閉じる」をクリックしてウィザードを終

了します。

注： システムの復元（ロールバック）を

実行した場合は、復元先のコンピュータ

を再起動する必要があります。

復元が失敗した場合

復元中にエラーが検出されると、警告画

面が表示されます。

「ログを開く」をクリックして、復元の操

作ログを表示してください。このログに

は、Retrospect が検出したエラーの情報

と、エラー検出前に復元されたファイル

数の情報が含まれています。

「キャンセル」をクリックしてウィザード

を終了します。

高度な設定モードでの復元

高度な設定モードでの基本復元では、

ウィザードモードのすべてのオプション

に加え、ウィザードに含まれない複数の

オプションが利用できます。高度な設定

モードに特有の機能は次のとおりです。

• 復元設定のスクリプト化

• 「ファイルのみ復元」オプション

• 復元で使用する実行ユニットの指定

（Retrospect 製品が複数の実行ユニット

をサポートしている場合のみ）

• ウィザードモードで利用できないいく

つかのオプション（修正日の更新など）
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ウィザードモードで利用できない高度な

設定モード特有のオプションが必要でな

い限り、どちらのモードを使用してもか

まいません。使いやすいモードで復元を

設定してください。

高度な設定モードでの復元設定を開始す

るには、ナビゲーションバーの「復元」

をクリックして、「復元」ボタンをクリッ

クします。復元ウィザードの「ようこそ」

画面が表示されます。

「高度な設定モードに切り替える」をク

リックします。

注： ウィザードモードでの復元方法につ

いては、77 ページの「ウィザードモード

での復元」を参照してください。

復元の種類の選択

• 「ファイルとフォルダを復元」では、復

元するファイルとフォルダを選択して、

宛先ボリュームの新しいフォルダ内に

復元します。このフォルダを除いて、

宛先ボリュームはいっさい変化しませ

ん。

• 「ボリューム全体を復元」では、スナッ

プショットのすべてのファイルとフォ

ルダを選択して復元し、その他の宛先

ボリュームの内容をすべて削除します。

スナップショットにレジストリとシス

テム情報が含まれている場合は、それ

らも復元します。

注： 上記の説明は、それぞれの種類の復

元で実行されるデフォルトの処理です。

この動作は、後でデフォルト設定に手を

加えて変更することができます。

基本バックアップから復元ウィンドウが

表示されます。

この画面でボタンをクリックして、元ボ

リューム、宛先、およびその他の復元オ

プションを設定します。

元ボリュームの選択

「ソース選択」ウィンドウの上部のリスト

から、復元元となるバックアップセット

を選択します。希望のバックアップセッ

トがリスト内に表示されていない場合は、

「更に」ボタンを使用できます。

このウインドウの下部のリストから、ボ
リュームのスナップショットを選択しま
す。ボリューム名の右には、スナップ
ショットの日時が表示されています。目
的のスナップショットがリストに表示さ
れていない場合は、「スナップショットを
追加」ボタンをクリックして、バック
アップセット内のすべてのスナップ
ショットのリストを表示します。
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ヒント： 「スナップショットを追加」は、

新のバックアップ以外からファイルを

復元する場合に使用することが多いで

しょう。

スナップショットを選択して、「取り込

み」ボタンをクリックすると、バック

アップセットのメディアから古いスナッ

プショットが取り込まれ、復元の元ボ

リュームウィンドウのリストに追加され

ます。スナップショットを取り込む際は、

メディアの挿入が必要になります。

注： すでに使用できる「スナップショッ

ト」を選択すると、「取り込み」ボタンは

無効になります。

「ソース選択」ウィンドウで目的のスナッ

プショットを選択したら、「OK」をクリッ

クします。

宛先ボリューム選択

復元したファイルの保存先ボリュームを

選択します。このボリュームは、バック

アップしたファイルの元ボリュームでな

くてもかまいません。サブボリュームと

して定義されたフォルダ（336 ページの

「サブボリューム」を参照）、あるいは

ネットワーク上のクライアントに付属す

るボリュームなど、利用可能なすべての

ボリュームを利用できます。（マイコン

ピュータ、マイネットワーク、および

バックアップクライアントを検索する方

法については、333 ページの「コンテナ」

を参照してください。）

ファイルを復元する方法の指定

リストボックスで、ファイルを宛先ボ

リュームに復元する方法を指定します。

「ボリューム全体を復元」は、宛先ボ

リュームのディスクを、復元元のスナッ

プショットと完全に同じ状態にします。

これは、復元対象としてマークされたも

のと一致しないファイルおよびフォルダ
を宛先ボリュームから削除し、マークさ

れたファイルと同じファイルは現状のま

ま残します。それ以外のすべてのファイ

ルとフォルダは、フォルダ階層を維持し

たまま、スナップショットから宛先ボ

リュームにコピーします。これは「ボ

リューム全体を復元」を選択した場合の、

デフォルトの復元処理です。スナップ

ショットと宛先ボリュームがどちらもシ

ステムボリュームの場合、このオプショ

ンを選択すると、レジストリとシステム

情報もデフォルトでスナップショットか

ら復元されます。

注： オペレーティングシステムのクラッ

シュを防止するために、「ボリューム全体

を復元」ではアクティブな Windows シス

テムを削除しません。また、Mac OS クラ

イアントの起動用のシステムフォルダも

削除しません。
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「対応するファイルと置き換える」は、選

択したすべてのファイルをスナップ

ショットから復元します。復元元のス

ナップショットと宛先ボリュームの双方

に存在するファイルについては、宛先ボ

リュームのファイルが上書きされます。

宛先ボリュームにある対応するファイル

（同一のファイル）は、スナップショット

のファイルより古いかどうかに関係なく、

常にスナップショットから取り込まれた

ファイルで上書きされます。ファイルが

要復元のマークの付いたファイルと同一

の場合、またはこれらのファイルへのパ

スが一致しない場合には、それらのファ

イルはそのまま残ります。このオプショ

ンを選択し、さらに「システム状態の復

元」実行オプションを選択すると、レジ

ストリとシステム状態情報がスナップ

ショットから復元されます（スナップ

ショットと宛先ボリュームがどちらもシ

ステムボリュームの場合）。

「バックアップが新しい場合のみ置き換え

る」は、スナップショットから選択した

ファイルのうち、宛先ボリュームに存在

しないすべてのファイルを復元し、宛先

ボリュームとスナップショットの双方に

存在するファイルについては、スナップ

ショットのファイルが新しい場合のみ、

宛先ボリュームのファイルを上書きしま

す。このオプションを選択し、さらに

「システム状態の復元」実行オプションを

選択すると、レジストリとシステム状態

情報がスナップショットから復元されま

す（スナップショットと宛先ボリューム

がどちらもシステムボリュームの場合）。

「存在しないファイルのみ復元する」は、

スナップショットから選択したファイル

のうち、宛先ボリュームに存在しないす

べてのファイルを復元します。宛先ボ

リュームの既存ファイルは上書きしませ

ん。宛先ボリュームとスナップショット

の双方に存在するファイルは復元されず、

宛先ボリュームのファイルがそのまま残

されます。このオプションを選択し、さ

らに「システム状態の復元」実行オプ

ションを選択すると、レジストリとシス

テム状態情報がスナップショットから復

元されます（スナップショットと宛先ボ

リュームがどちらもシステムボリューム

の場合）。

ヒント： レジストリとシステム状態だけ
を復元するには、「存在しないファイルの

み復元する」を選択し、さらに「選択し

たファイル」をクリックして、ファイル

を 1 つも選択していないことを確認しま

す。その後、「オプション」>「追加選択」

をクリックして、「システム状態の復元」

チェックボックスをチェックします。

「ファイルとフォルダの復元」は、宛先ボ
リューム上にバックアップセットと同じ
名前を持つ新規フォルダを作成し、ス
ナップショットから選択したすべての
ファイルを、スナップショットのフォル
ダ階層を維持したまま、そのフォルダ内
にコピーします。置き換えられたり、上
書きされたりすることはありません。こ
れは「ファイルとフォルダを復元する」
を選択した場合の、デフォルトの復元処
理です。このオプションでは、レジスト
リとシステム状態情報は復元されません。

「ファイルのみ復元」は、宛先ボリューム
上にバックアップセットと同じ名前を持
つ新規フォルダを作成し、スナップ
ショットから選択したすべてのファイル
を、そのフォルダにコピーします。ス
ナップショットのフォルダ階層は維持さ
れません。置き換えられたり、上書きさ
れたりすることはありません。このオプ
ションでは、レジストリとシステム状態
情報は復元されません。
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次の表に、それぞれの復元方法の要約を

示します。

リストボックスで、宛先ボリュームの復

元方法を設定したら、「OK」をクリックし

てください。復元タイプおよび方法に

よって宛先ボリュームが検索され、選択

したスナップショットからのファイルが

照合されます。「復元の概要」ウィンドウ

が表示されます。

復元操作の概要

元ボリューム、宛先ボリューム、選択し

たファイル、およびオプションについて、

指定内容を確認してください。内容を変

更するには、以下の該当するボタンをク

リックします。

「元ボリューム」は、ファイルの復元元と

なるバックアップセットとボリュームの

スナップショットです。復元元を変更す

る場合は、このボタンをクリックして

「ソース選択」ウィンドウで行います。

「宛先」は、ファイルを復元する保存先の

ボリュームです。宛先ボリュームや復元

方法を変更するには、このボタンをク

リックします。

「選択したファイル」は、バックアップ

セットから復元するファイルです。「ボ

リューム全体を復元」を選択した場合、

元ボリュームのスナップショットのすべ

てのファイルがデフォルトで選択されま

す。「ファイルとフォルダを復元」を選択

した場合は、どのファイルもデフォルト

では選択されません。このボタンをク

リックして表示されるブラウザで、復元

する個々のファイルやフォルダをマーク

またはマーク解除することができます。

復元方法

スナップショット
に含まれ、宛先ボ
リュームには存在
しないファイル

スナップショットと宛先ボリューム
の両方に存在するファイル

宛先ボリュームに
存在し、スナップ

ショットには含まれ
ないファイル

ボリューム全体を復元 復元 宛先ボリュームのファイルを常に
上書き

削除

対応するファイルと置き換える 復元 宛先ボリュームのファイルを常に
上書き

変更せずに残す

バックアップが新しい場合のみ
置き換える

復元 スナップショットのファイルが新し
い場合、宛先ボリュームのファイル
を上書き

変更せずに残す

存在しないファイルのみ復元する 復元 宛先ボリュームのファイルはいっさ
い上書きしない

変更せずに残す

ファイルとフォルダの復元 新しいフォルダに
復元

宛先ボリュームのファイルはいっさ
い上書きしない

変更せずに残す

ファイルのみ復元 新しいフォルダに
復元

宛先ボリュームのファイルはいっさ
い上書きしない

変更せずに残す
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ブラウザについては、340 ページの「ブラ

ウザ」を参照してください。

「オプション」では、システム状態の復

元、復元したファイルの修正日の更新な

ど、さまざまな実行オプションを指定で

きます。これらのオプションを設定には、

このボタンをクリックして「追加選択」

をクリックします。詳しくは、278 ページ

以降の「実行オプション」を参照してく

ださい。

復元の実行

復元を実行するのに必要な情報を指定す

ると、「バックアップから復元」ウインド

ウの上部に、「実行の準備ができました。」

と表示されます。指定情報が不完全な場

合は、「実行の準備ができていません。」

と表示されるので、その下に表示される

指示に従って、情報の一部を変更してく

ださい。

警告： 復元は、宛先ボリュームのデータ

を破壊しかねません。選択した復元方法

が適切かどうかを、必ず確認してくださ

い。

適切なバックアップセットメディアが

バックアップデバイスにセットされてい

ることを確認してください。必要なメ

ディアにアクセスできない場合は、メ

ディアを要求するウィンドウが表示され

ます。

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応

した製品である場合には、この操作に使

用する実行ユニットを指定（または「任

意の実行ユニット」を選択）できます。

概要ウィンドウのコンボボックスで選択

を行います。詳しくは、188 ページの「実

行ユニットの割り当て」を参照してくだ

さい。

準備ができたら、「復元」ボタンをクリッ

クします。「アクティビティモニタ」ウィ

ンドウが表示されます。

復元のモニタリング

復元が実行されると、操作の進行状況が

アクティビティモニタの「実行」タブに

表示され、バックアップセットメディア

から宛先ボリュームへコピーされたファ

イル名のリストが表示されます。「アク

ティビティモニタ」ウインドウには、復

元の一時休止やキャンセルができる「一

時停止」ボタンと「中止」ボタンも表示

されます。

実行が完了したら、「履歴」タブをクリッ

クして復元操作のパフォーマンスデータ

を表示します。エラーが発生した場合は、

「エラー」ボタンをクリックすると、詳し

い情報が得られます。操作ログを表示す

るには、「ログ」ボタンをクリックしま

す。

このログについては、273 ページの「操作

ログの表示」で説明しています。

Retrospect からエクスプローラなど、OS 標
準のファイルブラウザに切り替えて宛先

ボリュームに移動すると、復元された

ファイルによって宛先ボリュームの内容

が変更されていることが分かります。変

更の程度は、復元方法とオプションに

よって異なります。ボリュームに新規

フォルダが作成されている場合から、

ディスク全体の復元によってボリューム

が完全に再構築されている場合まで様々

です。



第 4 章  •  基本操作 87

注： Mac OS クライアントのデスクトップ

では、ディスク全体など、大規模な復元

を行った後は、デスクトップを再構築す

る必要があります。デスクトップの再構

築を行うには、Command キーと Option キー

を同時に押しながら、Macintosh を再起動し

てください。

復元スクリプトの作成

「復元の概要」ウィンドウがアクティブな

状態のときに、「スケジュール」ボタンを

クリックして、復元の情報とその設定内

容をスクリプトとして保存することがで

きます。その後で、そのスクリプトを

使って復元操作を自動実行することがで

きます。

詳しくは、「第 5 章 • スクリプトによる自

動実行」を参照してください。

検索による復元

スナップショットによる復元では、特定

日時のバックアップからファイルを復元

するのに対し、検索による復元では、い

つバックアップされたかに関係なく、1 つ
または複数のファイルを復元できます。

検索による復元では、一度に複数のバッ

クアップセットを検索できます。これは、

どのバックアップセットに復元対象の

ファイルが含まれているのかわからない

場合に便利です。名前やタイプなど、復

元対象のファイルの属性がわかっている

場合に、検索が 適です。特定のファイ

ルのバックアップバージョンをすべて知

りたい場合には、名前で検索した後、目

的のバージョンを正確に復元します。

注： 検索による復元では、NTFS のセキュ

リティ許可、AppleShare や Mac OS のファ

イル共有権限、およびレジストリとシス

テム状態情報は復元されません。これを

復元するには、スナップショットから復

元しなければなりません。

検索による復元の設定を開始するには、

ナビゲーションバーで「復元」をクリック

し、さらに「ファイルの検索」をクリック

します。「バックアップセットの選択」

ウィンドウが表示されます。

検索するバックアップセットの選択

検索するバックアップセットを選択しま

す。希望のバックアップセットがリスト

内に表示されていない場合は、「更に」ボ

タンをクリックしてください。「OK」をク

リックして続けます。「宛先ボリューム選

択」ウィンドウが表示されます。

宛先の選択

復元したファイルの保存先ボリュームを

選択します。このボリュームは、バック

アップしたファイルの元ボリュームでな

くてもかまいません。サブボリュームと

して定義されたフォルダ（336 ページの

「サブボリューム」を参照）、あるいは

ネットワーク上のクライアントに付属す

るボリュームなど、利用可能なすべての
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ボリュームを利用できます。（マイコン

ピュータ、マイネットワーク、および

バックアップクライアントを検索する方

法については、333 ページの「コンテナ」

を参照してください。）

復元方法の選択

リストボックスで、ファイルを宛先ボ

リュームに復元する方法を指定します。

デフォルトの方法は「ファイルとフォル

ダを復元する」です。

「ボリューム全体を復元」は、復元元の

バックアップセットから選択したファイ

ルのうち、検索基準を満たすファイルに

よって、宛先ボリュームのファイルを置

き換えます。これは、復元対象として

マークされたものと一致しないファイル
およびフォルダを宛先ボリュームから削
除し、マークされたファイルと同じファ

イルは現状のまま残します。それ以外の

すべてのファイルとフォルダは、フォル

ダ階層を維持したまま、スナップショッ

トから宛先ボリュームにコピーします。

注： オペレーティングシステムのクラッ

シュを防止するために、「ボリューム全体

を復元」ではアクティブな Windows シス

テムを削除しません。また、Mac OS クラ

イアントの起動用のシステムフォルダも

削除しません。

「対応するファイルと置き換える」は、復

元元のバックアップセットから選択した

ファイルのうち、検索基準を満たし、宛

先ボリュームに存在しない全ファイルを

復元します。宛先ボリュームと復元元の

バックアップセットの双方に存在し、か

つ検索基準を満たすファイルは、常に上

書きされます。ファイルが要復元のマー

クの付いたファイルと同一の場合、また

はこれらのファイルへのパスが一致しな

い場合には、それらのファイルはそのま

ま残ります。

「バックアップが新しい場合のみ置き換え

る」は、復元元のバックアップセットか

ら選択したファイルのうち、検索基準を

満たし、宛先ボリュームに存在しない全

ファイルを復元します。宛先ボリューム

と復元元のバックアップセットの双方に

存在し、かつ検索基準を満たすファイル

は、バックアップセット側のファイルが

新しい場合のみ上書きされます。

「存在しないファイルのみ復元する」は、

復元元のバックアップセットから選択し

たファイルのうち、検索基準を満たし、

宛先ボリュームに存在しない全ファイル

を復元します。宛先ボリュームと復元元

のバックアップセットの双方に存在し、

かつ検索基準を満たすファイルは、いっ
さい上書きされません。

「ファイルとフォルダの復元」は、宛先ボ

リューム上にバックアップセットと同じ

名前を持つ新規フォルダを作成し、復元

元のバックセットセットから選択した

ファイルのうち、検索基準を満たすすべ

てのファイルを、スナップショットの

フォルダ階層を維持したまま、そのフォ

ルダ内にコピーします。置き換えられた

り、上書きされたりすることはありませ

ん。

「ファイルのみ復元」は、宛先ボリューム

上にバックアップセットと同じ名前を持

つ新規フォルダを作成し、復元元のバッ

クセットセットから選択したファイルの

うち、検索基準を満たすすべてのファイ

ルを、そのフォルダ内にコピーします。

スナップショットのフォルダ階層は維持
されません。置き換えられたり、上書き

されたりすることはありません。

コンボボックスで復元方法を選択した後、

「OK」をクリックします。「検索と取り込

み」ウィンドウが表示されます。
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検索基準の指定

元ボリュームの全ファイルを復元したい

場合は、「OK」をクリックします。

それ以外の場合は、コントロールを使っ

て、ファイル名またはフォルダ名に基づ

く検索基準を定義するか、または「追加

選択」をクリックして他の検索基準を用

いたカスタムセレクタを作成します。こ

のウィンドウの詳細については 343 ページ

の「ファイルの検索」を、セレクタにつ

いては 345 ページの「セレクタの使い方」

を参照してください。

検索条件の設定が完了したら、「OK」をク

リックします。各バックアップセットカ

タログが検索され、検索が完了すると、

検索と取り込みの概要ウィンドウが表示

されます。

ファイルの検索基準が、「検索」の右に表

示されています。「選択したファイル」に

は、復元元の各バックアップセットで検

出された、検索基準を満たすファイルの

合計数が表示されます。

復元するファイルの選択

「選択したファイル」ボタンをクリックす

ると、検索基準を満たすファイルを一覧

したブラウザが表示されます。このブラ

ウザでは、復元するファイルを手動で

マークまたはマーク解除できます。詳し

くは、342 ページの「ファイルやフォルダ

のマーク」を参照してください。操作を

実行すると、マークされたファイルが復

元されます。

ヒント： 検索基準によっては、1 つのファ

イルの複数のバージョンがブラウザに表示
されます。たとえば、特定の期間、指定
したファイルが毎日修正され、毎日バッ
クアップされた場合です。このバック
アップ日や修正日を利用して、どのバー
ジョンを復元するか決めます。

検索基準の変更

ブラウザに目的のファイルが表示されな
かった場合は、ブラウザを閉じて検索と
取り込みの概要ウィンドウに戻り、「検
索」ボタンをクリックして検索基準を再
設定することができます。検索基準を変
更すると、新規に検索を行うか、今の検
索を絞り込むか、今の検索拡大するかを
尋ねるダイアログボックスが表示されま
す。

「やり直し」は、前の検索結果を新しい検

索結果に置き換えます。
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「絞り込み」新しい検索基準を追加して、

選択範囲をさらに限定します。

「追加」は、検索基準を拡大して、新たに

検索されたファイルを前の検索結果に追

加します。

検索のタイプを選択してから「OK」をク

リックし、検索と取り込みの概要ウィン

ドウに戻ります。目的のファイルが見つ

かるまで、この手順を繰り返します。

復元の実行

情報の指定が完了すると、「検索と取り込

みの概要」ウインドウの上部に「実行の

準備ができました。」と表示されます。指

定情報が不完全な場合は、「実行の準備が

できていません。」と表示されるので、そ

の下に表示される指示に従って、情報の

一部を変更してください。

警告： 復元は、宛先ボリュームのデータ

を破壊しかねません。選択した復元方法

が適切かどうかを、必ず確認してくださ

い。

適切なバックアップセットメディアが

バックアップデバイスにセットされてい

ることを確認してください。Retrospect が
メディアを認識しない場合は、メディア

要求ウィンドウが表示されます。

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応

した製品である場合には、この操作に使

用する実行ユニットを指定（または「任

意の実行ユニット」を選択）できます。

概要ウィンドウのコンボボックスで選択

を行います。詳しくは、188 ページの「実

行ユニットの割り当て」を参照してくだ

さい。

準備ができたら、「復元」ボタンをクリッ

クします。

復元のモニタリング

復元が実行され、「アクティビティモニ

タ」ウインドウに、操作の進行状況が表

示されます。「アクティビティモニタ」ウ

インドウには、実行を一時休止したり中

止するための「一時停止」ボタンと「中

止」ボタンも表示されます。

実行が完了したら、「履歴」タブをクリッ

クして復元操作のパフォーマンスデータ

を表示します。エラーが発生した場合、

「エラー」ボタンをクリックすると詳細な

情報が表示されます。操作ログを表示す

るには、「ログ」ボタンをクリックしま

す。

このログについては、273 ページの「操作

ログの表示」で説明しています。

Retrospect からエクスプローラなど、OS 標
準のファイルブラウザに切り替えて宛先

ボリュームに移動すると、復元された

ファイルによって宛先ボリュームの内容

が変更されていることが分かります。

注： Mac OS クライアントのデスクトップ

では、大規模な復元を行った後にデスク

トップを再構築する必要があります。デ

スクトップの再構築を行うには、

Command キーと Option キーを同時に押し

ながら、Macintosh を再起動してください。
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複製

基本複製は、1 つのドライブまたはフォル

ダから選択したファイルを、元のファイ

ル形式を維持したまま、別のドライブま

たはフォルダにコピーします。複製操作

の完了後、宛先ドライブには、複製され

たすべてのファイルとフォルダの完全な

コピーが存在します。これらのファイル

は、必要に応じて開いて編集したり、作

業に使用することができます。

注： ファイルとフォルダは圧縮なしでコ

ピーされます。また、暗号化ファイルは、

暗号化されたままコピーされます。

複製操作では、1 つのドライブから別のド

ライブにファイルを複製できるほか、同

じドライブ上の 1 つのフォルダから別の

フォルダにファイルを複製することもで

きます。複製のパフォーマンスを 適化

するため、複製先に存在しないファイル

だけがコピーされます。

基本複製は 2 通りの方法で設定できます。

1 つは Retrospect の複製ウィザードで指示

に従いながら、手順を追って設定する ï?
法、もう 1 つは高度な設定モードで、自分

の判断に基づいて設定する ï? 法です。高

度な設定モードでは、ウィザードにはな

いオプションが利用できます。詳しくは、

以下を参照してください。

• ウィザードモードでの複製

• ウィザードモードから高度な設定モー

ドへの切り替え

• 高度な設定モードでの複製

• 高度な設定モードからウィザードモー

ドへの切り替え

ウィザードモードでの複製

複製ウィザードを使えば、基本複製操作

の設定と変更を、容易に行うことができ

ます。複製ウィザードを開始するには、

ナビゲーションバーの「バックアップ」

をクリックして、「複製」ボタンをクリッ

クします。

ヒント： 高度な設定モードの「複製の概

要」画面が表示された場合は、「ウィザー

ドモードへ切り替える」をクリックして

ください。

「ようこそ」画面

複製を今回初めて設定する場合は、「次

へ」をクリックして複製ウィザードでの

設定を続行します。高度な設定モードで

複製を設定するには、「高度な設定モード

に切り替える」をクリックします。詳し

くは、95 ページの「高度な設定モードで

の複製」を参照してください。

複製を以前に設定したことがあれば、「複

製ウィザードへようこそ」画面に現在の

設定が表示されます。詳しくは、94 ペー

ジの「複製設定の編集」を参照してくだ

さい。

複製対象の選択

複製するドライブまたはフォルダを、こ

こで選択します。
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ドライブやフォルダを 1 つ選択すると、そ

れまで選択していたドライブやフォルダ

が選択解除されます。

この画面のリストに含まれるあらゆるコ

ンテナ（マイコンピュータ、マイ ネット

ワーク、バックアップクライアント、元

ボリュームグループ）内のドライブと

フォルダを選択できます。

• Retrospect クライアントを「バックアッ

プクライアント」コンテナに追加する

には、「クライアントの追加」をクリッ

クします。

• ネットワークボリュームを「マイネッ

トワーク」コンテナに追加するには、

「ネットワークボリュームの追加」をク

リックします。

• ドライブ内のフォルダを表示するには、

ドライブを選択して「フォルダの表示」

をクリックします。

詳しくは、333 ページの「コンテナ」を参

照してください。

複製するファイルの種類の選択

複製するファイルの種類に応じて、該当

する各チェックボックスを選択します。

すべてのチェックボックスを選択すると、

すべてのファイル（キャッシュファイル

を除く）が複製されます。

注： これらのオプションの一部は、

Windows、Mac OS、NetWare、UNIX で動

作が異なります。以下の説明では、これ

らのオプションを Windows コンピュータ

で使用する方法に焦点を当てています。

その他のオペレーティングシステムで、

これらのオプションを使用する方法につ

いては、346 ページの「組み込みセレク

タ」を参照してください。

• 「ドキュメントと設定」は、Documents 
and Settings フォルダ内のファイルを複

製します。このフォルダ内には、各

ユーザの「マイドキュメント」、「お気

に入り」、「Application Data」、「デスク

トップ」などのフォルダがあります。

注： Windows 9x システムの場合は、

「ドキュメントと設定」を選択すると

「Profiles」フォルダが複製されます。

• 「オペレーティングシステムとアプリ

ケーション」は、Windows フォルダや

システム状態などのシステムファイル

を複製します。また、アプリケーショ

ンファイル（「Program Files」フォルダ

内の項目を含む）、および元ボリューム

の各所にある、既知のアプリケーショ

ン拡張子（.exe、.dll など）を持つ各

ファイルも複製します。

注： 「オペレーティングシステムとア

プリケーション」を複製しない選択を

すると、Retrospect はデフォルトの実行

オプションのうちいくつかを変更しま

す。Retrospect は「Duplicate System 
State」と「Duplicate folder security 
information for workstations」オプション

の両方をオフにします。詳しくは 288 
ページの「Windows システムオプショ

ン」および 289 ページの「Windows セ
キュリティオプション」を参照してく

ださい。
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• 「写真」は、各ユーザの「マイドキュメ

ント」フォルダ内の、「My Pictures」
フォルダにあるすべてのファイルを複

製します。また、ディスク上の各所に

ある、一般的な画像ファイル拡張子

（.jpg など）を持つ各ファイルも複製し

ます（「Windows」フォルダと

「Program Files」フォルダ内のファイル

を除く）。

• 「音楽」は、各ユーザの「マイドキュメ

ント」フォルダ内の、「My Music」フォ

ルダにあるすべてのファイルを複製し

ます。また、元ボリュームの各所にあ

る、一般的な音楽ファイル拡張子

（.mp3 など）を持つ各ファイルも複製

します（「Windows」フォルダと

「Program Files」フォルダ内のファイル

を除く）。

• 「動画」は、各ユーザの「マイドキュメ

ント」フォルダ内の、「My Videos」
フォルダにあるすべてのファイルを複

製します。また、元ボリュームの各所

にある、一般的な動画ファイル拡張子

（.mov など）を持つ各ファイルも複製

します（「Windows」フォルダと

「Program Files」フォルダ内のファイル

を除く）。

• 「Office ドキュメント」は、元ボリュー

ムの各所にある Microsoft Office 文書、

Microsoft Outlook データ、および Adobe 
PDF ファイルを複製します

（「Windows」フォルダと「Program 
Files」フォルダ内のファイルを除く）。

• 「その他すべてのファイル」は、他のオ

プションで選択されない全ファイルを

複製します。

注： 「ドキュメントと設定」および「オ

ペレーティングシステムとアプリケー

ション」は、フォルダを複製する際には

利用できません。

宛先の選択

ファイルの複製先となるドライブまたは

フォルダを選択します。

注： 複製先として、複製元のドライブや

フォルダを選択することはできません。1 
つのドライブ上で別のフォルダに複製し

たり、別のドライブにある同じ名前の

フォルダに複製することは可能です。

この画面にある「フォルダの追加」、

「ネットワークボリュームの追加」、「フォ

ルダの表示」各ボタンの機能は、「何を複

製しますか ?」画面の同じ名前のボタンと

共通です。詳しくは、91 ページの「複製

対象の選択」を参照してください。

「次へ」をクリックすると、宛先のフォル

ダまたはドライブの内容が、選択した複

製ファイルによって完全に置き換えられ

ることを通知する警告ダイアログボック

スが表示されます。

警告： 複製先に重要なファイルがいっさ

い存在しないことを、複製の実行前に確

認してください。複製先の既存ファイル

は、選択した複製ファイルによって置き

換えられ、すべて失われてしまいます。

万全を期するため、復元先ドライブに新

しいフォルダを作成して、その中に複製

する方法もあります。

「置き換える」をクリックすると警告ダイ

アログボックスが閉じ、複製の設定が継

続されます。

複製タイミングの選択

ただちに複製を実行する場合は、「今す

ぐ」を選択します。

スケジュールに従って実行されるように

複製を設定する場合は、「後で」を選択し

ます。

スケジュールに従って実行されるように

複製を設定する手順は、「ウィザードモー

ドでの複製スクリプトの作成」の 131 ペー
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ジの「複製タイミングの選択」以降で説

明されています。

複製設定の確認

「複製の概要」画面には、ウィザードで指

定した複製設定が表示されます。

• 「コピー元」には、複製するドライブや

フォルダが一覧されます。

• 「選択」には、複製するファイルの種類

が一覧されます。

• 「宛先」には、データのコピー先となる

ドライブまたはフォルダの名前が表示

されます。

複製設定を変更するには、「前へ」をク

リックします。

複製を開始するには、「今すぐ開始」をク

リックします。

複製のモニタリング

「今すぐ開始」をクリックすると複製ウィ

ザードが閉じ、高度な設定モードで基本

複製を実行する場合と同様、アクティビ

ティモニタが表示されます。詳しくは、

97 ページの「複製のモニタリング」を参

照してください。

複製設定の編集

基本複製で指定した設定は、次回に変更

するまでの間、Retrospect に記憶されてい

ます。それらの設定を確認し、編集する

には、ナビゲーションバーで「バック

アップ」>「複製」を選択します。

ヒント： 高度な設定モードの「複製の概

要」画面が表示された場合は、「ウィザー

ドモードに変更」をクリックしてくださ

い。

設定を変更せずに複製を再実行するには、

「今すぐ開始」をクリックします。

設定を編集するには、「この設定を変更」

を選択して「次へ」をクリックします。

ウィザードモードでの設定の編集方法は、

初に設定したときの方法とほとんど同

じです。詳しくは、91 ページの「ウィ

ザードモードでの複製」を参照してくだ

さい。

高度な設定モードで設定を編集するには、

「高度な設定モードに切り替える」をク

リックします。詳しくは、「ウィザード

モードから高度な設定モードへの切り替

え」を参照してください。

ウィザードモードから高度な設定モード
への切り替え

ウィザードモードに含まれていない詳細

オプションを使用するには、「複製ウィ

ザードへようこそ」画面で「高度な設定

モードに切り替える」をクリックします。

複製が未設定の場合も、95 ページの「高

度な設定モードでの複製」で説明されて

いる手順で、高度な設定モードを利用で

きます。

複製をすでに設定している場合、その設

定は Retrospect に記憶されており、高度な
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設定モードの概要ウィンドウに表示され

ます。

注： 高度な設定モードでは、ウィザード

モードのすべてのオプションが利用でき

ます。ウィザードから高度な設定モード

に切り替えると、これらのオプションの

設定も、対応するオプションに直接反映

されます。

高度な設定モードでの複製

高度な設定モードには、ウィザードモー

ドでは利用できない、いくつかの強力な

オプションがあります。高度な設定モー

ドに特有の機能は次のとおりです。

• より多くの組み込みセレクタ

• カスタムセレクタの作成と適用

• 複製する個々のファイルのプレビュー

と選択

• 複製方法の選択

• ウィザードモードで利用できない多数

のオプション

高度な設定モードで基本複製を設定する

には、ナビゲーションバーの「バック

アップ」をクリックして、「複製」ボタン

をクリックします。

「複製ウィザードへようこそ」画面が表示

された場合は、「高度な設定モードに切り

替える」をクリックしてください。基本

複製の概要ウィンドウが表示されます。

この画面でボタンをクリックして、元ボ

リューム、宛先、およびその他のバック

アップオプションを設定します。

元ボリュームの選択

基本複製の概要ウィンドウで「元ボ

リューム」ボタンをクリックして、「ボ

リューム選択」ウィンドウを表示します。

コピーするファイルがある元ボリューム

を選択し、「OK」をクリックします。

「ソース選択」ウィンドウの使い方につい

ては、332 ページの「ボリュームの操作」

を参照してください。

宛先の選択

基本複製の概要ウィンドウで「宛先」ボ

タンをクリックします。「ソース選択」

ウィンドウが再表示されます。

複製先ボリュームを選択し、リストボッ

クスから複製方法を選択します。
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「ボリューム全体を置き換える」は、複製

先ボリュームの内容全体を、複製元ボ

リュームの選択したファイルとフォルダ

で置き換えます。複製先ボリューム上に

同一ファイルがある場合は複製されませ

ん。

「対応するファイルと置き換える」は、選

択したファイルとフォルダを複製先ボ

リュームにコピーします。複製元ボ

リュームと複製先ボリュームの双方に同

じファイルが存在する場合は、常に複製

先のファイルが上書きされます。要複製

のマークの付いたファイルとまったく同

じファイル、および要複製のマークの付

いたファイルとファイル名および場所が

一致しないファイルは、いっさい変更さ

れません。

「複製元ファイルが新しい場合のみ置き換

える」は、選択したファイルとフォルダ

を複製先ボリュームにコピーします。複

製元ボリュームと複製先ボリュームの双

方に存在するファイルについては、複製
元のファイルが新しい場合のみ、複製先

のファイルが上書きされます。要複製の

マークの付いたファイルとまったく同じ

ファイル、および要複製のマークの付い

たファイルとファイル名および場所が一

致しないファイルは、いっさい変更され

ません。

「存在しないファイルのみ複製する」は、

選択したファイルとフォルダのうち、複

製先ボリュームに存在しないものだけを

コピーします。複製先ボリュームにある

ファイルとフォルダは、いっさい変更さ

れません。

複製先ボリュームを選択し、リストボッ

クスから複製方法を選択したら、「OK」を

クリックします。

追加オプションの設定

複製の元ボリュームと、ファイルのコ

ピー先となる宛先ボリュームの指定が終

了したら、基本複製の概要ウィンドウで

選択内容を確認し、追加オプションを設

定します。

内容を変更するには、以下の該当するボ

タンをクリックします。

「元ボリューム」では、複製元のボリュー

ムやフォルダを変更できます。

「宛先」では、宛先として別のボリューム

やフォルダを選択できます。

「選択」では、セレクタを選択し、複製す

るファイルおよびフォルダを選択する条

件を指定します。セレクタについては、

345 ページの「セレクタの使い方」を参照

してください。デフォルトのセレクタは

「キャッシュ以外の全ファイル」で、元ボ

リュームの全ファイルが複製されます。

「選択したファイル」を選択すると元ボ
リュームがスキャンされ、元ボリューム
と宛先ボリュームの双方に存在するファ
イルを照合して、複製すべきファイルが
特定されます。スキャンが完了するとブ
ラウザウィンドウが表示され、そこに複
製対象としてマークされた元ボリューム
内のファイルのリストが表示されます。
このリストでマーク付けやマークの解除
を行って、複製するファイルやフォルダ
を個別に選択することができます。

ブラウザについては、340 ページの「ブラ
ウザ」で説明しています。ブラウザを閉
じると、選択したファイルに関する情報
が概要ウィンドウに表示されます。
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「オプション」を選択すると、「基本バッ

クアップ：オプション」ウィンドウが表

示されます。このウィンドウでは、検証

を実行するかどうか、およびバックアッ

プレポートを更新するかどうか指定でき

ます。詳しくは、282 ページの「複製実行

オプション」を参照してください。

「追加選択」をクリックして、詳細なオプ

ションにアクセスします。詳しくは、278 
ページの「実行オプション」を参照して

ください。

複製の実行

情報の指定が完了すると、基本複製の概

要ウィンドウの上部に「実行の準備がで

きました」と表示されます。指定情報が

不完全な場合は、「実行の準備ができてい

ません。」と表示されるので、その下に表

示される指示に従って、情報の一部を変

更してください。

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応

した製品である場合には、この操作に使

用する実行ユニットを指定（または「任

意の実行ユニット」を選択）できます。

概要ウィンドウのコンボボックスで選択

を行います。詳しくは、188 ページの「実

行ユニットの割り当て」を参照してくだ

さい。

準備ができたら、「複製」ボタンをクリッ

クします。

警告： 複製を実行すると、複製先ボ

リュームのデータが破損することがあり

ます。複製先ボリューム上のファイルを

削除または置き換えてもよいことを確認

してください。

複製のモニタリング

「アクティビティモニタ」ウィンドウに複

製操作の進行状況が表示されます。また、

実行を一時休止したり中止するための

「一時停止」ボタンと「中止」ボタンも表

示されます。

実行が完了したら、「履歴」タブをクリッ

クして複製操作のパフォーマンスデータ

を表示します。エラーが発生した場合、

「エラー」ボタンをクリックすると詳細な

情報が表示されます。操作ログを表示す

るには、「ログ」ボタンをクリックしま

す。

このログについては、273 ページの「操作

ログの表示」で説明しています。

複製設定の編集

基本複製で指定した設定は、次回に変更

するまでの間、Retrospect に記憶されてい

ます。それらの設定を確認し、編集する

には、ナビゲーションバーで「バック

アップ」>「複製」を選択します。
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ヒント： ウィザードモードの「複製の概

要」画面が表示された場合は、「高度な設

定モードに切り替える」をクリックして

ください。

設定を変更せずに複製を再実行するには、

「複製」をクリックします。

設定を変更する場合は、元ボリューム、

宛先、ファイル選択基準、およびその他

のオプションを、適切なボタンをクリッ

クして変更します。高度な設定モードで

の設定の編集方法は、 初に設定したと

きの方法とほとんど同じです。詳しくは、

95 ページの「高度な設定モードでの複製」

を参照してください。

ウィザードモードで設定を編集するには、

「ウィザードモードに変更」をクリックし

ます。詳しくは、「高度な設定モードから

ウィザードモードへの切り替え」を参照

してください。

複製スクリプトの作成

Retrospect のスクリプト作成機能を使って

複製とスケジュールを設定すれば、不在

時（担当者が帰宅する夜間など）に自動

複製を行うことができます。

基本複製の概要ウィンドウで「スケ

ジュール」ボタンをクリックし、基本複

製の情報と設定をスクリプトとして保存

します。このスクリプトを使用すると、

複製操作を自動実行することができます。

詳しくは、154 ページの「スクリプトのス

ケジュール作成」を参照してください。

高度な設定モードからウィザードモード
への切り替え

基本複製の設定は、作成時と同じモード

で編集することが Retrospect 推奨されます。

モードを切り替えることは可能ですが、

ウィザードモードに存在しない高度なオ

プションが、Retrospect でどのように扱わ

れるかを理解しておくことが重要です。

高度な設定モードの概要ウィンドウで

「ウィザードモードに変更」をクリックす

れば、必要に応じて随時、ウィザード

モードに戻ることができます。

高度な設定モードで設定を編集した場合

は、モードの切り替え前に変更を保存す

るかどうかが尋ねられます。

設定を変更していない場合は、ウィザー

ドモードの「複製ウィザードへようこそ」

画面に切り替わり、現在の複製設定の概

要が表示されます。

高度な設定モードには、ウィザードモー

ドでは利用できないオプションが含まれ

るため、ウィザードモードへの切り替え

時には、これらのオプションの設定を保

持するか、あるいは破棄する必要があり

ます。対象となる主なオプションは次の

とおりです。

• 複製方法

• セレクタ

• 実行オプション

• ファイルの手動選択

• 実行ユニット
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複製方法

高度な設定モードで宛先を選択する際に

は、ファイルの複製に使用する方法を指

定できます。次のいずれかの方法を選択

できます。

• ボリューム全体を置き換える

• 対応するファイルと置き換える

• 複製元ファイルが新しい場合のみ置き

換える

• 存在しないファイルのみ複製する

ウィザードモードでは複製方法は指定で

きません。常に「ボリューム全体を書き

替える」が使用されます。

それぞれの複製方法の違いについての詳

細は、95 ページの「宛先の選択」を参照

してください。

セレクタ

高度な設定モードには、ウィザードモー

ドでは利用できない、いくつかの高度な

組み込みセレクタがあります。さらに、

高度な設定モードでは、カスタムセレク

タを作成し、使用することもできます。

ウィザードモードにないセレクタを選択

した後、「ウィザードモードへ切り替え

る」をクリックすると、それらの高度な

セレクタはそのまま保持され、複製の実

行時に適用されます。

そのような場合、ウィザードモードの

「複製ウィザードへようこそ」画面には、

「選択」フィールドに（高度な設定モード
で作成されました）というメッセージが

表示されます。

また、複製設定を編集すると、「複製する

ファイルの種類は何ですか ?」画面に、新

しいオプションが表示されます。

• 高度なセレクタを保持するには、「高度

な設定モードの選択を保持」を選択し

ます。

• 高度なセレクタを破棄して新しいセレ

クタを使用する場合は、「次を選択」を

選択し、新しいオプションを選択しま

す。

実行オプション

高度な設定モードには、検証などウィ

ザードモードでは利用できない多数の実

行オプションがあります。

ウィザードモードにない実行オプション

を選択した後、「ウィザードモードに変

更」をクリックすると、それらの高度な

実行オプションはそのまま保持され、複

製の実行時に適用されます。
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警告： ウィザードモードの「複製ウィ

ザードへようこそ」画面には、高度な実

行オプションが複製に含まれているかど

うかは明示されません。高度な実行オプ

ションの有無を調べるには、いったん高

度な設定モードに切り替えて、「オプショ

ン」の設定を確認する必要があります。

ファイルの手動選択

高度な設定モードでは、「選択したファイ

ル」ボタンをクリックして、複製する

ファイルやフォルダを個別に選択できま

す。この操作を行うと、高度な設定モー

ドの概要ウィンドウの「選択」フィール

ドに「マニュアル選択」 というメッセージ

が表示されます。

手動選択を行った後、「ウィザードモード

に変更」をクリックすると、選択内容は

破棄されます。ウィザードモードでは、

手動選択はいっさい不可能です。

実行ユニット

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応

した製品の場合、複製に使用する実行ユ

ニットを、高度な設定モードで指定でき

ます。

特定の実行ユニット（「任意の実行ユニッ

ト」以外）を選択して「ウィザードモー

ドへ切り替える」をクリックすると、実

行ユニットの情報はそのまま保持され、

選択した実行ユニットが複製時に使用さ

れます。

注： ウィザードモードの「複製ウィザー

ドへようこそ」画面には、特定の実行ユ

ニットが選択されているかどうかは明示

されません。特定の実行ユニットが選択

されているかどうかを調べるには、いっ

たん高度な設定モードに切り替えて設定

を確認する必要があります。

バックアップセット転送

Retrospect ではバックアップセット転送機

能によって、1 つ以上のバックアップセッ

ト内のすべてのファイルとスナップ

ショットを、新規または既存の単一バッ

クアップセットにコピーすることができ

ます。この機能は、次の用途に使用でき

ます。

• バックアップセットのクローンの作成

• メディアの不具合に対する予防措置

• 運用環境外での保管

• 新しいバックアップサイクルの開始

• 複数のバックアップセットの一体化

バックアップセットの転送では、バック

アップ操作の場合と同じように、転送元

のファイルと転送先の既存ファイルがデ

フォルトで照合され、必要なファイルだ

けがコピーされます。転送先にすでに存

在するスナップショットとファイルは、

いっさい変更されません。

バックアップセットの転送機能には、プ

レビュー機能はありません。手作業で

ファイルを選択する代わりに、セレクタ

を使用しなければなりません。

バックアップセット間でファイルを転送

するときは、両方のバックアップセット

が同じタイプのメディアに存在する場合

でも、それらのメディアを挿入するテー

プドライブや CD/DVD ドライブは別にす

る必要があります。ただし、ファイル
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バックアップセットの場合は、個別の

バックアップデバイスという要件は適用

されません。

ヒント： バックアップセットごとに別の

ドライブを用意できない場合は、ディス

クバックアップセットにファイルを一時

的にコピーしてから、それを宛先バック

アップセットにコピーすることができま

す。

バックアップセット間でファイルを転送

するには、「ツール」>「転送」を順にク

リックします。バックアップセット転送の

概要ウィンドウが表示されます。

バックアップセット転送の基本的な手順

は次のとおりです。

• 転送元バックアップセットの選択

• 転送先バックアップセットの選択

• 転送するファイルの選択

• 追加オプションの設定

• バックアップセット転送の実行

• バックアップセット転送スクリプトの

作成

転送元バックアップセットの選択

バックアップセット転送の概要ウィンド

ウで「元ボリューム」をクリックすると、

「バックアップセットの選択」ウィンドウ

が表示されます。

転送元のバックアップセットを選択して、

「OK」をクリックします。

注： バックアップセット転送では、転送

元のバックアップセットにあるすべての
スナップショットと関連ファイルが、転

送先のバックアップセットにコピーされ

ます。この動作はスナップショット転送

とは異なります（スナップショット転送

では、active なスナップショットと関連

ファイルだけがコピーされます）。詳しく

は、103 ページの「スナップショット転

送」を参照してください。

転送先バックアップセットの選択

バックアップセット転送の概要ウィンド

ウで「宛先」をクリックします。

転送先バックアップセットを選択して、

「OK」をクリックします。すでに転送元と

して指定したバックアップセットだけが

表示されるか、表示されているいずれの

バックアップセットも、転送先として望

ましくない場合は、「新規作成」をクリッ

クして新規バックアップセットを作成し

ます。詳しくは、298 ページの「新規バッ

クアップセットの作成」を参照してくだ

さい。

転送するファイルの選択

デフォルトでは、転送元バックアップ

セット内のすべてのファイルが、転送先

バックアップセットに転送されます。一
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部のファイルだけを転送するには、バッ

クアップセット転送の概要ウィンドウで

「選択」をクリックします。

リストからセレクタを選択するか、「追加

選択」をクリックしてカスタムセレクタ

を作成します。セレクタとは、転送対象

となるファイルやフォルダを選択するた

めの、一種のフィルタです。セレクタに

ついては、345 ページの「セレクタの使い

方」を参照してください。

完了したら「OK」をクリックします。

追加オプションの設定

Retrospect には、バックアップセット転送

専用の複数の実行オプションがあります。

バックアップセット転送の概要ウィンド

ウで「オプション」をクリックすると、

スナップショットのコピー、メディアの

検証、データ圧縮、元バックアップセッ

トの書き替え、およびその他のオプショ

ンのデフォルト設定を変更できます。

これらのオプションの詳細は、282 ページ

の「転送実行オプション」を参照してく

ださい。

「追加選択」ボタンをクリックして、他の

実行オプションにアクセスします。詳し

くは、278 ページの「実行オプション」を

参照してください。

バックアップセット転送の実行

必要なすべての情報の指定が完了すると、

バックアップセット転送の概要ウィンド

ウ上部に、「実行の準備ができました」と

表示されます。指定情報が不完全な場合

は、「実行の準備ができていません。」と

表示されるので、その下に表示される指

示に従って、情報の一部を変更してくだ

さい。

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応

した製品である場合には、この操作に使

用する実行ユニットを指定（または「任

意の実行ユニット」を選択）できます。

概要ウィンドウのコンボボックスで選択

を行います。詳しくは、188 ページの「実

行ユニットの割り当て」を参照してくだ

さい。

準備ができたら、「転送」ボタンをクリッ

クします。これで転送操作が実行され、

「アクティビティモニタ」ウインドウにそ

の進行状態が表示されます。

次に、メディアの挿入を求めるプロンプ

トが表示されます。

実行が完了したら、「履歴」タブをクリッ

クして転送のパフォーマンスデータを表

示します。エラーが発生した場合、「エ

ラー」ボタンをクリックすると詳細な情

報が表示されます。操作ログを表示する

には、「ログ」ボタンをクリックします。
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このログについては、273 ページの「操作

ログの表示」で説明しています。

バックアップセット転送スクリプトの
作成

バックアップセット転送の概要ウィンド

ウがアクティブな状態で「スケジュール」

をクリックすると、転送の情報とその設

定内容をスクリプトとして保存できます。

その後で、そのスクリプトを使ってバッ

クアップセット転送を自動実行すること

ができます。

詳しくは、「第 5 章 • スクリプトによる自

動実行」を参照してください。

スナップショット転送

Retrospect では、スナップショット転送機

能によって、1 つのバックアップセット内

のスナップショットと関連ファイルを、

別の新規（または既存）バックアップ

セットにコピーすることができます。こ

の機能は、次の用途に使用できます。

• 新規バックアップセットの代用フル

バックアップ

• 障害復旧用のオフラインバックアップ

セットの作成

• フルバックアップによるバックアップ

サイクルの開始

スナップショット転送は、いくつかの点

でバックアップセット転送とは異なりま

す。具体的な相違点は次のとおりです。

• 転送元は単一のバックアップセットの

み（バックアップセット転送では複数

の転送元が使用可能）。

• アクティブなスナップショットだけが

転送される（バックアップセット転送

ではすべてのスナップショットが転送

される）。

• 転送するスナップショットをいくつか

の方法で選択できる（バックアップ

セット転送では、常にすべてのスナッ

プショットが転送される）。

スナップショット転送では、転送元の

ファイルと転送先の既存ファイルがデ

フォルトで照合され、必要なファイルだ

けがコピーされます。転送先にすでに存

在するスナップショットとファイルは、

いっさい変更されません。

スナップショット転送には、プレビュー

機能はありません。手作業でファイルを

選択する代わりに、セレクタを使用しな

ければなりません。

バックアップセット間でスナップショッ

トを転送するときは、両方のバックアッ

プセットが同じタイプのメディアに存在

する場合でも、それらのメディアを挿入

するテープドライブや CD/DVD ドライブ

は別にする必要があります。ただし、

ファイルバックアップセットの場合は、

個別のバックアップデバイスという要件

は適用されません。

ヒント： 各バックアップセットに個別の

ドライブがなくても、ハードディスク上

のファイルバックアップセットにスナッ

プショットを一時的にコピーしてから、

それを宛先バックアップセットにコピー

することができます。

スナップショット転送と代用フルバック
アップ

スナップショット転送機能により、「代用

フル」バックアップを作成することがで

きます。スナップショットが次のものに

転送される時に代用フルが作成されます。

• 新規バックアップセット

• 「元カタログファイルを宛先カタログ

ファイルと照合」オプションがオフの

場合の既存バックアップセット



104 RETROSPECT ユーザガイド

代用フルにより、たとえば 新のスナッ

プショットだけを使用して既存のバック

アップセットから新規のバックアップ

セットをすばやく得ることができます。

これにより、Progressive バックアップの時

間短縮効果を維持したまま、新しいバッ

クアップサイクルを開始できます。それ

以降の同じバックアップセットへのバッ

クアップでは、新規ファイルと変更され

たファイルだけがコピーされます。

転送の完了後、転送先バックアップセッ

トには、フルバックアップした場合と同

じデータが含まれます。つまり、時間の

かかる実際のフルバックアップを実行す

ることなく、同じ結果を得ることができ

ます。

注： 代用フルバックアップの結果は、

新スナップショットの作成時点における

フルバックアップの結果に等しくなりま

す。それらのスナップショットの作成日

時以降に作成または変更されたファイル

や、 新スナップショットに含まれない

古いバージョンのファイルは含まれてい

ません。

代用フルは、1 つの連続したセッション内

のすべてのファイルを含むバックアップ

セットを作成する場合にも有効です。こ

れにより、ボリューム全体をより迅速に

復元することができます。必要なファイ

ルをすべて探すために複数のセッション

を検索する必要がないからです。

バックアップセット間でショットショッ

トを転送するには、「ツール」>「スナップ

ショット転送」を順にクリックします。

バックアップセット スナップショット転

送の概要ウィンドウが表示されます。

スナップショット転送の基本的な手順は

次のとおりです。

• 転送元バックアップセットの選択

• スナップショットの選択

• 転送先バックアップセットの選択

• 転送するファイルの選択

• 追加オプションの設定

• スナップショット転送の実行

• スナップショット転送スクリプトの作

成

転送元バックアップセットの選択

バックアップセット スナップショット転

送の概要ウィンドウで「元ボリューム」

をクリックすると、スナップショット転

送のボリューム選択ウィンドウが表示さ

れます。
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このボリューム選択ウィンドウ上部にあ

るリストで、転送するスナップショット

を含むバックアップセットを選択します。

希望のバックアップセットがリスト内に

表示されていない場合は、「更に」ボタン

をクリックしてください。

ヒント： 複数のバックアップセットに含

まれるスナップショットを一度に転送す

る必要があるときには、代わりにバック

アップセット転送を使用するか、スナッ

プショット転送スクリプトを作成します。

100 ページの「バックアップセット転送」

と 145 ページの「スクリプトによるスナッ

プショット転送」を参照してください。

ウィンドウの下のリストに、選択した

バックアップセットのアクティブなス

ナップショットのリストが、スナップ

ショットの日時とバックアップボリュー

ムの名前と共に表示されます。

注： スナップショットのリストが表示さ

れるのは、次のオプションのいずれかが

選択されている場合です。「選択したス

ナップショット」または「選択した個々

の元ボリュームの 新スナップショット」

スナップショットが含まれているのは、

横に日付が表示されているバックアップ

セットだけです。

Retrospect はデフォルトで、カタログファ

イルに登録された 新のスナップショッ

トをボリューム（またはサブボリューム）

ごとに記憶しており、それらのスナップ

ショットがアクティブと見なされます。

スナップショットは新旧を問わず、すべ

てバックアップメディア（テープ、ディ

スク、または CD/DVD）に保存されます。

バックアップやアーカイブの操作が正常

に実行されると、カタログファイル内の

古いスナップショットが新しいものに置

き換えられます。古いスナップショット

は、バックアップメディアにはそのまま

残り、必要に応じて取り込むことができ

ます。

注： グルーミングが有効なディスクバッ

クアップセットの場合は、グルーミング

ポリシーに従って、必要なスナップ

ショットがカタログファイルに保存され

ます。たとえば、グルーミングポリシー

で 新バックアップ 10 件を保存するよう

に指定すると、ボリュームごとに 10 個の

スナップショットがアクティブになりま

す。さらに、手動でロックされたスナッ

プショットもアクティブになります。

目的のスナップショットがリストに表示

されていない場合は、「スナップショット

を追加」をクリックして、バックアップ

セット内のすべてのスナップショットの

リストを表示します。

スナップショットを選択して、「取り込

み」ボタンをクリックすると、バック

アップセットのメディアから古いスナッ

プショットが取り込まれ、転送スナップ

ショットの元ボリュームウィンドウのリ

ストに追加されます。スナップショット

を取り込む際は、メディアの挿入が必要

になります。追加したスナップショット

はアクティブになります。

注： すでに使用できる「スナップショッ

ト」を選択すると、「取り込み」ボタンは

無効になります。

スナップショットの選択

転送元のバックアップセットの選択後は、

転送するスナップショットをいくつかの

方法で選択できます。

• 「個々の元ボリュームの 新スナップ

ショット」は 新のスナップショット

と、アクティブなスナップショットの

リスト内の各ボリューム（またはサブ

ボリューム）に対し関連するファイル

を転送します。

• 「選択した個々の元ボリュームの 新ス

ナップショット」はアクティブなス

ナップショットのリスト内で選択した

各ボリューム（またはサブボリューム）
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に対する 新のスナップショットを転

送します。ボリュームごとに手動で

新スナップショットを選択しても、同

じ結果を得ることができます。

• 「個々の元ボリュームの全アクティブス

ナップショット」はすべてのアクティ
ブなスナップショットと関連するファ

イルを転送します。アクティブなス

ナップショットと転送元ボリュームの

リストを表示するには、「選択したス

ナップショット」オプションを一時的

に選択します。「個々の元ボリュームの

全アクティブスナップショット」を再

度選択してから「OK」をクリックして

ください。古いスナップショットをア

クティブにするには、「スナップショッ

トを追加」をクリックします。

• 選択したスナップショットではアク

ティブなスナップショットのリストか

ら選択したスナップショット（および

関連ファイル）だけが転送されます。

複数のスナップショットを選択するに

は、Control キーまたは Shift キーを押し

ながらスナップショットをクリックし

ます。古いスナップショットをアク

ティブにするには、「スナップショット

を追加」をクリックします。

アクティブなスナップショットのリスト

はバックアップを実行するたびに変化す

るため、「個々の元ボリュームの 新ス

ナップショット」オプションはスナップ

ショット転送スクリプトで も効果的で

すが、基本操作にも活用できる場合があ

ります。

注： スナップショット転送では、アク
ティブなスナップショットだけがコピー

されます。すべてのスナップショットを

コピーする場合は、バックアップセット

転送を使用してください。詳しくは、100 
ページの「バックアップセット転送」を

参照してください。

選択が完了したら「OK」をクリックしま

す。

転送先バックアップセットの選択

バックアップセット スナップショット転

送の概要ウィンドウで「宛先」をクリッ

クします。

転送先バックアップセットを選択して、

「OK」をクリックします。リストに表示さ

れているいずれのバックアップセットも

転送先として望ましくない場合は、「新規

作成」をクリックして新規バックアップ

セットを作成します。詳しくは、298 ペー

ジの「新規バックアップセットの作成」

を参照してください。

転送するファイルの選択

デフォルトでは、選択したスナップ

ショット内のすべてのファイルが、転送

先バックアップセットに転送されます。

一部のファイルだけを転送するには、

バックアップセット スナップショット転

送の概要ウィンドウで「選択」をクリッ

クします。

リストからセレクタを選択するか、「追加

選択」をクリックしてカスタムセレクタ

を作成します。セレクタとは、転送対象

となるファイルやフォルダを選択するた

めの、一種のフィルタです。セレクタに

ついては、345 ページの「セレクタの使い

方」を参照してください。

完了したら「OK」をクリックします。

追加オプションの設定

Retrospect には、スナップショット転送専

用の複数の実行オプションがあります。

バックアップセット スナップショット転

送の概要ウィンドウで「オプション」を

クリックすると、メディアの検証、デー

タ圧縮、元バックアップセットの書き替

え、およびその他のオプションのデフォ

ルト設定を変更できます。
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これらのオプションの詳細は、282 ページ

の「転送実行オプション」を参照してく

ださい。

「追加選択」ボタンをクリックして、他の

実行オプションにアクセスします。詳し

くは、278 ページの「実行オプション」を

参照してください。

スナップショット転送の実行

必要なすべての情報の指定が完了すると、

バックアップセット スナップショット転

送の概要ウィンドウ上部に、「実行の準備

ができました」と表示されます。指定情

報が不完全な場合は、「実行の準備ができ

ていません。」と表示されるので、その下

に表示される指示に従って、情報の一部

を変更してください。

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応

した製品である場合には、この操作に使

用する実行ユニットを指定（または「任

意の実行ユニット」を選択）できます。

概要ウィンドウのコンボボックスで選択

を行います。詳しくは、188 ページの「実

行ユニットの割り当て」を参照してくだ

さい。

準備ができたら、「転送」ボタンをクリッ

クします。これで転送操作が実行され、

「アクティビティモニタ」ウインドウにそ

の進行状態が表示されます。

次に、メディアの挿入を求めるプロンプ

トが表示されます。

実行が完了したら、「履歴」タブをクリッ

クして転送のパフォーマンスデータを表

示します。エラーが発生した場合、「エ

ラー」ボタンをクリックすると詳細な情

報が表示されます。操作ログを表示する

には、「ログ」ボタンをクリックします。

このログについては、273 ページの「操作

ログの表示」で説明しています。

スナップショット転送スクリプトの作成

バックアップセット スナップショット転

送の概要ウィンドウがアクティブな状態

で「スケジュール」をクリックすると、

転送の情報とその設定内容をスクリプト

として保存することができます。その後

で、そのスクリプトを使って転送操作を

自動実行することができます。

詳しくは、「第 5 章 • スクリプトによる自

動実行」を参照してください。

基本操作の制御

Retrospect では、基本操作の実行中に、い

くつかの方法で基本操作を制御すること

ができます。詳しくは、「第 6 章 • 操作の

制御」を参照してください。
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Retrospect のツールバーの「続けて使用」

コンボボックスを使用して、基本操作の

実行が終了した時の Retrospect の動作を決

定できます。デフォルトでは、何も行わ

れませんが、基本操作を開始して帰宅し

たい場合、実行完了時に Retrospect を終了

するように選択することができます。

Proactive Buckup が実行中である場合、ま

たは別のスクリプトがアプリケーション

の先読み時間に実行されるようにスケ

ジュールされている場合を除いて、実行

が終了したときに Retrospect は終了（また

はシャットダウン）します。先読み時間

の指定方法について詳しくは、313 ページ

の「スケジュール環境設定」を参照して

ください。
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章 5

スクリプトによる自動実行

• ス ク リ プ ト の 概 説

• ス ク リ プ ト の 作 成

• ス ク リ プ ト に よ る バ ッ ク ア ッ プ

• ス ク リ プ ト に よ る 複 製

• ス ク リ プ ト に よ る ア ー カ イ ブ

• ス ク リ プ ト に よ る 復 元

• ス ク リ プ ト に よ る バ ッ ク ア ッ プ セ ッ ト 転 送

• ス ク リ プ ト に よ る ス ナ ッ プ シ ョ ッ ト 転 送

• ス ク リ プ ト に よ る グ ル ー ミ ン グ

• ス ク リ プ ト に よ る 検 証

• ス ク リ プ ト の ス ケ ジ ュ ー ル 作 成

• ス ク リ プ ト の 保 存

• ス ク リ プ ト の テ ス ト

• ス ク リ プ ト の 実 行

• ス ク リ プ ト の 制 御

• P R O A C T I V E  B A C K U P  ス ク リ プ ト

「第 4 章 • 基本操作」では、Retrospect の基本バックアップ、複製、アーカイブ、

復元、および転送操作の設定と実行方法を解説しました。本章では、スクリプト

（Retrospect 独自の Proactive Backup スクリプトを含む）を使ってプロセスを自動

化する方法について解説します。
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スクリプトの概説

Retrospect の利点の 1 つは、反復作業を自

動化できることです。スクリプトを作成

することによって、「第 4 章 • 基本操作」

で説明した操作をすべて自動化すること

ができます。

• バックアップ

• 複製

• アーカイブ

• 復元

• バックアップセット転送

• スナップショット転送

さらに、Proactive Backup を使用すれば、

ユーザが指定した基準に基づいて、次回

のバックアップ対象の優先順位を頻繁に

付け直す高度なスクリプトを作成するこ

とができます。さらにグルーミングスク

リプトや検証スクリプトを作成して、こ

のようなバックアップセットの管理タス

クを自動化することもできます。

スクリプトは、バックアップ計画を立案

するための重要な要素です。効率的な

バックアップ計画の立案方法については、

264 ページの「バックアップ計画」を参照

してください。

自動操作には、基本操作と同じ情報（元

ボリューム、宛先、ファイル選択基準、

その他のオプション）がすべて含まれま

す。元ボリューム、宛先ボリューム、

ファイル選択基準、その他のオプション

という、Retrospect Express の他のバック

アップ操作と同じ要素を使用します。ス

クリプトには、いつこれらの自動操作が

実行されるかを制御するスケジューリン

グコンポーネントも含まれます。

Retrospect では、スケジュールを設定して

スクリプトを自動実行できるので、全

ユーザが都合のよい時間に、操作を行う

ことができます。スクリプトによるバッ

クアップをスケジュールしておくと、

バックアップコンピュータを起動して、

バックアップデバイスに適切なメディア

をセットしておくだけで、データが定期

的にバックアップされます。スクリプト

を実行する時間になると、Retrospect が自

動的に起動し、操作を実行します。

Retrospect の先読み時間に実行するように

スケジュールされたほかのスクリプトが

ない場合、また「スタートアップ環境設

定スタートアップ環境設定」で「シャッ

トダウン」を選択していた場合、操作が

完了したときに Retrospect はシャットダウ

ンします。

自動操作には、スクリプトの作成、スク

リプトのスケジュール、スクリプトの実

行、および Proactive Backup スクリプトの

使用が含まれます。スクリプトの管理と

メンテナンスについては、309 ページの

「スクリプトのメンテナンス」を参照して

ください。

スクリプトの作成

Retrospect では、次の 2 通りの方法でスク

リプトを作成できます。

• 基本操作のスケジュール

• 「スクリプトの管理」コマンドの使用方

法

これらの方法で、どのタイプのスクリプ

トでも（バックアップ、複製、アーカイ

ブ、復元、転送）作成できます。

注： Proactive Backup スクリプトについて

は、別に説明します。詳しくは、162 ペー

ジの「Proactive Backup スクリプト」を参

照してください。

基本操作のスケジュール

基本操作の概要ウィンドウ（バックアッ

プ、複製、アーカイブ、復元、転送）に

はすべて、その操作に基づいてスクリプ

トを作成できる「スケジュール」ボタン

があります。
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注： バックアップ、複製、および復元の

各操作で「スケジュール」ボタンを使用

するには、高度な設定モードに切り替え

る必要があります。 

基本操作をスケジュールするには

1. 基本操作の概要ウィンドウから「スケ

ジュール」ボタンをクリックします。

2. スクリプトの名前を入力して「OK」を

クリックします。

3. スクリプトの概要ウィンドウ内の情報

を確認し、必要に応じて修正します。

4.「スケジュール」ボタンをクリックし、

154 ページの「スクリプトのスケジュー

ル作成」の説明に従ってスクリプトを

スケジュールします。

5. スクリプトの概要ウィンドウ内の情報

がすべて正しければ、ツールバーの

「保存」アイコン  をクリックしま

す。

スクリプトは基本操作のバックアップ

ウィザードで作成して、基本操作の複製

ウィザードで複製することもできます。

詳しくは 58 ページの「ウィザードモード

でのバックアップ」および 91 ページの

「ウィザードモードでの複製」を参照して

ください。

「スクリプトの管理」コマンドの使用方法

「スクリプトの管理」コマンドを使用し

て、新規スクリプトを作成したり、既存

スクリプトの設定を修正したりすること

ができます。 

既存スクリプトの修正方法について詳し

くは、309 ページの「スクリプトのメンテ

ナンス」を参照してください。新規スク

リプトの作成方法については、以下の項

を参照してください。

• スクリプトによるバックアップ

• スクリプトによる複製

• スクリプトによるアーカイブ

• スクリプトによる復元

• スクリプトによるバックアップセット

転送

• スクリプトによるスナップショット転

送

• スクリプトによるグルーミング

• スクリプトによる検証

データベースの復元およびメールボック

スの復元スクリプトについては、「付録 A • 
SQL Server Agent」および「付録 B • 
Exchange Server Agent」を参照してくださ

い。

スクリプトによるバックアップ

バックアップスクリプトは「スクリプト

の管理」コマンドを使って、2 通りの方法

で設定できます。1 つは Retrospect のバッ

クアップウィザードで指示に従いながら、

手順を追って設定する方法、もう 1 つは高

度な設定モードで、自分の判断に基づい

て設定する方法です。高度な設定モード

では、ウィザードにはないオプションが

利用できます。詳しくは、以下を参照し

てください。

• ウィザードモードでのバックアップス

クリプトの作成

• ウィザードモードから高度な設定モー

ドへの切り替え

• 高度な設定モードでのバックアップス

クリプトの作成

• 高度な設定モードからウィザードモー

ドへの切り替え

ウィザードモードでのバックアップ
スクリプトの作成

バックアップウィザードを使えば、バッ

クアップ操作スクリプトの設定と編集を、

容易に行うことができます。バックアッ

プウィザードを開始するには、ナビゲー

ションバーの「自動化」をクリックして、

「スクリプトの管理」ボタンをクリックし
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ます。スクリプト編集ウィンドウが表示

されます。

「新規」ボタンをクリックして、新規スク

リプトの作成を開始します。スクリプト

選択ウィンドウが表示されます。

リストから「バックアップ」を選択して、

「OK」をクリックします。スクリプト命名

ウィンドウで、名前を入力して「OK」を

クリックします。「バックアップウィザー

ドへようこそ」画面が表示されます。

注： 高度な設定モードの「バックアップ

スクリプトの概要」画面が表示された場

合は、「ウィザードモードに変更」をク

リックしてください。

「ようこそ」画面

バックアップスクリプトを今回初めて設

定する場合は、「次へ」をクリックして

バックアップウィザードでの設定を続行

します。高度な設定モードでバックアッ

プを設定するには、「高度な設定モードに

切り替える」をクリックします。詳しく

は、121 ページの「高度な設定モードでの

バックアップスクリプトの作成」を参照

してください。

バックアップスクリプトを以前に設定し
たことがあれば、「バックアップウィザー
ドへようこそ」画面に現在の設定が表示
されます。詳しくは、120 ページの「バッ
クアップスクリプト設定の編集」を参照
してください。

バックアップ対象の選択

バックアップ対象と記述内容が合致する
オプションのボタンをクリックします。

• 「ドキュメントと設定」（Retrospect 
Professional のみ）は、Documents and 
Settings フォルダをバックアップしま

す。このフォルダには、マイドキュメ

ント、マイピクチャ、マイミュージッ

ク、お気に入り、デスクトップなど、

ユーザ専用のフォルダが含まれていま

す。
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• 「マイコンピュータ」は、ローカルコン

ピュータをバックアップします。

• 「マイコンピュータとバックアップクラ

イアント」は、ローカルコンピュータ

と、ログインしているすべての 
Retrospect クライアントコンピュータを

バックアップします。

• 「クライアントのみバックアップ」

（Retrospect Professional 以外）は、ログ

インしているすべての Retrospect クラ

イアントコンピュータをバックアップ

します。

• 「選択」では、ローカルコンピュータ、

ログインしている Retrospect クライア

ントコンピュータ、およびネットワー

クボリュームから、バックアップする

ドライブとフォルダを手動で選択でき

ます。

Retrospect クライアントの追加

「マイコンピュータとバックアップクライ

アント」または「クライアントのみバッ

クアップ」を選択すると、バックアップ

時にログインしているすべての Retrospect 
クライアントコンピュータのデータが

バックアップされます。

Retrospect クライアントをログインするに

は「クライアントの追加」をクリックし

ます。クライアントのインストール、設

定、およびログインの詳細は、「第 7 章 • 
ネットワーク接続クライアント」を参照

してください。

ドライブやフォルダの手動選択

「何をバックアップしますか ?」画面で

「選択」を選ぶと、バックアップするドラ

イブやフォルダを個別に選択できます。

ドライブやフォルダを 1 つ選択すると、そ

れまで選択していたドライブやフォルダ

が選択解除されます。前の選択を解除せ

ずにドライブやフォルダを選択するには、

Ctrl キーを押しながらクリックします。

Shift キーを押しながらクリックすると、

既存の選択位置からクリックした位置ま

でのすべてのドライブとフォルダが選択

されます。

この画面のリストに含まれるあらゆるコ

ンテナ（マイコンピュータ、マイ ネット

ワーク、バックアップクライアント、元

ボリュームグループ）内のドライブと

フォルダを選択できます。また、コンテ

ナ自体を選択することもできます。コン

テナを選択すると、その内部のすべての

項目がバックアップされます。

• Retrospect クライアントを「バックアッ

プクライアント」コンテナに追加する

には、「クライアントの追加」をクリッ

クします。

• ネットワークボリュームを「マイネッ

トワーク」コンテナに追加するには、

「ネットワークボリュームの追加」をク

リックします。

• ドライブ内のフォルダを表示するには、

ドライブを選択して「フォルダの表示」

をクリックします。

詳しくは、333 ページの「コンテナ」を参

照してください。
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バックアップするファイルの種類の選択

バックアップするファイルの種類に応じ

て、該当する各チェックボックスを選択

します。すべてのチェックボックスを選

択すると、すべてのファイル（キャッ

シュファイルを除く）がバックアップさ

れます。

注： これらのオプションの一部は、

Windows、Mac OS、NetWare、UNIX で動

作が異なります。以下の説明では、これ

らのオプションを Windows コンピュータ

で使用する方法に焦点を当てています。

その他のオペレーティングシステムで、

これらのオプションを使用する方法につ

いては、346 ページの「組み込みセレク

タ」を参照してください。

• 「ドキュメントと設定」は、Documents 
and Settings フォルダ内のファイルを

バックアップします。このフォルダ内

には、各ユーザの「マイドキュメン

ト」、「お気に入り」、「Application 
Data」、「デスクトップ」などのフォル

ダがあります。

注： Windows 9x システムの場合は、

「ドキュメントと設定」を選択すると

「Profiles」フォルダがバックアップさ

れます。

• 「オペレーティングシステムとアプリ

ケーション」は、Windows フォルダや

システム状態などのシステムファイル

をバックアップします。また、アプリ

ケーションファイル（「Program Files」
フォルダ内の項目を含む）、および元ボ

リュームの各所にある、既知のアプリ

ケーション拡張子（.exe、.dll など）を

持つ各ファイルもバックアップします。 

注： 「オペレーティングシステムとア

プリケーション」のバックアップを行

わない選択をすると、Retrospect はデ

フォルトの実行オプションのうちいく

つかを変更します。Retrospect は「Back 
Up System State」と「Back up folder 
security information for workstations」オ

プションの両方をオフにします。詳し

くは 288 ページの「Windows システム

オプション」および 289 ページの

「Windows セキュリティオプション」を

参照してください。

• 「写真」は、各ユーザの「マイドキュメ

ント」フォルダ内の、「My Pictures」
フォルダにあるすべてのファイルを

バックアップします。また、元ボ

リュームの各所にある、一般的な画像

ファイル拡張子（.jpg など）を持つ各

ファイルもバックアップします

（「Windows」フォルダと「Program 
Files」フォルダ内のファイルを除く）。

• 「音楽」は、各ユーザの「マイドキュメ

ント」フォルダ内の、「My Music」フォ

ルダにあるすべてのファイルをバック

アップします。また、元ボリュームの

各所にある、一般的な音楽ファイル拡

張子（.mp3 など）を持つ各ファイルも

バックアップします（「Windows」フォ

ルダと「Program Files」フォルダ内の

ファイルを除く）。

• 「動画」は、各ユーザの「マイドキュメ

ント」フォルダ内の、「My Videos」
フォルダにあるすべてのファイルを

バックアップします。また、元ボ

リュームの各所にある、一般的な動画

ファイル拡張子（.mov など）を持つ各
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ファイルもバックアップします

（「Windows」フォルダと「Program 
Files」フォルダ内のファイルを除く）。

• 「Office ドキュメント」は、元ボリュー

ムの各所にある Microsoft Office 文書、

Microsoft Outlook データ、および Adobe 
PDF ファイルをバックアップします

（「Windows」フォルダと「Program 
Files」フォルダ内のファイルを除く）。

• 「その他すべてのファイル」は、他のオ

プションで選択されない全ファイルを

バックアップします。

注： 「ドキュメントと設定」および「オ

ペレーティングシステムとアプリケー

ション」は、フォルダをバックアップす

る際には利用できません。

バックアップの宛先デバイスの選択

バックアップは、テープドライブ、

CD/DVD ドライブ、ハードドライブなど、

Retrospect でサポートされているあらゆる

デバイスに格納できます。以下のどちら

かを選択します。

• テープ、CD、DVD

• ローカルコンピュータやネットワーク

上のハードドライブ

テープ、CD、または DVD を使用する場合

は、利用可能なデバイスが表示されます。

バックアップ先として使用するデバイス

を選択して「次へ」をクリックします。

ハードドライブの場合は、ローカルの各

ハードドライブと、「マイネットワーク」

コンテナ内に一覧されているネットワー

クボリュームが表示されます。

ネットワークボリュームを追加するには、

「マイネットワーク」をダブルクリック

し、追加するボリュームの位置まで移動

してボリュームを選択し、「追加」ボタン

をクリックします。そのボリュームにロ

グイン名とパスワードが必要な場合は、

それらを入力して「OK」をクリックしま

す。

注： ネットワークボリュームに対する権

限を持ったユーザとしてログインするよ

うに Retrospect を設定した場合、再びログ

インを要求されることはありません。詳

しくは、315 ページの「セキュリティ環境

設定」を参照してください。

ローカルドライブやネットワークボ

リューム上の特定のフォルダを指定する

には、ドライブまたはボリュームを選択

して「参照」ボタンをクリックします。

バックアップするフォルダの位置まで移

動して「OK」をクリックします。

スケジュール作成の有無の選択

スクリプトのスケジュールは、作成する

かどうかを選択できます。 

スケジュールを作成しない場合も、スク

リプトは必要になったときに手動で実行

できます。詳しくは、160 ページの「スク

リプトの手動実行」を参照してください。

スケジュールは、後でスクリプトに追加

することもできます。

選択を行って「次へ」をクリックします。

注： スケジュールを持つスクリプトを編

集するときには、利用できるオプション

に「既存のスケジュールを維持」が追加

されます。

バックアップの実行タイミングの選択

スクリプトを実行する曜日のチェック

ボックスを選択し、さらにスクリプトの

実行を開始する時刻を指定します。
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ヒント： Retrospect では使用中のコン

ピュータもバックアップできますが、通

常の営業時間後にスクリプトを実行すれ

ば、使用中のコンピュータの数を減らす

ことができます。

1 つまたは複数のバックアップセットの指定

バックアップ先として 1 つのバックアップ

セットを使うか、複数のバックアップ

セットを使うかを選択します。

複数のバックアップセットにバックアッ

プすれば、データ保護の水準が高まりま

す。各バックアップセットにデータの完

全なバックアップが保持されるため、メ

ディア障害に対するセーフティネットが

確保されるほか、使用していないバック

アップセットのメディアを運用環境外に

保管し、盗難、火災、その他の災害に備

えることもできます。

注： 1 週間に 1 回だけバックアップするよ

うに選択した場合は、この画面で 1 つの

バックアップセットを使うか、2 つのバッ

クアップセットを 1 週間ごとに切り替える

かを選択できます。

バックアップセット数の選択

複数のバックアップセットへのバック

アップを選択した場合は、使用するバッ

クアップセットの数と、各バックアップ

セットの切り替え頻度を、ここで指定し

ます。 

初のオプションを選択すると、選択し

たバックアップの実行日ごとにバック

アップセットが切り替えられます。たと

えば、毎日バックアップするように指定

した場合は、バックアップセット数が 7 つ
に設定され、曜日ごとに異なるバック

アップセットが使用されます。一方、月

曜日と水曜日、および金曜日にバック

アップするように選択した場合には、

バックアップセット数は 3 つに設定され、

月、水、金の曜日ごとに異なるバック

アップセットが使用されます。

2 番目のオプションを選択するとバック

アップセット数は 2 つになり、1 週間ごと

に切り替えて使用されます。たとえば、

毎日バックアップするように指定した場

合、 初の週は 1 つ目のバックアップセッ

トに毎日バックアップされ、次の週は 2 つ
目のバックアップセットに、同様に毎日

バックアップされます。このオプション

を選択した場合、バックアップセットを

切り替える曜日を、リストボックスを

使って指定します。

バックアップセットの命名

この画面の表示内容は、指定したバック

アップセットの数によって異なります。 

指定したバックアップセットの数だけ名

前を入力するか、デフォルトで表示され

る名前をそのまま使用します。バック

アップセットが作成済みであれば、「既存

のものを使用」チェックボックスを

チェックして、リストボックスからバッ



第 5 章  •  スクリプトによる自動実行 117

クアップセットを選択することもできま

す。

ヒント： 複数のバックアップセットを使

う場合は、それぞれに区別しやすい、意

味のある名前を付けることが大切です。

バックアップセットに付けた名前を、後
で変更することはできません。

注： 「既存のものを使用」チェックボッ

クスは、既存のバックアップセットが存

在する場合のみ表示されます。

圧縮オプションの設定

このバックアップスクリプトでソフト

ウェアデータ圧縮を有効にする場合は、

「はい」ラジオボタンをクリックします。

ソフトウェアデータ圧縮では、ファイル

を圧縮してからバックアップセットにコ

ピーするので、バックアップセットの容

量を節約することができます。復元の実

行時には自動的に解凍され、元の状態に

戻されます。 

節約できる量は、圧縮するファイルのタ

イプによって異なります。テキストファ

イルは圧縮率が高く、アプリケーション

ファイルやシステムファイルは低くなり

ます。 

バックアップセットへのバックアップと、

バックアップセットからの復元は、ソフ

トウェアデータ圧縮を使用すると、使用

しない場合に比べて時間がかかります。 

注： ハードウェア圧縮機能を持つテープ

デバイスにコピーする場合は、 適なパ

フォーマンスを得るためにソフトウェア

圧縮は自動的にオフになり、常にハード

ウェア圧縮が使用されます。

バックアップセットのセキュリティオプショ
ンの設定

この画面では、バックアップセットへの

アクセスを制限するパスワードを指定で

きます。また、バックアップセットの

データの暗号化を選択して、セキュリ

ティをいっそう強固にすることもできま

す。

注： 暗号化を使用すると、バックアップ

に要する時間が長くなります。 

「バックアップセットのセキュリティ」リ

ストボックスからオプションを選択しま

す。

• 「暗号化なし」：パスワードによる保護
がバックアップセットに行われず、
バックアップセットのデータは暗号化
されません。



118 RETROSPECT ユーザガイド

• 「パスワードのみ」：バックアップセッ

トにパスワードによる保護が行われま

す。保存されたデータは暗号化されま

せん。

• 「SimpleCrypt」：パスワードによる保護

に加え、Retrospect 独自の暗号化フォー

マットによるバックアップセットデー

タの暗号化が行われます。

• 「DES」：パスワードにより保護され、

データ暗号化標準に従ってバックアッ

プセットデータが暗号化されます。

• 「AES-128」：パスワードにより保護さ

れ、128 ビットのデータ暗号化標準

（AES：Advanced Encryption Standard）
に従ってバックアップセットデータが

暗号化されます。

• 「AES-256」：パスワードにより保護さ

れ、256 ビットのデータ暗号化標準

（AES：Advanced Encryption Standard）
に従ってバックアップセットデータが

暗号化されます。AES-256 は、セキュ

リティとパフォーマンスのバランスの

点で も優れています。

警告： バックアップセットに設定したパ

スワードや暗号化方式は変更できません。

バックアップセットに設定したパスワー

ドを忘れてしまうと、そのバックアップ

セットにアクセスできなくなります。

パスワードを設定し、一定の条件下でそ

のパスワードを Retrospect に記憶させたい

場合には、「パスワードを記憶」リスト

ボックスからオプションを選択します。

• 「アクセス用のパスワードはどれでも記

憶する」：基本操作と自動操作で使用さ

れるパスワードをすべて保存します。

• 「スクリプトでアクセスするときのパス

ワードを記憶する」（デフォルト）：自

動操作で使用されるパスワードだけを

保存します。たとえば、このオプショ

ンを設定したバックアップセットが、

スクリプトによる夜間のバックアップ

の宛先である場合、手動でパスワード

を入力する必要はありません。

• 「どのアクセス用のパスワードも記憶し

ない」：いかなる場合でも、バックアッ

プセットにアクセスするのに、パス

ワードを入力する必要があります。こ

のオプションを設定したバックアップ

セットには、パスワードを入力せずに

バックアップしたり、そのプロパティ

を表示したりすることはできません。

一度パスワードを入力した後は、

Retrospect を終了し再起動するまでは、

パスワードを再び入力する必要はあり

ません。

注： 「パスワードを記憶」の設定は、

バックアップセットのプロパティを変更

することによって、必要に応じて変更で
きます。詳しくは、302 ページの「バック

アップセットの設定」を参照してくださ

い。

テープドライブバックアップの置き換えオプ
ション

テープバックアップセットへのバック

アップでは、バックアップ先のバック

アップセットを、バックアップ実行前に

置き換えるように指定できます。置き換

えを指定すると、バックアップセット内

の各テープを再利用できますが、それら

のテープに記録されていたデータはすべ

て失われます。

警告： テープバックアップセットを置き

換える前に、その中の各テープのデータ

が他のメディアに保管済みであるか、あ

るいは本当に消去してもかまわないこと

を確認してください。
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• 「いいえ、既存のバックアップデータを

保持します。」：バックアップセット内

のすべての既存データを保持する場合

に選択します。各バックアップセット

への前回のバックアップより後に作成

されたファイルと、変更されたファイ

ルだけがバックアップされます。テー

プメンバーの空きがなくなると、新し

いテープが要求されます。

• 「はい、上書きして構いません。」：テー

プバックアップセットをバックアップ

の実行前に置き換える場合に選択しま

す。Retrospect で書き替えバックアップ

が実行されると、バックアップセット

のカタログファイルの内容（もしあれ

ば）が消去され、バックアップ済み

ファイルが 1 つもない状態にします。

次に、バックアップセット内の先頭

テープメンバーが検索され、それが有

効な場合は消去されます。先頭のメ

ディアメンバーが利用不可能な場合は、

利用できる新規または消去済みのテー

プが使われます。選択したすべての

ファイルがバックアップされます。

ヒント： 高度な設定モードでは、各スケ

ジュールのバックアップ動作を「置き換

え」に設定することによって、テープ

バックアップセットを置き換えることが

できます。詳しくは、155 ページの「スク

リプトスケジュールの作成」を参照して

ください。

ハードドライブバックアップのグルーミング
オプション

以下のオプションは、ハードドライブに

バックアップする場合のみ有効です。

バックアップ先のハードドライブに空き

がなくなった（または割り当てたディス

ク領域がすべて消費された）ときに、

Retrospect がどのように対処するかを、以

下のオプションから選択します。

• 「新しいディスクを要求する」：バック

アップドライブに空きがなくなると、

残りのバックアップの格納先として、

別のハードドライブが要求されます。

元のバックアップ先ハードドライブ上

のデータはすべて保持されます。

• 「 後だけを保持する n バックアッ

プ」：バックアップドライブに空きがな

くなったときに保持されるバックアッ

プの数を指定します。指定した数の

バックアップが、新しいものから保持

されます。それより古いすべてのバッ

クアップがハードドライブから削除さ

れ、バックアップデータ用の空き領域

が確保されます。

• 「Retrospect の定義済みポリシーに従っ

て保持する」：バックアップドライブに

空きがなくなると、Retrospect のグルー

ミングポリシーに従って古いバック

アップが削除されます。Retrospect のポ

リシーでは、少なくとも 2 つのバック

アップが元ボリュームごとに保持され

ます（前回のバックアップ日とその前
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のバックアップ日の 終バックアップ

が、元ボリュームごとに保持されま

す）。さらに、ディスクに十分な空きが

あれば、先週の各曜日のバックアップ

と先月の各週のバックアップ、および

各月のバックアップがそれぞれ 1 つず

つ、元ボリュームごとに保持されます。

バックアップスクリプト設定の確認

「バックアップの概要」画面には、ウィ

ザードで指定したバックアップスクリプ

ト設定が表示されます。

• 「コピー元」には、バックアップするド

ライブやフォルダが一覧されます。

• 「選択」には、バックアップするファイ

ルの種類が一覧されます。

• 「宛先」には、データのコピー先となる

バックアップセットの名前が表示され

ます。

• 「スケジュール」には、バックアップス

クリプトが実行される曜日と時刻が一

覧されます。

注： ウィザードで指定した一部のオプ

ション（圧縮方式など）は、この概要画

面には表示されませんが、実行される

バックアップには反映されます。

バックアップスクリプトの設定を変更す

るには、「前へ」をクリックします。

スクリプトの設定を保存するには、「完

了」をクリックします。スクリプト設定

を保存して、ただちにスクリプトを実行

するには、「今すぐ複製」チェックボック

スをチェックして「完了」をクリックし

ます。

注： スクリプトに複数の宛先バックアッ

プセットが含まれる場合は、「今すぐバッ

クアップ」を選択する際に、使用する

バックアップセットをドロップダウンメ

ニューから選択してください。

バックアップスクリプト設定の編集

バックアップスクリプトを編集するには、

ナビゲーションバーで「自動化」>「スク

リプトの管理」を選択します。「スクリプ

ト」ウィンドウで編集するスクリプトを

選択し、「編集」をクリックします。

ヒント： 高度な設定モードの「バック

アップの概要」画面が表示された場合は、

「ウィザードモードに変更」をクリックし

てください。

設定を編集するには、「この設定を変更」

を選択して「次へ」をクリックします。

ウィザードモードでの設定の編集方法は、

初に設定したときの方法とほとんど同

じです。詳しくは、111 ページの「ウィ

ザードモードでのバックアップスクリプ

トの作成」を参照してください。

現在のスクリプト設定でバックアップを

実行するには、「この設定で今すぐバック

アップ」を選択して「今すぐ開始」をク

リックします。
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注： スクリプトに複数の宛先バックアッ

プセットが含まれる場合は、使用する

バックアップセットをドロップダウンメ

ニューから選択してください。

高度な設定モードで設定を編集するには、

「高度な設定モードに切り替える」をク

リックします。詳しくは、「ウィザード

モードから高度な設定モードへの切り替

え」を参照してください。

ウィザードモードから高度な設定モード
への切り替え

ウィザードモードに含まれていない詳細

オプションを使用するには、「バックアッ

プウィザードへようこそ」画面で「高度

な設定モードに切り替える」をクリック

します。

バックアップスクリプトが未設定の場合

も、121 ページの「高度な設定モードでの

バックアップスクリプトの作成」で説明

されている手順で、高度な設定モードを

利用できます。

バックアップスクリプトをすでに設定し

ている場合、その設定は Retrospect に記憶

されており、高度な設定モードの概要

ウィンドウに表示されます。

注： 高度な設定モードでは、ウィザード

モードのすべてのオプションが利用でき

ます。ウィザードから高度な設定モード

に切り替えると、これらのオプションの

設定も、対応するオプションに直接反映

されます。

高度な設定モードでのバックアップ
スクリプトの作成

高度な設定モードには、ウィザードモー

ドでは利用できない、いくつかの強力な

オプションがあります。高度な設定モー

ドに特有の機能は次のとおりです。

• より多くの組み込みセレクタ

• カスタムセレクタの作成と適用

• 異なる複数のバックアップ動作を含む、

複数のカスタムスケジュールの作成

• ウィザードモードで利用できない多数

のオプション

この項では、バックアップスクリプトを

定義する手順を説明します。

• バックアップスクリプトの作成

• バックアップ元の設定

• バックアップ先の設定

• バックアップするファイルの選択

• バックアップ実行オプションの設定

• 実行ユニットの設定

• バックアップスクリプト設定の編集

以下で説明するように、スケジュールと

保存の手順はすべてのスクリプトで同じ

です。

• 154 ページの「スクリプトのスケ

ジュール作成」を参照してください。

• 158 ページの「スクリプトの保存」を

参照してください。

バックアップスクリプトの作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動

化」をクリックしてから、「スクリプト

の管理」ボタンをクリックします。

スクリプト編集ウィンドウが表示されま

す。
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2.「新規」ボタンをクリックして、新規ス

クリプトの作成を開始します。

スクリプト選択ウィンドウが表示されま

す。

3. リストから「バックアップ」を選択し

て、「OK」をクリックします。

スクリプト命名ウィンドウが表示されま

す。

4. スクリプトの名前を入力して「OK」を

クリックします。 

入力したスクリプト名がウィンドウに表

示されます。

ヒント： Retrospect のバックアップウィ

ザードが表示された場合は、「高度な設定

モードに切り替える」をクリックしてく

ださい。

この「スクリプト」ウィンドウは、基本

バックアップの概要ウィンドウとほぼ同

じで、元ボリューム、宛先バックアップ

セット、ファイルの選択基準、オプショ

ンが表示されます。これはスクリプトで

あるため、スケジュール情報も含まれま

す。

5. 内容を変更するには、以下の該当する

ボタンをクリックします。

「元ボリューム」では、元ボリュームの追

加や削除を行います。

「宛先」では、保存先バックアップセット

を選択することができます。

「選択」では、セレクタを選択し、バック

アップするファイルおよびフォルダを選

択する条件を指定します。

「オプション」をクリックすると、検証機

能やデータ圧縮のオン、オフを切り替え

ることのできるオプションウィンドウが

表示されます。

「スケジュール」では、スクリプトの実行

日時や間隔を指定します。

バックアップ元の設定

スクリプト定義の 初の手順は、元ボ

リュームの設定です。

1.「元ボリューム」ボタンをクリックしま

す。 

「ソース選択」ウィンドウが表示されま

す。

2. 元ボリューム（1 つまたは複数）を選択

した後、「OK」をクリックします。
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3. 追加の元ボリュームを選択するには

「追加」をクリックします。元ボリュー

ムをリストから削除するには、その元

ボリュームを選択して「削除」をク

リックします。元ボリュームのリスト

が完成したら、「OK」をクリックしま

す。

注： 複数の元ボリュームがある場合、表

示されている順番でバックアップが行わ

れます。リストの順番を変更するには、

クリックしてからドラッグします。

バックアップ先の設定

バックアップ元を指定した後、データの

宛先バックアップセットを指定する必要

があります。

1.「宛先」ボタンをクリックします。

定義済みのバックアップセットがない場

合には、「バックアップセット作成」ウィ

ザードが起動します。298 ページの「新規

バックアップセットの作成」の説明に

従って新規バックアップセットを作成し

ます。新規バックアップセットが「バッ

クアップセットの選択」ウィンドウに表

示されます。

定義済みのバックアップセットがある場

合には、「バックアップセットの選択」

ウィンドウが表示されます。

「更に」または「新規作成」をクリックし

て、他のバックアップセットにアクセス

したり、新規バックアップセットを作成

したりすることができます。

2. 1 つまたは複数のバックアップセットを

選択して、「OK」をクリックします。

3. 追加の宛先を選択するには「追加」を

クリックします。バックアップセット

をリストから削除するには、そのバッ

クアップセットを選択して「削除」を

クリックします。宛先のリストが完成

したら、「OK」をクリックします。

バックアップするファイルの選択

デフォルトでは、元ボリュームのすべて

のファイル（キャッシュファイルを除く）

が選択されます。別の定義済みセレクタ

を選択したり、カスタムセレクタを作成

して、一部のファイルだけを選択するこ

ともできます。 

1.「選択」ボタンをクリックします。
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2. セレクタをクリックしたら、「OK」を

クリックします。

「追加選択」をクリックして、Retrospect 
のファイル選択基準を使用して、カスタ

ムセレクタを作成することもできます。

セレクタについては、345 ページ以降の

「セレクタの使い方」を参照してくださ

い。

注： セレクタは、どのファイルがバック

アップの対象となるかを決めるのに使用

されるもので、実際にコピーされるファ

イルを決めるものではありません。たと

えば、「すべてのファイル」を選択した場

合、元ボリュームのファイルと宛先バッ

クアップセットの既存ファイルとが比較

された後、新規のファイルまたは変更さ

れたファイルだけがコピーされます。

バックアップ実行オプションの設定

「オプション」ボタンをクリックすると、

検証、データ圧縮などのオプションのオ

ン、オフを切り替えるためのオプション

ウィンドウが表示されます。オプション

についての詳細は、278 ページ以降の「実

行オプション」で説明します。

実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応

した製品である場合には、この操作に使

用する実行ユニットを指定（または「任

意の実行ユニット」を選択）できます。

概要ウィンドウのリストボックスで選択

を行います。詳しくは、188 ページの「実

行ユニットの割り当て」を参照してくだ

さい。

バックアップスクリプト設定の編集

バックアップスクリプトを編集するには、

ナビゲーションバーで「自動化」>「スク

リプトの管理」を選択します。「スクリプ

ト」ウィンドウで編集するスクリプトを

選択し、「編集」をクリックします。

注： スクリプト設定がウィザードモード

に表示された場合は、「高度な設定モード

に切り替える」をクリックすれば、高度

な設定モードに表示されます。

設定を変更する場合は、元ボリューム、

宛先、ファイル選択基準、オプション、

およびスケジュールを、適切なボタンを

クリックして変更します。高度な設定

モードでの設定の編集方法は、 初に設

定したときの方法とほとんど同じです。

詳しくは、121 ページの「高度な設定モー

ドでのバックアップスクリプトの作成」

を参照してください。

ウィザードモードで設定を編集するには、

「ウィザードモードに変更」をクリックし

ます。詳しくは、「高度な設定モードから

ウィザードモードへの切り替え」を参照

してください。
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高度な設定モードからウィザードモード
への切り替え

バックアップスクリプトの設定は、作成

時と同じモードで編集することが Retrospect 推
奨されます。モードを切り替えることは

可能ですが、ウィザードモードに存在し

ない高度なオプションが、Retrospect でど

のように扱われるかを理解しておくこと

が重要です。

高度な設定モードの概要ウィンドウで

「ウィザードモードに変更」をクリックす

れば、必要に応じて随時、ウィザード

モードに戻ることができます。

高度な設定モードで設定を編集した場合

は、モードの切り替え前に変更を保存す

るかどうかが尋ねられます。

設定を変更していない場合は、ウィザー

ドモードの「ようこそ」画面に切り替わ

り、現在の複製設定の概要が表示されま

す。

高度な設定モードには、ウィザードモー

ドでは利用できないオプションが含まれ

るため、ウィザードモードへの切り替え

時には、これらのオプションの設定を保

持するか、あるいは破棄する必要があり

ます。対象となる主なオプションは次の

とおりです。

• セレクタ

• 実行オプション

• バックアップセット

• スケジュール

• 実行ユニット

セレクタ

高度な設定モードには、ウィザードモー

ドでは利用できない、いくつかの高度な

組み込みセレクタがあります。さらに、

高度な設定モードでは、カスタムセレク

タを作成し、使用することもできます。

ウィザードモードにないセレクタを選択

した後、「ウィザードモードに変更」をク

リックすると、それらの高度なセレクタ

はそのまま保持され、バックアップスク

リプトの実行時に適用されます。

そのような場合、ウィザードモードの

「複製ウィザードへようこそ」画面には、

「選択」フィールドに（高度な設定モード
で作成されました）というメッセージが

表示されます。

また、バックアップ設定を編集すると、

「バックアップするファイルの種類は何で

すか ?」画面に、新しいオプションが表示

されます。
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• 高度なセレクタを保持するには、「高度

な設定モードの選択を保持」を選択し

ます。 

• 高度なセレクタを破棄して新しいセレ

クタを使用する場合は、「次を選択」を

選択し、新しいオプションを選択しま

す。

実行オプション

高度な設定モードには、ウィザードモー

ドでは利用できない多数の実行オプショ

ンがあります。

注： 圧縮実行オプションはウィザード

モード、高度な設定モードのどちらでも

利用できます。このオプションにどちら

かのモードで変更を加えると、その変更

は他のモードにも反映されます。

ウィザードモードにない実行オプション

を選択した後、「ウィザードモードに変

更」をクリックすると、それらの高度な

実行オプションはそのまま保持され、

バックアップスクリプトの実行時に適用

されます。

警告： ウィザードモードの「バックアッ

プウィザードへようこそ」画面には、

バックアップスクリプトに高度な実行オ

プションが含まれているかどうかは明示

されません。高度な実行オプションの有

無を調べるには、いったん高度な設定

モードに切り替えて、「オプション」の設

定を確認する必要があります。

バックアップセット

高度な設定モードでは、ファイルバック

アップセットを宛先として選択できます。

ウィザードモードでは、ファイルバック

アップセットは利用できません。 

ヒント： ファイルバックアップセットは

単独のファイルをバックアップする手段

として 適ですが、それ以外の用途には

ディスクバックアップセットの方がより

多くの利点があります。

ファイルバックアップセットを宛先とし

て選択した後、「ウィザードモードに変

更」をクリックすると、宛先の選択全体

が破棄されます。

そのような場合、ウィザードモードの

「バックアップウィザードへようこそ」画

面には、「宛先」フィールドに（宛先が選
択されていません）というメッセージが

表示されます。

「次へ」をクリックすると、ウィザードに

よって宛先が破棄され、新しい宛先の選

択が必要になります。引き続きファイル

バックアップセットを宛先として使用す

るには、「高度な設定モードに切り替え

る」をクリックします。

高度な設定モードでは、種類の異なる複

数のバックアップセットを宛先として選

択できます。たとえば、テープバック

アップセットと CD/DVD バックアップ

セットを宛先として指定することが可能

です。ウィザードモードでは、種類の異

なるバックアップセットを宛先として選

択することはできません。

種類の異なる複数のバックアップセット

を宛先として選択した後、「ウィザード

モードに変更」をクリックすると、 初

の 1 つを除く全バックアップセットが破棄

されます。
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スケジュール

高度な設定モードには、ウィザードモー

ドでは利用できないスケジュールオプ

ションがあります。たとえば、種類の異

なる複数のスケジュールを作成したり、1 
つのスクリプトに複数のスクリプトを作

成したり、あるいはスケジュールのバッ

クアップ動作を指定することができます。

詳しくは、154 ページの「スクリプトのス

ケジュール作成」を参照してください。

ウィザードモードで利用できないスケ

ジュールオプションを指定した後、「ウィ

ザードモードに変更」をクリックしても、

それらのオプションは保持されます。

そのような場合、ウィザードモードの

「バックアップウィザードへようこそ」画

面には、（高度な設定モードで作成されま
した）という文字列が「スケジュール」

フィールドに表示され、さらにスケ

ジュールがウィザードモードで編集でき

ないことを知らせるメッセージも表示さ

れます。

また、バックアップ設定を編集すると、

「いつバックアップしますか ?」画面に、

新しいオプションが表示されます。

• 高度な設定モードで設定したスケ

ジュールを保持する場合は「既存のス

ケジュールを維持」を選択します。

• 高度な設定モードで設定したスケ

ジュールを破棄し、スケジュールを持

たないスクリプトを設定する場合は

「スケジュールなし」を選択します。

• 高度な設定モードで設定したスケ

ジュールを破棄し、新たにスケジュー

ルを設定する場合は「現在のスケ

ジュールを変更」を選択します。

実行ユニット

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応

した製品の場合、バックアップスクリプ

トに使用する実行ユニットを、高度な設

定モードで指定できます。 

特定の実行ユニット（「任意の実行ユニッ

ト」以外）を選択して「ウィザードモー

ドに変更」をクリックすると、実行ユ

ニットの情報はそのまま保持され、選択

した実行ユニットがバックアップスクリ

プトの実行時に使用されます。

注： ウィザードモードの「バックアップ

ウィザードへようこそ」画面には、スク

リプトで特定の実行ユニットが選択され

ているかどうかは明示されません。特定

の実行ユニットが選択されているかどう

かを調べるには、いったん高度な設定

モードに切り替えて設定を確認する必要

があります。
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スクリプトによる複製

複製スクリプトは、ハードディスク、

フォルダ、またはファイルを、あるボ

リュームから別のボリュームに無人状態

でコピーする場合に便利です。たとえば、

複製スクリプトを使用して、毎週末に

ローカルフォルダから共有ファイルサー

バに自動コピーすることが可能です。 

複製スクリプトは「スクリプトの管理」

コマンドを使って、2 通りの方法で設定で

きます。1 つは Retrospect の複製ウィザー

ドで指示に従いながら、手順を追って設

定する方法、もう 1 つは高度な設定モード

で、自分の判断に基づいて設定する方法

です。高度な設定モードでは、ウィザー

ドにはないオプションが利用できます。

詳しくは、以下を参照してください。

• ウィザードモードでの複製スクリプト

の作成

• ウィザードモードから高度な設定モー

ドへの切り替え

• 高度な設定モードでの複製スクリプト

の作成

• 高度な設定モードからウィザードモー

ドへの切り替え

ウィザードモードでの複製スクリプトの
作成

複製ウィザードを使えば、複製スクリプ

トの設定と変更を、容易に行うことがで

きます。複製ウィザードを開始するには、

ナビゲーションバーの「自動化」をク

リックして、「スクリプトの管理」ボタン

をクリックします。スクリプト編集ウィ

ンドウが表示されます。

「新規」ボタンをクリックして、新規スク

リプトの作成を開始します。スクリプト

選択ウィンドウが表示されます。

リストから「複製」を選択して、「OK」を

クリックします。スクリプト命名ウィン

ドウで、名前を入力して「OK」をクリッ

クします。「複製ウィザードへようこそ」

画面が表示されます。

注： 高度な設定モードの複製スクリプト

の概要画面が表示された場合は、「ウィ

ザードモードへ切り替える」をクリック

してください。

「ようこそ」画面

複製スクリプトを今回初めて設定する場

合は、「次へ」をクリックして複製ウィ

ザードでの設定を続行します。高度な設

定モードで複製を設定するには、「高度な

設定モードに切り替える」をクリックし

ます。詳しくは、132 ページの「高度な設

定モードでの複製スクリプトの作成」を

参照してください。

複製スクリプトを以前に設定したことが

あれば、「複製ウィザードへようこそ」画

面に現在の設定が表示されます。詳しく

は、132 ページの「複製スクリプト設定の

編集」を参照してください。

複製対象の選択

複製するドライブまたはフォルダを選択

します。
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ドライブやフォルダを 1 つ選択すると、そ

れまで選択していたドライブやフォルダ

が選択解除されます。

この画面のリストに含まれるあらゆるコ

ンテナ（マイコンピュータ、マイ ネット

ワーク、バックアップクライアント、元

ボリュームグループ）内のドライブと

フォルダを選択できます。

• Retrospect クライアントを「バックアッ

プクライアント」コンテナに追加する

には、「クライアントの追加」をクリッ

クします。

• ネットワークボリュームを「マイネッ

トワーク」コンテナに追加するには、

「ネットワークボリュームの追加」をク

リックします。

• ドライブ内のフォルダを表示するには、

ドライブを選択して「フォルダの表示」

をクリックします。

詳しくは、333 ページの「コンテナ」を参

照してください。

複製するファイルの種類の選択

複製するファイルの種類に応じて、該当

する各チェックボックスを選択します。

すべてのチェックボックスを選択すると、

すべてのファイル（キャッシュファイル

を除く）が複製されます。

注： これらのオプションの一部は、

Windows、Mac OS、NetWare、UNIX で動

作が異なります。以下の説明では、これ

らのオプションを Windows コンピュータ

で使用する方法に焦点を当てています。

その他のオペレーティングシステムで、

これらのオプションを使用する方法につ

いては、346 ページの「組み込みセレク

タ」を参照してください。

• 「ドキュメントと設定」は、Documents 
and Settings フォルダ内のファイルを複

製します。このフォルダ内には、各

ユーザの「マイドキュメント」、「お気

に入り」、「Application Data」、「デスク

トップ」などのフォルダがあります。

注： Windows 9x システムの場合は、

「ドキュメントと設定」を選択すると

「Profiles」フォルダが複製されます。

• 「オペレーティングシステムとアプリ

ケーション」は、Windows フォルダや

システム状態などのシステムファイル

を複製します。また、アプリケーショ

ンファイル（「Program Files」フォルダ

内の項目を含む）、および元ボリューム

の各所にある、既知のアプリケーショ

ン拡張子（.exe、.dll など）を持つ各

ファイルも複製します。 

注： 「オペレーティングシステムとア

プリケーション」を複製しない選択を

すると、Retrospect はデフォルトの実行

オプションのうちいくつかを変更しま

す。Retrospect は「Duplicate System 
State」と「Duplicate folder security 
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information for workstations」オプション

の両方をオフにします。詳しくは 288 
ページの「Windows システムオプショ

ン」および 289 ページの「Windows セ
キュリティオプション」を参照してく

ださい。

• 「写真」は、各ユーザの「マイドキュメ

ント」フォルダ内の、「My Pictures」
フォルダにあるすべてのファイルを複

製します。また、ディスク上の各所に

ある、一般的な画像ファイル拡張子

（.jpg など）を持つ各ファイルも複製し

ます（「Windows」フォルダと

「Program Files」フォルダ内のファイル

を除く）。

• 「音楽」は、各ユーザの「マイドキュメ

ント」フォルダ内の、「My Music」フォ

ルダにあるすべてのファイルを複製し

ます。また、元ボリュームの各所にあ

る、一般的な音楽ファイル拡張子

（.mp3 など）を持つ各ファイルも複製

します（「Windows」フォルダと

「Program Files」フォルダ内のファイル

を除く）。

• 「動画」は、各ユーザの「マイドキュメ

ント」フォルダ内の、「My Videos」
フォルダにあるすべてのファイルを複

製します。また、元ボリュームの各所

にある、一般的な動画ファイル拡張子

（.mov など）を持つ各ファイルも複製

します（「Windows」フォルダと

「Program Files」フォルダ内のファイル

を除く）。

• 「Office ドキュメント」は、元ボリュー

ムの各所にある Microsoft Office 文書、

Microsoft Outlook データ、および Adobe 
PDF ファイルを複製します

（「Windows」フォルダと「Program 
Files」フォルダ内のファイルを除く）。

• 「その他すべてのファイル」は、他のオ

プションで選択されない全ファイルを

複製します。

注： 「ドキュメントと設定」および「オ

ペレーティングシステムとアプリケー

ション」は、フォルダを複製する際には

利用できません。

宛先の選択

ファイルの複製先となるドライブまたは

フォルダを選択します。

注： 複製先として、複製元のドライブや

フォルダを選択することはできません。1 
つのドライブ上で別のフォルダに複製し

たり、別のドライブにある同じ名前の

フォルダに複製することは可能です。

この画面にある「フォルダの追加」、

「ネットワークボリュームの追加」、「フォ

ルダの表示」各ボタンの機能は、「何を複

製しますか ?」画面の同じ名前のボタンと

共通です。詳しくは、128 ページの「複製

対象の選択」を参照してください。

「次へ」をクリックすると、宛先のフォル

ダまたはドライブの内容が、選択した複

製ファイルによって完全に置き換えられ

ることを通知する警告ダイアログボック

スが表示されます。

警告： 複製先に重要なファイルがいっさ

い存在しないことを、複製の実行前に確

認してください。複製先の既存ファイル

は、選択した複製ファイルによって置き

換えられ、すべて失われてしまいます。

万全を期するため、復元先ドライブに新
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しいフォルダを作成して、その中に複製

する方法もあります。

「置き換える」をクリックすると警告ダイ

アログボックスが閉じ、複製スクリプト

の設定が継続されます。

スケジュール作成の有無の選択

スクリプトのスケジュールは、作成する

かどうかを選択できます。 

スケジュールを作成しない場合も、スク

リプトは必要になったときに手動で実行

できます。詳しくは、160 ページの「スク

リプトの手動実行」を参照してください。

スケジュールは、後でスクリプトに追加

することもできます。

選択を行って「次へ」をクリックします。

注： スケジュールを持つスクリプトを編

集するときには、利用できるオプション

に「既存のスケジュールを維持」が追加

されます。

複製タイミングの選択

スクリプトを実行する曜日のチェック

ボックスを選択し、さらにスクリプトの

実行を開始する時刻を指定します。

ヒント： Retrospect では使用中のコン

ピュータも複製できますが、通常の営業

時間後にスクリプトを実行すれば、使用

中のコンピュータの数を減らすことがで

きます。

複製設定の確認

「複製の概要」画面には、ウィザードで指

定した複製スクリプトの設定が表示され

ます。

• 「コピー元」には、複製するドライブや

フォルダが一覧されます。

• 「選択」には、複製するファイルの種類

が一覧されます。

• 「宛先」には、データのコピー先となる

ドライブまたはフォルダの名前が表示

されます。

• 「スケジュール」には、複製スクリプト

が実行される曜日と時刻が一覧されま

す。

複製スクリプトの設定を変更するには、

「前へ」をクリックします。

スクリプトの設定を保存するには、「完

了」をクリックします。スクリプト設定

を保存して、ただちにスクリプトを実行

するには、「今すぐバックアップ」チェッ

クボックスをチェックして「終了」をク

リックします。

警告： 複製を実行すると、複製先の既存

ファイルが削除されることがあります。

複製先の既存ファイルは、選択した複製

ファイルによって置き換えられ、すべて

失われてしまいます。複製先に重要な

ファイルが存在しないことを、複製の実

行前に確認してください。
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複製スクリプト設定の編集

複製スクリプトを編集するには、ナビ

ゲーションバーで「自動化」>「スクリプ

トの管理」を選択します。「スクリプト」

ウィンドウで編集するスクリプトを選択

し、「編集」をクリックします。

ヒント： スクリプト設定が高度な設定

モードで表示された場合は、「ウィザード

モードへ切り替える」をクリックすれば、

ウィザードモードで表示されます。

設定を編集するには、「この設定を変更」

を選択して「次へ」をクリックします。

ウィザードモードでの設定の編集方法は、

初に設定したときの方法とほとんど同

じです。詳しくは、128 ページの「ウィ

ザードモードでの複製スクリプトの作成」

を参照してください。

現在のスクリプト設定で複製を実行する

には、「この設定で今すぐ複製」を選択し

て「今すぐ開始」をクリックします。

高度な設定モードで設定を編集するには、

「高度な設定モードに切り替える」をク

リックします。詳しくは、「ウィザード

モードから高度な設定モードへの切り替

え」を参照してください。

ウィザードモードから高度な設定モード
への切り替え

ウィザードモードに含まれていない詳細

オプションを使用するには、「複製ウィ

ザードへようこそ」画面で「高度な設定

モードに切り替える」をクリックします。

複製スクリプトが未設定の場合も、132 
ページの「高度な設定モードでの複製ス

クリプトの作成」で説明されている手順

で、高度な設定モードを利用できます。

複製スクリプトをすでに設定している場

合、その設定は Retrospect に記憶されてお

り、高度な設定モードの概要ウィンドウ

に表示されます。

注： 高度な設定モードでは、ウィザード

モードのすべてのオプションが利用でき

ます。ウィザードから高度な設定モード

に切り替えると、これらのオプションの

設定も、対応するオプションに直接反映

されます。

高度な設定モードでの複製スクリプトの
作成

高度な設定モードには、ウィザードモー

ドでは利用できない、いくつかの強力な

オプションがあります。高度な設定モー

ドに特有の機能は次のとおりです。

• より多くの組み込みセレクタ

• カスタムセレクタの作成と適用

• 複製方法の選択

• 複数のカスタムスケジュールの作成

• ウィザードモードで利用できない多数

のオプション

この項では、複製スクリプトを定義する

手順を説明します。

• 複製スクリプトの作成

• 複製元の設定

• 複製先の設定

• 複製するファイルの選択

• 複製実行オプションの設定

• 実行ユニットの設定

• 複製スクリプト設定の編集

以下で説明するように、スケジュールと

保存の手順はすべてのスクリプトで同じ

です。

• 154 ページの「スクリプトのスケ

ジュール作成」を参照してください。

• 158 ページの「スクリプトの保存」を

参照してください。

複製スクリプトの作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動

化」をクリックしてから、「スクリプト

の管理」ボタンをクリックします。
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スクリプト編集ウィンドウが表示されま

す。

2.「新規」ボタンをクリックして、新規ス

クリプトの作成を開始します。

スクリプト選択ウィンドウが表示されま

す。

3. リストから「複製」を選択して、「OK」

をクリックします。

スクリプト命名ウィンドウが表示されま

す。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」

をクリックします。 

入力したスクリプト名がウィンドウに表

示されます。

ヒント： Retrospect の複製ウィザードが表

示された場合は、「高度な設定モードに切

り替える」をクリックしてください。

この「スクリプト」ウィンドウは、基本

複製の概要ウィンドウとほぼ同じで、元

ボリューム、宛先ボリューム、ファイル

の選択基準、オプションが表示されます。

これはスクリプトであるため、スケ

ジュール情報も含まれます。

5. 内容を変更するには、以下の該当する

ボタンをクリックします。

「元ボリューム」では、元ボリュームを選

択できます。

「宛先」では、宛先ボリュームを選択でき

ます。」を参照してください。

「選択」では、セレクタを選択し、バック

アップするファイルおよびフォルダを選

択する条件を指定します。

「オプション」をクリックすると、検証機

能、データ圧縮、その他のオプションの

オン、オフを切り替えることのできるオ

プションウィンドウが表示されます。

「スケジュール」では、スクリプトの実行

日時や間隔を指定します。

複製元の設定

新規スクリプトのため、「ボリュームが選

択されていません。」と表示されます。 

1.「元ボリューム」ボタンをクリックしま

す。

「ソース選択」ウィンドウが表示されます。

2. 複製元のボリュームを選択して「OK」

をクリックします。 

「ソース選択」ウィンドウの使い方につい

ては、332 ページ以降の「ボリュームの操

作」を参照してください。

複製先の設定

複製操作の場合、宛先はバックアップ

セットではなくボリューム（元ボリュー

ム以外）です。

1.「宛先」ボタンをクリックします。 

「宛先ボリューム選択」ウィンドウが表示

されます。
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2. ファイルのコピー先となるボリューム

を選択します。

3. リストボックスから複製方法（宛先ド

ライブの既存の内容に対する操作）を

選択します。

「ボリューム全体を置き換える」は、複製

先ボリュームの内容全体を、複製元ボ

リュームの選択したファイルとフォルダ

で置き換えます。複製先ボリューム上に

同一ファイルがある場合は複製されませ

ん。これは、デフォルトのオプションで

す。

「対応するファイルと置き換える」は、選

択したファイルとフォルダを複製先ボ

リュームにコピーします。複製元ボ

リュームと複製先ボリュームの双方に同

じファイルが存在する場合は、常に複製

先のファイルが上書きされます。要複製

のマークの付いたファイルとまったく同

じファイル、および要複製のマークの付

いたファイルとファイル名および場所が

一致しないファイルは、いっさい変更さ

れません。

「複製元ファイルが新しい場合のみ置き換

える」は、選択したファイルとフォルダ

を複製先ボリュームにコピーします。複

製元ボリュームと複製先ボリュームの双

方に存在するファイルについては、複製
元のファイルが新しい場合のみ、複製先

のファイルが上書きされます。要複製の

マークの付いたファイルとまったく同じ

ファイル、および要複製のマークの付い

たファイルとファイル名および場所が一

致しないファイルは、いっさい変更され

ません。

「存在しないファイルのみ複製する」は、

選択したファイルとフォルダのうち、複

製先ボリュームに存在しないものだけを

コピーします。複製先ボリュームにある

ファイルとフォルダは、いっさい変更さ

れません。

警告： 複製操作では、宛先ボリューム上

の既存ファイルが置き換えられたり、削

除されたりすることがあります。設定を

継続する前に、重要なファイルを上書き

したり、削除することがないように確認

してください。

4. 宛先ボリュームの選択が完了したら、

「OK」をクリックします。

複製するファイルの選択

デフォルトでは、元ボリュームのすべて

のファイル（キャッシュファイルを除く）

が選択されます。別の定義済みセレクタ

を選択したり、カスタムセレクタを作成

して、一部のファイルだけを選択するこ

ともできます。 

1.「選択」ボタンをクリックします。

2. セレクタをクリックしたら、「OK」を

クリックします。

「追加選択」をクリックして、Retrospect 
のファイル選択基準を使用して、カスタ

ムセレクタを作成することもできます。

セレクタについては、345 ページ以降の

「セレクタの使い方」を参照してくださ

い。

注： セレクタは、どのファイルが複製の

対象となるかを決めるのに使用されるも

ので、実際にコピーされるファイルを決

めるものではありません。たとえば、「す

べてのファイル」を選択した場合、元ボ
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リュームの全ファイルと宛先ボリューム

の既存ファイルとが比較されます。一致

するファイルは、元ボリュームから宛先

ボリュームにコピーされません。 

複製実行オプションの設定

「オプション」ボタンをクリックすると、

検証、バックアップレポートの更新、そ

の他のオプションを設定できるオプショ

ンウィンドウが表示されます。オプショ

ンについての詳細は、278 ページ以降の

「実行オプション」で説明します。たとえ

ば、ファイルを元ボリュームから宛先に

単にコピーするのではなく、移動するオ

プションなどがあります

実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応

した製品である場合には、この操作に使

用する実行ユニットを指定（または「任

意の実行ユニット」を選択）できます。

概要ウィンドウのリストボックスで選択

を行います。詳しくは、188 ページの「実

行ユニットの割り当て」を参照してくだ

さい。

複製スクリプト設定の編集

複製スクリプトを編集するには、ナビ

ゲーションバーで「自動化」>「スクリプ

トの管理」を選択します。「スクリプト」

ウィンドウで編集するスクリプトを選択

し、「編集」をクリックします。

注： スクリプト設定がウィザードモード

に表示された場合は、「高度な設定モード

に切り替える」をクリックすれば、高度

な設定モードに表示されます。

設定を変更する場合は、元ボリューム、

宛先、ファイル選択基準、オプション、

およびスケジュールを、適切なボタンを

クリックして変更します。高度な設定

モードでの設定の編集方法は、 初に設

定したときの方法とほとんど同じです。

詳しくは、132 ページの「高度な設定モー

ドでの複製スクリプトの作成」を参照し

てください。

ウィザードモードで設定を編集するには、

「ウィザードモードに変更」をクリックし

ます。詳しくは、「高度な設定モードから

ウィザードモードへの切り替え」を参照

してください。

高度な設定モードからウィザードモード
への切り替え

複製スクリプトの設定は、作成時と同じ

モードで編集することが Retrospect 推奨されま

す。モードを切り替えることは可能です

が、ウィザードモードに存在しない高度

なオプションが、Retrospect でどのように

扱われるかを理解しておくことが重要で

す。

高度な設定モードの概要ウィンドウで

「ウィザードモードに変更」をクリックす

れば、必要に応じて随時、ウィザード

モードに戻ることができます。

高度な設定モードでスクリプトを編集し

た場合は、モードの切り替え前に変更を

保存するかどうかが尋ねられます。
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スクリプト設定を変更していない場合は、

ウィザードモードの「複製ウィザードへ

ようこそ」画面に切り替わり、現在の複

製設定の概要が表示されます。

高度な設定モードには、ウィザードモー

ドでは利用できないオプションが含まれ

るため、ウィザードモードへの切り替え

時には、これらのオプションの設定を保

持するか、あるいは破棄する必要があり

ます。対象となる主なオプションは次の

とおりです。

• 複製方法

• セレクタ

• 実行オプション

• スケジュール

• 実行ユニット

複製方法

高度な設定モードで宛先を選択する際に

は、ファイルの複製に使用する方法を指

定できます。次のいずれかの方法を選択

できます。

• ボリューム全体を置き換える

• 対応するファイルと置き換える

• 複製元ファイルが新しい場合のみ置き

換える

• 存在しないファイルのみ複製する

ウィザードモードでは複製方法は指定で

きません。常に「ボリューム全体を置き

替える」が使用されます。

それぞれの複製方法の違いについての詳

細は、133 ページの「複製先の設定」を参

照してください。

セレクタ

高度な設定モードには、ウィザードモー

ドでは利用できない、いくつかの高度な

組み込みセレクタがあります。さらに、

高度な設定モードでは、カスタムセレク

タを作成し、使用することもできます。

ウィザードモードにないセレクタを選択

した後、「ウィザードモードに変更」をク

リックすると、それらの高度なセレクタ

はそのまま保持され、複製の実行時に適

用されます。

そのような場合、ウィザードモードの

「複製ウィザードへようこそ」画面には、

「選択」フィールドに（高度な設定モード
で作成されました）というメッセージが

表示されます。

また、複製設定を編集すると、「複製する

ファイルの種類は何ですか ?」画面に、新

しいオプションが表示されます。

• 高度なセレクタを保持するには、「高度

な設定モードの選択を保持」を選択し

ます。 

• 高度なセレクタを破棄して新しいセレ

クタを使用する場合は、「次を選択」を

選択し、新しいオプションを選択しま

す。
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実行オプション

高度な設定モードには、検証などウィ

ザードモードでは利用できない多数の実

行オプションがあります。

ウィザードモードにない実行オプション

を選択した後、「ウィザードモードに変

更」をクリックすると、それらの高度な

実行オプションはそのまま保持され、複

製の実行時に適用されます。

警告： ウィザードモードの「複製ウィ

ザードへようこそ」画面には、高度な実

行オプションが複製に含まれているかど

うかは明示されません。高度な実行オプ

ションの有無を調べるには、いったん高

度な設定モードに切り替えて、「オプショ

ン」の設定を確認する必要があります。

スケジュール

高度な設定モードには、ウィザードモー

ドでは利用できないスケジュールオプ

ションがあります。たとえば、種類の異

なる複数のスケジュールを作成したり、1 
つのスクリプトに複数のスクリプトを作

成することができます。詳しくは、154 
ページの「スクリプトのスケジュール作

成」を参照してください。

ウィザードモードで利用できないスケ

ジュールオプションを指定した後、「ウィ

ザードモードに変更」をクリックしても、

それらのオプションは保持されます。

そのような場合、ウィザードモードの

「バックアップウィザードへようこそ」画

面には、（高度な設定モードで作成されま
した）という文字列が「スケジュール」

フィールドに表示され、さらにスケ

ジュールがウィザードモードで編集でき

ないことを知らせるメッセージも表示さ

れます。

また、バックアップ設定を編集すると、

「いつ複製しますか ?」画面に、新しいオ

プションが表示されます。

• 高度な設定モードで設定したスケ

ジュールを保持する場合は「既存のス

ケジュールを維持」を選択します。

• 高度な設定モードで設定したスケ

ジュールを破棄し、スケジュールを持

たないスクリプトを設定する場合は

「スケジュールなし」を選択します。

• 高度な設定モードで設定したスケ

ジュールを破棄し、新たにスケジュー

ルを設定する場合は「現在のスケ

ジュールを変更」を選択します。

実行ユニット

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応

した製品の場合、複製スクリプトに使用

する実行ユニットを、高度な設定モード

で指定できます。 
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特定の実行ユニット（「任意の実行ユニッ

ト」以外）を選択して「ウィザードモー

ドへ切り替える」をクリックすると、実

行ユニットの情報はそのまま保持され、

選択した実行ユニットが複製スクリプト

の実行時に使用されます。

注： ウィザードモードの「複製ウィザー

ドへようこそ」画面には、スクリプトで

特定の実行ユニットが選択されているか

どうかは明示されません。特定の実行ユ

ニットが選択されているかどうかを調べ

るには、いったん高度な設定モードに切

り替えて設定を確認する必要があります。

スクリプトによるアーカイブ

アーカイブによって、ほとんど使用しな

いファイルをハードディスクから削除し、

そのファイルのコピーをストレージメ

ディアで保管することができます。

アーカイブスクリプトの作成方法と使い

方は、バックアップスクリプトとほとん

ど同じです。 

詳しくは、121 ページ以降の「高度な設定

モードでのバックアップスクリプトの作

成」を参照してください。

この項では、アーカイブスクリプトと

バックアップスクリプトの違いについて

説明します。

アーカイブスクリプトはバックアップス

クリプトと似ていますが、主に以下の 3 つ
の違いがあります。

• バックアップスクリプトは複数の宛先

バックアップセットに対応しますが、

アーカイブスクリプトは 1 つの宛先

バックアップセットのみに対応します。

• アーカイブスクリプトには、バック

アップスクリプトでは利用できない追

加のオプションがあります。アーカイ

ブスクリプトの場合、ファイルを元ボ

リュームから宛先へ単にコピーするの

ではなく、移動することができます。

「ファイル移動」オプションについて詳

しくは、281 ページを参照してくださ

い。

• アーカイブスクリプトは、デフォルト

では、選択したファイルをすべて元ボ

リュームから宛先へコピー（または移

動）します。バックアップスクリプト

のデフォルトでは、宛先にまだ存在し

ないファイル、または前回のコピー以

降に修正されているファイルのみがコ

ピーされます。

注： どちらの場合も、一致ファイルの扱

いを変更することで、デフォルトの動作

を変更できます。詳しくは、286 ページの

「照合実行オプション」を参照してくださ

い。

アーカイブに関するその他の情報につい

ては、76 ページの「アーカイブに関する

ヒント」を参照してください。

スクリプトによる復元

通常、いつファイルを復元する必要が生

じるかは前もってわかりませんが、復元

スクリプトが役に立つ状況はいくつかあ

ります。たとえば学校のコンピュータラ

ボで、共通の元ボリュームからハード

ディスクを毎晩復元する場合に使用する

復元スクリプトを作成できます。

復元スクリプトの定義手順は、以下のと

おりです。

• 復元スクリプトの作成

• 復元元の設定

• 復元先の設定

• 復元するファイルの選択

• 復元実行オプションの設定

• 実行ユニットの設定
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以下で説明するように、スケジュールと

保存の手順はすべてのスクリプトで同じ

です。

• 154 ページの「スクリプトのスケ

ジュール作成」を参照してください。

• 158 ページの「スクリプトの保存」を

参照してください。

復元スクリプトの作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動

化」をクリックしてから、「スクリプト

の管理」ボタンをクリックします。

スクリプト編集ウィンドウが表示されま

す。

2.「新規」ボタンをクリックして、新規ス

クリプトの作成を開始します。

スクリプト選択ウィンドウが表示されま

す。

3. リストから「復元」を選択して、「OK」

をクリックします。

スクリプト命名ウィンドウが表示されま

す。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」

をクリックします。 

入力したスクリプト名がウィンドウに表

示されます。

この「スクリプト」ウィンドウは、基本

復元の概要ウィンドウとほぼ同じで、元

バックアップセット、宛先ボリューム、

ファイルの選択基準、オプションが表示

されます。これはスクリプトであるため、

スケジュール情報も含まれます。

5. 内容を変更するには、以下の該当する

ボタンをクリックします。

「元ボリューム」では、復元元のバック

アップセットと関連するスナップショッ

トを指定できます。

「宛先」では、宛先ボリュームを選択でき

ます。

「選択」では、セレクタを選択し、復元す

るファイルおよびフォルダを選択する条

件を指定します。

「オプション」では、さまざまなオプショ

ンを指定できます。たとえば、復元され

たすべてのファイルの「修正日」を現在

の日時に自動変更することができます。

「スケジュール」では、スクリプトの実行

日時や間隔を指定します。

復元元の設定

これは新しいスクリプトなので、スクリ

プトのサマリウインドウには「バック

アップセットが選ばれていません」とい

うメッセージが表示されます。 

1.「元ボリューム」をクリックして、バッ

クアップセットとそのスナップショッ

トがリスト表示されたウィンドウを表

示します。
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2. このウィンドウの上部で、復元元にす

るスナップショットが含まれるバック

アップセットを選択します。 

注： 探しているバックアップセットがリ

ストに表示されていない場合、「更に」ボ

タンをクリックし、追加のバックアップ

セットのカタログファイルを開くか再作

成してそのバックアップセットにアクセ

スします。

3. ウィンドウの下部で、スナップショッ

トを選択します。

各スナップショットの日時が表示されて

います。

注： 探しているスナップショットがリス

トに表示されていない場合、「スナップ

ショットを追加」ボタンをクリックして、

ストレージメディアから追加のスナップ

ショットを取り込みます。

4.「OK」をクリックして続けます。 

バックアップセットおよびスナップ

ショットの日時、およびボリューム名が

スクリプトウィンドウにリスト表示され

ます。

復元先の設定

これは新しいスクリプトなので、スクリ

プトのウィンドウには「ボリュームが選

ばれていません」というメッセージが表

示されます。

1.「宛先」ボタンをクリックします。

「宛先ボリューム選択」ウィンドウが表示

されます。

2. ファイルの復元先となるボリュームを

選択します。

3. リストボックスから復元方法を選択し

ます。

「ボリューム全体を復元」は、宛先ボ

リュームのディスクを、復元元のスナッ

プショットと完全に同じ状態にします。

これは、復元対象としてマークされたも

のと一致しないファイルおよびフォルダ
を宛先ボリュームから削除し、マークさ

れたファイルと同じファイルは現状のま

ま残します。それ以外のすべてのファイ

ルとフォルダは、フォルダ階層を維持し

たまま、スナップショットから宛先ボ

リュームにコピーします。これは「ボ

リューム全体を復元」を選択した場合の、

デフォルトの復元処理です。スナップ

ショットと宛先ボリュームがどちらもシ

ステムボリュームの場合、このオプショ

ンを選択すると、レジストリとシステム

情報もデフォルトでスナップショットか

ら復元されます。

注： オペレーティングシステムのクラッ

シュを防止するために、「ボリューム全体

を復元」ではアクティブな Windows シス

テムを削除しません。また、Mac OS クラ

イアントの起動用のシステムフォルダも

削除しません。
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「対応するファイルと置き換える」は、選

択したすべてのファイルをスナップ

ショットから復元します。復元元のス

ナップショットと宛先ボリュームの双方

に存在するファイルについては、宛先ボ

リュームのファイルが上書きされます。

宛先ボリュームにある対応するファイル

（同一のファイル）は、スナップショット

のファイルより古いかどうかに関係なく、

常にスナップショットから取り込まれた

ファイルで上書きされます。ファイルが

要復元のマークの付いたファイルと同一

の場合、またはこれらのファイルへのパ

スが一致しない場合には、それらのファ

イルはそのまま残ります。このオプショ

ンを選択し、さらに「システム状態の復

元」実行オプションを選択すると、レジ

ストリとシステム状態情報がスナップ

ショットから復元されます（スナップ

ショットと宛先ボリュームがどちらもシ

ステムボリュームの場合）。

「バックアップが新しい場合のみ置き換え

る」は、スナップショットから選択した

ファイルのうち、宛先ボリュームに存在

しないすべてのファイルを復元し、宛先

ボリュームとスナップショットの双方に

存在するファイルについては、スナップ

ショットのファイルが新しい場合のみ、

宛先ボリュームのファイルを上書きしま

す。このオプションを選択し、さらに

「システム状態の復元」実行オプションを

選択すると、レジストリとシステム状態

情報がスナップショットから復元されま

す（スナップショットと宛先ボリューム

がどちらもシステムボリュームの場合）。

「存在しないファイルのみ復元する」は、

スナップショットから選択したファイル

のうち、宛先ボリュームに存在しないす

べてのファイルを復元します。宛先ボ

リュームの既存ファイルは上書きしませ

ん。宛先ボリュームとスナップショット

の双方に存在するファイルは復元されず、

宛先ボリュームのファイルがそのまま残

されます。このオプションを選択し、さ

らに「システム状態の復元」実行オプ

ションを選択すると、レジストリとシス

テム状態情報がスナップショットから復

元されます（スナップショットと宛先ボ

リュームがどちらもシステムボリューム

の場合）。

注： レジストリとシステム状態だけを復

元するには、「存在しないファイルのみ復

元する」を選択し、さらに「選択した

ファイル」をクリックして、ファイルを 1 
つも選択していないことを確認します。

その後、「オプション」>「追加選択」を

クリックして、「システム状態の復元」

チェックボックスをチェックします。

「ファイルとフォルダを復元する」は、宛

先ボリューム上にバックアップセットと

同じ名前を持つ新規フォルダを作成し、

スナップショットから選択したすべての

ファイルを、スナップショットのフォル

ダ階層を維持したまま、そのフォルダ内

にコピーします。置き換えられたり、上

書きされたりすることはありません。こ

れは「ファイルとフォルダを復元する」

を選択した場合の、デフォルトの復元処

理です。このオプションでは、レジスト

リとシステム状態情報は復元されません。

「ファイルのみ復元」は、宛先ボリューム

上にバックアップセットと同じ名前を持

つ新規フォルダを作成し、スナップ

ショットから選択したすべてのファイル

を、そのフォルダにコピーします。ス

ナップショットのフォルダ階層は維持さ
れません。置き換えられたり、上書きさ

れたりすることはありません。このオプ

ションでは、レジストリとシステム状態

情報は復元されません。

警告： 「ボリューム全体を復元」や「対

応するファイルと置き替える」、または

「バックアップが新しい場合のみ置き換え

る」を実行すると、宛先ボリュームの

データが破壊されることがあります。こ

れらのいずれかの方法を選択する場合は、

宛先ボリューム上のファイルを削除した
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り、置き換えたりしてもかまわないこと

を確認してください。

4.「OK」をクリックします。

復元するファイルの選択

デフォルトでは、元バックアップセット

のすべてのファイルが選択されます。事

前定義済みの別のセレクタを選択したり、

カスタムセレクタを作成して、全ファイ

ルのサブセットを選択することができま

す。 

1.「選択」ボタンをクリックします。

2. セレクタをクリックしたら、「OK」を

クリックします。

「追加選択」をクリックして、Retrospect 
のファイル選択基準を使用して、カスタ

ムセレクタを作成することもできます。

セレクタについては、345 ページ以降の

「セレクタの使い方」を参照してくださ

い。

注： セレクタは、どのファイルが復元の

対象となるかを決めるのに使用されるも

ので、実際に復元されるファイルを決め

るものではありません。たとえば、「すべ

てのファイル」を選択した場合、元バッ

クアップセットの全ファイルと宛先ボ

リュームの既存ファイルとが比較されま

す。一致するファイルは、元バックアッ

プセットから宛先ボリュームにコピーさ

れません。

復元実行オプションの設定

「オプション」ボタンをクリックして、オ

プションウィンドウを表示します。「追加

選択」をクリックすると、278 ページ以降

の「実行オプション」に詳しく説明され

ているさまざまなオプションを指定でき

ます。 

「日付の修正更新」オプションは、復元操

作の場合にのみ利用できます。詳しくは、

282 ページの「ファイル実行オプション」

を参照してください。

実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応

した製品である場合には、この操作に使

用する実行ユニットを指定（または「任

意の実行ユニット」を選択）できます。

概要ウィンドウのリストボックスで選択

を行います。詳しくは、188 ページの「実

行ユニットの割り当て」を参照してくだ

さい。

スクリプトによるバックアップセッ
ト転送

1 つ以上のバックアップセット内のすべて

のファイルとスナップショットを、新規

または既存の 1 つのバックアップセットに

定期的にコピーする必要がある場合は、

バックアップセット転送スクリプトを作

成して操作を自動化することができます。

スナップショット転送スクリプトは、次

の用途に使用できます。

• バックアップセットのクローンの作成

• メディアの不具合に対する予防措置

• 運用環境外での保管

• 新しいバックアップサイクルの開始

• 複数のバックアップセットの一体化

バックアップセット転送スクリプトでは、

転送元のファイルと転送先の既存ファイ

ルがデフォルトで照合され、必要なファ

イルだけがコピーされます。転送先にす

でに存在するスナップショットとファイ

ルは、いっさい変更されません。

バックアップセット転送スクリプトには、

プレビュー機能はありません。手作業で

ファイルを選択する代わりに、セレクタ

を使用しなければなりません。

バックアップセット間でファイルを転送

するときは、両方のバックアップセット

が同じタイプのメディアに存在する場合

でも、それらのメディアを挿入するテー

プドライブや CD/DVD ドライブは別にす
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る必要があります。ただし、ファイル

バックアップセットの場合は、個別の

バックアップデバイスという要件は適用

されません。

ヒント： バックアップセットごとに別の

ドライブを用意できない場合は、ディス

クバックアップセットにファイルを一時

的にコピーしてから、それを宛先バック

アップセットにコピーすることができま

す。

バックアップセット転送スクリプトの作

成手順は、以下のとおりです。

• バックアップセット転送スクリプトの

作成

• 転送元バックアップセットの選択

• 転送先バックアップセットの選択

• 転送するファイルの選択

• 追加オプションの設定

• 実行ユニットの設定

以下で説明するように、スケジュールと

保存の手順はすべてのスクリプトで同じ

です。

• 154 ページの「スクリプトのスケ

ジュール作成」を参照してください。

• 158 ページの「スクリプトの保存」を

参照してください。

バックアップセット転送スクリプトの
作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動

化」をクリックしてから、「スクリプト

の管理」ボタンをクリックします。

スクリプト編集ウィンドウが表示されま

す。

2.「新規」ボタンをクリックして、新規ス

クリプトの作成を開始します。

スクリプト選択ウィンドウが表示されま

す。

3. リストから「バックアップセット転送」

を選択して、「OK」をクリックします。

スクリプト命名ウィンドウが表示されま

す。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」

をクリックします。 

入力したスクリプト名がウィンドウに表

示されます。

この「スクリプト」ウィンドウは、基本

バックアップセット転送の概要ウィンド

ウとほぼ同じで、元バックアップセット、

宛先バックアップセット、ファイルの選

択基準、オプションが表示されます。こ

れはスクリプトであるため、スケジュー

ル情報も含まれます。 

5. 内容を変更するには、以下の該当する

ボタンをクリックします。

「元ボリューム」では、1 つ以上のバック

アップセットを選択できます。

「宛先」では、宛先バックアップセットを

選択できます。

「選択」では、セレクタを選択し、転送す

るファイルおよびフォルダを選択する条

件を指定します。

「オプション」では、検証やデータ圧縮な

ど、さまざまなオプションを指定できま

す。

「スケジュール」では、スクリプトの実行

日時や間隔を指定します。
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転送元バックアップセットの選択

これは新しいスクリプトなので、スクリ

プトの概要ウィンドウの「元ボリューム」

の部分には「バックアップセットが選ば

れていません」というメッセージが表示

されます。 

1.「元ボリューム」ボタンをクリックし

て、「バックアップセットの選択」ウィ

ンドウを表示します。

2. 転送するデータが入ったバックアップ

セットを 1 つ以上選択します。 

探しているバックアップセットがリスト

に表示されていない場合、「更に」ボタン

をクリックし、追加のバックアップセッ

トのカタログファイルを開くか再作成し

てそのバックアップセットにアクセスし

ます。

注： バックアップセット転送スクリプト

は、転送元のバックアップセットにある

すべてのスナップショットと関連ファイ

ルを、転送先のバックアップセットにコ

ピーします。この動作はスナップショッ

ト転送スクリプトとは異なります（ス

ナップショット転送スクリプトでは、ア
クティブなスナップショットと関連ファ

イルだけがコピーされます）。詳しくは、

145 ページの「スクリプトによるスナップ

ショット転送」を参照してください。

3.「OK」をクリックします。 

スクリプトウィンドウにそのバックアッ

プセットがリスト表示されます。

転送先バックアップセットの選択

これは新しいスクリプトなので、スクリ

プトウィンドウの「宛先」部分には

「バックアップセットが選ばれていませ

ん」というメッセージが表示されます。

1.「宛先」ボタンをクリックします。

「バックアップセットの選択」ウィンドウ

が表示されます。

2. 宛先バックアップセットを選択します。

すでに転送元として指定したバックアッ

プセットだけが表示されるか、表示され

ているいずれのバックアップセットも、

転送先として望ましくない場合は、「新規

作成」をクリックして新規バックアップ

セットを作成します。詳しくは、298 ペー

ジの「新規バックアップセットの作成」

を参照してください。

注： 宛先バックアップセットと元バック

アップセットは、別のものでなければな
りません。

3.「OK」をクリックします。

転送するファイルの選択

デフォルトでは、転送元バックアップ

セットのすべてのファイルが選択されま

す。事前定義済みの別のセレクタを選択

したり、カスタムセレクタを作成して、
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全ファイルのサブセットを選択すること

ができます。 

1.「選択」ボタンをクリックします。

2. セレクタをクリックしたら、「OK」を

クリックします。

「追加選択」をクリックして、Retrospect 
のファイル選択基準を使用して、カスタ

ムセレクタを作成することもできます。

セレクタについては、345 ページ以降の

「セレクタの使い方」を参照してくださ

い。

追加オプションの設定

Retrospect には、バックアップセット転送

専用の複数の実行オプションがあります。

概要ウィンドウで「オプション」をク

リックすると、スナップショットのコ

ピー、検証、データ圧縮、元バックアッ

プセットの置き換え、およびその他のオ

プションのデフォルト設定を変更できま

す。

これらのオプションの詳細は、282 ページ

の「転送実行オプション」を参照してく

ださい。

「追加選択」ボタンをクリックして、他の

実行オプションにアクセスします。詳し

くは、278 ページの「実行オプション」を

参照してください。

実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応

した製品である場合には、このスクリプ

トに使用する実行ユニットを指定（また

は「任意の実行ユニット」を選択）でき

ます。概要ウィンドウのリストボックス

で選択を行います。詳しくは、188 ページ

の「実行ユニットの割り当て」を参照し

てください。

スクリプトによるスナップショット
転送

1 つ以上のバックアップセット内のスナッ

プショットと関連ファイルを、新規また

は既存の 1 つのバックアップセットに定期

的にコピーする必要がある場合は、ス

ナップショット転送スクリプトを作成し

て操作を自動化することができます。ス

ナップショット転送スクリプトは、次の

用途に使用できます。

• 代用フルバックアップによる新規バッ

クアップセットの開始

• 障害復旧用のオフラインバックアップ

セットの作成

• フルバックアップによるバックアップ

サイクルの開始

スナップショット転送スクリプトは、い

くつかの点でバックアップセット転送ス

クリプトとは異なります。具体的な相違

点は次のとおりです。

• アクティブなスナップショットだけが

転送される（バックアップセット転送

スクリプトではすべてのスナップ

ショットが転送される）。

• 転送するスナップショットをいくつか

の方法で選択できる（バックアップ

セット転送スクリプトでは、常にすべ
てのスナップショットが転送される）。

スナップショット転送では、転送元の

ファイルと転送先の既存ファイルがデ

フォルトで照合され、必要なファイルだ
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けがコピーされます。転送先にすでに存

在するスナップショットとファイルは、

いっさい変更されません。

スナップショット転送スクリプトには、

プレビュー機能はありません。手作業で

ファイルを選択する代わりに、セレクタ

を使用しなければなりません。

バックアップセット間でスナップショッ

トを転送するときは、両方のバックアッ

プセットが同じタイプのメディアに存在

する場合でも、それらのメディアを挿入

するテープドライブや CD/DVD ドライブ

は別にする必要があります。ただし、

ファイルバックアップセットの場合は、

個別のバックアップデバイスという要件

は適用されません。

ヒント： 各バックアップセットに個別の

ドライブがなくても、ハードディスク上

のファイルバックアップセットにスナッ

プショットを一時的にコピーしてから、

それを宛先バックアップセットにコピー

することができます。

スナップショット転送と代用フル

スナップショット転送スクリプトにより、

「代用フル」と呼ばれるバックアップを作

成することができます。スナップショッ

トが次のものに転送される時に代用フル

が作成されます。

• 新規バックアップセット

• 「元カタログファイルを宛先カタログ

ファイルと照合」オプションがオフの

場合の既存バックアップセット

代用フルにより、たとえば 新のスナッ

プショットだけを使用して既存のバック

アップセットから新規のバックアップ

セットをすばやく得ることができます。

これにより、Progressive バックアップの時

間短縮効果を維持したまま、新しいバッ

クアップサイクルを開始できます。それ

以降の同じバックアップセットへのバッ

クアップでは、新規ファイルと変更され

たファイルだけがコピーされます。

転送の完了後、転送先バックアップセッ

トには、フルバックアップした場合と同

じデータが含まれます。つまり、時間の

かかる実際のフルバックアップを実行す

ることなく、同じ結果を得ることができ

ます。

注： 代用フルバックアップの結果は、

新スナップショットの時点におけるフル

バックアップの結果に等しくなります。

それらのスナップショットの作成日時以

降に作成または変更されたファイルや、

新スナップショットに含まれない古い

バージョンのファイルは含まれていませ

ん。

代用フルは、1 つの連続したセッション内

のすべてのファイルを含むバックアップ

セットを作成する場合にも有効です。こ

れにより、ボリューム全体をより迅速に

復元することができます。必要なファイ

ルをすべて探すために複数のセッション

を検索する必要がないからです。

スナップショット転送スクリプトの作成

手順は、以下のとおりです。

• スナップショット転送スクリプトの作

成

• スナップショット転送の転送元の選択

• スナップショット転送の転送先の選択

• 転送するファイルの選択

• 追加オプションの設定

• 実行ユニットの設定

以下で説明するように、スケジュールと

保存の手順はすべてのスクリプトで同じ

です。

• 154 ページの「スクリプトのスケ

ジュール作成」を参照してください。

• 158 ページの「スクリプトの保存」を

参照してください。
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スナップショット転送スクリプトの作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動

化」をクリックしてから、「スクリプト

の管理」ボタンをクリックします。

スクリプト編集ウィンドウが表示されま

す。

2.「新規」ボタンをクリックして、新規ス

クリプトの作成を開始します。

スクリプト選択ウィンドウが表示されま

す。

3. リストから「スナップショット転送」

を選択して、「OK」をクリックします。

スクリプト命名ウィンドウが表示されま

す。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」

をクリックします。 

入力したスクリプト名がウィンドウに表

示されます。

この「スクリプト」ウィンドウは、「基本

スナップショット転送の概要」ウィンド

ウとほぼ同じで、元バックアップセット、

宛先バックアップセット、ファイルの選

択基準、オプションが表示されます。こ

れはスクリプトであるため、スケジュー

ル情報も含まれます。 

5. 内容を変更するには、以下の該当する

ボタンをクリックします。

「元ボリューム」では、転送元のバック

アップセットとスナップショットを指定

できます。

「宛先」では、宛先バックアップセットを

選択できます。

「選択」では、セレクタを選択し、転送す

るファイルおよびフォルダを選択する条

件を指定します。

「オプション」では、検証やデータ圧縮な

ど、さまざまなオプションを指定できま

す。

「スケジュール」では、スクリプトの実行

日時や間隔を指定します。

スナップショット転送の転送元の選択

これは新しいスクリプトなので、スクリ

プトの概要ウィンドウの「元ボリューム」

の部分には「バックアップセットが選ば

れていません」というメッセージが表示

されます。 

1.「元ボリューム」ボタンをクリックし

て、ボリューム選択ウィンドウを表示

します。

2. このボリューム選択ウィンドウ上部に

あるリストで、転送するスナップ

ショットを含むバックアップセットを

選択します。

探しているバックアップセットがリスト

に表示されていない場合、「更に」ボタン

をクリックし、追加のバックアップセッ

トのカタログファイルを開くか再作成し
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てそのバックアップセットにアクセスし

ます。

ウィンドウの下のリストに、選択した

バックアップセットのアクティブなス

ナップショットのリストが、スナップ

ショットの日時とバックアップボリュー

ムの名前と共に表示されます。 

注： スナップショットのリストが表示さ

れるのは、以下のオプションのいずれか

が選択されている場合です。「選択したス

ナップショット」または「選択した個々

の元ボリュームの 新スナップショット」

スナップショットが含まれているのは、

横に日付が表示されているバックアップ

セットだけです。

Retrospect はデフォルトで、カタログファ

イルに登録された 新のスナップショッ

トをボリューム（またはサブボリューム）

ごとに記憶しており、それらのスナップ

ショットがアクティブと見なされます。

スナップショットは新旧を問わず、すべ

てバックアップメディア（テープ、ディ

スク、または CD/DVD）に保存されます。

バックアップやアーカイブの操作が正常

に実行されると、カタログファイル内の

古いスナップショットが新しいものに置

き換えられます。古いスナップショット

は、バックアップメディアにはそのまま

残り、必要に応じて取り込むことができ

ます。

注： グルーミングが有効なディスクバッ

クアップセットの場合は、グルーミング

ポリシーに従って、必要なスナップ

ショットがカタログファイルに保存され

ます。たとえば、グルーミングポリシー

で 新バックアップ 10 件を保存するよう

に指定すると、ボリュームごとに 10 個の

スナップショットがアクティブになりま

す。さらに、手動でロックされたスナッ

プショットもアクティブになります。

3. 転送するスナップショットがリストに

表示されない場合は、「スナップショッ

トを追加」ボタンをクリックします。

このリストには、選択したバックアップ

セット内のすべてのスナップショットが

表示されます。スナップショットを選択

して「取り込み」ボタンをクリックする

と、バックアップセットのメディアから

古いスナップショットがコピーされ、元

ボリュームウィンドウのリストに追加さ

れます（古いスナップショットの取り込

みで、他のメディアの挿入が必要になる

ことがあります）。追加したスナップ

ショットはアクティブになります。

注： すでに使用できる「スナップショッ

ト」を選択すると、「取り込み」ボタンは

無効になります。

4. 転送するスナップショットを 1 つ以上

選択します。

転送元のバックアップセットの選択後は、

転送するスナップショットをいくつかの

方法で選択できます。

• 「個々の元ボリュームの 新スナップ

ショット」は 新のスナップショット

と、アクティブなスナップショットの

リスト内の各ボリューム（またはサブ

ボリューム）に対し関連するファイル

を転送します。つまり、スクリプト実
行時点で 新のスナップショットがす

べて転送されます。 

• 「選択した個々の元ボリュームの 新ス

ナップショット」は 新のスナップ

ショットと、アクティブなスナップ

ショットのリスト内で選択した各ボ

リューム（またはサブボリューム）に

対し関連するファイルを転送します。

つまり、スクリプト実行時点で 新の、

選択したボリューム（またはサブボ

リューム）のスナップショットが転送

されます。

• 「個々の元ボリュームの全アクティブス

ナップショット」はすべてのアクティ
ブなスナップショットと関連するファ

イルを転送します。アクティブなス

ナップショットと元ボリュームのリス

トを表示するには、「選択したスナップ
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ショット」オプションを一時的に選択

します。「個々の元ボリュームの全アク

ティブスナップショット」を再び選択

してから「OK」をクリックしてくださ

い。古いスナップショットをアクティ

ブにするには、「スナップショットを追

加」をクリックします。

• 「選択したスナップショット」ではアク

ティブなスナップショットのリストか

ら選択したスナップショット（および

関連ファイル）だけが転送されます。

複数のスナップショットを選択するに

は、Control キーまたは Shift キーを押し

ながらスナップショットをクリックし

ます。古いスナップショットをアク

ティブにするには、「スナップショット

を追加」をクリックします。

バックアップセットのアクティブなス

ナップショットはバックアップを実行す

るたびに変化するため、「選択した個々の

元ボリュームの 新スナップショット」

オプションはスナップショット転送で非

常に効果的です。 

注： スナップショット転送スクリプトで

は、アクティブなスナップショットだけ

がコピーされます。すべてのスナップ

ショットをコピーする場合は、バック

アップセット転送スクリプトを使用して

ください。詳しくは、142 ページの「スク

リプトによるバックアップセット転送」

を参照してください。

5.「OK」をクリックします。 

バックアップセットとスナップショット

の情報が、ボリューム選択ウィンドウに

表示されます。

転送するスナップショットを追加するに

は、「追加」をクリックします。

元ボリュームを削除するには、そのボ

リュームを選択して「削除」をクリック

します。

選択したバックアップセットとスナップ

ショットに問題がなければ、「OK」をク

リックします。

スナップショット転送の転送先の選択

これは新しいスクリプトなので、スクリ

プトウィンドウの「宛先」部分には

「バックアップセットが選ばれていませ

ん」というメッセージが表示されます。

1.「宛先」ボタンをクリックします。

「バックアップセットの選択」ウィンドウ

が表示されます。

2. 宛先バックアップセットを選択します。

リストに表示されているいずれのバック

アップセットも転送先として望ましくな

い場合は、「新規作成」をクリックして新

規バックアップセットを作成します。詳

しくは、298 ページの「新規バックアップ

セットの作成」を参照してください。

3.「OK」をクリックします。

転送するファイルの選択

デフォルトでは、選択したスナップ

ショット内のすべてのファイルが、転送

先バックアップセットに転送されます。

別のセレクタを選択して、一部のファイ

ルを転送することもできます。

1.「選択」ボタンをクリックします。

2. セレクタをクリックしたら、「OK」を

クリックします。
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「追加選択」をクリックして、Retrospect 
のファイル選択基準を使用して、カスタ

ムセレクタを作成することもできます。

セレクタについては、345 ページ以降の

「セレクタの使い方」を参照してくださ

い。

追加オプションの設定

Retrospect には、スナップショット転送専

用の複数の実行オプションがあります。

概要ウィンドウで「オプション」をク

リックすると、メディアの検証、データ

圧縮、元バックアップセットの置き換え、

およびその他のオプションのデフォルト

設定を変更できます。

これらのオプションの詳細は、282 ページ

の「転送実行オプション」を参照してく

ださい。

「追加選択」ボタンをクリックして、他の

実行オプションにアクセスします。詳し

くは、278 ページの「実行オプション」を

参照してください。

実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応

した製品である場合には、このスクリプ

トに使用する実行ユニットを指定（また

は「任意の実行ユニット」を選択）でき

ます。概要ウィンドウのリストボックス

で選択を行います。詳しくは、188 ページ

の「実行ユニットの割り当て」を参照し

てください。

スクリプトによるグルーミング

グルーミングスクリプトにより、ディス

クスペースの確保をスケジュールするこ

とができます。グルーミングスクリプト

が実行されると、指定したグルーミング

ポリシーに基づき、元ディスクバック

アップセットから古いファイルとフォル

ダが削除されます。グルーミングスクリ

プトがない場合、古いファイルとフォル

ダはさらにディスク容量が要求されるま

で削除されません。 

注： ディスクバックアップセットに対し

てグルーミングを有効にする方法につい

ての詳細は 303 ページの「「オプション」

タブ」を参照してください。

グルーミングスクリプトの作成手順は、

以下のとおりです。

• グルーミングスクリプトの作成

• グルーミングする元ボリュームの選択

• 実行ユニットの設定

以下で説明するように、スケジュールと

保存の手順はすべてのスクリプトで同じ

です。

• 154 ページの「スクリプトのスケ

ジュール作成」を参照してください。

• 158 ページの「スクリプトの保存」を

参照してください。

グルーミングスクリプトの作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動

化」をクリックしてから、「スクリプト

の管理」ボタンをクリックします。

スクリプト編集ウィンドウが表示されま

す。

2.「新規」ボタンをクリックして、新規ス

クリプトの作成を開始します。
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スクリプト選択ウィンドウが表示されま

す。

3. リストから「グルーミング」を選択し

て、「OK」をクリックします。

スクリプト命名ウィンドウが表示されま

す。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」

をクリックします。 

入力したスクリプト名がウィンドウに表

示されます。

5. スクリプトに情報を追加するには、該

当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」では、1 つ以上のバック

アップセットを選択できます。詳しくは、

「グルーミングする元ボリュームの選択」

を参照してください。

「スケジュール」では、スクリプトの実行

日時や間隔を指定します。詳しくは、「ス

クリプトのスケジュール作成」を参照し

てください。

スクリプトウィンドウ内の情報が正しい

場合は、スクリプトを保存できます。詳

しくは、158 ページの「スクリプトの保

存」を参照してください。 

グルーミングする元ボリュームの選択

新しいスクリプトの場合、スクリプトの

概要ウィンドウの「元ボリューム」の部

分には「バックアップセットが選ばれて

いません」というメッセージが表示され

ます。 

1.「元ボリューム」ボタンをクリックし

て、「バックアップセットの選択」ウィ

ンドウを表示します。

注： ディスクバックアップセットだけが

表示されます。他のタイプのメディアで

はグルーミングはサポートされていない

からです。

2. グルーミングするデータが入ったバッ

クアップセットを 1 つ以上選択します。 

探しているバックアップセットがリスト

に表示されていない場合、「更に」ボタン

をクリックし、追加のバックアップセッ

トのカタログファイルを開くか再作成し

てそのバックアップセットにアクセスし

ます。

注： グルーミングが有効ではないバック

アップセットを選択した場合、Retrospect 
はスクリプトの実行時に操作ログにエ

ラーを記録し、その他の元バックアップ

セットのグルーミングを継続します。 

3.「OK」をクリックします。 

スクリプトウィンドウにそのバックアッ

プセットがリスト表示されます。

実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応

した製品である場合には、このスクリプ

トに使用する実行ユニットを指定（また

は「任意の実行ユニット」を選択）でき

ます。概要ウィンドウのリストボックス

で選択を行います。詳しくは、188 ページ
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の「実行ユニットの割り当て」を参照し

てください。

スクリプトによる検証

検証スクリプトにより、バックアップ

セットのメディアの検証をスケジュール

することができます。この「オフライン

検証」はバックアップウィンドウを 大

化するために有効なツールです。手動で

メディアを検証するには、ナビゲーショ

ンバーから「ツール」>「メディアの検

証」を選択します。詳しくは、361 ページ

の「バックアップセットメディアの検証」

を参照してください。

たとえば、ユーザがコンピュータから離

れている夜間にバックアップスクリプト

を完了できない場合には、バックアップ

スクリプトに「No verification」を選択し、

朝に別途検証スクリプトを実行するよう

にスケジュールすることができます。

バックアップスクリプトに検証フェーズ

が含まれなくなるので、より早く終了す

ることになります。 

検証可能な場合、検証スクリプトはバッ

クアップセットメディアのデータを、元

バックアップセットのファイルとバック

アップ時に生成された MD5 とを比較する

ことにより検証します。つまり、バック

アップ元ボリュームにアクセスする必要

がないので、該当するボリュームのス

ローダウンを防止します。 

特定の状況下では、バックアップ時に生

成された MD5 にアクセスしません。

Retrospect 7.5 以前のバージョンを使用して

作成されたすべてのバックアップと、

「バックアップ操作中に MD5 ダイジェス

トを生成」環境設定を無効にして作成さ

れたバックアップが、これに該当します。

詳しくは、320 ページの「検証環境設定」

を参照してください。

この場合、バックアップセットメディア

のすべてのファイルがチェックされて、

読み出し可能であることが確認されます。

注： 検証スクリプトでは、複数のメディ

アにまたがるバックアップを検証する場

合、メディアの再セットが要求されます。

検証スクリプトの作成手順は、以下のと

おりです。

• 検証スクリプトの作成

• 検証元の選択

• 追加オプションの設定

• 実行ユニットの設定

以下で説明するように、スケジュールと

保存の手順はすべてのスクリプトで同じ

です。

• 154 ページの「スクリプトのスケ

ジュール作成」を参照してください。

• 158 ページの「スクリプトの保存」を

参照してください。

検証スクリプトの作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動

化」をクリックしてから、「スクリプト

の管理」ボタンをクリックします。

「スクリプト編集」ウィンドウが表示され

ます。

2.「新規」ボタンをクリックして、新規ス

クリプトの作成を開始します。

「スクリプト選択」ウィンドウが表示され

ます。

3. リストから「検証」を選択して、「OK」

をクリックします。

「スクリプト命名」ウィンドウが表示され

ます。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」

をクリックします。 

入力したスクリプト名がウィンドウに表

示されます。
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5. スクリプトに情報を追加するには、該

当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」では、1 つ以上のバック

アップセットを選択できます。詳しくは、

「検証元の選択」を参照してください。

「オプション」で検証オプションを指定し

ます。詳しくは、「追加オプションの設

定」を参照してください。

「スケジュール」では、スクリプトの実行

日時や間隔を指定します。詳しくは、「ス

クリプトのスケジュール作成」を参照し

てください。

スクリプトウィンドウ内の情報が正しい

場合は、スクリプトを保存できます。詳

しくは、158 ページの「スクリプトの保

存」を参照してください。 

検証元の選択

新しいスクリプトの場合、スクリプトの

概要ウィンドウの「元ボリューム」の部

分には「バックアップセットが選ばれて

いません」というメッセージが表示され

ます。 

1.「元ボリューム」ボタンをクリックし

て、「バックアップセットの選択」ウィ

ンドウを表示します。

2. 検証するデータが入ったバックアップ

セットを 1 つ以上選択します。 

探しているバックアップセットがリスト

に表示されていない場合、「更に」ボタン

をクリックし、追加のバックアップセッ

トのカタログファイルを開くか再作成し

てそのバックアップセットにアクセスし

ます。

3.「OK」をクリックします。 

スクリプトウィンドウにそのバックアッ

プセットがリスト表示されます。

追加オプションの設定

Retrospect には検証スクリプトを指定する

ための実行オプションがあります。

サマリウィンドウで「オプション」をク

リックして、検証するバックアップのデ

フォルト設定を変更します。
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このオプションの詳細は、287 ページの

「検証実行オプション」を参照してくださ

い。

「追加選択」ボタンをクリックして、他の

実行オプションにアクセスします。詳し

くは、278 ページの「実行オプション」を

参照してください。

実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応

した製品である場合には、このスクリプ

トに使用する実行ユニットを指定（また

は「任意の実行ユニット」を選択）でき

ます。概要ウィンドウのリストボックス

で選択を行います。詳しくは、188 ページ

の「実行ユニットの割り当て」を参照し

てください。

スクリプトのスケジュール作成

スクリプトは、いつでも手動で実行でき

ますが、無人でも実行できるように設計

されています。無人で実行するには、ス

クリプトを実行する時間と頻度を指定し

たスケジュールを作成する必要がありま

す。

注： オペレータがいるときにコマンドで

スクリプトを実行する場合は、160 ページ

以降の「スクリプトの手動実行」を参照

してください。

スクリプトのスケジュールは、指定日に

自動実行したり、繰り返し（たとえば、2 
週間ごとに）自動実行したりするように

設定できます。同じスクリプトに対して

複数のスケジュールを設定し、スケ

ジュールごとに異なるバックアップ動作

を指定することもできます。

バックアップ計画全体の一部としてスク

リプトを使用する方法について詳しくは、

264 ページの「バックアップ計画」を参照

してください。

スクリプトをスケジュールするには

1.「スクリプトの概要」ウィンドウで、

「スケジュール」ボタンをクリックしま

す。

「スケジュール」ウィンドウが表示されま

す。

2.「追加」ボタンをクリックします。

3. 追加するスケジュールの種類を指定し

て、「OK」をクリックします。

「曜日指定」では、曜日と週単位の繰り返

し間隔を指定します。複数の曜日を組み

合わせることもできます。たとえば、月

曜と水曜日に実行するスクリプトや、隔

週で実行するスクリプトをスケジュール

できます。週は、開始日が含まれる週の
日曜日に始まることに注意してください。

「繰り返し」では、指定間隔ごとに繰り返

されるスケジュールを定義できます。た

とえば、毎月の 終金曜日、あるいは 2 時
間ごと、のような指定が可能です。

「指定日」では、1 回だけ実行する日時を

指定します。たとえば、「2003 年 4 月 19 
日、6:00 a.m.」のように指定します。
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注： 各スケジュールを自由に組み合わせ

て、スクリプトに設定することができま

す。

4. 155 ページ以降の「スクリプトスケ

ジュールの作成」の説明に従ってスケ

ジュールを作成したら、「OK」をク

リックします。

「スケジュール」ウィンドウが表示されま

す。

5.「追加」をクリックして追加のスケ

ジュールを作成するか、「修正」をク

リックして指定したスケジュールを変

更するか、または「削除」をクリック

して指定したスケジュールを削除しま

す。

6. スクリプトのスケジュールが完了した

ら、「OK」をクリックします。

スクリプトの概要ウィンドウが表示され

ます。

作成したスケジュールに基づいて、次に

スケジュールされている実行が 6 つリスト

表示されます。

スクリプトスケジュールの作成

Retrospect で利用可能なスケジュールのタ

イプには次の 3 つがあります。

• 曜日指定

• 繰り返し

• 指定日

これらのスケジュールにはいくつか共通

要素がありますが、各タイプの作成プロ

セスは若干異なります。

スケジュールの共通要素

すべてのスケジュールタイプに共通のコ

ントロールおよび設定があります。それ

は次のとおりです。

• 開始日時：スクリプトを実行する 初

の日時を指定します。開始日時を変更

するには、変更する部分をクリックし

ます。変更したい項目を選択して、希

望する数値や文字を入力するか、矢印

ボタンをクリックして変更します。

（キーボードの上下矢印キーを押して、

変更することもできます。別の項目に

移動するときは、Tab キーを押してく

ださい。）

• バックアップ動作の種類と宛先：バッ

クアップスクリプトのスケジュールを

作成する場合は、バックアップ動作と

宛先も指定できます。「動作」リスト

ボックスから、「標準」、「新規メン

バー」、「置き替え」、「新規バックアッ

プセット」のいずれかを選択します。

（バックアップスクリプトと転送スクリ

プトのみ）。

「開始日時」スクリプトを実行する 初の

日時を指定します。開始日時を変更する

には、変更する部分をクリックします。

変更したい項目を選択して、希望する数

値や文字を入力するか、矢印ボタンをク



156 RETROSPECT ユーザガイド

リックして変更します。（キーボードの上

下矢印キーを押して、変更することもで

きます。別の項目に移動するときは、Tab 
キーを押してください。）

注： 曜日指定スケジュールの場合、開始

日を指定してもその日にスクリプトが実

行されるわけではありません。たとえ同

じ週であっても実行されません。ウィン

ドウ上部の概要情報をチェックし、スク

リプトが 初に実行される実際の日時を

確認してください。

「バックアップ動作の種類と宛先」バック

アップスクリプトまたは転送スクリプト

のスケジュールを作成する場合は、バッ

クアップ動作も指定できます。「動作」リ

ストボックスから、「標準」、「新規メン

バー」、「書き替え」、「新規バックアップ

セット」のいずれかを選択します。

• 「標準」は典型的な Progressive バック

アップで、新規ファイル、変更された

ファイル、およびバックアップセット

に存在しないファイルを選択し、既存

のメンバーに追加します。

• 「新規メンバー」は、指定されたバック

アップセット内で、新規メンバーの位

置までスキップします。名前が一致す

る既存メンバーか、種類が一致する新

規または消去済みのメディアが使用さ

れます。「新規メンバー」は、ファイル

がバックアップセット内の次のメン

バーにコピーされる点を除けば「標準」

と同様です。

• 「置き替え」は、バックアップセットの

内容を示すカタログの項目を消去し、

バックアップ済みファイルが 1 つもな

い状態にします。次に、バックアップ

セット内の先頭メディアメンバーが検

索され、それが有効な場合は消去され

ます。先頭のメディアメンバーが利用

不可能な場合は、利用できる新規また

は消去済みのメディアが使われます。

元ボリュームから選択したすべてのも

のが、バックアップセットにバック

アップされます。

• 「新規バックアップセット」では、新規

または消去済みのメディアを使用して、

新規バックアップセットを作成します

（以前のバックアップセットと似た名前

が付けられます）。オリジナルのバック

アップセットとカタログは現状のまま

残し、安全な場所に長期間保存するこ

とができます。新規バックアップセッ

トとそのカタログには、連番付きの名

前が付けられます。

バックアップ計画の一環として、メディ

アのローテーションを行うため、スクリ

プトに対して複数のバックアップセット

を指定することもできます。複数の宛先

ボリュームバックアップセットを指定し

た場合は、そのスケジュールで使用する

バックアップセットを「宛先」リストボッ

クスから選択します。

注： スクリプトに 1 つのバックアップセッ

トしか指定されていない場合は、リスト

ボックスは表示されません。

曜日指定スケジュールの使い方

指定曜日にスクリプトを実行したい場合

は、曜日指定スケジュールを使用します。

曜日指定スケジュールを作成するには

1.「スケジュール」ダイアログボックスの

「曜日指定」ラジオボタンを選択しま

す。

2.「OK」をクリックします。

曜日指定スケジュールウィンドウが表示

されます。
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3. 155 ページの「スケジュールの共通要

素」で説明したとおりに、開始日時を

設定します。

注： スクリプトを実行できる期間は、

Retrospect の「スケジュール」環境設定

（313 ページ）で定義されます。この期間

外の実行スケジュールを設定しても、ス

クリプトは作動しません。

必要な場合、バックアップ動作と宛先

バックアップセットを指定します。

4. スクリプトを実行する曜日のチェック

ボックスをクリックします。

5. 繰り返す間隔を週単位で入力します。 

たとえば、「2」と入力すると、隔週でス

クリプトが実行されます。 

6. スケジュールウィンドウの設定がすべ

て終了したら、「OK」をクリックしま

す。

繰り返しスケジュールの使い方

指定した時間、日数、週、または月に一

度の間隔でスクリプトを実行したい場合

は、繰り返しスケジュールを使用します。

繰り返しスケジュールを作成するには

1.「スケジュール」ダイアログボックスの

「繰り返し」ラジオボタンを選択しま

す。

2.「OK」をクリックします。

繰り返しスケジュールウィンドウが表示

されます。

3. 155 ページの「スケジュールの共通要

素」で説明したとおりに、開始日時を

設定します。

注： スクリプトを実行できる期間は、

Retrospect の「スケジュール」環境設定

（313 ページ）で定義されます。この期間

外の実行スケジュールを設定しても、ス

クリプトは作動しません。

必要な場合、バックアップ動作と宛先

バックアップセットを指定します。

4.「繰り返し」リストボックスで、繰り返

しの時間単位（時間、日、週、または

月）を選択します。 

5. 繰り返し間隔を「時間」、「週」、「月」、

または「日」欄に入力します。 

「繰り返し」リストボックスは、入力した

繰り返し間隔を反映したものになります。

6. スケジュールウィンドウの設定がすべ

て終了したら、「OK」をクリックしま

す。
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指定日スケジュールの使い方

指定した日時に 1 回だけスクリプトを実行

したい場合には、指定日スケジュールを

使用します。

指定日スケジュールを作成するには

1.「スケジュール」ダイアログボックスの

「指定日」ラジオボタンを選択します。

2.「OK」をクリックします。

指定日スケジュールウィンドウが表示さ

れます。

3. 155 ページの「スケジュールの共通要

素」で説明したとおりに、開始日時を

設定します。

注： スクリプトを実行できる期間は、

Retrospect の「スケジュール」環境設定

（313 ページ）で定義されます。この期間

外の実行スケジュールを設定しても、ス

クリプトは作動しません。

必要な場合、バックアップ動作と宛先

バックアップセットを指定します。

4. スケジュールウィンドウの設定がすべ

て終了したら、「OK」をクリックしま

す。

スクリプトの保存

すべてのスクリプト設定が指定し終わっ

たら、スクリプトを保存する必要があり

ます。保存には、次の 3 つのオプションが

あります。

• 「保存」：「保存」アイコン  をクリッ

クすると、作成のときに使用した名前

でスクリプトが保存されます。単にス

クリプトの概要ウィンドウの「OK」ボ

タンをクリックすることもできます。

• 「名前を付けて保存」：「名前を付けて保

存」アイコン  をクリックすると、

新しい名前でスクリプトを保存できま

す。一度スクリプトを保存し、設定を

修正した後に「名前を付けて保存」を

選択すると、新しいスクリプトを作成

することができます。

• 「保存と実行」：「保存と実行」アイコン 
 をクリックするとスクリプトが保存

され、「手動によるスクリプト実行」

ウィンドウが表示されます。ここで、

すぐにスクリプトを実行するか、「起動

書類」を作成することができます。 

保存されたスクリプトの実行方法につい

て詳しくは、160 ページ以降の「スクリプ

トの実行」を参照してください。

スケジュールによる操作

スケジュールしたスクリプトは、

Retrospect が監視し、指定した日時に自動

実行されます。スケジュールされている

スクリプトのリストを表示するには、

Retrospect のナビゲーションバーから「ア

クティビティモニタ」をクリックして、

「予定」ボタンをクリックします。
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注： スクリプトを実行できる期間は、

Retrospect の「スケジュール」環境設定

（313 ページ）で定義されます。この期間

外の実行スケジュールを設定しても、ス

クリプトは作動しません。

Retrospect はコンピュータのクロックを

チェックし、スクリプトの次回の実行予

定日と照合します。

Retrospect は、スケジュール済みのスクリ

プトの実行をつねに監視しています。ス

ケジュール済みのスクリプトの実行が目

前にせまっている場合（通常は 12 時間以

内）、Retrospect が自動的に終了すること

はありません。環境設定の内容によって

は、停止も再起動もできません（環境設

定については 316 ページの「スタートアッ

プ環境設定」を参照）。その場合、

Retrospect は起動したまま、スクリプトの

実行を待ちます。

アクティビティモニタの「予定」タブに

ついて詳しくは、180 ページの「「予定」

タブ」を参照してください。

スクリプトのテスト

スクリプトの概要ウィンドウからいつで

もスクリプトの有効性をチェックできま

す。Retrospect では、スクリプトに必要な

情報が欠けていないかどうか、実行の準

備が整っているかどうかをチェックでき

ます。スクリプトにストレージメディア

が必要な場合、利用可能な状態であるこ

とを確認するためにチェックすることも

できます。

スクリプトをテストするには

1. Retrospect ナビゲーションバーから「自

動化」>「スクリプトの管理」を順にク

リックします。

2. テストするスクリプトをダブルクリッ

クします。

スクリプトの概要ウィンドウが表示され

ます。

3. ツールバーの「チェック」アイコン  
をクリックします。

スクリプトの有効性、およびスクリプト

の次回の実行予定日時を報告するダイア

ログボックスが表示されます。

スクリプトが無効である場合、スクリプ

トの問題を示す情報が表示されます。

4. スクリプトが有効でメディアが必要な

場合、「メディアのチェック」ボタンを

クリックしてバックアップデバイスに

必要なメディアが用意されているか確

認することができます。 
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5.「OK」をクリックして、スクリプトの

概要ウィンドウに戻ります。

スクリプトの実行

Retrospect では、次の 2 通りの方法でスク

リプトを実行できます。

• スクリプトの自動実行

• スクリプトの手動実行

スクリプトとのやり取りやスクリプトの

制御について詳しくは、161 ページ以降の

「スクリプトの制御」を参照してくださ

い。

スクリプトの自動実行

154 ページ以降の「スクリプトのスケ

ジュール作成」では、スクリプトを自動

実行するための日時のスケジュール方法

について説明しています。スケジュール

したすべてのスクリプトは、Retrospect が
監視しており、指定した日時に自動実行さ

れます。「アクティビティモニタ」ウィン

ドウ（311 ページの「スケジュールされた

スクリプトの表示」で説明）には、これか

ら予定されているイベントが表示されま

す。

スクリプトの手動実行

スクリプトを手動で起動するには、次の

ような方法があります。

• Retrospect 内からスクリプトを即時実行

します。

• 「起動書類」ファイルを作成します。こ

れによって、オペレータの指示で、デ

スクトップから（またはファイルが保

存されている場所ならどこからでも）

いつでもスクリプトを実行できます。

「手動によるスクリプト実行」ダイアログ

ボックスを使用して、希望の方法を指定

します。「手動によるスクリプト実行」ダ

イアログボックスへのアクセス方法には、

次の 3 つがあります。

• スクリプトの概要ウィンドウのツール

バーから「保存と実行」ボタン  を
クリックします。

• Retrospect の「実行」メニューからスク

リプトを選択します。

• Retrospect のメインツールバーの「スク

リプト実行」ボタン  をクリックし

てスクリプトを選択し、「OK」をク

リックします。

スクリプトを即時実行するには

1.「今すぐ実行」ラジオボタンを選択しま

す。

実行ユニットリストボックスが有効な場

合は、それを使って実行ユニットを選択

すれば、スクリプトと共に保存した選択

より優先させることができます。実行ユ

ニットの詳細については 188 ページの「実

行ユニットの割り当て」を参照してくだ

さい。

実行するスクリプトがバックアップスク

リプトの場合、「動作」リストボックスを

使用してバックアップのタイプを設定し

ます。詳しくは、23 ページの「バック

アップ動作」を参照してください。

バックアップスクリプトに複数の宛先が

ある場合、もう 1 つのリストボックスを使

用して宛先バックアップセットを指定し

ます。
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2.「実行」をクリックします。

起動書類を作成するには

1.「起動書類を作成する」ラジオボタンを

選択します。

実行するスクリプトがバックアップスク

リプトの場合、「動作」リストボックスを

使用してバックアップのタイプを設定し

ます。詳しくは、23 ページの「バック

アップ動作」を参照してください。

バックアップスクリプトに複数の宛先が

ある場合、もう 1 つのリストボックスを使

用して宛先バックアップセットを指定し

ます。

2.「保存」をクリックします。

3. 起動書類の保存場所を「参照」で探し、

ファイル名を入力した後、「保存」をク

リックします。

警告： ファイルの拡張子は変更しないで

ください。起動書類はすべて、拡張子が 
.rrr でなければなりません。

4. デスクトップまたは Windows エクスプ

ローラから起動書類をダブルクリック

して、スクリプトを実行します。

複数のスクリプトを順次実行するには、

複数の起動書類を選択し、「ファイル」メ

ニューから「開く」を選択します。複数

の起動書類を一度に開いた場合、対応す

るスクリプトがアルファベット順に実行

されます。これは起動書類のファイル名

ではなく、スクリプトの名前の順番です。

ヒント： 同じスクリプトについて複数の

起動書類を作成し、それぞれ異なるバッ

クアップ動作と宛先ボリュームバック

アップセットを指定することができます。

スクリプトの制御

自動操作の制御は、基本操作の制御とほ

ぼ同じです。詳しくは、「第 6 章 • 操作の

制御」を参照してください。

スクリプトに固有の環境設定が数多くあ

ります。これらを正しく設定する必要が

あります。スクリプトは無人で実行され

るように設計されており、夜間 Retrospect 
を終了し帰宅した後であっても実行でき

ます。Retrosepct の「スタートアップ」環

境設定で、Retrospect の起動サービスを有

効にしており、Retrospect が自動起動して

スクリプトを実行できるように選択して

いることを確認してください。詳しくは、

316 ページの「スタートアップ環境設定」

を参照してください。

「スタートアップ」環境設定では、

Retrospect が自動起動したときおよびスク

リプトの実行を終了したときの動作を決

めることもできます。デフォルトでは、

Proactive Backup が実行中である場合、ま

たはアプリケーションの先読み時間に実

行される別のスクリプトがスケジュール

されている場合を除いて、Retrospect は終

了します。詳しくは、313 ページの「スケ

ジュール環境設定」を参照してください。

スクリプトを手動で起動した場合、

Retrospect ツールバーの「続けて使用」リ

ストボックスを使用して、実行を終了し

たときの Retrospect の動作を決めることが

できます。デフォルトでは、何も行われ

ませんが、スクリプトを開始して帰宅し

たい場合、実行完了時に Retrospect を終了

するように選択することができます。

Proactive Buckup が実行中である場合、ま

たは別のスクリプトがアプリケーション

の先読み時間に実行されるようにスケ

ジュールされている場合を除いて、実行

が終了したときに Retrospect は終了（また
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はシャットダウン）します。先読み時間

の指定方法について詳しくは、313 ページ

の「スケジュール環境設定」を参照して

ください。

PROACTIVE BACKUP スクリプト

バックアップスクリプトはパワフルで多

機能なツールですが、変更が定期的に行

われるバックアップ環境では、他のタイ

プの操作、すなわち Proactive Backup を使

用したほうが良い場合があります。通常

のバックアップスクリプトは、ある一定

の順序で特定のボリュームを指定のバッ

クアップセットにコピーします。バック

アップ環境が変わってボリュームまたは

メディアが使用できなくなった場合は、

次の予定の時間までバックアップは行わ

れません。これは、Retrospect に Proactive 
Backup オプションがあるためです。

注： Proactive Backup を利用するには、適

切なライセンスコードが必要です。「設

定」>「ライセンス」の順にクリックする

と、現在のライセンスが表示されます。

新しいライセンスを購入することもでき

ます。

Proactive Backup の利点

Retrospect の Proactive Backup 技術は、ネッ

トワーク構成やディスク構成の変更に柔

軟に対応できます。通常のバックアップ

スクリプトは、明確に定義された元ボ

リューム / 宛先ボリュームバックアップ

セットの固定のスケジュールに従って実

行されますが、Proactive Backup スクリプ

トはリソースの使用可能性やバックアッ

プの必要性に応じて駆動されます。元ボ

リュームは要求に沿った順序でバック

アップされ、一番古くにバックアップさ

れたものが 初にバックアップされます。

ボリュームは、利用可能なバックアップ

セットメディアのうち、 適なものにコ

ピーされます。そのため、Proactive 

Backup スクリプトを使えば、メディアの

選択に関する自由度が増します。

Proactive Backup スクリプトは、ネット

ワーク上でコンピュータとボリュームが

不規則に出現する環境に 適です。たと

えば、ネットワーク上に不規則に出現す

る取り出し可能なディスクやモバイルコ

ンピュータを擁するオフィスでは、新規

ボリュームが使用可能になると、Proactive 
Backup がそのボリュームを認識してバッ

クアップを行います。クライアントユー

ザは、ボリュームのバックアップを開始

することもできます。

Proactive Backup スクリプトは単独で使用

できますが、広範なバックアップ計画を

必要とする場合には、通常のバックアッ

プスクリプトと併用することで 適な結

果を得ることも可能です。

Proactive Backup の機能

Proactive Backup スクリプトは、他の 
Retrospect スクリプトに似ています。スク

リプトを実行しているバックアップコン

ピュータは、予定した実行期間には

「proactive」となり、予定した停止期間に

は待機中となります。Proactive Backup の
動作中はコンピュータを Proactive Backup 
専用にすることで、Proactive Backup の動

作中に他のプログラムが実行されないよ

うにすることもできます。

Proacctive バックアップは、元ボリューム

の 新バックアップに基づいてキューを

生成します。一番古くにバックアップさ

れたボリュームはキューの先頭に移動さ

れ、その他のボリュームは優先順位に

従って降順に配置されます。次に、

Proactive Backup はローカルデスクトップ

を調べてネットワークをポーリングし、

ボリュームを探します。

注： ネットワークポーリングによって

ネットワークのパフォーマンスが低下す

ることはありません。
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Proactive Backup は、ボリュームキューの

先頭から調べて、各元ボリュームが使用

可能かどうか判断します。また、必要に

応じて各ボリュームを 適なバックアッ

プセットにバックアップします。

Retrospect は、ボリュームを処理する際

に、一番新しくバックアップされたボ

リュームをキューの末尾に移動します。

Proactive Backup は、使用可能な元ボ

リュームをすべて現在のバックアップ間

隔でバックアップしたら、ネットワーク

上のクライアントを定期的にポーリング

します。ポーリング処理では、 近出現

したボリュームがチェックされ、クライ

アントユーザがそのボリュームのバック

アップを要求したかどうかチェックされ

ます。この一連の処理で、バックアップ

を要するボリュームは確実にバックアッ

プされます。

バックアップ管理者および Proactive 
Backup の許可があれば、クライアント

ユーザはいつでも、できるだけ早くバッ

クアップすることを要求できます。

Retrospect がそのクライアントを次にポー

リングするときに、「できるだけ早く」の

要求を認識してそのクライアントのバッ

クアップを行います。

Proactive Backup スクリプトの終了時間に

なると、Retrospect は現在のボリュームの

バックアップを続行しますが新規バック

アップは開始しません。スクリプトの終

了時間になると、Retrospect は現在実行中

のバックアップを停止します。スクリプ

トの次の予定開始時刻までは、新規バッ

クアップは一切行いません。

注： 新規メンバー、置き換え、新規バッ

クアップセットのいずれのバックアップ

動作も Proactive Backup スクリプトには不

適切であるため、通常バックアップ動作

だけが使用されます。

Proactive Backup を使用する場合

以下の表では、標準のバックアップスク

リプトと Proactive Backup スクリプトとの

比較を示しています。

機能 バックアップスクリプト Proactive Backup スクリプト

宛先バックアップ
セット

スケジュールに設定された、または実行時
に指定された単一のバックアップセットに
コピーします。メディアを使用できないと
きはコピーできません。メディアのロー
テーションはスクリプトに記述されていま
す。

宛先ボリュームリスト中の使用可能な 適
バックアップセットにコピーします。使用で
きる複数のバックアップセット間で自動メ
ディアローテーションを行います。

元ボリューム 元ボリュームリストの順にボリュームを
バックアップします。バックアップが失敗
すると、次のバックアップは次回のスクリ
プト実行時まで行われません。

終バックアップ日の優先順にボリュームを
バックアップします。バックアップが終了す
るたびに、前に使用できなかったボリューム
も含めて、キューが再チェックされます。

スケジュール バックアップは指定の時間に開始し、 後
の元ボリュームが完了した時点で終了しま
す。必要であれば、バックアップを指定の
時間に終了することもできます。

開始時間から終了時間まで実行します。使用
可能なボリュームのバックアップは必要に応
じて行われます。

ユーザの要求した
バックアップ

できません。 空のフォルダも復元可能です。
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Proactive Backup の使用に適した状況およ

び Proactive Backup に基づくバックアップ

計画の実行については、265 ページの

「ネットワークのバックアップ計画」を参

照してください。

リソースの管理

豊富なリソース（大容量の記憶装置、高

速ネットワーク、強力な長時間運用の

バックアップ用コンピュータ）があり、

元ボリュームが比較的少ない場合、

Proactive Backup は動作時間内に、すべて

のボリュームを完全にバックアップでき

ます。一方、リソースが限られており

（小容量の記憶装置、低速のネットワー

ク、運用時間のほとんどない低速のバッ

クアップ用コンピュータ）、元ボリューム

が比較的多い状況では、動作時間内に各

ボリュームを完全にバックアップするこ

とは困難に思えるかもしれません。幸い、

Retrospect の Proactive Backup は制限された

バックアップリソースを効果的に管理で

きるので、実際にはバックアップのすべ

てを完全に処理することができます。

Proactive Backup のジョブ実行の信頼性

リソースが豊富かどうかに関わりなく、

Proactive Backup は優先度の も高いもの

から順にボリュームをバックアップしま

す。たとえば、100 台のクライアントコン

ピュータをバックアップしなければなら

ない場合に、バックアップ可能な時間が 1 
晩につき 8 時間しかないものとします。こ

の場合は、 初の晩にスクリプトを 8 時間

実行しても 100 クライアントすべてをバッ

クアップすることはできません。した

がって、100 ボリュームをすべてバック

アップし終えるまで、残りのボリューム

は次の晩にバックアップされます。 初

のバックアップを終えたら、Proactive 
Backup はただちにキューを移動して次の

バックアップを行います。

バックアップ管理者は、予想バックアッ

プ時間に基づいて処理日ごとにクライア

ントを複数のグループに分ける必要はあ

りません。Proactive Backup は、予定した

期間で負荷を分散します。

Proactive Backup の大きな特徴は、余分な

努力を払わなくても元ボリュームすべて

をバックアップできるという点です。

悪のケースでは、ボリュームのバックアッ

プ間隔が長くなりすぎて不都合が生じる場

合もありますが、この場合にはもっと多く

のリソースを割り当てる必要があります。

ボリュームのバックアップ回数を増やし

たい場合は、Proactive Backup スクリプト

に追加のリソースを割り当てる必要があ

ります。スクリプトの実行時間を長くす

るか、セレクタでバックアップするファ

イルを制限するか、高速のバックアップ

用コンピュータを使用するか、または

ネットワークを高速化してください。2 台
目のバックアップ用コンピュータにクラ

イアントの半分を効果的に処理するよう

設定すれば、各コンピュータで負荷が半

分に分散されます。

進行状況のモニタリング

定期的にバックアップレポート（270 ペー

ジを参照）をチェックして、バックアッ

プされているボリュームとバックアップ

間隔を確認してください。前回のバック

アップ日から何日が経過したかをボ

リュームごとに示す「経過日数」列は特

に重要です。

注： 各ボリュームの 初のバックアップ

後にプログレッシブバックアップが実行

されると、バックアップ間隔は短くなる

傾向があります。Progressive バックアップ

にかかる時間は、ほとんどのボリューム

でかなり短いので、頻繁に実行できます。

バックアップレポートからバックアップ

イベントを削除すると、バックアップ

キューに入れるボリュームの優先度を評

価する際に、そのバックアップの発生は

考慮されません。したがって、そのボ

リュームには、レポートからの削除前よ
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り高いバックアップ優先度が与えられま

す。

他のスクリプトとのやり取り

同時に実行している複数の Proactive 
Backup スクリプトを使って特定のバック

アップリソースを管理することができま

す。スケジュールが異なる複数のスクリ

プトを使用して、特定のボリュームによ

り高いバックアップ優先度を与えること

も可能です。

たとえば、あるスクリプトを 1 日 18 時間

実行して、販売部門のボリュームをバッ

クアップするものとします。また、別の

スクリプトを 1 日 6 時間実行して、会計部

門のボリュームをバックアップするもの

とします。この場合、販売部門のスクリ

プトではバックアップがおそらくすべて

完了しますが、会計部門のスクリプトで

はわずか 6 時間でボリュームすべてをバッ

クアップするのは無理でしょう。しかし、

もバックアップ処理を必要とするボ

リュームを、比較的新しいバックアップ

を持つボリュームより前にバックアップ

することで、 終的にはこれらのボ

リュームをすべてバックアップすること

ができます。

別の例として、リムーバブルディスク、

ノートブックコンピュータなど、断続的

に使用できるボリュームについて考えて

みましょう。この場合、これらのボ

リュームは 1 日中ランダムに使用可能とな

るので、1 日 24 時間ボリュームをバック

アップするスクリプトを使用することが

できます。 

Proactive Backup 計画の詳細については、

264 ページ以降の「バックアップ計画」を

参照してください。

Proactive Backup 以外のスクリプトは、

Proactive Backup スクリプトの使用中に実

行されるようにスケジュール設定しても、

競合なしに動作できます。 

Proactive Backup に関するヒントと
テクニック

Proactive Backup の機能を 大限に利用す

るには、以下の簡単なガイドラインに従

う必要があります。

適切な Proactive Backup コンピュータの
選択

Proactive Backup 用に使用するコンピュー

タは重要です。Proactive Backup スクリプ

トは、バックアップ専用の（他のファイ

ルサービング / 共有ソフトウェアが稼動し

ていない）コンピュータで 適に機能し

ます。Proactive Backup は、高性能のプロ

セッサを持つバックアップコンピュータ

で 適に動作します。

Proactive Backup が終了しても、バック

アップ用のコンピュータが終了または

シャットダウンすることはありません。

次にスケジュールされた開始時間まで待

機します。

コンテナを元ボリュームとして使用

特にクライアントをバックアップすると

きは、個々のボリュームではなく 
Proactive Backup スクリプトでコンテナ

（333 ページを参照）を使って元ボリュー

ムを指定します。コンテナを使用すると、

クライアントに追加される新規ボリュー

ムはすべて自動的にバックアップに追加

されます。 

バックアップセット間のローテーション

Proactive Backup スクリプトで複数のバッ

クアップセットを作成し、それらすべて

を宛先として使用します。バックアップ

セットのローテーションを行うには、毎

日異なるメディアをバックアップデバイ

スに挿入します。Proactive Backup は、挿

入されたメディアはなんでも使用します。
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新規メディアの導入

定期的に新規バックアップセット バック

アップを実施し、新しいメディアを導入

してください。新規バックアップセット 
バックアップを実施するたびに、古いメ

ディアを運用環境から外して保管します。

次の新規バックアップセット バックアッ

プを実施するまでの間は、カタログの肥

大化を防ぎ、復元操作を迅速に行えるよ

うにするためにも、定期的に書き替え

バックアップを実施してください。

メディアのローテーションや新規メディ

アの導入の際には、通常のバックアップ

スクリプトで Proactive Backup スクリプト

と同じバックアップセットを使用して、

書き替えバックアップまたは新規バック

アップセット バックアップを実行してく

ださい。スケジュールを作成するか、

Retrospect の「実行」メニューから実行す

るか、または起動書類として保存して実

行します。

置き替えバックアップまたは新規バック

アップセット バックアップのバックアッ

プセットを手動で設定する場合は、バッ

クアップセットを設定し、メディア動作

を設定します。詳しくは、303 ページの

「「オプション」タブ」を参照してくださ

い。

メディア利用状態のモニタリング

Proactive Backup では 初にメディア要求

ウィンドウが開かれないため、アクティ

ビティモニタからメディアを監視する必

要があります。「アクティビティモニタ」

>「Proactive」をクリックして、Proactive 
Backup スクリプトを確認します。

Retrospect にメディアが必要な場合には、

「元ボリューム」または「バックアップ

セット」のステータス列に「メディア」

が表示されます。リストボックスから

バックアップを選択すると、使用可能な

メディアがある宛先バックアップセット

と、使用可能なメディアがない宛先バッ

クアップセットが表示されます。必要に

応じてメディアを挿入します。

バックアップセットが新規メディアまた

は消去済みのメディアを必要とする場合、

およびメディアを消去する必要がある場

合は、Proactive Backup を終了し、メディ

アを「設定」> 「デバイス」から消去して、

Proactive Backup を再起動します。

その他のスクリプトで Proactive Backup を
補足

Retrospect では複数の Proactive Backup スク

リプトを同時に実行でき、元ボリューム

と宛先ボリュームを管理することができ

ます。

Proactive Backup を実行しているときに、

それ以外のバックアップスクリプトを実

行できます。これらについては、スケ

ジュールを作成するか、起動書類を使っ

て都合の良いときに実行します。Proactive 
Backup 以外のスクリプトで、書き替え

バックアップや新規バックアップセット 
バックアップを実行し、Proactive Backup 
でバックアップされないボリュームを
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バックアップすれば、Proactive Backup ス
クリプトを補完できます。

テープライブラリを使用

自動テープローディングデバイスと 
Proactive Backup を組み合わせると強力な

ツールになります。ライブラリのマガジ

ン内のテープはすべてバックアップセッ

トの宛先としてバックアップ用に使用で

きます。Proactive Backup は、余分な労力

なしにバックアップセット間のローテー

ションを行います。バックアップが 2 つの

テープにまたがるとき、または新規バッ

クアップセット バックアップで Retrospect 
のメディア制御オプションを設定した場

合には、空のテープまたは消去済みの

テープを使用します。

早期バックアップを許可

デフォルトで、Proactive Backup スクリプ

トは早期バックアップを許可します。要

求元と考えられる元ボリュームのリスト

がポーリングされ、早期のバックアップ

を求めたクライアントが見つかると、こ

の早期バックアップが実行されます。ク

ライアントユーザが自分の Retrospect クラ

イアントコントロールパネルでこのオプ

ションを選択しても、クライアントソフ

トウェアはバックアップコンピュータ上

の Retrospect にメッセージを送信しませ
ん。Retrospect はポーリングの実行時にク

ライアントに接続します。これは、スケ

ジュールされた動作中にバックアップが

行われないときに実行されます。

複数のクライアントのバックアップが予

定されている場合、現在のバックアップ

があるクライアントは、Proactive Backup 
による処理が開始されるまで長時間待機

する場合があります。クライアントユー

ザの「できるだけ早く」のバックアップ

要求に関わりなく、Retrospect は、現在

バックアップが存在しない他のクライア

ントをバックアップします。ポーリング

は、 もバックアップを必要としている

クライアントから開始されます。

詳しくは、278 ページの「Proactive Backup 
の間隔オプション」を参照してください。

ユーザ延期の管理

クライアントユーザが（操作ログに記録

されているように）バックアップを繰り

返し延期する場合は、ユーザにとって都

合の良いとき、たとえば、コンピュータ

を使用していないときにバックアップを

行うようにします。あるいは、カウント

ダウンタイムオプションがゼロのスクリ

プトを作成して、バックアップを延期で

きないようにします。

ボリューム間の優先度の設定

ある重要なボリュームが好ましい頻度で

バックアップされない場合は、スケ

ジュールの異なる複数のスクリプトを作

成してボリューム間で異なる優先度を設

けます。高優先度ボリュームスクリプト

は低優先度ボリュームスクリプトよりも

長い期間実行されるよう、スケジュール

を作成します。高優先度ボリュームに長

い時間を割り当てると、その分だけバッ

クアップが完全に終了する可能性が高く

なります。

ファイル間の優先度の設定

Proactive Backup が元ボリューム全部を完

全にバックアップしきれない場合は、

ファイル間で優先度を設ける方法もあり

ます。もちろん、ファイルとボリューム

の両方に優先度を設けることもできます。

ファイルまたはフォルダ間で優先度を設

ける場合は、異なるセレクタを持つ複数

のスクリプトを使用します。たとえば、

高優先度セレクタにはこれまでの 7 日間に

変更された文書を含むようにし、また低

優先度セレクタにはすべてのファイルを

含むようにします。高優先度スクリプト

は低優先度スクリプトよりも長い期間実

行されるよう、スケジュールを作成しま

す。



168 RETROSPECT ユーザガイド

Proactive Backup スクリプトの作成

この項では、Proactive Backup スクリプト

を作成する手順を説明します。このプロ

セスは、通常のバックアップスクリプト

の作成とほぼ同じですが、Proactive 
Backup スクリプトのスケジュール方法は

異なります。

Proactive Backup スクリプトを作成する
には

1. ナビゲーションツールバーから、「自動

化」をクリックしてから、「Proactive 
Backup」ボタンをクリックします。

「Proactive Backup」ウィンドウが表示され

ます。

2. 新規スクリプトを作成するために「新

規」ボタンをクリックし、名前を入力

して「新規」をクリックします。 

入力したスクリプト名がウィンドウに表

示されます。

この「スクリプト」ウィンドウは、通常

のバックアップスクリプトの概要ウィン

ドウとほぼ同じで、元ボリューム、宛先

バックアップセット、ファイルの選択基

準、オプション、およびスケジュール情

報が表示されます。

3. 内容を変更するには、以下の該当する

ボタンをクリックします。

「元ボリューム」では、元ボリュームの追

加や削除を行います。

「宛先」では、保存先バックアップセット

を選択することができます。

「選択」では、セレクタを選択し、バック

アップするファイルおよびフォルダを選

択する条件を指定します。

「オプション」をクリックすると、検証機

能やデータ圧縮のオン、オフを切り替え

ることのできるオプションウィンドウが

表示されます。

「スケジュール」では、常時または指定日

時に実行するようにスクリプトを設定で

きます。

実行ユニットリストボックス（有効な場

合）では、この Proactive Backup スクリプ

ト用に特定の実行ユニットを選択する

（または任意の実行ユニットを使用する）

ことができます。

Proactive Backup 元の設定

Proactive Backup スクリプト定義の 初の

手順は、元ボリュームの設定です。

1.「元ボリューム」ボタンをクリックしま

す。 

「ソース選択」ウィンドウが表示されます。
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2. 元ボリューム（1 つまたは複数）を選択

した後、「OK」をクリックします。

注： Proactive Backup スクリプトは、ラッ

プトップクライアントボリューム、また

はネットワーク上に不定期に出現する他

のボリュームに特に適しています。

3. 追加の元ボリュームを選択するには

「追加」をクリックします。元ボリュー

ムをリストから削除するには、その元

ボリュームを選択して「削除」をク

リックします。元ボリュームのリスト

が完成したら、「OK」をクリックしま

す。

注： スクリプトに複数の元ボリュームが

含まれる場合、必要性と利用可能性に

従ってバックアップされます。

Proactive Backup 先の設定

バックアップ元を指定した後、データの

宛先バックアップセットを指定する必要

があります。

1.「宛先」ボタンをクリックします。

定義済みのバックアップセットがない場

合には、「バックアップセット作成」ウィ

ザードが起動します。

298 ページの「新規バックアップセットの

作成」の説明に従って新規バックアップ

セットを作成します。新規バックアップ

セットが「バックアップセットの選択」

ウィンドウに表示されます。

定義済みのバックアップセットがある場

合には、「バックアップセットの選択」

ウィンドウが表示されます。

「更に」または「新規作成」をクリックし

て、他のバックアップセットにアクセス

したり、新規バックアップセットを作成

したりすることができます。

2. 1 つまたは複数のバックアップセットを

選択して、「OK」をクリックします。

3. 追加の宛先を選択するには「追加」を

クリックします。バックアップセット

をリストから削除するには、そのバッ

クアップセットを選択して「削除」を

クリックします。宛先のリストが完成

したら、「OK」をクリックします。
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Proactive Backup の対象ファイルの選択

デフォルトでは、元ボリュームのすべて

のファイルが選択されます。事前定義済

みの別のセレクタを選択したり、カスタ

ムセレクタを作成して、全ファイルのサ

ブセットを選択することができます。 

1.「選択」ボタンをクリックします。

2. セレクタをクリックしたら、「OK」を

クリックします。

「追加選択」をクリックして、Retrospect 
のファイル選択基準を使用して、カスタ

ムセレクタを作成することもできます。

セレクタについては、345 ページ以降の

「セレクタの使い方」を参照してくださ

い。

注： セレクタは、どのファイルがバック

アップの対象となるかを決めるのに使用

されるもので、実際にコピーされるファ

イルを決めるものではありません。たと

えば、「すべてのファイル」を選択した場

合、元ボリュームのファイルと宛先バッ

クアップセットの既存ファイルとが比較

された後、新規のファイルまたは変更さ

れたファイルだけがコピーされます。

Proactive Backup オプションの設定

「オプション」ボタンをクリックすると、

元ボリュームをバックアップする頻度や、

早期バックアップを許可するかどうかを

指定できるオプションウィンドウが表示

されます。「追加選択」をクリックして使

用可能なオプションカテゴリをすべて確

認します。カテゴリの多くは、通常の

バックアップスクリプトのカテゴリに対

応しています。Proactive Backup スクリプ

ト固有のカテゴリは、「間隔」、「カウント

ダウン」、および「ポーリング」です。オ

プションについては、278 ページ以降の

「実行オプション」を参照してください。

実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応

した製品である場合には、この操作に使

用する実行ユニットを指定（または「任

意の実行ユニット」を選択）できます。

概要ウィンドウのリストボックスで選択

を行います。詳しくは、188 ページの「実

行ユニットの割り当て」を参照してくだ

さい。

Proactive Backup スクリプトのスケ
ジュール

Proactive Backup スクリプトと通常のバッ

クアップスクリプトの大きな相違点の 1 つ
はスケジュールです。スクリプトの概要

ウィンドウで、「スケジュール」ボタンを

クリックします。 

スケジュールを選択します。

• 「常にアクティブ」は、週に 7 日、1 日 
24 時間スクリプトを実行します。

• 「カスタムスケジュール」は、スクリプ
トのスケジュールをカスタマイズでき
る別のウィンドウを表示します詳しく
は、「スケジュールのカスタマイズ」を
参照してください。
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• 「アクティブにしない」は、スクリプト

の実行を禁止します。

「スキップ」チェックボックスは、

Proactive Backup が指定の時間まで実行し

ないようにします。

スケジュールのカスタマイズ

デフォルトでは、Proactive Backup スクリ

プトは週に 7 日、1 日 24 時間、アクティブ

です。スクリプトをアクティブにする日

時を別に指定したい場合、カスタムスケ

ジュールを作成できます。

「カスタムスケジュール」を選択し、「カ

スタム」をクリックすると、カスタムス

ケジュールウィンドウが表示されます。

これは「スケジュール環境設定」ウィン

ドウに似ていますが、Proactive Backup ス
クリプト固有のものであり、すべての 
Retrospect 実行に関わるものではありませ

ん。

スケジュールが「常にアクティブ」に設

定されていると、前述したように、週に 7 
日、1 日 24 時間がすべて選択されます。

週の中の曜日を選択するには、それをク

リックします。週の中の連続した曜日を

選択するには、クリックしてからドラッ

グします。前の選択を取り消さずに曜日

を選択するには、Shift キーまたは Control 
キーを使って、クリックまたはドラッグ

操作を行います。

時間帯を変更するには、クリックしてか

ら数値を入力するか、コントロールを使

います。

「開始」は、スクリプトが開始される時刻

です。

「終了」は、終了時刻までの期間（時間と

分）です。この期間に現在のバックアッ

プが完了しても、次のバックアップは開

始されません。

「停止」は、このスクリプトのバックアッ

プを完全に停止しなければならない（次

の開始時間までの）時刻です。

ヒント： それぞれの時間は、時間を示す

スケジュールバー上のアイコンをドラッ

グして設定することもできます。ただし、

初は実際に数値を入力して、これらの

コントロールの動作を確認してみてくだ

さい。

時間を変更すると、スクリプトの開始、

終了、および中止時刻を図で表した時間

スケジュールバーも変更されます。

それぞれの曜日の下にも、スケジュール

バーが小さく表示されますが、これには

コントロール機能はありません。

カスタマイズされたスケジュールは、「常

時」および「できない」ボタンで元に戻

すことができます。

Proactive Backup の制御

Proactive Backup および Proactive Backup 
セットを制御する方法は多数あり、

Retrospect アプリケーションと Retrospect 
クライアントの両方から制御できます。
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Proactive Backup は、Retrospect の「実行メ

ニュー」とアクティビティモニタの

「Proactive」タブから制御できます。

Proactive Backup スクリプトは、Retrospect 
クライアントコントロールパネルとアク

ティビティモニタの「Proactive」タブから

制御できます。 

注： Proactive Backup は、Retrospect ツール

バーの「起動続行」リストボックスでの

選択や Retrospect の無人起動環境設定の影

響を受けることはありません。たとえば、

Proactive Backup スクリプトは、処理が完

了しても、終了しません。

実行メニュー

「実行」メニューから、Proactive Backup を
起動 / 停止、有効化 / 無効化することがで

きます。Proactive Backup スクリプトを保

存すると、バックアップコンピュータが 
10 分間アイドル状態になった後、

Proactive Backup が有効になります（スク

リプトスケジュールが「アクティブにし

ない」になっていない場合）。スクリプト

の予定開始時間になると Proactive Backup 
が起動されます。開始時間に Retrospect が
開いていない場合は、自動的に起動しま

す。

次のように、「実行」メニューからコマン

ドを選択して、Proactive Backup を手動で

制御できます。

• Proactive Backup を手動で有効にするに

は、「Proactive Backup を開始」を選択

します。予定した実行時間に、

Proactive Backup スクリプトが実行され

ます。Proactive Backup が起動されてい

るとき、「実行」メニューから

「Proactive Backup を停止」を選択して 
Proactive Backup を停止することができ

ます。

ヒント： アクティビティモニタの

「Proactive」タブの「起動」/「停止」ボタ

ンを使用して、Proactive Backup を起動 /
停止することもできます。

Proactive Backup が停止されると、

Proactive Backup スクリプトは 10 分間、ま

たは Proactive Backup を再び起動するまで

実行されません。

注： Retrospect を終了し、その後で再起動

する（または自動起動される）と、無効

にされていない限り、Proactive Backup は
自動的に（短い遅延の後）起動します。

• 予定された Proactive Backup スクリプト

を実行しないようにするには、「実行」

メニューから「Proactive Backup を無

効」を選択します。

Proactive Backup が無効になっている場合、

「Proactive Backup を開始」または

「Proactive Backup を有効」を選択するまで 
Proactive Backup スクリプトは実行されま

せん。

アクティビティモニタ

アクティビティモニタの「Proactive」タブ

には、Proactive Backup と Proactive Backup 
スクリプトに関する情報があります。
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「Proactive」タブでは、Proactive Backup ス
クリプトの一時停止、Proactive Backup の
起動 / 停止、スケジュールの無効化、およ

びステータスの表示を実行できます。詳

しくは、177 ページの「「Proactive」タブ」

を参照してください。

クライアントコントロールパネル

クライアントコントロールパネルを使用

して、できるだけ早く、または指定時刻

に Proactive Backup を要求することができ

ます。起動しようとしているバックアッ

プをもっと後の時間まで遅らせることも

できます。

詳しくは、219 ページの「Proactive Backup 
の制御」を参照してください。
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章 6

操作の制御

• 操 作 制 御 の 概 要

• 「 停 止 」 ボ タ ン

• ア ク テ ィ ビ テ ィ モ ニ タ

• メ デ ィ ア 要 求 ウ イ ン ド ウ

• 複 数 の 同 時 実 行

これまでは、基本バックアップと自動バックアップ、複製、アーカイブ、復元、

および転送操作の設定と起動方法を解説してきました。この章では、アクティビ

ティモニタを使用して、スケジュールされた操作や実行中の操作を監視および制

御する方法について説明します。また、Retrospect の複数操作の同時実行機能を

活用する方法についても説明します。
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操作制御の概要

Retrospect のアクティビティモニタでは、

実行中の操作、スケジュールされた操作、

待機中の操作を制御できます。さらに、

アクティビティモニタは、実行を終えた

操作に関する情報を提供します。アク

ティビティモニタについて詳しくは、「ア

クティビティモニタ」を参照してくださ

い。

操作を完了するのに必要なメディアが利

用可能でない場合、メディア要求ウィン

ドウが表示されます（Proactive Backup ス
クリプトの場合を除く）。このウィンドウ

について詳しくは、184 ページの「メディ

ア要求ウインドウ」を参照してください。

Retrospect では、複数の操作を同時実行す

ることが可能です。バックアップコン

ピュータとバックアップデバイスが、こ

の機能をサポートしていることが条件で

す。複数の実行について詳しくは、187 
ページの「複数の同時実行」を参照して

ください。

Retrospect のセキュリティ環境設定を使用

してパスワードによる保護を指定した場

合、「ファイル」メニューから「アプリ

ケーションのロック」を選択して、他の

ユーザがパスワードを入力せずに操作を

停止できないようにすることができます。

詳しくは、315 ページの「セキュリティ環

境設定」を参照してください。

「停止」ボタン

Retrospect のツールバーにある「停止」ボ

タンを使用すれば、実行中の操作をすべ

て一度に停止できます。

Retrospect で Proactive Backup スクリプトを

含む数多くのスクリプトが設定され、昼

夜を問わず実行されている環境では、ス

クリプトとバックアップセットの管理が

困難になることがあります。スクリプト

の実行が、Retrospect の起動後ただちに開

始されるからです。

Retrospect が起動し、スクリプトの実行準

備が整った時点で、実行開始までカウン

トダウンするダイアログボックスが表示

されます。

ここで「中止」をクリックし、確認メッ

セージで確定すると、すべての実行活動

が停止します。カウントダウン終了前に

「中止」をクリックできなかった場合も、

Retrospect のツールバーで「すべての実行

アクティビティを中止する」ボタン  を
クリックすれば、同じ結果が得られます。

Proactive Backup が停止し、Retrospect の
ツールバーで同じボタンが再度クリック

されるまで、すべてのスクリプトが開始

できなくなります。同じボタンを再度ク

リックすると、Proactive Backup が起動し、

スケジュール設定されたスクリプトや待

機中のスクリプトが実行できるようにな

ります。

「停止」をクリックすると、Retrospect の
環境設定の「自動的に Retrospect を起動」

もオフになり、同じボタンが再度クリッ

クされるまで無効になります。詳しくは、

316 ページの「スタートアップ環境設定」

を参照してください。

注： 「停止」ボタンはクリックすると選

択状態になり、Retrospect をいったん終了

して再起動しても、選択状態のまま維持

されます。すべての実行アクティビティ

を停止すると、Retrospect ツールバーの

「すべての実行アクティビティを中止す

る」ボタンをクリックするまでは、
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Windows タスクバーのシステム トレイに

ある Retrospect アイコンが点滅し続けま

す。

アクティビティモニタ

アクティビティモニタには、基本操作お

よび自動操作を実行前、実行中、実行後

に参照したりやり取りしたりするための

インタフェースがあります。操作の実行

中、アクティビティモニタは（「実行」タ

ブに）自動的に表示されます。アクティ

ビティモニタを手動で開くには、

Retrospect ツールバーの「アクティビティ

モニタ」ボタンをクリックします。

アクティビティモニタには、次のタブが

あります。

• 「Proactive」タブ

• 「予定」タブ

• 「待機中」タブ

• 「実行」タブ

• 「履歴」タブ

• 「イベント」タブ

各タブには、固有のコマンドセットと 
Retrospect アクティビティに関する情報が

あります。すべてのタブに表示される項

目は、「予定と待機中の実行を開始しな

い」チェックボックスです。このチェッ

クボックスをオフにするまでは Proactive 
実行、予定された実行、待機中の実行を

開始しないようにするには、このチェッ

クボックスをオンにします。

「Proactive」タブ

Retrospect のナビゲーションバーから「ア

クティビティモニタ」>「Proactive」の順

にクリックして、Proactive Backup スクリ

プトを監視します。

アクティビティモニタでは、すべての 
Proactive Backup の開始と停止、特定のス

クリプトの一時停止と再開、およびスク

リプトスケジュールの編集を実行できま

す。

Proactive Backup と Proactive Backup スクリ

プトの制御についての詳細は、171 ページ

の「Proactive Backup の制御」を参照して

ください。

いったん Proactive Backup スクリプトが起

動したら、「実行」タブで操作の進行状況

を監視できます。しかし、他のタイプの

操作とは異なり、Proactive Backup スクリ

プトに必要なメディアや実行ユニットが

利用可能でない場合、スクリプトは「待

機中」タブに移動せず、メディア要求ダ

イアログボックスが表示されます。操作

を開始する前に、Proactive Backup は必要

なリソースすべてが利用可能になるまで

待機します。

必要なメディアが利用可能でない場合、

「Proactive」タブの「ステータス」列に

「メディア」と表示されます（「ステータ

ス」列は、リストボックスで「元ボ

リューム」または「バックアップセット」

が選択されている場合に表示されます）。

必要なメディアが利用可能になると、ス

クリプトは自動的に実行されます。
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必要な実行ユニットが利用可能な状態で

ない場合、利用可能になるまで Proactive 
Backup スクリプトは待機します。

実行ユニットについて詳しくは、313 ペー

ジの「全般環境設定」を参照してくださ

い。

Proactive Backup のステータス

Proactive Backup スクリプトの情報を表示

する方法は 3 つあります。リストボックス

から、以下のオプションのいずれかを選

択してください。

• 「元ボリューム」は、実行中のすべての

スクリプトで使用されている元ボ

リュームを表示し、各元ボリュームの

ステータスと次のバックアップ時間を

示します。「元ボリューム」から、スク

リプトの元ボリュームのバックアップ

のスケジュールを設定します。

• 「バックアップセット」は、実行中のす

べてのスクリプトで使用されている

バックアップセットを表示し、操作の

ステータスを示します。

• 「スクリプト」は、名前ごとにすべての 
Proactive Backup スクリプトをリスト表

示し、そのステータスを示します。「ス

クリプト」から、スクリプトを解除す

ることができます。

Retrospect は、ステータスの見出しの下に

各項目のステータス一覧を表示します。

空白は、Proactive Backup がまだその項目

に接続していないことを意味します。

「アクティブ」は、スクリプトが実行中で

あることを意味します。

「できるだけ早く」は、元ボリュームが早

期にバックアップされることを意味しま

す。クライアントユーザがバックアップ

を開始したか、またはクライアントの

新のバックアップがスクリプトのバック

アップ間隔より古いと、早期バックアッ

プが行われます。

「バックアップ完了」は、元ボリュームが

指定期間内にバックアップされたことを

意味します。

「使用中」は、使用中のリソースが解放さ

れるまで Proactive Backup が待機している

ことを意味します。

「延期」は、クライアントユーザがバック

アップを途中で止めて延期したことを意

味します。このようなユーザ延期は、操

作ログに記録されます。

「デバイス」は、必要なバックアップセッ

トに関連付けられているテープドライブ

を、Proactive Backup が検出できないこと

を意味します。詳しくは、307 ページの

「「関連付け」タブ」を参照してください。

「アクティブではありません」は、スクリ

プトが不可にされたか、またはスケ

ジュールによって現在の実行が禁止され

ていることを意味します。

「メディア」は、当該項目のバックアップ

セットについて適正なメディアが検出さ

れないことを意味します。

「パスワード」は、Proactive Backup に必要

なバックアップセットがパスワードで保

護されており、パスワードがないとアク

セスできないことを意味します。このよ

うなバックアップセットへのアクセスを

可能にするには、「設定」>「バックアッ

プセット」をクリックし、保護されてい

るバックアップセットを選択して「プロ

パティ」をクリックします。パスワード

を入力すると、選択したバックアップ

セットが、Retrospect を再起動するまでの

間、アクセス可能になります。

「準備完了」は、元ボリュームが現在バッ

クアップされているか、またはバック

アップされる直前であることを意味しま

す。また、バックアップセットがバック

アップ宛先として準備できていることも

意味します。
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「再試行」は、Proactive Backup が元ボ

リュームのバックアップに失敗したため

に、バックアップを再試行していること

を示します。

「予定」は、管理者が開始待ちバックアッ

プをスケジュールしていることを意味し

ます。ただし、元ボリュームはバック

アップされていません。

「元ボリューム」は、Proactive Backup が元

ボリュームを検出できないことを意味し

ます。

「ラップアップ」は、Proactive Backup スク

リプトが終了期間に入っていることを意

味します。

元ボリューム、バックアップセット、また

はスクリプトをクリックすると、アクティ

ビティモニタウィンドウの下部に詳しいス

テータス情報が表示されます。

Proactive Backup コマンド

「Proactive」タブには、次のコマンドがあ

ります。

• 「スケジュール」ボタンをクリックする

と、Proactive Backup スクリプトの実行

スケジュールが無効になります。リス

トボックスで「元ボリューム」を選択

していた場合、ダイアログボックスに

日時を入力して、「OK」をクリックし

ます。リストボックスで「スクリプト」

を選択していた場合、ラジオボタンで

スクリプトをいつアクティブにするか

を選択して、「OK」をクリックします。

• 「一時停止」ボタンをクリックすると、

開始待ちの Proactive Backup スクリプト

の実行がすべて一時停止します。

• 「続行」ボタンをクリックすると、開始

待ちの Proactive Backup スクリプトの実

行がすべて続行します。

• 「開始」 ボタンをクリックすると、

Proactive Backup が起動します。

Proactive Backup スクリプトが作成され

ており、Proactive Backup が無効になっ

ていない場合、10 分後に自動的に起動

します。

• 「中止」 ボタンをクリックすると、

Proactive Backup が実行を中止します。

「停止」をクリックすると、「開始」を

クリックするまで Proactive Backup スク

リプトは実行されません。Proactive 
Backup を無効にしていない場合、10 分
後に再び自動的に起動します。

Proactive Backup を停止すると、

Proactive Backup の実行中にスケジュー

ルを無効にしたという指定内容は失わ

れます。

• 表示を変更するには、「元ボリューム」

リストボックスから項目を選択します。

元ボリュームを基に Proactive Backup ス
クリプトを表示するには、「元ボリュー

ム」を選択します。宛先を基に 
Proactive Backup スクリプトを表示する

には、「バックアップセット」を選択し

ます。スクリプト名ごとに Proactive 
Backup スクリプトを表示するには、

「スクリプト」を選択します。

• 「スケジュールされた実行と待機中の実

行を開始しない」チェックボックスを

オンにすると、そのチェックボックス

をオフにするまで、Proactive 実行、ス

ケジュールされた実行、または待機中

の実行は開始されません。

Proactive Backup スクリプトの解除

Proactive Backup スクリプトを一時的に解

除してその元ボリュームが Proactive 
Backup の通常操作に含まれないようにす

ることができます。 

注： Proactive Backup をいったん終了して

再起動すると、スクリプトはアクティブ

になります。
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特定の Proactive Backup スクリプトの実行

を禁止するには、 初に「スクリプト」

タブをクリックします。次に、リストか

らスクリプトを選択し、ツールバーから

「スケジュール」をクリックします。その

後のダイアログボックスで「アクティブ

にしない」を選択してから「OK」をク

リックします。

スクリプトの再実行解除した Proactive 
Backup スクリプトを実行可能にし、その

元ボリュームを Proactive Backup の通常操

作に加えるには、解除の場合と同じ手順

を実行します。ただし、「常にアクティ

ブ」を選択します。

元ボリュームのバックアップスケジュールの
作成

Retrospect では、実行中の Proactive Backup 
スクリプトから元ボリュームのバック

アップをスケジュールすることができま

す。これによって元ボリュームのバック

アップに明確な時間を割り当てることが

できるので、Proactive Backup が使用可能

になるまで待つ必要はなくなります。こ

れは、営業部員がノートブックコン

ピュータを持って事務所を出ることが

（バックアップ管理者に）わかっていると

きなどに役立ちます。管理者は、そのク

ライアントのバックアップを直ちにスケ

ジュールすることができます。

元ボリュームのバックアップをスケ

ジュールするには、まず、Proactive 
Backup ステータスウィンドウの「元ボ

リューム」タブをクリックします。次に、

リストから元ボリュームを選択し、ツー

ルバーの「スケジュール」をクリックし

ます。（または、元ボリュームをダブルク

リックします）。

コントロールを使って元ボリュームを

バックアップする日付を設定し、「OK」を

クリックします。Proactive Backup キュー

の元ボリュームの優先度は、スケジュー

ルされた時間に基づいて変更されます。

注： Proactive Backup が終了すると、この

ようにしてスケジュールされたバック

アップの記憶は Retrospect から消去されま

す。

「予定」タブ

Retrospect のナビゲーションバーから「ア

クティビティモニタ」>「予定」を順にク

リックすると、これから予定されている

スクリプト（Proactive Backup スクリプト

を除く）がプレビューされます。

このウィンドウから特定のスクリプトを

編集および削除することができ、スケ

ジュールされているすべての実行を開始

しないようにすることもできます。
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「予定」タブには、次のコマンドがありま

す。

• 「スクリプトの編集」ボタンをクリック

すると、スクリプトのサマリウィンド

ウが表示されます。このウィンドウか

ら、スクリプトの元ボリューム、宛先、

選択されているファイル、オプション、

スケジュールを修正できます。変更し

たら、「OK」をクリックします。

• 「削除」ボタンをクリックすると、指定

した日時のスクリプト実行、および指

定日時より前にスケジュールされてい

る他のすべてのスクリプト実行を削除

できます。要求の確認を求めるダイア

ログボックスが表示されます。

• 「予定と待機中の実行を開始しない」

チェックボックスをオンにすると、そ

のチェックボックスをオフにするまで、

Proactive 実行、予定、または待機中の

実行は開始されません。

スクリプトの予定実行時間になると、「予

定」タブから「実行」タブに移動します。

必要なリソースが利用可能な状態でない

場合は、「待機中」タブに移動します。

「待機中」タブ

Retrospect のナビゲーションバーから「ア

クティビティモニタ」>「待機中」を順に

クリックすると、リソース（バックアッ

プセット、元ボリューム、実行ユニット）

を待機中の操作が表示されます。

たとえば、操作に必要な実行ユニットが

すでに使用中の場合、または有効な実行

ユニットがすべて現在使用中である場合、

操作は待機キューに入ります。実行ユ

ニットおよび複数の同時実行について詳

しくは、187 ページの「複数の同時実行」

を参照してください。

「待機中」タブには、次のコマンドがあり

ます。

• 「保留」ボタンをクリックすると、選択

した操作が一時停止します。一時停止

された操作は、（必要なリソースが利用

可能になったとしても）再開されるま

で実行されません。

• 「再開」ボタンをクリックすると、一時

停止されていた指定の操作が再開され

ます。操作を実行するのに必要なリ

ソースが利用可能な状態になると、操

作が実行されます。

• 「削除」 ボタンをクリックしてから

「OK」をクリックすると、選択した操

作が削除されます。

• 「延期」 ボタンをクリックすると、指定

した日時まで、実行が延期されます。

その日時になると（その間に Retrospect 
を終了していない場合）、操作の実行が

試行されます。必要なリソースが利用

可能であれば、操作が実行されます。
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利用可能でない場合、待機キューに入

ります。

• 「スケジュールされた実行と待機中の実

行を開始しない」チェックボックスを

オンにすると、そのチェックボックス

をオフにするまで、Proactive 実行、ス

ケジュールされた実行、または待機中

の実行は開始されません。

いったん処理の実行が開始されたら、「実

行」タブでその進行状況を監視できます。

「実行」タブ

Retrospect ナビゲーションバーから「アク

ティビティモニタ」>「実行」を順にク

リックすると、実行中の操作が表示され

ます。

操作の実行が始まると、アクティビティ

モニタの「実行」タブが自動的に表示さ

れます。

現在実行中の操作のパフォーマンスを監

視したり、一時的に休止したり、操作を

中止したり、操作に関係するログを表示

したりできます。操作に必要なメディア

が利用可能またはアクセス可能でない場

合、実行中にメディア要求ウィンドウが

表示されます。

注： 操作完了後の Retrospect の動作は、基

本操作かスクリプトによる操作かによっ

て異なり、また指定した環境設定によっ

ても異なります。詳しくは 316 ページの

「スタートアップ環境設定」および 313 
ページの「スケジュール環境設定」を参

照してください。

操作の実行中は、次のコマンドが使用で

きます。

• 「保留」ボタンをクリックしてから「は

い」をクリックすると、選択した操作

が一時的に停止します。すべての操作

を一時停止したい場合や、予定や待機

中の実行を開始させたくない場合は、

該当するチェックボックスをオンにし

て「はい」をクリックします。 

• 「続行」 ボタンをクリックしてから「は

い」をクリックすると、選択した操作

が再開されます。すべての操作を続行

したい場合や、予定や待機中の実行を

開始したい場合は、該当するチェック

ボックスをオンにして「はい」をク

リックします。

• 「中止」 ボタンをクリックしてから「は

い」をクリックすると、選択した操作

が停止し、実行が未完了のまま終了し

ます。すべての操作を中止したい場合

や、予定や待機中の実行を開始させた

くない場合は、該当するチェックボッ

クスをオンにして「はい」をクリック

します。

• 「ログ」 ボタンをクリックすると、選択

した操作の「操作ログ」情報が表示さ

れます。

選択した操作に必要なメディアが利用可

能でない場合、メディア要求ダイアログ

ボックスが表示されます。詳しくは、184 
ページの「メディア要求ウインドウ」を

参照してください。

操作が完了すると、「実行」タブからその

操作が削除されます。操作に関する詳細

を表示するには、「履歴」タブをクリック

します。 
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「履歴」タブ

Retrospect ナビゲーションバーから「アク

ティビティモニタ」>「履歴」を順にク

リックすると、実行が終了した操作（正

常終了または異常終了）が表示されます。

「履歴」タブの中には、 新の操作の日

付、時刻、およびパフォーマンスに関す

る情報と、次のコマンドがあります。

• 「すべて削除」ボタンをクリックしてか

ら「OK」をクリックすると、リスト表

示された項目すべての履歴情報がクリ

アされます。操作履歴を削除しないと、

新しい操作に関する情報を表示するた

めに、 も古い操作が自動的に削除さ

れます。「履歴」タブにリスト表示され

る操作の 大数を制御するには、実行

履歴の制限を使用します。詳しくは、

313 ページの「全般環境設定」を参照

してください。

• 「削除」ボタンをクリックしてから

「OK」をクリックすると、選択した操

作の履歴情報がクリアされます。

• 「エラー」をクリックすると、エラーを

引き起こしたファイルをリスト表示し

たブラウザが表示されます。「エラー」

ボタンは、ファイル関係のエラーがあ

る場合にだけ、有効になります。他の

エラーは、ログの中で説明されます。

• 「ログ」 ボタンをクリックすると、選択

した操作の「操作ログ」情報が表示さ

れます。

「イベント」タブ

Retrospect ナビゲーションバーから「アク

ティビティモニタ」>「イベント」を順に

クリックすると、過去および現在の操作

に関して、Retrospect からの特別なメッ

セージが表示されます。

イベントごとに、Retrospect はイベント種

別、イベントの日時、イベントのカテゴ

リ、簡単な説明など、イベントに関する

情報を表示します。Retrospect バックアッ

プコンピュータの定期的な監視の一部と

して、「イベント」タブは定期的にチェッ

クしなければなりません。

イベント種別には、情報、警告、および

エラーがあります。情報イベントは、正

常に完了するか完了前に停止された操作

に対して表示されます。警告イベントは、

問題が発生している可能性を示します。

例えば、バックアップがエラーで完了す

ると、Retrospect は警告イベントを表示し

ます。エラーイベントは、 悪の状況を

表します。Retrospect は、操作を完了でき

なかった場合、例えばスクリプトが失敗

するか、ボリュームまたはデバイスがア

クセス不能であった場合に、エラーイベ

ントを表示します。
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Retrospect が表示するイベントは、ボ

リューム、クライアント、デバイス、

SCSI、バックアップセット、エンジン、

スクリプトのいずれかに分類されます。 

次のコマンドを使用して、選択したイベ

ントまたはすべてのイベントを削除でき

ます。

• 「すべて削除」ボタンをクリックしてか

ら「OK」をクリックすると、すべての

イベントが削除されます。イベントを

削除しないと、新しいイベントに関す

る情報を表示するために、 も古いイ

ベントが自動的に削除されます。「イベ

ント」タブにリスト表示されるイベン

トの 大数を制御するには、実行イベ

ントの制限を使用します。詳しくは、

313 ページの「全般環境設定」を参照

してください。

• 「削除」 ボタンをクリックしてから

「OK」をクリックすると、選択したイ

ベントが削除されます。

ヒント： Retrospect のすべてのイベントは、

Windows のイベントビューアのアプリ

ケーションログにも記録されます

（Windows 98/Me にはイベントビューアは

ありません）。イベントビューアの使用方

法については、Windows の付属マニュア

ルを参照してください。Retrospect の「外

部アプリケーション向けの通知を有効に

する」環境設定をオンにしている場合は、
EMC Legato Networker Management Console 
などの一部のアプリケーションでも 
Retrospect のイベントを表示することがで

きます。詳しくは、322 ページの「報告環

境設定」を参照してください。

メディア要求ウインドウ

操作がアクティビティモニタの「実行」

タブに移動するときに、必要なメディア

が利用できない場合、適切な名前のメ

ディアか、空か消去済みのメディアの挿

入を求めるメディア要求ウィンドウが表

示されます。 

操作を実行する前に正しいメディアが挿

入されている場合は、メディア要求の

ウィンドウは表示されません。このウイ

ンドウが表示されるのは、テープ、

CD/DVD、リムーバブルディスクに関して

十分な注意を促すことにより、貴重な

データが誤って上書きされないようにす

るためです。メディア要求ウインドウを

表示することなく実行を進めるためには、

空か消去済み、または要求された名前と

完全に一致するメディアが必要です。新

規バックアップや書き替えバックアップ

を実行する場合は、あらかじめリムーバ

ブルメディアの内容を消去しておくか、

ハードディスクを追加しておけば、この

ウィンドウを表示させずに次の動作に進

むことができます。

メディア要求ウィンドウの内容は、宛先

がテープや CD/DVD のバックアップセッ

トの場合と、ディスクバックアップセッ

トの場合で異なります。 

テープまたは CD/DVD メディアの要求

バックアップの宛先がテープまたは 
CD/DVD の場合に表示されるメディア要

求ウィンドウは、「記憶装置」ウィンドウ

によく似ています。

現在の操作を取りやめるには「中止」を

クリックします。新しいメディアが要求

された場合、現在の操作を再開するには、
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空か消去済みのメディアを挿入して「続

ける」をクリックします。バックアップ

セットのメンバーの名前が指定された場

合は、そのメディアを挿入して「続ける」

をクリックします。指定された名前のメ

ンバーがない場合は「選択」をクリック

します（詳細は、「メディアが用意できな

い場合」を参照してください。

メディア要求ウィンドウには、「記憶装

置」ウィンドウと同じコマンド群を含む

ツールバーがあります。これらのコマン

ドについては、以下の項を参照してくだ

さい。

• 34 ページの「CD/DVD 用のツールバー

コマンド」

• 46 ページの「テープドライブのツール

バーコマンド」

• 49 ページの「テープライブラリのツー

ルバーコマンド」

メディア要求ウィンドウでもっとも役立

つコマンドのいくつかを次に示します。

「取り出し」：選択したメディアをドライ

ブから排出し、指定された名前のメディ

アや、空または消去済みのテープ

/CD/DVD を挿入できる状態にします。

「消去」：選択したテープや CD/DVD の内

容を消去し、現在の操作に使用できる状

態にします。

メディアが用意できない場合

要求されたメディアを用意できない場合

は、「選択」ボタンをクリックします。メ

ディア選択ダイアログボックスが表示さ

れます。以下のいずれかのオプションを

選択します。

「紛失」：要求されたメンバーが、その

バックアップセットで永久に利用できな

いときに選択します。新規メンバーが要

求され、可能であれば紛失したメディア

のデータが次のバックアップ時にコピー

されます。

「紛失」は、要求されたメンバーを完全に

紛失したか、それが破損した場合にのみ

選択してください。それ以外の状況では、

選択しないでください。

「スキップ」：要求されたメンバーをス

キップし、新規メンバーを使用するとき

に選択します。要求されたメンバー上の

データは、現状のままとなります。つま

り、「そのメンバーへのコピーを中止し、

次のメディアにコピーする」という指示

になります。そのメンバーの残り容量が

少なく、無人でバックアップを実行した

場合に完了するまでもたないため、新規

メディアを要求されそうな場合に選択す

ると便利です。

警告： 要求されたメディアを紛失また破

損してしまった場合は、「スキップ」を選

択しないでください。そのような場合は、

「紛失」を選択してください。

ディスクメディア要求

ディスクへのバックアップで表示される

メディア要求ウィンドウは、あたかも新

規ディスクバックアップセットにディス

クを追加するウィンドウのように見えま

す。このウィンドウは、ディスクに空き

がなくなったか、ディスクが Retrospect で
利用できないときに表示されます。

現在の操作を取りやめるには「停止」を

クリックします。 
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「メンバーの表示」ボタンをクリックして

バックアップセットの全メンバーを表示

し、「プロパティ」ボタンを使って各メン

バーの詳しい情報を確認します。いずれ

かのメンバーに十分な空き領域が残って

いれば、そのメンバーを「プロパティ」

ウィンドウでバックアップセットに追加

できます。十分な空き領域を追加できれ

ば、現在の操作が再開されます。

十分な空き領域が残っているディスクの
位置まで移動し、そのディスクを選択し
て「続ける」をクリックすると、選択し
たディスクがバックアップセットにメン
バーとして追加されます。追加している
ディスクの概要を示すウィンドウが表示
されます。このウィンドウで、ディスク
の容量のうち、どの程度までをバック
アップセット用に使用するかを指定でき
ます。 

「高度な設定」ボタンをクリックし、追加

のオプションを指定します。

• バックアップデータフォルダの場所。

場所を指定しないと、フォルダは自動

的にディスクのルートレベルに保存さ

れます。 

• 自動バックアップの際に Retrospect が
自動的にログインできるようにする、

ネットワークボリュームへのパスワー

ド。 

注： システム以外のローカルボリューム

の場合には、Retrospect にディスクの消去

と名前変更を行わせることもできます。

「OK」をクリックしてディスクを追加し、

現在の操作を再開します。

グルーミングを有効にしたディスクバッ

クアップセットの場合、メディア要求

ウィンドウが表示されるのは、バック

アップセットのグルーミングの結果、現

在の操作を継続するにはディスク容量が

不十分なことが判明した場合です。バッ

クアップセットのグルーミングが 
Retrospect で定義されたポリシーに基づく

場合、このウィンドウが表示されたとき

に現在の操作を再開するには、他のディ

スクを追加するか、現在のディスクで利

用できる領域割り当てを増やす必要があ

ります。

グルーミングポリシーで保持するバック

アップ数が指定されている場合は、「グ

ルーミング」をクリックしてバックアッ

プ数を減らせば、古いスナップショット

と関連ファイルが削除され、バックアッ

プセットの現在のメンバーの空き領域を

増やすことができます。この結果、現在

の操作用の空きが確保されますが、削除

されたデータは復元できません。
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「グルーミング」をクリックし、保持され

るバックアップ数として少なめの数値を

入力して、「OK」をクリックします。バッ

クアップセットのグルーミングが実行さ

れ、ディスクに十分な空きができれば、

現在の操作が再開されます。

複数の同時実行

Retrospect では、操作の実行中に設定を変

更する、独立した操作をパラレル実行す

る、リソースの競合を処理する（競合し

ている実行の順序付けなど）、Proactive 
Backup システムに複数の実行を開始させ

る、テープライブラリの複数ドライブを

同時に使用する、などが可能です。

Retrospect には、高度テープサポートアド

オンによって使用可能になる、中心的な

複数実行機能と追加の機能（複数のテー

プドライブの同時使用に対応）の両方が

あります。 

注： Retrospect Professional は、複数の同時

実行に対応していません。

複数実行

Retrospect は、あらかじめ複数の実行ユ

ニット向けに設定されています。実行ユ

ニット数の上限は、バックアップコン

ピュータのメモリの合計量に左右されま

す。

注： コンピュータにこの設定をサポート

するのに十分なメモリとバックアップデ

バイスがある場合は、 大 8 つの同時実行

が可能です。

複数の実行ユニットを使用している場合、

同時に複数の操作を実行できます。開始

した操作の数が利用可能な実行ユニット

を超える場合は、実行ユニットが利用可

能になるまで、余分な操作は「待機」

キューに入ります。詳しくは、181 ページ

の「「待機中」タブ」を参照してくださ

い。

注： Proactive Backup スクリプトと ユーザ

開始型復元操作は待機キューに入りませ

ん。実行ユニット（および必要な他のリ

ソース）が利用可能になったときにのみ

起動します。

一般的に、操作を同時に実行するには、

各操作に固有のソースと固有の宛先が必

要です。バックアップセットは、ある操

作では宛先として使用し、同時に同じ

バックアップセットを 1 つ以上の追加操作

ではソースとして使用できるという点で

ユニークです。この機能については、

「ディスクバックアップセットと複数実

行」で説明しています。

サブボリュームとメールボックスは、そ

れらが保存されているボリュームまたは 
Exchange Mailbox コンテナからは固有とは

見なされません。したがって、ボリュー

ムとそのサブボリューム（または 
Exchange Mailbox コンテナとそのメール

ボックス）から同時にバックアップした

り、それらに復元したりすることはでき

ません。Retrospect では、このような実行

を連続的に行います。

同一ディスク上に複数のディスクバック

アップセットを保存している場合、Retrospect 
はこれらのバックアップセットを並行操

作で使用しなことを推奨します。

ディスクバックアップセットと複数実行

Retrospect サーバクラスエディションは、

同じディスクバックアップセットを同時

に使用しながら 1 つの書き込み操作と、複

数の読み取り操作をサポートする点でユ

ニークです。

書き込み操作には次の操作が含まれます。

• バックアップセットへのバックアップ

• バックアップセットへの転送

• バックアップセットへのアーカイブ
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読み取り操作には次の操作が含まれます。

• バックアップセットからの復元

• バックアップセットからの転送

• 障害回復の準備

• バックアップセットのプロパティの表

示

• バックアップセットのスナップショッ

トかセッションの参照

十分な実行ユニットが利用できる限りは、

1 つの書き込み操作と 1 つ以上の読み取り

操作を同時に実行することができます。

また、一度に複数の読み取り操作を実行

することもできます。

例えば、バックアップセットにバック

アップしながら、同時に Retrospect クライ

アントを同じバックアップセットから復

元することができます。また、次の操作

を行うことができます。

• 同じバックアップセットから複数の復

元（ユーザ開始型復元を含む）を実行

する

• スナップショットをバックアップセッ

トから転送しながら、そのバックアッ

プセットにバックアップする

実行ユニット数以外の唯一の制限は、い

ずれの並行操作も同じボリューム / データ

ベース / メールボックスか同じ非ディスク

バックアップセットを要求できないこと

です。

注： 一部の操作は、バックアップセット

への専用アクセスを必要とします（例え

ば、カタログファイルの更新、メディア

のグルーミング、リサイクリング、検

証）。これらの操作のいずれかがディスク

バックアップセットを使用している場合、

そのバックアップセットを他の操作が同

時に使用することはできません。

ディスクバックアップセットの機能を活

用するためには、Retrospect が「任意の実

行ユニット」を使用するようスクリプト

が指示するようにしなければなりません。

詳しくは、188 ページの「実行ユニットの

割り当て」を参照してください。

この機能を使用するとき、スクリプト内

で「任意の実行ユニット」を指定するこ

と以外、何も行う必要はありません。リ

ソースの競合が原因で同時に実行できな

いスクリプトは、待機キューに入れられ、

必要なリソースが利用可能になった時点

で実行されます。基本操作やバックアッ

プセットの管理タスクに対しては、必要

なリソースが利用可能になるまで待機す

るか否かを確認するメッセージか、エ

ラー 843（他の操作がリソースを使用中） 
が表示されます。この場合は、しばらく

してから再試行しなければなりません。

注： Retrospect Professional は 1 つの実行ユ

ニットしかサポートしないため、ディス

クバックアップセットの 1 つの書き込み /
複数の読み取り機能は利用できません。

複数実行の環境設定

同時実行を行うには、複数の実行ユニッ

トが必要です。

実行ユニットの数の指定については、313 
ページの「全般環境設定」を参照してく

ださい。

警告： Retrospect では、バックアップコン

ピュータのメモリの量に基づいて、 適

な実行ユニット数が自動的に決定されま

す。この設定を無効にする操作は、ユー

ザの自己責任で行ってください。

実行ユニットの割り当て

操作で特定の実行ユニットを使用するか、

初に利用可能な実行ユニット（「任意の

実行ユニット」）を使用するかを決めるこ

とができます。2 つ以上の実行ユニットが

あり、スクリプトを作成するか基本操作

を設定した場合、そのサマリウィンドウ

に実行ユニットリストボックスが表示さ

れます。
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複数実行を効果的に利用するには、「任意

の実行ユニット」を選択します。場合に

よっては、連続的に実行を行いたいこと

があります。たとえば、ボリュームを

ハードディスクにバックアップした後に、

カタログファイルを CD にバックアップす

る場合です。この場合、同一の実行ユ

ニットを両方の操作に割り当て、カタロ

グのバックアップ前にメインのバック

アップを開始するようにスケジュールす

る必要があります。これにより、 初の

操作が完了するまで 2 番目の操作が実行さ

れないことが保証されます。

複数のドライブ

複数のテープドライブに対する同時実行

には、Retrospect の高度テープサポートア

ドンが必要です。複数のスタンドアロン

テープドライブに対して、または複数の

内蔵ドライブがあるテープライブラリに

対して、同時実行を行うことができます。

注： 高度テープサポートは、Retrospect 
Professional と Retrospect Disk-to-Disk では

使用できません。

テープドライブへのテープバックアップセッ
トのバインド 
Retrospect で複数のテープドライブを使用

している場合、バックアップセットを特

定のドライブに関連付けしたい場合があ

ります。たとえば、テープドライブが高

速ドライブと低速ドライブの 2 台ある場

合、クライアントコンピュータ用のバッ

クアップセットを低速ドライブに、ロー

カルサーバ用のバックアップセットを高

速ドライブに関連付けできます。これに

より、ネットワーク速度とドライブ速度

が同期するようになり、テープドライブ

のヘッドの位置調整にかかる時間が少な

くて済みます。 

デフォルトでは、有効なすべてのテープ

ドライブがバックアップセットで使用可

能ですが、この設定は、以下の 2 通りの方

法で変更できます。

• バックアップセットのプロパティウィ

ンドウによって、テープバックアップ

セットのバインドを指定および修正で

きます。「設定」>「バックアップセッ

ト」を順に選択し、テープバックアッ

プセットを選択して、「プロパティ」を

クリックします。「プロパティ」ウィン

ドウで、「関連付け」タブをクリックし

ます。「選択したテープドライブ」をク

リックし、1 つ以上のドライブを選択

します。「任意のテープドライブ」を選

択することで、関連付けを削除するこ

ともできます。

• 「記憶装置」ウィンドウによって、テー

プバックアップセットのバインドを指

定および修正することもできます。「設

定」>「デバイス」の順にクリックしま

す。「記憶装置」ウィンドウで、「関連

付け」タブをクリックします。バック

アップセットを選択し、「選択したテー

プドライブ」をクリックして、1 つ以

上のドライブを選択します。「任意の

テープドライブ」を選択することで、

関連付けを削除することもできます。
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複数テープドライブ計画

Retrospect 高度テープサポート（ATS）ア

ドオンにより、複数のテープドライブに

書き込んだり、同時に個別のテープドラ

イブに読み書きしたりすることができま

す。これにより、1 つのバックアップウィ

ンドウで、より多くのデータをバック

アップできます。

ATS のパフォーマンスを 大限にし、

バックアップウィンドウの要求を満たす

には、固有の元ボリュームから固有の宛

先へストリーミングするようにスクリプ

トを設定して、複数の操作が同時に実行

できるようにすることが重要です。 

特定の元ボリュームまたは宛先が 1 つの操

作によって使用されている場合、

Retrospect では、別の同時操作にその元ボ

リュームや宛先を使用できません。

以下のシナリオは、ATS の機能を 大限

利用するためのスクリプトとバックアッ

プセットの構築方法を説明したものです。

• シナリオ 1- 4 つのサーバまたはサーバ

ボリュームを、2 つのドライブがある

テープライブラリにバックアップ

• シナリオ 2- SQL サーバ、Exchange サー

バ、ファイルサーバ、および 35 台の

ノートブックを、2 つのドライブがあ

るテープライブラリにバックアップ

• シナリオ 3- 500 台のクライアントを、4 
つのドライブがあるテープライブラリ

にバックアップ

注： 複数の同時操作を行うためには、少

なくとも 2 つの実行ユニットが利用可能で

なければなりません。

シナリオ 1- 4 つのサーバまたはサーバボ
リュームを、2 つのドライブがあるテープラ
イブラリにバックアップ

高度テープサポートがない場合は、すべ

てのサーバを 1 つのバックアップセットに

バックアップするスクリプトを 1 つ作成す

ることになります。ATS がないと同時に 2 
つのテープドライブにバックアップでき

ないため、これは優れたオプションです。

しかし、高度テープサポートがある場合

には、2 つのスクリプトを作成し、それぞ

れ別のバックアップセットに 2 つのサーバ

をバックアップすることができます。同

時にスクリプトを実行するようにスケ

ジュールでき、すべてのボリュームを短

時間でバックアップできます。

シナリオ 2- SQL サーバ、Exchange サーバ、
ファイルサーバ、および 35 台のノートブッ
クを、2 つのドライブがあるテープライブラ
リにバックアップ

この例では、サーバは毎晩 10 時にバック

アップする必要があり、ノートブックは

ネットワーク経由でアクセス可能になっ

たときにバックアップする必要がありま

す。

スクリプト
スクリプト 1
スクリプト 2

元ボリューム

スクリプト 1：サーバ A と
サーバ B

スクリプト 2：サーバ C と
サーバ D

宛先

スクリプト 1：バックアップ
セット 1

スクリプト 2：バックアップ
セット 2
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サーバ用の通常スクリプトを 1 つ、ノート

ブック用の Proactive Backup スクリプトを 
1 つ、合計 2 つのスクリプトを作成しま

す。

この設定により、サーバとノートブック

を同時に別々のテープドライブにバック

アップすることが可能になります（リ

ソースが利用可能な場合）。

シナリオ 3- 500 台のクライアントを、4 つの
ドライブがあるテープライブラリにバック
アップ

クライアントを同様なサイズの 4 つの論理

グループに分けた後、それぞれの元ボ

リュームグループを（ボリュームデータ

ベース内に）作成し、クライアントを追

加します。

それぞれの元ボリュームグループにバッ

クアップセットと Proactive Backup スクリ

プトを作成した後、Proactive Backup を開

始します。

スクリプト

サーバのバックアップ

ノートブックのバックアップ
（Proactive Backup スクリプト）

元ボリューム

サーバのバックアップ：SQL、
Exchange、ファイルサーバ

ノートブックのバックアップ：
ノートブック

宛先

サーバのバックアップ：
バックアップセット 1

ノートブックのバックアップ：
バックアップセット 2

スケジュール

サーバのバックアップ：毎晩 
10 時

ノートブックのバックアップ：
常にアクティブ
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章 7

ネットワーク接続クライアント

• ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 ク ラ イ ア ン ト の 概 要

• ク ラ イ ア ン ト の イ ン ス ト ー ル

• ク ラ イ ア ン ト の 操 作

• ク ラ イ ア ン ト の 更 新

• ク ラ イ ア ン ト と そ の ソ フ ト ウ ェ ア の ア ン イ ン ス ト ー ル

• 高 度 な ネ ッ ト ワ ー ク

• ク ラ イ ア ン ト ユ ー ザ の 環 境 設 定

• ク ラ イ ア ン ト の バ ッ ク ア ッ プ

• W I N D O W S  ク ラ イ ア ン ト の 操 作

• M A C  O S  ク ラ イ ア ン ト で の 作 業

• U N I X  ク ラ イ ア ン ト の 操 作

• N E T W A R E  ク ラ イ ア ン ト の 操 作

• ユ ー ザ 開 始 型 復 元

• フ ァ イ ル シ ス テ ム 変 換

• M I C R O S O F T  ネ ッ ト ワ ー ク ボ リ ュ ー ム

• ネ ッ ト ワ ー ク バ ッ ク ア ッ プ の ガ イ ド ラ イ ン

この章では、クライアントソフトウェアのインストール、設定、および管理に関
する手順について説明します。ユーザは、クライアントソフトウェアを使用する
ことにより、バックアップコンピュータからネットワーク上の Retrospect クライ
アントコンピュータにアクセスできるようになります。また、Retrospect クライ
アントが利用できるオプションやコントロールについても説明します。さらに、
この章では、これらのクライアントをバックアップする方法について説明し、
ワークグループの効率的なバックアップを設定するための情報とワークシートを
示します。
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ネットワーク接続クライアントの
概要

Retrospect を使用すると、記憶装置を装備

した 1 台のコンピュータで、Retrospect ク
ライアントソフトウェアが動作している 
Windows、Macintosh、UNIX、および 
NetWare コンピュータを、ネットワーク経

由でバックアップすることができます。

バックアップ管理者（あなた）は、クラ

イアントコンピュータ（クライアントと

も呼びます）の各々に、Retrospect クライ

アントソフトウェアをインストールしま

す。バックアップ管理者は、Retrospect ア
プリケーションを使用して、バックアッ

プコンピュータが使用するクライアント

にログインします。管理者は、クライア

ントの設定後、クライアントボリューム

を元ボリュームに指定して、ボリューム

がバックアップコンピュータに直接接続

されている場合のように、スクリプトの

作成とスケジュール設定を行うことがで

きます。

クライアントライセンス

Retrospect はライセンス供与された台数分

のクライアントで動作します。Retrospect 
Small Business Server、Single Server、およ

び Multi Server では、使用できるデスク

トップ / ノートブックのクライアント数は

無制限です。Retrospect Professional で使用

できるクライアント数は、ライセンスを

追加購入して増やすことができます。 

Retrospect Multi Server は無制限のサーバク

ライアントをサポートしています。

Retrospect Small Business Server と 
Retrospect Single Server では、ライセンス

を追加購入することで、使用できるサー

バクライアントの数を増やすことができ

ます。

Retrospect のライセンスマネージャは、

ユーザが入力するライセンスコードでク

ライアントのライセンスを管理します。

クライアントのライセンスコードは 

Retrospect に組み込まれており、Retrospect 
クライアントで個別に使用できます。新

たにライセンスを購入すると、追加の

コードが与えられます。

• 現在のライセンスを表示するには、「設

定」>「ライセンス」を順にクリックし

ます。バックアップクライアントのコ

ンテナは、使用済みクライアントと利

用可能なクライアントの台数を表示し、

追加したクライアントのライセンスを

表示します。

• クライアントのライセンスを追加する

には、「追加 ..」ボタンをクリックし、

表示されるダイアログボックスに新規

のライセンスコードを入力します。

• クライアントライセンスを追加購入す

るには、「購入」をクリックします。

バージョン 4.1 とそれ以前の Retrospect ク
ライアントソフトウェアのライセンスを

持つクライアントにログインすると、ク

ライアントのライセンスはライセンスマ

ネージャによって自動的に追加されます。

セキュリティ

インターネットに接続されているクライ

アントには、わずかなものであっても、

権限のないアクセスが行われる危険性が

伴います。Retrospect クライアントのイン

ストーラプログラムでは、Retrospect を所

有する外部ユーザによるインターネット

経由での不正アクセスを防止するため、

クライアントへのパスワード割り当てが

要求されます。（203 ページ）

クライアントのインストール

バックアップするすべてのクライアント

コンピュータには、Retrospect クライアン

トソフトウェアがインストールしてある

必要があります。以下の項には、システ

ムの必要条件と、Windows、Mac OS、
UNIX、および NetWare クライアントのイ

ンストール方法があります。
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Windows クライアントコンピュータに
対するシステムの必要条件

Windows クライアントコンピュータには、

次のものが必要です。

• Intel Pentium または同等以上のプロセッ

サ

• Windows 95/98/Me、Windows NT 4.0 
Workstation/Server（SP6 以降）、

Windows 2000 
Professional/Server/Advanced Server（SP2 
以降）、Windows 2003 Server、または 
Windows XP

• TCP/IP ネットワーク

• Windows 95 用 Winsock 2.0

ユーザは、Windows のインストールソフ

トウェアから TCP/IP ネットワークソフト

ウェアをインストールできます。Windows 
95 を使用する場合は、Microsoft の 
Winsock 2.0 Update が必要です。このアッ

プデートは、Microsoft の Web サイト

（http://www.microsoft.com/windows95/）か

ら無料でダウンロードできます。

注： Windows NT 4.0 Server、Windows 2000 
Server、Windows 2000 Advanced Server、ま

たは Windows Server 2003 が動作している

コンピュータを Retrospect クライアントと

してバックアップするには、バックアッ

プコンピュータで Retrospect Multi Server を
動作させる必要があります。さらに、ク

ライアントサーバライセンスをお持ちで

あれば、Retrospect Disk-to-Disk、Small 
Business Server、または Single Server で
サーバクライアントをバックアップする

こともできます。

Windows コンピュータへの 
Retrospect クライアントソフトウェア
のインストール

Retrospect クライアントソフトウェアは、

いくつかの方法で Windows コンピュータ

にインストールすることができます。い

ずれの方法を選択するかは、クライアン

トを Retrospect のバックアップクライアン

トデータベースにログインする方法に

よって異なります。所有しているクライ

アント数と使用している Retrospect の版に

よって、クライアントを 1 つずつログイン

するか、複数のクライアントを同時にロ

グインすることができます。

個々のログイン用の Windows クライアント
のインストール

所有するクライアント数が少数であるか、

Retrospect Professional を使用している場合

は、Retrospect CD を使用するか、クライ

アントコンピュータがアクセス可能な

ネットワーク場所にクライアントインス

トーラファイルをコピーすることで、

Windows 版 Retrospect クライアントをイン

ストールすることができます。個々のの

クライアントは、インストール時に指定

されたパスワードを使用して Retrospect の
バックアップクライアントデータベース

にログインします。

ネットワークを経由してバックアップ対象

の Windows コンピュータにクライアント

ソフトウェアをインストールするには、

次の手順に従います。

個々のログイン用に Windows クライアント
をインストールするには

1. Windows NT/2000/XP/2003 では、クライ

アントコンピュータに管理者権限でロ

グインします。

2. 実行中の他のアプリケーションプログ

ラムで保存していないすべての文書を

保存します。

3. Retrospect の CD をクライアントコン

ピュータの CD-ROM ドライブに挿入し

ます。 

4.「Retrospect クライアントをインストー

ル」ボタンをクリックします。

http://www.microsoft.com/windows95/downloads/contents/wuadmintools/s_wunetworkingtools/w95sockets2/default.asp
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5. ウィザードの指示に従って、クライア

ントソフトウェアをインストールしま

す。 

6. インストール時には、クライアントへ

の権限のないアクセスを防止するため

に使用するパスワードを入力します。

このパスワードを忘れないようにして

ください。 

7. Windows NT または 2000 で、コン

ピュータを再起動します。

コンピュータを起動すると、クライアン

トソフトウェアが自動的に読み込まれま

す。この時点で、バックアップコン

ピュータからクライアントにいつでもア

クセスできます。詳細については、200 
ページの「クライアントの操作」を参照

してください。

ヒント： CD を使用しないでクライアント

をインストールするには、クライアント

インストーラファイルをネットワーク上

の任意の場所にコピーします。これで、

これらのファイルに各クライアントコン

ピュータからアクセスし、setup.exe を実行

してソフトウェアをインストールするこ

とができます。この方法を使用すると、

Retrospect クライアントユーザ自身がソフ

トウェアをインストールすることができ

ます。ただし、ユーザのクライアントパ

スワードをバックアップ管理者に必ず提

示しなければなりません。

複数ログイン用の Windows クライアントの
インストール

一度に複数の Windows 版 Retrospect クライ
アントのログインが可能であるという 
Retrospect の機能（自動検出や新規クライ
アントのログインなどを含む）を活用す
るには、Retrospect の Disk-to-Disk、Small 
Business Sever、Single Server、または Multi 
Server が必要です。また、Microsoft 
Systems Management Server（SMS）か 
Group Policy を使用している場合は、これ
らの技術を使用してクライアントソフト
ウェアを配備することができます。

マルチクライアントログインでは、個々

のクライアントのパスワードに依存する

代わりに、Retrospect バックアップコン

ピュータ上の秘密鍵証明と、各 Windows 
Retrospect クライアント上の公開鍵証明を

使用して、クライアントを Retrospect の
バックアップクライアントデータベース

に追加します。これらの鍵は Retrospect で
作成し、公開鍵は以下に説明する手順の

いずれかを使用してクライアントに配布

することができます。

マルチログイン用に Windows クライアント
をインストールするには

1. クライアントインストーラファイルを

ネットワーク上の場所にコピーします。

2. バックアップコンピュータ上で 
Retrospect を起動します。

3. Retrospect のナビゲーションバーで「設

定」>「環境設定」を選択します。

4.「クライアント」>「追加」を順にク

リックします。

5.「キーの作成」をクリックします。

6. 秘密鍵を保護するためにパスワードを

入力して確認し、「OK」をクリックし

ます。 

2 つのファイル（privkey.dat と pubkey.dat）
が「C:¥Documents and Settings¥All 
Users¥Application Data¥Retrospect」に作成

されます。

注： 大限のセキュリティを得るため、
Retrospect と秘密鍵はパスワードで保護し

なければなりません。詳しくは、315 ペー

ジの「セキュリティ環境設定」を参照し
てください。

7. pubkey.dat を、ネットワーク上のクライ

アントインストーラフォルダにある
「public_key」にコピーします。

8. Windows 版 Retrospect クライアントユー

ザに連絡し、ネットワーク上のクライ
アントインストーラフォルダから 
setup.exe を実行するよう指示します。
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この方法でインストールしたクライアン

トは、Retrospect のバックアップクライア

ントデータベースに一度に追加すること

ができます。詳しくは、200 ページの「ク

ライアントの追加」を参照してください。

この方法でインストールされた新規クラ

イアントを定期的に検出し、それらを

バックアップクライアントデータベース

に自動的に追加するよう Retrospect を設定

することもできます。詳しくは、317 ペー

ジの「環境設定の追加」を参照してくだ

さい。

SMS か Group Policy を使用する Windows 
クライアントインストーラを配備するには

1. バックアップコンピュータ上で 
Retrospect を起動します。

2. Retrospect のナビゲーションバーで「設

定」>「環境設定」を選択します。

3.「クライアント」>「追加」を順にク

リックします。

4.「Create keys」をクリックします。

5. 秘密鍵を保護するためにパスワードを

入力して確認し、「OK」をクリックし

ます。 

2 つのファイル（privkey.dat と pubkey.dat）
が「C:¥Documents and Settings¥All 
Users¥Application Data¥Retrospect」に作成

されます。

6. Microsoft SMS か Group Policy を使用し

て、Retrospect Client 7.5.msi ファイルと 
pubkey.dat ファイルを複数のクライアン

トに一度に配備します。

注： msi ファイルを使用するには、クライ

アントコンピュータに ISScript 9 と 
Windows Installer 2.0 がインストールされて

いることが必要です。これらはいずれも、

Retrospect CD のクライアントインストー

ラフォルダに含まれています。 

SMS と Group Policy の詳しい操作手順は、

本書では説明していません。インストー

ラの配備や実行の詳細については、これ

らの製品のドキュメントを参照してくだ

さい。

Mac OS クライアントコンピュータの
必要条件

Mac OS クライアントコンピュータには、

次のものが必要です。

• PowerPC 以上のプロセッサ

• Open Transport 1.1 以上が備わった 
Mac OS 7.1 以上、Mac OS X 10.1.5 以上

• TCP/IP ネットワーク

Mac OS コンピュータへのクライアント
ソフトウェアのインストール

ネットワーク経由でバックアップ対象の

各 Macintosh コンピュータにクライアント

ソフトウェアをインストールするには、

次の手順に従います。

ヒント： ファイルサーバから多数のクラ

イアントをネットワークにインストール

したり、CD-ROM ドライブが付属してい

ないコンピュータにインストールする場

合、サーバ上に Retrospect クライアント 
Installer アプリケーションを格納する共有

フォルダを作成できます。インストーラ

プログラムを CD から実行する代わりに、

そのフォルダから実行できます。

Retrospect クライアントソフトウェアを 
Mac OS コンピュータにインストールする
には

1. 保存していないすべての書類を保存し、

実行中の他のアプリケーションプログ

ラムを終了します。

2. Mac OS X では、クライアントコン

ピュータに管理者権限でログインしま

す。
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3. Retrospect の CD をクライアントコン

ピュータの CD-ROM ドライブに挿入し

ます。

4. インストーラアイコンをダブルクリッ

クして、プログラムを起動します。

5. インストーラプログラムの指示に従っ

て、クライアントソフトウェアを起動

ディスクに配置します。 

6. クライアントへの権限のないアクセス

を防止するために、パスワードを作成

して入力します。このパスワードを忘

れないようにしてください。 

注： Macintosh クライアントのパスワード

には、基本的な英数文字（低ビット 
ASCII）のみを使用します。Macintosh の
高ビット文字は Windows の高ビット文字

とは対応しません。たとえば、Luf$Luf00 
は問題ありませんが、L?f¥L?f?? は問題が

あります。

7. コンピュータを再起動します。

コンピュータを起動すると、クライアン

トソフトウェアが自動的に読み込まれま

す。この時点で、バックアップコン

ピュータからクライアントにいつでもア

クセスできます。詳細については、「クラ

イアントの操作」を参照してください。

UNIX クライアントコンピュータに対
するシステムの必要条件

システムの条件は、Linux と Solaris のどち

らをクライアントで使用しているかに

よって異なります。

Linux クライアントコンピュータには、次

のものが必要です。

• Intel Pentium または同等以上のプロセッ

サ

• Red Hat Linux、Red Hat Enterprise Linux、
SUSE Linux Desktop、SUSE Linux 
Professional、SUSE Standard Server、
SUSE Enterprise Server（いずれも 32 
ビット版）

Solaris クライアントコンピュータには、

次のものが必要です。

• SPARC シリーズのプロセッサ

• Solaris オペレーティングシステム

Linux と Solaris のクライアントに共通の条

件

• glibc バージョン 2 以降

• TCP/IP ネットワーク

グラフィックユーザインターフェイス

（GUI）を使用してオプションや環境設定

を変更するには、次も必要です。

• Java バージョン 1.2 以降

注： 現時点でサポートされている Red Hat 
Linux、SUSE Linux、および Solaris のバー

ジョンについては、Retrospect の Web 
サイトをご覧ください。

UNIX コンピュータへのクライアント
ソフトウェアのインストール

ネットワークを経由してバックアップ対

象の UNIX コンピュータにクライアントソ

フトウェアをインストールするには、次の

手順に従います。使用するパッケージの方

式（rpm、pkg、または tar）を選択します。

手順の中で「version」を使用している箇所

には、Retrospect クライアントソフトウェ

アの特定のバージョン / ビルド番号

（7.5.103 など）を指定してください。

Retrospect クライアントソフトウェアを 
UNIX コンピュータにインストールするには

1. 実行中の他のアプリケーションプログ

ラムで保存していないすべての文書を

保存します。

2. クライアントコンピュータにログイン

します。

3. Retrospect の CD をクライアントコン

ピュータの CD-ROM ドライブに挿入

し、参照でクライアントインストーラ

ファイルの場所を探します。

http://www.retrospect.com
http://www.retrospect.com
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4. ご使用のオペレーティングシステムと

インストーラに従って次のコマンドを

入力します。

pkg（Solaris のみ）#pkgadd -d retroc~1.pkg

rpm（Linux のみ）$rpm -i retroclient-
version-1.i386.rpm
tar $tar -xf retroclient-version.tar, $.Install.sh

5. クライアントへの権限のないアクセス

を防止するために、パスワードを作成

して入力します。このパスワードを忘

れないようにしてください。

クライアントソフトウェアは、インス

トールの完了時に自動的に実行します。 

この時点で、バックアップコンピュータ

からクライアントにいつでもアクセスで

きます。詳細については、「クライアント

の操作」を参照してください。

NetWare クライアントコンピュータに
対するシステムの必要条件

Retrospect Client for NetWare は、NetWare 
5.1、6.0、および 6.5 でサポートされます。

NetWare クライアントコンピュータをバッ

クアップするには、Retrospect Multi 
Server、あるいはサーバクライアントライ

センスを持つ Retrospect Single Server、
Retrospect Small Business Server、または 
Retrospect Disk-to-Disk が必要です。

注： Macintosh 版 Retrospect や 7.0.326 より

前のバージョンの Windows 版 Retrospect を
使用して NetWare クライアントをバック

アップすることはできません。

NetWare 5.1 クライアントコンピュータの

必要条件は、次のとおりです。

• Service Pack 8

• eDirectory 8.7.3 以上

• Smdr 6.54a

• Smsut 1.01

• TSA500 5.05i

• Dsbk 10510.81.05

• Backupcr 10510.81.05

NetWare 6.0 クライアントコンピュータの

必要条件は、次のとおりです。

• Service Pack 5

• eDirectory 8.7.3 以上

• Smdr 6.54a

• Smsut 1.01

• TSAFS 6.50.11

• Dsbk 10510.81.05

• Backupcr 10510.81.05

NetWare 6.5 クライアントコンピュータの

必要条件は、次のとおりです。

• Service Pack 3

• eDirectory 8.7.3 以上

• Smdr 6.54a

• Smsut 1.01

• TSAFS 6.50.11

• Dsbk 10510.81.05

• Backupcr 10510.81.05

NetWare のいずれのバージョンも TCP/IP 
ネットワークを必要とします。

NetWare コンピュータへの Retrospect 
クライアントソフトウェアのインストー
ル

ネットワークを経由してバックアップ対

象の NetWare コンピュータにクライアント

ソフトウェアをインストールするには、

次の手順に従います。

Retrospect クライアントソフトウェアを 
NetWare コンピュータにインストールする
には

1. Retrospect 7.5 CD の「clientpk」フォルダ

とその内容を NetWare コンピュータ上

の「SYS:」のルートにコピーします。 
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2. システムコンソールから

SYS:clientpk¥rtroinst.nlmと入力

して、インストールを開始します。 

3. インストーラの指示に従って、インス

トールを完了します。インストーラに

は、Retrospect バックアップコンピュー

タが NetWare クライアントにアクセス

できるようにするパスワードを設定す

る手順が含まれます。このパスワード

を忘れた場合には、Retrospect Client for 
NetWare を再インストールする必要があ

ります（以下参照）。

4. システムコンソールから retrocltと

入力して、クライアントを起動します。 

この時点で、バックアップコンピュータ

からクライアントにいつでもアクセスで

きます。詳細については、200 ページの

「クライアントの操作」を参照してくださ

い。バックアップしたい NetWare クライ

アントごとにインストール手順を繰り返

します。

Retrospect Client for NetWare を再インス
トールするには

1. NetWare コンソールから retroclt –
stop と入力して、Retrospect Client プロ

セスを停止します。

2. SYS:retroclient ディレクトリを削除しま

す。 

3. 前述のように Retrospect Client for 
NetWare をインストールします。 

クライアントの操作

クライアントコンピュータは、Retrospect 
クライアントソフトウェアによってイン

ストールされた後、バックアップコン

ピュータからバックアップクライアント

データベースに追加され、基本操作と自

動操作で使用を開始できます。

ファイアウォールの設定

ネットワーククライアントを Retrospect で
バックアップするには、ファイアウォー

ルで通常遮断されているネットワークア

クセスの一部を有効にする必要がありま

す。 

Retrospect は TCP と UCP での通信に 497 番
ポートを使用します。Retrospect クライア

ントを検出してアクセスするには、

Retrospect バックアップサーバと、すべて

の Retrospect クライアントによる 497 番
ポート経由での TCP/UDP 通信を許可する

ようにファイアウォールを設定する必要

があります。 

Windows XP SP2 のファイアウォールを使

用している場合は、Retrospect のインス

トール時にファイアウォールが有効に

なっていれば、このポートが自動的に解

放されます。インストール時にファイア

ウォールが無効だった場合は、手動で

ポートを解放する必要があります。ファ

イアウォールの例外の設定方法について、

Windows のマニュアルを参照してくださ

い。

クライアントの追加

クライアントコンピュータをバックアッ

プするには、そのクライアントコン

ピュータを Retrospect のバックアップクラ

イアントデータベースに追加する必要が

あります。一般的に、一度に追加できる

のは 1 つのクライアントだけですが、特定

の状況下では複数のクライアントを同時

に追加することができます。また、

Retrospect を設定すれば、ネットワーク上

で新規クライアントを自動的に検出した

り追加すこともできます。

複数のクライアントを一度に追加する場

合の必要条件

• Retrospect Disk to Disk、Small Business 
Server、Single-Server、または Multi-
Server
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• Windows 版 Retrospect クライアント

• 公開鍵証明書を使用してインストール

されたクライアント（196 ページの

「複数ログイン用の Windows クライア

ントのインストール」を参照）。

• マルチキャストまたはサブネットブ

ロードキャスト方式によるクライアン

トアクセス

注： クライアントを追加すると、

Retrospect のライセンスマネージャは、利

用可能なクライアントのライセンスが

入っているプールからライセンスを 1 つ減

らします（該当する場合）。

単独のクライアントを追加するには

1. ナビゲーションバーから、「設定」>
「クライアント」を順にクリックしま

す。 

バックアップクライアントデータベース

には、Retrospect で使用するために現在ロ

グインしているすべてのクライアントコ

ンピュータのスクロールリストが表示さ

れます。

2.「追加」をクリックすると、「ネット

ワーク状況」ウィンドウが表示されま

す。

このウィンドウには、Retrospect クライア

ントソフトウェアがインストールされて

いる、特定のネットワーク上のコン

ピュータがすべて表示されます。デフォ

ルトでは、Retrospect は Piton マルチキャス

ト方式を使用して、ローカルサブネット

内のクライアントを検索します。

注： サブネットとは、ルータやゲート

ウェイを使用しないでネットワークを構

成するローカルコンピュータのグループ

のことです。ただし、これらのコン

ピュータはゲートウェイを使用すること

により他のネットワークに接続すること

ができます。

3. クライアントを選択し、「追加」をク

リックします。

4. クライアントのパスワードを入力した

ら、「OK」をクリックします。

Retrospect for NetWare クライアントに追加

のダウンロードが表示されます。バック

アップしたい NetWare コンピュータ上の

すべてのボリュームへの管理者アクセス

権を持つユーザ名とパスワードを入力し

ます。無効な情報を入力すると、NetWare 
コンピュータ上で Retrospect の「ボリュー

ムデータベース」にどのボリュームも表

示されません。

ヒント： 今後、NetWare コンピュータに別

のユーザーとしてログインしたい場合は、

Retrospect を開き、「設定」>「ボリュー

ム」を選択し、「ボリュームデータベー

ス」リストで NetWare ボリュームを右ク
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リックし、新しいユーザ名とパスワード

を入力します。

クライアントにログインすると、クライ

アントのプロパティウィンドウが表示さ

れます。クライアントのプロパティにつ

いては、「クライアントの設定」を参照し

てください。

複数のクライアントを追加するには

1. ナビゲーションバーから、「設定」>
「クライアント」を順にクリックしま

す。 

バックアップクライアントデータベース

には、Retrospect で使用するために現在ロ

グインしているすべてのクライアントコ

ンピュータのスクロールリストが表示さ

れます。

2.「追加」をクリックすると、「ネット

ワーク状況」ウィンドウが表示されま

す。

このウィンドウには、Retrospect クライア

ントソフトウェアがインストールされて

いる、特定のネットワーク上のコン

ピュータがすべて表示されます。デフォ

ルトでは、Retrospect は Piton マルチキャス

ト方式を使用して、ローカルサブネット

内のクライアントを検索します。

注： サブネットとは、ルータやゲート

ウェイを使用しないでネットワークを構

成するローカルコンピュータのグループ

のことです。ただし、これらのコン

ピュータはゲートウェイを使用すること

により他のネットワークに接続すること

ができます。

3. リスト内のすべてのクライアントを選

択します。

Retrospect によって非 Windows クライアン

トの選択が自動的に解除されます。

4.「追加」をクリックします。

Retrospect バックアップコンピュータが作

成した公開鍵証明書を有するクライアン

トが追加されます。パスワードを有する

クライアントは追加されません。別の 
Retrospect バックアップコンピュータが作

成した公開鍵証明書を有するクライアン

トは、追加されません。

公開鍵証明書を有するクライアントを自

動的に検出してバックアップクライアン

トデータベースに追加する手順について

は、317 ページの「環境設定の追加」を参

照してください。

ネットワークアドレスのテスト

「ネットワーク状況」ウインドウの「テス

ト」ボタンを使用すると、既知の IP、
DNS、または WINS アドレスで応答中のク

ライアントをテストできます。

アドレスをテストするには

1. ナビゲーションバーから、「設定」>
「クライアント」を順にクリックしま

す。 
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2.「追加」をクリックすると、「ネット

ワーク状況」ウィンドウが表示されま

す。

3.「テスト」をクリックします。

4. IP、DNS、または WINS アドレスを入

力し、「OK」をクリックします。

指定されたアドレスで Retrospect クライア

ントソフトウェアが検出されると、

Retrospect はそのクライアントの名前とソ

フトウェアのバージョンを報告します。 

指定したアドレスで検出されたコン

ピュータが、Retrospect クライアントソフ

トウェアを実行していない場合、

Retrospect はエラー –541 を報告します。 

指定されたアドレスから TCP/IP の応答が

ない場合、Retrospect はエラー –530 を報告

します。

「高度な設定」ボタンをクリックすると、

Retrospect のより高度なネットワーク機能

を利用できます。これらの機能について

は、210 ページの「高度なネットワーク」

で説明しています。

クライアントの設定

クライアントにログインしたら、クライ

アントを設定する必要があります。クラ

イアントが既にインストールされていて、

まだログインしていない場合は、まず

「ネットワーク状況」ウィンドウのクライ

アントから目的のクライアントを選択し

ます。次に「追加」ボタンをクリックし

てクライアントにログインし、そのクラ

イアントを設定します。既にわかってい

るクライアントの設定をし直す必要があ

る場合は、該当するクライアントを

「バックアップ クライアント データベー

ス」ウィンドウから選択し、ツールバー

から「プロパティ」をクリックできます。

クライアントのプロパティウィンドウに

は、次の 4 つのタブがあります。

• 「全般」タブ

• 「アクセス」タブ

• 「ツール」タブ

• 「ボリューム」タブ

「全般」タブ

「全般」タブは、バックアップクライアン

トのさまざまな情報を表示し、ネット

ワーク経由のデータを保護するためのオ

プションを持ちます。

「名前」は、指定されたクライアントの名

前です。

「タイプ」は、クライアントコンピュータ

が使用するオペレーティングシステムを

示します。

「バージョン」は、クライアントコン

ピュータにインストールされているクラ

イアントソフトウェアのバージョン番号

です。
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「A/C」は、4.1 以前のクライアントソフト

ウェアが動作するバックアップクライア

ントのアクティベータコードです。

「優先度」は、ユーザがクライアントのコ

ントロールパネルで選択した優先順位設

定を示します。20% の優先順位は、ユー

ザがつまみを「ユーザ」に設定している

ことを示します。これにより、他のアプ

リケーションやタスクにいくらかのコン

ピュータの処理時間が Retrospect タスクの

使用よりも優先的に割り当てられます。

100% の優先順位は、クライアントの優先

順位を示すつまみが「バックアップ」に

設定されていることを示します。これに

より、クライアントのタスク（つまり、

ファイルの転送）に、オペレーティング

システムが割り当てるクライアントソフ

トウェアの処理時間のすべてが優先的に

割り当てられます。

「セキュリティ」は、このクライアントコ

ンピュータに指定されたデータセキュリ

ティを示します。

• 「なし」は、パスワードが設定されてい

ないため、ネットワーク上で Retrospect 
を使用しているユーザは誰でもこのク

ライアントにログインできます。 

• 「パスワード」は、このクライアントに

ログインするために、パスワードを入

力する必要があることを示します。 

• 「秘密鍵 / 公開鍵を使用」は、クライア

ントにログインするのにパスワードが

不要であることを示します。詳細につ

いては、196 ページの「複数ログイン

用の Windows クライアントのインス

トール」を参照してください。

• 「リンク暗号化」は、クライアントにパ

スワードが設定されており、「ネット

ワーク接続の暗号化」チェックボック

スがオンになっている場合に表示され

ます。これは、クライアントのデータ

がネットワーク経由で送信される前に

暗号化されることを示します。「リンク

暗号化」オプションを選択するには、

パスワードか公開鍵 / 秘密鍵が設定さ

れている必要があります。

「状況」は、バックアップやその他の操作

がクライアントで使用可能かどうかを示

します。「接続していません」は、

Retrospect がクライアントとまだ接続を確

立していないことを示します。「使用中」
は、クライアントが現在アクセス中であ

ることを示します。「接続されました」
は、クライアントは準備完了しており、

いつでも使用可能であることを示します。

「ロックされています。」は、このクライ

アントワークステーションにいるユーザ

がクライアントのコントロールパネルで

「読み込み専用」のアクセス環境設定に

チェックマークを付けたことを示します。

この場合は、クライアントをバックアッ

プできますが、クライアントに復元した

り、クライアントのファイルを削除する

ことはできません。「ビジー」は、クライ

アントが現在ネットワーク上の Retrospect 
の別のコピーからアクセスされているこ

とを示します。「オフ」は、このクライア

ントにいるユーザがクライアントのコン

トロールパネルで「オフ」ラジオボタン

をクリックしたことを示します。オフに

されたクライアントは、手動でオンに戻

すか、クライアントコンピュータを再起

動するまで操作ができなくなります。

「エコータイム」は、このクライアントと

の通信で生じる秒単位の遅延を示します。

通常は、0.0 ～ 0.2 秒です。ネットワーク

またはクライアントが混雑している場合、

あるいはルータを使用している場合は、

問題が発生していないのにエコー時間が

長くなることがあります。

「速度」は、バックアップコンピュータと

クライアントコンピュータ間でのネット

ワーク接続の転送率を示します。「更表

示」ボタンをクリックすると、速度情報

が更新されます。
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「時計の誤差」は、クライアントコン

ピュータとバックアップコンピュータの

内部クロックの時間差を時間 : 分 : 秒で示

します。

「ネットワーク接続の暗号化」は、デフォ

ルトではオフであり、このクライアント

がパスワードを使用する場合にのみ使用

可能になります。チェックボックスが選

択されている場合、Retrospect は、ネット

ワーク経由で転送されるデータを暗号化

し、データがバックアップセットに書き

込まれる前に暗号解除することで、ネッ

トワークでの盗聴を防止します。クライ

アントのリンク暗号化は、バックアップ

セットの暗号化とは明確に異なります。

「アクセス」タブ

「アクセス」タブは、このクライアントへ

のネットワークアクセス方式の概要を示

します。

「変更」ボタンをクリックすると、特別な

「ネットワーク状況」ウィンドウからクラ

イアントにアクセスできます。この操作

は、クライアントがネットワークを移動

した場合や、クライアントが再インス

トールされた場合に必要になることがあ

ります。 

「ツール」タブ

「ツール」タブでは、クライアント名、パ

スワードを持つかどうか、クロックオフ

セット（クライアントコンピュータのク

ロックとバックアップコンピュータのク

ロックとの時間差）、およびクライアント

ソフトウェアのバージョン番号を表示し

ます。

• クライアント名を変更するには、「リ

ネーム .. 」をクリックします。新しい

名前の入力と確認を求めるダイアログ

ボックスが表示されます。 

• パスワードを追加または変更するには、

「パスワードの設定」をクリックしま

す。新しいパスワードの入力と確認を

求めるダイアログボックスが表示され

ます。

• ユーザ開始型復元パスワードを追加す

るか削除するには、「UIR パスワードの

設定」をクリックし、パスワードを入

力して確認します。ユーザ開始型復元

（UIR）のメリットを活用するために

は、パスワードを Retrospect クライア

ント ユーザに提示することが必要で

す。UIR の詳細については、226 ペー

ジの「ユーザ開始型復元」を参照して

ください。このオプションが無効に

なっている場合は、317 ページの

「ユーザ復元環境設定」を参照してくだ

さい。

• クライアントコンピュータの時刻を

バックアップコンピュータの時刻と一

致させるには、「時計を合わせる」をク

リックします。ただし、クライアント

へのアクセスが読み込み専用である場

合は、このボタンは使用できません

（218 ページ参照）。 
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• クライアントのソフトウェアバージョ

ンを更新するには、「更新 ..」をクリッ

クします。更新元に使用する Retrospect 
クライアントソフトウェアの場所を求

めるファイル選択ダイアログボックス

が表示されます。操作手順の詳細につ

いては、208 ページの「個々のクライア

ントコンピュータを更新するには」を

参照してください。

「ボリューム」タブ

「ボリューム」タブでは、ネットワーク経

由でアクセス可能なクライアントコン

ピュータのボリュームを表示します。

「元ボリューム」：リストボックスの設定

は、操作中に Retrospect がクライアントの

コンテナを解決する方法に影響を与えま

す。通常は、「クライアントデスクトップ」

のデフォルト設定を変更する必要はありま

せん。

• 「クライアントデスクトップ」は、クラ

イアントコンピュータに対してローカ

ルなすべてのボリュームに解決します。

ただし、フロッピーディスク、共有ボ

リューム（ファイルサーバなど）、読み

出し専用ボリューム（CD-ROM など）、

空のボリュームは除きます。

• 「起動ボリューム」は、クライアントコ

ンピュータのブート元ボリュームに解

決します。

• 「選択したボリューム」は、「記憶され

たボリューム」のリストで選択したす

べてのボリュームに解決します。

「記憶されたボリューム」：クライアント

のボリューム一覧を表示します。操作中

の Retrospect は、選択したボリュームのみ

を使用できます。この選択により、

Retrospect の「ボリュームデータベース」

ウィンドウに表示されるボリュームが決

まります。また、「元ボリューム」リスト

ボックスに「選択したボリューム」が設

定されている場合は、選択により、クラ

イアントコンテナが解決されるボリュー

ムも決まります。

以下の表では、マウントされたいくつか

のボリュームを持つクライアントコン

ピュータの例を使用します。この例では、

異なる「アクセスするボリューム」設定

のそれぞれについて、クライアントコン

テナが解消されるボリュームを示します。 

クライアントコンピュータ上の
ボリューム 「元ボリューム」設定の内容 ボリュームの内訳

「クライアントデスクトップ」 Alyosha
Beowulf
Cynics

「起動ボリューム」 Alyosha

「記憶されたボリューム」のリストから Beowulf 
のみを選択した「選択したボリューム」

Beowulf
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クライアントの削除

ログインしていたクライアントとそのボ

リュームが不要になることがあります。

たとえば、コンピュータがすでにネット

ワーク上に存在しない場合があります。

このような場合、該当するクライアント

を削除するように Retrospect に指示するこ

とができます。これは、クライアントに

ログインする操作の反対になります。

「バックアップ クライアント データベー

ス」ウィンドウで、削除するクライアン

トを選択し、ツールバーの「削除 ...」ボ

タン をクリックします。Retrospect か
ら削除を確認するメッセージが表示され

ます。「OK」をクリックすると、

Retrospect のスクリプトとその他のリスト

からクライアントボリュームが削除され

ます。この操作では、削除中にバック

アップコンピュータで使用中であった 
Retrospect だけが影響を受けます。この操

作では、ネットワーク上の他のコン

ピュータで実行していた Retrospect のコ

ピーは影響を受けないので、削除された

クライアントへのログインはそのまま維

持されます。クライアントを削除しても、

そのクライアントの既存のバックアップ

は影響を受けません。

ヒント： Shift キーか Ctrl キーを押しなが

らクリックしてクライアントを選択し、

複数のクライアントを一度に削除するこ

とができます。

1 台クライアントを削除すると、ライセン

スマネージャで利用できるクライアント

のライセンスが 1 つ増えます（194 ページ

を参照）。

クライアントの更新

古いクライアントソフトウェアを更新し

て新規バージョンで改善された機能を利

用する必要に迫られるときがあります。

そのようなとき、クライアントをバック

アップコンピュータから更新したり、ク

ライアントを個別に更新したりできます。

バックアップコンピュータからのクライ
アントの更新

必要なだけ個別にクライアントを更新す

るか、または指定したタイプのすべての

クライアントを更新することができます。

クライアントの更新時には、そのクライ

アントの 新の設定がすべて保持されま

す。

注： 一部のクライアントが停止している

場合でも、すべてのクライアントを更新

しておくことをお勧めします。未更新の

クライアントのために後でこの操作を繰

り返しても、すでに更新されているクラ

イアントには何ら影響することはありま

せん。

指定したタイプのすべてのクライアントを
更新するには

Retrospect のナビゲーションバーから、「設

定」をクリックし、「クライアント」をク

リックします。「バックアップ クライアン

ト データベース」ウィンドウが表示され

ます。このウィンドウには、Retrospect で
使用するために現在ログインしているす

べてのクライアントコンピュータが表示

されます。
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ツールバーから「クライアントのアップ

デート」  をクリックします。Retrospect 
クライアントの更新（.rcu）ファイルの場

所を指定するように求めてきます。クラ

イアント更新ファイルには、それぞれの

オペレーティングシステム用があります

（Windows、Linux、Solaris、NetWare、
Mac OS 7/8/9、Mac OS X）。クライアント

更新ファイルの種類によって、取得でき

る場所も異なる場合があります

（Retrospect CD や Retrospect Web サイ

トなど）。

適切な場所から該当するクライアント更

新ファイルを選択し、「開く」をクリック

します。確認後、Retrospect は、選択した 
.rcu ファイルと同じタイプのすべてのクラ

イアントコンピュータで（Windows、
Solaris など）、クライアントソフトウェア

の更新を開始します。複数のタイプのク

ライアントがある場合は、各タイプに対

してこれらの手順を繰り返します。

注： クライアントコンピュータにウィル

スチェックソフトウェアがインストール

されている場合は、更新を続ける前に

ウィルスチェックソフトウェアが実行し

ていないことをクライアントコンピュー

タで確認する必要があります。

更新が完了したら、Retrospect はダイアロ

グボックスに結果を表示し、操作ログを

作成したことを報告します。「OK」をク

リックします。

それぞれのクライアントの更新状況を確

認するには、操作ログを開きます。操作

ログを開くには、ナビゲーションバーか

ら「レポート」をクリックして「操作ロ

グ」をクリックするか、あるいは「ウィ

ンドウ」メニューから「操作ログ」を選

択します。

それぞれの Mac OS 7/8/9 クライアントコ

ンピュータを再起動します。Mac OS 7/8/9 
では、コンピュータを再起動するまで更

新は有効になりません。

それぞれの Windows NT 4.0 および 
Windows 2000 クライアントコンピュータ

を再起動します。再起動するまでは、こ

れらのクライアントに対して更新は有効

になりません。

Solaris と Red Hat Linux 6.2 クライアントの

場合は、次のコマンドを使用して、各コ

ンピュータで Retrospect クライアントを手

動で再起動する必要があります。

$/usr/local/dantz/client/rcl 
start

個々のクライアントコンピュータを更新する
には

Retrospect ナビゲーションバーで、「設定」

>「クライアント」の順にクリックしま

す。「バックアップ クライアント データ

ベース」ウィンドウが表示されます。こ

のウィンドウには、Retrospect で使用する

ために現在ログインしているすべてのク

ライアントコンピュータが表示されます。

更新するクライアントを選択し「プロパ

ティ」ボタンをクリックするか、あるい

はクライアントをダブルクリックします。

表示されたクライアントのプロパティ

ウィンドウから、「ツール」タブをクリッ

クします。

「更新 ..」ボタンをクリックします。ダイ

アログボックスが表示され、Retrospect ク
ライアント更新（.rcu）ファイルの場所を

指定するように求めてきます。

http://www.retrospect.com/updates
http://www.retrospect.com/support/updates
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該当するクライアント更新ファイルを選

択し、「開く」をクリックします。更新が

完了したら、別のダイアログボックスが

表示され、更新の完了が報告されます。

「OK」をクリックします。

Mac OS 7/8/9 または Windows NT/2000 で
は、クライアントコンピュータを再起動

するまで更新は有効になりません。Solaris 
と Red Hat Linux 6.2 クライアントの場合

は、次のコマンドを使用して、各コン

ピュータで Retrospect クライアントを手動

で再起動する必要があります。

$/usr/local/dantz/client/rcl 
start

クライアントコンピュータからのクライ
アントの更新

前述のようにバックアップコンピュータ

からクライアントを更新する代わりに、

個々のクライアントコンピュータから直

接クライアントを更新できます。この操

作には、クライアントの更新も兼ねた 
Setup アプリケーション（Windows）、
Client Installer アプリケーション

（Mac OS）、rpm か tar インストーラ 
（UNIX）、または clientpk（NetWare）を使

用します。

コンピュータのオペレーティングシステ

ムに対応するインストール手順（194 ペー

ジを参照）に従ってください。

クライアントとそのソフトウェアの
アンインストール

コンピュータからクライアントソフト

ウェアを削除する場合は、207 ページの

「クライアントの削除」の記述に従ってク

ライアントを削除し、クライアントのタ

イプごとに以下の項を参照してください。

• Windows

• UNIX

• Mac OS 7/8/9

• Mac OS X

• NetWare

Windows
1.「スタート」メニューから、「設定」>
「コントロールパネル」を選択します。

2.「アプリケーションの追加と削除」をダ

ブルクリックします。 

3. 表示されるウィンドウで、Retrospect ク
ライアントソフトウェアを選択し、「追

加と削除」をクリックします。 

4.「OK」をクリックしてウィンドウを閉

じます。

注： NT/2000/XP では、管理者権限でログ

インする必要があるかもしれません。

UNIX
UNIX クライアントをアンインストールす

るためのプロセスは、クライアントソフ

トウェアのインストール方法によって異

なります。

rpm の場合、次のコマンドを入力します。
$rpm -e retroclient

Solaris の場合、次のコマンドを入力しま

す。#pkgrm retroclnt

tar の場合、tar を使用してインストールし

たクライアントソフトウェアファイルを

手動で削除します。

Mac OS 7/8/9
ファイルをゴミ箱に入れることにより、

コンピュータから Retrospect クライアント

コントロールパネルを削除します。

Mac OS X
1. クライアントインストーラアプリケー

ションを開きます。 

2. ポップアップメニューから「アンイン
ストール」を選択し、Retrospect クライ

アントソフトウェアをアンインストー
ルするボリュームを選択します。 
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3.「アンインストール」ボタンをクリック

して、コンピュータからクライアント

ソフトウェアを削除し、削除が完了し

たらこのアプリケーションを終了しま

す。

NetWare
1. システムコンソールから、次のコマン

ドを入力します。

unload retroclt

2.「Retroclient」ディレクトリ全体をボ

リューム（SYS:）から削除します。

3. SYS:system¥autoexec.ncf ファイルから、

次の行を削除します。

##BeGiN## NetWare NLM required by 
Retrospect ###

### Do NOT change anything between 
marks, including marks.

Search add SYS:RETROCLIENT¥BIN
retroclt

##EnD## NetWare NLMs required by 
Retrospect ###

高度なネットワーク

Retrospect は一般にマルチキャストアクセ

ス方式を使用して、ローカルネットワー

クセグメントまたはローカルサブネット

に直接接続されたバックアップクライア

ントを検出し、それを「ライブネット

ワーク」ウィンドウに表示します。バッ

クアップコンピュータとそのクライアン

トの間にルータが存在するネットワーク

の場合や、バックアップコンピュータが

異なる物理ネットワークと接続する複数

のネットワークカードを持つ場合は、ク

ライアントにアクセスするために 
Retrospect のより高度な技術が必要になり

ます。

Retrospect には、クライアントにアクセス

するためのさまざまな方式に対応する機

能が用意されています。また、Retrospect 
によってユーザは、バックアップコン

ピュータ内のアダプタカードの使用を制

御できます。

アクセス方式

Retrospect は、標準的な DNS および WINS 
ディレクトリサービスや、TCP/IP に基づ

く独自の Piton Name Service のいずれも使

用できます。

Retrospect クライアントデータベースにク

ライアントを追加すると、そのクライア

ントのアクセス情報も保存されるため、

後で使用するのに便利です。Retrospect が
バックアップのためにクライアントに接

続を試みるとき、オリジナルのアクセス

方式を使用して、アクセス情報をクライ

アントの現在の IP アドレスに解決します。

それぞれのクライアントコンピュータ上

で、Retrospect クライアントソフトウェア

はバックアップコンピュータの Retrospect 
からのクエリを待ちます。Retrospect がク

ライアントと交信する方法は、Retrospect 
が使用しているアクセス方式によって異

なります。

マルチキャスト

初にネットワーク状況ウィンドウを開

くと、デフォルトのアクセス方式はマル

チキャストになります。この方式では、

Retrospect は受信中のクライアントコン

ピュータにマルチキャスト要求を送信し、

クライアントコンピュータからの識別子

による応答を待ちます。マルチキャスト

方式を持つクライアントを追加し、後で 
Retrospect がバックアップのためにそのク

ライアントに接続を試みるとき、そのク

ライアントデータベースを更新して該当

するクライアントと接続するために別の

要求を送信することで IP アドレスの変更

を自動的に処理します。

ネットワークアナライザを使用して、マ

ルチキャスト方式で送信するパケットを

監視する場合、Retrospect は通信用に既知

のポート 497 を使用します。パケットの
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フォーマットは、Retrospect 独自のプロト

コル Piton（PIpelined TransactiONs に対応）

に準拠します。このプロトコルによって、

Retrospect はネットワーク速度と信頼性が

保証されます。Multicast Piton Name Service 
が、割り当てられたアドレス 224.1.0.38 を
使用することで、Piton は Retrospect クライ

アントソフトウェアが動作するコン

ピュータにだけクエリを送信することが

できます。

マルチキャストアクセスは設定の必要が

なく単純ですが、ルータを横断して動作

することはありません。マルチキャスト

アクセスはローカルサブネットでのみ動

作します。

サブネットブロードキャスト

サブネットブロードキャストアクセス方

式では、インターネットなど任意のネッ

トワークトポロジを仮想的に使用してク

ライアントにアクセスすることができま

す。

TCP/IP 標準に準拠するすべてのサブネッ

トは、ネットワークアドレス（192.168.1.0 
など）とサブネットマスク（255.255.255.0 
など）の両方を持ちます。ルータはこれ

らのアドレスとマスクを使用して、コン

ピュータが接続している物理ネットワー

クを特定します。ルータは、特定サブ

ネット上のすべてのコンピュータに対す

るクエリもサポートします。Retrospect 
は、マルチキャストアクセスの場合と同

一の Piton プロトコルを使用して、そのサ

ブネットブロードキャストアクセス方式

にこの機能を利用します。

Retrospect のサブネットアクセス方式で

は、利用するサブネットのアドレスとマ

スクを定義し、ネットワークの変更に応

じてこれらの設定を更新する必要があり

ます。

ダイレクトアクセス

ダイレクトクライアントアクセス方式を

使用して、特定のバックアップクライア

ントを Retrospect のクライアントデータ

ベースに追加することができます。この

方式では、ユーザは各バックアップクラ

イアントの IP アドレス、または DNS 名か 
WINS 名を知っておく必要があります。

DHCP サーバから動的 IP アドレスを取得

するコンピュータには、数値の IP アドレ

スを使用しないでください。これは、ア

ドレスが変更されたときに Retrospect は変

更を知る手段がないためです。

ダイレクトアクセスによるクライアント

の追加は、数クライアントを追加する場

合に有効です。この方式で多くのクライ

アントを追加するには無駄が多すぎます。

多くのクライアントを追加する場合は、

他の方式の使用をお勧めします。

アクセス方式の設定

初に「ネットワーク状況」ウィンドウ

を開くと、Retrospect は、マルチキャスト

アクセス方式を使用してローカルサブ

ネット内のクライアントを検索します。

「高度な機能」をクリックして、高度な

ネットワーク機能にアクセスします。

ウィンドウでは、ネットワークインター

フェイスとアクセス方式用のコントロー

ルが表示されるようになります。

サブネットブロードキャストアクセス方式

ユーザは、別のサブネットを定義し、そ

のサブネットで Retrospect がクライアント

を検索するようにできます。
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高度な機能が表示された「ライブネット

ワーク」ウィンドウの「サブネットブ

ロードキャスト」をクリックして、検索

する新しいサブネットを設定します。こ

の機能を 初に使用するときにはサブ

ネットは設定されていないので、クライ

アントは表示されていません。「サブネッ

ト」ボタンをクリックします。同様に、

この機能を 初に使用するときにはサブ

ネットは設定されていないので、設定

ウィンドウには何も表示されていません。

「追加 ..」をクリックして表示されるダイ

アログボックスに、サブネット内の IP ア
ドレスとそのサブネットマスクを入力し

ます。「OK」をクリックします。

定義した IP サブネットは、サブネット設

定ウィンドウに表示されます。

後で必要に応じてサブネットを追加、変

更、削除できます。 

「OK」をクリックして「ネットワーク状

況」ウィンドウに戻り、サブネットブ

ロードキャストアクセス方式を使用して 
Retrospect により検出されたバックアップ

クライアントを表示します。

サブネットブロードキャストアクセス方

式でクライアントを追加すると、

Retrospect は定義したサブネットからその

クライアントを検索します。

Retrospect がクライアントを検索するとき

は、設定したすべてのサブネットにアク

セスします。このようなアクセスは、こ

のウィンドウを開いているときだけでな

く、ある操作で Retrospect がクライアント

を検索するときにも同様です。

注： インターフェイスを定義して使用す

る（213 ページを参照）ことにより、各ク

ライアントの検索対象になるサブネット

数を制限することができます。

ダイレクトアクセス方式

高度な機能が表示された「ネットワーク

状況」ウィンドウで、アクセス方式ボタ

ン「ダイレクト」をクリックします。ク

ライアントの既知の IP アドレス、または 
DNS 名か WINS 名を入力するために、表

示がクライアントリストからエントリ

ボックスに切り替わります。

名前またはアドレスを入力して、「追加」

をクリックします。指定したアドレスで

クライアントが見つかると、そのクライ

アントをクライアントデータベースにロ
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グインさせる前にパスワード入力を求め

るメッセージが表示されます。

注： 指定した IP アドレスでクライアント

に接続できなかった場合は、368 ページの

「クライアント設定のトラブル」を参照し

てください。

正しいパスワードを入力すると、クライ

アントのプロパティウィンドウが表示さ

れます（203 ページ以降の「クライアント

の設定」を参照）。 

インターフェイス

Retrospect のインターフェイス機能では、

アダプタカードを複数の選択肢から選択

し、バックアップクライアントのグルー

プ向けにネットワークオプションを制御

することができます。たとえば、カスタ

ムインターフェイスでは、異なるサブ

ネット上のクライアントをバックアップ

するためにバックアップデータがルータ

を経由する必要がないため、ネットワー

クの帯域幅が節約されます。

Retrospect は、クライアントデータベース

へのクライアントの追加に使用したイン

ターフェイスを記憶しているので、その

クライアントへのすべてのアクセスには

インターフェイスの設定を使用します。

クライアントに使用したインターフェイ

スを変更するには、クライアントプロパ

ティウィンドウの「アクセス」タブを使用

します。

ヒント： 複数同時操作を実行するときに

複数の NIC を持つバックアップコン

ピュータの利点をいかすには、NIC #1 を
使用しているクライアントと NIC #2 を使

用しているクライアントが別々のバック

アップセットにバックアップされるよう

にしてください。

Web ブラウザなどの TCP/IP ベースのプロ

グラムが TCP/IP 接続を開始する場合は、

コンピュータの「デフォルト」の IP アド

レスを使用して自身を識別します。コン

ピュータが複数のアドレスを持つ場合、

Retrospect のインターフェイスでは使用す

るアドレスを選択することができます。 

インターフェイスでは、「高度な設定」オ

プションをグループ化することもできま

す。たとえば、クライアントの 1 つのグ

ループに別のグループとは異なるタイム

アウト値を持たせたい場合は、2 つの個別

の Retrospect インターフェイスを作成し

て、両方に同じアダプタを指定し、互い

のタイムアウト設定を別にすることで実

現できます。

インターフェイスの設定

Retrospect ナビゲーションバーから、「設

定」>「クライアント」を順にクリックす

ると、「バックアップ クライアント データ

ベース」ウィンドウが表示されます。

ウィンドウのツールバーにある「イン

ターフェイス」ボタン  をクリックし、

インターフェイスウィンドウを開きます。

インターフェイスウィンドウには、デ

フォルトのインターフェイスと追加した

すべてのインターフェイスが表示されま

す。

「インターフェイス新規」：「新規」ボタン

をクリックし、新規インターフェイスの

名前を入力して「新規」をクリックしま

す。この時点から、以下に説明するよう

にインターフェイスを編集します。
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「インターフェイス編集」：リストからイ

ンターフェイスを選択し、「編集」ボタン

をクリックします。

注： オプションやオプションに付随する

さまざまな問題に完全に慣れるまでは、

デフォルトのインターフェイスを編集し

ないでください。

初に TCP/IP インターフェイス（通常は

ネットワークアダプタカード）を選択す

る必要があります。静的 IP アドレスや 
DHCP サーバが動的に割り当てる IP アド

レスを使用することもできます。デフォ

ルトのインターフェイスは常にコン

ピュータのデフォルトの TCP/IP アドレス

を使用し、変更することはできません。

ヒント： 適なパフォーマンスを得るた

めにも、Windows のデフォルトネット

ワークとして、もっとも高速なネット

ワーク接続を使用していることを確認し

てください。

「高度な設定」オプションの設定

「インターフェイス」ウィンドウから、

「高度な設定」ボタンをクリックして、

「高度なインターフェイスの設定」ウィン

ドウを開きます。

一般オプションの分類項目に Retrospect の
タイムアウトがあります。

「ネットワーク再実行の警告」：指定した

時間内にクライアントが応答しない場合、

Retrospect は「ネットワーク再実行」ダイ

アログボックスを表示します。

「接続タイムアウト」：指定した時間内に

クライアントが応答しない場合、

Retrospect は確立したクライアントとの

ネットワーク接続を終了します。

Retrospect は接続を終了し、エラー –519
（ネットワーク通信に失敗しました）を報

告します。オペレーティングシステムの 
TCP/IP 自身は、通常の接続タイムアウト

で指定した時間の前にエラー –519 でタイ

ムアウトになります。この値には、

Retrospect がクライアントによる通信の再

開を待機できる 大時間を設定するよう

にしてください。

TCP/IP 分類項目には、クライアントに対

する接続、表示、マルチキャストの各オ

プションがあります。
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「検索ポーリング間隔」：クライアントが

新のアドレスで利用できない場合、

Retrospect はこの間隔でクエリを送信しま

す。

「検索タイムアウト」：指定した時間内に

クライアントを見つけることができない

場合、Retrospect はそのクライアントの検

索を終了します。 

注： このタイムアウトは、Proactive 
Backup スクリプトのポーリングオプショ

ン（279 ページを参照）でさらに制限され

る場合があります。

「ライブポーリング間隔」：ネットワーク

状況ウィンドウでクライアントをポーリ

ングする場合、この時間間隔でクライア

ントにブロードキャストします。イン

ターフェイスに複数のサブネットを設定

した場合、Retrospect は、定義されたサブ

ネットの数でポーリング間隔を除算し、

それぞれに間隔を等しく分け与えます。

「コンテナを削除」：指定したシーケン

シャルなポーリング回数でクライアント

が応答しない場合、Retrospect はクライア

ントをライブネットワークウインドウか

ら削除します。このオプションは、すで

にバックアップクライアントデータベー

スに追加されているクライアントには影

響しません。

「マルチキャスト実行時間」：Retrospect 
は、この「実行時間」の値をマルチキャ

ストの UDP パケットに割り当てます。こ

の値は、パケットが破棄されるまでに実

行できるルータの 大ホップ数です。「実

行時間」の値を増やすことにより、

Retrospect は、IGMP ケーブルルータで接

続されたより多くのサブネット上でクラ

イアントを検索することができます。

IGMP をサポートしていないルータは、マ

ルチキャストの UDP パケットを転送しま

せん。

クライアントユーザの環境設定

クライアントソフトウェアをインストー

ルしたら、クライアントコンピュータの

ユーザは、Retrospect クライアントコント

ロールパネルを使用して、ネットワーク

のバックアップ操作の一部を制御できま

す。

注： Retrospect Client for NetWare にコント

ロールパネルはありません。代わりに、

NetWare サーバのコンソールからコマンド

ラインを使用して NetWare クライアント

を管理することができます。詳しくは、

220 ページの「NetWare クライアントのコ

マンドライン」を参照してください。

バックアップするための設定を変更する

必要はありません。通常は、既存の設定

で間に合います。Retrospect クライアント

コントロールパネルを開くには、次のこ

とを実行します。

Windows：「スタート」メニューから「プ

ログラム」>「Retrospect」>
「Retrospect クライアント」を順に選択し

ます。
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UNIX：インストールされたクライアント

フォルダから RetroClient.sh を実行します。

Mac OS 7/8/9：  メニューから「コント

ロールパネル」を選択し、「Retrospect ク
ライアント」を開きます。

Mac OS X：「アプリケーション」フォルダ

から、「Retrospect クライアント」を開き

ます。

Retrospect クライアントコントロールパネ

ルでは、ユーザ名やコンピュータ名、ク

ライアントのアクセス状況、 近実行し

たバックアップのレポートなど、インス

トール先のクライアントコンピュータに

関する情報を表示します。

Windows クライアントのコントロールパネルでの
「状況」タブの表示（UNIX クライアントのコント
ロールパネルもこのレイアウトに類似しています）

Mac OS X クライアントアプリケーション
（Mac OS 7/8/9 クライアントのコントロールパネル
もこのレイアウトに類似しています）

Java ベースのグラフィカルユーザイン

ターフェイス以外に、コマンドラインで

も UNIX クライアントを制御することがで

きます。コマンドラインの引数を表示す

るには、次のコマンドを入力します。

$retrocpl --help

アクセスマスター制御

「オン」または「オフ」ラジオボタンに

よって、バックアップコンピュータから

クライアントへのネットワークアクセス

を有効にしたり、無効にしたりできます。

クライアントソフトウェアをインストー

ルして、クライアントコンピュータを起

動すると、アクセスを有効にするための

コントロールは常にオンになっています。

コントロールをオフにすると、クライア

ントコンピュータ上のデータは Retrospect 
からネットワーク経由でアクセスするこ

とができなくなります。

ヒント： クライアントコンピュータへの
アクセスを完全に防止するには、209 ペー

ジの「クライアントとそのソフトウェア
のアンインストール」の説明に従って 
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Retrospect クライアントソフトウェアをア

ンインストールします。

環境設定

Retrospect クライアントコントロールパネ
ルには、クライアントの操作を管理する
ためのユーザ環境設定が追加されていま
す。環境設定を表示する操作は、
Windows/UNIX と Mac OS で異なります。

Windows/UNIX コントロールパネルの上
部にある 4 つのタブから「環境設定」タブ
をクリックします。

Windows の Retrospect クライアントコントロール
パネルの環境設定

Mac OS：「環境設定」ボタンをクリック
します。

Mac OS X の Retrospect クライアントコントロール
パネルの環境設定

実行環境設定

実行環境設定により、クライアントユー
ザは、Retrospect とクライアントコン
ピュータとの対話方法を制御することが
できます。

注： この環境設定は、Mac OS 7/8/9 クライ

アントでのみ利用可能です。

「システム終了を待つ」は、Finder の「特

別」メニューからクライアントユーザが

「システム終了」を選択したときに発生す

る内容を決めます。このオプションが選

択されているときに「システム終了」を

選択すると、バックアップが発生するま

で「バックアップ待機中」ダイアログ

ボックスが表示されます。デフォルトで

は、この環境設定が選択されます。

このダイアログボックスがクライアント

の Macintosh 画面に表示される場合、クラ

イアントユーザは、「再起動」をクリック

してクライアントの Macintosh を再起動す

るか、「システム終了」をクリックしてシ

ステムを終了するか、または何もせずに

自動実行に任せます。クライアントコン

ピュータを 30 秒間使用しなければ、ユー

ザがキーを押すか、マウスを動かしてダ

イアログボックスに戻るまで、スクリー

ンセーバーが表示されます。バックアッ

プコンピュータがこのクライアントに対

する操作を終了すると、クライアントの 
Macintosh をシステム終了します。

「バックグラウンドで起動」により、バッ

クアップコンピュータは、クライアント

ユーザの使用中にクライアントの 
Macintosh を操作することができます。

チェックボックスが選択されていなけれ

ば、ネットワーク操作の間、クライアン

ト上にダイアログボックスが表示されま

す。この環境設定のデフォルトはオンで

す。

ダイアログボックスが表示されたら、ク

ライアントの Macintosh のユーザは、ネッ

トワーク操作をキャンセルして作業を続

行するか、または操作が終了するまで待

機します。「バックグラウンドで実行」が

選択されていれば、バックアップ時にダ

イアログボックスは表示されず、クライ

アントユーザはローカル操作とネット
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ワーク操作の両方に優先順位を設定でき

ます。詳細については、以下を参照して

ください。

優先順位環境設定

優先順位環境設定を使用することでクラ

イアントユーザは、クライアントコン

ピュータをユーザのタスクのために優先

させたり、バックアップコンピュータの

操作のために優先させたりできます。

Mac OS の場合、これは、実行環境設定

「バックグラウンドで起動」がオンのとき

にのみ適用されます。

注： この環境設定は、Mac OS X クライア

ントの場合には使用できません。

つまみをドラッグして、「ユーザ」と

「バックアップ」間の適当な位置に設定し

ます。つまみを「ユーザ」に設定すると、

コンピュータはユーザを優先させるため、

Retrospect クライアントの操作は遅くなり

ます。つまみを「バックアップ」に設定

すると、Retrospect クライアントの操作が

優先されるため、ユーザに対するクライ

アントコンピュータの反応は遅くなりま

す。

この設定は、クライアントがバックアッ

プコンピュータとアクティブに通信できる

まで有効になりません。

Mac OS の場合、クライアントの Macintosh 
で「バックアップ待機中」ダイアログ

ボックスが表示されているとき、優先順

位設定は無視されます。

アクセス制御環境設定

これらの環境設定により、クライアント

ユーザはコンピュータ上のファイルや

フォルダに対するアクセスを制御できま

す。

「読み込みのみ」では、ネットワーク経由

でクライアントコンピュータをバック

アップできますが、バックアップコン

ピュータから書き込むことはできません。

これは、Retrospect がクライアントコン

ピュータ上のファイルを復元、移動、削

除できないだけでなく、Retrospect でボ

リュームの名前を変更できないことも示

します。オプションの「ボリュームバッ

クアップ日の設定」、「ファイルを移動」、

および「時計を合わせる」はクライアン

トでは使用できません。この設定のデ

フォルトはオフです。

「個人ファイル / フォルダ / ボリューム」

は、プライベート指定されたファイル、

フォルダ、またはボリュームをバック

アップコンピュータで使用できないよう

にします。この環境設定のデフォルトは

オフです。チェックボックスを選択し、

以下の記述に従ってプライベート項目を

指定します。

Windows または UNIX の項目にプライベー

トを指定するには、「追加 ...」ボタンをク

リックし、項目を参照して選択し、「OK」

か「除外する」をクリックします。「追加

...」ボタンを再度クリックすると、さらに

ボリューム、フォルダ、または個々の

ファイルを除くことができます。プライ

バシー機能では、ユーザが指定するリテ

ラルのパス名を使用します。ファイルま

たはフォルダを移動または名称変更する

と、プライベートは解除されます。ボ

リュームを別の場所にマウントすると、

そのボリューム上のファイルとフォルダ

のプライベートは解除されます。

Mac OS 上の項目にプライベートを指定す

るには、項目の名前の先頭または末尾に

中点（「・」、Option-8）を付けます。末尾

に中点を付けると、Finder での並べ替えの

順序が維持されます。たとえば、フォル

ダ名「Personal」を「Personal•」に変更す

ることで、そのフォルダにプライベート

を指定することができます。
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通知環境設定

これら 2 つの環境設定を使用することで、

クライアントユーザは Retrospect のネット

ワーク操作に関する通知を受ける方法を

指定できます。

「バックアップ後に通知」は、バックアッ

プやその他の操作が完了したら、クライ

アントにメッセージを表示するように指

示します。クライアントユーザは、「OK」

をクリックすると、メッセージを終了さ

せることができます。

「バックアップしていない間に通知：n 日
間」は、エントリボックスに指定した日

数以内にクライアントがバックアップされ

なかった場合、9:01 a.m. を過ぎたらメッ

セージを表示するようにクライアントに

指示します。この環境設定はデフォルト

で選択され、日数には 7 日が設定されま

す。

「HP Compaq SMART ハードドライブのエ

ラーを表示」（Windows クライアントの

み）は、Retrospect がクライアントの HP 
Compaq SMART ハードドライブボリュー

ム上のエラーを検出した場合に、Proactive 
Backup からの基本バックアップを要求し

ます（該当する場合）。デフォルトでは、

この環境設定はオンです。

Proactive Backup の制御

クライアントコンピュータから Proactive 
Backup スクリプトを制御する方法には、

次の 2 つがあります。

• クライアントからのスケジュール

• 実行を延期する

クライアントからのスケジュール

Proactive Backup スクリプトにクライアン

トが含まれている場合、そのクライアン

トのコントロールパネルを使用して、い

つクライアントをバックアップするかを

制御できます。

注： Proactive Backup は、Mac OS クライア

ントソフトウェアではバックアップサー

バと呼ばれています。

Mac OS 7/8/9「スケジュール」ボタンをク

リックすると、バックアップサーバダイ

アログボックスが表示されます。

Mac OS X：Retrospect クライアントの環境

設定ウィンドウに、バックアップサーバ

の環境設定が表示されます。

Windows/UNIX「Proactive Backup」タブを

クリックすると、そのコントロールが前

面に表示されます。

これらのコントロールにより、ユーザは 
Proactive Backup スクリプトを使用して、

バックアップコンピュータからクライア

ントコンピュータをいつバックアップす

るかを決めることができます。ユーザは

一般にコントロールを使用してバック

アップを開始したり、後でバックアップ

を実行できるだけでなく、このクライア

ントに対して Proactive Backup を通常のス

ケジュールに戻すこともできます。

Proactive Backup のオプションは、以下の

とおりです。

• 「できるだけ早く」では、Proactive 
Backup が使用可能になるとすぐに、

バックアップコンピュータはクライア

ントコンピュータをバックアップしま

す。



220 RETROSPECT ユーザガイド

• 「標準スケジュール」では、Proactive 
Backup スクリプトの通常のスケジュー

ルに従って、バックアップコンピュー

タはクライアントコンピュータをバッ

クアップします。→これはデフォルト

です。

• 「日時指定」では、バックアップコン

ピュータは指定した日時（現在の時刻

から 1 週間の間）を経過するまでクラ

イアントコンピュータをバックアップ

できません。日時をクリックして入力

するか、矢印ボタンをクリックして変

更します。

「OK」をクリックして設定を確定します。

実行を延期する

Proactive Backup でクライアントのバック

アップを開始しようとすると、クライア

ントコンピュータの画面にダイアログ

ボックスが表示されます。

注： このダイアログは、NetWare クライア

ントには表示されません。

Windows/UNIX クライアントの Proactive Backup カ
ウントダウン

Macintosh クライアントのバックアップサーバカウ
ントダウン

このダイアログボックスには、クライア

ントユーザが差し迫った Proactive Backup 
操作の実行を制御するための次の 3 つ方法

が用意されています。

• 「カウントダウンがゼロになるまで待

機」は、Proactive Client Backup に実行

を指示します。

• 「バックアップ」をクリックすると、

バックアップをすぐに実行します。

• 「延期」をクリックすると、ユーザは

バックアップの操作を後日に設定しま

す。

Windows または UNIX クライアントからの 
Proactive Client Backup の延期

Macintosh クライアントからの Proactive Client 
Backup の延期

ユーザがバックアップの操作を延期する

とき、Retrospect はバックアップコン

ピュータの操作ログにエントリを作成し

ます。

NetWare クライアントのコマンド
ライン

Retrospect Client for NetWare にはコント

ロールパネルがありませんが、NetWare 
サーバーのコンソールからコマンドライ

ンを使用することで、大半の機能を制御

することができます。利用可能なオプ

ションは次のとおりです。

retroclt --help: クライアントのオプ

ションとパラメータのリストを表示しま

す。 
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retroclt –stop: クライアントプロセス

を停止します。 

retroclt –ip n: クライアントを（n に
よって指定された）特定の IP アドレスに

バインドします。 

retroclt –on:クライアントを有効にしま

す。 

retroclt –off: クライアントを無効にし

ます。 

retroclt -log n: ログ記録レベルを設定

します。0 はまったく記録せず、9 はすべ

て記録します。 

retroclt -readonly [on] 

[off]:readonly を有効にすると、

Retrospect は、クライアントをバックアッ

プすることはできますが、クライアント

にデータを書き込むことはできません。

すなわち、Retrospect は、クライアントコ

ンピュータ上のファイルを復元、移動、

削除することはできません。 

retroclt -notifyafter [on] 

[off]:notifyafter を有効にすると、バック

アップや他の操作の完了後、クライアン

トはコンソールにメッセージを表示しま

す。 

retroclt -notifyifnobackup [on] 

[off]:notifyifnobackup を有効にすると、

notifynumdays によって指定された日数内

にクライアントがバックアップされな

かった場合、クライアントはコンソール

にメッセージを表示します。 

retroclt -notifynumdays n: 日数を指

定します。notifyifnobackup を参照し

てください。 

retroclt -exclude [on] [off]:exclude 
を有効にすると、Retrospect は、指定され

たファイルとフォルダをバックアップか

ら除外します。ファイルとフォルダを除

外するには、SYS: の retroclient フォルダに 

retroclient.excludes というファイルを作成

する必要があります。retroclient.excludes 
ファイルには、バックアップから除外し

たいパスを入力します。 

retroclt -proactive [asap] 

[normal] [mm:dd:yyyy:hh:mm] 
[skipdays=n]:Proactive Backup スクリプ

トにクライアントが含まれている場合、

このコマンドを使用して、いつクライア

ントをバックアップするかを制御できま

す。 

• asap バックアップコンピュータは、

Proactive Backup が使用可能になるとす

ぐにクライアントコンピュータをバッ

クアップします。 

• normal バックアップコンピュータは、

Proactive Backup スクリプトの通常のス

ケジュールに従ってクライアントコン

ピュータをバックアップします。 

• mm:dd:yyyy:hh:mm では、バックアッ

プコンピュータは、指定した日時（現

在の時刻から 1 週間）を経過するまで、

クライアントコンピュータをバック

アップできません。 

• skipdays では、バックアップコン

ピュータは、指定した日数の間、クラ

イアントコンピュータをバックアップ

できません。 

クライアントのバックアップ

バックアップコンピュータに直接接続さ

れたボリュームをバックアップするのと

同じ方法で、クライアントボリュームを

バックアップします。

基本バックアップまたはスクリプトによ

るバックアップを設定すると、元ボ

リュームのボリューム選択ウィンドウに

は、バックアップクライアントコンテナ

の下に利用可能な各クライアントが、

個々のクライアントコンテナの下には利
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用可能な各クライアントボリュームが、

それぞれ表示されます（333 ページを参

照）。

基本バックアップを設定するか、バック

アップスクリプトを作成すると、元ボ

リュームのボリューム選択ウィンドウか

らクライアントやクライアントボリュー

ムを、いくつかの異なる方法で選択する

ことができます。クライアントコンテナ、

特定ボリューム、またはバックアップク

ライアントコンテナを選択できます。ク

ライアントコンテナまたはバックアップ

クライアントコンテナの使用をお勧めし

ます。以下に各方法の特長を説明します。

バックアップクライアントコンテナを選

択すると、後で追加する新規クライアン

トなど、バックアップ時にログインする

個々のクライアントコンテナ（以下に説

明）がすべて選択されます。

クライアントコンテナを選択すると、ク

ライアントの一般的な設定で特定される

ボリュームが選択されます。クライアン

トの一般的な設定については、206 ページ

の「「ボリューム」タブ」を参照してくだ

さい。クライアントコンテナを使用する

と、名前が変更されているボリューム、

置換されているボリューム、またはパー

ティション分割されているボリュームの

バックアップを管理者の介入なしに続行

できるので、簡単でメンテナンスが不要

になります。

個々のボリュームを選択すると、コンテ

ナとは異なり、特定のボリュームだけが

選択されます。Retrospect は、名前が変更

されているボリュームの選択を続行しま

すが、新規の置換されたボリュームや

パーティション分割されたボリュームに

合うように自動的に調整することはあり

ません。クライアント設定を変更した場

合、調整のために介入する必要がありま

す。この方法でボリュームを選択すると、

特定クライアントの一部のボリュームを

バックアップする場合などに役立ちます。

ボリューム選択の詳細については、332 
ページの「ボリュームの操作」を参照し

てください。

スクリプトでフォルダまたはグループを

選択する場合は、フォルダまたはグルー

プに置かれているすべてのボリュームと

クライアントコンテナが選択されます。

この方法は、元ボリュームを 1 つの場所

（「設定」>「ボリューム」で利用できるボ

リュームデータベースウィンドウ）で管

理できるのでスクリプト管理が簡単にな

ります。フォルダをバックアップクライ

アントコンテナで使用することで、多く

のクライアントをより適切に構成するこ

とができます。グループを使用すること

で、同時にバックアップする必要がある

ボリュームとクライアントのリストを作

成することができます。

ヒント： 公開鍵 / 秘密鍵方式でバックアッ

プクライアントデータベースに自動的に

追加された Windows 用 Retrospect クライア

ントコンピュータは、バックアップクラ

イアントコンテナのフォルダ

「Automatically Added Clients」にグループ

分けされます。Retrospect の「クライアン

トを自動で追加」設定を有効にし、スク

リプトで記述されたバックアップ元とし

て 「Automatically Added Clients」 フォルダ

を選択すると、Retrospect によって新規ク

ライアントがこのフォルダに自動的に追

加され、バックアップされます。バック

アップ管理者の操作はいっさい不要です。

この機能の制限を含む詳細については、

200 ページの「クライアントの追加」を参

照してください。 

バックアップクライアントコンテナ

展開されたクライアントコンテナ

クライアントの起動ボリューム

展開されていないクライアントコンテナ
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WINDOWS クライアントの操作

この項には、Windows クライアントの使

用方法に関するヒント、および Windows 
クライアントの制限についての情報があ

ります。Windows 95 クライアントをバッ

クアップする場合には、特定の手順に

従って実行する必要があります。

Microsoft Windows 95 のバグ修正

Microsoft のネットワークソフトウェアに

ある 2 つのバグにより、Retrospect が 
Windows 95 クライアントに関するネット

ワークエラーを通知することがあります。

Microsoft では 2 つのバグを解決したため、

Windows 95 用の無償のバグ修正を入手で

きます。Windows 95 システムのアップ

デートをお勧めします。

注： Windows 98、Windows Me、Windows 
NT 4.0、Windows 2000、および Windows 
XP にはこれらのアップデートは必要あり

ません。

Windows 95 TCP/IP のバグ修正

Windows 95 の Hot Fix は、クライアントソ

フトウェアのセットアッププログラムで

インストールされます。インストールが

終了したら、「スタート」メニューの

「ファイル名を指定して実行」を選択し、

C:¥Program Files¥Retrospect¥Retrospect 
Client¥VTCPUPD

（Retrospect クライアントのインストール

パスは適宜変更してください。）「OK」を

クリックします。Microsoft のインストー

ラの指示に従って操作を終了したら、再

起動して修正を完了します。各 Windows 
95 コンピュータについて、この手順を繰

り返します。

Windows 95 Winsock Update
Microsoft の Winsock 2.0 Update は、

Windows 95 に存在する別のネットワーク

問題を修正します。Winsock 2.0 Update は、

Microsoft の次の URL から無償で入手でき

ます。

http://www.microsoft.com/windows95/
downloads/contents/wuadmintools/
s_wunetworkingtools/w95sockets2/default.asp

Windows システム状態のバックアップ

Windows システム状態をバックアップす

るオプションがオン（288 ページの

「Windows システムオプション」を参照）

で、Windows フォルダがファイルの選択

基準に含まれている場合、Retrospect は 
Windows システム状態をバックアップし

ます。 

システム状態はクラッシュまたは破損し

た Windows コンピュータ全体を復元する

ために必要であるため、バックアップで

はこのオプションの検証を必ず行ってく

ださい。

除外されるファイル

Retrospect は特定ファイルをバックアップ

または復元から除外するため、これらの

ファイルをブラウザで表示しません。特

定のファイルとは、アクティブな仮想メ

モリスワップファイル（Swp または .Par お
よび Pagefile.Sys）および一部のクライア

ントソフトウェアファイルです。

オープンファイル

オープンファイルバックアップのライセ

ンスコードを持つ場合、Windows 2000、
NT 4.0、および XP クライアントコン

ピュータ上にあるオープンファイルを

バックアップすることができます。 

注： Windows XP コンピュータ上の開いて

いるファイルをバックアップするには、

NTFS ボリュームがなければなりません。

オープンファイルバックアップを持たな

い場合は、開いていた書類やアプリケー

ションが閉じていることを確認してから

バックアップしてください。

http://www.microsoft.com/windows95/downloads/contents/wuadmintools/s_wunetworkingtools/w95sockets2/default.asp


224 RETROSPECT ユーザガイド

スクリーンセーバー

バックアップ時に 適なパフォーマンス

を維持するには、Windows クライアント

コンピュータで処理の激しいスクリーン

セーバーを使用しないことが必要です。

MAC OS クライアントでの作業

この項には、Mac OS クライアントの使用

方法に関するヒントと、Mac OS クライア

ントの制限についての情報があります。

Retrospect には、Mac OS クライアント専用

に設計された複数の実行オプションがあ

ります。詳しくは、294 ページの

「Macintosh クライアントオプション」を参

照してください。

FileVault
Mac OS X 10.3 には、FileVault と呼ばれる

新機能があります。FileVault を有効にす

ると、「ホーム」フォルダの内容全体が実

行中に sparseimage ファイルに暗号化され、

このファイルから復号化されます。

sparseimage ファイルは頻繁に変更される

ため、Progressive バックアップで常にバッ

クアップされます。これに加えて、この

ファイルはかなり大きくなり、ほとんど

の場合適切に復元できないため、Retrospect で
は Mac OS X クライアントコンピュータの 
FileVault を無効にすることを推奨します。

FileVault を有効にしなければならない場

合は、すべてのユーザデータがバック

アップされ、復元できるように、次の手

順を実行してください。

• すべての FileVault ユーザがログインし

ていることを確認する

• 各ユーザのボリュームをバックアップ

の元ボリュームとして選択する

クライアントコンピュータに、FileVault 
を有効にしたユーザのアカウントが複数

ある場合は、すれらのユーザをすべてロ

グインさせる必要があります。

上記の例では、名前の横にチェックマークの付い
たユーザがログインしています。

これらのユーザがログインすると、

Retrospect の「ボリュームデータベース」

ウィンドウに、これらの各ユーザのフォ

ルダが、それぞれ個別のクライアントボ

リュームとして表示されます。たとえば、

FileVault のユーザである Chester がログイ

ンすると、「Chester」という名前の新しい

ボリュームが Retrospect の「ボリューム

データベース」ウィンドウに表示されま

す。

上記の例では、benc と chester がローカルコン
ピュータの FileVault ユーザです。

ユーザのデータを確実にバックアップす

るには、FileVault ユーザのボリュームを

元ボリュームとして選択する必要があり

ます。起動ディスクボリュームを選択し

ても、ユーザのデータは正しくバック

アップされません。バックアップクライ

アントコンテナまたは特定のクライアン

トを選択すると、その中にある FileVault 
ボリュームも選択されます。
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スリープ環境設定

スリープ状態にある Mac OS クライアント

コンピュータを、Retrospect から復帰させ

てバックアップすることはできません。

各 Mac OS クライアントコンピュータの環

境設定で、スリープしないように設定し

ていることを確認してください。

UNIX クライアントの操作

この項には、UNIX クライアントの使用方

法に関するヒント、および UNIX クライア

ントの制限についての情報があります。

UNIX クライアントをバックアップする場

合は、その制限に留意する必要がありま

す。Retrospect には、UNIX クライアント

専用に設計された複数の実行オプション

があります。詳しくは、296 ページの

「UNIX クライアントオプション」を参照

してください。

除外されるファイル

Retrospect は特定の UNIX クライアント

ファイルをバックアップまたは復元から

除外するため、これらのファイルをブラ

ウザで表示しません。

次のタイプのファイルはバックアップか

ら除外されます。

• character device crw-------

• block device brw-------

• socket files srw-------

• fifos prw-------

• doors drw-------

ファイルの命名

Linux と Solaris には大文字と小文字を区別

したファイル名があります。これは、

「myfile」と「Myfile」が別のファイルであ

ることを意味します。一方、Windows、
Mac OS、および NetWare には大文字と小

文字を区別したファイル名はありません。

そのため、「myfile」と「Myfile」は同じ

ファイル名と見なされます。 

これらの 2 つのファイルが UNIX クライア

ントから Windows、Mac OS、または 
NetWare システムにコピーされると、

「myfile」と「Myfile-1」という名前になり

ます。ファイルがコピーされて UNIX コン

ピュータに戻されると、それらの名前は

「myfile」と「Myfile-1」になります。

注： 一部の Mac OS システムでは、ファイ

ル名の大文字と小文字の使い分けがサ
ポートされており、これらのファイルを 
UNIX コンピュータとやり取りしてもファ

イル名が変化しません。

NETWARE クライアントの操作

この項には、NetWare クライアントの使用

方法に関するヒント、および NetWare ク
ライアントの制限についての情報があり

ます。NetWare クライアントをバックアッ

プする場合は、その制限に留意する必要

があります。

除外されるファイル

Retrospect は特定の NetWare ファイルと

ディレクトリをバックアップまたは復元

から除外するため、これらのファイル /
ディレクトリをブラウザで表示しません。

除外されるファイルとディレクトリは次

の通りです。 

• SYS:_netware 

• SYS:etc¥audit.log 

• SYS:etc¥audit.ctl 

• SYS:system¥tsa¥tsa$temp.* 

• SYS:_swap*.mem 

• SYS:*.tts 

• SYS:SYSTEM¥Wanman.log 

• SYS:SYSTEM¥CSLIB¥LOGS¥SMLOGS¥
*.tmp 
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• SYS:LIBDATA¥PIPES¥*.pip 

• SYS:SYSTEM¥CertServ¥KMOCache 

• SYS:etc¥Volmn 

• SYS:etc¥Logcache

ユーザ開始型復元

ユーザ開始型復元（UIR）は、Retrospect 
のアドオン製品として入手することがで

きます。UIR を使用すると、Retrospect ク
ライアントユーザは、バックアップ管理

者の関与無しに、 近のハードディスク

バックアップから自身のファイルを復元

することができます。UIR を設定した後

は、Retrospect クライアントユーザは自身

のコンピュータから Web ページにアクセ

スし、復元用に利用できるファイルのリ

ストを見ることができます。次に、ユー

ザは任意のファイルを自身のコンピュー

タに復元することができます。Retrospect 
バックアップ管理者は、Web ページにロ

グインし、ファイルを任意の Retrospect ク
ライアントから別の任意の Retrospect クラ

イアントに復元することができます。

ファイルは、復元操作中に指定した場所

の新規フォルダに復元されます。いずれ

のファイルも上書きされませんが、復元

されたファイルは任意の場所に移動する

ことができます。

ユーザ開始型復元には、次のような制限

があります。

• 復元に使用できるのは、Retrospect バッ

クアップサーバへのアクセスが可能な

ハードドライブ上に保存されている

ディスクバックアップセットにある

ファイルだけです。UIR は、他の種類

のバックアップセットではサポートさ

れません。

• 復元できるのは、有効なスナップ

ショットからのファイルだけです。有

効なスナップショットの数は、バック

アップセットのグルーミング設定と、

スナップショットが取り出されたか

ロックされたことがあるか否かによっ

て異なります。一般的に、有効なス

ナップショットは も新しいバック

アップです。

• ユーザが自身のコンピュータに復元で

きるのは、自身のファイルだけです。 

注： UIR は、書類の復元に も適していま

す。システム状態を含むコンピュータ全

体の復元やアプリケーションのロール

バックが必要である場合は、バックアッ

プ管理者が Retrospect バックアップサーバ

から直ちに復元を実行しなければなりま

せん。詳しくは、76 ページの「復元」を

参照してください。

ユーザ開始型復元の必要条件

UIR を使用する場合、Retrospect バック

アップコンピュータと Retrospect クライア

ントコンピュータが次の必要条件を満た

していなければなりません。

バックアップコンピュータ

バックアップコンピュータは、以下を必

要とします。

• Retrospect のサーバレベルバージョン

（Multi Server、Single Server、Small 
Business Server、または Disk-to-Disk）

• サポートされる任意の Windows オペ

レーティングシステム（Windows 98、
Windows Me、Windows NT 4.0 を除く）

• ユーザ開始型復元アドオン用のライセ

ンス

• バックアップサーバにインストールさ

れ稼働している Microsoft Internet 
Information Services（IIS）

• Microsoft .NET Framework 1.1 以上

• Retrospect クライアントのバックアップ

先となるハードドライブかネットワー

クドライブ



第 7 章  •  ネットワーク接続クライアント 227

ヒント： IIS サーバは、すべての通信の安

全を確保するために HTTP、SSL、または

同等の暗号化を使用しなければなりませ

ん。

クライアントコンピュータ

ユーザ開始型復元がサポートするのは、

Windows 版、Mac OS X 版、および Linux 
版の Retrospect クライアントだけです。

NetWare 版、Solaris 版、Mac OS X 以前の

版の Retrospect クライアントは、サポート
されません。

Windows 版 Retrospect クライアントは、次

のブラウザをサポートします。

• Microsoft Internet Explorer 6.x 以上

• Mozilla Firefox 1.x 

Macintosh OS X 版 Retrospect クライアント

は、次のブラウザをサポートします。

• Safari 1.3 以上

• Mozilla Firefox 1.x 

Linux 版 Retrospect クライアントは、

Mozilla Firefox 1.x ブラウザをサポートしま

す。

一般的に、Retrospect クライアントの 新

バージョンを使用するようにしなければ

なりません。UIR は、Windows 版、Mac 
OS X 版、および Linux 版 Retrospect クライ

アントの古いバージョンでもサポートさ
れますが、これらのクライアントでは UIR 
パスワードはサポートされません。UIR パ
スワードの詳細については、317 ページの

「ユーザ復元環境設定」を参照してくださ

い。

注： ユーザ開始型復元は、読み取りアク

セス専用に設定されたクライアントでは

サポートされません。

ユーザ開始型復元のインストール

UIR をインストールするには、予め 
Retrospect バックアップサーバに次のコン

ポーネントをインストールしておく必要

があります。

• Retrospect 7.5（Multi Server、Single 
Server、Small Business Server、または 
Disk-to-Disk）

• Microsoft Internet Information Services
（IIS）

• Microsoft .NET Framework 1.1 以上

UIR をインストールするには、次の手順を実
行します。

1. Retrospect を起動します。

2. Retrospect のナビゲーションバーで「設

定」>「環境設定」を選択します。

3.「クライアント」>「ユーザ復元」を順

にクリックします。

4.「UIR のインストール」をクリックしま

す。

ユーザ開始型復元セットアップウィザー

ドが起動します。

5. 画面の指示に従って、インストールを

完了します。 

注： デフォルトでは、UIR は TCP ポート 
80 で動作する IIS 仮想ディレクトリ

「myrestore」にインストールされます。イ

ンストール時にこれらの設定を変更した

場合は、UIR Web サイトへの接続手順に

ついての正しい情報を Retrospect クライア

ントユーザに伝えなければなりません。

ユーザ開始型復元の設定

すべての UIR コンポーネントをインス

トールした後は、Retrospect を起動して 
UIR 用の設定を行うことができます。この

後、UIR へのアクセス方法と使用法を 
Retrospect クライアントユーザに通知しま

す。
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Retrospect での UIR の設定

UIR を設定するには、次の手順を実行します。

1. Retrospect を起動します。

2. Retrospect のナビゲーションバーで「設

定」>「ライセンス」を選択します。

ライセンス管理者がユーザ開始型復元用

のライセンスを提示する場合は、次のス

テップに進みます。それ以外は、「追加」

をクリックして UIR ライセンスコードを

入力します。

3. Retrospect のナビゲーションバーで「設

定」>「環境設定」を選択します。

4.「クライアント」>「ユーザ復元」を順

にクリックします。

5.「ユーザ開始型復元を有効にする」

チェックボックスをオンにします。

6. UIR へのアクセスでユーザにパスワー

ドの入力を求める場合は、「ユーザ開始

型復元用のパスワードが必要」チェッ

クボックスをオンにします。

このオプションを有効にした場合、「クラ

イアントのプロパティ」ウィンドウの

「ツール」タブでクライアントごとにパス

ワードの入力が必要になります。詳しく

は、205 ページの「「ツール」タブ」を参

照してください。また、バックアップク

ライアントデータベース内の複数のクラ

イアントを選択し、右クリックして

「ユーザ復元パスワードの設定」を選択す

ることもできます。この場合、選択した

すべてのクライアントに同じ UIR パス

ワードが与えられます。

注： UIR パスワードを必要にしたい場合

は、すべての Windows、Linux、および 
Mac OS X クライアントを 新の Retrospect 
クライアントソフトウェアに更新しなけ

ればなりません。UIR は、Windows 版、

Mac OS X 版、および Linux 版 Retrospect ク
ライアントの古いバージョンでもサポー
トされますが、これらのクライアントで

は UIR パスワードはサポートされず、し

たがってパスワードを必要とした場合、

これらのクライアントは UIR を使用でき

ません。

7. バックアップ管理者の電子メールアド

レスとユーザ向けのメモを適切なテキ

ストボックスに入力します。

この情報は、UIR Web ページでユーザが

入手できます。 

8.「実行」>「セキュリティ」を順にク

リックします。

9.「保護」ボタンをクリックします。

10.Retrospect 用のパスワードを入力して

「OK」をクリックします。

注： この操作が必要になるのは、管理者 
UIR の場合だけです。管理者が UIR Web 
ページにアクセスするとき、このパス

ワードを入力しなければなりません。こ

の時点で、管理者がすべての Retrospect ク
ライアントのバックアップにアクセスす

ることが可能になります。

11.「OK」をクリックします。

UIR の設定が完了したら、UIR へのアクセ

ス手順をユーザに通知する必要がありま

す。 

Retrospect の以前のバージョンで Retrospect 
クライアントをハードディスクにすでに

バックアップしている場合は、これらの

バックアップの有効なスナップショット

を直ちに UIR から入手することができま

す。これまで Retrospect を使用したことが

ない場合は、データを Retrospect クライア

ントからハードドライブのディスクバッ

クアップセットにコピーするため、即時

バックアップかスクリプトによるバック

アップを設定します。バックアップ後は、

Retrospect クライアントのユーザが UIR を
介してそれぞれのデータにアクセスする

ことができます。
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ユーザへの UIR に関する情報の通知

UIR の設定が完了し、復元用に Retrospect 
クライアントのバックアップが利用可能

になった時点で、UIR が利用可能になった

こと、またこの機能にアクセスして使用

する方法をユーザに通知しなければなり

ません。UIR の機能を活用するために 
Retrospect クライアントのユーザが必要と

するのは、次の情報です。

• UIR Web ページ の URL。デフォルトの 
URL は、http://ComputerName/myrestore 
です。ComputerName は、Retrospect 
バックアップサーバの DNS 名か IP ア
ドレスです。インストール時にに IIS 
仮想ディレクトリ名かポート番号を変
更した場合は、変更に合わせてデフォ
ルトの URL を変更する必要がありま

す。

• UIR パスワード。Retrospect の設定で 
UIR のパスワードが必要となるよう指

定し、各 Retrospect クライアントの UIR 
パスワードを設定した場合は、クライ
アントユーザそれぞれにパスワードを
通知しなければなりません。

• UIR をいつ使用するかに関する情報

UIR は、書類の復元に も適していま

す。ユーザがシステム状態を含むコン
ピュータ全体の復元やアプリケーショ
ンのロールバックを必要とする場合は、
ユーザがバックアップ管理者に連絡し
て Retrospect バックアップサーバから

即時復元を実行するよう依頼しなけれ
ばなりません。

• Retrospect バックアップ管理者連絡情

報。ユーザには、UIR に関する疑問や

問題がある場合にバックアップ管理者
に連絡する方法を提供しなければなり
ません。この情報は、「クライアント」
>「ユーザ復元」設定の該当するフィー

ルドに入力することも可能です。この
情報は、UIR Web ページから「Need 
assistance?」リンクをクリックすること

でアクセスできます。

ヒント： 通知の対象は、Windows 版、

Linux 版、および Mac OS X 版の Retrospect 
クライアントを実行しているクライアン

トユーザに限定しなければなりません。

UIR をサポートしているのは、これらの版

の Retrospect クライアントだけです。

ユーザ開始型復元による復元

ユーザ開始型復元は、Retrospect クライア

ントユーザか、Retrospect バックアップ

サーバ管理者が実行することができます。

違いは、ユーザが自身のファイルだけに

アクセスできるのに対して、管理者はす

べての Retrospect クライアントのファイル

にアクセスできることです。

注： UIR は、書類の復元に も適していま

す。システム状態を含むコンピュータ全

体の復元やアプリケーションのロール

バックが必要である場合は、バックアッ

プ管理者が Retrospect バックアップサーバ

から直ちに復元を実行しなければなりま

せん。詳しくは、76 ページの「復元」を

参照してください。

UIR のトラブルシューティング情報につい

ては、378 ページの「ユーザ開始型復元に

関する問題」を参照してください。

Retrospect クライアント UIR
他のユーザに属するファイルへの不正な

アクセスを防止するため、クライアント 
UIR には次のような条件があります。

• ユーザが UIR Web ページにアクセスで

きるのは、自身のコンピュータからだ

けです。

• Retrospect クライアントが実行されてい

なければなりません。

ヒント： ユーザのファイルへの不正なア

クセスを防止する 良の方法は、各クラ

イアントに UIR パスワードを設定するこ

とです。 
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ユーザ開始型復元はファイルを正常に復

元するために Retrospect バックアップサー

バにアクセスする必要があるため、バッ

クアップサーバに対しても次のような条

件があります。

• Retrospect がバックアップサーバで実行

されていなければなりません。

• Retrospect が利用可能な実行ユニットを

持っていなければなりません。

• Retrospect がバックアップを格納してい

るハードドライブにアクセス可能でな

ければなりません。

クライアント UIR を使用してファイルを復
元するには、次の手順を実行します。

1. Retrospect クライアントコンピュータか

ら、サポートされる Web ブラウザを起

動します（227 ページの「クライアント

コンピュータ」を参照）。

2. クライアント ユーザ開始型復元 Web 
ページの URL を入力します。

この URL は、バックアップ管理者がすべ

てのユーザに提供しなければなりません。

URL は、通常は次の形式を取ります。

http://ComputerName/myrestore です。

ComputerName は、Retrospect バックアッ

プサーバの DNS 名か IP アドレスです。

3. 管理者がパスワードの必要性を選択し

ている場合は、「ようこそ」画面にパス

ワードを入力して「次へ」をクリック

します。

ヒント： バックアップ管理者が割り当て

たパスワードを変更するには、「パスワー

ドの変更」をクリックして古いパスワー

ドを入力し、次に新しいパスワードを入

力して確認します。

4. リストからバックアップを選択して、

「次へ」をクリックします。

リストに含まれるのは、通常は も新し

いバックアップだけです。入手不可能な

以前のバックアップからファイルを復元

する必要がある場合は、バックアップ管

理者に連絡しなければなりません。管理

者が提供する情報にアクセスする場合は、

「Need assistance?」リンクをクリックしま

す。

5. 復元したいファイルとフォルダを選択

して「次へ」をクリックします。

ヒント： バックアップ内のファイルを迅

速に見つけたい場合は、「検索」テキスト

ボックスに検索用語を入力して「検索」

をクリックします。ファイルのリストが

選別され、検索基準と一致するファイル

だけが表示されます。検索をクリアする

には「消去」をクリックします。これで、

すべてのファイルとフォルダが再表示さ

れます。UIR の検索で使用できるワイルド

カード文字はアスタリスク（*）と疑問符

（?）です。

6. 復元の場所を選択します。
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デフォルトでは、復元されたファイルと

フォルダはクライアントコンピュータの

ルートにあるフォルダ「My Restored Files」
内のフォルダ（バックアップセットの名

前が使用される）にコピーされます。例

えば、C:¥My Restored Files¥Backup Set A。

7.「次へ」をクリックして復元を開始しま

す。

8. ファイルが正常に復元されたら、ブラ

ウザウィンドウを閉じ、復元された

ファイルの場所へ移動します。

管理者 UIR
管理者は、Retrospect クライアントがイン

ストールされているか否かに関係なく、

任意のコンピュータから UIR Web ページ

にアクセスすることができます。管理者

は、サポートされる任意の Retrospect クラ

イアントからサポートされる別の任意の 
Retrospect クライアントにファイルを復元

することができます。ただし、次の条件

が満たされていなければなりません。

• Retrospect がパスワードで保護されてい

なければなりません（315 ページの

「セキュリティ環境設定」を参照）。

• Retrospect がバックアップサーバで実行

されていなければなりません。

• Retrospect が利用可能な実行ユニットを

持っていなければなりません。

• Retrospect がバックアップを格納してい

るハードドライブにアクセス可能でな

ければなりません。

• Retrospect クライアントがファイルの復

元先であるコンピュータ上で実行され

ていなければなりません。

管理者 UIR を使用してファイルを復元する
には、次の手順を実行します。

1. 任意のコンピュータから、サポートさ

れる Web ブラウザを起動します（227 
ページの「クライアントコンピュータ」

を参照）。

2. 管理者 ユーザ開始型復元 Web ページの 
URL を入力します。

URL は、通常は次の形式を取ります。

http://ComputerName/myrestore/default.apsx?
admin です。ComputerName は、Retrospect 
バックアップサーバの DNS 名か IP アドレ

スです。

3.「ようそこ」画面にパスワードを入力し

て「次へ」をクリックします。

4. クライアントと、復元するファイルを

含むバックアップを選択して「次へ」

をクリックします。

リストに含まれるのは、 も新しいバッ

クアップだけです。以前のバックアップ

からファイルを復元する必要がある場合

は、Retrospect を使用して古いスナップ

ショットを取得し、その後で UIR を使用

して復元するか、UIR の代わりに 
Retrospect を使用してファイルを復元する

ことができます。
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5. 復元したいファイルとフォルダを選択

して「次へ」をクリックします。

6. 復元の場所（Retrospect クライアントの

名前とパスを含む）を選択します。

デフォルトでは、復元されたファイルと

フォルダはクライアントコンピュータの

ルートにあるフォルダ「My Restored Files」
内のフォルダ（バックアップセットの名

前が使用される）にコピーされます。例

えば、C:¥My Restored Files¥Backup Set A。

7.「次へ」をクリックして復元を開始しま

す。

8. ファイルが正常に復元されたら、ブラ

ウザウィンドウを閉じます。また、

Retrospect クライアントユーザに復元さ

れたファイルの場所を通知します。

ファイルシステム変換

Retrospect では、異なるオペレーティング

システムとファイルシステムを使用する

コンピュータ間でデータを復元および複

製することができます。2 つのファイルシ

ステムが完全に同じ属性やファイル形式

をサポートすることはないので、1 つの

ファイルシステムから別のファイルシス

テムにコピーすると、情報が消失する場

合があります。 

Retrospect はデータを消失しない次のファ

イルシステム変換をサポートします。

• FAT（Windows）から HFS（Macintosh）
へ

• FAT から NTFS（Windows）へ

• HFS から NTFS へ

• FAT から UNIX ファイルシステムへ

• UNIX から HFS（Mac OS X のみ）へ

• FAT から NetWare ファイルシステムへ

• NetWare から HFS（Mac OS X のみ）へ

Retrospect は、次のファイルシステム変換

をサポートしますが、拡張情報または

データは消失します。

• HFS から FAT へ：HFS ファイルのデー

タフォークはコピーされますが、属性、

権限、リソースのフォークはコピーさ

れません。

• NTFS から FAT へ： 初のデータスト

リームはコピーされますが、すべての

許可と残りの NTFS データはコピーさ

れません。

• NTFS から HFS へ：NTFS ボリューム上

の Services for Macintosh のデータは、消

失しないで Macintosh HFS ボリューム

に復元または複製されます。Windows 
NTFS データを HFS にコピーすると、

初のデータはコピーされますが、す

べての許可と残りの NTFS データはコ

ピーされません。

• NTFS から UNIX へ：許可と残りの 
NTFS データは消失します。

• UNIX から HFS（Mac OS 9.x）へ：

UNIX ファイルの許可、所有者、グ

ループの各属性、特別なファイルの属

性（ハードリンクなど）が消失します。

• UNIX から FAT へ：UNIX ファイルの

許可、所有者、グループの各属性、特

別なファイルの属性（ハードリンクな

ど）が消失します。

• NTFS から NetWare へ：許可と残りの 
NTFS データは消失します。

• NetWare から HFS（Mac OS 9.x）へ：

NetWare ファイルの許可、所有者、グ

ループの各属性、特別なファイルの属

性が消失します。

• NetWare から FAT へ：NetWare ファイ

ルの許可、所有者、グループの各属性、

特別なファイルの属性が消失します。
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注： Mac OS のファイル名は、Windows の
ファイル名で禁止されている文字を含む

ことができます。これらの不正文字は、

「/」、「¥」、「:」、「*」、「"」、「<」、および

「>」です。Macintosh ファイルを Windows 
ボリュームに復元または複製する場合、

Retrospect では、これらの不正文字をすべ

てハイフン（-）に置き換えます。

MICROSOFT ネットワークボリューム

Retrospect クライアントソフトウェアの代

わりに Microsoft ネットワークを使用して

無人バックアップを設定する場合は、ボ

リュームに対して権限を持つユーザとし

て Retrospect を実行する必要があります。

詳しくは 315 ページの「セキュリティ環境

設定」を参照してください。

ボリュームデータベースにネットワーク

ボリュームを追加する方法は、334 ページ

の「マイネットワーク」を参照してくだ

さい。

警告： この方法で Microsoft ネットワーク

のボリュームをバックアップする場合に

は、Retrospect によるレジストリとシステ

ム状態のバックアップは行われません。

レジストリとシステム状態をバックアッ

プするには、対象のコンピュータに 
Retrospect クライアントソフトウェアをイ

ンストールし、そのコンピュータを 
Retrospect のクライアントとして使用しま

す。

ネットワークバックアップのガイド
ライン

この項では、Retrospect を使用してワーク

グループのバックアップを設定するため

の情報、アドバイス、ワークシートにつ

いて説明します。

一般に、個々のバックアップに適用され

るのと同一の原則が、クライアントコン

ピュータのネットワークバックアップに

も適用されます。個々のバックアップと

ネットワークバックアップとの主な相違

は、ストレージ容量の制限を圧倒する

データ量にあります。データの実質量や

頻繁に発生するネットワークバックアッ

プの速度低下の結果、時間も制限される

場合があります。ネットワーク全体を一

晩でバックアップできない場合は、バッ

クアップを何日かの夜間に分割したり、

書類だけをバックアップしたり、Proactive 
Backup スクリプトを使用したりすること

を検討する必要があります。

この項で扱う情報は、すべてのローカル

エリアネットワークに適用できますが、

例では、基本的な Ethernet ネットワークの

インストールを想定しています。ネット

ワークがルータやゲートウェイなどの

ネットワーク間デバイスを含む場合、

バックアップワークグループの一部のメ

ンバーがネットワーク間デバイスによっ

て分割されない限り、ほとんどの計算を

適用できます。ルータやゲートウェイ経

由でバックアップを実行すると、バック

アップを完了するための時間が増加しま

す。

バックアップデバイスの選択

バックアップデバイスの容量は、一般に

自動実行のワークグループバックアップ

では も重要な検討事項です。ネット

ワークのバックアップほど、容量を消費

するものは他にありません。容量が大き

ければ、多くのクライアントコンピュー

タから多くのファイルをバックアップし

たり、バックアップするファイルの選択

基準を広げたり、メディア交換にかかる

合計時間を増やしたり、1 メディア当たり

のバックアップセッション数を増やした

りすることが可能になります。

バックアップデバイスに十分な容量がな

ければ、バックアップの完了前にメディ
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アを交換する必要があるため、自動実行

のバックアップは完了できません。

バックアップコンピュータの選択

この項では、正しいバックアップデバイス

を選択するための方法や、計画したネット

ワークバックアップに適するバックアップ

コンピュータを選択するための方法につい

てアドバイスします。

ファイルサーバをバックアップコン

ピュータとして使用する必要はありませ

ん。以下の表 7-1 に、デスクトップコン

ピュータやサーバをバックアップコン

ピュータに使用する利点を示します

バックアップコンピュータには、Windows 
と互換性を持つモデルならどれでも使用

できますが、ネットワークバックアップ

の実行に対応できるかどうかを考慮して

選択する必要があります。たとえば、中

小規模のハードディスク容量を搭載する

少数のクライアントコンピュータをバッ

クアップする場合は、400 MHz Pentium の
使用をお勧めします。これに対し、大容

量のファイルサーバや数千ものファイル

を持つクライアントコンピュータ群を

バックアップする場合は、Pentium IV の使

用をお勧めします。以下に、選択する際

の検討事項を示します。

バックアップコンピュータのパフォーマ

ンスが、システム全体のパフォーマンス

に影響することはよくあることです。一

般に、高性能のコンピュータほど、より

多数のクライアントコンピュータからよ

り多くのデータをネットワーク経由で

バックアップできます。

ソフトウェアの圧縮と暗号化で CPU の使

用量が著しく増加します。これらの機能

の使用を考えているなら、Pentium IV など

のより強力な CPU を搭載するモデルを選

択する必要があります。

バックアップコンピュータが、ほとんど

のファイルを格納するネットワークボ

リュームを処理するのに十分な RAM を持

つことを確認します。所有するファイル

が多くなれば、多くの RAM が必要になり

ます。

バックアップコンピュータが予定時間内

にバックアップを完了しない場合、また

はボリュームのバックアップ回数を増や

したい場合は、高速のバックアップコン

ピュータや高速のバックアップデバイス、

またはその両方が必要になることがあり

ます。 

詳しくは、164 ページ以降の「リソースの

管理」を参照してください。

デスクトップの利点 サーバの利点

• も身近なコンピュータを使用して、テープ

ドライブや Retrospect に簡単にアクセスでき

る。

• 専用サーバにかかる費用を節約できる。

• メモリや速度が 適なコンピュータを選択で

きる。Retrospect を夜間や週末に実行できるの

で、勤務時間帯にコンピュータを通常どおり

使用できる。

• バックアップの実行中に、サーバにアクセス

しているユーザを全速力で処理できる。

• サーバには通常高性能のモデルを使用するの

で、バックアップ速度を 適化できる。

• サーバの利用が少なくなる夜間や週末を利用

できる。

• サーバがセキュリティで保護された領域に配

置されていれば、バックアップセットにセ

キュリティを追加できる。

• 低速のネットワーク転送率の代わりに高速の

ローカルな転送率を使用することで、大規模

なサーバディスクをバックアップできる。

表 7-1: デスクトップコンピュータやサーバをバックアップコンピュータに使用する利点
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暗号化と圧縮

Retrospect は暗号化機能を提供して、バッ

クアップ時に権限のないアクセスから

データを保護します。また、圧縮機能を

提供して、保存されるデータを圧縮する

ことでバックアップデバイスの容量を節

約します。これらの機能のいずれか 1 つを

使用するか両方を使用するかにより、選

択するバックアップデバイスのタイプが

影響を受けることがあります。Retrospect 
による暗号化と圧縮は、バックアップ速

度を低下させることに注意してください。

特に、コンピュータの CPU が強力でない

場合は、速度への影響が顕著になります。

圧縮をサポートするテープドライブを持

つ場合、テープドライブは、Retrospect よ
りも高速にデータを圧縮するので圧縮タ

スクも実行します。以下の表を参照して、

圧縮や暗号化を使用する必要があるか、

バックアップ機器として圧縮テープドラ

イブが適しているかなどを判断してくだ

さい。

機能 説明 手続き 実行内容

圧縮 バックアップデ
バイスはメディ
ア上により多く
のファイルを保
存できます。

データ内のパターン
を検出します。検出
するパターンが多く
なると、圧縮率が高
くなります。

圧縮ドライブがある場合、データの圧縮が 
Retrospect よりも速いので、Retrospect は圧
縮のタスクをハードウェアに任せます。 

暗号化 バックアップに
セキュリティを
追加します。

権限のないアクセス
を防止するために
データの出現をラン
ダムにします。

Retrospect は常時暗号化を管理します。

暗号化の伴う
圧縮

バックアップデ
バイスはメディ
ア上により多く
のファイルを保
存できるだけで
なく、バック
アップにセキュ
リティを追加し
ます。

圧縮は暗号化の前に
実行する必要があり
ます。

Retrospect では両方の機能を実行する必要が
あります。圧縮ドライブがある場合は、両方
を使用できないので、暗号化を使用するか
ハードウェア圧縮を使用するかを選択する必
要があります。暗号化を使用すると、
Retrospect は自動的にハードウェア圧縮を無
効にします。
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デバイス容量ワークシート

このワークシートを使用して、ワークグ

ループ用バックアップデバイスに必要な

小容量を概算します。G で算出された値

は、メディアを交換しないで自動実行の

バックアップを完了するためにバック

アップデバイスメディアが必要とする

小容量です。

項目 説明 値

 A. 合計ディスク
容量

ユーザ定義

別のページに、ワークグループのコンピュータと個々のディスク
サイズ（MB）を示します。

合計を計算し、結果を A に代入します。

A =

 B. データ重複量
の概算

ユーザ定義

Retrospect がバックアップを一度だけ実行する場合に、どれくら
いのデータが重複するかを概算します。ワークグループのすべて
のメンバーが同一のアプリケーション、ディクショナリ、フォン
トなどを使用する場合は、60%（0.6）のデータ重複があると考え
られます。平均的なネットワークの場合、30%（0.3）を代入しま
す。

重複パーセントの概算を小数点形式で B に代入します。

B =

 C. 縮小要素

C = 1 - B

1 から値 B を減算して、データ縮小要素を取得します。たとえば、
B が 0.3 の場合、縮小要素は 0.7（1 - 0.3 = 0.7 になるため）にな
ります。

差を計算し、結果を C に代入します。

C =

 D. 縮小データ

D = A ∗ C

バックアップに必要な圧縮前のデータの実容量を概算するには、
合計ディスク容量（A）と縮小要素（C）を乗算します。

積を計算し、結果を D に代入します。

D =

 E. 圧縮の概算

ユーザ定義

圧縮率はファイルにより異なります。テキストファイルの圧縮率
は高く、アプリケーションファイルの圧縮率は低くなります。予
測できる通常の圧縮率は 50%（0.5）です。ネットワークのバック
アップで予測できる平均的な圧縮率は 30%（0.3）です。圧縮を使
用しなければ、0 を代入します。

圧縮パーセントの概算を小数点形式で E に代入します。

E =

 F. 圧縮要素

F = 1 - E

1 から圧縮の概算（E）を減算します。たとえば、E が 0.30 
（30%）の場合、F は 0.70（1 – 0.30 = 0.70）になります。

差を計算し、結果を F に代入します。

F =

 G. 必要なバック
アップ容量

G = D ∗ F

必要 小限のバックアップデバイス容量を計算するには、縮小
データ量（D）と圧縮要素（F）を乗算します。

積を計算し、結果を G に代入します。

G =



第 7 章  •  ネットワーク接続クライアント 237

バックアップ所要時間ワークシート

バックアップデバイスのサイズが決定し

たら、以下のワークシートを使用して、

ネットワークバックアップで必要な時間

数を決定します。合計時間が 12 時間より

も少ない場合は、一晩で書き替えバック

アップを完了できます。合計時間が 12 時

間を超える場合は、書き替えバックアッ

プを週末だけ実行することや、書類や環

境設定だけをバックアップすることなど

別の計画を検討する必要があります。 

別の計画については、264 ページの「バッ

クアップ計画」を参照してください。

項目 説明 値

 H. バックアップ
容量の必要条件

H = D

H には、デバイス容量ワークシートの項目 D の合計縮小デー
タを代入します。

H =

 I. 検証乗数

ユーザ定義

検証を使用しない場合は、1 を代入します。完全検証では 1.7 
で開始します。メディア検証では 1.2 で開始します。ソフト
ウェアの圧縮または暗号化を使用する場合は、0.1 ～ 0.5 だけ
増やします。バックアップコンピュータが遅い場合は、値を
増やします。

検証乗数を I に代入します。

I =

 J. 合計転送量

J = H ∗ I

ネットワーク経由で転送されるデータの合計量を求めるには、
バックアップ容量の必要条件（H）と検証乗数（I）を乗算し
ます。

積を計算し、結果を J に代入します。

J =

 K. ネットワークの
スループット

ユーザ定義

スループット率は、ネットワークのケーブル方式で変動しま
す。10BaseT の場合は 2400 MB/ 時を使用し、100BaseT の
場合は 9600 MB/ 時を使用します。

1 時間当たりの MB の値を K に代入します。

K =

 L. 調整後のネット
ワークのスルー
プット

L = K (1 - .05n)

ルータを使用するバックアップでは、一般に各ルータに対し
てパフォーマンスを 5% 減算します（n はルータ数）。

差を計算し、結果を L に代入します。ルータまたはブリッジ
を使用していない場合は、L に K の値を代入します。

L =

 M. 所要時間 バックアップに必要な合計時間数を決定するには、合計転送
量（J）を調整後のネットワークのスループット（L）で除算
します。

商を計算し、結果を M に代入します。

M =

 M=
J

L
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章 8

障害発生時の復旧

• 障 害 発 生 時 の 復 旧 の 概 説

• 障 害 発 生 時 の 復 旧 に 備 え る

• バ ッ ク ア ッ プ コ ン ピ ュ ー タ の 復 元

• ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ の 復 元

この章では、障害発生時の復旧の準備方法、および障害が発生した時にローカル

コンピュータとクライアントコンピュータを復元する方法について説明します。
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障害発生時の復旧の概説

Retrospect には、障害によるデータ消失に

備えて、消失したデータを復元するのに

必要なコンピュータ環境が使用できない

場合にデータを復元するのに役立つツー

ルと機能があります。コンピュータを起

動し Retrospect を起動できる場合は、76 
ページ以降の「復元」で説明していると

おりにアプリケーションの復元機能を使

用できます。 

お持ちの Retrospect 製品と購入したライセ

ンスコードによっては、バックアップコ

ンピュータや Windows クライアントコン

ピュータで起動可能な障害発生時の復旧

用 CD を作成できる機能が利用できる場合

があります。

ライセンスをチェックするには、「設定」

>「ライセンス」を順にクリックします。

「障害発生時の復旧」が表示されたら、

「証明書」アイコンをダブルクリックし

て、Windows クライアントの障害発生時

の復旧用 CD を作成できるかどうか確認し

ます。

注： Retrospect Professional は、クライアン

トの障害発生時の復旧用 CD をサポートし

ていません。Retrospect は、Windows 95 ま
たは Windows NT 4.0 クライアント用の障

害発生時の復旧用 CD をサポートしていま

せん。

すべての Retrospect 製品で、「障害発生時

の復旧に備える」ウィザードを使用して、

バックアップコンピュータを復元するた

めのカスタム手順書を作成できます。

障害発生時の復旧に備える

Retrospect の「障害発生時の復旧に備え

る」ウィザードでは、障害発生後にシス

テムを再立ち上げし、運用状態に戻すた

めに役立つ一連のカスタム手順書を作成

できます。また、障害発生時の復旧用 CD 
の作成にも利用できます。

障害発生時の復旧用 CD を使用すると、

バックアップコンピュータと Windows ク
ライアント（ライセンスとクライアント 
OS によって異なる）からデータを自動的

かつ迅速に復旧できます。

お持ちの Retrospect 製品に障害発生時の復

旧用 CD を作成する機能がない場合でも、

ウィザードにより生成される手順書やこ

こに記載された説明を利用して、手動で

ファイルやコンピュータを復元できます。

このウィザードは、選択に応じて、テキ

ストの手順書、または手順書と CD イメー

ジの組み合わせを生成します。手順書は、

テキストファイルとして保存することも

できますし、ウィザードから印刷するこ

ともできます。手順書は、CD イメージ内

にテキストファイルとして保存すること

もできます。CD イメージは、ISO 9660 
フォーマットのイメージファイルとして

保存されます。このイメージファイルは、

ご使用の CD マスタリングソフトウェアと 
CD/DVD ドライブを使用して、障害発生

時の復旧用 CD を「焼く」、つまり作成す

るために用いることができます。

注： ほとんどすべての CD/DVD ドライブ

には、マスタリングソフトウェアと、ISO 
イメージから CD を作成する方法について

記した説明書が付属しています。

ウィザードの使用

この「障害発生時の復旧に備える」ウィ

ザードを使用するには、まず、コン

ピュータの起動ボリュームと、障害後に

復元したい他のハードディスク、または

パーティションの完全なバックアップを

行っておかなければなりません。 

バックアップ方法についての詳細は、「第

4 章 • 基本操作」を参照してください。
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注： 障害後にコンピュータが完全に復元

されるようにするために、バックアップ

を行う際には、「すべてのファイル」また

は「キャッシュ以外の全ファイル」セレ

クタを使用してください。

コンピュータの起動ボリュームの完全な

バックアップができたら、「障害発生時の

復旧に備える」ウィザードを使用して、

手順書または CD-R ディスクイメージを作

成できます。

障害発生時の復旧に備えるには

1. 起動方法

Retrospect のナビゲーションバーから

「バックアップ」>「障害発生時の復旧」

を順に選択します。Retrospect の「障害発

生時の復旧に備える」ウィザードが表示

されます。

2. スナップショットの選択

ウィザードは、バックアップセットとス

ナップショットを選択するように求めて

きます。システムボリューム（Windows 
の起動ディスク）の 新の完全バック

アップから、スナップショットを選択し

ます。スナップショットは、現在使用し

ているコンピュータのものでなくてもか

まいません。Retrospect でバックアップを

行ったコンピュータのものであれば、ど

のシステムボリュームのスナップショッ

トでも選択できます。

選択したボリュームスナップショットご

とに Retrospect で使用可能な障害発生時の

復旧オプションについては、次の表を参

照してください。

「次へ」をクリックして先に進みます。 

3. ウィザード出力の選択

準備ウィザードは、CD-R ディスクイメー

ジとテキストの手順書のどちらを作成す

るかを尋ねてきます。

「CD-R ディスクイメージ」を選択した場

合には、選択したスナップショットから、

後ほどコンピュータのブートと復元のた

めに使用可能な CD を作成できます。CD-
R ディスクイメージが利用できない場合

は、「手順説明書のみ」を選択してくださ

い。

選択してから、「次へ」をクリックして先

に進みます。

選択したスナップ
ショット

使用可能な障害発生時
の復旧オプション

ローカルの Windows 
システムボリューム

起動用 CD イメージ、
手順書

クライアント Windows 
システムボリューム

起動用 CD イメージ
（ライセンスが有効で
クライアントが 
Windows 95 や 
Windows NT 4.0 でな
い場合）

それ以外の場合は、手
順書のみ

システム以外の 
Windows ボリューム

なし

Windows 以外の
ボリューム

なし
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4. Windows の認証コードの入力

準備ウィザードは、Windows のプロダク

ト ID またはキーを尋ねてくる場合があり

ます。ラベル、または Microsoft certificate 
of authenticity から注意深くコードを入力

し、「次へ」をクリックして先に進みま

す。

手順書だけを準備する場合には、ステッ

プ 8 に進みます。

Windows 98 または Me コンピュータ用の 
CD-R ディスクイメージを準備する場合に

は、ステップ 6 に進みます。

5. Windows NT/2000/XP のインストールソ

フトウェアの場所指定

Windows NT/2000/XP コンピュータ用の 
CD-R ディスクイメージを準備する場合に

は、準備ウィザードは Windows のインス

トールソフトウェアの場所を指定するよ

う求めてきます。 

Windows のインストール CD を挿入して、

i386 フォルダ内の txtsetup.sif ファイルを選

択します。 

注： Windows のインストール CD が付属し

ていないコンピュータもありますが、そ

のようなコンピュータにはハードドライ

ブ上に i386 フォルダが用意されています。

エクスプローラでハードドライブ上の 
i386 フォルダ内に移動し、txtsetup.sif を選

択してください。

6. CD イメージの保存場所指定

準備ウィザードは次に、CD イメージファ

イルの保存先を尋ねてきます。

準備ウィザードは、CD イメージファイル

の保存先のパスを表示します。他の場所

に保存する場合には、「参照」ボタンをク

リックしてください。

「次へ」をクリックして先に進みます。

7. イメージの構築

準備ウィザードは、CD イメージの構築を

開始します。

ウィザードは、必要なファイルを、もし

そこにあればローカルのハードディスク

から、またバックアップセットのメディ

アからコピーします。（バックアップセッ

トのメンバーを挿入するように求められ

る場合があります。メディアを準備して

おいてください）。

必要なコンポーネントを集め終えると、

Retrospect は ISO フォーマット のイメージ

ファイルを保存します。このイメージ

ファイルは、ご使用の CD マスタリングソ

フトウェアと ディスクドライブを使って、

障害発生時の復旧用 CD を作成するために

用いることができます。
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8. 完了

ウィザードの 後のウィンドウが表示さ
れます。

スクロールエリアには、ISO ファイルの場

所が示され、障害発生時の復旧の手順の
概要が表示されます。 

テキストファイルとして保存する場所を
指定するには、「保存」ボタンをクリック
します。（同じ手順書は、CD イメージ内

にもテキストファイルとしてすでに保存
されています）。「印刷」をクリックして
手順書を印刷し、バックアップセットメ
ディア、CD 上のカタログファイルのコ

ピー、CD イメージとともに安全な場所に

保管してください。「完了」をクリックし
て、ウィザードを終えます。

この時点で、Retrospect での障害発生時の

復旧の準備は完了です。イメージは、CD 
に焼くこともできますし、後ほど使用す
るために保管しておくこともできます。

準備を 新の状態に保つ

障害発生時の復旧の準備を終えたら、障
害発生時の復旧に備えるのに使用した
バックアップセットへのバックアップを
続けることができます。これにより、
新の情報を復元できるようになります。
新しい障害発生時の復旧用 CD またはイ
メージを作成しなければならない状況に
は、次の 3 つがあります。

• 障害発生時の復旧に備えるのに使用し
たバックアップセットへ、書き替え
バックアップ（24 ページを参照）を行

う場合。

• 別のバックアップセット（準備ウィ

ザードで選択したもの以外）へのコン

ピュータのバックアップを開始する場

合。これには、異なるバックアップ

セットを使用する新規バックアップ

セット バックアップ（24 ページを参

照）が含まれます。

• 新しいハードウェアをコンピュータに

追加する場合、またはコンピュータの

ハードウェア設定を変更する場合（イ

ンターフェイスカード、バックアップ

デバイス、デバイスドライバを含む）。

コンピュータの障害発生時の復旧用 CD ま
たはイメージを更新するには、上記の

ウィザードを使用して、コンピュータの

新のバックアップからスナップショッ

トを選択します。

バックアップコンピュータの復元

障害が発生した場合に Windows バック

アップコンピュータを復元するのに使用

できる方法には、次の 3 つがあります。

• 障害発生時の復旧用 CD からの復元

• フルバックアップからの復元

• 部分的なバックアップからの復元

障害発生時の復旧用 CD からの復元

障害が発生した場合は、障害発生時の復

旧の準備ウィザードで作成した、障害発

生時の復旧用 CD や印刷した手順書を用意

します。印刷した手順書には、障害発生

時の復旧に必要なバックアップセットが

指定されています。このバックアップ

セットのすべてのメディアを集めます。

手順書には、専用の手順が記されていま

す。これは、障害発生時の復旧の以下の 2 
つの主要な目標を達成するためのもので

す。

• Windows OS の一時的なインストール

• Retrospect のスナップショットを使用し

て、システムボリュームを復元する
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Retrospect の障害発生時の復旧用 CD を使

用してコンピュータを起動すると、障害

発生時の復旧プロセスが自動的に開始し

て、復旧のための手順を指示します。

フルバックアップからの復元

コンピュータが簡単に修復できないデー

タ消失が起こり、障害発生時の復旧用 CD 
や専用の手順書がない場合でも、以下の

手順を使用して、フルバックアップから

バックアップコンピュータを復元できま

す。

以下のステップは重大なトラブルが起

こったときにだけ行うべきもので、この

操作は以前にバックアップした「すべて

のファイル」で、ハードディスク上にあ

るすべての内容を書き替えてしまうこと

を意味します。

注： 一部のファイルだけをバックアップ

した部分的バックアップから復元するに

は、246 ページの「部分的なバックアップ

からの復元」の手順に従ってください。

1. 再起動して、ディスクの修復を試みる

コンピュータに付属する CD-ROM か、緊

急起動用のディスクを用意します。コン

ピュータを再起動して、ディスクまたは 
CD を挿入します。このディスクか CD か
らコンピュータが起動したら、ScanDisk 
を実行して、ハードディスクに問題がな

いかどうか検査します。（その他のディス

ク修復ユーティリティをお持ちの場合、

それらもお試しください）。

2. ハードディスクの現在の状況を評価する

すべての損傷を修復できて、ローレベル

での問題も見つからなかった場合、操作

はこのステップで終了してください。

ハードディスクの復元や、再フォーマッ

トは必要ありません。

ディスクユーティリティで修復できない

問題がある場合や、ハードディスクが 
Windows のエクスプローラからアクセス

できなかったときは、おそらくハード

ディスクを再フォーマットする必要があ

ります。ステップ 4 に進んでください。

問題の一部を修復できても、ハードディ

スクに問題が残っている場合、やはり

ハードディスクを再フォーマットする必

要があるでしょう。この場合、次のス

テップ 3 に記述されているように、まず

データをバックアップしてください。

3. フォーマットの前に新しくバックアップ
する

ハードディスクをバックアップしてくだ

さい。Thorough 検証オプションをオンに

して、異なるバックアップセットに 2 つの

新しいバックアップを作成した方が良い

でしょう。既存のバックアップセットに

対する書き替えバックアップは実行しな

いでください。損傷したドライブには、

すべてのファイルが存在しているとは限

らず、前回までのバックアップを消去す

るのも望ましくありません。データの充

分なバックアップが保管されていること

を確認した後、バックアップセットのカ

タログをフロッピーディスクやリムーバ

ブルディスク、サーバ等にコピーします。

4. ディスクを再フォーマットする

ディスクユーティリティでディスクを修

復できなかった場合、復元する前にディ

スクを再フォーマットした方が良いで

しょう。

警告： ハードディスクをフォーマットす

ると、ディスク上に保存されているすべ

てのデータが消去されます。ハードディ

スクをフォーマットしてよいかどうか自

信がないときは、ハードディスクまたは

コンピュータのメーカーに問い合わせて

ください。

5. ソフトウェアを再インストールする

再フォーマットしたハードディスクに、

新しく Windows オペレーティングシステ

ムのソフトウェアをインストールします。
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（Windows Me アップグレード版の場合に

は、Windows 98 の CD を使用してくださ

い）。このボリュームから再起動します。

インストールするオペレーティングシス

テムのバージョンとサービスパックのレ

ベルは、コンピュータをバックアップし

たときに使用していたものと一致させる

必要があります。たとえば、Windows XP 
サービスパック 2 で動作していたコン

ピュータのバックアップから復元する場

合は、新しくフォーマットしたディスク

に、Windows XP とサービスパック 2 を必

ずインストールしてください。

注： バックアップデバイスにアクセスす

るために、他社のドライバをインストー

ルしなければならない場合もあります。

Retrospect をインストールします。カタロ

グファイルをフロッピーまたはリムーバ

ブルディスクにコピーしていた場合は、

ハードディスクにコピーして戻します。

Retrospect アプリケーションを起動し、ラ

イセンスコードを入力します。カタログ

ファイルを作成していてもバックアップ

していない場合、ストレージメディアか

ら再作成することができます詳しくは、

358 ページの「カタログの再作成」を参照

してください。

カタログファイルを CD/DVD またはリ

ムーバブルディスクからコピーした場合

は、Retrospect に認識させるための作業が

必要です。ナビゲーションバーで「設定」

>「バックアップセット」をクリック、次

に表示されるウィンドウで「更に ...」を、

続くダイアログで「開く」をクリックし

て、利用可能なバックアップセットのリ

ストにカタログを追加します。

6. バックアップから復元する

これでハードディスクは正常に動作し、

バックアップカタログとともに Retrospect 
が動作するようになったので、ハード

ディスクを復元することができます。

Retrospect のナビゲーションバーで「復

元」>「復元」の順でクリックします。復

元ウィザードが表示されます。「次へ」を

クリックして復元を開始します。

復元に使用するフルバックアップを含む

バックアップセットを選択して「次へ」

をクリックします。

システム全体のスナップショットが存在

すれば、それが作成された時点とまった

く同じ状態にシステムを復元できます。

復元に使用するスナップショットを選択

し、「次へ」をクリックします。

ファイルの復元先として「元の場所」を

選択し、「次へ」をクリックします。「元

の場所」オプションが利用できない場合

は「新しい場所」を選択し、ハードドラ

イブを手動で指定します。
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すでにハードディスク全体を再フォー

マットしており、完全な復元が必要なた

め、「すべての内容をロールバックする」

を選択して「次へ」をクリックします。

このオプションでは、スナップショット

のすべてのファイルを宛先ボリュームに

復元します。レジストリとシステム状態

情報もスナップショットから復元されま

す。

「ファイルのプレビュー」をクリックして

復元されるファイルを確認するか、「次

へ」をクリックして復元ウィザードの概

要画面を表示します。この画面で「開始」

をクリックすると、復元が開始されます。

7. 再起動して完了する

Retrospect がファイルのコピーを完了した

ら、Retrospect を終了して、コンピュータ

を再起動します。再起動時に Retrospect 
Helper サービスが自動的に実行され、レジ

ストリとシステム状態の復元の 終処理

が行われます。この処理が完了すると、

コンピュータが使用できる状態になりま

す。

部分的なバックアップからの復元

コンピュータで簡単に修復できないデー

タ消失が起こり、障害発生時の復旧用 CD 
や専用の手順書がない場合やフルバック

アップがない場合でも、以下の手順を使

用して、部分的なバックアップからバッ

クアップコンピュータを復元できます。

1. コンピュータを正常に動作させる

244 ページ以降の「フルバックアップから

の復元」で説明されている操作をステッ

プ 1 から 4 まで行います。 

再フォーマットしたハードディスクに、

新しく Windows オペレーティングシステ

ムのソフトウェアをインストールします。

CD を取り出し、再起動して、ハードディ

スクの新しいオペレーティングシステム

で起動します。

2. Retrospect を正常に動作させる

Retrospect CD から Retrospect をインストー

ルします。Retrospect アプリケーションを

起動し、ライセンスコードを入力します。 

カタログファイルを CD/DVD またはリ

ムーバブルディスクからコピーした場合

は、Retrospect に認識させるための作業が

必要です。ナビゲーションバーで「設定」

>「バックアップセット」をクリック、次

に表示されるウィンドウで「更に ...」を、

続くダイアログで「開く」をクリックし

て、利用可能なバックアップセットのリ

ストにカタログを追加します。

カタログファイルを作成していてもバッ

クアップしていない場合、ストレージメ

ディアから再作成することができます詳

しくは、358 ページの「カタログの再作

成」を参照してください。

3. バックアップから復元する

これでハードディスクは正常に動作し、

バックアップカタログとともに Retrospect 
が動作するようになったので、ハード

ディスクを復元することができます。

Retrospect のナビゲーションバーで「復

元」>「復元」の順でクリックします。復

元ウィザードが表示されます。「次へ」を

クリックして復元を開始します。
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復元に使用する部分的バックアップを含

むバックアップセットを選択し、「次へ」

をクリックします。

復元に使用するスナップショットを選択

し、「次へ」をクリックします。

ヒント： 複数のボリュームのスナップ

ショットがある場合は、上記のステップ 3 
をボリュームごとに繰り返して、バック

アップが存在するすべてのファイルと

フォルダを復元する必要があります。 

ファイルの復元先として「元の場所」を

選択し、「次へ」をクリックします。「元

の場所」オプションが利用できない場合

は「新しい場所」を選択し、ハードドラ

イブを手動で指定します。

部分的バックアップから復元するため、

「ファイルとフォルダを復元する」を選択

して「次へ」をクリックします。このオ

プションを選択すれば、スナップショッ

ト内の一部またはすべてのファイルを、

宛先ボリューム上の既存ファイルを残し

たまま復元できます。部分的な復元を複

数、同じ宛先に実行している場合は、こ

のような形での復元が重要になります。

「ファイルの選択」をクリックして復元可

能なファイルを表示し、復元するファイ

ルを選択します。ファイル選択ウィンド

ウで「OK」をクリックし、「次へ」をク

リックします。

部分的な復元を複数、同じ宛先に実行し

ている場合は「バックアップセットの

ファイルの方が新しい場合のみ」を選択

します。このオプションを選択すれば、

同じファイルの新旧のバージョンが複数

のボリュームスナップショットに含まれ

ている場合でも、宛先ボリューム上の同
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じファイルは、それより新しいファイル

だけで置き換えられます。

「次へ」をクリックします。復元ウィザー

ドの概要画面が表示されます。この画面

で「開始」をクリックすると、復元が開

始されます。

ステップ 3 は、スナップショットを持つボ

リュームごとに繰り返し実行してくださ

い。

クライアントコンピュータの復元

クライアントコンピュータを復元するプ

ロセスは、バックアップコンピュータを

復元するプロセスとは異なります。

注： 読み込み専用にセットアップされた

クライアントは復元できません。

この項では、以下について説明します。

• 障害発生時の復旧用 CD からのクライ

アントの復元

• Windows クライアントの復元

• Mac OS クライアントの復元

• Mac OS ファイルサーバの復元

• UNIX クライアントの復元

• NetWare クライアントの復元

障害発生時の復旧用 CD からのクライア
ントの復元

必要なライセンスを持っていれば、

Retrospect で Windows クライアント用

（Windows 95 と Windows NT 4.0 を除く）の

障害発生時の復旧用 CD を作成できます。

クライアント用の障害発生時の復旧用 CD 
を作成しておけば、復元プロセスは大幅

に簡単になります。 

障害発生時の復旧の準備ウィザードで作

成した、障害発生時の復旧用 CD や印刷し

た手順書を用意します。印刷した手順書

には、障害発生時の復旧に必要なバック

アップセットが指定されています。この

バックアップセットのすべてのメディア

を集めます。手順書には、専用の手順が

記されています。これは、障害発生時の

復旧の以下の 3 つの主要な目標を達成する

ためのものです。

• Windows OS の一時的なインストール

• Retrospect クライアントの一時的なイン

ストール

• Retrospect スナップショットを使用した

バックアップコンピュータからのクラ

イアントシステムボリュームの復元

Retrospect クライアント障害発生時の復旧

用 CD を使用してクライアントコンピュー

タを起動すると、障害発生時の復旧プロ

セスが自動的に開始して、復旧手順の

初の 2 ステップへ進みます。CD に入って

いる障害発生時の復旧の手順書には、

バックアップコンピュータからのクライ

アントの復元方法が記載されています。

Windows クライアントの復元

Retrospect クライアント障害発生時の復旧

用 CD がない場合や、印刷した手順書がな

い場合は、以下の手順に従ってください。

1. 再起動して、ディスクの修復を試みる

コンピュータに付属する CD-ROM か、緊

急起動用のディスクを用意します。コン

ピュータを再起動して、ディスクまたは 
CD を挿入します。このディスクか CD か
らコンピュータが起動したら、ScanDisk 
を実行して、ハードディスクに問題がな

いかどうか検査します。（その他のディス

ク修復ユーティリティをお持ちの場合、

それらもお試しください）。

2. ハードディスクの現在の状況を評価する

すべての損傷を修復できて、ローレベル

での問題も見つからなかった場合、操作

はこのステップで終了してください。

ハードディスクの復元や、再フォーマッ

トは必要ありません。
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ディスクユーティリティで修復できない

問題がある場合や、ハードディスクが 
Windows のエクスプローラからアクセス

できなかったときは、おそらくハード

ディスクを再フォーマットする必要があ

ります。「ステップ 4. ディスクを再フォー

マットする」に進んでください。

問題の一部を修復できても、ハードディ

スクに問題が残っている場合、やはり

ハードディスクを再フォーマットする必

要があるでしょう。この場合、次の「ス

テップ 3. フォーマットの前に新しくバッ

クアップする」に記述されているように、

まずデータをバックアップしてください。

3. フォーマットの前に新しくバックアップ
する

ハードディスクをバックアップしてくだ

さい。Thorough 検証オプションをオンに

して、異なるバックアップセットに 2 つの

新しいバックアップを作成した方が良い

でしょう。既存のバックアップセットに

対する書き替えバックアップは実行しな

いでください。損傷したドライブには、

すべてのファイルが存在しているとは限

らず、前回までのバックアップを消去す

るのも望ましくありません。データの

バックアップが別に保管されていること

を確認した後、バックアップセットのカ

タログを CD/DVD やリムーバブルディス

ク、またはサーバコピーします。

4. ディスクを再フォーマットする

ディスクユーティリティでディスクを修

復できなかった場合、復元する前にディ

スクを再フォーマットした方が良いで

しょう。

警告： ハードディスクをフォーマットす

ると、ディスク上に保存されているすべ

てのデータが消去されます。ハードディ

スクをフォーマットしてよいかどうか自

信がないときは、ハードディスクまたは

コンピュータのメーカーに問い合わせて

ください。

5. ソフトウェアを再インストールする

再フォーマットしたハードディスクに、

新しく Windows オペレーティングシステ

ムのソフトウェアをインストールします。

このボリュームから再起動します。（NT 
または 2000 を含むデュアルブートシステ

ムを復元する場合には、NT または 2000 を
インストールして、NT または 2000 から以

下のステップを実行します。）

6. TCP/IP を設定する

TCP/IP ネットワークを使用できるよう、

コンピュータが適切に設定されているこ

とを確かめてください。（TCP/IP の設定の

ために手助けが必要な場合には、ネット

ワーク管理者に問い合わせてください）。

7. クライアントソフトウェアをインストー
ルする

セットアッププログラムを使い、195 ペー

ジの「Windows コンピュータへの 
Retrospect クライアントソフトウェアのイ

ンストール」で説明されている操作手順

に従って、クライアントソフトウェアを

インストールします。

8. クライアントデータベースを準備する

バックアップコンピュータから、古いク

ライアントを削除し、新しいクライアン

トをログインします。

9. ファイルを復元する

これまでの手順で、ハードディスクが 
Retrospect で管理できる状態になりまし

た。バックアップコンピュータからネッ

トワーク経由でクライアントの復元を開

始します。Retrospect のナビゲーション

バーで「復元」>「復元」の順でクリック

します。復元ウィザードが表示されます。

「次へ」をクリックして復元を開始しま

す。
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復元する Windows クライアントコン

ピュータのフルバックアップを含むバッ

クアップセットを選択し、「次へ」をク

リックします。

システム全体のスナップショットが存在

すれば、それが作成された時点とまった

く同じ状態にクライアントコンピュータ

を復元できます。復元に使用するスナッ

プショットを選択し、「次へ」をクリック

します。

ファイルの復元先として「元の場所」を

選択し、「次へ」をクリックします。「元

の場所」オプションが利用できない場合

は「新しい場所」を選択し、クライアン

トコンピュータのハードドライブを手動

で指定します。

すでにクライアントのハードディスク全

体を再フォーマットしており、完全な復

元が必要なため、「すべての内容をロール

バックする」を選択して「次へ」をク

リックします。このオプションは、宛先

ボリュームの既存ファイルをすべて削除

し、その場所にスナップショット内の全

ファイルを復元します。クライアントの

レジストリとシステム状態情報もスナッ

プショットから復元されます。

「ファイルのプレビュー」をクリックして

復元されるファイルを確認するか、「次

へ」をクリックして復元ウィザードの概

要画面を表示します。この画面で「開始」

をクリックすると、クライアントコン

ピュータの復元が開始されます。

10. クリーンアップする

クライアントコンピュータを再起動しま

す。再起動時に Retrospect Helper サービス

が自動的に実行され、レジストリとシス

テム状態の復元の 終処理が行われます。

この処理が完了すると、コンピュータが

使用できる状態になります。

Mac OS クライアントの復元

以下の操作説明では、ネットワークを介

して、Mac OS クライアント上のボリュー

ム全体を復元する方法を示します。

バックアップコンピュータから実際の復

元操作を行う前に、まず、クライアント

コンピュータでネットワークが動作する

ようにしなければなりません。
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以下のステップは重大なトラブルが起

こったときにだけ行うべきもので、この

操作は以前にバックアップしたすべての

ファイル（またはキャッシュを除くすべ

てのファイル）で、クライアントコン

ピュータのハードディスク上にあるすべ

ての内容を書き替えてしまうことを意味

します。

注： 以下のステップは、ファイル共有ま

たは AppleShare によってファイルサーバ

として稼働している Macintosh には対応し

ていません。サーバを復元するには、254 
ページの「Mac OS ファイルサーバの復

元」を参照してください。

1. 再起動して、ディスクの修復を試みる

Macintosh を再起動して、Mac OS 9 または 
Mac OS X の CD-ROM を挿入します。強制

的に CD-ROM から起動するため、起動時

に「C」キーを押し続けてください。Mac 
OS 9 では、CD から「Disk First Aid」ユー

ティリティを開きます。Mac OS X では、

「Installer」メニューから「Disk Utility を開

く ...」を選択して、「First Aid」タブをク

リックします。「Disk First Aid」を使用し

て、ハードディスクに問題がないか調べ、

可能であれば問題を修復してください。

（その他のディスク修復ユーティリティを

お持ちの場合、それらもお試しくださ

い）。また、「ドライブ設定」ユーティリ

ティまたはご使用のディスクフォーマッ

タソフトウェアのローレベル検証やテス

ト機能を使用して、ディスクユーティリ

ティが発見できない欠陥がハードディス

クにないか検証してください。

2. ハードディスクの現在の状況を評価する

すべての損傷を修復できて、ローレベル

での問題も見つからなかった場合、操作

はこのステップで終了してください。

ハードディスクの復元や、再フォーマッ

トは必要ありません。

ディスクユーティリティで修復できない

問題がある場合や、ハードディスクをデ

スクトップにマウントできなかったとき

は、おそらくハードディスクを再フォー

マットする必要があります。「ステップ 4. 
ディスクを再フォーマットする」に進ん

でください。

問題の一部を修復できても、ハードディ

スクに問題が残っている場合、やはり

ハードディスクを再フォーマットする必

要があるでしょう。この場合、次の「ス

テップ 3. フォーマットの前に新しくバッ

クアップする」に記述されているように、

まずデータをバックアップしてください。

3. フォーマットの前に新しくバックアップ
する

ハードディスクをバックアップしてくだ

さい。Thorough 検証オプションをオンに

して、異なるバックアップセットに 2 つの

新しいバックアップを作成した方が良い

でしょう。既存のバックアップセットに

対する書き替えバックアップは実行しな

いでください。損傷したドライブには、

すべてのファイルが存在しているとは限

らず、前回までのバックアップを消去す

るのも望ましくありません。

4. ディスクを再フォーマットする

ディスクユーティリティでディスクを修

復できなかった場合、復元する前にディ

スクを再フォーマットした方が良いで

しょう。

警告： ハードディスクをフォーマットす

ると、ディスク上に保存されているすべ

てのデータが消去されます。ハードディ

スクをフォーマットしてよいかどうか自

信がないときは、ハードディスクまたは

コンピュータのメーカーに問い合わせて

ください。

Mac OS 9 でディスクを修復できなかった

ときは、Finder で障害の起こっているボ

リュームを選び、「特別」メニューから

「ディスクの消去」を選択します。Mac OS 
X でディスクを修復できなかったときは、

「Disk Utility」で損傷したボリュームを選
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択して、「消去」タブをクリックします。

そして、フォーマットを選んで名前を付

け、「消去」をクリックしてください。

Mac OS 9 の Finder で消去できなかった場

合は、ディスクの再フォーマットを行う

必要があります。ディスクの再フォー

マットを行うには、「Disk Tools」ディスク

または CD に付属の「ドライブ設定」アプ

リケーションかハードディスクに付属の

フォーマッタソフトを使用してください。

5. システムソフトウェアをインストールする

再フォーマットしたハードディスクに、

新しく Mac OS システムソフトウェアをイ

ンストールします。コンピュータを CD か
ら起動するため、起動時に「C」キーを押

し続け、Mac OS 9 または Mac OS X CD-
ROM を使用して再起動してください。

再フォーマットしたハードディスクに、

新しく Mac OS システムソフトウェアをイ

ンストールします。Mac OS X を復元する

場合には、元と全く同じバージョンの 
Mac OS X をインストールしなければなり

ません。たとえば、バージョン 10.2.4 を実

行しているクライアントをバックアップ

した場合には、Mac OS X 10.2.4 をインス

トールしなければなりません。

CD を取り出し、ハードディスクの新しい

システムから再起動します。「日付 & 時
刻」コントロールパネルまたは「システ

ム環境設定」で、時刻と時間帯、必要に

応じて夏時間を設定します。Mac OS 9 で
は、システムフォルダの名前を「temp」
に変更します。

6. TCP/IP を設定する

TCP/IP ネットワークを使用できるよう、

コンピュータが適切に設定されているこ

とを確かめてください。（TCP/IP の設定の

ために手助けが必要な場合には、ネット

ワーク管理者に問い合わせてください）。

7. クライアントソフトウェアをインストール
する

Retrospect クライアントソフトウェアを 
Macintosh にインストールして、再起動し

ます。バックアップコンピュータから古

いクライアントを削除し、新しいクライ

アントをログインします。

8. クライアント Macintosh の復元の準備を
する

Retrospect クライアントコントロールパネ

ル（Mac OS 9 の場合）または Retrospect ク
ライアントアプリケーション（Mac OS X 
の場合）を開いて、クライアントソフト

ウェアがオンになっており、 初のアク

セスを待っていることを確かめます。

Mac OS 9 では、理想的な復元状況を得る

ために、クライアント Macintosh のシャッ

トダウン操作を行います。Retrospect の
シャットダウンダイアログが表示されま

す。

クライアント Macintosh は、このダイアロ

グが表示された状態のままにします。実

際のシャットダウンや再起動は行わない

でください。

Mac OS X で、動作中のシステムボリュー

ム以外のボリュームに復元する場合は、

そのボリュームについて、事前に Finder 
の「情報を見る」を使用してください。

情報ウィンドウの「アクセス権」を選択

して、「このボリューム上のアクセス権を

無視する」オプションをオフにしてくだ

さい。

Mac OS X では、理想的な復元状況を得る

ために、ログアウト操作を行います。シ

ングルユーザログインウィンドウ、また

は複数ユーザログインリストウィンドウ
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が表示されます。クライアント Macintosh 
は、このウィンドウが表示された状態の

ままにします。ログイン、シャットダウ

ン、再起動は行わないでください。

9. ファイルを復元する

これまでの手順で、ハードディスクが 
Retrospect で管理できる状態になりまし

た。バックアップコンピュータからネッ

トワーク経由でクライアントの復元を開

始します。Retrospect のナビゲーション

バーで「復元」>「復元」の順でクリック

します。復元ウィザードが表示されます。

「次へ」をクリックして復元を開始しま

す。

復元する Mac OS クライアントコンピュー

タのフルバックアップを含むバックアッ

プセットを選択し、「次へ」をクリックし

ます。

システム全体のスナップショットが存在

すれば、それが作成された時点とまった

く同じ状態にクライアントコンピュータ

を復元できます。復元に使用するスナッ

プショットを選択し、「次へ」をクリック

します。

ファイルの復元先として「元の場所」を

選択し、「次へ」をクリックします。「元

の場所」オプションが利用できない場合

は「新しい場所」を選択し、クライアン

トコンピュータのハードドライブを手動

で指定します。

すでにクライアントのハードディスク全

体を再フォーマットしており、完全な復

元が必要なため、「すべての内容を復元

し、その他の内容はすべて削除する」を

選択して「次へ」をクリックします。こ

のオプションは、宛先ボリュームの既存

ファイルをすべて削除し、その場所にス

ナップショット内の全ファイルを復元し

ます。

「ファイルのプレビュー」をクリックして

復元されるファイルを確認するか、「次

へ」をクリックして復元ウィザードの概

要画面を表示します。この画面で「開始」

をクリックすると、クライアントコン

ピュータの復元が開始されます。

10. 再起動、再構築、および廃棄

Mac OS X クライアントでは、復元が完了

すると、コンピュータを再起動します。

Mac OS 9 クライアントでは、コンピュー

タを再起動し、起動時から command キー

と option キーを押して、デスクトップを再

構築します（デスクトップの再構築を確
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認するダイアログが表示されるまで押し

続けてください）。デスクトップの再構築

が完了したら、「temp」システムフォルダ

をゴミ箱に入れて、「ゴミ箱を空に」しま

す。

これで、コンピュータを使用する準備が

整いました。

ヒント： クライアントの復元を何度も行

う場合には、システムソフトウェアと、

外部からログインするための「Retrospect 
クライアント」コントロールパネルをイ

ンストールした、ハードディスクを用意

しておくとよいでしょう。復元の必要な 
Macintosh にこのハードディスクを接続す

れば、より高速に復元を行うことができ

ます。このドライブから起動すれば、オ

ペレーティングシステムを再インストー

ルすることなく、すべてのクライアント

を復元できます。

Mac OS ファイルサーバの復元

この項では、Retrospect を使用して、

Mac OS ファイル共有によって共有されて

いるボリュームを復元する方法について説

明します。これらの操作では、ボリューム

の復元後にもアクセス権が変化しないよう

にするための、特別の手順が必要となりま

す。

サーバに対するアクセス権が復元される

のは、バックアップの時点と復元処理の

時点の両方でファイル共有が動作してい

る場合に限られます。

サーバが障害を起こしておらず、いくつ

かのファイルやフォルダだけをバック

アップから復元する必要がある場合（誰

かが誤ってサーバから一部のフォルダを

削除した場合など）は、76 ページの「復

元」の操作手順に従うだけで十分です。

サーバ全体を復元する必要がある場合は、

以下の手順に従ってください。

1. 再起動して、ディスクの修復を試みる

Macintosh を再起動して、Mac OS 9 または 
Mac OS X の CD-ROM を挿入します。強制

的に CD-ROM から起動するため、起動時

に「C」キーを押し続けてください。Mac 
OS 9 では、CD から「Disk First Aid」ユー

ティリティを開きます。Mac OS X では、

「Installer」メニューから「Disk Utility を開

く ...」を選択して、「First Aid」タブをク

リックします。「Disk First Aid」を使用し

て、ハードディスクに問題がないか調べ、

可能であれば問題を修復してください。

（その他のディスク修復ユーティリティを

お持ちの場合、それらもお試しくださ

い）。また、「ドライブ設定」ユーティリ

ティまたはご使用のディスクフォーマッ

タソフトウェアのローレベル検証やテス

ト機能を使用して、ディスクユーティリ

ティが発見できない欠陥がハードディス

クにないか検証してください。

2. ハードディスクの現在の状況を評価する

すべての損傷を修復できて、ローレベル

での問題も見つからなかった場合、操作

はこのステップで終了してください。

ハードディスクの復元や、再フォーマッ

トは必要ありません。

ディスクユーティリティで修復できない

問題がある場合や、ハードディスクをデ

スクトップにマウントできなかったとき

は、おそらくハードディスクを再フォー

マットする必要があります。ステップ 4 に
進んでください。

問題の一部を修復できても、ハードディ

スクに問題が残っている場合、やはり

ハードディスクを再フォーマットする必

要があるでしょう。この場合、次のス

テップ 3 の説明に従って、 初にデータを

バックアップしてください。

3. フォーマットの前に新しくバックアップ
する

ハードディスクをバックアップしてくだ

さい。Thorough 検証オプションをオンに
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して、異なるバックアップセットに 2 つの

新しいバックアップを作成した方が良い

でしょう。既存のバックアップセットに

対する書き替えバックアップは実行しな

いでください。損傷したドライブには、

すべてのファイルが存在しているとは限

らず、前回までのバックアップを消去す

るのも望ましくありません。データの充

分なバックアップが保管されていること

を確認した後、バックアップセットのカ

タログをフロッピーディスクやリムーバ

ブルディスク、他のサーバ等にコピーし

ます。

4. ディスクを再フォーマットする

ディスクユーティリティでディスクを修

復できなかった場合、復元する前にディ

スクを再フォーマットした方が良いで

しょう。

警告： ハードディスクをフォーマットす

ると、ディスク上に保存されているすべ

てのデータが消去されます。ハードディ

スクをフォーマットしてよいかどうか自

信がないときは、ハードディスクまたは

コンピュータのメーカーに問い合わせて

ください。

Mac OS 9 でディスクを修復できなかった

ときは、Finder で障害の起こっているボ

リュームを選び、「特別」メニューから

「ディスクの消去」を選択します。Mac OS 
X でディスクを修復できなかったときは、

「Disk Utility」で損傷したボリュームを選

択して、「消去」タブをクリックします。

そして、フォーマットを選んで名前を付

け、「消去」をクリックしてください。

Mac OS 9 の Finder で消去できなかった場

合は、ディスクの再フォーマットを行う

必要があります。ディスクの再フォー

マットを行うには、「Disk Tools」ディスク

または CD に付属の「ドライブ設定」アプ

リケーションかハードディスクに付属の

フォーマッタソフトを使用してください。

5. システムソフトウェアをインストールする

コンピュータを CD から起動するため、起

動時に「C」キーを押し続け、Mac OS 9 ま
たは Mac OS X CD-ROM を使用して再起動

してください。

再フォーマットしたハードディスクに、

新しく Mac OS システムソフトウェアをイ

ンストールします。Mac OS X を復元する

場合には、元と全く同じバージョンの 
Mac OS X をインストールしなければなり

ません。たとえば、バージョン 10.2.4 を実

行しているクライアントをバックアップ

した場合には、Mac OS X 10.2.4 をインス

トールしなければなりません。

CD を取り出し、ハードディスクの新しい

システムから再起動します。「日付 & 時
刻」コントロールパネルまたは「システ

ム環境設定」で、時刻と時間帯、必要に

応じて夏時間を設定します。Mac OS 9 で
は、システムフォルダの名前を「temp」
に変更します。

6. TCP/IP を設定する

TCP/IP ネットワークを使用できるよう、

コンピュータが適切に設定されているこ

とを確かめてください。（TCP/IP の設定の

ために手助けが必要な場合には、ネット

ワーク管理者に問い合わせてください）。

7. クライアントソフトウェアをインストール
する

Retrospect クライアントソフトウェアを 
Macintosh にインストールして、再起動し

ます。このクライアントを Retrospect にロ

グインして、「Temp Client」という名前を

付けます。

8. クライアント Macintosh の復元の準備を
する

「Retrospect クライアント」コントロール

パネル（Mac OS 9 の場合）または 
Retrospect クライアントアプリケーション

（Mac OS X の場合）を開いて、クライアン

トソフトウェアがオンになっており、
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初のアクセスを待っていることを確かめ

ます。

Mac OS 9 では、理想的な復元状況を得る

ために、クライアント Macintosh のシャッ

トダウン操作を行います。Retrospect の
シャットダウンダイアログが表示されま

す。

クライアント Macintosh は、このダイアロ

グが表示された状態のままにします。実

際のシャットダウンや再起動は行わない

でください。

Mac OS X で、動作中のシステムボリュー

ム以外のボリュームに復元する場合は、

そのボリュームについて、事前に Finder 
の「情報を見る」を使用してください。

情報ウィンドウの「アクセス権」を選択

して、「このボリューム上のアクセス権を

無視する」オプションをオフにしてくだ

さい。

Mac OS X では、理想的な復元状況を得る

ために、ログアウト操作を行います。シ

ングルユーザログインウィンドウ、また

は複数ユーザログインリストウィンドウ

が表示されます。クライアント Macintosh 
は、このウィンドウが表示された状態の

ままにします。ログイン、シャットダウ

ン、再起動は行わないでください。

9. ファイルを復元する

これまでの手順で、ハードディスクが 
Retrospect で管理できる状態になりまし

た。バックアップコンピュータからネッ

トワーク経由でサーバの復元を開始しま

す。Retrospect のナビゲーションバーで

「復元」>「復元」の順でクリックします。

復元ウィザードが表示されます。「次へ」

をクリックして復元を開始します。

復元する Mac OS サーバクライアントのフ

ルバックアップを含むバックアップセッ

トを選択し、「次へ」をクリックします。

システム全体のスナップショットが存在

すれば、それが作成された時点とまった

く同じ状態に Mac OS サーバを復元できま

す。復元に使用するスナップショットを

選択し、「次へ」をクリックします。

ファイルの復元先として「新しい場所」

を選択し、「バックアップクライアント」

コンテナ内の「Temp Client」から、Mac 
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OS サーバのハードドライブを選択しま

す。「次へ」をクリックしてください。

警告： Mac OS X で、動作中のシステムボ

リューム以外のボリュームに復元する場

合は、そのボリュームについて、事前に 
Finder の「情報を見る」を使用してくださ

い。情報ウィンドウの「アクセス権」を

選択して、「このボリューム上のアクセス

権を無視する」オプションをオフにして

ください。

すでに Mac OS サーバのハードディスク全

体を再フォーマットしており、完全な復

元が必要なため、「すべての内容を復元

し、その他の内容はすべて削除する」を

選択して「次へ」をクリックします。こ

のオプションは、宛先ボリュームの既存

ファイルをすべて削除し、その場所にス

ナップショット内の全ファイルを復元し

ます。

「ファイルのプレビュー」をクリックして

復元されるファイルを確認するか、「次

へ」をクリックして復元ウィザードの概

要画面を表示します。この画面で「開始」

をクリックすると、クライアントコン

ピュータの復元が開始されます。

Retrospect による復元処理の完了後、Mac 
OS サーバクライアントを再起動します。

復元に使用した一時的なシステムフォル

ダを Finder のゴミ箱に入れ、ゴミ箱を空

にして削除します。Retrospect で「Temp 

Client」を削除し、元のクライアントをロ

グインします。

10. 追加ステップ（Mac OS 9 のみ）

Mac OS ファイル共有を使用している場合

には、ファイル共有を開始します。共有

するボリュームまたはフォルダを選択し

てから、ルートアクセス権についての適

切なオーナーとグループを選んで、希望

するオプションを設定します。

ファイル共有が有効な状態で、同じス

ナップショットを使用し、「すべての内容

を復元し、その他の内容はすべて削除す

る」を選択して、復元処理をもう一度実

行します。Retrospect は、「スマートな」

差分復元を実行します。この場合、ごく

少数のファイルをコピーしてから（また

は、変更されたファイルがなければ、何

もコピーせずに）、アクセス権を設定しま

す。共有違反エラーが報告される場合も

ありますが、重要なものではないので、

無視してください。

サーバを再起動し、確認ダイアログが表

示されるまで command キーと option キー

を同時に押しつづけて、デスクトップを

再構築します。

注： このステップが必要なのは、

Mac OS 9 サーバだけです。

11. 追加ステップ（Mac OS X.1.x のみ）

コンピュータを再起動した後でも、共有

ポイントが見つからない場合や、不適切

な共有ポイントで置き換えられている場

合があります。Server Admin を使用し、以

下のステップに従って、これらの問題を

修正してください。

• 無効な共有ポイントを削除します。

• 希望する共有ポイントを再設定します。

• 影響を受けたユーザやグループリスト

（または NetInfo ドメイン）の「Home 
Directory Defaults」をリセットします。
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注： これらの付加的なステップは、

Mac OS X Server 10.2 以降の場合には必要

ありません。

UNIX クライアントの復元

UNIX クライアントコンピュータ自体には

障害が発生しておらず、いくつかのファ

イルやフォルダだけをバックアップから

復元する必要がある場合は、76 ページの

「復元」の操作手順に従うだけで十分で

す。

UNIX クライアントコンピュータがクラッ

シュしたか、他の重大な問題を抱えてい

る場合には、以下の手順に従って対処し

ます。

1. 再起動して、ディスクの修復を試みる

システムのブートディスクがあれば、ク

ライアントコンピュータを再起動して、

ディスクを挿入します。このディスクか

らコンピュータが起動したなら、ディス

クを修復するための手順に従ってくださ

い。

または、システムを起動してから、ファ

イルシステムチェック用のプログラムを

実行します（fsck または同様の機能を持つ

もの）。システムを起動可能にできない場

合は、オペレーティングシステムに対す

る知識に応じて、2 通りの手段がありま

す。十分な経験とスキルのあるシステム

管理者は、OS インストール用のメディア

からシングルユーザモードで起動し、

ブートセクタの修復、カーネルの置き換

えなどを行って対処できるでしょう。経

験やスキルや十分でないか、そのような

対処に自信が持てない場合は、必要に応

じてハードディスクを交換した後、OS を
再インストールしてください。

2. ハードディスクの現在の状況を評価する

すべての損傷を修復できて、ローレベル

での問題も見つからなかった場合、操作

はこのステップで終了してください。

ハードディスクの復元や、再フォーマッ

トは必要ありません。

起動ディスクで修復できない問題がある

場合や、ハードディスクがアクセスでき

なかった場合は、おそらくハードディス

クを再フォーマットする必要があります。

「ステップ 4. ディスクを再フォーマットす

る」に進んでください。

問題の一部を修復できても、ハードディ

スクに問題が残っている場合、やはり

ハードディスクを再フォーマットする必

要があるでしょう。この場合、次の「ス

テップ 3. フォーマットの前に新しくバッ

クアップする」に記述されているように、

まずデータをバックアップしてください。

3. フォーマットの前に新しくバックアップ
する

ハードディスクをバックアップしてくだ

さい。Thorough 検証オプションをオンに

して、異なるバックアップセットに 2 つの

新しいバックアップを作成した方が良い

でしょう。既存のバックアップセットに

対する書き替えバックアップは実行しな

いでください。損傷したドライブには、

すべてのファイルが存在しているとは限

らず、前回までのバックアップを消去す

るのも望ましくありません。データの充

分なバックアップが保管されていること

を確認した後、バックアップセットのカ

タログをリムーバブルディスクやサーバ

等にコピーします。

4. ディスクを再フォーマットする

起動ディスクでハードディスクを修復で

きなかった場合には、復元する前にハー

ドディスクを再フォーマットした方が良

いでしょう。

警告： ハードディスクをフォーマットす

ると、ディスク上に保存されているすべ

てのデータが消去されます。ハードディ

スクをフォーマットしてよいかどうか自

信がないときは、ハードディスクまたは
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コンピュータのメーカーに問い合わせて

ください。

5. ソフトウェアを再インストールする

フォーマットしたハードディスクに、

UNIX オペレーティングシステムソフト

ウェアを新たにインストールします。元

のシステムと同じマウントポイントを作

成してください。このボリュームから再

起動します。

6. クライアントソフトウェアをインストール
する

セットアッププログラムを使い、198 ペー

ジの「UNIX コンピュータへのクライアン

トソフトウェアのインストール」で説明

されている操作手順に従って、クライア

ントソフトウェアをインストールします。

7. クライアントデータベースを準備する

バックアップコンピュータから、古いク

ライアントを削除し、新しいクライアン

トをログインします。

8. ファイルを復元する

これまでの手順で、ハードディスクが 
Retrospect で管理できる状態になりまし

た。バックアップコンピュータからネッ

トワーク経由でクライアントの復元を開

始します。Retrospect のナビゲーション

バーで「復元」>「復元」の順でクリック

します。復元ウィザードが表示されます。

「次へ」をクリックして復元を開始しま

す。

復元する UNIX クライアントコンピュータ

のフルバックアップを含むバックアップ

セットを選択し、「次へ」をクリックしま

す。

システム全体のスナップショットが存在

すれば、それが作成された時点とまった

く同じ状態にクライアントコンピュータ

を復元できます。復元に使用するスナッ

プショットを選択し、「次へ」をクリック

します。

ファイルの復元先として「元の場所」を

選択し、「次へ」をクリックします。「元

の場所」オプションが利用できない場合

は、クライアントコンピュータのハード

ドライブを手動で指定します。

すでにクライアントのハードディスク全

体を再フォーマットしており、完全な復

元が必要なため、「すべての内容を復元

し、その他の内容はすべて削除する」を

選択して「次へ」をクリックします。こ

のオプションは、宛先ボリュームの既存

ファイルをすべて削除し、その場所にス

ナップショット内の全ファイルを復元し

ます。クライアントのレジストリとシス

テム状態情報もスナップショットから復

元されます。

「ファイルのプレビュー」をクリックして

復元されるファイルを確認するか、「次

へ」をクリックして復元ウィザードの概

要画面を表示します。この画面で「開始」
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をクリックすると、クライアントコン

ピュータの復元が開始されます。

9. クリーンアップする

クライアントコンピュータを再起動しま

す。

NetWare クライアントの復元

NetWare クライアントコンピュータ自体に

は障害が発生しておらず、いくつかの

ファイルやフォルダだけをバックアップ

から復元する必要がある場合は、76 ペー

ジの「復元」の操作手順に従うだけで十

分です。

NetWare クライアントコンピュータがク

ラッシュしたか、他の重大な問題を抱え

ている場合には、以下の手順に従って対

処します。

1. 再起動して、ディスクの修復を試みる

起動可能な NetWare CD を使用してクライ

アントコンピュータを再起動します。コ

ンピュータがこのディスクから起動する

と、利用可能なユーティティを使用して、

ディスクの修復を試みます。

ディスクを修復して起動可能にできな

かった場合、必要ならばハードディスク

の交換をした後で、OS の再インストール

をする必要があります。「ステップ 5. 
NetWare を再インストールする」に進んで

ください。

2. ハードディスクの現在の状況を評価する

すべての損傷を修復できて、ローレベル

での問題も見つからなかった場合、操作

はこのステップで終了してください。

ハードディスクの復元や、再フォーマッ

トは必要ありません。

起動ディスクで修復できない問題がある

場合や、ハードディスクがアクセスでき

なかった場合は、おそらくハードディス

クを再フォーマットする必要があります。

「ステップ 4. ディスクの再フォーマットま

たは交換」に進んでください。

問題の一部を修復できても、ハードディ

スクに問題が残っている場合、やはり

ハードディスクを再フォーマットする必

要があるでしょう。この場合、次の「ス

テップ 3. フォーマットの前に新しくバッ

クアップする」に記述されているように、

まずデータをバックアップしてください。

3. フォーマットの前に新しくバックアップ
する

ハードディスクをバックアップしてくだ

さい。検証オプションをオンにして、異

なるバックアップセットに 2 つの新しい

バックアップを作成した方が良いでしょ

う。既存のバックアップセットに対する

書き替えバックアップは実行しないでく

ださい。損傷したドライブには、すべて

のファイルが存在しているとは限らず、

前回までのバックアップを消去するのも

望ましくありません。データの充分な

バックアップが保管されていることを確

認した後、バックアップセットのカタロ

グをリムーバブルディスクやサーバ等に

コピーします。

4. ディスクの再フォーマットまたは交換

ハードディスクを修復できなかった場合、

復元する前にディスクを再フォーマット

した方が良いでしょう。

警告： ハードディスクをフォーマットす

ると、ディスク上に保存されているすべ

てのデータが消去されます。ハードディ

スクをフォーマットしてよいかどうか自

信がないときは、ハードディスクまたは

コンピュータのメーカーに問い合わせて

ください。

トラブルシューティングに失敗した場合、

ハードディスクを交換する必要があるか

もしれません。

5. NetWare を再インストールする

新たにフォーマットしたハードディスク

または新しいハードディスクに、NetWare 
オペレーティングシステムをインストー

ルします。NetWare とサービスパックの
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バージョンは、バックアップした NetWare 
サーバと同じであるようにします。この

ボリュームから再起動します。

6. クライアントソフトウェアをインストール
する

199 ページの「NetWare コンピュータへの 
Retrospect クライアントソフトウェアのイ

ンストール」の記述に従ってクライアン

トソフトウェアをインストールします。

7. クライアントデータベースを準備する

バックアップコンピュータから、古いク

ライアントを削除し、新しいクライアン

トをログインします。

8. eDirectory とファイルの復元

これまでの手順で、ハードディスクが 
Retrospect で管理できる状態になりまし

た。バックアップコンピュータからネッ

トワーク経由でクライアントの復元を開

始します。Retrospect のナビゲーション

バーで「復元」>「復元」の順でクリック

します。復元ウィザードが表示されます。

「次へ」をクリックして復元を開始しま

す。

復元する NetWare クライアントコン

ピュータのフルバックアップを含むバッ

クアップセットを選択し、「次へ」をク

リックします。

システム全体のスナップショットが存在

すれば、それが作成された時点とまった

く同じ状態にクライアントコンピュータ

を復元できます。復元に使用するスナッ

プショットを選択し、「次へ」をクリック

します。

注： eDirectory を復元してから残りのデー

タを復元します。

ファイルの復元先として「元の場所」を

選択し、「次へ」をクリックします。「元

の場所」オプションが利用できない場合

は、クライアントコンピュータのハード

ドライブを手動で指定します。

すでにクライアントのハードディスク全

体を再フォーマットしており、完全な復

元が必要なため、「すべての内容を復元

し、その他の内容はすべて削除する」を

選択して「次へ」をクリックします。こ

のオプションは、宛先ボリュームの既存

ファイルをすべて削除し、その場所にス

ナップショット内の全ファイルを復元し

ます。 

「ファイルのプレビュー」をクリックして

復元されるファイルを確認するか、「次

へ」をクリックして復元ウィザードの概

要画面を表示します。この画面で「開始」

をクリックすると、クライアントコン

ピュータの復元が開始されます。

9. クリーンアップする

クライアントコンピュータを再起動しま

す。
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章 9

管理

• バ ッ ク ア ッ プ 計 画

• ロ グ と レ ポ ー ト

• R E P O R T S W A T C H E R

• 実 行 オ プ シ ョ ン

• バ ッ ク ア ッ プ セ ッ ト の 管 理

• ス ク リ プ ト の メ ン テ ナ ン ス

• R E T R O S P E C T  の 環 境 設 定

• R E T R O S P E C T  の 移 動

• カ タ ロ グ と 設 定 の バ ッ ク ア ッ プ

• フ ァ イ ル サ ー バ の 操 作

• 開 い て い る フ ァ イ ル の 操 作

• タ ー ミ ナ ル サ ー ビ ス と リ モ ー ト デ ス ク ト ッ プ

ここでは、バックアップセットやスクリプトを管理するためのさまざまな作業を

実行する方法やレポートの参照、スクリプトの管理について説明します。いくつ

かのバックアップ計画も示します。また、Retrospect の使用方法についてのアド

バイスや、オープンファイルバックアップについての、また Retrospect を他のソ

フトウェアと組み合わせる際のヒントなど、より効果的なバックアップのための

テクニックについても説明します。
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バックアップ計画

本項では、ご使用のコンピュータ、また

はネットワーク全体のバックアップ計画

について紹介します。各案を検討し、お

使いの状況に合った計画を選んでくださ

い。その計画を、ご自身の状況やニーズ

に合わせて調整します。いずれの計画も

利用せず、ご自身で独自に計画を立案し

てもかまいません。ここで紹介する計画

は事例にすぎず、Retrospect では、多種多

様な計画を何件でも作成することができ

ます。ただし、バックアップ計画を作成

する際は、バックアップの基本ルールを

覚えておいてください。

計画の作成を成功させるためには、

Retrospect で使用可能なさまざまなバック

アップ動作を組み合わせることが不可欠

です。詳しくは、23 ページの「バック

アップ動作」を参照してください。

バックアップの基本ルール

Retrospect はデータを安全に保護するため

の高度な機能を備えていますが、その機

能は以下の基本的なバックアップルール

に従うことで、 大限に発揮することが

できます。

• 定期的なバックアップを行うこと。

バックアップしていないデータを復元

することはできません。たとえば、

も新しいバックアップが 1 週間前のも

ので、今日ハードディスクが故障して

しまったら、1 週間にわたって蓄積し

てきたデータを失うことになります。

スクリプト設定による自動バックアッ

プ機能は確実に実行されるので、すべ

てのデータを頻繁にバックアップする

のに効果的です。

• 複数のバックアップを保管すること。

各種バックアップセット間でローテー

ションを行うこと。バックアップセッ

トの数が多ければ、メディアの紛失や

損傷によって、データを失う可能性が

少なくなります。

• 古いメディアは、定期的なスケジュー

ルに従って、使用を停止してください。

定期的に新規バックアップセット バッ

クアップを実施して、新しいメディア

を追加してください。すべてのバック

アップを 1 つのメディアセットに入れ

ておくのは、障害への脆弱性の点で非

常に危険です。（バックアップセット内

の 1 つのテープが破損するだけで、

バックアップ全体が使用できなくなり

ます。）バックアップ計画における新し

いメディアの利点は、復元の速度にも

あります。メンバーが多いメディア

セットやバックアップを繰り返したメ

ディアセットから復元するよりも、少

数のメディアメンバーから復元する方

が実行速度が速くなります。 

• バックアップセットの名前には、その

内容やローテーションの頻度を表す、

意味のある文字列を使用してください。

その名前を記したラベルを、メディア

の分かりやすい位置に貼り付けます。

• 火災、盗難、その他の自然災害から保

護するため、 低でも 1 つのバック

アップセットを通常とは別の離れた場

所に保存すること。

• バックアップコンピュータ自体もバッ

クアップすること。Retrospect の設定や

カタログ作成には、おそらく相当の時

間や手間がかかっているはずです。 

• バックアップメディアを慎重に取り扱

うこと。メディアは保管環境によって

損傷を受けやすいものです。メディア

は数百回程度の使用で磨耗することも

あります。詳しくは、52 ページの「メ

ディアの寿命と保存」を参照してくだ

さい。

• バックアップを必ず検証すること。

バックアップ中に「完全」か「メディ

ア」のいずれかの検証オプションを使

用するか、バックアップ終了後に検証

スクリプトか「メディアの検証」コマ

ンドを使用します。
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• カタログファイルは、専用のバック

アップセットにバックアップしてくだ

さい。詳しくは、324 ページの「カタ

ログのバックアップ」を参照してくだ

さい。

1 台ごとのバックアップ計画

単一のコンピュータをバックアップする

場合には、以下の計画が役立つでしょう。

複数のコンピュータをバックアップする

ことが必要な場合には、「ネットワークの

バックアップ計画」を参照してください。

1 台ごとの計画 1- 起動書類

スケジュールを持たないバックアップス

クリプトを作成し、起動書類として保存

します。詳しくは、160 ページ以降の「ス

クリプトの手動実行」を参照してくださ

い。バックアップ動作を標準に設定しま

す。同じスクリプトから 2 つめの起動書類

を作成しますが、今回はバックアップ動

作を書き替えに設定します。

標準バックアップの起動書類は、毎日な

ど、バックアップが必要だと思うときに

起動してください。書き替えバックアッ

プの起動書類は、毎週など、バックアッ

プセットの量や項目が増えてきたときに

実行してください。

他のメディアセットとのローテーション

や運用環境外でのメディアの保管を行う

ため、303 ページの「「オプション」タブ」

の「メディア制御」に関する説明に従っ

てバックアップセットを設定し、定期的

に新規バックアップセットを作成して新

規メディアを導入してください。

1 台ごとの計画 2- スケジュールされたスク
リプト

バックアップスクリプトを作成し、スケ

ジュールを設定して自動実行します。曜

日指定スケジュールを追加して、月曜日

から木曜日までは標準バックアップを実

行し、金曜日には書き替えバックアップ

を実行します。 

各スケジュールは、次のようになります。

他のメディアセットとのローテーション

や運用環境外でのメディアの保管を行う

ため、303 ページの「「オプション」タブ」

の「メディア制御」に関する説明に従っ

てバックアップセットを設定し、定期的

に新規バックアップセットを作成して新

規メディアを導入してください。

ネットワークのバックアップ計画

クライアントコンピュータから構成され

るネットワークをバックアップする必要

がある場合には、どの種類のバックアッ

プスクリプトを使用するかを決定する必

要があります。以下の表は、Proactive 
Backup スクリプトと通常のバックアップ

スクリプトのどちらが適しているかを示

します。

曜日指定スケジューラ

Proactive Backup が適切な状況 バックアップスクリプトが適切な状況

専用のバックアップコンピュータがある。 バックアップコンピュータは他の役割も果たしている。

非常に多くのデータを持つ、非常に多くのクライアン
トがあるため、一晩ですべてをバックアップするのは
困難。

クライアントコンピュータの朝の使用が始まる前に、
スケジュールされたバックアップは完了する。
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Proactive Backup を含む計画の使用を決め

た場合は、267 ページの「ネットワーク計

画 4- 基本的な Proactive Backup」に進んで

ください。

ネットワーク計画 1- スケジュールされた
スクリプト

バックアップスクリプトを作成します。3 
つのバックアップセットを使用するよう、

宛先を設定してください。曜日指定スケ

ジュールを追加して、3 週ごとに 1 週間、

特定のバックアップセットを宛先とする

スクリプトを毎日実行します。同様のス

ケジュールを追加して、やはり 3 週ごとに 
1 週間（ 初のスケジュールの翌週）、第 2 
のバックアップセットを宛先とするスク

リプトを毎日実行します。同様のスケ

ジュールを追加して、やはり 3 週ごとに 1 
週間（第 2 のスケジュールの翌週）、第 3 
のバックアップセットを宛先とするスク

リプトを毎日実行します。 

3 つのスケジュールは、次のようになりま

す。

この計画には、書き替えバックアップと

新規バックアップセット バックアップの

スケジュールは含まれていません。その

ため、適切な時期に書き替えバックアッ

プと新規バックアップセット バックアッ

プを行うためのバックアップセットを、

手動で設定する必要があります。詳しく

は、303 ページの「「オプション」タブ」

を参照してください。

ネットワーク計画 2- 書き換えと新規メディ
アローテーションを行うスクリプトスケ
ジュール

バックアップスクリプトを作成します。3 
つのバックアップセットを使用するよう、

スクリプトの宛先設定を変更してくださ

い。曜日指定スケジュールを追加して、3 
週ごとに、月曜から木曜まで、 初の

バックアップセットに標準バックアップ

を実行します。曜日指定スケジュールを

追加して、3 週ごとの金曜に、 初のバッ

クアップセットを宛先とする書き替え

バックアップを行います。2 番目と 3 番目

のバックアップセットに関しても、同様

のスケジュールを追加します。ただし、

それらの開始日付は、それぞれ 1 週間およ

び 2 週間後に設定します。 後に、繰り返

し間隔スケジュールを追加して、6 週ごと

に、バックアップセットの 1 つに対して、

新規バックアップセット バックアップを

行います（新規バックアップセット バッ

クアップの後に、古いバックアップセッ

トのメディアは、安全に保管できるよう、

運用環境外に移してください）。 

バックアップの遅れを取り戻すために、通常のバック
アップスクリプトでは完全にはバックアップできない
特定のクライアント用に、特別なスクリプトと基本
バックアップを作成している。

クライアントコンピュータの朝の使用が始まる前に、
スケジュールされたバックアップは完了し、バック
アップのやり残しが生じることはまれ。

ランダムにネットワークに出現する、モバイルのクラ
イアントやポータブルドライブのボリュームがある。

ネットワークにあるのはデスクトップ型コンピュータ
だけで、リムーバブルディスクやノート型コンピュー
タはない。

バックアップデバイス内にどんなメディアがあるかに
はかかわりなく、Retrospect でそのメディアにバック
アップを行うことを望む。

自動バックアップを行う際には常に、前もって正しい
メディアを挿入しておくことが可能。

Proactive Backup が適切な状況 バックアップスクリプトが適切な状況

曜日指定スケジューラ
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スケジュールは、次のようになります。

ネットワーク計画 3- 毎日バックアップセッ
トのローテーションを行うスクリプトスケ
ジュール

5 つの宛先バックアップセットを持つスク

リプトを作成します。5 つのバックアップ

セットには、Monday から Friday までの英

語の曜日名を付けます。それぞれ、対応

するバックアップセットにバックアップ

を行う、5 つの曜日指定スケジュールを追

加します。5 つの繰り返し間隔スケジュー

ルを追加します。4 つは 月曜 から 木曜 ま
でのバックアップセットにそれぞれ対応

しており、第 1 週は 月曜、第 2 週は 火曜 
のように、対応するバックアップセット

に 4 週間に一度、置き換えバックアップを

行うようにします。残り 1 つの繰り返し間

隔スケジュールは Friday に対応しており、

繰り返し間隔スケジュールを月の 終金

曜日に設定して、この日に Friday バック

アップセットに新規バックアップセット 
バックアップを実行させます。（古いバッ

クアップセットのメディアは、安全に保

管できるよう、運用環境外に移します）。 

スケジュールは、次のようになります。

注： この新規バックアップセット バック

アップは、曜日指定スケジュールによる 
Friday への標準バックアップと同じ時刻に

実行されるようにスケジュール設定して

ください。Retrospect は、新規バックアッ

プセット バックアップが標準バックアッ

プと同じ時刻に設定されている場合、新

規バックアップセット バックアップだけ

を実行します。時刻が異なっていると、

両方のバックアップが実行されます。

ネットワーク計画 4- 基本的な Proactive 
Backup
すべての元クライアントをバックアップ

する、Proactive Backup スクリプトを作成

します。ユーザの仕事の妨げにならない

ように、週中は午後 7:00 から午前 7:00 ま
で、そして週末は一日中、動作するよう

に設定します。バックアップ間隔は 12 時
間に設定します。

ネットワーク計画 5- モバイルコンピュータ
を含む基本的な Proactive Backup
上記の基本的な Proactive Backup スクリプ

トを複製します。モバイルクライアント

だけが元ボリュームになるようにします。

それらのボリュームをオリジナルのスク

リプトから削除します。新しいスクリプ

トは、18 時間のバックアップ間隔で、1 日 
24 時間動作するように設定します。

曜日指定スケジュール

曜日指定（または繰り返し間隔）スケジュール

繰り返しスケジュール

繰り返しスケジュール

曜日指定スケジュール
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ヒント： Proactive Backup を含む計画を立

てる場合は、165 ページの「Proactive 
Backup に関するヒントとテクニック」を

参照してください。より効率的な計画を

立てる上で役立つ情報が含まれています。

ネットワーク計画 6- オンデマンドの 
Proactive Backup
すべての元クライアントをバックアップ

する、Proactive Backup スクリプトを作成

します。スケジュールは、1 日 24 時間動

作するように、アクティブなままにして

おきます。バックアップ間隔オプション

は、Retrospect が 99 日ごとにバックアップ

を行うように設定します。早期バック

アップを許可するスクリプトオプション

はオンにしておきます。この計画を初め

て実行する際の 初のバックアップと、

それ以後の 99 日ごとのバックアップを除

くと、クライアントは、コントロールパ

ネルから指示を与えない限りバックアッ

プされません。この計画では、ユーザに

対して、各自の責任をはっきり伝えてお

くことが必要ですし、できれば、通常の

バックアップスクリプトを併用するのが

善です。

段階的バックアップ計画

Retrospect は、単独のコンピュータと、

ネットワーク上のコンピュータ群のどち

らにも、段階的バックアップを実行でき

るように設計されています。段階的バッ

クアップとは、ディスクへのバックアッ

プを実行し、その後でテープにバック

アップを転送するバックアップ形態のこ

とです。このバックアップでは、ディス

クとテープの両方の利点が活かされます。

ディスクは、ネットワーク上のコン

ピュータから転送される膨大なデータを

速やかに格納するメディアとして優れて

おり、テープに直接バックアップする場

合に比べ、より高速にバックアップでき

ます。ディスクにバックアップしたデー

タは、容易にテープに転送できます。

ディスクからテープへの転送では、ネッ

トワークのボトルネックが存在しないた

め、データが安定した速度で効率的に供

給され、テープドライブも 大限の性能

を発揮できます。バックアップを保存し

たテープは、運用環境外の安全な場所に

保管できます。ディスクのバックアップ

は運用環境に残し、迅速な復元に利用で

きます。

Retrospect には、段階的バックアップ計画

の立案に役立つ多くの機能があります。

ここでは、それらの機能を組み合わせる

方法のいくつかを示します。実際には、

以下の機能を柔軟に組み合わせて、きわ

めて多様な段階的バックアップ計画を作

成することが可能です。

• 38 ページの「ディスクグルーミング」

• 142 ページの「スクリプトによるバッ

クアップセット転送」

• 145 ページの「スクリプトによるス

ナップショット転送」

• 23 ページの「バックアップ動作」

• 187 ページの「ディスクバックアップ

セットと複数実行」

ヒント： Retrospect Web サイトには、

ディスク - ディスク - テープ段階的バック

アップ計画の導入に関する詳細を記載し

たページがあります。

段階的バックアップ計画 1- グルーミングと
バックアップセット転送

すべての元クライアントをバックアップ

する Proactive Backup スクリプトを 初に

作成します。このスクリプトが営業日に

は午後 7 時～午前 7 時の間、週末には一日

中動作するようにスケジュールを設定し

ます。バックアップ間隔は 12 時間に設定

します。

グルーミングを有効にしたディスクバッ

クアップセットを宛先として使用し、

バックアップ元のクライアントごとに、
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少なくとも 新 10 回分のバックアップが

保持されるようにグルーミングオプショ

ンを設定します。この設定によって、過

去 10 日分のクライアントデータを速やか

に復元できる環境が整います。

注： 指定するグルーミングポリシーは、

バックアップするデータの量と、バック

アップ先のディスクの容量に左右されま

す。

ディスクバックアップセットのデータを 1 
週間に一度、テープバックアップセット

に転送するバックアップセット転送スク

リプトを作成します。バックアップを保

存したテープは運用環境外の安全な場所

に保管しておき、グルーミングによって

ディスクバックアップセットから削除さ

れた古いデータの復元に使用できます。

バックアップセットをテープに転送する

と、ディスクバックアップセットの完全

な冗長コピーが確保されます。テープに

はディスクバックアップセット内のすべ

てのスナップショットが含まれ、これら

の各スナップショットが作成された時点

の状態に、クライアントコンピュータを

復元できます。

段階的バックアップ計画 2- グルーミングと
スナップショット転送

すべての元クライアントをバックアップ

する Proactive Backup スクリプトを 初に

作成します。このスクリプトが営業日に

は午後 7 時～午前 7 時の間、週末には一日

中動作するようにスケジュールを設定し

ます。バックアップ間隔は 12 時間に設定

します。

グルーミングを有効にしたディスクバッ

クアップセットを宛先として使用し、

バックアップ元のクライアントごとに、

少なくとも 新 10 回分のバックアップが

保持されるようにグルーミングオプショ

ンを設定します。この設定によって、過

去 10 日分のクライアントデータを速やか

に復元できる環境が整います。

注： 指定するグルーミングポリシーは、

バックアップするデータの量と、バック

アップ先のディスクの容量に左右されま

す。

ディスクバックアップセットのデータを 1 
週間に一度、テープバックアップセット

に転送するスナップショット転送スクリ

プトを作成します。復元元スナップ

ショットウィンドウで、「各復元元に対す

る 新のスナップショット」の転送を選

択します。 初の転送の結果は、「代用フ

ル」バックアップと呼ばれます。代用フ

ルバックアップには、同じ時点でフル

バックアップを実行した場合と同じファ

イルが含まれますが、バックアップに要

する時間とネットワーク負荷はフルバッ

クアップより大幅に少なくなります。続

いて行われる各転送では、復元先に存在

しないスナップショットとファイルだけ

がコピーされます。

バックアップを保存したテープは運用環

境外の安全な場所に保管しておき、グ

ルーミングによってディスクバックアッ

プセットから削除された古いデータの復

元に使用できます。

新のスナップショットをテープに転送

すれば、毎週、週末の時点（転送スクリ

プトの実行時点）における全クライアン

トのフルバックアップを確保できます。

このフルバックアップには、同じ週の前

日までのスナップショットは含まれませ
ん（これらのスナップショットは、グ

ルーミングで削除されるまでディスク

バックアップセット内に残ります）。

ログとレポート

Retrospect のレポート機能では、ログとレ

ポートにより、実行履歴やエラーメッ

セージを確認できます。トラブルを診断

する場合は、これらを参照して不良の原

因を調べておく必要があります。

Retrospect のナビゲーションバーから「レ
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ポート」をクリックし、ログとレポート

の概要ウインドウにアクセスします。

注： Retrospect でエラーが発生した場合や

メディアが必要な場合などに、電子メー

ル通知を出すように設定できます。詳細

については、321 ページの「電子メール環

境設定」を参照してください。

• バックアップレポートには、ローカル

およびネットワークボリュームのそれ

ぞれに対するバックアップ操作の詳細

な記録が表示されます。

• 操作ログには、Retrospect の実行、処

理、結果、エラー等の記録が表示され

ます。

• セッション内容には、特定のバック

アップセッションで実際にバックアッ

プされたファイルが表示されます。

• データベースバックアップ履歴には、

すべてのデータベースバックアップが

一覧されます。バックアップの種類と

バックアップセットに関する情報も含

まれています。詳しくは「付録 A • SQL 
Server Agent」および「付録 B • 

Exchange Server Agent」を参照してくだ

さい。

バックアップレポートの表示

「レポート」>「バックアップレポート」

を順にクリックすると、バックアップレ

ポートが表示されます。バックアップレ

ポートの例を以下に示します。

Retrospect が繰り返し新しい情報を追加す

る操作ログとは異なり、バックアップレ

ポートは、バックアップが行われるごと

に完全に更新されます。バックアップ管理

者は、 近のバックアップで生じた問題

点を、ボリューム単位で確認できます。

バックアップレポートについて

バックアップレポートは、標準フォー

マットとパフォーマンスデータフォー

マットの 2 種類のフォーマットで表示でき

ます。フォーマットの切り替え方法につ

いては、271 ページの「バックアップレ

ポートのカスタマイズ」を参照してくだ

さい。

エラーが発生せず、
バックアップが問題な
く完了したことを示し
ています

レポートイベントが表
示されていないボ
リュームには、まだ
バックアップが実行さ
れていません

赤の矢印（>）は、
ボリュームのバック
アップに失敗したこと
を示します
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どちらのフォーマットにも、次の情報が

含まれています。

「ユーザ / ボリューム」は、元ボリューム

名です。ログインしている場合には、ク

ライアントコンピュータ名もリストされ

ます。ボリュームの下には、そのボ

リュームの前回のバックアップの日時が

表示されています。

「スクリプト」は、 後に成功したバック

アップの、スクリプトの名前です。

レポート内の行を選択して、「スクリプト

を編集」ボタンをクリックすれば、それ

が参照しているスクリプトを開くことが

できます。レポート内の行を選択して、

「ログを検索」ボタンをクリックすれば、

操作ログを相互参照できます。レポート

内にリスト表示されている行は、選択し

て、「編集」メニューから「消去」を選択

するか、Delete キーを押せば、消去できま

す。スクリプトを消去するか、バック

アップセットを削除すると、その情報は

レポートから削除されます。この結果、

ボリュームのバックアップ済みを示すレ

ポートが、バックアップ未実行のレポー

トに変わることがあります。

標準フォーマットのバックアップレポー

トには、「ユーザ / ボリューム」と「スク

リプト」の他に、以下の情報が含まれて

います。

「経過日数」は、バックアップ後の日数で

す。

「エラー」は、それぞれのバックアップで

発生したエラーや警告を表示します（操

作ログ内でエラーを見つけるには、「ログ

を検索」コマンドを使用します）。

「バックアップセット」は、 後に成功し

たバックアップに使用されたバックアッ

プセットの名前です。

パフォーマンスデータフォーマットの

バックアップレポートには、「ユーザ / ボ
リューム」と「スクリプト」の他に、以

下の情報が含まれています。

「時間」は、時間と分単位で、バックアッ

プの継続時間を示します。大きな値は、

元ボリュームでのバックアップの必要度

が大きいことを示している場合がありま

す。

「MB」は、そのボリュームからバック

アップされたデータ量を、メガバイト単

位で示したものです。

「MB/Min」は、元ボリュームからのバッ

クアップ速度を、毎分メガバイト単位で

示したものです。異常に遅い場合には、

ネットワーク、バックアップデバイス、

または他のハードウェアに問題があるか

もしれません。 

注： Retrospect では実行パフォーマンスの

しきい値を指定できます。しきい値は、

クライアントバックアップの速度が異常

に遅いときに、バックアップを取りやめ

る基準として役立ちます。詳しくは、285 
ページの「クライアント実行オプション」

を参照してください。

バックアップレポートのカスタマイズ

「レポートオプション」を使用すれば、

バックアップレポートを標準フォーマッ

トやパフォーマンスデータフォーマット

で表示したり、レポートに入力されるイ

ベントタイプやイベント日付、その他の

さまざまなオプションを指定したりでき

ます。「バックアップレポート」ツール

バーの「レポートオプション」アイコン

をクリックすると、変更するためのダイ

アログボックスが表示されます。
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このオプションを使用して、バックアッ

プレポートをカスタマイズします。

バックアップレポートの動作

バックアップレポートは、バックアップ

イベントのデータベースです。毎回の

バックアップが完了すると、Retrospect 
は、データベースに新しいバックアップイ

ベントを追加します。元ボリューム、宛先

ボリューム、およびスクリプトの組み合わ

せごとに、成功しなかったバックアップの

試みすべてと、成功したバックアップの

新のものを保存します。 

スクリプト、元ボリューム、またはバッ

クアップセットを削除すると、その項目

のバックアップイベントがバックアップレ

ポートデータベースから削除されます。

イベントの削除

バックアップレポートからイベントを削

除するには、ツールバーの「イベントの

削除」アイコンをクリックします。ダイア

ログボックスが表示され、以下の実行イベ

ントをレポートから削除することができま

す。 

• 近無事終了したバックアップを除く

すべて

• 無事終了したバックアップすべて

• 終了しなかった試みすべて

• 1 週間以上前の項目

• 実行項目すべて

• すべての Proactive Backup イベント

注： これらのオプションの中で、Proactive 
Backup イベントに影響を及ぼすのは、「す

べての Proactive Backup イベント」だけで

す。

特定の実行イベントを右クリックし、「削

除」を選択することによって、バック

アップレポートからその実行イベントを

削除できます。

警告： Proactive Backup は、バックアップ

レポートに基づいて、ボリュームの前回

のバックアップ日時を判定します。バッ

クアップレポートからイベントを削除し

た場合、その関連ボリュームがアクティ

ブな Proactive Backup スクリプトの元ボ

リュームであれば、Proactive Backup はそ

のボリュームの優先順位を高くして、す

ぐにバックアップを試みます。

操作ログ内のイベント検索

バックアップレポートの行を選択して、

「ログを検索」ボタンをクリックすると、

操作ログ内のそのイベントに関する詳細

情報が表示されます。

イベントスクリプトの編集

バックアップレポートの行を選択して

「スクリプトを編集」をクリックすると、

スクリプトの概要ウィンドウが開き、実

行結果としてそのイベントを生成したス

クリプトが表示されます。

注： 基本操作を使用してボリュームを

バックアップした場合、バックアップレ

ポートではそれが「スクリプト」列に示

されます（「基本バックアップ」など）。

バックアップレポートの印刷とエクスポート

バックアップレポートを印刷するには、

レポートを表示し、「ファイル」メニュー

から「プリント ...」を選択します。レ

ポートの一部だけを選択した場合は、そ
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の部分だけが印刷されます。特定の部分

を選択しなかった場合は、レポート全体

が印刷されます。バックアップレポート

をテキストファイルとしてエクスポート

するには、レポートを表示し、「ファイ

ル」メニューから「エクスポート」を選

択します。 

ヒント： 321 ページの「ログ環境設定」で

説明している環境設定オプションを設定

して、Retrospect にバックアップレポート

を自動的にエクスポートさせることもで

きます。

操作ログの表示

操作ログには、バックアップや復元など

の操作中に生成された、すべてのメッ

セージが保存されます。トラブルを診断

する場合は、ログを確認して不良の原因

を調べておく必要があります。

操作ログを表示するには、「レポート」>
「操作ログ」を順にクリックするか、

「ウィンドウ」メニューから「ログ」を選

択します。

以下の例は、操作ログに表示される内容

のサンプルです。 

ログには、正常に終了した各操作に関し

て以下の情報が示されます。

「コピー済」は、コピーされたファイルの

数とサイズを示します。Retrospect のデー

タ圧縮機能を使用した場合は、そのセッ

ションの圧縮率も表示されます。

「保存されたスナップショット」は、バッ

クアップセットに保存されたボリューム

スナップショットのサイズを示します。

「パフォーマンス」は、コピーの速度を 1 
分当たりのメガバイト数で示します。検

証をオンにした場合は、他の性能を表す

数値も表示されます。

「時間」は、動作が完了するまでにかかっ

た総時間を示します。実行中に「一時停

止」ボタンをクリックしたり、メディア

の挿入が遅れたりした場合は、待機時間

も別に表示されます。待機時間の数値に

は、テープドライブの位置指定動作や、

他の必要な動作で消費された時間も含ま

れます。

ログサイズ

+ 実行されるスクリプト

- このボリュームでの操作
の開始

> エラーの発生



274 RETROSPECT ユーザガイド

ログ項目の検索

Retrospect では、以下に示すコマンドを

使って操作ログ内の項目を検索できます。

「操作ログ」ウインドウと「編集」メ

ニューには、次のようなコマンドがあり

ます。

後方検索：このツールバーコマンドを選

択すると、検索するテキストを入力する

よう促されます。「OK」をクリックする

と、Retrospect は、ログの現在の選択項目

から始めて、（上から下にではなく）下か

ら上に検索します。これは、 新の操作

が、ログの 下部に記録されているから

です。

もう一度後方検索：「検索」コマンドや

「後方検索」コマンドの後に使用すると、

前回指定したのと同じテキストを、下か

ら上に向けて検索します。

検索：「編集」メニューでこのコマンドを

選択すると、検索するテキストを入力す

るよう促されます。「OK」をクリックする

と、現在選択している項目から、下へ向

かって検索を行います。

次を検索：「検索」コマンドまたは「後方

検索」コマンドの後に使用すると、同じ

テキストをもう一度、下へ向けて検索し

ます。ログの終わりに達すると、先頭に

戻って検索を続行します。

前を検索：「検索」コマンドや「後方検

索」コマンドの後に使用すると、同じテ

キストをもう一度、上に向けて検索しま

す。ログの先頭に達すると、終わりに

戻って検索を続行します。

ログの消去

操作ログの内容を削除するには、ログを

表示し、ツールバーの「ログ消去」アイ

コンをクリックします。 

注： ログは通常、手動で消去する必要は

ありません。ログファイルのサイズが、

環境設定で指定した上限（321 ページを参

照）に達すると、古いログ項目から自動

的に削除されます。

ログの印刷とエクスポート

操作ログを印刷するには、ログを表示し、

「ファイル」メニューから「プリント ...」
を選択します。ログの一部だけを選択し

ている場合は、その部分が印刷されます。

特定の部分を選択していない場合は、ロ

グ全体が印刷されます。

操作ログをテキストファイルとしてエク

スポートするには、ログを表示して、

「ファイル」メニューから「エクスポー

ト」を選択します。 

注： 321 ページの「ログ環境設定」で説明

している環境設定オプションを設定して、

Retrospect に操作ログを自動的にエクス

ポートさせることもできます。

セッションの内容の表示

内容レポートでは、バックアップまたは

アーカイブのセッションで、バックアッ

プセットにコピーされたファイルを表示

することができます。

バックアップセットの内容を表示するに

は、ナビゲーションバーの「レポート」

をクリックしてから、「セッションの内

容」をクリックします。 

上部のリストボックスから、内容を見た

いバックアップセットを選択します。（別
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のバックアップセットにアクセスするに

は、「更に」をクリックします。）バック

アップセットを選択すると、選択したバッ

クアップセットに対応するバックアップ

セッションが下部のリストボックスに表示

されます。内容を見たいバックアップセッ

ション（複数可）を選択します。

この時点で、「ファイル」メニューから

「エクスポート」を選択して、リストをテ

キストファイルとしてエクスポートする

こともできますし、「参照」をクリックす

ることもできます。「参照」をクリックし

た場合には、選択したセッション時に

バックアップされたファイルとフォルダ

のリストが、ブラウザウィンドウに表示

されます。

ブラウザウインドウのツールバーでは、

リストの印刷やテキストファイルへのエ

クスポート、特定のファイルの検索や

ファイルプロパティの参照、特定のファ

イルの取り込み、表示形式の変更が行え

ます。複数のバックアップセッションに

ついて、複数のブラウザウィンドウを同

時に表示することもできます。上記と同

じ手順で、複数のセッションを選択して

ください。エクスポートの際には、

Retrospect は表示フォーマットにかかわり

なく、ファイル名、サイズ、作成日付、

作成時刻、修正日付、修正時刻、バック

アップ日付、バックアップ時刻、Mac OS 
のタイプ、Mac OS のクリエータ、バック

アップセット、およびパスの順で、

フィールドをエクスポートします。 

ブラウザウインドウとメニューの使い方

については、340 ページの「ブラウザ」を

参照してください。

REPORTSWATCHER
ReportsWatcher は、Retrospect のバック

アップレポートを、Web ブラウザで表示

できる HTML 版の要約に変換する、スタ

ンドアロンのユーティリィティで、主に、

多数のバックアップコンピュータを持つ

大規模なサイト向けのものです。

ReportsWatcher と、バックアップレポート

を自動的にカスタムの場所にエクスポー

トする Retrospect の機能を組み合わせれ

ば、Web ブラウザを持つ任意のコン

ピュータから、1 台以上のバックアップコ

ンピュータのモニタリングを行えます。

ReportsWatcher のインストール

デフォルトの方法（「推奨」）を使用して 
Retrospect をインストールすると、

ReportsWatcher アプリケーションは自動的

にインストールされます。ReportsWatcher 
が含まれないカスタムインストールを

行った場合は、次の方法でインストール

できます。

ReportsWatcher をインストールするには

1. Retrospect InstallShield ウィザード

（setup.exe）を検索して、起動します。 

2.「次へ」をクリックしてください。 

3.「修正」ラジオボタンを選択し、「次へ」

をクリックします。 

4. ReportsWatcher をインストールするよう

選択されていることを確認し、「次へ」

をクリックします。 

5.「インストール」をクリックします。 

6.「完了」をクリックしてウィザードを終

了します。
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ReportsWatcher フォルダが利用可能になり

ます。デフォルトでは、次の場所にイン

ストールされます。

..¥Program Files¥Retrospect¥Retrospect 
7.5¥ReportsWatcher

ReportsWatcher の起動

「スタート」>「Retrospect」>
「ReportsWatcher」の順に選択します。

ReportsWatcher フォルダ内の watcher.exe 
ファイルをダブルクリックすることもで

きます。

ReportsWatcher の役割は、レポートの更新

を継続的にモニタリングして、自動的に

マスターレポートを生成することです。

したがって、ReportsWatcher は常に動作し

ていなければなりません。 

ヒント： 「スタート」メニューの「ス

タートアップ」フォルダに Watcher.exe へ
のショートカットを追加すれば、コン

ピュータの起動時に ReportsWatcher を自動

的に起動させることができます。

ReportsWatcher を使用するための 
Retrospect の設定

ReportsWatcher を効率的に使用するには、

Retrospect の設定をいくつか行う必要があ

ります。 

Retrospect を設定するには

1. それぞれのバックアップコンピュータ

で、Retrospect を起動して、「設定」>
「環境設定」を選択します。 

2.「通知」分類の「ログ環境設定」を選択

します。

3. バックアップレポートをエクスポート

するオプションをオンにします。

4.「保存場所の選択」ボタンをクリックし

ます。

5. バックアップレポートを保存する場所

を参照して、指定します。

注： 複数のバックアップコンピュータの

バックアップレポートを収集する場合、

保存場所はすべてのコンピュータで同じ

でなければなりません。したがって、す

べてのバックアップコンピュータとワー

クステーションにアクセス可能な、ネッ

トワーク上の場所を選択するようにして

ください。

6. エクスポートされるバックアップレ

ポートの名前を指定します。 

注： 複数のバックアップコンピュータの

バックアップレポートを収集する場合、

それぞれが固有のファイル名を使用する

ようにしてください。

7.「保存」をクリックします。
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ReportsWatcher の設定

各バックアップコンピュータのバック

アップレポートを自動的にエクスポート

するように設定したら、レポートを収集

し HTML サマリレポートを生成するよう

に ReportsWatcher を設定する必要がありま

す。

ReportsWatcher を設定するには

1. ReportsWatcher を起動します。

2.「レポート」ボタンをクリックして、

Retrospect のバックアップレポートが保

存されている場所を参照します。

この場所は、「ReportsWatcher を使用する

ための Retrospect の設定」で指定した場所

です。

3. フォルダ内のいずれかのレポートを選

択し、「開く」をクリックします。

注： バックアップレポートのサマリの中

には、フォルダ内のすべてのレポート

（ここで選択したものだけでなく）が入り

ます。

4.「保存先」ボタンをクリックして、

HTML のサマリを保存するフォルダを

指定します。

この場所は、バックアップレポートのサ

マリを表示するすべてのユーザに対して

アクセス可能なものであることを確認し

てください。

5.「保存」をクリックします。

6. ReportsWatcher の更新時間間隔や他のオ

プションを変更するには、「オプショ

ン」ボタンをクリックします。完了し

たら「OK」をクリックします。

7. ReportsWatcher の HTML コードを変更

するには、「HTML の編集」ボタンをク

リックします。 
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HTML は、5 種類のレポートタイプごとに

編集できます。完了したら「OK」をク

リックします。

ReportsWatcher は起動したままにしておき

ます。連続してレポートのモニタリング

を行わせるためです。

レポートの表示

レポートは、Web ブラウザを備え、HTML 
サマリが保存されている場所

（「ReportsWatcher の設定」で指定したも

の）にアクセスできるものであれば、ど

のコンピュータでも表示できます。 

HTML サマリのフォルダを参照して、

index.htm ファイルを開きます。このイン

デックスには、表示可能なレポートの概

要が記されています。レポートのフォー

マットには、さまざまなものがあります。

特定のバックアップコンピュータのレ

ポートの詳細を表示するには、レポート

名をクリックします。成功したバック

アップ、失敗したバックアップ、または

バックアップしたことのないボリューム

についての詳細を表示するには、対応す

るテーブルのセルの中の数値をクリック

します。

レポートのカスタマイズ

ReportsWatcher は Visual Basic アプリケー

ションであり、そのソースコードは 
ReportsWatcher フォルダに含まれていま

す。 

Visual Basic の知識があれば、ソースコー

ドを編集し、必要に応じて ReportsWatcher 
をカスタマイズできます。

実行オプション

Retrospect には、バックアップ、複製、
アーカイブ、転送、復元の各操作（基本
操作およびスクリプトによる操作）の実
行方法を設定する多くのオプションがあ

ります。たとえば、バックアップスクリ
プトで、ソフトウェアデータ圧縮をオン
にし、クライアントコンピュータの時計
を同期させるよう設定することができま
す。オプションの設定は、基本操作の設
定中でも、スクリプトの編集中でも行え
ます。実行オプションは、実行中の操作
やスクリプトだけに適用されるローカル
なオプションです。すべての操作とスク
リプトに適用されるオプションではあり
ません。

Retrospect には、すべての操作の実行に適

用されるグローバルな環境設定もありま

す。詳しくは、312 ページの「Retrospect 
の環境設定」を参照してください。

基本操作やスクリプトのオプションを設

定するには、概要ウィンドウの「オプ

ション」ボタンをクリックしてから「追

加選択」をクリックし、分類ごとにグ

ループ化されている利用可能なオプショ

ンの全リストを表示します。それぞれの

分類のオプションを表示するには、リス

ト内の分類名をクリックします。

オプションのオンとオフを切り替えるに

は、該当するオプションのチェックボッ

クスまたはラジオボタンをクリックしま

す。いくつかのオプションは日付や時刻

を設定するコントロールを使用しており、

他のものは数値やテキストを入力するよ

うになっています。分類内のいずれかの

オプションをデフォルト設定から変更す

ると、分類名は太字で表示されます。「デ

フォルトを使用」をクリックすると、表

示されているオプションはすべて、デ

フォルトの状態に戻ります。「基本選択」

をクリックすると、基本オプションウィ

ンドウに戻ります。

Proactive Backup の間隔オプション

これらのオプションは、Proactive Backup 
スクリプトだけに適用されます（Proactive 
Backup スクリプトについては、162 ページ
以降の「Proactive Backup スクリプト」を
参照してください）。
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バックアップの間隔：n 日 / 時間：これ

は、バックアップの 小時間間隔を指定

するもので、デフォルトでは 1 日になって

います。それぞれの元ボリュームは、可

能な場合には、必要性の順位に従って

バックアップされます。クライアント

ユーザがバックアップを開始する場合を

除き、これより短い時間間隔でバック

アップが行われることはありません。

早期バックアップを行う：このオプショ

ンがオンの場合（デフォルト）、クライア

ントユーザは、バックアップ間隔を無効

にして、Retrospect クライアントのコント

ロールパネルからバックアップを開始す

ることができます。早期バックアップを

要求しても、必ずしも、直ちにユーザの

ボリュームが優先リストのトップに来る

わけではありません。まず、他の元ボ

リュームの処理が行われます。Proactive 
Backup がクライアントのポーリングを

行って、早期バックアップの要求が出さ

れていることを知るのはその後です。そ

の時点で、Proactive Backup は、クライア

ントの元ボリュームのバックアップを行

います。

Proactive Backup のカウントダウンオ
プション

これらのオプションは、Proactive Backup 
スクリプトでのみ利用できます。

カウントダウン時間：Retrospect は、バッ

クアップ開始までの残り時間がここで指

定した値になると、クライアントユーザ

にそのことを通知して、カウントダウン

を始めます。デフォルトの時間は 20 秒で

す。（ゼロを入力すると、Retrospect はカ

ウントダウンをスキップします）。クライ

アントコンピュータの元ボリュームを

バックアップする場合、Retrospect はクラ

イアントにダイアログボックスを表示し

ます。このダイアログボックスには、カ

ウントダウンメッセージ（後述）が表示

されます。また、バックアップを延期す

るためのボタンや、カウントダウンを迂

回して、直ちにバックアップを開始する

ためのボタンもあります。クライアント

ユーザが何もしなかった場合には、カウ

ントダウンの値がゼロになると、

Retrospect はバックアップを行います。

カウントダウンメッセージを入力：カウ

ントダウン時間オプションでの設定に

従って、バックアップのカウントダウン

が始まると、このボックスに入力したテ

キストが、クライアントユーザに表示さ

れます。「%%script%%」というテキスト

は、実行中のスクリプト名で書き替えら

れます。

Proactive Backup のポーリングオプ
ション

これらのオプションは、Proactive Backup 
スクリプトでのみ利用できます。
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元ボリュームのチェックの間隔：n 秒 /
分：Retrospect はこの時間ごとに、元ボ

リュームがバックアップ可能かどうかを

チェックします。デフォルトでは 90 秒で

す。バックアップの実行中は、元ボ

リュームのチェックは行いません。

クライアントの接続間隔：n 秒 / 分：

Retrospect はこの時間ごとに、クライアン

トにアクセスして、ユーザがクライアン

トのバックアップスケジュールを変更し

たか、または早期バックアップを要求し

たかどうかをチェックします。デフォル

トでは 5 分です。バックアップの実行中

は、クライアントへの接続は行いません。

再試行までの時間：n 分 / 時間：バック

アップが失敗したかキャンセルされた場

合に、元ボリュームのバックアップを再

度試みるまでの待ち時間です。デフォル

トでは 30 分です。

バックアップ実行オプション

これらのオプションは、バックアップ操

作と Proactive Backup スクリプトでのみ利

用できます。

標準バックアップ：基本バックアップだ

けで利用できるオプションです。23 ペー

ジの「標準バックアップ」で説明してい

る標準バックアップ（差分バックアップ）

を実行します。

書き替えバックアップ：基本バックアッ

プだけで利用できるオプションです。24 
ページの「書き替えバックアップ」で説

明している書き替えバックアップを実行

します。

注： スクリプトによるバックアップの場

合は、スクリプトのスケジュールを設定

するときに、標準バックアップと書き替

えバックアップのどちらかを選択できま

す。詳しくは、155 ページの「スケジュー

ルの共通要素」を参照してください。

検証：照合をオンにするとバックアップ

にかかる時間は長くなりますが、バック

アップセットに情報が正しく書き込まれ

たことを確認することができます。

Retrospect には、2 つの照合方法がありま

す。

• 完全検証では、バックアップ後に、

バックアップ先のバックアップセット

内のファイルとバックアップ元のファ

イルが照合され、ファイルが正しくコ

ピーされたかどうかが確認されます。

バックアップが複数のテープ、

CD/DVD、またはディスクにわたる場

合は、データが書き込まれたすべての

メンバーを再挿入する必要があります。 

• メディア検証では、バックアップ先の

バックアップセット内のファイルが、

バックアップ中に生成される MD5 ダイ

ジェストと比較されます。この方法で

は、バックアップ元ファイルの再読み

取りは行われず、したがって完全検証

を使用した場合には検出可能な問題で

も、この方法では識別されません。た

だし、メディア検証には次のようなメ

リットがあります。バックアップ後に 
Retrospect がボリュームを再スキャンす

る必要がないため、完全検証より高速

であり、またバックアップ元ボリュー

ムへの負担も小さくなります。また、

バックアップ処理中に Retrospect がメ

ディア検証を実行するため、複数のメ
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ディアにわたるバックアップでもバッ

クアップセットメディアを再挿入する

必要はありません。 

注： メディア検証オプションは、

Retrospect の「バックアップ処理中に MD5 
ダイジェストを生成」設定を無効にして

いる場合は利用できません。詳しくは、

320 ページの「検証環境設定」を参照して

ください。

検証スクリプトと「メディアの検証」コ

マンドではいずれも、バックアップセッ

トメディアを検証する際に、可能であれ

ばメディア検証が使用されます。詳しく

は 152 ページの「スクリプトによる検証」

および 361 ページの「バックアップセット

メディアの検証」を参照してください。

注： 検証スクリプトと「メディアの検証」

で複数のメディアにわたるバックアップ

を検証する場合は、メディアの再挿入が

要求されます。

ソフトウェアデータ圧縮：「ソフトウェア

データ圧縮」では、ファイルを圧縮して

からバックアップセットにコピーするの

で、バックアップセットの容量を節約す

ることができます。復元の実行時には自

動的に解凍され、元の状態に戻されます。

圧縮による節約スペースは、「状況」ウィ

ンドウと操作ログに表示されます。節約

できる量は、圧縮するファイルのタイプ

によって異なります。テキストファイル

は圧縮率が高く、アプリケーションファ

イルやシステムファイルは低くなります。

データ圧縮をオンにすると、バックアッ

プや復元にかかる時間は長くなります。

圧縮機能を内蔵したテープデバイスにコ

ピーする場合は、より高速なハードウェ

ア圧縮を優先させるため、ソフトウェア

圧縮は自動的にオフになります。

Retrospect は、内蔵の圧縮フィルタを使用

して、WinZip などの圧縮ユーティリティ

で圧縮済みのファイルを識別し、ソフト

ウェア圧縮から除外します。「ソフトウェ

アデータ圧縮」オプションの初期設定は

オフです。

アーカイブ実行オプション

これらのオプションは、アーカイブ操作

でのみ利用できます。

アーカイブ操作には、「バックアップ実行

オプション」で説明している「検証」、

「ソフトウェアデータ圧縮」に加え、

「ファイルを移動」オプションがありま

す。アーカイブは、ファイルを移動する

点以外はバックアップと同じです。

ファイルを移動：このオプションは、コ

ピー後に、元ボリュームからファイルを

削除します。完全検証かメディア検証が

オンで、ファイルの内容が完全に一致し

ない場合は、複製元のファイルは削除さ

れません。「ファイルを移動」オプション

をオンにする場合は、「完全検証」オプ

ションも必ずオンにしてください。元ボ

リュームのファイルを削除する前に、

低 1 回は、検証オプションをオンにして

アーカイブ、バックアップまたは複製を

行っておいてください。Retrospect クライ

アントコントロールパネルで読み込みア

クセスだけを許可している場合には、

Retrospect は、クライアントコンピュータ

のファイルを移動することはできません。

デフォルトでは、このオプションはオフ

です。 

関連するオプションを、282 ページの

「ファイル実行オプション」で説明してい

ます。
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ヒント： 「ファイルを移動」オプション

を使用する前に、コピーだけして別の

バックアップセットにアーカイブします。

こうすれば、一方のバックアップセット

が使用できなくなっても適正に対処する

ことができます。

詳しくは、76 ページの「アーカイブに関

するヒント」を参照してください。

複製実行オプション

これらのオプションは、複製操作でのみ

利用できます。

完全検証：これは、280 ページの「バック

アップ実行オプション」で説明したオプ

ションと同じです。複製操作ではバック

アップセットメディアが関与しないため、

メディア検証オプションはありません。

バックアップレポートをアップデート：

このオプションをオンにすると、

Retrospect は複製操作をバックアップと同

様に扱い、バックアップレポートへの情

報の追加や更新を行います。

ファイル実行オプション

これらのオプションは、複製、アーカイ

ブ、復元操作でのみ利用できます。

ファイルを移動：複製操作でのみ利用可

能なオプションで、コピー後に、元ボ

リュームからファイルを削除します。完

全検証オプションがオンで、ファイルの

内容が完全に一致しない場合は、複製元

のファイルは削除されません。「ファイル

を移動」オプションをオンにする場合は、

「完全検証」オプションも必ずオンにして

ください。元ボリュームのファイルを削

除する前に、 低 1 回は、検証オプション

をオンにしてアーカイブ、バックアップ

または複製を行っておいてください。

Retrospect クライアントコントロールパネ

ルで読み込みアクセスだけを許可してい

る場合には、Retrospect は、クライアント

コンピュータのファイルを移動すること

はできません。デフォルトでは、このオプ

ションはオフです。以下の関連するオプ

ションも参照してください。

注： 「ファイルを移動」オプションは

アーカイブ操作にもあります。詳しくは、

281 ページの「アーカイブ実行オプショ

ン」を参照してください。

空のフォルダを削除しないで移動：この

オプションを利用できるのは、アーカイ

ブと複製の操作だけです。移動の結果空

になったフォルダを、自動的に削除する

ことはせず、そのまま残します。デフォ

ルトでは、このオプションはオフです。

日付の修正更新：このオプションは、復

元操作でのみ利用できます。復元した

ファイルの修正日付と時刻を、Retrospect 
が現在の日付と時刻に合わせます。デ

フォルトでは、このオプションはオフで

す。

転送実行オプション

これらのオプションを利用できるのは、

バックアップセットとスナップショット

の転送操作だけです（スクリプトで実行

する場合、ナビゲーションバーの「ツー

ル」から実行する場合の違いを問いませ

ん）。
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スナップショットをコピー：バックアッ

プセット転送だけで利用できるオプショ

ンです。バックアップセットに含まれる

すべてのスナップショットを、宛先のカ

タログとメディアにコピーします。この

オプションのデフォルトはオンです。こ

のオプションをオフにした場合も、バッ

クアップセットのスナップショットに含

まれるすべてのファイルがコピーされま

すが、スナップショットはコピーされま

せん。

警告： Retrospect このオプションの設定はデ

フォルト（オン）のまま変更しないこと

を推奨します。「スナップショットをコ

ピー」をオフにすると、スナップショッ

トによる復元が不能になり、復元する

ファイルの検索が必要になります。また、

システムの状態やセキュリティ情報の復

元も不能になります。

メディア検証：このオプションでは、
バックアップ先のバックアップセット内
のファイルが、転送中に生成される MD5 
ダイジェストと比較されます。転送操作
に関与するのはスナップショットとバッ
クアップセットだけであるため、完全検
証オプションはありません。

注： メディア検証オプションは、オリジ
ナルのバックアップではなく転送中に生
成された MD5 ダイジェストに依存するた

め、Retrospect の「バックアップ処理中に 
MD5 ダイジェストを生成」設定を無効に

している場合でも利用できます。

ソフトウェアデータ圧縮：データ圧縮を

使用すると、ファイルが宛先バックアッ

プセットにコピーされる前に圧縮される

ため、バックアップメディアの消費を抑

制できます。復元の実行時には自動的に

解凍され、元の状態に戻されます。圧縮

による節約スペースは、「状況」ウィンド

ウと操作ログに表示されます。節約でき

る量は、圧縮するファイルのタイプに

よって異なります。テキストファイルは

圧縮率が高く、アプリケーションファイ

ルやシステムファイルは低くなります。

データ圧縮をオンにすると、転送や復元

にかかる時間は長くなります。

Retrospect は、内蔵の圧縮フィルタを使用

して、WinZip などの圧縮ユーティリティ

で圧縮済みのファイルを識別し、ソフト

ウェア圧縮から除外します。 

圧縮機能を内蔵したテープデバイスにコ

ピーする場合は、より高速なハードウェ

ア圧縮を優先させるため、ソフトウェア

圧縮は自動的にオフになります。「ソフト

ウェアデータ圧縮」オプションの初期設

定はオフです。

転送後に元バックアップセットの書き替

え：転送成功後に転送元バックアップ

セットを書き換えます。書き換えは、

バックアップセットの内容を示すカタロ

グファイルの項目を消去し、バックアッ

プ済みファイルが 1 つもない状態にしま

す。書き換えたバックアップセットを次

回、宛先として使用するときには、バッ

クアップセットの 初のメンバーが検索

され、その内容が消去された後、ファイ

ルがコピーされます。バックアップセッ

トに既存ファイルが存在しない状態に

なっているため、選択したすべてのファ

イルがコピーされます。

警告： 転送元のバックアップセットを書

き換える前に、その中のすべてのデータ

が失われてもかまわないことを確認して

ください。
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どの中間のデータベーススナップショッ

トでも転送する：フルバックアップ以外

の種類のバックアップ（ログ、増分、差

分など）で作成されたデータベースス

ナップショットが転送元に含まれる場合

に、選択されたデータベーススナップ

ショットの作成日時の時点における 新

状態に、元のデータベースを戻すために

必要なすべてのバックアップを転送しま

す。これにより、複数のスナップショッ

トを手動で転送する必要がなくなります。

データベース復元オプション

このオプションは、SQL または Exchange 
データベースを復元する場合にのみ利用

できます。

どの中間のスナップショットでも復元す

る：フルバックアップ以外のバックアッ

プタイプ（ログ、増分、差分など）から

データベーススナップショットを選択し

た場合、Retrospect は、選択したスナップ

ショットを復元する前に、 新のフル

バックアップと必要な基本バックアップ

を復元します。これにより、複数のス

ナップショットを手動で復元する必要が

なくなります。

この動作を変更するには、このオプショ

ンをオフにします。ほとんどの場合、こ

のオプションは初期設定のままにしてお

きます。

取り込み実行オプション

これらのオプションは、現在のファイル

か、より古いファイルを検索して、基本

復元を行う場合にのみ利用できます。

新バージョンのみ：検索基準と一致す

るファイルのうち、Retrospect は、バック

アップセットに 後に追加されたものだ

けを使用します。古いセッションのファ

イルは無視します。初期設定ではこのオ

プションはオフになっており、Retrospect 
は、古いセッションおよび 新のセッ

ションの一致するファイルを使用します。

小フォルダ構成：必要 小限の階層構

造で、オリジナルのフォルダにファイル

を復元します。空のフォルダは復元しま

せん。このオプションのデフォルトはオ

フです。

カタログファイル実行オプション

このオプションは、複製、復元、転送を

除く、すべてのタイプの操作で利用でき

ます。

復元用に元スナップショットを保存：こ

のオプションは、Retrospect に対して、ボ

リュームスナップショットをカタログに

保存し（古いスナップショットがあれば

置き換える）、バックアップメディアにも

スナップショットの別のコピーを保存す

るように指示するものです。デフォルト

では、このオプションはオンです。

注： スナップショットは、Retrospect の基

本となる重要な要素です。詳細は、25 
ページの「スナップショット」を参照し

てください。このオプションをオフにし

た場合に生じる結果については、392 ペー

ジの「時間と容量を節約するためにス

ナップショットを保存しない場合の結果

は ?」を参照してください。
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クライアント実行オプション

これらのオプションは、復元と転送を除

くすべてのタイプの操作で利用できます。

ただし、これらのオプションが適用され

るのは、Retrospect クライアントコン

ピュータをバックアップする場合だけで

す。

バイト単位でファイルを比較：このオプ

ションは、Retrospect の高速クライアント

比較を無効にし、ローカルのバックアッ

プと同じ方法でファイルの検証を行うよ

うにします。このオプションをオフにす

ると、Retrospect は、コピーされたファイ

ルの検証の際に、より高速な、チェック

サムベースの方式を使用します。どちら

の方式でも、バックアップされたデータ

とオリジナルファイルを、信頼性の高い

仕方で比較します。初期設定では、この

オプションはオフになっています。その

ままにしておくのがよいでしょう。

注： 検証をオフにしているかメディア検

証を選択している場合、このオプション

は何の影響も及ぼしません。

低速度：このオプションはスクリプト

でのみ利用できるもので、遅すぎるバッ

クアップを防止する点で役立ちます。こ

こに入力する数値は、クライアントコン

ピュータへのアクセス速度として受け入

れ可能な 低値を決めます。Retrospect 
は、操作に先立ってクライアントへの

ネットワーク接続をテストしますが、

ネットワークやクライアントが十分な速

度で動作していないことを検出した場合

には、操作を終了して、エラーを記録し

ます。

このオプションは、Proactive Client Backup 
が、LAN にダイアルアップで接続してい

るノートブックコンピュータのボリュー

ムをバックアップしようとした場合など

に、それを防止する上で役立ちます。

Retrospect は、処理の開始時に一度だけ、

クライアントの接続速度をチェックしま

す。次に説明する、実行性能のしきい値

オプションを使えば、より総合的なコン

トロールを行えます。

実行性能のしきい値：このオプションは

スクリプトでのみ利用できるもので、遅

すぎるバックアップを防止する点で役立

ちます。これは、非常に遅いクライアン

トのために時間を浪費する代わりに、待

ち行列によるバックアップや、他の操作

の実行を可能にします。ここに入力する

数値は、クライアントでのデータコピー

のパフォーマンスとして受け入れ可能な

低値を決めます（分あたりのメガバイ

ト単位）。Retrospect はクライアントのパ

フォーマンスを連続して測定し、更新し

ます。 初のうち受け入れ可能なパ

フォーマンスが出ていても、後ほど 低

値より下がった場合には、Retrospect は実

行を中止します。初期設定では 低値は 0 
に設定されていますが、この場合、

Retrospect は実行のパフォーマンスを評価

せず、パフォーマンスが低くても実行を

中止しません。

同期クロック：このオプションは、各ク

ライアントコンピュータの日付と時刻を、

バックアップコンピュータの時計と一致

させます。これは、時刻と日付を一致さ

せる点で、また特に、夏時間と通常時間

の切り替えが行われる際に有用です。

Retrospect クライアントコントロールパネ

ルで読み込みアクセスだけを許可してい

る場合には、Retrospect は、クライアント

コンピュータのクロックを同期させるこ

とはできません。デフォルトでは、この

同期オプションはオフです。



286 RETROSPECT ユーザガイド

照合実行オプション

これらのオプションは、複製と復元を除

く、すべてのタイプの操作で利用できま

す。

元ボリュームをカタログファイルと照合：

標準バックアップ中に、以前にバック

アップしたファイルと照合するオプショ

ンです。Retrospect は、元ボリューム上の

ファイルを、バックアップセットカタロ

グ中のファイル情報と比較します。

Windows でのファイル照合基準は、名前、

サイズ、作成日、および修正日です。Mac 
OS でのファイル照合基準は、名前、サイ

ズ、タイプ、クリエータ、作成日、およ

び修正日です。UNIX および NetWare での

ファイル照合基準は、名前、サイズ、お

よび修正日です。Retrospect は、これらの

基準がすべて一致した場合、ファイルは

既にバックアップされているものと見な

します。基本バックアップの設定時にプ

レビューブラウザを開くと、既にバック

アップされたファイルの前には、ひし形

のマークが表示されます。 

初期設定では、アーカイブ操作の照合オ

プションはオフになっています。この場

合は、バックアップセット内に同じファ

イルがあっても、選択したファイルはす

べてアーカイブされます。「ファイルを移

動」オプションを選択しない場合、アー

カイブスクリプトとバックアップスクリ

プトの違いは照合だけです。

注： 転送操作では、このオプションは

「元カタログファイルを宛先カタログファ

イルと照合」という名前になっており、

転送先のカタログファイル内に存在しな

いファイルとスナップショットだけをコ

ピーします。

重複ファイルをバックアップセットに追

加しない：このオプションは、「元ボ

リュームをカタログファイルと照合」オ

プションと組み合わせることにより、以

前にバックアップされたファイルが、

バックアップセットに再び追加されない

ようにします。標準の Progressive バック

アップを行う場合、つまり、新しいファ

イルか修正されたファイルだけをバック

アップセットにコピーする場合には、こ

れらのオプションを両方ともオンにして

ください。このオプションをオフにする

と、Retrospect は、標準バックアップを行

うたびに、以前にバックアップしたファ

イルも含めて、すべてのファイルをバッ

クアップセットに追加します。デフォル

トでは、このオプションはオン（アーカ

イブ操作の場合を除く）になります。変

更する必要性がない限りオンのままにし

ておかなければなりません。

同一場所のみ照合：このオプションは、

「元ボリュームをカタログファイルと照

合」がオンの場合にのみ利用できます。

元ボリュームと宛先ボリュームのファイ

ルが同一かどうかを判断する基準が厳し

くなります（通常は、「元ボリュームをカ

タログファイルと照合」で説明した基準

を満たせば、ファイルは同一と見なされ

ます）。このオプションでは、もう 1 つの

基準を追加します。ファイルは、同じボ

リュームからのものでなければなりませ

ん。

デフォルトでは、このオプションはオフ

になっています。特に変更する必要がな

ければ、そのままにしておいてください。
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検証実行オプション

これらのオプションは、検証スクリプト

でのみ利用できます。

検証済みでないバックアップのみ検証 : 
Retrospect は検証したバックアップとまだ

検証していないバックアップを追跡する

ため、通常はこのオプション（デフォル

トではオン）を使用するようにします。

一般的に、このオプションが選択された

検証スクリプトの処理時間は、「バック

アップセット全体を検証」オプションを

使用する検証スクリプトより短くなりま

す。

注： バックアップセット内のいずれの

バックアップもまだ検証されていない場

合は、このオプションの効果は「バック

アップセット全体を検証」オプションを

使用した場合と同じになります。

バックアップセット全体を検証 : このオプ

ションでは、バックアップセット全体が

検証されます。バックアップセットが複

数のメディアメンバーにわたる場合は、

Retrospect の指示に従ってメディアを挿入

する必要があります。このオプションは、

古いバックアップセットのメディアに問

題があると信じるに足る理由がある場合

に選択することができます。ただし、「メ

ディアの検証」コマンドを使用すれば、

スクリプトなしで同じ機能が得られます。

詳しくは、361 ページの「バックアップ

セットメディアの検証」を参照してくだ

さい。

スケジュール実行オプション

このオプションは、スクリプトの場合に

のみ利用できます（Proactive Client Backup 
スクリプトを除く）。

このスクリプトを実行してもよい時間帯

を定義するには、「スケジュール」をク

リックしてください。スケジュールのデ

フォルトは、313 ページの「スケジュール

環境設定」で説明する、グローバルなス

ケジュール環境設定に応じて決まります。

共有実行オプション

このオプションは、復元と転送を除く、

すべてのタイプの操作で利用できます。

デフォルトでは、このオプションはオン

です。

バックアップ中はボリュームをロック：

このオプションは、バックアップ中に、

Microsoft Networking を通してバックアッ

プコンピュータに接続しているユーザを

切断して、共有ボリュームが使用されな

いようにします。このオプションをオン

にすると、切断前にユーザに対して表示

する警告メッセージを入力できます。

（Windows NT/2000/XP のユーザは、自動的

に警告メッセージを受け取ります。

Windows 98 のユーザは、Winpopup.exe を
動作させていた場合には、警告メッセー

ジを受け取ります。Windows 95 や 
Macintosh のユーザは、警告メッセージを

受け取りません。）また、何分前にユーザ

に警告するかも指定できます。このオプ

ションがユーザをロックアウトするのは、

サーバ自体で Retrospect を実行している場

合だけで、クライアントには適用されま

せん。
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ロックアウトオプションの動作は、NT 
Server や Windows 2000 Server 上の Services 
For Macintosh ネットワークボリュームで

は異なります。Services For Macintosh のす

べての共有ボリュームは、全部がバック

アップの対象ではない場合でも、まとめ

てロックアウトされます。共有ロックア

ウトオプションを有効にした状態で、い

ずれかのボリュームをバックアップする

と、すべてがロックされます。

デフォルトでは、このオプションはオフ

です。

メディア実行オプション

このオプションは、バックアップ、アー

カイブ、転送の各操作や、検証スクリプ

トで使用することができます。このオプ

ションは、Proactive Backup、復元、複製

の各操作では利用できません。

終了時にテープおよびディスクをイジェ

クト : このオプションは、スクリプト実行

中にアクセスしたテープやディスクをス

クリプト終了時に排出するよう Retrospect 
に指示します。

Windows システムオプション

これらのオプションは、転送を除くすべ

てのタイプの操作で利用できます。実際

に使用できるオプションは、操作の種類

に応じて変わります。この分類のオプ

ションは、UNIX、NetWare、または 
Macintosh クライアントには影響しません。

バックアップまたはアーカイブ操作の場合の 
Windows システムオプション

複製操作の場合の Windows システムオプション

復元操作の場合の Windows システムオプション

システムの状態：Windows フォルダが

ファイル選択基準に含まれている場合に、

Windows のレジストリ、COM+、Active 
Directory および証明書サービスをコピー

します。Retrospect はこれらの情報をス

ナップショットに保存して、スナップ

ショットを使用する復元方法の場合には、

情報も復元します。 

このオプションは、バックアップ、複製、

アーカイブの各操作ではデフォルトでオ

ンになります。また、ボリューム全体を

復元している場合にもデフォルトでオン

になります。

注： ウィザードモードでバックアップか

複製を実行している場合に「オペレー

ティングシステムとアプリケーション」

ファイルをコピーしないことを選択する

と、「システム状態をバックアップ / 複製」

オプションが自動的に無効になります。

高度な設定モードでは、選択したファイ

ル形式に関係なく、このオプションはデ

フォルトでオンになります。
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システム状態を復元するには、復元元の
スナップショットにバックアップされた
システム状態が含まれていること、およ
び復元先がシステムボリュームであるこ
とが条件になります。

システム状態を複製するには、複製元と

複製先の両方がシステムボリュームであ

る（両方にシステム状態情報が存在する）

ことが条件になります。

注： Windows NT/2000/XP/2003 でシステム

状態情報をコピーするには、Administrator 
または Backup Operator の権限を持ってい

なければなりません。

暗号化ファイルの検証エラーを無視：複

製操作で利用可能なもので、初期設定で

はオフになっています。NTFS ボリューム

上の暗号化ファイルでの検証エラーを無

視します。

セキュリティ情報を復元：復元操作での

み利用できます（ファイルの検索による

復元を除く）。このオプションを有効にす

ると、復元されたすべてのフォルダと復

元されたファイル（復元先に存在しな

かったもの）に対して NTFS セキュリティ

情報が Retrospect によって復元されます。 

復元元のスナップショットと復元先に同

じファイルが存在し、しかも 2 つのファイ

ルの唯一の差がセキュリティ情報だけで

ある場合は、復元先のファイルのセキュ

リティ情報が維持されます。

注： セキュリティ情報を復元できるのは、

バックアップ済みの場合だけです。詳し

くは、「Windows セキュリティオプショ

ン」を参照してください。

一致したファイルのセキュリティ情報を

復元するは、復元操作でのみ利用できま

す（ファイルの検索による復元を除く）。

このオプションを前述のオプションと組

み合わせて使用すると、Retrospect は復元

されたすべてのファイルとフォルダに対

して NTFS セキュリティ情報を復元しま

す。 

復元元のスナップショットと復元先に同

じファイルが存在し、しかも 2 つのファイ

ルの唯一の差がセキュリティ情報だけで

ある場合は、復元先にあるファイルがス

ナップショットからのファイルで置き換

えられます。 

注： セキュリティ情報を復元できるのは、

バックアップ済みの場合だけです。詳し

くは、「Windows セキュリティオプショ

ン」を参照してください。

アーカイブ属性を設定：Retrospect は、復

元操作中にアーカイブ属性を設定するこ

とができます（ファイル検索による復元

を含む）。このオプションを選択すると、

復元されるファイルに対して Retrospect が
アーカイブ属性を設定します。

アーカイブ属性を設定すると、ファイル

を次回にバックアップするときに、復元

されたファイルに対するセキュリティ情

報が Retrospect によってバックアップされ

ます（ファイルのセキュリティ情報を

バックアップするオプションを選択して

いる場合）。詳しくは、「Windows セキュ

リティオプション」を参照してください。

Windows セキュリティオプション

これらのオプションは、バックアップ

（Proactive Backup バックアップを含む）、

複製、アーカイブの各操作で利用するこ

とができます。これらのオプションを使

用すると、NTFS ファイルやフォルダのセ

キュリティ情報をサーバやワークステー

ションからコピーすることができます。

実際に使用できるオプションは、操作の

種類に応じて変わります。 

NTFS セキュリティ許可は、ユーザかグ

ループのメンバーシップに基づいてファ

イルやフォルダへのアクセスを許可する

か制限することを可能にする Windows オ
ペレーティングシステムの機能です。こ
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れらの許可は、NTFS でフォーマットされ

たディスクでしか利用できません。

ワークステーションかサーバ上のすべて

のファイルやフォルダのセキュリティ情

報をコピーするには、かなりの時間がか

かります。必要とするセキュリティ情報

だけをコピーすれば、処理時間を短縮す

ることができます。ただし、セキュリ

ティ情報をコピーしなかったファイルや

フォルダの復元には注意が必要です。こ

れらのファイルやフォルダは、復元した

コンピュータへのアクセスを有するユー

ザならだれでも入手することが可能にな

ります。セキュリティ情報をコピーすべ

きかどうかの判断がつかない場合は、

Retrospect のデフォルト設定を使用しなけ

ればなりません。

Retrospect は、NTFS セキュリティ情報を

自身のスナップショットに保存します。

このため、セキュリティ情報を復元する

には、スナップショットごとに復元する

必要があります。NTFS ファイルやフォル

ダのセキュリティ情報を復元するには、

復元元のスナップショットを選択し、

「Windows システムオプション」で説明し

ているセキュリティ情報復元オプション

を使用します。

注： 完全な復元を行うためには、フォル

ダのセキュリティ情報をバックアップし

なければなりません。

バックアップやアーカイブ操作用の Windows セ
キュリティオプション

複製操作の場合の Windows セキュリティオプショ
ン

サーバからファイルセキュリティ情報を

バックアップする : このオプションをオン

（デフォルト）にすると、Retrospect は 
NTFS ファイルのセキュリティ情報を、

サーバオペレーティングシステムが動作

しているバックアップ元コンピュータか

らバックアップします。このオプション

が有効になると、Retrospect はバックアッ

プ対象のすべてのファイルに対してファ

イルのセキュリティ情報をコピーします。 

また、前回のバックアップ以後にファイ

ルに新しいセキュリティ情報が与えられ

たが、それ以外の変更がない場合は、

Retrospect は該当するファイルに対して新

しいセキュリティ情報をコピーします。

ファイルのセキュリティ情報が変更され

ると Windows がアーカイブ属性を設定す

るため、Retrospect はこのアーカイブ属性

を使用してこれらのファイルを識別しま

す。 

Retrospect が同一場所からファイルをバッ

クアップした後でアーカイブ属性が設定

された場合は、ファイルにそれ以外の変

更が加えられていない場合でも、

Retrospect はファイルのセキュリティ情報

をコピーします。
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注： Retrospect は、複数のバックアップ

セットにわたってアーカイブ属性の変更

を追跡することができます。例えば、

バックアップセット A に新しいセキュリ

ティ情報を有するファイルのコピーが含

まれ、バックアップセット B のコピーに

はセキュリティ情報が含まれない場合、

バックアップセット B への次のバック

アップでは、ファイルとそのセキュリ

ティ情報がコピーされます。

ワークステーションからファイルセキュ

リティ情報をバックアップする : このオプ

ションのデフォルトはオフです。このオ

プションが有効になっている場合、

Retrospect は NTFS ファイルのセキュリ

ティ情報を、非サーバオペレーティング

システムが動作しているコピー元コン

ピュータや、Microsoft Networking Volumes 
からコピーします。このオプションが有

効になると、Retrospect はバックアップ対

象のすべてのファイルに対してファイル

のセキュリティ情報をコピーします。

「ファイルのセキュリティ情報をサーバか

らバックアップ」オプションの場合と同

じように、Retrospect はアーカイブ属性を

使用して新しいセキュリティ情報を有す

るファイルを識別し、バックアップしま

す。

サーバからフォルダセキュリティ情報を

バックアップする : このオプションをオン

（デフォルト）にすると、Retrospect は 
NTFS フォルダのセキュリティ情報を、

サーバオペレーティングシステムが動作

しているバックアップ元コンピュータか

らコピーします。このオプションが有効

になると、Retrospect はバックアップ元の

すべてのフォルダに対してフォルダのセ

キュリティ情報をコピーします。 

ワークステーションからフォルダセキュ

リティ情報をバックアップする : このオプ

ションをオン（デフォルト）にすると、

Retrospect は NTFS フォルダのセキュリ

ティ情報を、非サーバオペレーティング

システムが動作しているバックアップ元

コンピュータや、Microsoft Networking 
Volumes からコピーします。このオプショ

ンが有効になると、Retrospect はバック

アップ元のすべてのフォルダに対して

フォルダのセキュリティ情報をコピーし

ます。 

注： ウィザードモードでバックアップを

実行している場合に「オペレーティング

システムとアプリケーション」ファイル

をコピーしないことを選択すると、「フォ

ルダのセキュリティ情報をワークステー

ションからバックアップ」オプションが

自動的に無効になります。高度な設定

モードでは、選択したファイル形式に関

係なく、このオプションはデフォルトで

オンになります。

サーバのファイルセキュリティ情報を複

製 : このオプションをオン（デフォルト）

にすると、Retrospect は NTFS ファイルの

セキュリティ情報を、サーバオペレー

ティングシステムが動作しているコピー

元コンピュータからコピーします。この

オプションが有効になると、Retrospect は
コピー元のすべてのファイルに対して

ファイルのセキュリティ情報をコピーし

ます。 

ワークステーションのファイルセキュリ

ティ情報を複製 : このオプションのデフォ

ルトはオフです。このオプションが有効

になっている場合、Retrospect は NTFS 
ファイルのセキュリティ情報を、非サー

バオペレーティングシステムが動作して

いるコピー元コンピュータや、Microsoft 
Networking Volumes からコピーします。こ

のオプションが有効になると、Retrospect 
はコピー元のすべてのファイルに対して

ファイルのセキュリティ情報をコピーし

ます。
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サーバのフォルダセキュリティ情報を複

製 : このオプションをオン（デフォルト）

にすると、Retrospect は NTFS フォルダの

セキュリティ情報を、サーバオペレー

ティングシステムが動作しているバック

アップ元コンピュータからコピーします。

このオプションが有効になると、

Retrospect はバックアップ元のすべての

フォルダに対してフォルダのセキュリ

ティ情報をコピーします。 

ワークステーションのフォルダセキュリ

ティ情報を複製 : このオプションをオン

（デフォルト）にすると、Retrospect は 
NTFS フォルダのセキュリティ情報を、非

サーバオペレーティングシステムが動作

しているバックアップ元コンピュータや、

Microsoft Networking Volumes からコピーし

ます。このオプションが有効になると、

Retrospect はバックアップ元のすべての

フォルダに対してフォルダのセキュリ

ティ情報をコピーします。 

注： ウィザードモードで複製を実行して

いる場合に「オペレーティングシステム

とアプリケーション」ファイルをコピー

しないことを選択すると、「フォルダのセ

キュリティ情報をワークステーションか

ら複製」オプションが自動的に無効にな

ります。高度な設定モードでは、選択し

たファイル形式に関係なく、このオプ

ションはデフォルトでオンになります。

セキュリティストリームにおけるファイ

ル検証エラーを無視：このオプションは

複製操作でのみ利用でき、デフォルトで

はオフになっています。このオプション

が有効になると、Retrospect は NTFS ボ
リューム上のセキュリティストリームで

の検証エラーを無視します。

Windows のオープンファイルオプショ
ン

これらのオプションは、復元と転送を除

く、すべてのタイプの操作で利用できま

す。 

注： オープンファイルバックアップは、
メインの Retrospect アプリケーションに対

するアドオン製品です。Retrospect Disk-to-
Disk、Retrospect Small Business Server、
Retrospect Single Server、Retrospect Multi 
Server のいずれかをインストールしている

バックアップコンピュータでは、オープ
ンファイルバックアップのライセンス
コードがあれば、Windows 2000、Windows 
NT 4.0、Windows XP の各コンピュータで

開かれているファイルをバックアップす
ることが可能です。Windows XP コン

ピュータ上の開いているファイルをバッ
クアップするには、NTFS ボリュームがな

ければなりません。「設定」>「ライセン

ス」の順にクリックすると、現在のライ
センスが表示されます。新しいライセン
スを購入することもできます。 

オープンファイルは、バックアップ、

アーカイブ、複製が可能です。オープン

ファイルバックアップアドオンがある場

合、このオプションの初期設定はオンで

す。

注： オープンファイルバックアップを

使ってバックアップされたファイルを復

元するには、宛先ボリュームで開かれた

ファイルを使用しているアプリケーショ

ンを閉じるか、停止してください。

オープンファイルのバックアップ：通常

はコピーできない使用中のファイルを 
Retrospect がコピーできるようにするオプ

ションです。デフォルトではオンに設定

されています。



第 9 章  •  管理 293

マルチボリュームデータセットの保護：

複数のボリュームにファイルを保存する

アプリケーションのバックアップまたは

アーカイブを行います。

オープンファイルを複製できないときは

停止：再試行がタイムアウトになるか、

システム設定でオープンファイルバック

アップがサポートされていない場合に、

操作を中止します。このオプションをオ

フにすると、Retrospect は他のすべての

ファイル（つまり、開いていないファイ

ル）をバックアップまたは複製します。

ディスク休止しきい値：オープンファイ

ルバックアップを実行する前に、元ボ

リュームのディスクがアイドル状態にな

るのを待つ時間の長さです。この時間が

経過すると、再試行のタイムアウトが生

じるまで、再び待機します。初期設定値

は 5000 ミリ秒です。

再試行のタイムアウト：ディスクの休止

状態（開かれているファイルをコピーで

きる状態）を検出するまで、Retrospect が
ディスク動作のモニタリングを継続する

時間の上限。タイムアウトが生じると、

Retrospect は、上記の「停止」オプション

の設定に応じて、操作を直ちに中止する

か、または、オープンファイルバック

アップを行わずに操作を継続します。初

期設定値は 10 分です。

Windows Outlook システムオプション

これらのオプションは、復元と転送を除

く、すべてのタイプの操作で利用できま

す。

Microsoft Outlook データの強制バック

アップ：Microsoft Outlook のデータファイ

ルのバックアップを行うため、Outlook を
終了させます。Retrospect によるバック

アップの完了後、Outlook を使用するに

は、手動で起動する必要があります。

Windows SQL Server オプション

Retrospect には、バックアップ操作にのみ

利用できる SQL Server オプションがいく

つかあります。

バックアップタイプ：実行する SQL デー

タベースバックアップのタイプを指定で

きます。初期設定では、Retrospect はフル

バックアップを行います。

他の SQL Server オプションは、SQL デー

タベースを復元する場合にのみ利用でき

ます。

データベースの復元に、新しいデータ

ベース名を使用：復元したデータベース

に新しい名前を指定できます。
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データベースのデータとログファイルの

復元にカスタムパスを使用：復元した

ファイルに宛先パスを指定できます。

ある時点より前のレコードのみを復元：

トランザクションログの復元に、時間と

日付を指定できます。指定した日時以前

のレコードのみを復元します。

SQL データベースを使用可能にする：復

元操作が完了した後、データベースを操

作可能にするよう SQL サーバに指示しま

す。現在の操作が実行された後、差分ま

たはトランザクションスナップショット

を追加で復元する必要がある場合にのみ、

このオプションをオフにしてください。

Windows Exchange Server オプション

Retrospect には、バックアップ操作にのみ

利用できる Exchange Server オプションが

いくつかあります。

バックアップタイプ：実行する Exchange 
データベースバックアップのタイプを指

定できます。初期設定では、フルバック

アップを行います。

他の Exchange Server オプションは、

Exchange データベースを復元する場合に

のみ利用できます。

ログファイルの復元にカスタムパスを使

用：復元したファイルに宛先パスを指定

できます。

Exchange データベースを動作させてお

く：復元操作が完了した後、データベー

スを操作可能にするよう Exchange サーバ

に指示します。現在の操作が実行された

後、差分またはトランザクションスナッ

プショットを追加で復元する必要がある

場合にのみ、このオプションをオフにし

てください。

復元後にデータベースをマウントする：

データベース復元後にユーザがそのデー

タベースにログインできるようにします。

現在の操作が実行された後、差分または

トランザクションスナップショットを追

加で復元する必要がある場合にのみ、こ

のオプションをオフにしてください。

Macintosh クライアントオプション

これらのオプションは、転送を除くすべ

てのタイプの操作で利用できます。実際

に使用できるオプションは、操作の種類

に応じて変わります。Windows、NetWare、
UNIX のクライアントには影響を与えませ

ん。
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バックアップまたはアーカイブ操作の場合の 
Macintosh クライアントオプション

複製操作の場合の Macintosh クライアントオプ
ション

復元操作の場合の Macintosh クライアントオプ
ション

照合時に属性変更日付を使用 : このオプ

ションは、バックアップ、アーカイブ、

複製、および復元操作で利用できます。

デフォルトでは、このオプションはユー

ザが指定しない限りファイルの照合が行

われないアーカイブを除くすべての操作

に対して有効になります。このオプショ

ンが有効になると、Retrospect は拡張属性

か ACL だけが異なっているファイルを、

属性変更日付を使用して識別し、コピー

します。例えば、以前にバックアップし

たファイルのバックアップ中に、その

ファイルの ACL だけを変更する場合、

ファイルが異なっている（したがって再

度バックアップする必要がある）ことを 
Retrospect が知る唯一の方法は、属性変更

日付をチェックすることです。

注： 拡張属性と ACL は、Mac OS X 10.4 以
上でサポートされます。

元（ボリューム / フォルダ / ファイル）の

バックアップ時間を設定：これらのオプ

ション（複製操作では利用不可）は、元

ボリューム、フォルダ、またはファイル

それぞれのバックアップ時間を記録しま

す（Mac OS は、ファイル、フォルダ、お

よびボリュームそれぞれの作成日、修正

日、およびバックアップ日を記録してい

ます）。これらのオプションを使うと、

「バックアップ時間」に基づいたセレクタ

を作成することが可能になります。バッ

クアップ時間とは、実行が始まった時間

のことです。Retrospect クライアントコン

トロールパネルで読み込みアクセスだけ

を許可している場合には、Retrospect は、

クライアントコンピュータの元のバック

アップ時間を設定することはできません。

デフォルトでは、ボリュームのオプショ

ンはオンで、ファイルとフォルダのオプ

ションはオフです。

注： ファイルの照合を行う際、Retrospect 
は、バックアップのタイムスタンプは使

用しません。20 ページの「Retrospect の原

理」で説明されているように、より高度

で柔軟な基準を使用します。

終了しない / 完了時に終了：このオプショ

ンは、操作の終了後、Retrospect がクライ

アント Macintosh の Finder のシステム終了

処理について何を行うかを指定するもの

です。 
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注： このオプションの設定が実際の動作

に反映されるのは、クライアント 
Macintosh がバックアップ待ちの状態にあ

る場合だけです（217 ページの「実行環境

設定」を参照）。 

• 「完了時に終了」は、先読み時間内に、

クライアントで他の操作が予定されて

いなければ、システム終了操作を行い

ます（先読み時間については、313 
ページの「スケジュール環境設定」を

参照してください）。

• 「システム終了不可」を選択した操作で

は、クライアントはシステム終了しま

せん。 

初期設定では、このオプションは「完了

時に終了」に設定されています。

アイコンの位置を再計算：このオプショ

ンは、復元操作でのみ利用できます。

Mac OS の宛先ボリュームにコピーされた

ファイルやフォルダのアイコンの位置を

調整して、重なり合うのを防ぎます。デ

フォルトでは、このオプションはオフで

す。

Access Control List（ACL）の復元 /Access 
Control List（ACL）の複製 : このオプ

ションを利用できるのは、復元と複製の

操作だけです。ボリューム全体を復元す

る時はデフォルトでオンになり、ファイ

ルやフォルダを復元するときはデフォル

トでオフになります。 

注： ACL は、Mac OS X 10.4 以上でサポー

トされます。

UNIX クライアントオプション

このオプションを利用できるのは、バッ

クアップ、複製、および復元の操作だけ

です。Windows、NetWare、Mac OS のクラ

イアントには影響を与えません。

照合時にステータス変更日付を使用 : この

オプションは、バックアップ、複製、ボ

リューム全体の復元の各操作ではデフォ

ルトでオンになります。ファイル検索に

よる復元やファイルおよびフォルダの復

元では、デフォルトでオフになります。

このオプションが有効になると、

Retrospect は拡張属性だけが異なっている

ファイルを、ステータス変更日付を使用

して識別し、コピーします。例えば、以

前にバックアップしたファイルのバック

アップ中に、そのファイルの拡張属性だ

けを変更する場合、ファイルが異なって

いる（したがって再度バックアップする

必要がある）ことを Retrospect が知る唯一

の方法は、ステータス変更日付をチェッ

クすることです。

注： このオプションは、拡張属性をサ

ポートするファイルシステムとカーネル

に対してのみサポートされます。

バックアップセットの管理

Retrospect には、バックアップセットを効

率的に管理するのに役立つツールが数多

くあります。ツールバーから「設定」>
「バックアップセット」を順にクリックす

ると、現在のバックアップセットのリス

ト表示、バックアップセットのリストの

編成、バックアップセットの設定、作成、

削除、既存のバックアップセットへの新

しいメンバーの追加、などができます。

バックアップセットのリストの表示

Retrospect で現在使用中のバックアップ

セットのリストを表示するには、「設定」

>「バックアップセット」の順にクリック

します。「バックアップセット」ウィンド

ウが表示されます。
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次の方法で、リストを修正できます。

• 新規バックアップセットの作成

• 古いバックアップセットの再作成

• バックアップセットの削除

新規バックアップセットの作成

新規のバックアップセットを作成するに

は、「新規作成」をクリックします。新規

バックアップセットの作成手順は、298 
ページの「新規バックアップセットの作

成」で説明しています。

古いバックアップセットの再作成

「バックアップセット」ウィンドウに自分

のバックアップセットが表示されていな

い場合、カタログファイルを使用して、

そのバックアップセットをリストに追加

することができます。開始するには、「追

加」をクリックします。「他のバックアッ

プセットのアクセス」ウィンドウが表示

されます。

このウィンドウから、次のことができま

す。

• 既存のカタログファイルを開く：バッ

クアップセットのカタログファイルの

場所が分かっている場合は、「開く」ボ

タンをクリックします。カタログファ

イルが保存されている場所に移動して

ファイルを選択し、「開く」をクリック

します。

• ストレージメディアからカタログファ

イルを再作成する：「再作成」ボタンを

クリックします。358 ページ以降の

「カタログの再作成」の説明に従ってカ

タログファイルを再作成します。

カタログファイルを開くか再作成したら、

関連するバックアップセットがリストに

表示されます。

バックアップセットの削除

バックアップセットのリストからバック

アップセットを削除するには、バック

アップセットを選択して、「削除」ボタン

をクリックします。バックアップセット

を削除するプロンプトが表示されたら、

「OK」をクリックします。ここで行う削除

は、バックアップセットの内容にも、カ

タログファイルにも影響しません。ただ

し、そのバックアップセットが使われて

いるスクリプトからは、バックアップ

セットが削除されます。

バックアップセットは、後でリストに戻

すことができます。ただし、カタログ

ファイルを削除した場合とバックアップ

セットが保存されているメディアを消去

した場合は戻せません。このプロセスに

ついては、「古いバックアップセットの再

作成」で説明しています。

バックアップセットのリストの編成

大量のバックアップセットを管理しなけ

ればならない場合、バックアップセット

を整理するためのフォルダを使用できま

す。たとえば、別の離れた場所の安全な

保管ボックスに移動したアクティブでな

いバックアップセット用に、フォルダを

作成できます。



298 RETROSPECT ユーザガイド

注： 「バックアップセット」ウィンドウ

内で作成するフォルダは、編成専用のも

ので、Retrospect 外では存在しません。

フォルダを作成して、バックアップセットを
入れるには

1.「バックアップセット」ウィンドウで、

ツールバーの「新規フォルダ」アイコ

ンをクリックします。

2. フォルダの名前を入力して「作成」を

クリックします。

3. フォルダに移動するバックアップセッ

トをドラッグアンドドロップします。

注： フォルダに入れるバックアップセッ

トを右クリックし、ポップアップメ

ニューから「切り取り」を選択すること

もできます。フォルダを右クリックし、

「貼り付け」を選択します。

新規バックアップセットの作成

新規バックアップセットの作成は、「設

定」>「バックアップセット」をクリック

して表示される「バックアップセット」

ウィンドウから開始できるほか、一部の

基本操作やスクリプト操作の設定時（高

度な設定モードでのバックアップ先の指

定時など）に表示される「バックアップ

セットの選択」ウィンドウからも開始で

きます。

「新規作成」ボタンをクリックして、新規

バックアップセットの作成を開始します。

「バックアップセット作成」ウィザードが

起動します。

「ようこそ」画面

導入画面の内容を読んだ後、「次へ」をク

リックして新規バックアップセットの作

成を開始します。

ヒント： 「次へ」をクリックする前に導

入画面のチェックボックスを選択すると、

次回の新規バックアップセットの作成時

に導入画面は表示されません。

バックアップセットタイプの選択

このバックアップセットに使用するバッ

クアップメディアの種類を、該当するラ

ジオボタンをクリックして選択し、「次

へ」をクリックします。

テープバックアップセットの命名

「名前」フィールドに、バックアップセッ

トの内容が分かるような未使用の名前を

入力します。この名前は、カタログファ

イルおよびバックアップセットメディア

の識別に使用されます。

他の手順に進む前にバックアップセット

に名前を付けることが重要です。

注： テープバックアップセットにいった

ん付けた名前を、後で変更することはで

きません。
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データ圧縮オプションを設定します。

「ハードウェアデータの圧縮を許可」

チェックボックスを選択すると、以下の

条件が満たされる場合に、このバック

アップセット内のデータがテープドライ

ブで圧縮されます。

• テープドライブがデータ圧縮に対応し

ている

• バックアップセットのデータが暗号化

されていない

注： 暗号化と圧縮の両方を使用しなけれ

ばならない場合は、セキュリティダイア

ログボックスで暗号化オプションを指定

して、Retrospect のソフトウェア圧縮オプ

ションを使用します。詳しくは、280 ペー

ジの「バックアップ実行オプション」を

参照してください。

WORM オプションを設定します。WORM 
テープバックアップセットを作成するに

は、「Make this a WORM Backup Set」を選

択します。詳しくは、42 ページの

「WORM テープサポート」を参照してくだ

さい。

複数のテープバックアップセットを一度

に定義するには、「追加のテープセットの

定義に直接進む」チェックボックスをオ

ンにし、「次へ」をクリックします。

複数のテープバックアップセットの定義

大 5 つのテープバックアップセットを一

度に作成できます。

作成する各バックアップセットの名前を

入力し、「次へ」をクリックします。

注： 一度に作成するバックアップセット

は、いずれもオプションの設定（ハード

ウェア圧縮、WORM、セキュリティ、お

よびカタログファイルの場所）が同じに

なります。

ディスクバックアップセットの命名

「名前」フィールドに、バックアップセッ

トの内容が分かるような未使用の名前を

入力します。この名前は、カタログファ

イルおよびバックアップセットメディア

の識別に使用されます。

他の手順に進む前にバックアップセット

に名前を付けることが重要です。

注： ディスクバックアップセットにいっ

たん付けた名前を、後で変更することは

できません。

次の手順でディスクを指定します。

1.「選択」をクリックします。

2. ハードディスクまたはリムーバブル

ディスクを選択して、ストレージとし

て追加します。 

ローカルディスクやネットワークボ

リュームをマウス操作で選択できるほか、

「高度な機能」をクリックして、使用する

ボリュームの UNC パスを直接入力するこ

ともできます。
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注： リムーバブルディスクは、ドライブ

にディスクをロードしないと表示されま

せん。

3.「OK」をクリックします。

4. バックアップセットのデータに使用す

る 大ディスク容量を指定します。

注： これはハードディスクの場合にのみ

該当します。リムーバブルディスクの場

合、ディスク全体が使用されます。

5.「次へ」をクリックしてください。

CD/DVD バックアップセットの命名

「名前」フィールドに、バックアップセッ

トの内容が分かるような未使用の名前を

入力します。この名前は、カタログファ

イルおよびバックアップセットメディア

の識別に使用されます。

注： CD/DVD ディスクバックアップセッ

トにいったん付けた名前を、後で変更す

ることはできません。

ファイルバックアップセットの命名

「名前」フィールドに、バックアップセッ

トの内容が分かるような未使用の名前を

入力します。この名前は、カタログファ

イルおよびバックアップセットメディア

の識別に使用されます。

他の手順に進む前にバックアップセット

に名前を付けることが重要です。

注： ファイルバックアップセットの場合

は、Windows のエクスプローラで名前を

変更できます。

デフォルト以外の場所にファイルバック
アップセットのデータを保存する場合は、
「参照」をクリックし、場所を指定した
後、「保存」をクリックします。

バックアップセットのセキュリティオプショ
ンの設定

この画面では、バックアップセットへの
アクセスを制限するためのパスワードを
指定できます。バックアップセットデー
タを暗号化するオプションもあります。

注： 暗号化を使用すると、バックアップ

に要する時間が長くなります。 

「バックアップセットのセキュリティ」リ

ストボックスからオプションを選択しま

す。

• 「暗号化なし」：パスワードによる保護

がバックアップセットに行われず、

バックアップセットのデータは暗号化

されません。

• 「パスワードのみ」：バックアップセッ

トにパスワードによる保護が行われま

す。保存されたデータは暗号化されま

せん。

• 「SimpleCrypt」：パスワードによる保護

に加え、Retrospect 独自の暗号化フォー

マットによるバックアップセットデー

タの暗号化が行われます。

• 「DES」：パスワードにより保護され、

データ暗号化標準に従ってバックアッ

プセットデータが暗号化されます。

• 「AES-128」：パスワードにより保護さ

れ、128 ビットのデータ暗号化標準

（AES：Advanced Encryption Standard）
に従ってバックアップセットデータが

暗号化されます。

• 「AES-256」：パスワードにより保護さ

れ、256 ビットのデータ暗号化標準

（AES：Advanced Encryption Standard）
に従ってバックアップセットデータが

暗号化されます。
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警告： パスワードを忘れると、バックアッ

プセットにアクセスできなくなります。暗

号化を巧みに免れる " マジックキー " や 
" 裏口 " は存在しません。Retrospect テ
クニカルサポートスタッフでも解決する

ことはできません。

パスワードを設定し、一定の条件下でそ

のパスワードを Retrospect に記憶させたい

場合には、「パスワードを記憶」リスト

ボックスからオプションを選択します。

• 「アクセス用のパスワードはどれでも記

憶する」：基本操作と自動操作で使用さ

れるパスワードをすべて保存します。

• 「スクリプトでアクセスするときのパス

ワードを記憶する」（デフォルト）：自

動操作で使用されるパスワードだけを

保存します。たとえば、このオプショ

ンを設定したバックアップセットが、

スクリプトによる夜間のバックアップ

の宛先である場合、手動でパスワード

を入力する必要はありません。

• 「どのアクセス用のパスワードも記憶し

ない」：いかなる場合でも、バックアッ

プセットにアクセスするのに、パス

ワードを入力する必要があります。こ

のオプションを設定したバックアップ

セットには、パスワードを入力せずに

バックアップしたり、そのプロパティ

を表示したりすることはできません。

一度パスワードを入力した後は、

Retrospect を終了し再起動するまでは、

パスワードを再び入力する必要はあり

ません。

警告： 「どのアクセス用のパスワード

も記憶しない」パスワードオプション

が選択されているディスクバックアッ

プセットは、ユーザ開始型復元の Web 
ページからアクセスすることはできま

せん。

注： このオプションの設定は、バック
アップセットのプロパティを変更するこ
とによって、必要に応じて変更できます。

詳しくは、302 ページの「バックアップ

セットの設定」を参照してください。

ディスクバックアップセットのグルーミング
オプション

これらのオプションは、ディスクバック

アップセットだけで有効です。バック

アップ先のハードドライブに空きがなく

なった（または割り当てたディスク領域

がすべて消費された）ときに、Retrospect 
がどのように対処するかを、以下のオプ

ションから選択します。

注： ディスクバックアップセットのグ

ルーミングポリシーは、いつでも必要に

応じて変更したり、無効化することがで

きます。詳しくは、303 ページの「「オプ

ション」タブ」を参照してください。

• 「新しいディスクを要求する」：バック

アップドライブに空きがなくなると、

残りのバックアップの格納先として、

別のハードドライブが要求されます。

元のバックアップ先ハードドライブ上

のデータはすべて保持されます。

• 「 後だけを保持する n バックアッ

プ」：バックアップドライブに空きがな

くなったときに保持されるバックアッ

プの数を、元ボリュームごとに指定し

ます。指定した数のバックアップが、

新しいものから保持されます。それよ

り古いすべてのバックアップがハード

ドライブから削除され、バックアップ

データ用の空き領域が確保されます。
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• 「Retrospect の定義済みポリシーに従っ

て保持する」：バックアップドライブに

空きがなくなると、Retrospect のグルー

ミングポリシーに従って古いバック

アップが削除されます。Retrospect のポ

リシーでは、少なくとも 2 つのバック

アップが元ボリュームごとに保持され

ます（前回のバックアップ日とその前

のバックアップ日の 終バックアップ

が、元ボリュームごとに保持されま

す）。さらに、ディスクに十分な空きが

あれば、先週の各曜日のバックアップ

と先月の各週のバックアップ、および

各月のバックアップがそれぞれ 1 つず

つ、元ボリュームごとに保持されます。

警告： グルーミングではファイルとフォ

ルダが削除されますが、これらのファイ

ルとフォルダを復元することはできませ

ん。グルーミングを有効にする前に、重

要性の高いファイルとフォルダを保護す

るバックアップポリシーを、必ず作成し

てください。

カタログファイルの保存

そのバックアップセットの内容を参照す

るカタログファイルの保存先を指定しま

す。（または標準の保存先を使用します。）

ファイルバックアップセットでは、カタ

ログファイルとバックアップセットはど

ちらもこの場所に保存されます。

注： バックアップ先に使用する予定のリ

ムーバブルディスク上にカタログを保存

しないでください。Retrospect では、すぐ

にアクセス可能なボリューム上でカタロ

グにアクセスする必要があります。ロー

カルなハードディスクが適当です。

ウィザードの終了

この画面には、ユーザが作成したバック

アップセットのタイプに固有の情報が含

まれます。情報に目を通してから、「完

了」をクリックしてウィザードを終了し

ます。 

テープバックアップセットの場合は、こ

の画面でチェックボックスを選択した後

で「終了」をクリックすると、1 つ以上の

テープを作成したバックアップセットの

メンバーとして追加できます。詳しくは、

309 ページの「バックアップセットへの

テープの追加」を参照してください。

注： このオプションは、複数のバック

アップセットを一度に作成した場合には

利用できません。

バックアップセットの設定

既存のバックアップセットのプロパティ

は、いつでも表示および修正できます。

「設定」>「バックアップセット」を順に

クリックして、現在のバックアップセッ

トのリストを表示します。設定するバッ

クアップセットを選択し、「プロパティ」

をクリックします。

「バックアップセットプロパティ」ウィン

ドウが表示されます。



第 9 章  •  管理 303

このウィンドウは、次の 6 つのタブに分か

れています。

• 「概要」タブ：

• 「オプション」タブ

• 「スナップショット」タブ

• 「セッション」タブ

• 「メンバー」タブ（ファイルバックアッ

プセットの場合は利用不可）

• 「関連付け」タブ（テープバックアップ

セットの場合のみ利用可能）

「概要」タブ：

「概要」タブには、以下のようなバック

アップセットに関する一般的な情報が表

示されます。 

• 「使用量」には、現行のバックアップ

セットメンバーでどのくらいの容量が

使われ、そのメンバーにいくつのファ

イルが保存されているかが表示されま

す。

• 「空き容量」には、現行のバックアップ

セットメンバーの残り容量が表示され

ます。

• 「ストレージ」には、バックアップセッ

ト内のメディアメンバーの数とセッ

ションの数、およびカタログファイル

内のスナップショットの数が表示され

ます。 

• 「カタログファイル」には、バックアッ

プセットのカタログが保存されている

場所のパス名が表示されます。

「オプション」タブ

「オプション」タブには、カタログファイ

ル、メディア制御、およびパスワード保

存用のコントロールがあります。

カタログファイル圧縮オプションを使え

ば、カタログファイルを圧縮して、ハー

ドディスクの容量を節約できます。 

「高速カタログ再作成」オプションをオン

にすると、新しいメディアメンバーごと

に、カタログファイルのコピーを保存し

ます。これにより、カタログファイルを

紛失または破損した場合の再作成にかか

る時間を大幅に短縮できます。

「パスワード」オプションでは、パスワー

ドで保護されたバックアップセットの、

パスワード保護のレベルを選択できます。

パスワードオプションは、バックアップ

セットを作成するときに暗号化またはパ

スワード保護を指定していない場合は、

選択できません。

• 「すべてのアクセスで要求」：このオプ

ションを選択した場合、いかなる場合

でも、バックアップセットにアクセス

するのに、パスワードを入力する必要

があります。パスワードを入力せずに、

バックアップセットにバックアップし

たり、そのプロパティを表示したりす

ることはできません。一度パスワード

を入力した後は、Retrospect を終了し再

起動するまでは、パスワードを再び入

力する必要はありません。

警告： 「すべてのアクセスで要求」パ

スワードオプションが選択されている

ディスクバックアップセットは、ユー

ザ開始型復元の Web ページからアクセ

スすることはできません。

• 「スクリプトによるアクセスで保存」

（デフォルト）：このオプションを選択

すると、無人でスクリプトを使用する

場合にのみ、パスワードを保存します。

たとえば、スクリプトによる夜間の
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バックアップで、パスワードで保護さ

れたバックアップセットがバックアッ

プ先である場合、手動でパスワードを

入力する必要はありません。

• 「すべてのアクセスで保存」：このオプ

ションを選択すると、すべての種類の

操作（基本、自動、有人、無人）につ

いて、パスワードを保存します。これ

は、パスワードをまったく持っていな

い場合と同じことです。

注： パスワードオプションの変更は、

Retrospect をいったん終了して再起動する

と有効になります。 

「メディア制御」ボタンでは、バックアッ

プの動作、すなわちこのバックアップ

セットで次にバックアップを実行したと

きのストレージメディアの取り扱い方法

を指定できます。バックアップ動作の詳

細については、23 ページを参照してくだ

さい。

• 「標準」は、現行のバックアップセット

とメディアにデータの追加を続けます。

• 「置き換え」は、メディアを消去して再

利用し、さらにカタログを消去します。

これは、バックアップセットのリセッ

トと同じです。

• 「新規バックアップセット」は、新しい

メディアを使用する新規バックアップ

セットを作成します。

• 「新規メンバー」は、新規メンバーを要

求し、現在のバックアップセットに追

加します。このオプションは、

CD/DVD、テープ、ディスクなどの現

行メンバーの容量が限界に近い場合に、

途中でメディアを交換することなく、

無人で実行を完了するための手段とし

て役立ちます。

• 「グルーミング」は、グルーミング操作

を開始し、バックアップセットの指定

グルーミングポリシーでもはや不要に

なったディスクバックアップセットに

あるファイルやフォルダを削除します。

Retrospect が、バックアップ中などでさ

らにディスクスペースを要求する前に、

このオプションかグルーミングスクリ

プトを使用して古いファイルやフォル

ダを削除します。詳しくは、150 ペー

ジの「スクリプトによるグルーミング」

を参照してください。

「容量」ボタンは、テープバックアップ

セットの場合にのみ利用でき、Retrospect 
のテープの推定容量を変更できます。推

定容量は表示に使われるだけで、実際に

コピーされるデータの量には影響しませ

ん。メディアへの実際の書き込みでは、

常に利用可能なすべての容量が使われま

す。メディアの容量が常に Retrospect の推

定より大きいという場合以外は、デフォ

ルトの「自動」のまま変更せず、

Retrospect に容量を推定させてください。

実際の容量を確認するには、「メンバー」

タブをクリックします。このことを、

いっぱいになったテープを含むいくつか

のバックアップセットで行えば、メディ

アで実際に利用できる容量をほぼ正確に

見積もることができるでしょう。

グルーミングオプションを利用できるの

は、ディスクバックアップセットだけで

です。ディスクバックアップセットは、

ディスクの空きがなくなるか、指定され

た上限容量まで消費されたときに、古い

データを自動的に削除（グルーミング）

して、新しいデータ用の空きを確保する

ように設定することができます。 低限

残すべきスナップショットの数を元ボ

リュームごとに指定するか、Retrospect の
グルーミングポリシーに任せます。

Retrospect のポリシーでは、少なくとも 2 
つのスナップショットが元ボリュームご

とに保持されます（前回のバックアップ

日とその前のバックアップ日の 終ス

ナップショットが、元ボリュームごとに

保持されます）。さらに、ディスクに十分

な空きがあれば、先週の各曜日のスナッ

プショットと先月の各週のスナップ

ショット、および各月のスナップショッ
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トがそれぞれ 1 つずつ、元ボリュームごと

に保持されます。詳しくは、38 ページの

「ディスクグルーミング」を参照してくだ

さい。

警告： グルーミングではファイルとフォ

ルダが削除されますが、これらのファイ

ルとフォルダを復元することはできませ

ん。グルーミングを有効にする前に、重

要性の高いファイルとフォルダを保護す

るバックアップポリシーを、必ず作成し

てください。

「バックアップセット作成」ウィザードで

ディスクグルーミングのオプションを設

定する方法についての詳細は、301 ページ

の「ディスクバックアップセットのグ

ルーミングオプション」を参照してくだ

さい。

「スナップショット」タブ

「スナップショット」タブには、バック

アップセットカタログファイル内にある

アクティブなスナップショットが表示さ

れ、各スナップショットに関する基本情

報を得ることができます。

• スナップショットを選択し、「プロパ

ティ」をクリックすると、そのスナッ

プショットのバックアップセット、タ

イプ、ユーザ、作成日時、OS、および

ファイルシステムが表示されます。

• 「追加」をクリックすると、ストレージ

メディアから古いスナップショットが

取り込まれます。「スナップショットの

取り込み」ウィンドウで、セッション

を選択して、「取り込み」をクリックし

ます。

• スナップショットを選択して「削除」

をクリックすると、そのスナップ

ショットのエントリがカタログファイ

ルから削除されます（スナップショッ

ト自体はバックアップメディアに残っ

ており、後で取り込むことが可能で

す）。グルーミングが有効なディスク

バックアップセットからスナップ

ショットを削除すると、そのスナップ

ショットと関連ファイルは削除されま

す（削除されたスナップショットと

ファイルを、後で取り込むことはでき
ません）。

• スナップショットを選択し、「参照」を

クリックすると、バックアップセット

内のファイルとフォルダのリストが表

示されます。

グルーミングオプションを有効にした

ディスクバックアップセットでは、ス

ナップショットを個別に選択してグルー

ミング（手動グルーミング）を行い、

ディスクの空きを確保することができま

す。

注： スナップショットを手動グルーミン

グする際には、同じバックアップセット

内の他のスナップショットにも、指定し

たグルーミングポリシーに基づくグルー

ミングが施されます。グルーミングポリ

シーについては、303 ページの「「オプ

ション」タブ」を参照してください。 

スナップショットを手動グルーミングする
には

1. Retrospect のナビゲーションバーで「設

定」>「バックアップセット」の順でク

リックします。

2. グルーミングが有効なディスクバック

アップセットを選択します。

注： バックアップセットのプロパティ

ウィンドウで「オプション」タブをク

リックすると、グルーミングが有効に

なっているかどうかを確認できます。

3.「スナップショット」タブをクリックし

ます。

グルーミングするスナップショットが

「スナップショット」リストに表示されな

い場合は、「追加」をクリックしてディス

クから取り込みます。

4. グルーミングするスナップショットを

選択して「削除」をクリックします。
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注：  アイコンが表示されているスナッ

プショットはロックされており、ロック

解除しないとグルーミングできません。

ロックされているスナップショットも削

除可能です。

5.「削除」をクリックして、選択したス

ナップショットをバックアップセット

のカタログファイルから削除します。

警告： 「削除」をクリックすると、選択

したスナップショットと関連ファイルが 
Retrospect によってグルーミングされま

す。選択したスナップショットのグルー

ミングを取りやめるには、「キャンセル」

をクリックします。

6. バックアップセットのプロパティウィ

ンドウを閉じます。

グルーミングダイアログボックスが表示

されます。

注： 選択したスナップショットがロック

されている場合には、グルーミングダイ

アログボックスは表示されません。

7.「今すぐ」をクリックすると、バック

アップセットのグルーミングがただち

に開始されます。

バックアップセットを後でグルーミング

する場合は、「後で」をクリックします。

バックアップセットは次回のグルーミン

グセッションで、自動的にグルーミング

されます（グルーミングセッションは、

バックアップセットのグルーミングポリ

シーに従って開始されます）。

Retrospect によってロックされているス

ナップショットにも、ロック解除すれば

グルーミングを実行できます。

スナップショットをロック解除するには

1. Retrospect のナビゲーションバーで「設

定」>「バックアップセット」の順でク

リックします。

2. グルーミングが有効なディスクバック

アップセットを選択します。

3.「スナップショット」タブをクリックし

ます。

4. ロックされているスナップショット  
を右クリックし、「アンロック」を選択

します。

警告： 選択しているスナップショットが

ロック解除され、バックアップセットか

ら削除（グルーミング）できるようにな

ります。

スナップショットを個別にロックしてグ

ルーミング対象から除外し、重要なバッ

クアップを保護することもできます。

スナップショットをロックするには

1. Retrospect のナビゲーションバーで「設

定」>「バックアップセット」の順でク

リックします。

2. グルーミングが有効なディスクバック

アップセットを選択します。

3.「スナップショット」タブをクリックし

ます。

4. スナップショットを右クリックし、

「ロック」を選択します。

選択しているスナップショットがロック

され、その名前の横にロックアイコン  
が表示されます。このスナップショット

はグルーミングの対象外になります。

「セッション」タブ

「セッション」タブには、バックアップ

セット内のすべてのアーカイブおよび

バックアップセッションが表示されます。

あるセッションでバックアップされた

ファイルのリストを表示するには、その

セッションを選択して、「参照」ボタンを

クリックします。

「メンバー」タブ

「メンバー」タブには、バックアップセッ

トのメディアメンバーの概要が表示され

ます。また、そのメディアの扱い方を指

定できます。
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注： このタブは、ファイルバックアップ

セットでは表示されません。

バックアップセットのメンバーが紛失ま

たは破損した場合、そのメンバーを紛失

しているものとして指定できます。指定

することで、これまでにそのメンバーに

保存したファイルはもう利用できないこ

とが Retrospect に認識されます。 

• テープバックアップセットと CD/DVD 
バックアップセットの場合、紛失また

は破損したメンバーを選択して、「セッ

トの紛失」をクリックします。 

• ディスクバックアップセットの場合は、

メンバーを選択して、「プロパティ」を

クリックし、「このメンバーは失われた

か、破損しています」をオンにします。

次回のバックアップまたはアーカイブ操

作で、Retrospect は紛失しているファイル

を新しいバックアップセットにコピーし

て、それらのファイルを保護します。

テープバックアップセットとディスク

バックアップセットの場合、前もって新

しいバックアップセットメンバーを設定

できる「追加」ボタンが「メンバー」タ

ブにあります。詳しくは、「メンバーを

バックアップセットに追加する」を参照

してください。

ハードディスクバックアップセットの場

合、メンバーを選択してスキップさせる

ことができます。あるメンバーがスキッ

プされるように指定された場合、

Retrospect は自動的に次のメンバー（また

は新しいメンバー）を探します。 

ハードディスクバックアップセットメンバー
をスキップするには

1. スキップするメンバーを選択して、「プ

ロパティ」をクリックします。

2.「このメンバーをスキップする」チェッ

クボックスをオンにします。

注： Retrospect がディスク上の利用可能な

スペースをすべて使い切った場合（また

はディスクへのバックアップに問題が生

じた場合）、このチェックボックスは自動

的にオンになります。使用可能なメモリ

量を変更し（可能な場合）、チェックボッ

クスをオフにすると、再びこのメンバー

の使用が試みられます。

「関連付け」タブ

「関連付け」タブは、テープバックアップ

セットの場合、および高度テープサポー

トのライセンスを所有している場合にの

み利用可能です。

Retrospect で複数のテープドライブを使用

している場合、バックアップセットを特

定のドライブに関連付けしたい場合があ

ります。たとえば、テープドライブが高

速ドライブと低速ドライブの 2 台ある場

合、クライアントコンピュータ用のバッ

クアップセットを低速ドライブに、ロー

カルサーバ用のバックアップセットを高

速ドライブに関連付けできます。これに

より、ネットワーク速度とドライブ速度

が同期するようになり、テープドライブ

のヘッドの位置調整にかかる時間が少な

くて済みます。 
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初期設定では、バックアップセットに利

用可能なテープドライブをどれでも使用

できます。

テープドライブを関連付けするには

1.「選択したテープドライブ」ラジオボタ

ンをクリックします。

2. 1 台以上のテープドライブを選択しま

す。

注： 「任意のテープドライブ」を選択す

ることで、関連付けを削除することもで

きます。

3.「プロパティ」ウィンドウを閉じます。

関連付けについて詳しくは、189 ページの

「テープドライブへのテープバックアップ

セットのバインド」を参照してください。

メンバーをバックアップセットに追加
する

時間を節約し、メディアがいっぱいに

なったときに無人のバックアップが停止

するのを防ぐために、テープバックアッ

プセットとディスクバックアップセット

にバックアップセットメンバーをあらか

じめ定義しておくことができます。

バックアップセットのタイプによって、

プロセスは若干異なります。

• バックアップセットへのディスクの追

加

• バックアップセットへのテープの追加

バックアップセットへのディスクの追加

ディスクをバックアップセットのメン

バーとして追加することにより、ディス

クを使用する準備をしておくことができ

ます。無人でスクリプトが実行されてい

るときに、追加のストレージスペースが

必要になった場合、メンバーとして追加

したディスクが自動的に使用されます。

ディスクのメンバーを追加するには

1.「設定」>「バックアップセット」をク

リックします。

2. ディスクバックアップセットを選択し、

「プロパティ」をクリックします。

3.「メンバー」タブをクリックします。

4.「追加」をクリックします。

5. 追加するディスクの場所まで移動し、

ディスクを選択して「OK」をクリック

します。 

ハードディスクを選択した場合は、その

ディスクの概要を表示したウィンドウが

開きます。このウィンドウで、ディスク

の容量のうち、どの程度までをバック

アップセット用に使用するかを指定でき

ます。 
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6.「高度な設定」ボタンをクリックし、追

加のオプションを指定します。

• バックアップデータフォルダの場所。

場所を指定しないと、フォルダは自動

的にディスクのルートレベルに保存さ

れます。 

• 自動バックアップの際に Retrospect が
自動的にログインできるようにする、

ネットワークボリュームへのパスワー

ド。 

• システム以外のローカルボリュームの

場合には、Retrospect にディスクの消去

と名前変更を行わせることもできます。

7.「OK」をクリックしてディスクを追加

します。

バックアップセットへのテープの追加

テープをバックアップセットのメンバー

として追加することで、前もってテープ

の使用を準備しておくとよいでしょう。

無人でスクリプトが実行されているとき

に、追加のストレージスペースが必要に

なった場合、メンバーとして追加した

テープが自動的に使用されます。

テープのメンバーを追加するには

1.「設定」>「バックアップセット」をク

リックします。

2. テープバックアップセットを選択し、

「プロパティ」をクリックします。

3.「メンバー」タブをクリックします。

4.「追加」をクリックします。

5. バックアップセットに追加するテープ

を選択し、「OK」をクリックします。

テープライブラリをお持ちであれば、複

数のテープを選択して一度に追加するこ

とができます。

注： 既存のバックアップセットに属して

いるテープを追加することはできません。

空のテープ、消去済みのテープ、および

内容が認識できないテープが追加可能で

す。

6. メンバーの追加が終了したら、「終了」

をクリックして、テープバックアップ

セットの「プロパティ」ウィンドウを

閉じます。

注： テープバックアップセットへのメン

バーの追加は、「記憶装置」ウィンドウで

も実行できます。詳しくは、45 ページの

「使用するテープの準備」を参照してくだ

さい。

スクリプトのメンテナンス

本項では、作成したスクリプトのメンテ

ナンスに必要な各種作業について説明し

ます。メンテンス作業には、以下のもの

があります。

• スクリプトのチェック

• スクリプトの設定を修正する

• スクリプトの複製、名前の変更、削除

• スケジュールされたスクリプトの表示

• スクリプト実行のスキップ

スクリプトのチェック

Retrospect を終了して自動実行モードでス

クリプトを実行する前に、スクリプトが

有効であることを確認しておくとよいで

しょう。バックアップデバイスで必要な

メディアが利用可能になっていることを

確認することもできます。

スクリプトをチェックするには

1. ナビゲーションバーから、「自動化」>
「スクリプトの有効化」を順にクリック

します。
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「スクリプトの選択」ウィンドウにスクリ

プトのリストが表示されます。

2. テストするスクリプトを選択して、

「OK」をクリックします。

スクリプトの定義がチェックされ、元ボ

リュームと宛先ボリュームが正しく定義

されているかどうかが確認されます。ス

クリプトに必要なデータが不足している

場合は、メッセージが表示されます。「編

集」をクリックしてスクリプトを修正し

ます。

スクリプトが完全な場合は、スクリプト

の準備ができたことを知らせるメッセー

ジが表示されます。

注： このウィンドウに表示される情報は、

バックアップセットのタイプとバック

アップデバイスに現在ロードされている

メディアによって異なります。

3.「OK」をクリックしてウインドウを閉

じます。または、「メディアのチェッ

ク」をクリックして、必要なバック

アップセットメンバーが利用可能かど

うかをチェックします。

注： Retrospect を終了すると、次回スケ

ジュールされている有効なスクリプトの

メディアのチェックを要求するプロンプ

トが自動的に表示されます。

スクリプトの設定を修正する

元ボリューム、宛先バックアップセット、

ファイル選択基準、オプション、スケ

ジュールなど、スクリプトの作成時に指

定した設定は、いつでも修正することが

できます。スクリプトの修正は、スクリ

プトの概要ウィンドウから行います。

スクリプトの設定を修正するには

1. ナビゲーションバーから、「自動化」>
「スクリプトの管理」を順にクリックし

ます。

2. 修正するスクリプトを選択して、「編

集」をクリックします。

3. スクリプトの修正は、スクリプトの作

成の場合と同じです。詳しくは、「第 5
章 • スクリプトによる自動実行」を参照

してください。

4. ツールバーの「保存」アイコンをク

リックして、修正したスクリプトを保

存します。

スクリプトの複製、名前の変更、削除

既存のスクリプトを複製し、その設定内

容を修正して新しいスクリプトを作成す

ることができます。スクリプトは名前を

変えて残すことも、完全に削除すること

もできます。
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スクリプトを複製、名前変更、削除するには

1. ナビゲーションバーで「自動化」をク

リックしてから、「スクリプトの管理」

をクリックすると、スクリプトのリス

トが表示されます。 

2. 複製、名前の変更、または削除するス

クリプトを選択します。

3. スクリプトを複製するには、ツール

バーの「複製」をクリックします。 

新しいスクリプトの名前を入力して「新

規」をクリックします。

4. スクリプトの名前を変更するには、

ツールバーの「リネーム」をクリック

します。 

スクリプトの新しい名前を入力して「OK」

をクリックします。

5. スクリプトを削除するには、ツール

バーの「削除」をクリックします。 

削除を確認するダイアログボックスが表

示されるので、確認して「OK」をクリッ

クします。スクリプトがリストから削除

され、スケジュールされていた実行も予

定から除外されます。

ヒント： スクリプトの削除や複製を行う

ときの確認メッセージを表示させたくな

い場合は、Shift キーを押しながら各コマ

ンドを選択します。

スケジュールされたスクリプトの表示

Retrospect は、予定されているスクリプト

のリストを管理します。このリストを表

示して、実行が予定されているスクリプ

トとその時期を確認できます。スケ

ジュールされたイベントを削除するか、

スクリプトを編集してそのスケジュール

を変更することにより、実行スケジュー

ルを修正することもできます。

すべてのスケジュール済みスクリプトの

実行スケジュールを表示するには、「アク

ティビティモニタ」>「予定」を順にク

リックします。

注： スケジュールされている Proactive ス
クリプトを表示するには、アクティビ

ティモニタの「Proactive」タブをクリック

します。

「予定」ウィンドウに、スクリプトの実行

が予定されている日付、時刻、曜日が表

示されます。このウィンドウには、スク

リプトの名前、バックアップ動作、宛先

も表示されます。

スケジュールされたイベントの削除

あるスケジュール済みイベントとそれ以

前の同じスクリプトのイベントを一括し

て削除するには、そのイベントを選択し

て、「削除 ...」をクリックします。削除を

確認するダイアログボックスが表示され

るので、確認して「OK」をクリックしま

す。そのイベントと、それ以前の同じス

クリプトの全イベントがスケジュールか

ら削除されます。

スケジュールされたスクリプトの編集

ウィンドウに表示されたイベントに関連

したスクリプトを編集するには、そのイ

ベントを選択して、「スクリプトの編集

...」をクリックします。「スクリプト」

ウィンドウが表示されます。「スケジュー

ル」ボタンをクリックし、スケジュール

を修正してください。 
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スケジュールの修正方法については、154 
ページの「スクリプトのスケジュール作

成」を参照してください。

スクリプト実行のスキップ

スクリプトの実行を一定期間だけ休止し

たい場合は、スクリプトのスケジュール

をオフにして、再びオンに戻す時期を指

定することができます。この設定は、会

社全体が一週間の休暇に入るため、バッ

クアップデバイスのメディアを交換する

人がいない場合などに便利です。

スクリプトの実行をスキップするには

1.「自動化」>「スクリプトの管理」をク

リックして、スクリプトのリストを表

示します。 

2. スクリプトを選択し、「編集」をクリッ

クします。 

スクリプトの概要ウィンドウが表示され

ます。 

3.「スケジュール」をクリックします。 

選択したスクリプトの予定実行日時がリ

ストアップされます。

4. ウィンドウ下部の「スキップ」チェッ

クボックスをクリックします。 

日時フィールドがウィンドウの下部に表

示されます。

5. スクリプトの実行を再開したい日時を

設定し、「OK」をクリックします。

その日時より前に予定されているイベン

トは、実行されません。

注： スケジュールウィンドウに複数のス

ケジュールが表示されているときは、こ

の機能によって延期されるのは選択した

スケジュールだけではありません。この

スクリプトに設定されているすべてのス

ケジュールが延期されます。

RETROSPECT の環境設定

Retrospect の環境設定を調整し、ユーザの

ニーズに も合うようにアプリケーショ

ンの動作を修正することができます。

Retrospect の環境設定はグローバルであ

り、Retrospect により実行されるあらゆる

操作に影響します。

Retrospect 環境設定にアクセスするには、

ナビゲーションバーの「設定」をクリッ

クしてから、「環境設定」ボタンをクリッ

クします。「環境設定」ウィンドウが表示

されます。

左側のリストには、分類のオプションが

表示されます。右側には、指定した分類

に属するオプションの内容が表示されま
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す。オプションを設定したら「OK」をク

リックし、選択を保存します。

各オプションのデフォルト設定を変更す

ると、リストの分類名が太字で表示され

ます。デフォルトの設定に戻すには、分

類名を選択して、「デフォルトを使う」を

クリックします。

実行環境設定

実行環境設定は、Retrospect の実行ユニッ

ト、先読み時間、パスワード保護を制御

します。

実行環境設定には、次の 4 つの分類があり

ます。

• 全般環境設定

• スケジュール環境設定

• セキュリティ環境設定

• スタートアップ環境設定

全般環境設定

使用している Retrospect 製品と、ライセン

ス購入したアドオンの種類によって、実

行中に設定を変更する、独立した操作を

パラレル実行する、リソースの競合を処

理する（競合している実行の順序付けな

ど）、Proactive Backup システムに複数の実

行を開始させる、テープライブラリの複

数ドライブを同時に使用する、などが可

能です。詳しくは、187 ページの「複数実

行」を参照してください。

注： Retrospect Professional は、複数の同時

実行に対応していません。

「実行ユニット」では、Retrospect で実行

できる同時操作の 大数を指定できます。

使用している Retrospect 製品が複数の実行

ユニットに対応している場合、このオプ

ションは、バックアップコンピュータの

メモリ総量に基づいて自動的に 適数に

設定されます。 

注： コンピュータにこの設定をサポート

するのに十分なメモリとバックアップデ

バイスがある場合は、 大 8 つの同時実行

が可能です。

「実行履歴の制限」では、アクティビティ

モニタの「履歴」タブに保存される操作

の 大数を指定します。この 大数に達

すると、Retrospect は一番古い操作を新し

い操作に置き換えて、この制限以内に留

めます。詳しくは、183 ページの「「履歴」

タブ」を参照してください。

「実行イベントの制限」では、アクティビ

ティモニタの「イベント」タブに保存さ

れるイベントの 大数を指定します。こ

の 大数に達すると、Retrospect は一番古

いイベントを新しいイベントに置き換え

て、この制限以内に留めます。詳しくは、

183 ページの「「イベント」タブ」を参照

してください。

スケジュール環境設定

先読み時間：n 時は、予定されたスクリプ

ト実行のために、Retrospect が先読みを行

う時間の長さを定義します。これは、

バックアップコンピュータや Macintosh ク
ライアントのシャットダウン時や、自動

処理完了後の Retrospect の動作に影響しま

す。デフォルトは 12 時間です。
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詳しくは、320 ページの「終了時チェック

環境設定」、294 ページの「Macintosh クラ

イアントオプション」、および 316 ページ

の「スタートアップ環境設定」を参照して

ください。

「スケジュール」では、スクリプトの実行

を許可する時間帯を定義できます。この

環境設定は、Proactive Client Backup スクリ

プト以外のすべてのスクリプトに影響し

ますが、個々のスクリプトに対して修正

できます。スクリプトの実行が許可される

時間帯のデフォルトは、1 週間 7 日、1 日 
24 時間です。

スケジュールをカスタマイズするには

1.「スケジュール」をクリックします。

週単位のスケジュールウィンドウが表示

されます。

2. 週の中の曜日を選択するには、それを

クリックします。週の中の連続した曜

日を選択するには、クリックしてから

ドラッグします。前の選択状態を保っ

たまま別の日を選択するには、Shift 
キーや Ctrl キーを押しながらクリック、

またはドラッグします。

時間帯を変更するには、クリックしてか

ら数値を入力するか、コントロールを使

います。

• 「開始」は、予定を開始し始めてもよい

時刻です。

• 「終了」は、終了時刻の前の時間帯（時

間と分）です。この期間に現在の操作

が完了しても、次の操作は開始されま

せん。

• 「停止」は、Retrospect がスクリプトに

よる自動実行を完全に停止する必要が

ある時刻です。次の開始時刻まで、操

作は行われません。

注： それぞれの時間は、時間を示すスケ

ジュールバー上のアイコンをドラッグし

て設定することもできます。ただし、

初は実際に数値を入力して、これらのコ

ントロールの動作を確認してみてくださ

い。

いずれかの時間設定を変更すると、スケ

ジュールバーも変化して、開始、終了、

停止の時間設定をグラフィカルに表現し

ます。

それぞれの曜日の下にも、スケジュール

バーが小さく表示されますが、これには

コントロール機能はありません。

「常時」と「できない」ボタンはそれぞ

れ、実行時間を 24 時間すべて、または設

定なしに変更します。

3. 完了したら「OK」をクリックします。
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セキュリティ環境設定

「保護」は、Retrospect を手動で開始する

際のパスワードを指定できるようにしま

す。スクリプトによる自動実行には影響

しません。ユーザが間違ったパスワード

を 3 回続けて入力すると、操作ログにエ

ラーが記録されます。初期設定では、パ

スワード保護は設定されていません。

プロテクトをオンにすると、Retrospect の
「ファイル」メニューで、「アプリケー

ションのロック」という項目が有効にな

ります。この項目を選択すると、

Retrospect は自動モードにロックされ、不

用意に実行が中断できないようになりま

す。アプリケーションのロックを解除す

るには、マウスをクリックするか、キー

を押してから、パスワードを入力します。

ユーザ開始型復元（UIR）Web ページの管

理者ビューにアクセスするためには、

Retrospect がパスワードで保護されていな
ければなりません。管理者 UIR へのアク

セスには、Retrospect を保護するのと同じ

パスワードが使用できます。UIR の詳細に

ついては、226 ページの「ユーザ開始型復

元」を参照してください。

「ユーザの操作が 15 分間なければ 
Retrospect をロック」を使用すると、15 
分後に Retrospect が自動的にロックされる

よう指定することができます。Retrospect 
がロックされると、ロックの解除にパス

ワードの入力が求められます。この設定

は、Retrospect がパスワードで保護されて

いる場合にのみ選択することができます。

「解除」は、パスワードを入力すれば、

Retrospect アプリケーションの保護を解除

します。「解除」は、Retrospect がすでに

パスワードを有している場合にのみ表示

されます。

「Retrospect 実行資格 ...」では、Retrospect 
を実行するときのユーザアカウントを選

択できます。 

「ログインユーザで Retrospect を起動」は、

Retrospect で利用できるリソースを、ログ

インユーザがアクセス権を持つリソース

だけに制限します。このオプションを選

択すると、自動起動してスクリプトを実

行させる場合も、Retrospect はローカルシ

ステムアカウントで起動し、そのアカウ

ントに許可されているリソースだけにア

クセスします。

したがって、ログインユーザとして 
Retrospect を実行するよう選択した場合

は、SQL や Exchange のサーバやネット

ワークボリュームにアクセスできない可

能性があります。

「指定されたユーザで Retrospect を常に起
動」では、Retrospect を実行するユーザア

カウントを指定できます。手動で起動す

るか、自動起動させるかに関係なく、

Retrospect は指定されたアカウントで動作

します。

SQL や Exchange のサーバをバックアップ

するか、ネットワークボリュームにアク

セスする必要がある場合は、これらの全

リソースへのアクセス権を持つ管理者ア
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カウントを作成し、その情報をここに入

力します。

SQL と Exchange については、バックアッ

プするすべてのデータベースサーバにア

クセスする権限を、作成するアカウント

に与える必要があります。詳しくは「付

録 A • SQL Server Agent」および「付録 B • 
Exchange Server Agent」を参照してくださ

い。

ネットワークボリュームの場合は、元ボ

リューム、宛先ボリューム、またはカタ

ログファイルの保存場所として使用する

ボリュームのすべてにアクセスする権限

を、アカウントに与える必要があります。

ヒント： 状況に応じて、ドメインかロー

カルコンピュータ名のいずれかを「ログ

オン先」フィールドに入力します。

「ターミナルサービスセッションで 
Retrospect を起動」では、アプリケーショ

ンが自動的に起動したときに、Retrospect 
をターミナルセッション（利用可能な場

合）で実行するよう選択できます。詳し

くは、328 ページの「ターミナルサービス

とリモートデスクトップ」を参照してく

ださい。

スタートアップ環境設定

「Retrospect 起動サービスを使用」は、起

動アプリケーションが常に実行されるよ

うに、サービスとして登録します。これ

により、次に説明する自動起動環境設定、

320 ページの「終了時チェック環境設定」

で説明するアラート環境設定、および 322 
ページの「報告環境設定」で説明する報

告環境設定が有効になります。

「自動的に Retrospect を起動」は、実行予

定のスクリプトがある場合に、Retrospect 
を自動的に起動します。デフォルトでは、

このオプションはオンです。

注： Retrospect ツールバーで「すべての実

行アクティビティを中止する」ボタンを

選択すると、この環境設定は自動的にオ

フになり、無効化されます。そのボタン

の選択を解除すると有効化され、設定が

オンに戻ります。詳しくは、176 ページの

「「停止」ボタン」を参照してください。

「起動続行」、「終了」、「ログオフ」、「再起

動」、および「シャットダウン」は、別の

スクリプトが先読み時間内に実行される

ようにスケジュールされていない場合の、

スクリプト完了時の Retrospect の動作を決

定します。詳しくは、313 ページの「スケ

ジュール環境設定」を参照してください。

このオプションのデフォルトは「終了」

です。

「タスクバーアイコンの表示」は、

Windows のタスクバーのシステムトレイ

部分に Retrospect のアイコンを表示するか

どうかを指定します。この環境設定のデ

フォルトはオンです。詳しくは、17 ペー

ジの「システムトレイアイコン」を参照

してください。

クライアントの環境設定

「クライアントの環境設定」は、秘密鍵と

公開鍵の作成、クライアントの自動追加、

および ユーザ開始型復元を制御します。

注： Retrospect Professional の場合は、これ

らの環境設定は利用できません。
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クライアント環境設定には、次の 2 つの分

類があります。

• 環境設定の追加

• ユーザ復元環境設定

環境設定の追加

「キーの作成」は、秘密鍵証明書

（privkey.dat）と公開鍵証明書（pubkey.dat）
を「C:¥Documents and Settings¥All 
Users¥Application Data¥Retrospect」に作成

します。これらの鍵を使用すると、複数

の Windows 版 Retrospect クライアントの

ユーザを Retrospect のバックアップクライ

アントデータベースに一度に追加するこ

とができます。詳しくは、200 ページの

「クライアントの追加」を参照してくださ

い。

「クライアントを自動的に追加する」は、

Retrospect が公開鍵証明書でインストール

された Windows 版 Retrospect クライアント

のユーザを自動的に検出し、それらの

ユーザをバックアップクライアントデー

タベースに追加することを可能にします。

このチェックボックスを選択し、

Retrospect が新規クライアントを検出する

頻度（日数か時間）を指定します。「OK」

をクリックして選択を確認すると、

Retrospect は新規クライアントを直ちに検

出します。また、指定の期間だけ待機し

た後、再び新規クライアントをチェック

します。 

デフォルトでは、Retrospect は検出したク

ライアントをバックアップクライアント

コンテナの「Automatically Added Clients」
フォルダに追加します。この設定を有効

にし、スクリプトで記述されたバック

アップ元として 「Automatically Added 
Clients」 フォルダを選択すると、Retrospect 
によって新規クライアントがこのフォル

ダに自動的に追加され、バックアップさ

れます。バックアップ管理者の操作は

いっさい不要です。 

注： この環境設定では、Retrospect がマル

チキャスト方式かサブネットブロード

キャスト方式を使用して検出できるクラ

イアントだけが追加されます。これらの

方式の詳細については、210 ページの「ア

クセス方式」を参照してください。

ユーザ復元環境設定

「ユーザ開始型復元を有効にする」を使用

すると、ユーザが ユーザ開始型復元 Web 
ページにアクセスし、ユーザ自身のファ

イルを復元することができます。ユーザ

開始型復元（UIR）はアドオン製品であ

り、ライセンスコードを必要とします。

UIR の設定や操作手順については、226 
ページの「ユーザ開始型復元」を参照し

てください。

「ユーザ開始型復元にパスワードを要求す

る」は、Retrospect クライアントのユーザ

がパスワードの入力無しで ユーザ開始型

復元 Web ページにアクセスすることを防
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止します。この環境設定を有効にした場

合、「クライアントのプロパティ」ウィン

ドウの「ツール」タブでクライアントご

とにパスワードの入力が必要になります。

詳しくは、205 ページの「「ツール」タブ」

を参照してください。また、バックアッ

プクライアントデータベース内の複数の

クライアントを選択し、右クリックして

「ユーザ復元パスワードの設定」を選択す

ることもできます。この場合、選択した

すべてのクライアントに同じ UIR パス

ワードが与えられます。

注： UIR パスワードを必要にしたい場合

は、すべての Windows、Linux、および 
Mac OS X クライアントを 新の Retrospect 
クライアントソフトウェアに更新しなけ

ればなりません。UIR は、Windows 版、

Mac OS X 版、および Linux 版 Retrospect ク
ライアントの古いバージョンでもサポー
トされますが、これらのクライアントで

は UIR パスワードはサポートされず、し

たがってパスワードを必要とした場合、

これらのクライアントは UIR を使用でき

ません。

「バックアップ管理者の連絡先情報」を使

用すると、バックアップ管理者の電子

メールアドレスやユーザ向けのメモを入

力することができます。この情報は、UIR 
Web ページで Retrospect クライアントの

ユーザが入手できます。

「IIS コンポーネントのインストール」は、

ユーザ開始型復元セットアップウィザー

ドを起動します。指示される手順に従っ

て UIR をインストールします。詳しくは、

227 ページの「ユーザ開始型復元のインス

トール」を参照してください。

メディアの環境設定

メディア環境設定は、メディアの要求、

メディアの消去、テープのテンション調

整など、Retrospect によるストレージメ

ディアの取り扱いを制御します。

メディア環境設定には、次の 4 つの分類が

あります。

• 消去環境設定

• ハンドリング環境設定

• 要求環境設定

• 検証環境設定

消去環境設定

これらのオプションは、すでにデータが

書き込まれているメディアにのみ影響し

ます。

「同名メディアの自動再利用」この環境設

定を選択すると、すでにメディアにデー

タが入っている場合に、同じ名前の宛先

メディアを自動的に消去します。このオ

プションは、デフォルトではオフです。

たとえば、このオプションをオンにし、

「1-Backup Set A」という名前のテープバッ

クアップセットメンバーに書き替えバッ

クアップを行う場合、その名前を持つメ

ンバーがテープドライブにロードされて

いると、Retrospect は自動的にそのテープ

の内容を消去し、再利用します。この場

合、Retrospect は、テープの内容を本当に

消去してもよいかどうか尋ねる警告ダイ

アログボックスを表示しません。

「消去確認を省略」この環境設定をオンに

すると、バックアップを行っていて、メ

ディアを消去する必要があるときに通常

表示される確認メッセージが省略されま

す。デフォルトでは、このオプションは

オフです。

たとえば、「1-Backup Set A」という名前の

テープバックアップセットメンバーに標

準バックアップを行うときに、テープド

ライブにロードされているメンバーの名
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前が異なる場合、Retrospect はメディア要

求ウィンドウを表示し、そこでユーザは

現在ロードされているテープを選択でき

ます。「消去確認を省略」オプションをオ

ンにし、テープを選択して「続ける」を

クリックすると、Retrospect はそのテープ

の内容を消去して使用します。「消去確認

を省略」オプションをオフにした場合、

Retrospect は、テープの内容を本当に消去

してもよいかどうか尋ねる警告ダイアロ

グボックスを表示します。

ハンドリング環境設定

「テープのテンション調整」は、テープの

早送りと巻戻しを行って、テープの張り

と位置が均等になるように調整します

（これは、一部のドライブにのみ当てはま

ります）。デフォルトでは、このオプショ

ンはオフです。

「リムーバルディスクをイジェクトしな

い」 は、操作中に他のメディアが必要に

なった場合でも、Retrospect がリムーバブ

ルメディアを取り出さないようにします。

デフォルトでは、このオプションはオフ

です。

「終了時にテープおよびディスクをイジェ

クト」は、Retrospect の終了時に、テープ

カートリッジや CD/DVD を取り出します。

デフォルトでは、このオプションはオフ

です。

「Removal Storage Manager を停止」

は、Retrospect が通信バスでデバイスをス

キャンする際、Windows 2000 や XP の 
Removal Storage Manager を自動的に停止し

ます。初期設定のとおりにサービスを停

止すると、リムーバブルストレージの管

理コンソールで、テープライブラリや他

の記憶装置を、オペレーティングシステ

ム内蔵のバックアップユーティリティと

ともに管理することはできなくなります。 

デバイスの管理を Retrospect で行わず、

Removal Storage サービスに任せる場合は、

この環境設定をオフにし、両方同時に使

用できるように Removal Storage サービス

を設定します。詳しくは、51 ページの

「Retrospect と Removable Storage マネー

ジャを同時に使用する」を参照してくだ

さい。

警告： Removal Storage サービスを設定し

ていない場合に、この環境設定をオフに

すると、問題が生じる可能性があります。

「書き込みエラーが発生したら自動的に新

しいメディアを使用」は、メディアの不

具合が検出されたときに、Retrospect に
テープライブラリやオートローダへの

バックアップ、アーカイブ、または転送

の操作を継続させます。このオプション

を選択した場合、メディアの不具合が検

出されると、ライブラリ内で次に利用で

きるテープが検索され、それを使って処

理が継続されます。 

ヒント： メディアの不具合が検出された

テープは「記憶装置」ウィンドウで、赤

のテープアイコンで表示されるようにな

ります。

「デバイスとの通信に ASPI を使用」は、

Retrospect とデバイスとの通信に、デフォ

ルトの NT パススルーの代わりに ASPI を
使用します。この環境設定は、
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Retrospect のテクニカルサポートから指示

された場合以外は変更しないでください。

要求環境設定

「メディア要求の時間切れ」では、実行時

のメディアの待ち時間を指定します。こ

の時間が経過すると、Retrospect は実行を

中止し、スケジュールされた次のイベン

トの準備状態に入ります。デフォルトで

はこのオプションはオフになっており、

時間切れは起こりません。

「空のメディアを使用」は、バックアップ

セットの現在のメンバーが利用できない

ときに、そのメンバーに空きが残ってい

るかどうかに関係なく、他の利用可能な

空きメディア（テープ、ディスク、また

は CD/DVD）を Retrospect に使用させま

す。空きメディアが宛先バックアップ

セットにメンバーとして追加され、標準

バックアップ（前回のバックアップ後に

作成または変更されたファイルのみ）が

実行されます。

このオプションは、デフォルトではオフ

になっており、Retrospect はバックアップ

セットの現在のメンバーが利用できない

とき、常にメディア要求を表示します。

23 ページの「新規メンバーバックアップ」

では、関連するバックアップ動作につい

て説明しています。

警告： この環境設定は、WORM テープを

使用する場合はオフにしてください。

WORM テープは、内容を消去したり再利

用することができません。この環境設定

をオンにすると、WORM テープに空きを

残したまま、新しいテープに移る可能性

があります。

検証環境設定

「バックアップ処理中に MD5 ダイジェス

トを生成」は、バックアップ操作やアー

カイブ操作用、およびオフライン検証用

にメディア検証オプションを有効にしま

す。詳しくは、152 ページの「スクリプト

による検証」、280 ページの「バックアッ

プ実行オプション」、および 361 ページの

「バックアップセットメディアの検証」を

参照してください。

注： この環境設定は、バックアップ中に

大幅な性能低下が発生した場合にのみ無

効にします。

通知環境設定

通知環境設定は、Retrospect が表示するア

ラートの種類、ログのサイズ、および電

子メール通知を制御します。

通知環境設定には、次の 3 つの分類があり

ます。

• 終了時チェック環境設定

• ログ環境設定

• 電子メール環境設定

• 報告環境設定

• 更新環境設定

終了時チェック環境設定

「次のスクリプトの有効性をチェック」

は、Retrospect の終了時に、この動作を行

います。次に実行する予定のスクリプト

を自動的に検証して、その情報を表示し
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ます。デフォルトでは、このオプション

はオンです。

「実行エラーおよびメディアの準備を通

知」は、スクリプトの自動実行中にエ

ラーが生じた場合、アラートメッセージ

を表示します。また、後ほどメディアが

必要となる場合にも、アラートメッセー

ジを表示します。デフォルトでは、この

オプションはオンです。このオプション

は、自動実行環境設定の「Retrospect 起動

サービスを使用」（316 ページを参照） がオ

ンの場合にのみ、利用できます。

「S.M.A.R.T ハードドライブのエラーを表

示」 は、HP Compaq SMART ハードドライ

ブボリュームにエラーが生じた場合、

Retrospect を起動して、バックアップウィ

ザードを開始します。デフォルトでは、

このオプションはオンです。

ログ環境設定

「ログのサイズ制限 (M Bytes)」は、操作ロ

グのサイズがこのフィールドで設定した

値以内に制限されます。設定できる値は、

1MB から 100MB までです。ログのサイズ

が制限値に達すると、ログの古い部分か

ら削除されます。デフォルトのサイズは 
10 MB です。

「バックアップレポートと操作ログのエキ

スポート」は、操作が完了するたびに、

バックアップレポートファイル（Backup 
Report.utx）と操作ログファイル

（operations_log.utx）を生成または更新し

ます。これらのファイルは、「場所を選

択」ボタンで指定した場所に置かれます。

これらのファイルを手動でエクスポート

する方法の詳細については、272 ページの

「バックアップレポートの印刷とエクス

ポート」および 274 ページの「ログの印刷

とエクスポート」を参照してください。

電子メール環境設定

「エラー通知とメディア要求の電子メール

送信」は、操作が失敗したりメディアが

必要なときに、それを通知する電子メー

ルを 1 人以上に宛てて送信させます。

注： このオプションが利用できるのは、

「エラー通知とメディア要求の電子メール

送信」チェックボックスがオンの場合だ

けです。

電子メール通知を有効にすると、バック

アップサーバ名フィールドにホストコン

ピュータ名が自動的に入力されます。

ユーザが別の名前を入力することもでき

ます。この情報は、電子メール通知の

「Subject」フィールドに入ります。

「送信元アドレス」フィールドに送信者ア

カウントを入力し、「宛先」アドレス

フィールドに 1 か所以上の受信者アカウン

トを（セミコロンで区切って）入力しま

す。「送信」メールサーバフィールドに

メールサーバの DNS 名（mail.retrospect.com な
ど）を入力します。
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メールサーバで SMTP 認証が行われる場

合は、そのチェックボックスをオンにし

て、ユーザ名とパスワードを入力します。

報告環境設定

「外部アプリケーション向けの通知を有効

にする」を使用すると、EMC Legato 
NetWorker Management Console（NMC）な

どのアプリケーションが Retrospect に接続

し、Retrospect のイベントを表示すること

が可能になります。これにより、バック

アップ管理者が NetWorker と Retrospect 
バックアップサーバを単一のコンソール

から監視することが可能になります。 

注： Retrospect が外部アプリケーションに

イベント通知するのは、Retrospect 起動

サービスが有効になっている場合に限ら

れます。詳しくは、316 ページの「スター

トアップ環境設定」を参照してください。

イベントの詳細については、183 ページの

「「イベント」タブ」を参照してください。

NetWorker 管理コンソールから Retrospect 
バックアップサーバーを監視し、管理す

る方法については、NMC ドキュメントを

参照してください。

注： Retrospect Professional の場合は、この

環境設定は利用できません。

更新環境設定

「利用可能なアップデートの自動チェッ

ク」は、デフォルトで選択されています。

選択すると、Retrospect は現在使用されて

いる Retrospect のバージョン向けの更新

（無料）をチェックします。更新が見つか

ると、Retrospect は利用可能な更新のリス

トを表示します。更新は、ダウンロード

してインストールすることができます。

Retrospect 更新は、無料でダウンロードす

ることができます。追加のデバイスサ

ポートや、Retrospect の現行バージョンに

関する問題の対処法などが提供されます。

この環境設定が有効になっているか否か

に関係なく、「ヘルプ」メニューから

「Retrospect 更新」を選択すればいつでも

手動で更新を検索することができます。

詳しくは、13 ページの「Retrospect 更新の

手動チェック」を参照してください。

注： バックアップコンピュータがイン

ターネットに接続されていない場合は、

Retrospect は更新をチェックできません。

「インターネットへの接続にプロキシサー

バを使用する」を使用すると、プロキシ

サーバ情報を指定することができます。

プロキシサーバは、内部ネットワークと

インターネット間にあるサーバです。プ

ロキシサーバを使用するかどうかが不明

の場合は、ネットワーク管理者に問い合

わせてください。インターネットへの接

続にプロキシサーバを使用する場合は、

このチェックボックスを選択してプロキ

シサーバ情報とポート番号

（cache.satchmo.com, port 8080 など）を入力

します。

サウンド

Retrospect をインストールすると、バック

アップコンピュータの Windows サウンド

コントロールパネルに、Retrospect のイベ

ント通知音と完了音が含まれるようにな

ります。これらのイベントに、利用可能

な他のサウンドを割り当てることもでき

ます。



第 9 章  •  管理 323

RETROSPECT の移動

バックアップコンピュータを切り替える

決定をした場合、単に Retrospect とバック

アップデバイスを新しいコンピュータに

インストールするだけでは不十分です。

Retrospect の環境設定、クライアント、カ

タログ、スクリプト、スケジュールを現

状のまま使用するには、新しいバック

アップコンピュータに他のファイルもい

くつか移動する必要があります。

Retrospect を新しいバックアップコン
ピュータに移動するには

1. 新しいコンピュータに Retrospect をイン

ストールします。

2. 古いバックアップコンピュータから新

しいコンピュータに、カタログファイ

ル（拡張子 .rbc と .rbf を持つ）をコピー

します。

注： カタログファイルの保存場所の初期

設定は、..¥My Documents¥ Retrospect 
Catalog Files です。 

3. 古いバックアップコンピュータから新

しいコンピュータに、設定ファイル

（Config75.dat）をコピーします。

注： 設定ファイルの保存先は、Retrospect 
アプリケーションと同じフォルダか、
..¥Documents and Settings¥All 
Users¥Application Data¥Retrospect のいずれ

かです。

4. 次に、移動したカタログファイルを、

新しいバックアップコンピュータ上の 
Retrospect に認識させます。

も簡単な方法は、すべてのカタログを 
Windows のエクスプローラで選択し、そ

れらを Retrospect のアプリケーションアイ

コンにドラッグすることです。各カタロ

グの「バックアップセット設定」ウィン

ドウが表示され、Retrospect がカタログを

認識したことになります。

5. 古いコンピュータや新しいバックアッ

プコンピュータをバックアップしたい

場合には、次のような追加の手順が必

要です。

• 新しいバックアップコンピュータがこ

れまでクライアントとしてバックアッ

プされていた場合、今ではそのボ

リュームはローカルであるので、クラ

イアントはもう必要ありません。クラ

イアントは削除してください。

Retrospect スクリプトで、新しいコン

ピュータのクライアントボリュームを

使用していたスクリプトがあれば、そ

のスクリプトで元ボリュームを編集し、

現在ローカルになったボリュームを追

加してください。

• 古いバックアップコンピュータをまだ

バックアップする必要がある場合には、

そのコンピュータに Retrospect クライ

アントソフトウェアをインストールし、

新しいバックアップコンピュータの 
Retrospect で古いコンピュータのボ

リュームにアクセスできるようにしな

ければなりません。クライアントのイ

ンストールと設定を終えたら、そのボ

リュームをスクリプトに追加します。

「設定」>「ボリューム」を順にクリッ

クし、「削除」コマンドを使用して、こ

れまでローカルであったボリュームを

削除します。「削除」コマンドを使用す

ると、ボリュームデータベースからそ

のボリュームに関する設定が削除され

ます。また、それらを使用していたス

クリプトも削除されます。

カタログと設定のバックアップ

バックアップ計画の一部として、バック

アップコンピュータそのもののバック

アップも行うべきです。そのための も

簡単な方法は、そのコンピュータをバッ

クアップスクリプトに含めることです。

バックアップすべき も重要なファイル

は、Retrospect のバックアップ設定ファイ
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ル（Config75.bak）とカタログファイル

（一連の .rbc ファイル）です。

Windows エクスプローラか Retrospect を使

用して、これらのファイルをバックアッ

プできます。これらを、リムーバブル

ディスクやファイルサーバなど、他のボ

リュームに定期的にコピーすれば、障害

発生時の復旧が容易になります。または、

Retrospect の複製スクリプトを修正して、

ファイルを他のボリュームのフォルダに

自動的にコピーするよう設定してくださ

い。Retrospect のファイルセレクタを使用

して、適切なファイルを選択し、他の

バックアップの完了後に、スクリプトを

毎日実行するようにスケジュールを設定

します。

バックアップコンピュータを複数のバッ

クアップセットにバックアップしておけ

ば、カタログと設定は、障害が生じた場

合でも、自動的に保護されることになり

ます。それぞれのバックアップセットに

は、他のバックアップセットのカタログ

のバックアップが含まれます。または、

複数の大きなカタログがある場合には、

それら専用のバックアップセットにバッ

クアップすることを考慮してください。

そうすれば、障害やカタログの紛失時に、

より容易に復元することが可能になりま

す。

カタログのバックアップ

カタログファイルはバックアップセット

を管理するための重要な要素ですが、

ハードディスク上に保存することが多い

ため、ファイルと同様の危険を抱えてい

ます。カタログファイルを紛失すると、

カタログを再作成するまで、ファイルの

復元を行うことはできません。再作成に

は非常に時間がかかります。このため、

通常のファイルとともに、カタログファ

イルもバックアップしてください。

カタログファイルの保存場所の初期設定

は、..¥My Documents¥ Retrospect Catalog 
Files です。

ヒント： カタログファイル専用のバック

アップセットを作成して、その中にカタ

ログファイルを定期的にバックアップす

れば、ファイルを復元する際の手間を軽

減できます。

設定のバックアップ

Retrospect の設定ファイルには、クライア

ントデータベース、スクリプト、スケ

ジュール、環境設定、カスタムセレクタ、

および他の重要な情報が含まれています。

Retrospect は、Config75.dat という名前の設

定ファイルを使用します。これは、

Retrospect アプリケーションと同じ場所

か、または次のパスにあります：

..¥Documents and Settings¥All Users¥
Application Data¥Retrospect¥

Retrospect は毎回の終了時に、Config75.dat 
のバックアップコピーを、Config75.bak と
いう名前で自動的に保存します。この

ファイルは定期的にバックアップしてく

ださい。アクティブな設定ファイル

（Config75.dat）が紛失したり、壊れたりし

た場合には、削除してから Retrospect を起

動してください。Retrospect は、

Config75.bak から新しい Config75.dat を作

成します。

ファイルサーバの操作

Retrospect はファイルサーバとして、

Windows 2000 Server、Windows 2000 
Advanced Server、Windows Server 2003、
Windows Small Business Server 2000、
Windows NT 4.0 Server、および Apple の 
Mac OS X サーバをサポートしています。

Retrospect は、バックアップコンピュータ

から Windows のエクスプローラによって

アクセスできるものであれば、どのサー
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バのファイルでもバックアップすること

ができます。

注： Retrospect はクラスタや共有ポイント

をサポートしていません。

サーバの内容に伴うバックアップ

サーバの内容を移動する場合（たとえば、

もっと性能の高いコンピュータを新しい

サーバにする場合）には、別個のバック

アップを 2 つ作成し、それぞれ検証を行っ

ておく必要があります。完全検証は、

データの完全性を保証する機能で、デ

フォルトでオンになっています。バック

アップを 2 つ作成するのは、一方が何らか

の理由で破損したとしても、作業を続けら

れるようにするためです。

DHCP サーバと WINS サーバの情報の
バックアップ

Retrospect は、アクティブな DHCP や 
WINS サーバの特定のファイルはバック

アップしません。しかし、オペレーティ

ングシステムが独自のバックアップを維

持しているので、それらを Retrospect で
バックアップすることができます。

DHCP サーバはそのファイルを、「dhcp」
フォルダの「backup」というフォルダに、

1 時間に 1 回コピーします。WINS サーバ

は、初期設定では、必要なファイルのコ

ピーを行いませんが、コピーするように

設定することはできます。

WINS を動作させている Windows サーバを

バックアップすることが必要な場合には、

下記の手順を実行して、これらのファイ

ルを Retrospect でバックアップできるよう

にしてください。

WINS サーバのバックアップの準備をするに
は

1. Windows NT の場合には、WINS マネー

ジャを使用し、「サーバ」>「構成」>「詳

細」を選択します。

Windows 2000 の場合には、WINS を使用

し、「操作」>「プロパティ」を選択しま

す。

2. バックアップデータベースのパスを 
%SystemRoot%¥configbk¥ に設定して、

WINS または WINS マネージャを終了し

ます。 

指定したフォルダが存在していない場合

には、自動的に作成されます。

これらのステップが完了すれば、WINS の
ファイルは、3 時間ごとにバックアップ

フォルダにコピーされます。

設定のバックアップ

バックアップに DHCP/WINS バックアップ

データベースのパス（バックアップフォ

ルダと configbk フォルダ）が含まれている

ことを確かめてください。

ヒント： 「すべてのファイル」と「OS 
フォルダ」セレクタを使えば、ファイル

を確実にバックアップに含めることがで

きます。

DHCP や WINS のデータベースの復元

DHCP データベースや WINS データベース

を復元するには、244 ページの「フルバッ

クアップからの復元」の手順に従ってく

ださい。これらのステップが完了すると、

DHCP や WINS サーバの情報は復元されま

す。

Microsoft Exchange Server 
Retrospect Exchange Server Agent は、

Microsoft Exchange 2003、Exchange 2000、
および Exchange 5.5 のサーバとメールボッ

クスのバックアップを 適な仕方で行う

ための、特別なサポートを提供します。

これは、別途購入するアドオン製品です。

また、ライセンスコードが必要です。 

Exchange Server Agent は Microsoft API を利

用して、連続して動作し、バックアップ

のために止めることができない Microsoft 
Exchange サーバを自動的に保護します。
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詳しくは、「付録 B • Exchange Server Agent」
を参照してください。

Microsoft SQL Server
Retrospect SQL Agent は、Microsoft SQL 7.0 
および Microsoft SQL 2000 サーバのバック

アップを 適な仕方で行うための、特別

なサポートを提供します。これは、別途

購入するアドオン製品です。また、ライ

センスコードが必要です。 

Retrospect SQL Agent は Microsoft API を利

用して、連続して動作し、バックアップ

のために止めることができない Microsoft 
SQL サーバを自動的に保護します。

詳しくは、「付録 A • SQL Server Agent」を

参照してください。

Mac OS ファイルサーバのバックアップ

この項では、Retrospect を使用して、

Mac OS ファイル共有によって共有されて

いるボリュームをバックアップする方法に

ついて説明します。これらの操作では、ボ

リュームの復元後にもアクセス権が変化し

ないようにするための、特別の手順が必要

となります。 

サーバの復元方法は、254 ページの

「Mac OS ファイルサーバの復元」で説明し

ています。

共有ボリュームでは、どのユーザやユー

ザのグループがファイルやフォルダを見

たり、変更したりできるかを決める、ア

クセス権の設定を保持しています。これ

らの権限が有効なのは、サーバが動作し

ていて、ボリュームが共有されている場

合だけです。

サーバのアクセス権を保持するには、

バックアップ中にもファイル共有が動作

している必要があります。後の復元操作

の際、Retrospect は、同じユーザとグルー

プに対して、バックアップ中に有効だっ

た権限を割り当て直します。そうしない

と、復元され、回復されたフォルダのア

クセス権は、ボリューム所有者かサーバ

管理者に戻ってしまいます。

開いているファイルの操作

オープンファイルバックアップでは、使

用中のファイルのバックアップ、複製、

アーカイブを行えます。オープンファイ

ルバックアップは、複数のボリュームに

わたる、相互に関連した開いているファ

イルのコピーを可能にすることにより、

複数ボリュームのデータセットを保護し

ます。

オープンファイルバックアップの必要条
件

• Retrospect Disk-to-Disk、Small Business 
Server、Single-Server、または Multi-
Server

• オープンファイルバックアップ用のラ

イセンスコード。オープンファイル

バックアップは、別途購入してくださ

い。「設定」>「ライセンス」の順にク

リックすると、現在のライセンスが表

示されます。新しいライセンスを購入

することもできます。

• バックアップするボリュームでは、

Service Pack 6 を適用した Windows NT 
4.0 Server または Workstation、Service 
Pack 2 を適用した Windows 2000 
Professional、Server、または Advanced 
Server、または Windows XP が動作して

いなければなりません。Windows XP コ
ンピュータ上の開いているファイルを

バックアップするには、NTFS ボ
リュームがなければなりません。

• バックアップするボリュームがクライ

アントの場合には、Retrospect Client 6.0 
以上が動作していなければなりません。

注： Retrospect Professional をお持ちの場

合、バックアップコンピュータで 
Windows XP が動作し、NTFS ボリューム
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があれば、オープンファイルバックアッ

プを使用できます。この場合にオープン

ファイルバックアップを使用するための

ライセンスコードは必要ありません。

オプション

Retrospect には、Open File Backup に特有の

多数のオプションがあります。詳しくは、

292 ページの「Windows のオープンファイ

ルオプション」を参照してください。

SQL サーバと Exchange サーバのバッ
クアップ

SQL サーバと Exchange サーバは、オープ

ンファイルバックアップを使用してバッ

クアップできます。Retrospect SQL Agent 
と Retrospect Exchange Agent は、これらの

サーバのバックアップを 適に行うため

の特別なサポートを提供します。Retrospect は、

SQL サーバと Exchange サーバのバック

アップに、オープンファイルバックアッ

プの代わりにこのエージェントの使用を

推奨します。

詳しくは「付録 A • SQL Server Agent」およ

び「付録 B • Exchange Server Agent」を参照

してください。

オープンファイルバックアップのヒント

オープンファイルバックアップを使用す

る場合、Retrospect は以下のヒントに従うこと

を強く推奨します。

実際のシステムで使用する前にオープン

ファイルバックアップを十分にテストし

てください。環境はそれぞれ異なるので、

データが正確かつ完全にバックアップさ

れることを確認しておくことは重要です。

開いているファイルを含むボリュームの

完全なバックアップと復元を実行します。

復元したボリュームで、データの完全さ

とアプリケーションの動作をチェックし

てください。

環境、スケジュール、オープンファイル

バックアップオプションを 適化して、

ディスクができるだけ長い時間、非動作

状態になるようにします。オープンファ

イルによるバックアップでは、開いてい

るファイルを正確にコピーするために、

元ボリュームのディスクが一定の期間、

非動作状態になることを必要とします

（ディスクの非動作時間）。

エラーメッセージが出るのを避けるため

に、以下の点に注意してください。

• オープンファイルバックアップを使用

するスクリプトのスケジュールを、

ピークの時間帯を避けて設定します。

• ディスクの非動作時間と再試行のタイ

ムアウトについて実験を行って、 適

な値を決めます。ディスクの非動作時

間の値を小さくすると、実行の機会は

増えますが、データの一貫性が失われ

る可能性も高くなります。ディスクの

非動作時間の値を大きくすると、実行

の機会は減りますが、データの一貫性

が失われる可能性は低くなります。

• オープンファイルバックアップを実行

する際には、元ボリュームのディスク

動作を増大させるようなアプリケー

ションを無効に、または停止します。

これには、アンチウィルスソフトウェ

アや、ディスクデフラグソフトウェア

が含まれます。

• オープンファイルバックアップ操作に

複数のボリュームが含まれているもの

の、開いたファイルデータの中に、複

数のボリュームにわたっているものが

ない場合には、「マルチボリュームデー

タセットの保護」オプションがオフに

なっていることを確かめてください。

注： 開いているファイルをバックアップ

する機能を備えたアプリケーションが別

にあると、Retrospect のオープンファイル

バックアップで問題が生じる場合があり

ます。
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ターミナルサービスとリモート
デスクトップ

Microsoft ターミナルサービスを使えば、

キーボードとマウス、および表示情報だ

けをネットワークで送受信することに

よって、リモートサーバ上のアプリケー

ションを制御することができます。ター

ミナルサービスの各ユーザは、それぞれ

個別にサーバとのセッションを確立し、

各ユーザのセッションはサーバによって、

他のユーザセッションから独立して管理

されます。リモートサーバで動作してい

る Retrospect をターミナルサービスで管理

するための手順を以下に示します。

サーバへの接続とサーバの管理

Windows サーバは、Retrospect が適切な

ユーザアカウントで実行されるように設

定する必要があります。

Windows サーバにリモートデスクトップ
（またはターミナルサービスのクライアント）
で接続するには

1. Windows の「スタート」ボタンをク

リックし、「プログラム」、「アクセサ

リ」、「通信」の順に選択して「リモー

トデスクトップ接続」をクリックしま

す。

2. サーバの IP アドレスを入力して「接続」

ボタンをクリックします。

Windows Storage Server 2003 のサーバに 
Web ブラウザで接続するには

1. Internet Explorer を起動します。

2. サーバの IP アドレス（末尾に :8098 を
付加）を入力してサーバに接続します。 

例：https://192.168.1.1:8098

3.「メンテナンス」タブをクリックしま

す。

4. リモートデスクトップのアイコンをク

リックします。

Retrospect を実行するユーザアカウン
トの作成と変更

デフォルトの Administrator アカウント以

外でバックアップ作業を行えるように、

サーバで Backup Administrator を作成し、

管理者権限を割り当てます。

Backup Administrator アカウントの作成と
管理者権限の付与

1.「マイコンピュータ」を右クリックして

「管理」を選択します。

2.「コンピュータの管理」で「ローカル

ユーザとグループ」を展開し、「ユー

ザ」を選択します。

3.「操作」メニューで「新しいユーザ」を

選択します。

4.「ユーザ名」と「フルネーム」に Backup 
Administrator と入力します。

5. 十分に安全と思われるパスワードを入

力します。

6.「ユーザは次回ログオン時にパスワード

の変更が必要」チェックボックスをオ

フにします。

7.「パスワードを無期限にする」チェック

ボックスをオンにします。

8.「作成」ボタンをクリックします。

9. 作成したユーザをダブルクリックして

プロパティを表示します。

10.「所属するグループ」タブをクリックし

ます。

11.「追加」ボタンをクリックします。

12.「選択するオブジェクト名を入力してく

ださい」フィールドに Administrators と
入力し、「名前の確認」をクリックしま

す。

13.「セッション」タブをクリックします。

14.「切断されたセッションを終了」オプ

ションが「しない」に設定されている

ことを確認します。
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15.プロパティウィンドウで「適用」をク

リックし、さらに「OK」をクリックし

ます。

注： バックアップ管理に Administrator アカ

ウントを使用する場合は、アカウントに

必ず上記のオプションを設定してくださ

い。

Backup Administrator アカウントの作成後、

リモートウィンドウを閉じて現在のセッ

ションを終了するか、現在のアカウント

からログオフします。続いて Backup 
Administrator アカウントでログインし、

ターミナルサービスの接続プロパティを

設定します。

ターミナルサービスの接続プロパティを設定
する手順は次のとおりです。

1.「管理ツール」コントロールパネルを開

きます。

2. ターミナルサービス構成のコントロー

ルパネルを開きます。

3.「接続」を強調表示して RDP-Tcp を右ク

リックし、「プロパティ」を選択しま

す。

4.「セッション」タブをクリックします。

5.「ユーザ設定より優先にする」オプショ

ンがオフになっていることを確認しま

す。

6.「適用」をクリックし、さらに「OK」

をクリックします。

リモートサーバへの Retrospect のイン
ストールと設定

Retrospect をターミナルサービスで使用で

きるように、次の手順に従って Retrospect 
のインストールと設定を行います。

Retrospect にリモートアクセスするには、

常に Retrospect を同じアカウント（前項で

説明した Backup Administrator など）で実

行する必要があります。Retrospect を常に

特定のアカウントで起動するには、

Retrospect のセキュリティ環境設定を変更

する必要があります。

Retrospect をインストールするには、次の
手順を実行します。

1. ターミナルサービスまたはリモートデ

スクトップでサーバに接続します。

2. Retrospect インストーラをサーバにコ

ピーします。

3. Retrospect をインストールします。

Retrospect を設定するには、次の手順を実
行します。

1. ターミナルサービスまたはリモートデ

スクトップでサーバに接続します。

2. Retrospect を実行するアカウントでログ

オンします。

3. Retrospect を起動します。

Retrospect の初回の起動時には、Retrospect 
の起動ウィザードが実行されます。

4. ユーザアカウント画面で「 Retrospect を
常に特定ユーザで実行する」を選択し、

ユーザ名、パスワード、およびドメイ

ン情報を入力します。

注： このユーザには、使用するすべての

ネットワークリソースと SQL/Exchange 
サーバへの管理者権限が必要です。

5.「OK」をクリックします。

6.「はい」をクリックして、ターミナル

サービスセッションで Retrospect を起動

します。

7. Retrospect の起動ウィザードを終了しま

す。

8.「今すぐ再起動」をクリックして 
Retrospect を再起動します。

注： Retrospect のログインおよびターミナ

ルサービス関係の環境設定は、ナビゲー

ションバーで「設定」>「環境設定」を選

択して「セキュリティ」をクリックすれ

ば、必要に応じて随時変更できます。詳

しくは、315 ページの「セキュリティ環境

設定」を参照してください。
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Retrospect の継続的な実行

ターミナルサービスセッションからログ

オフすると、実行していたすべてのアプ

リケーションが終了します。Retrospect も
例外ではありません。Retrospect を継続し

て動作させるには、「スタート」メニュー

のログオフオプションでターミナルサー

ビスからログオフせず、ターミナルサー

ビスのウィンドウを閉じてください。

ウィンドウを閉じるとターミナルサービ

スセッションから切断されますが、セッ

ションはそのまま継続されます。

Retrospect も終了されず、ターミナルサー

ビスでリモートサーバに次回接続したと

きにも、Retrospect が動作しています。
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章 10

高度な機能

• ボ リ ュ ー ム の 操 作

• ブ ラ ウ ザ

• セ レ ク タ の 使 い 方

• メ ン テ ナ ン ス と 修 復

• 外 部 ス ク リ プ ト

Retrospect には、バックアップや復元に必要となる基本的な機能を、さらに発展

させた高度な機能があります。Retrospect を操作する上で必須ではありませんが、

高度な機能を知っていれば、より快適な操作環境と高い効率を得ることができま

す。
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ボリュームの操作

ボリュームとは、ハードディスクドライ

ブやパーティション、リムーバブルディ

スク、CD/DVD など、ランダムアクセス

ス式のトレージデバイスを表すオペレー

ティングシステムの用語です。ネット

ワークのファイルサーバを指すこともあ

ります。また、ボリュームは、ファイル

やフォルダを内包する基本的な保存単位

でもあります。Retrospect では、これらを

バックアップ操作などにおける元ボ

リュームとして使用し、ファイルをボ

リュームのスナップショットによって管

理しています。

バックアップコンピュータまたはログイ

ンクライアントに Microsoft SQL Server ま
たは Exchange Server がインストールされ

ている場合は、それも Retrospect のボ

リュームリストウインドウに表示されま

す。Exchange Server で追加コンテナの 
Exchange Mailboxes がインストールされて

いる場合には、それも表示されます。

注： SQL データベースや Exchange データ

ベースとメールボックスをバックアップ

したり復元したりするには、Retrospect の 
SQL Server Agent や Exchange Agent が必要

です。SQL サーバの操作方法について詳

しくは、「付録 A • SQL Server Agent」を参

照してください。Exchange サーバとメー

ルボックスの操作方法について詳しくは、

「付録 B • Exchange Server Agent」を参照し

てください。

ボリュームリストウィンドウ

Retrospect には、2 つのボリュームリスト

ウィンドウがあります。操作対象とする

ボリュームを選択するため、多くの操作

で、「ソース選択」ウィンドウを使用しま

す。

基本バックアップの「ソース選択」ウィンドウ

これに似たウィンドウの「ボリューム

データベース」ウィンドウは、ボリュー

ムを管理するのに使用できます。「ボ

リュームデータベース」ウィンドウには、

「ソース選択」ウィンドウからは利用でき

ない追加機能がいくつかあります。たと

えば、「ボリュームデータベース」ウイン

ドウのリストは、ボリュームの複雑な切

り換えや選択が可能なように編成されて

おり、そのためのコントロール機能を備

えています。

「ボリュームデータベース」ウィンドウ

これらのウィンドウは、どちらも使い方

は簡単です。目的のボリュームをクリッ

クし、そのボリュームに対する動作をボ

タンかツールバーアイコンで選択します。

（右クリックして、コンテキストメニュー

を使用することもできます。） 
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ここで説明した方法を試すには、「設定」>
「ボリューム」の順にクリックして、「ボ

リュームデータベース」ウィンドウを開

きます。

スクロールボックスにリストされるボ

リュームは、Windows のエクスプローラ

と同様のアウトライン形式で表示されま

す。

ボリュームの表示

「ソース選択」ウィンドウの左側にある + 
と – のアイコンは、Windows のエクスプ

ローラのアイコンと同様の働きをします。

+ アイコンをクリックすると、コンテナ

（333 ページ）またはフォルダ（335 ペー

ジ）の内容が表示されます。– アイコンを

クリックすると、コンテナまたはフォル

ダの内容が非表示になります。サブボ

リュームが定義されている場合にのみ、

このコントロールは表示されます。

ボリュームの選択

ボリュームリストウィンドウで、ボ

リュームをクリックして選択します。選

択は、別のボリュームをクリックすると

解除されます。

前の選択を解除せずにボリュームを選択

するには、Ctrl キーを押しながらボリュー

ムをクリックします。複数のボリューム

を選択するには、この方法を使用します。

Shift キーを押しながらボリュームをク

リックすると、 初に選択したボリュー

ムからそのボリュームまでの全ボリュー

ムが選択されます。この方法は、連続し

た複数ボリュームの選択といいます。

複数を選択できない操作もあります。（た

とえば、複数のボリュームを復元するこ

とはできません。）

次に、これらの選択方法の例を挙げます。

個別または複数の選択を行う方法は、ボ

リュームリストだけではなく、Retrospect 
全体を通じて動作します。

コンテナ

ボリュームリストでは、ボリューム、ク

ライアント、およびグループはマイコン

ピュータ、マイネットワーク、バック

アップクライアント、元ボリュームグ

ループというコンテナで編成されます。

このトップレベルのコンテナのいずれか

を選択すると、そのコンテナ内のすべて

が選択されます。たとえば、バックアッ

プコンピュータに付属するすべてのハー

ドディスクおよびリムーバブルディスク、

それに Retrospect にログインしたすべての

クライアントは、マイコンピュータおよ

びバックアップクライアントのコンテナ

を元ボリュームとして選択するだけで、

簡単にバックアップすることができます。

（1） 初の選択 （2） Iago のクリック
の後

（3） Ctrl キーを押しなが
ら Iago をクリックした
後

（4） Shift キーを押し
ながら Iago をクリッ
クした後
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マイコンピュータ

「マイコンピュータ」コンテナには、ロー

カルドライブボリュームが含まれていま

す。内蔵ハードディスク、メディアをマ

ウントしたリムーバブルディスク、外部

ドライブなどが含まれます。マップされ

たネットワークドライブやネットワーク

ボリュームは含まれません。「マイコン

ピュータ」コンテナには、ローカルな 
SQL データベース、Exchange データベー

ス、および Exchange メールボックスも含

まれています。 

「マイコンピュータ」コンテナ自体を選択

すると、バックアップコンピュータのそ

のコンテナ内のすべてのボリュームを選

択したことになります。ただし、フロッ

ピーディスク、CD-ROM ディスクは除外

されます。

次の「マイコンピュータ」コンテナの選

択例は、解決されるボリュームを示して

います。たとえば、バックアップ操作で、

あるコンテナを選択すると、そのコンテ

ナに含まれているボリュームがバック

アップされます。

マイネットワーク

「マイネットワーク」コンテナには、追加

した共有ボリュームだけが含まれます。

「マイネットワーク」コンテナ自体を選択

すると、含まれるすべての共有ボリュー

ムを選択したことになります。

ボリュームデータベースにネットワーク
ボリュームを追加するには

1. ナビゲーションバーで「設定」>「ボ

リューム」をクリックします。

2.「マイネットワーク」ボタンをクリック

します。 

3. 追加するボリュームまたはフォルダま

で、ネットワークをたどります。

注： 「高度な機能」をクリックして、追

加するボリュームの  UNC パスを直接入力

することもできます。

4. そのボリュームまたはフォルダを選択

し、「追加」ボタンをクリックします。

サーバから要求された場合には、ログイ

ン名とパスワードを入力し、「OK」をク

リックします。

注： ネットワークボリュームへのアクセ

ス権を持つユーザとしてログインするよ

うに Retrospect を設定した場合、再びログ

インを要求されることはありません。詳

しくは、315 ページの「セキュリティ環境

設定」を参照してください。

バックアップクライアント

バックアップクライアントコンテナには、

Retrospect で使用するためにログインに

よって追加したクライアントコンピュー

タが含まれています。また、クライアン

ト自体には 1 つ以上のボリュームが含まれ

ており、クライアントのプロパティウィ

ンドウの「ボリューム」タブ中の設定に

従って、そのボリュームを利用できます。

詳細については、「第 7 章 • ネットワーク

接続クライアント」を参照してください。

この選択例の使用
ボリュームの

内訳

Capulet
Montague
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注： 公開 / 秘密キー方式を使用してバック

アップクライアントデータベースに自動

的に追加された Windows 版 Retrospect クラ

イアントは、デフォルトでバックアップ

クライアントコンテナ内の「Automatically 
Added Clients」フォルダにグループ分けさ

れます。詳しくは、317 ページの「環境設

定の追加」を参照してください。

「バックアップクライアント」コンテナ自

体を選択すると、含まれるすべてのクラ

イアントを選択したことになります。

注： SQL サーバや Exchange サーバをクラ

イアントとして追加していた場合、「バッ

クアップクライアント」コンテナ内にそ

れらのサーバが表示されます。Exchange 
サーバクライアントがある場合には、

「Exchange メールボックス」コンテナも表

示されます。

元ボリュームグループ

元ボリュームグループコンテナには、適

正にグループ化されたボリュームが含ま

れています。グループの定義には、実際

のボリュームは含まれていません。ここ

には、実際のボリューム（マイコン

ピュータ、マイネットワークやバック

アップクライアント内に存在する）の

ショートカットである別名が記述されま

す。 

たとえば、会計部門のボリュームを含む、

会計（Accounting）グループを作成するこ

とができます。後でバックアップスクリ

プトを作成するときは、個々の会計ボ

リュームを選択しなくても、会計グルー

プを選択するだけでグループ内のすべて

のボリュームが認識されます。 

注： 元ボリュームグループは、複製や復

元操作におけるボリュームリストでは使

用できません。

グループの作成：新しいグループを作成

するには、ナビゲーションバーで「設定」

>「グループ」をクリックします。「ボ

リュームデータベース」ウィンドウで、

ツールバーの「新規グループ」をクリッ

クします。ダイアログボックスにグルー

プ名を入力すると、元ボリュームグルー

プコンテナに新規グループが表示されま

す。グループ作成時にハイライト表示さ

れる項目は、すべて新規グループに属し

ます。

グループへのボリューム追加：「マイコン

ピュータ」、「マイネットワーク」、「バッ

クアップクライアント」コンテナからグ

ループに任意の項目をドラッグできます。

ヒント： 元ボリュームグループに含まれ

ているのはボリューム自体ではなく、ボ

リュームへのショートカットであるため、

同じボリュームを複数の元ボリュームグ

ループに追加できます。

グループ項目の整理：グループ内の項目

は、必要に応じて別のグループにドラッ

グします。また、グループ内の項目を整

理するために、項目をグループ内の別の

位置に移動することもできます。

グループの削除：不要なグループ（また

は、項目）を削除するには、そのグルー

プを選択してツールバーの「削除」をク

リックするか、または Delete キーを押し

ます。

フォルダ

フォルダを作成して、ボリュームリスト

ウィンドウに表示される情報を整理する

ことができます。たとえば、バックアッ

プを設定するときにフォルダをバック

アップ元として選択すると、そのフォル

ダ内のすべてのボリュームがバックアッ

プされます。 

注： これらのフォルダは Retrospect 専用の

もので、プログラム外では表示されませ

ん。
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公開 / 秘密キー方式を使用してバックアッ

プクライアントデータベースに自動的に

追加された Windows 版 Retrospect クライア

ントは、バックアップクライアントコン

テナ内の「Automatically Added Clients」
フォルダにグループ分けされます。詳し

くは、317 ページの「環境設定の追加」を

参照してください。

フォルダの作成

新規フォルダを作成するには、ツール

バーの「新規フォルダ」をクリックしま

す。希望のフォルダタイプを選択するよ

う要求されます。この選択によって、新

規フォルダが作成されるのが「マイコン

ピュータ」コンテナであるか、「マイネッ

トワーク」コンテナであるか、「バック

アップクライアント」コンテナであるか

が決まります。タイプを選択して名前を

付けると、 アイコンで表されたフォルダ

がリスト中にボリュームとともに表示さ

れます。ドラッグしてリスト内の順序を

変更できます。

フォルダの整理

任意のボリュームをフォルダ内または

フォルダ外に移動してボリュームのリス

トを整理できます。

フォルダは、ハードディスク上のフォル

ダと同様、多くの項目を非表示にするこ

とで作業域を整理することができます。

たとえば、多くのクライアントを管理し

ている場合は、個々のボリュームを会計

フォルダ、技術フォルダ、製造フォルダ

など、個別の部門フォルダに分類、格納

することで、それらを論理的な順序で整

理することができます。次に、ボリュー

ム選択ウィンドウでフォルダを選択でき

ます。Retrospect は、そのフォルダ内のす

べてのボリュームを選択します。

注： 1 つのボリュームは 1 つのフォルダだ

けに追加可能です。この点は、元ボ

リュームグループの場合（同じボリュー

ムを複数のグループに追加可能）と異

なっています。

フォルダの削除

不要なフォルダを削除するには、その

フォルダを選択してツールバーの「削除」

をクリックするか、または Delete キーを

押します。ただし、削除を実行する前に

フォルダからその内容を移動する必要が

あります。

サブボリューム

ボリューム上のフォルダを、Retrospect 内
ではボリュームとして扱うように定義す

ることができます。サブボリュームとし

て定義したフォルダは、Retrospect の元ボ

リュームや宛先ボリュームなどに指定す

ることができます。サブボリュームは 
Retrospect 以外では機能せず、他のボ

リュームファイルやフォルダにはまった

く影響しません。

1 つのフォルダのファイルだけをバック

アップする場合は、ボリュームを指定し

てカスタム セレクタを使用する代わりに

サブボリュームを利用すると便利です。

ファイルをスキャンする時間が短縮され、

ブラウザに表示されるファイル数も少な

く、必要なメモリも節約できるなどの利

点があります。 

サブボリュームは、システム上の独立し

たボリュームと見なされます。サブボ

リュームとして定義されたフォルダは、

削除したり名前を変えたりすることはで

きません。削除したり名前を変えると、

サブボリュームとして利用できなくなり

ます。
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注： 複数の実行時には、サブボリューム

は親ボリュームの一部と見なされます。

たとえば、同じボリュームに属するサブ

ボリュームを同時にバックアップするこ

とはできません。それを行おうとすると、

ボリュームは連続してバックアップされ

ます。

サブボリュームの定義

ボリュームリストでボリュームを選択し、

ツールバーの「サブボリュームの作成」

をクリックするか、「サブボリューム」ボ

タンをクリックします。選択したボ

リュームのトップレベルにあるフォルダ

が、ダイアログボックスに表示されます。

選択したボリューム内の任意のフォルダ

を指定し、サブボリュームとして定義す

ることができます。これにはフォルダ階

層内に深く階層化されたフォルダも含ま

れます。サブボリュームとして定義する

フォルダを選択し、「定義」をクリックし

ます。現在サブボリュームとしてリスト

ボックスに表示されているフォルダ名を

使用する場合は、「使用」をクリックしま

す。サブボリュームフォルダが、 アイコ

ンでボリュームリストに追加されます。

注： サブボリュームとその親ボリューム

の両方を「元ボリューム」として指定す

ると、別のオブジェクトと見なされます。

ただし、親ボリュームが関与する操作に

は、サブボリュームとして指定したフォ

ルダの内容も含まれます。

定義したサブボリュームを削除するには

1.「ボリュームデータベース」ウィンドウ

からサブボリュームを選択します。

2. ツールバーの「削除」をクリックする

か、Delete キーを押します。 

サブボリュームを削除しても、元のフォ

ルダや、そのフォルダからバックアップ

したファイルの内容は変わりません。

ボリュームユーティリティ

「ボリュームデータベース」ウィンドウと

ボリューム選択ウィンドウでは、ツール

バーに、サブボリュームの作成と削除、

名前を変える、取り出し、消去、リスト

されたボリュームの情報の取得などのコ

マンドがあります。

ヒント： ボリュームリストで右マウスボ

タンをクリックすると、ツールバーと同

じコマンドのメニューが表示されます。

サブボリュームの作成

フォルダをサブボリュームとして定義す

るには、親ボリュームを選び、「サブボ

リュームの定義」アイコンをクリックす

るか、Ctrl キーを押しながら U キーを押し

ます。「サブボリュームの定義」で説明し

たダイアログボックスを使用します。

ライセンス

Retrospect SQL Server Agent または 
Retrospect Exchange Server Agent のライセ

ンスを購入した場合、バックアップする

各サーバにライセンスを適用しなければ
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なりません。ライセンスコードを SQL ま
たは Exchange サーバに適用するには、

サーバを選択してから、ツールバーの

「ライセンス」アイコンをクリックする

か、Alt キーを押しながら L キーを押しま

す。

注： ローカルサーバは、「マイコンピュー

タ」コンテナ内にリスト表示されます。

クライアントサーバは、「バックアックク

ライアント」コンテナ内にリスト表示さ

れます。

プロパティ

ボリュームのプロパティを表示するには、

「プロパティ」アイコンをクリックする

か、Alt キーを押しながら Enter キーを押

します。プロパティには、タイプ、ファ

イルシステム、ボリュームの総容量と空

き容量、および場所が含まれます。 

ログイン資格

ネットワークボリュームや SQL サーバ、

Exchange サーバに関係するすべての操作

を成功させる も確実な方法は、これら

のリソースへのアクセス権を持ったユー

ザとして、Retrospect にログインすること

です。詳しくは 315 ページの「セキュリ

ティ環境設定」を参照してください。

SQL サーバと Exchange サーバのログイン

情報の設定について詳しくは、「付録 A • 
SQL Server Agent」と「付録 B • Exchange 
Server Agent」を参照してください。

ネットワークボリュームへのアクセス権

を持たないユーザとして Retrospect にログ

インしている場合に、ネットワークボ

リュームを使用する基本操作を実行する

必要があるときには、「ログイン名」ボタ

ンを使用します。「ボリュームデータベー

ス」リストでボリュームを選択し、ツー

ルバーの「ログイン名」アイコンをク

リックし、ユーザ名とパスワードを入力

します。

注： そのボリュームを使った自動操作は

機能しません。

名前を変える

ボリュームまたはサブボリュームの名前

を変えるには、ボリュームを選び、「名前

を変える」アイコンをクリックするか、

Ctrl キーを押しながら R キーを押します。

表示されるダイアログボックスに新しい

名前を入力します。

取り出し

リムーバブルメディアをドライブから取

り出すには、ボリューム名を選び、「取り

出し」アイコンをクリックするか、Ctrl 
キーを押しながら J キーを押します。

削除

リストからボリュームまたはサブボ

リュームを削除するには、ボリュームを

選択し、ツールバーの「削除」をクリッ

クするか、「削除」をクリックします。

ハードディスクや挿入されたカートリッ

ジなど、現在アクティブなボリュームは

削除できません。サーバを削除すると、

そのデータベースと定義されたサブボ

リュームが削除されます。

消去

ボリュームの内容を消去するには、ボ

リュームを選び、「消去」をクリックする

か、Ctrl キーを押しながら E キーを押しま

す。ボリューム内の全ファイルが削除さ

れるので、注意してください。

ブラウザ

「ボリュームデータベース」ウィンドウに

は、「参照」ボタンがあります。ボリュー

ムの内容を表示して作業するには、その

ボリュームを選択し、「参照」ボタンをク

リックしてブラウザを開きます。ボ

リュームの参照については、340 ページの

「ブラウザ」で詳しく説明します。
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Windows ボリュームのマウントポイン
ト（NTFS マウントされたドライブ）

Windows 2000 と Windows XP では、空の

フォルダをボリュームのマウントポイン

トとして指定できます。ボリュームのマ

ウントポイントは、別のドライブにアク

セスするための一種のゲートウェイです。

概要と設定の方法については、Windows 
2000/XP のヘルプの索引で、「マウントさ

れたドライブの概要」と、「NTFS フォル

ダとしてボリュームをマウントするには」

を参照してください。

外観と構成

Windows エクスプローラでのマウントポ

イントは、ドライブアイコンで表示され、

そのドライブにアクセスできるフォルダ

名が名前として表示されます。マウント

ポイントは、階層としては、ドライブ内

のドライブとして表示されます。マイコ

ンピュータの他のドライブと同じレベル

には表示されません。

親ボリューム C:Windows エクスプローラでの

Retrospect のマウントポイントは、ドライ

ブアイコンで表示され、名前としてドラ

イブラベルが表示されます。Retrospect の
「ボリュームデータベース」ウィンドウと

ボリューム選択ウィンドウでは、マウン

トされたドライブは「マイコンピュータ」

コンテナ内の他のドライブと同じ階層レ

ベルに表示されます。

Retrospect で利用可能なマウントされたボリューム

Retrospect のボリュームブラウザウィンド

ウでは、マウントポイントの親ボリュー

ムをブラウズすると、マウントポイント

は実際と同様に単に空のフォルダとして

表示されます。

Retrospect ブラウザでのマウントポイントの親
ボリューム

ロジックと機能

Retrospect では、マウントされたボリュー

ムは識別可能なボリュームと見なされ、

親の NTFS ボリュームのフォルダやサブボ

リュームとしては見なされません。マウ

ントポイントを通じてアクセスするボ

リュームをバックアップするには、

Retrospect でマウントされたドライブを選

択しなければなりません。マウントポイ

ントフォルダを含む親ドライブを選択し

た場合や、そのフォルダ自体を選択した

場合には、バックアップされません。

Retrospect でマウントポイントとして使用

されるフォルダの親ボリュームをバック

アップすると、スナップショット内のマ

ウントポイントフォルダはバックアップ

に含まれますが、マウントされたボ

リュームのファイルとフォルダは含まれ

ません。

Retrospect をスナップショットから復元す

ると、マウントポイントフォルダと、

Windows でマウントパスを通じてボ

リュームにアクセスするために必要な情

報が復元されます。（これは、アクセスす

るドライブが元の状態で存在するかどう

かに依存しています。元の状態ではない

場合、フォルダは復元されますが、マウ

ントポイントは復元されません。）マウン

トされたボリュームにファイルとフォル

ダを復元するには、Retrospect で他のドラ
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イブを復元する場合と同様に、別個のド

ライブとして選択して復元します。

ブラウザ

ブラウザは、元ボリュームや宛先ボ

リュームのファイルやフォルダを表示、

選択、操作できる Retrospect の強力なツー

ルです。ブラウザウィンドウでは、

Windows のエクスプローラと同様のファ

イル管理機能に加え、Retrospect 独自の機

能が利用できます。

ブラウザでは、ボリュームの内容を一覧

できるので、ボリューム全体を一度に操

作することができます。異なるフォルダ

から、複数のファイルを簡単に選択でき

ます。フォルダ階層ではなく、ブラウザ

をフラットファイル構造でも表示できま

す。

ブラウザでは、バックアップ、復元、複

製、コピーの対象として選択したファイ

ルを参照することができます。また、ブ

ラウザを " スタンドアロン " 方式で用いて

ボリュームの内容を表示、管理すること

ができます。バックアップ、復元、複製、

およびコピー操作では、指定したセレク

タで選択したファイルをブラウザで表示

して、マークおよびマーク解除すること

ができます。

ブラウザウィンドウは原則的にいくつで

も開くことができるので、同一ボリュー

ムの異なるブラウザを表示できます。ブ

ラウザウィンドウを開いたまま、他の 
Retrospect 動作を実行し、ブラウザウィン

ドウと Retrospect ウィンドウを切り替える

ことも可能です。

それぞれのブラウザウィンドウで、

Retrspect にはツールバーがあります。

ツールバーには、ブラウザリストのフォ

ルダやファイルを検索、選択、管理する

コマンドがあります。（右クリックして、

コンテキストメニューを使用することも

できます。） 

スタンドアロンブラウザの表示

ボリュームのスタンドアロンブラウザを

表示するには、「設定」>「ボリューム」の

順にクリックします。使用可能なボ

リュームの名前をリストした「ボリュー

ムデータベース」ウィンドウが表示され

ます。ボリュームを選択して、「参照」を

クリックします。選択したボリュームが

検索され、そのボリュームに含まれるす

べてのフォルダおよびファイルをリスト

したブラウザウィンドウが表示されます。

バックアップセットのスタンドアロンブ

ラウザの表示については、274 ページの

「セッションの内容の表示」を参照してく

ださい。スナップショットのスタンドア

ロンブラウザの表示については、305 ペー

ジの「「スナップショット」タブ」を参照

してください。

操作中にブラウザを表示する

基本バックアップ、復元、複製、コピー

などの操作中にブラウザを表示するには、

各サマリウィンドウの「選択したファイ

ル」ボタンか、「プレビュー」ボタンをク

リックします。各元ボリュームのブラウ

ザウィンドウが表示されます。

ブラウザとスクリプト

スクリプトはスケジュールされた時刻に

自動実行されるので、スクリプト内でブ

ラウザを使用することはできません。ス

クリプトの編集時と実行時では、ボ

リュームの内容が変わっていることがあ

るため、ブラウザの使用は適していませ

ん。

ブラウザについて

ブラウザウィンドウには、選択したボ

リュームのフォルダとファイルが階層化

されたファイルリストとして表示されま

す。
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リストの先頭、つまり階層のトップレベ

ルには、ボリューム名が表示されます。

フォルダの左側には + と – のコントロール

があり、+ をクリックするとフォルダの内

容が表示されます。– をクリックすると、

フォルダの内容が非表示になります。

フォルダを開いているときは、フォルダ

を閉じているとき とは別のアイコン

になります。

フォルダの内容を表示しない場合（左）とフォルダ
の内容を表示した場合（右）

ウィンドウの左側には、各フォルダの概

要をグラフィックで示したスクロールタ

イプのフォルダインデックスが表示され

ます。フォルダインデックスをクリック

すると、対応するファイルリストがウィ

ンドウの右側に表示されます。インデッ

クスの上には、ファイルリスト内で現在

選択されている項目のパス名が表示され

ます。閉じたフォルダの点線はグレイで

表示され、開いたフォルダは黒で表示さ

れます。

ウィンドウの右上には、ハイライト表示

またはマーク付けされたファイルの数と

総サイズを示す数値が表示されます。

ファイルやフォルダの選択

ブラウザウィンドウでは、操作の対象と

なるファイルやフォルダを選択します。

ファイルリストの項目で、目的のファイ

ルをクリックして選択してください。連

続したファイルやフォルダを選択するに

は、選択する範囲をドラッグするか、Shift 
キーを押しながらクリックします。連続

していない項目を選択または選択解除す

るには、Ctrl キーを押しながらクリックし

ます。全項目を一括して選択するには、

「編集」メニューの「すべてを選択」を選

択します。ファイルをダブルクリックす

ると、ファイルの選択（強調）とマーク

が同時にできます。マーク付けについて

は、「ファイルやフォルダのマーク付け」

で後述します。

詳細情報の表示

Retrospect には、選択したファイルやフォ

ルダの詳細を参照できる「プロパティ」

コマンドがあります。

ファイルやフォルダの情報を見るには

1. ブラウザから、詳細を知りたいファイ

ルやフォルダを選択します。

2. ツールバーの「プロパティ」をクリッ

クします。 

選択したファイルやフォルダごとに、詳

細を示す「プロパティ」ウィンドウが表

示されます。
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ファイルやフォルダのマーク

マークしたファイルやフォルダは、バッ

クアップ、アーカイブ、複製、復元など

の操作対象になります。実行時には、セ

レクタの検索基準に基づいてファイルが

マークされますが、どのファイルがマー

クされたかは、ブラウザを使わないとわ

かりません。ブラウザでは、ファイルや

フォルダのリストを参照できるだけでな

く、個別にマークおよびマーク解除する

ことができます。

マークされたファイルは、操作の実行時

に Retrospect に評価させるファイルを示し

ます。マークされたファイルすべてが、

バックアップや複製や復元されるわけで

はありません。たとえば、Retrospect の初

期設定を使ったバックアップ中、マーク

したファイルに関係なく、新しいファイ

ルと修正されたファイルだけがバック

アップされます。ブラウザリストの中で、

宛先にすでに存在する元ファイルの隣に

はひし形のアイコンが表示されます。こ

れらのファイルは、宛先に再びコピーさ

れることはなく、時間とメディア容量が

節約されます。

ブラウザでマークを付けるには、ファイ

ルとフォルダを選択してから、左の

チェックボックスをクリックします。

マークを取り消すには、チェック済みの

チェックボックスをクリックします。

マークとマーク解除は、ファイルやフォ

ルダをダブルクリックして行うこともで

きます。

ハイライトされた他の項目に影響を与え

ないように項目のマーク付けあるいは

マーク解除を行うには、Ctrl キーを押した

ままクリックします。

1 つのフォルダに対するマークやマーク解

除は、そのフォルダとフォルダ内の全

ファイルに対して実行されます。たとえ

ば、1 つのフォルダをバックアップ対象と

してマークするには、ファイルリストの

先頭にあるボリューム名をダブルクリッ

クし、いったん、すべてのファイルを

マーク解除します。次に、バックアップ

するフォルダにスクロールし、フォルダ

アイコンをダブルクリックします。する

と、そのフォルダとそのフォルダ内のす

べてのファイルがマークされます。

ブラウザウィンドウのツールバーには、

ウインドウ内でハイライト表示やマーク

付けを行うための次のコマンドがありま

す。

「マークをハイライトに」は、マークされ

たファイルをハイライトにします。Ctrl 
キーを押さずにクリックまたはダブルク

リックすると、マークした項目のハイラ

イトが解除されます。このコマンドは、

再度ハイライトする場合に役立ちます。

「相互参照」により、指定のファイルに関

連するファイルを同じハードディスクま

たはセッション内で探すことができます。

たとえば、複製ファイルや同じファイル

の旧バージョンを検出でき、またオリジ

ナルファイルの名前を変更して作成した

ファイルを検出することもできます。こ

のコマンドは相互参照ファイルをハイラ

イトしますが、マークはしません。

表示形式の選択

ブラウザウィンドウのツールバーコマン

ドの「階層 / ソート表示」ボタンをクリッ

クすると、ボリュームの内容の表示方法

が変わります。

階層形式では、ファイルとフォルダがボ

リュームに保存されている階層構造と同

じ構造で表示されます。ブラウザウィン

ドウをはじめて表示するときは、このデ

フォルトレイアウトが使用されます。

整列ファイル形式では、フォルダの指定

が破棄されて、選択されたボリューム内

のすべてのファイルが単一リスト（フ

ラットファイル構造）で表示されます。 
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ツールバーのリストボックスでは、どち

らのレイアウトの場合も、ブラウザウイ

ンドウに表示するファイル情報のタイプ

を指定できます。フラグ、名前、サイズ

は常に表示されます。 後の情報として、

修正日時または属性を選択できます。

整列されたファイルレイアウトでは、列

の見出しをクリックして、リストの整列

基準を選択できます。もう一度クリック

すると、整列順序が逆になります。ファ

イルは通常通り昇順に並べ替えられます。

たとえば、「サイズで並べ替え」を選択す

ると、ファイルリストの先頭に も小さ

いファイルが表示され、リストの末尾に

も大きなファイルが表示されます。

ファイルの検索

「編集」メニューには、ボリューム上の特

定のファイルやフォルダを探す「検索」

という項目があります。 

注： 「ファイルの検索」による復元では、

以下に示すものと同じウィンドウを使用

します。

「検索」ウィンドウ（基本選択表示）

この基本検索ウィンドウでは、ファイル

またはフォルダ名を第一の検索基準と見

なします。「追加選択」をクリックして、

他の基準を使用するカスタムセレクタを

作成できます。Retrospect セレクタは、セ

レクタ詳細ウィンドウと同じウィンドウ

で作成できます。 

「検索」ウィンドウでの検索基準の作成に

ついては、345 ページの「セレクタの使い

方」を参照してください。

テキスト入力フィールドに、検索する文

字列を入力します。「大文字と小文字を区

別する」チェックボックスをクリックし

ていない限り、大文字と小文字は区別さ

れません。

「ファイル」と「フォルダ」のチェック

ボックスを使用すると、検索中にファイ

ルとフォルダを対象にしたり無視したり

できます。フォルダを対象にするときに

は、「フォルダ（階層を含む）」をチェッ

クして、他のフォルダ内にあるファイル

を含めて、見つかったフォルダに含まれ

るすべてのフォルダを選択します。

「する / しない」リストボックスを使用し

て、検索ロジックを制御します。「する」

では含め、「しない」では除外します。た

とえば、「しない」を選択してファイル名

を検索すると、指定文字を含まない名前

のファイルとフォルダがすべて検索され

ます。

他のリストボックスを使用して、名前で

の検索テキストの位置を指定します。指

定文字が名前の先頭にあるものを探す場

合は「で始まる」、末尾の場合は「で終わ

る」、先頭から末尾までを検索する場合は

「を含む」と指定します。指定文字と完全

に一致し、それ以外の文字が含まれない

名前だけを検索する場合は「一致」を選

択します。また、検索テキストのパター

ンに一致する（一致パターン）名前を指

定できます。パターン一致の場合、任意

の 1 文字と一致させるにはワイルドカード

文字 ? を使用します。複数の文字と一致さ

せるには、ワイルドカード文字 * を使用し

ます。

検索ウィンドウの検索基準を編集してか

ら「OK」をクリックすると、検索基準に

該当するすべてのファイルとフォルダが
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ハイライトされます。操作で使用するた

めに、ハイライトされたファイルにマー

クを付けることができます。

ファイルリストの印刷またはエクス
ポート

ブラウザウィンドウがアクティブなとき

は、ファイルリストの内容を印刷したり、

ファイルにエクスポートしたりすること

ができます。印刷するには、「ファイル」

メニューから「プリント」を選択します。

「用紙設定」を使ってサイズを縮小する

と、ブラウザが複数の列で印刷されるの

で、ページ数を少なくすることができま

す。テキストファイルにエクスポートす

るには、「ファイル」メニューから「エク

スポート」を選択します。Retrospect は表

示フォーマットにかかわりなく、ファイ

ル名、サイズ、作成日付、作成時刻、修

正日付、修正時刻、バックアップ日付、

バックアップ時刻、Mac OS のタイプ、

Mac OS のクリエータ、バックアップセッ

ト（あれば）、およびパスの順で、フィー

ルドをエクスポートします。

選択対象のコピー、ペースト

選択対象は、ブラウザウィンドウ間でコ

ピーできます。選択対象をコピーすると、

ファイルとパス名の情報だけがコピーさ

れ、ファイル自身はコピーされません。

この機能は、スタンドアロンブラウザ

ウィンドウから、復元操作中などに表示

されるブラウザウィンドウに選択対象を

コピーする際に役立ちます。

注： 他のアプリケーションや文書には

ペーストできません。

ブラウザウィンドウ間で選択対象をコピー
するには

1. ファイルおよびフォルダを選択し、「編

集」メニューから「コピー」を選択し

ます。 

2. 同じボリュームのブラウザウィンドウ

を開きます（または全面に配置しま

す）。

3.「編集」メニューから「ペースト」を選

択します。

選択対象が新規ブラウザウィンドウに

ペーストされ、他のブラウザウィンドウ

に選択、コピーされたファイルおよび

フォルダ（同じフォルダ階層内にある）

と同じものだけがハイライトされます。

選択対象をセレクタとして保存

選択したファイルおよびフォルダをセレ

クタとして保存しておき、同じボリュー

ムでバックアップや復元操作などを行う

ときにそのセレクタを使ってファイルを

再度選択することができます。

注： 選択対象をセレクタとして保存する

前に、345 ページの「セレクタの使い方」

に説明されているカスタムセレクタの作

成を検討してください。カスタムセレク

タはいつでも簡単にレビューまたは変更

することができます。ブラウザの「ハイ

ライトを保存」コマンドで作成するセレ

クタは、あまり柔軟性がありません。

選択対象をセレクタとして保存するには

1. セレクタに適用するファイル / フォルダ

を選択します。

2. ツールバーから「ハイライトを保存」

をクリックします。

選択しているファイル数と、パス名が適

合した場合にこのセレクタによって選択

されるファイル数がこのウィンドウに表

示されます。 
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3. リストボックスを使用して、保存され

たセレクタで含めるか除外するかを指

定します。 

このウィンドウには、343 ページの「ファ

イルの検索」で説明した検索ウィンドウ

と同じようなファイルとフォルダのオプ

ションもあります。

4.「OK」をクリックしてから、セレクタ

名を入力して新しいセレクタを保存し

ます。

ボリュームの再検索

「ファイル」メニューの「更新」を選択し

て、ブラウザウィンドウの内容を更新す

ることができます。たとえば、ボリュー

ムのブラウザウインドウを開いていると

きに（Windows のエクスプローラやその

他のブラウザウインドウ内で）ボリュー

ムに変更を加える場合は、この機能が役

に立ちます。

「更新」は、Retrospect で直接ボリューム

を使用しているときだけ「ファイル」メ

ニューに表示されます。たとえば、バッ

クアップセットを参照しているときは、

ボリュームを再検索できません。

ファイルの削除

Retrospect ブラウザでは、「削除」コマン

ドでファイルをボリュームから削除する

ことができます。これは、特定のファイ

ルを Windows のデスクトップのごみ箱に

捨てて、ごみ箱を空にする操作です。

注： Retrospect では、バックアップセット

からファイルを削除することはできませ

ん。

ファイルを削除するには

1. ファイルリストから削除したい 1 つま

たは複数のファイルを選択します。

2. ツールバーの「削除」をクリックしま

す。 

ダイアログボックスが表示されたら、指

定したファイルだけを削除するか、指定

したファイルとファイルの削除によって

空になるフォルダも削除するか選択しま

す。 

3. どちらかを選択したら、「OK」をク

リックします。

指定されたファイルはボリュームから完

全に削除されます。

警告： 削除コマンドを実行した場合は、

「元に戻す」コマンドでその操作を取り消

すことはできません。またごみ箱から

ファイルを取り出すこともできません。

ファイルが削除されると、取り戻すこと

はできません。

ブラウザウィンドウのツールバーでは、

Retrospect でボリュームをダイレクト使用

しているときだけ「ディスクから削除」

が使用可能です。たとえば、バックアッ

プセットを参照しているときは、ファイ

ルを削除できません。

セレクタの使い方

基本操作と自動操作でセレクタを使用し、

操作に組み込むファイルやフォルダの種

類を指定できます。セレクタを使用して

特定のフォルダやフォルダを選択するこ

とで、操作に必要な時間やメディアを制

限できます。

セレクタでは、名前、日付、タイプ、ま

たはサイズなど、ほぼどの基準を用いて

もファイルを選択できます。Retrospect に
は組み込みのセレクタがたくさんあり、

カスタムセレクタを作成することもでき

ます。たとえば、2004 年の 10 月 15 日以降

に変更されたすべてのテキスト文書を選

択するセレクタなどを作成できます。

セレクタでマークされたファイルは、必

ずしも宛先にコピーされるとは限りませ

ん。セレクタを用いたコピー操作（バッ

クアップなど）は、照合機能によりス
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マートな、すなわちプログレッシブな操

作となります。各セレクタは、「このファ

イルを選択してください。ただし、宛先

ボリュームにそのファイルが存在する場

合はそれをコピーしないでください」と

いうことを暗に示しています。

注： Retrospect のセレクタで空のフォルダ

を選択することはできません。

セレクタウィンドウ

セレクタウインドウで、セレクタを作成

または変更することができます。

セレクタウィンドウを表示するには、「設

定」>「セレクタ」を順にクリックしま

す。セレクタウィンドウには、すべての

組み込みセレクタとカスタムセレクタが

一覧されます。

セレクタウィンドウには、セレクタを使

用するためのボタンが 2 つあります。

「新規」では、新しいセレクタを作成しま

す。

「編集」では、セレクタの新しい条件を追

加するか、または既存の条件を変更しま

す。

セレクタの詳細ウィンドウには、次のコ

マンドを備えたツールバーがあります。

「新規フォルダ」は、セレクタを整理する

ためのフォルダコンテナを作成します。

「複製」は、現在ハイライトされているセ

レクタをコピーします。

「名前を変える」は、現在ハイライトされ

ているセレクタの名前を変更します。

「エクスポート」では、セレクタをファイ

ルにエクスポートできます。たとえば、

バックアップコンピュータの Retrospect で
使用するカスタムセレクタを作成した後、

そのセレクタをエクスポートして、第二

のバックアップコンピュータ上で動作し

ている別の Retrospect で使用できます。

「インポート」では、セレクタをファイル

からインポートできます。

「削除」は、現在ハイライトされているセ

レクタを削除します。

ヒント： セレクタリストで右マウスボタ

ンをクリックすると、ツールバーとウィ

ンドウのボタンと同じコマンドのメ

ニューが表示されます。

組み込みセレクタ

Retrospect には、あらかじめファイル選択

条件が定義されたいくつもの組み込みセ

レクタがあります。

注： 一部のセレクタとセレクタ条件の動

作は、Windows、Mac OS、NetWare、
UNIX の各ボリュームで異なります。以下

の説明では、組み込みセレクタによる 
Windows ボリュームの処理に焦点を当て

ています。他のオペレーティングシステ

ムへのセレクタの効果については、セレ

クタをダブルクリックして、表示される

詳細情報を閲覧するか、Windows 以外の

ボリュームにセレクタを適用して、効果

をチェックしてください。チェック方法

については、354 ページの「「セレクタ」

ツールバー」を参照してください。
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Retrospect には、以下の組み込みセレクタ

があります。

「すべてのファイル」は、オペレーティン

グシステムフォルダを含め、元ボリュー

ム上の全ファイルにマークをつけます。

「すべてのファイル」は、デフォルトのセ

レクタです。

「キャッシュ以外の全ファイル」は、Web 
ブラウザなどの特定のアプリケーション

で使われるキャッシュファイルを除き、

元ボリューム上の全ファイルをマークし

ます。キャッシュファイルは大きな場合

が多く、復元には必要ありません。

「アプリケーション」は、実行可能アプリ

ケーション（.exe）とコードライブラリ

（.dll）だけにマークを付けます。ただし、

システムフォルダ内のアプリケーション

は除外されます。

「書類」は、実行可能アプリケーション

（.exe）、またはコードライブラリ（.dll）で

はないファイルで、「Program Files」フォ

ルダまたはオペレーティングシステムの

フォルダ内にないファイルにマークを付

けます。「デスクトップ」フォルダと「お

気に入り」フォルダ内のファイルは除外

されます。

「ドキュメントと設定」は、Documents and 
Settings フォルダ内のファイルにマークを

付けます。このフォルダ内には、各ユー

ザの「マイドキュメント」、「お気に入

り」、「Application Data」、「デスクトップ」

などのフォルダがあります。

注： Windows 9x システムの場合、「ドキュ

メントと設定」セレクタは「Profiles」
フォルダにマークを付けます。

Mac OS X では、このセレクタは Users 
フォルダと Library/Preferences フォルダに

マークを付けます。

「動画」は、元ボリュームの各所にある、

一般的な動画ファイル拡張子（.mov など）

を持つ各ファイルにマークを付けます

（「Windows」フォルダと「Program Files」
フォルダ内のファイルを除く）。さらに、

各ユーザの「マイドキュメント」フォル

ダ内の、「My Videos」フォルダと

「Movies」フォルダにあるすべてのファイ

ルにもマークを付けます。

「音楽」は、各ユーザの「マイドキュメン

ト」フォルダ内の「My Music」フォルダ

にあるすべてのファイルにマークを付け、

元ボリュームの各所にある、一般的な動

画ファイル拡張子（.mp3 など）を持つ各

ファイルにもマークを付けます

（「Windows」フォルダと「Program Files」
フォルダ内のファイルを除く）。さらに、

各ユーザの Music フォルダが存在する場合

は、そのフォルダにもマークを付けます

（Mac OS X、Windows 共通）。

「ファイルなし」は、ファイルにマークを

付けません。

「Office ドキュメント」は、元ボリューム

の各所にある Microsoft Office 文書、

Microsoft Outlook データ、および Adobe 
PDF ファイルにマークを付けます

（「Windows」フォルダと「Program Files」
フォルダ内のファイルを除く）。

「オペレーティングシステムとアプリケー

ション」は、Windows フォルダやシステ

ム状態などのシステムファイルにマーク

を付けます。また、アプリケーション

ファイル（「Program Files」フォルダ内の

項目を含む）、および元ボリュームの各所

にある、既知のアプリケーション拡張子

（.exe、.dll など）を持つ各ファイルにも

マークを付けます。 

「OS フォルダ」は、オペレーティングシ

ステムのフォルダ内のファイルにマーク

を付けます。UNIX では、このセレクタは

ファイルにマークを付けません。



348 RETROSPECT ユーザガイド

「写真」は、各ユーザの「マイドキュメン

ト」フォルダ内の、「My Pictures」フォル

ダにあるすべてのファイルにマークを付

け、また、ディスク上の各所にある、一

般的な画像ファイル拡張子（.jpg など）を

持つ各ファイルにもマークを付けます

（「Windows」フォルダと「Program Files」
フォルダ内のファイルを除く）。さらに、

各ユーザの Pictures フォルダが存在する場

合は、そのフォルダにもマークを付けま

す（Mac OS X、Windows 共通）。

「Retrospect ファイル」は、カタログ、ロ

グ、設定、および Retrospect に関連する他

の書類にマークを付けます。UNIX では、

このセレクタはファイルにマークを付け

ません。

「すべてのファイル」は、基本操作やスク

リプトで使用されるデフォルトのセレク

タです。完全にバックアップするために

このセレクタを使用してください。

組み込みセレクタの詳細を表示するには、

セレクタ ウィンドウでセレクタをクリッ

クして、「編集」をクリックします（また

は、セレクタをダブルクリックします）。

セレクタの条件を示すウィンドウが表示

されます。

セレクタを構成する条件を理解するには、

「セレクタの条件」の説明が役立ちます。

セレクタの条件

セレクタは複数の条件の組み合わせから

構成されており、これらの条件の基準を

満たすファイルやフォルダが選択対象に

組み入れられるか、対象から除外されま

す。Retrospect には多数の詳しい条件が用

意されており、それらを組み合わせて複

雑なセレクタを作成できます。

セレクタ条件を表示または修正するには、

セレクタウィンドウでセレクタを選択し

てから、「編集」をクリックします。セレ

クタ詳細ウィンドウが表示されます。こ

のウィンドウには、特定のファイルや

フォルダを選択対象に含めるための条件

を追加するセクションと、対象から除外

するための条件を追加するセクションが

あります。

見出し部分の「選択」または「除外」の

下にある + ボタンをクリックすると、条件

ウィンドウが表示されます。
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条件ウィンドウの左側に沿って、利用可

能な条件の分類が次のように一覧されま

す。

• 一般的なセレクタ条件

• Windows のセレクタ条件

• Mac OS のセレクタ条件

• UNIX のセレクタ条件

• NetWare OS セレクタ条件

• メールボックスのセレクタ条件

一般的なセレクタ条件

一般的な条件は、サポートしているすべ

てのファイルシステムで動作します。以

下の条件を使用して、自分専用のセレク

タを作成できます。

「属性（一般）」では、Retrospect のマーク

された属性と一致する属性に加えて、読

み取り専用の属性と非表示の属性を使用

します。

「クライアント名（一般）」では、

Retrospect のクライアントデータベースか

らの名前を条件として使用します。

「日付（一般）」では、作成日、変更日、

またはバックアップ日を条件として使用

します。

「ファイルシステム（一般）」では、元ボ

リュームのファイルシステムを条件とし

て使用します。 

「ログイン名（一般）」では、ファイルを

共有している所有者の名前、グループ名、

またはログイン名を条件として使用しま

す。

「名前（一般）」では、ファイル名または

フォルダ名を条件として使用します。

「セレクタ（一般）」では、他のセレクタ

を条件として使用します。

「容量（一般）」では、ファイルまたは

フォルダのサイズを条件として指定でき

ます。

「ボリューム名（一般）」では、ボリュー

ム名を条件として使用します。Windows 
のボリュームでは、プロパティに表示さ

れるボリュームラベルです。ドライブ文

字ではありません。

Windows のセレクタ条件

Windows の条件は、FAT および NTFS ファ

イルシステムで動作します。以下の条件

を使用して、自分専用のセレクタを作成

できます。

「属性（Windows）」では、アーカイブ、

システム、暗号化、オフラインフラグを

条件として使用します。

「日付（Windows）」では、Windows 固有

の日付属性を条件として使用します。

「ドライブ文字（Windows）」では、元ボ

リュームのドライブ文字を条件として使

用します。

「パス（Windows）」では、ファイルまた

はフォルダへのパスを条件として使用し

ます。フォルダ階層は、「¥」文字で表さ

れます。

「特別なフォルダ（Windows）」では、

Volume Root、Documents and Settings など、

システムで定義されている特定のフォル

ダを条件として使用します。

Mac OS のセレクタ条件

Mac OS の条件は、HFS および HFS+ ファ

イルシステムで動作します。以下の条件

を使用して、自分専用のセレクタを作成

できます。

「属性（Mac OS）」では、ファイル属性

（ファイルの使用中、別名、ロックされた

名前、ひな形、カスタムアイコン）を条

件として使用します。
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「ファイルの種類（Mac OS）」では、ファ

イルクリエータとタイプを条件として使

用します。

「ラベル、アイコンの色（Mac OS）」で

は、ファイルまたはフォルダのラベルを

条件として使用します。Finder の「ラベ

ル」メニューまたはサブメニューには、7 
つのラベル、カラー（モニタにカラーと

グレースケールが表示されている場合）、

および「なし」オプションがあります。

このウィンドウの各チェックボックスは、

「ラベル」メニューの各項目の位置に対応

しており、実際のカラーまたはラベル名

には対応していません。

「パス（Mac OS）」では、ファイルまたは

フォルダへのパスを条件として使用しま

す。Mac OS X と Mac OS 9（およびそれ以

前のバージョンの Mac OS）では、パス名

の区切り文字としてコロン（:）を使用し

てください。パス名にはボリュームを含

める必要があります。

「許可（Mac OS）」は、ユーザ、グルー

プ、その他に対する読み取り、書き込み、

実行パーミッションです。Mac OS X の
ファイル / フォルダパーミッションは、条

件に正確に一致します（* をワイルドカー

ドとして使用）。たとえば、ユーザ、グ

ループ、またはその他が書き込みできる

すべてのファイルを選択するには、3 つの

別個の 「OR」条件を作成しなければなり

ません。*w*******、****w****、および 
*******w* です。

「特別なフォルダ（Mac OS）」では、

Volume Root、Control Panels フォルダなど、

システムで定義されている特定のフォル

ダを条件として使用します。この条件は、

Mac OS 9 およびそれ以前のバージョンの 
Mac OS 専用です。

UNIX のセレクタ条件

UNIX OS の条件は、UNIX ファイルシステ

ムで動作します。以下の条件を使用して、

自分専用のセレクタを作成できます。

「属性（UNIX OS）」では、ファイル属性

（シンボリックリンクフラグ設定）を条件

として使用します。

「日付（Unix OS）」:UNIX 固有の日付属性

です。

「パス（Unix OS）」は、ファイルまたは

フォルダへのパスです。フォルダ階層は、

「/」文字で表されます。

「許可（Unix OS）」は、ユーザ、グルー

プ、その他に対する読み取り、書き込み、

実行パーミッションです。UNIX のファイ

ル / フォルダパーミッションは、非常に正

確に条件に一致します。（* をワイルド

カードとして使用できます。）たとえば、

ユーザ、グループ、またはその他が書き

込みできるすべてのファイルを選択する

には、3 つの別個の 「OR」条件を作成し

なければなりません。*w*******、
****w****、および *******w* です。

NetWare OS セレクタ条件

NetWare OS の条件は NetWare ファイルシ

ステムと連携します。以下の条件を使用

して、自分専用のセレクタを作成できま

す。

日付（NetWare OS）により、アクセス日

時やステータスが変更された日時に基づ

いて、バックアップにファイルやフォル

ダを含めたり除外したりするセレクタを

作成することができます。 

パス（NetWare OS）により、NetWare サー

バ上の場所に基づいて、バックアップに

ファイルやフォルダを含めたり除外した

りするセレクタを作成することができま

す。 
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ヒント： バックアップからフォルダを除
外するには、220 ページの「NetWare クラ

イアントのコマンドライン」に説明する 
retroclt -exclude オプションを使用し

ます。 

メールボックスのセレクタ条件

メールボックスの条件は、Exchange メー

ルボックスをバックアップまたは復元す

るときに使用できます。

「Sender」では、メッセージの送信者を条

件として使用します。

条件の操作

各条件タイプには、条件の詳細を入力ま

たは指定できる専用のコントロールがあ

ります。

条件を追加または変更すると、それがセ

レクタ詳細ウィンドウに表示されます。

+ 条件ボタンをクリックして、複数の条件

をセレクタに追加できます。条件間の関

係は + ボタンの場所によって決まり、

AND 演算子を使って条件を追加する場合

と、OR 演算子を使って条件を追加する場

合があります。+ ボタンをクリックして条

件ウィンドウを開くと、演算子のタイプ

が表示され、新規条件の AND をとってい

るのか、OR をとっているのかがわかりま

す。

AND 演算子では、複数の条件を結合して、

その条件を満たすファイルまたはフォル

ダを選択することができます。各条件は、

「選択」および「除外」領域のそれぞれの

終条件を除き、AND 演算子を使用しま

す。

OR 演算子では、複数の条件を結合して、

少なくとも 1 つの条件を満たす（必ずしも

すべての条件を満たす必要はない）ファ

イルまたはフォルダを選択することがで

きます。「選択」および「除外」領域のそ

れぞれの 終条件は、必ず OR 演算子を使

用します。

この機能をよく理解するために、352 ペー

ジの「カスタムセレクタの作成」を参照

して各条件を自分で試してみてください。

このボタンをクリックして「AND」条件を「名前」
条件に追加します。

このボタンをクリックして「OR」条件を
「除外」領域に追加します。
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条件の例

以下の表には、カスタムセレクタの一例

と、それを特定のファイルに適用したと

きの効果が示されています。

条件の規則

セレクタの適用時には、常に「除外」文

が「選択」文より優先されます。たとえ

ば、セレクタに、プロファイルフォルダ

を含む文と OS フォルダを除外する文があ

る場合、プロファイルフォルダ内のファ

イルはマークされません。

カスタムセレクタの作成

Retrospect では、ファイル / フォルダの

適な選択を実行できるセレクタを簡単に

作成することができます。カスタムセレ

クタを習得するのに も良い方法は、カ

スタムセレクタを作成することです。以

下の例では、特定のアプリケーションと 
Games フォルダをバックアップ対象から

除外するカスタムセレクタを作成します。

新規セレクタの作成

ナビゲーションバーの「設定」> 「セレク

タ」ボタンを順にクリックしてから、「新

規」をクリックします。新しいセレクタ

の名前を入力するよう求められます。こ

の例では「不要なゲームとアプリケー

ション（Unwanted games and apps）」と

なっていますが、別の名前を入力するこ

ともできます。

名前を入力したら、「新規」をクリックし

ます。新規セレクタのセレクタ詳細ウィ

ンドウが表示されます。このウィンドウ

名とセレクタ名は同じです。

新規セレクタのデフォルトでは、条件を

ユーザが追加するまで、すべてを含むに

し、何も除外しません。

ファイルの除外

「除外」という見出しの下の + ボタンをク

リックして、条件を追加します。表示さ

れた条件ウィンドウで、Windows の「特

別なフォルダ」条件を選択し、除外する

フォルダタイプを指定します。

セレクタの使用 セレクタを適用するファイル マークされるファイル

nothing can survive in a 
vacuum
some things I'd like to say
something for nothing
something more to give

nothing can survive in a 
vacuum
something for nothing
something more to give

nothing noble in your fate
something breaks the silence
something for nothing

something for nothing
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「アプリケーションデータ」を選択してか

ら、「OK」をクリックします。セレクタ詳

細ウィンドウは、新しい条件を反映した

内容になっています。

この時点では、セレクタは Windows ボ
リュームのアプリケーションデータフォ

ルダを除外しています。ここで、2 つ目の

条件を追加することができます。

「除外」という見出しの下の 2 番目の + ボ
タンをクリックします。 ハンドルアイコ

ンの隣に「OR」という語があります。表

示された条件ウィンドウで、Mac OS の
「ファイルの種類」条件を選択します。

このウィンドウでは、ファイルのタイプ

とクリエータ、またはそのいずれか一方

を条件として指定できます。デフォルト

のファイルの種類は、タイプ「APPL.」の

一般のアプリケーションです。この例で

はこの条件を使用したいので、「OK」をク

リックします。セレクタ詳細ウィンドウ

は、新しい条件を反映した内容になって

います。

この条件は一番下の + ボタンから追加した

ので、OR 演算子を使ってセレクタに追加

されています。OR および AND 演算子に

ついては、351 ページの「条件の操作」を

参照してください。

ここで、3 つ目の条件を追加することがで

きます。「除外」という見出し下にある一

番下の + ボタンをクリックして、条件ウィ

ンドウで一般の「名前」条件を選択しま

す。

条件に関する記述 「ファイルの種類」
エントリボックス
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テキスト一致動作の内容を選択して、テ

キストボックスに「games」と入力しま

す。他のコントロールは、変更しません。

「OK」をクリックして、セレクタ詳細ウィ

ンドウに戻ります。

この時点で、セレクタは Windows のアプ

リケーションデータフォルダの内容と、

すべての Mac OS アプリケーションと、

Word のゲームを収めたすべてのフォルダ

を除外します。 ”

このセレクタを保存して、スクリプトや、

基本操作や、ブラウザで使用できます。

「セレクタ」ツールバー

セレクタの詳細ウィンドウには、次のコ

マンドを備えたツールバーがあります。

「保存」：現在の名前でセレクタを保存し

て、 後に保存されたセレクタを置き換

えます。

「別名で保存」：別の名前でセレクタを保

存します。新しい名前をダイアログボッ

クスに入力し、「保存」をクリックしま

す。元のセレクタは 後に保存されたま

まです。

「復帰」：セレクタへの現在の変更を破棄

して、 後に保存された状態に戻します。

「名前を変える」：セレクタの名前を変更

します。新しい名前をダイアログボック

スに入力し、「名前を変える」をクリック

します。

「セレクタのチェック」：ボリュームに適

用してセレクタをテストします。ここで、

参照したいボリュームを選択します。ブ

ラウザウィンドウに、セレクタ基準を満

たすファイルがチェックされた状態で表

示されます。マークが付けられている

ファイルが、テストしたセレクタを使用

したときに Retrospect によってバックアッ

プされるファイルです。

該当するファイルにマークが付いていれ

ば、セレクタは正しく機能しているので、

それを基本操作やスクリプトに使用する

ことができます。

ファイルが適正にマークされていない場

合は、セレクタを修正して、それを再

チェックする必要があります。その場合

には、条件の追加、削除、または変更を

行います。セレクタの実行結果に影響を

及ぼす AND や OR 演算子は慎重にチェッ

クします。セレクタを修正したら、それ

を保存して再チェックを行い、ファイル

が正しくマークされているか確認します。

セレクタが正しく機能するまで、必要な

だけこの手順を繰り返してください。

「削除」：選択した条件をセレクタから削

除できます。

条件に関する記述 名前を入力するテキストボックス

論理的決定

テキスト一致動作
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セレクタの印刷

セレクタ詳細ウィンドウの内容を印刷し

て、それを参照用に保管しておくことが

できます。セレクタウィンドウを印刷す

るには、セレクタを編集し、「ファイル」

メニューから「印刷」を選択します。

セレクタの修正

セレクタ詳細ウィンドウに表示される条

件はすべて修正できます。条件を修正し

たら、セレクタの詳細ウィンドウに戻っ

て新規条件を追加したり、既存の条件を

修正したりすることができます。

セレクタウィンドウでセレクタを開くに

は、修正するセレクタをクリックして、

「編集」をクリックします（または、単に

セレクタをダブルクリックします）。セレ

クタの詳細ウィンドウが表示されます。

セレクタの既存の条件を編集する場合は、

選択して「修正」をクリックするか、条

件の行をダブルクリックします。（+ と
アイコンの行は例外です。）条件ウィン

ドウで、オプションとコントロールを修

正できます。「OK」をクリックして、条件

に対する変更を確定します。

新しい条件を追加するには、+ アイコンを

クリックします。（「or...」がグレイ表示さ

れた ハンドルの隣の + は、「OR」条件

を追加します。一方他の + アイコンは、

「AND」条件を追加します。）条件ウィン

ドウが表示され、選択した条件のタイプ

のオプションとコントロールが提供され

ます。そのウィンドウで必要な選択と設

定を行い、「OK」をクリックしてセレクタ

に追加します。条件ウィンドウが閉じて、

セレクタウィンドウに新しい条件が表示

されます。

条件の無効化

セレクタ内の条件はいつでも無効にする

ことができます。無効にした条件は、

ファイルの選択には使用されません。そ

の条件は有効になるまで、非アクティブ

のままです。この機能は、かなり複雑に

なったセレクタを部分的にテストして問

題の解決を図りたい場合などに役立ちま

す。

条件を無効にするには、まずセレクタを

開いて特定の条件を選択します。「無効」

をクリックすると、選択した条件は無効

になって、非アクティブとすぐにわかる

ようにテキストがグレイ表示されます。

無効にした条件を元に戻す場合は、その

条件を選択して「有効」をクリックしま

す。

条件の移動

セレクタ詳細ウィンドウ内で条件を移動

するには、条件記述の隣の ハンドルを

ドラッグし、それをスクロールボックス

内の新しい場所にドロップします。

条件は、同じグループまたは別のグルー

プ（見出し）内のほかの場所にドラッグ

することができます。たとえば、「選択」

という見出しの下に「名前」条件を追加

している場合は、同条件を「除外」とい

う見出しの下にドラッグし、その条件を

除外条件に変更することができます。

条件を移動すると、そのアウトラインが

ハンドカーソルの後についてきて、条件

の新しい場所を示します。新しいアウト

ラインが適正な場所に表示されていれば、

マウスのボタンを離します。それがド

ロップされると、条件が新しい場所に移

動し、アウトラインされた移動先の条件

の前に挿入されます。

条件をコピーするには、Shift キーを押し

たままドラッグします。「または以下と該

当する」という見出しをドラッグすると、

グループ全体が移動します。「または以下

と該当する」を、Shift キーを押したまま

ドラッグすると、グループがコピーされ

ます。
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注： 条件などを移動すると、その演算子

のタイプ（AND または OR）が変わること

があるので注意してください。

条件の削除

セレクタ内の条件はいつでも削除するこ

とができます。

条件を削除にするには、まずセレクタを

開いて特定の条件を選択します。「削除」

をクリックして、選択した条件がウィン

ドウから削除されることを確認します。

セレクタの削除

セレクタが不要になったら、セレクタ

ウィンドウで削除できます。

セレクタを削除するには、セレクタをク

リックして選択し、ツールバーの「削除」

を選択するか、Delete キーを押します。削

除の確認を求めるダイアログボックスが

表示されます。「OK」をクリックします。

これでセレクタが削除されます。

セレクタの複製

特定のセレクタを複製し、それを調整し

て自分の要求に合うセレクタを作成でき

ます。たとえば、Retrospect の組み込みセ

レクタの 1 つをコピーし、そのオリジナル

には手を加えずにコピーを変更すること

ができます。複製操作は、セレクタウィ

ンドウで行うことができます。

セレクタを複製するには、セレクタをク

リックして選択し、ツールバーの「複製」

をクリックします。新しいセレクタ名を

入力するためのフィールドが付いたダイ

アログボックスが表示されます。新しい

名前を入力して「新規」をクリックしま

す。Retrospect は、ダイアログボックスで

指定された名前を使って、セレクタの正

確なコピーを作成します。

セレクタの例

ここでは、セレクタの具体例をいくつか

示して、それぞれ詳細な説明を加えてい

ます。 

ネットワークバックアップセレクタ

このセレクタは、Leslie のクライアントコ

ンピュータに収容された Games フォルダ

内のファイルを除き、バックアップ対象

の文書をすべてマークします。この例で

は、バックアップ管理者は、バックアッ

プの不要なゲームを含む大きなフォルダ

が Leslie に存在することを認識していま

す。

検索復元セレクタ

このセレクタは、日付条件を使用して、

2001 年 10 月 17 日 5:04 p.m. 以降に変更さ

れた Acrobat PDF 文書を検索します。この

セレクタでは、「名前」条件を使用して 
Windows ボリュームを検索し、「ファイル

の種類」条件を使用して Macintosh ボ
リュームを検索します。このセレクタは、

基本復元操作中に名前を忘れたファイル

を検索する方法を示す良い例です。正確

なファイル名が不明な場合でも、特定の

日付以降にファイルを 後に保存したこ

とを覚えている場合があります。
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クライアント検索復元セレクタ

このセレクタは、特定のクライアント

ユーザのコンピュータで作成された名前

付きファイルを検索します。この場合、

ファイル名は Dissertation であり、クライ

アント名は Neil です。このセレクタは、

基本復元操作中に使用できます。

メンテナンスと修復

この項では、カタログやメディアのメン

テナンスと修復について、以下のような

作業の実行手順を説明します。

• 古いカタログや、ファイルと同期して

いないカタログを更新する。

• 消失または破損したカタログを作成し

直す。（「カタログファイルのチェック

サム」エラーが発生した場合は、カタ

ログが破損しています。）

• 破損したファイルバックアップセット

を修復する。

• バックアップセットメディアを検証す

る。

これらのタスクを実行するには、まず、

ナビゲーションツールバーの「ツール」

をクリックします。

カタログの更新

バックアップセットの処理中に「カタロ
グの更新が必要です」とエラーが表示さ
れた場合は、バックアップセットのカタ
ログを更新してください。カタログとメ
ディアを同期化しておかないと、バック
アップセットが使用できなくなります。

「カタログの更新が必要です」エラーは、

前回そのバックアップセットにデータの

コピーを行ったときに、デバイスや電源

の障害などにより、カタログの更新がで

きなかった場合に発生します。このエラー

は、ディスク容量が限界に達した場合や、

メモリ不足の場合にも表示されます。

注： カタログの更新後もバックアップ

セット使用中に「カタログの更新が必要

です」エラーメッセージが表示された場

合は、カタログの修復を中止して、次の

ような対策をとってください。スキップ

して新規メディアを使う、フルバック

アップか新規バックアップでリセットす

る、新規バックアップセットを作成する。

エラーメッセージの詳細については、396 
ページを参照してください。

カタログを更新するには

1. ナビゲーションバーの「ツール」>「カ

タログの修復」を順にクリックします。 

2.「既存のカタログファイルを更新」を選

択し、「OK」をクリックします。 
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3. 更新するバックアップセットを選択し、

「OK」をクリックします。 

4. 新のメンバーを検出できなかった場

合、メディア要求ウィンドウが表示さ

れます。

要求されたメディアを挿入します。

5. バックアップセットに他のメンバーが

あるかどうか尋ねるダイアログボック

スが表示されます。

もうメンバーがない場合には、「いいえ」

をクリックしてカタログの再作成を開始

します。 

修復すべきメンバーが残っている場合は、

「はい」をクリックします。メンバーを要

求するメッセージは、「いいえ」か「キャ

ンセル」をクリックするまで表示されま

す。 

6. バックアップセットのカタログの修復

が実行され、アクティビティモニタに

進行状況が表示されます。 

7. アクティビティモニタの「履歴」タブ

をクリックすると、更新が成功したか

どうかについて詳細が表示されます。

失敗した場合は、「ログ」ボタンをクリッ

クして詳細を確認してください。

カタログの再作成

カタログファイルがないとバックアップ

セットを使用できないため、カタログ

ファイルのオリジナルを紛失または破損

した場合は、カタログを再作成する必要

があります。Retrospect では、バックアッ

プセットメディアを読み出してカタログ

を再作成することができます。カタログ

の再作成は、バックアップセットのデー

タ量によって非常に時間がかかる場合が

あります。

ディスクバックアップセットのカタログ

の再作成の手順は、テープ、CD/DVD 
バックアップセットの手順とは異なりま

す。 

CD/DVD またはテープのカタログの再作成

開始する前に、バックアップデバイスに

再作成するカタログの 新バックアップ

セットメンバーを必ずロードするように

してください。

CD/DVD またはテープのカタログを再作成
するには

1. ナビゲーションバーの「ツール」>「カ

タログの修復」を順にクリックします。 

2.「テープから再作成」または「CD/DVD 
ディスクから再作成」を選択し、「OK」

をクリックします。 

「メディア選択」ウィンドウが表示されま

す。

3.「メディア選択」ウィンドウで、「状況」

タブをクリックしたら、バックアップ

セットの 新メンバーを選択します。

注： Retrospect 5.0 または 5.1 で作成された

バックアップセットでは、セットの 初

のメンバーが要求されます。

新のメディアがない場合、バックアッ
プセットで利用できるもっとも新しいメ
ンバーを挿入して、カタログを再作成し
てください。 
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4.「OK」をクリックします。

Retrospect がまだ認識しているバックアッ

プセットのカタログを再作成する場合は、

再作成したバックアップセットを認識さ

せるかどうかを確認するメッセージが表

示されます。「OK」をクリックして、既知

のバックアップセットと置き換えます。

5. バックアップセットが暗号化されてい

ると、そのパスワードを入力するよう

要求されます。パスワードを入力して

「OK」をクリックします。

6. 再作成したカタログファイルを保存す

る場所を指定し、「保存」をクリックし

ます。

バックアップセットのカタログの修復が

実行され、アクティビティモニタに進行

状況が表示されます。バックアップセッ

トの特定メンバーのカタログ再作成が完

了すると、カタログを再作成すべき他の

メンバーがあるかどうか尋ねるダイアロ

グボックスが表示されます。

7. セットしたメンバーが、バックアップ

セットの 終メディアだった場合は、

修復するものがそれ以上ないため、「い

いえ」をクリックしてカタログの再作

成を完了します。 

紛失または破損したメンバーの数に関わ
らず、バックアップセットに再作成すべ

きメンバーが残っている場合は、「はい」

をクリックします。 

8. 要求されたバックアップセットのメン

バーを挿入するか、そのメンバーがな

い場合には「選択」をクリックします。

メンバーが利用できない理由を尋ねるダ

イアログボックスが表示されます。

バックアップセットの 終メディアがす

でに処理済みの場合は、「完了」をクリッ

クします。必要なメンバーが紛失または

破損している場合は、「紛失」をクリック

します。

9. メンバーを要求するメッセージは、「い

いえ」か「キャンセル」をクリックする

まで表示されます。 

アクティビティモニタの「履歴」タブを

クリックすると、再作成が成功したかど

うかについて詳細が表示されます。失敗

した場合は、「ログ」ボタンをクリックし

て詳細を確認してください。

注： カタログの再作成が完了したと表示

された場合は、そのバックアップセット

を使用しているスクリプトを編集し、新

たに認識された再作成済みのバックアッ

プセットを各スクリプトに追加してくだ

さい。

ディスクカタログの再作成

リムーバルディスクからカタログを再作

成する場合、開始する前に、バックアッ

プデバイスに再作成するカタログの 新

バックアップセットメンバーを必ずロー

ドするようにしてください。

ディスクカタログを再作成するには

1. ナビゲーションバーの「ツール」>「カ

タログの修復」を順にクリックします。 

2.「ディスクから再作成」を選択してか

ら、「OK」をクリックします。
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3. バックアップセットデータの復元に

後に使用されたディスクがわかってい

る場合、「 新のディスク」をクリック

します。不明である場合には、「すべて

のディスク」をクリックします。

警告： このバックアップセットの高速カ

タログファイル再構築オプションがオフ

だった場合には、「 新のディスク」を選

択してはなりません。

4. ディスクの場所まで移動し、ディスク

を選択して「OK」をクリックします。

ディスク上のバックアップセットのリス

トが表示されます。

5. カタログを再作成するバックアップ

セットを選択し、「OK」をクリックし

ます。

「すべてのディスク」を選択した場合、

バックアップセットにさらにディスクが

あるかどうかが尋ねられます。ある場合

には、「はい」をクリックして他のディス

クを選択します。「いいえ」をクリックす

るまで、引き続きさらにディスクがあるか

どうかが尋ねられます。

6. Retrospect がまだ認識しているバック

アップセットのカタログファイルを再

作成する場合は、再作成したバック

アップセットを認識させるかどうかを

確認するメッセージが表示されます。

「OK」をクリックして、既知のバック

アップセットを削除します。

7. バックアップセットが暗号化されてい

ると、そのパスワードを入力するよう

要求されます。パスワードを入力して

「OK」をクリックします。

8. 再作成したカタログファイルを保存す

る場所を指定し、「保存」をクリックし

ます。

バックアップセットのカタログの修復が

実行され、アクティビティモニタウィン

ドウに進行状況が表示されます。終了し

たとき、アクティビティモニタの「履歴」

タブをクリックすると、再作成が成功し

たかどうかについて詳細が表示されます。

失敗した場合は、「ログ」ボタンをクリッ

クして詳細を確認してください。

注： カタログの再作成が完了したと表示

された場合は、古いバックアップセット

を使用しているスクリプトを編集し、新

たに認識された再作成済みのバックアッ

プセットを各スクリプトに追加してくだ

さい。
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ファイルバックアップセットの修復

ファイルバックアップセットのカタログ

ファイルは、バックアップセットデータ

と同じファイルに保存されます。ファイ

ルバックアップセットのカタログを修復

するには、そのバックアップセットに対

するアクセス権が必要です。

ファイルバックアップセットを修復するには 
1. ナビゲーションバーの「ツール」>「カ

タログの修復」を順にクリックします。 

2.「ファイル バックアップセットの修復」

を選択して、「OK」をクリックします。 

「バックアップセットの選択」ウィンドウ

が表示されます。

3. 修復が必要なファイルバックアップ

セットを探し、選択して、「開く」をク

リックします。 

修復するかどうかを確認するメッセージ

が表示されます。 

4.「はい」をクリックし、修復を実行しま

す。

5. バックアップセットが暗号化されてい

ると、そのパスワードを入力するよう

要求されます。パスワードを入力して

「OK」をクリックします。

バックアップセットのカタログの修復が

実行され、アクティビティモニタウィン

ドウに進行状況が表示されます。終了し

たとき、アクティビティモニタの「履歴」

タブをクリックすると、再作成が成功し

たかどうかについて詳細が表示されます。

失敗した場合は、「ログ」ボタンをクリッ

クして詳細を確認してください。

不完全なカタログの修復

カタログの作成操作を停止すると、次の

ダイアログボックスが表示されます。

「復帰」は、カタログの再作成を中止し、

処理中だったメディアからカタログの更

新を再開できるようにします。（あとで更

新を再開する場合は、「既存のカタログ

ファイルを更新する」機能を使用しま

す。）

「保存」は、処理中だったメディアからの

データで、これ以上カタログの修復を行

わない場合に選択します。これまでにカ

タログ化されたデータはすべて検索可能

にする必要があります。（あとで更新を再

開する場合は、「既存のカタログファイル

を更新する」機能を使用します。）次のメ

ディアがあれば、そこからカタログの再

作成が再開されます。「保存」オプション

の使用後に、そのバックアップセットへ

データのバックアップを行った場合は、

残り容量がないと見なされ、新規のメ

ディアが要求されます。

バックアップセットメディアの検証

手動でバックアップセットメディアを検

証するには、Retrospect のナビゲーション

バーから「ツール」>「メディアの検証」

を選択します。メディアの検証は、検証

を使用しなかった基本バックアップ（ま

たはアーカイブ）後に、バックアップ

セットメディアのオフライン検証を行う

場合に役立ちます。 
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ヒント： 検証を行わずにスクリプトによ

るバックアップ（またはアーカイブ）を

実行することで、バックアップウィンド

ウを 大化したい場合には、検証スクリ

プトを使用してオフライン検証をスケ

ジュールする必要があります。詳しくは、

152 ページの「スクリプトによる検証」を

参照してください。

検証可能な場合、メディアの検証はバッ

クアップセットメディアのデータを、選

択したバックアップセットのファイルと

バックアップ時に生成された MD5 とを比

較することにより検証します。つまり、

バックアップ元ボリュームにアクセスす

る必要がないので、該当するボリューム

のスローダウンを防止します。 

特定の状況下では、バックアップ時に生

成された MD5 にアクセスしません。

Retrospect 7.5 以前のバージョンを使用して

作成されたすべてのバックアップと、

「バックアップ操作中に MD5 ダイジェス

トを生成」環境設定を無効にして作成さ

れたバックアップが、これに該当します。

詳しくは、320 ページの「検証環境設定」

を参照してください。

この場合、バックアップセットメディア

のすべてのファイルがチェックされて、

読み出し可能であることが確認されます。

注： メディアの検証では、複数のメディ

アにまたがるバックアップを検証する場

合、メディアの再セットが要求されます。

メディアの読み取りを検証するには

1.「ツール」>「メディアの検証」を順に

クリックします。 

「バックアップセットの選択」ウィンドウ

が表示されます。 

2. 検証するバックアップセットを選択し、

「OK」をクリックします。 

バックアップセットメディアの検証が実

行され、アクティビティモニタウィンド

ウに進行状況が表示されます。 

バックアップセットが CD/DVD、リムー

バブルディスク、またはテープを使用す

る場合は、必要に応じて、各バックアッ

プセットメンバーをセットするように要

求されます。

要求されたバックアップセットメンバー

を持っていないが、他にも検証するバッ

クアップセットメンバーがある場合は、

「選択」をクリックして「OK」をクリック

し、次に要求されたメディアメンバーを

挿入してください。

3. 終了したとき、アクティビティモニタ

の「履歴」タブをクリックすると、再

作成が成功したかどうかについて詳細

が表示されます。失敗した場合は、「ロ

グ」ボタンをクリックして詳細を確認

してください。

注： 検証できなかったファイルは、新規

バックアップセットにバックアップして

おくことをお勧めします。

4.「終了」をクリックします。

外部スクリプト

Retrospect のイベントは、実行可能ファイ

ルを作成できる任意のスクリプト作成言

語でオーサリングできる、外部スクリプ

トで処理できます。単一の実行可能スク

リプトを Retrospect または Retrospect クラ

イアントに添付して、イベントでの処理

を実行できます。

この項は、Windows スクリプティングの
知識があることを前提としています。
Retrospect の外部スクリプト機能は、外部
スクリプトで Retrospect の操作をさらに自
動化したいと考えている上級のスクリプ
ト作成者のみを対象としています。
Windows スクリプティングについて
は、Microsoft の開発者向けの Web ベースの
文書をご覧ください。

http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/en-us/dnanchor/html/scriptinga.asp


第 10 章  •  高度な機能 363

Windows スクリプティングは種々の複雑

な要素を含んでおり、Retrospect ではその 小

限の機能だけをサポートしています。

Retrospect の Windows スクリプティ
ングサポートファイルのインストール

デフォルトの（推奨）インストールでは、

Retrospect セットアッププログラムによっ

て External Scripts フォルダがインストール

されます。セットアッププログラムを使

用して既存のインストールを修正して、

Retrospect フォルダにこのフォルダを追加

できます。

Retrospect のインストール時、External 
Scripts フォルダはデフォルトで次の場所

にインストールされます。

..¥Program Files¥Retrospect¥Retrospect 
7.5¥External Scripts

VBScript や、オペレーティングシステム

で直接サポートされていない他のスクリ

プト言語で作成されたスクリプトを使用

するには、システムに Windows Scripting 
Host をインストールしなければなりませ

ん。Windows Scripting Host は、Microsoft 
から無料で入手できます。

Retrospect のイベント

Retrospect には、スクリプトで処理できる 
15 のイベントがあります。Retrospect クラ

イアントソフトウェアには、これらのイ

ベントが 2 つあります。次は、イベント名

と、トリガされたときの動作の説明です。

StartApp は、自動起動も含め、Retrospect 
が開かれると発生します。

EndApp は、Retrospect が終了すると発生

します。

StartBackupServer は、Proactive Backup が
起動しようとすると発生します。

StopBackupServer は、Proactive Backup の
停止時に発生します。

StartScript は、スクリプトが起動しよう

とすると発生します。

EndScript は、スクリプトの終了時に発生

します。

StartSource は、元ボリュームにはじめて

アクセスしようとしたときに発生します。

このイベントは、Retrospect アプリケー

ションと Retrospect クライアントソフト

ウェアの両方に存在します。

EndSource は、元ボリュームのアクセス終

了時に発生します。このイベントは、

Retrospect アプリケーションと Retrospect 
クライアントソフトウェアの両方に存在

します。

MediaRequest は、Retrospect がメディアを

要求しようとしたときに発生し、メディ

ア要求ウィンドウが開かれている間は 5 分
ごとに発生します。

TimedOutMediaRequest は、Retrospect が
メディアを要求し、初期設定で指定した

時間以上待っていた場合に発生します。

ScriptCheckFailed は、スクリプトの実行

後に Retrospect が終了し、先読み時間外に

実行するようにスケジュールが設定され

たスクリプトがあり、スクリプトの

チェックが失敗したときに発生します。

NextExec は、スクリプトの実行後に 
Retrospect が終了し、先読み時間外に実行

するようにスケジュールが設定されたス

クリプトがあり、スクリプトのチェック

が成功したときに発生します。

SchedStop は、スクリプトが実行中で、許

可された実行時間が期限切れになるため

に停止しようとしたときに発生します。

PasswordEntry は、パスワードが入力され

たときに発生します。

http://msdn.microsoft.com/downloads/list/webdev.asp
http://msdn.microsoft.com/downloads/list/webdev.asp
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FatalBackupError は、致命的なバック

アップエラーが起こったときに発生しま

す。

Retrospect でのスクリプトの実装

外部スクリプトファイルを Retrospect のプ

ログラムフォルダ（デフォルトのパスは 
..¥Program Files¥Retrospect¥Retrospect 7.5）
にコピーして、スクリプトの名前を 
RetroEventhandler に変更します。.BAT、
.EXE、.VBS や、Windows Scripting Host が
サポートする他の拡張子など、スクリプ

トタイプに適合するファイル名の拡張子

を追加します。

注： 複数の RetroEventHandler ファイルが

存在する場合、1 つのファイルのみが使用

されます。複数のイベントで複数の動作

を実行したい場合、その動作を実行する

単一のスクリプトを作成しなければなり

ません。

Windows 版 Retrospect クライアント
でのスクリプトの実装

Retrospect クライアントで外部スクリプト

を使用するには、スクリプトファイルを 
Retrospect クライアントのプログラムフォ

ルダ（デフォルトのパスは ..¥Program 
Files¥ Retrospect¥Retrospect Client）にコ

ピーして、スクリプトの名前を

「Retrospect でのスクリプトの実装」で説

明した名前に変更します。

外部スクリプトの実行

イベントが発生すると、Retrospect は外部

スクリプトに通知して、作業を続ける前

にスクリプトからの応答を待ちます。5 秒
後に、スクリプトが実行中であることを

示す進行状況ウィンドウが表示されます。

スクリプトが終了すると、Retrospect は作

業を続けます。

サンプルスクリプト

External Scripts フォルダには、4 つのスク

リプト言語（バッチファイル、Visual 
Basic、VBScript、および C）で作成された

サンプルスクリプトがあります。提供さ

れた言語のサンプルのソースコードから、

Retrospect イベントを処理するための独自

のスクリプトを作成する方法を学習でき

ます。サンプルスクリプトは、各イベン

トに送信される情報の使用方法と、受け

入れ可能な戻り値の例を示しています。

Retrospect でサンプルスクリプトを使用す

るには、サンプルフォルダから Retrospect 
のプログラムフォルダにスクリプトをコ

ピーします。

注： バッチのサンプルスクリプト .BAT で
は、Retrospect のプログラムフォルダにイ

ンストールされたバッチコマンド拡張機

能 ask.exe を使用します。

サンプルスクリプトでは、各イベントが

発生するとウインドウが表示され、イベ

ントの名前とイベントの情報が表示され

ます。たとえば、Retrospect を開くと、

StartApp イベントがトリガされます。

Retrospect が作業を続行できるように、各

ウィンドウで応答しなければなりませ

ん。サンプルスクリプトによって処理され

る別のイベントをトリガするには、別の

動作を実行しなければなりません。
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サンプルスクリプトを試したら、バック

アップスクリプトやスケジュールされた

他の Retrospect のスクリプトに干渉しない

ように、Retrospect のプログラムフォルダ

から削除してください。

役に立つスクリプト

External Scripts フォルダには、役に立つと

思われる作業スクリプトが複数あります。

これらのいずれかのスクリプトを使用す

るには、そのフォルダから Retrospect のプ

ログラムフォルダにコピーします。

Lotus Domino Server Application
この外部スクリプトは、アプリケーショ

ンとして実行中の Lotus Domino Server を
バックアップします。このバッチファイ

ルでは、Microsoft Windows Resource Kit の
ロードが必要です。このスクリプトを使

用すると、Retrospect は Lotus Domino 
Server を停止して、内部チェックとデータ

ベースの圧縮を実行してからバックアッ

プします。 

Retrospect が動作を完了すると、Lotus 
Domino Server アプリケーションが再起動

されます。

このバッチファイルでは、ユーザが 
Domino Server のディレクトリへのパス

（C:¥Lotus¥Domino など）を設定して、

Domino Server のバージョン番号

（4.6a=460、5.0.2=502 など）を設定しなけ

ればなりません。これらの設定は、バッ

チファイルの先頭の位置に明記されてい

ます。

Lotus Domino Server Service
この外部スクリプトは、サービスとして

実行中の Lotus Domino Server をバックアッ

プします。このスクリプトを使用すると、

Retrospect はバックアップの前に Lotus 
Domino Server サービスを停止します。

Retrospect がバックアップを終了すると、

Lotus Domino Server サービスが再起動され

ます。 

このバッチファイルでは、ユーザが

「サービス」コントロールパネルで Lotus 
Domino Server サービスに一致する名前の

サービス（Lotus Domino Server など）を設

定しなければなりません。サービスの名

前は、Domino のバージョンによって異な

ります。
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章 11

問題と解決方法

• ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ

• Q  & A

• R E T R O S P E C T  の エ ラ ー メ ッ セ ー ジ

• R E T R O S P E C T  エ ラ ー 番 号

• R E T R O S P E C T  ク ラ イ ア ン ト エ ラ ー

• R E T R O S P E C T  の サ ポ ー ト

この項では、Retrospect とそのクライアントの操作中に発生したトラブルに対処

する方法を説明します。一般的なトラブルシューティング用のヘルプ、Q & A、

および Retrospect のテクニカルサポートがトラブルの解決に用いるテクニッ

クを紹介します。

「トラブルシューティング」では、インストール、バックアップ、復元などで一

般的に見られるトラブルとその内容、解決方法について説明します。「Q &A」で

は、一般的な疑問とその回答を紹介します。エラーメッセージとは関係なく、ト

ラブルシューティングよりも一般的な疑問についての回答です。「Retrospect のエ

ラーメッセージ」では、エラー番号順にメッセージをリストアップし、内容を詳

しく説明します。「Retrospect のサポート」では、トラブルシューティングのテク

ニックと、テクニカルサポートへの連絡方法を説明します。
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トラブルシューティング

Retrospect の使用中に起きるトラブルの多

くは、いくつかに分類することができま

す。Retrospect のテクニカルサポート

では、これらの分類ごとに基本的なトラ

ブルシューティングを行います。わずか

な学習で、さまざまなトラブルについて

の解決方法を習得できます。この項では、

これらの手順の概要を説明し、発生しや

すいトラブル、疑問、エラーメッセージ

についての解説と対処方法を紹介します。

ヒント： エラーが発生した場合は、まず

インストールされている Retrospect のバー

ジョンが 新のものに更新されているか

どうかを確認しなければなりません。現

在インストールされている Retrospect の
バージョン向けに入手可能な更新を

チェックするには、「ヘルプ」メニューか

ら「Retrospect 更新」を選択し、「今すぐ

チェック」をクリックします。 新の更

新をインストールし、問題が解消される

かどうかを確認します。

まず、トラブルシューティングの内容を

記録しておくことをお勧めします。すぐ

にトラブルを解決できない場合でも、動

作のパターンを記録しておくことで、問

題の特定に役立ちます。この項を読んで

もトラブルを解決できない場合は、

Retrospect の別のサポート手段を試してみ

てください。詳しくは、411 ページの

「Retrospect のサポート」を参照してくだ

さい。

トラブルシューティングの手順

トラブルシューティングの 初のステッ

プは、いつどこでトラブルが発生したか

を判定し、内容を明らかにすることです。

どこでエラーが発生したかがわかれば、

資料などの参照箇所も正確にわかり、問

題の解決に近づくことができます。

Retrospect の動作は、いくつかの段階から

構成されています。通常のバックアップ

動作は、スキャン、照合、コピー、検証

という順序で行われます。たとえば、照

合の段階でトラブルが発生したことが解

明できたら、解決に向かって大きく前進

したことになります。

クライアント設定のトラブル

ローカルサブネット内や、Retrospect で設
定された他のサブネット内のクライアントが 
Retrospect のライブネットワークウィンド
ウに表示されない。あるいは表示されても断
続的である。

ネットワーク状況ウインドウの「テスト」

ボタンを使用し、クライアントがネット

ワークに存在するかどうかを確認します。

クライアントコンピュータで Retrospect ク
ライアントコントロールパネルを開き、

クライアントソフトウェアが起動時に

ロードされてオンになっているかどうか

を確認します。状況フィールドに「準備

完了」か「 初のアクセスを待機中」が

表示されていることを確認します。

Mac OS クライアントの場合は、間違いな

く TCP/IP クライアントであることと、

バージョン番号の隣に「AppleTalk」が表

示されていないことを確認します。

クライアントコンピュータがネットワー

クに接続されており、そのネットワーク

設定も正しいことを確認します。

これらの対策でも解決しない場合は、383 
ページの「テストと Ping による TCP/IP 通
信の確認」を参照してください。バック

アップコンピュータやクライアントの 
ping コマンドが正常に機能するのに、

TCP/IP クライアントが表示されない場合

は、ネットワークが TCP/IP と UDP を完全

にサポートしていない可能性があります。

ハブやブリッジなどの受動ネットワーク

ハードウェアが、TCP/IP クライアントの

操作で Retrospect が必要とするネットワー

ク情報を転送していないことが考えられ

ます。Retrospect の高度なネットワークに

は、クライアントを DNS 名、WINS 名、

IP アドレスのどれを使っても追加できま
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す（211 ページを参照）。問題を回避して

クライアントを認識させるうえで、この

柔軟性を活用できるかもしれません。

適切な手段を講じて、クライアントにロ

グインしてみてください。

クライアントに複数の Ethernet カードが取

り付けられている場合は、そのことが問

題の原因である可能性もあります。詳し

くは、Retrospect Knowledgebase
（www.retrospect.com/knowledgebase）の

「Troubleshooting multiple ethernet cards on a 
Retrospect Client running Windows」を参照

してください。

ローカルサブネット外にあるクライアント
が、Retrospect のネットワーク状況ウィン
ドウに表示されない。

ネットワーク状況ウィンドウには、特定

の検索方法を使用して特定のネットワー

ク内で検出したクライアントのみが表示

されます。

Retrospect Professional は、バックアップコ

ンピュータのローカルサブネットに接続

されたクライアントにのみアクセスでき

ます。Retrospect Single Server、Multi 
Server、および Small Business Server は、IP 
アドレス、DNS 名、または WINS 名を使

用して、ネットワーク上の任意の場所か

らクライアントに直接アクセスできます。

また、定義したすべてのネットワークセ

グメント上のクライアントにもアクセス

できます。詳しくは、210 ページの「高度

なネットワーク」を参照してください。

クライアントに複数の Ethernet カードまた

は NIC が取り付けられている場合は、そ

のことが問題の原因である可能性もあり

ます。詳しくは、Retrospect 
Knowledgebase（www.retrospect.com/
knowledgebase）の「Troubleshooting 
multiple ethernet cards on a Retrospect Client 
running Windows」を参照してください。

402 ページの「エラー -530（バックアップ

クライアントが見つかりません）」および 
403 ページの「エラー -541（バックアップ

クライアントがインストールされていな

いか、動作していません）」も参照してく

ださい。

高度なネットワークのダイレクトアクセス方
式で、指定した IP アドレスまたは IP 名のク
ライアントに接続できない。

クライアントコンピュータがネットワー

クに接続されており、そのネットワーク

設定も正しいことを確認します。

クライアントコンピュータで Retrospect ク
ライアントコントロールパネルを開き、

クライアントソフトウェアが起動時に

ロードされてオンになっているかどうか

を確認します。クライアントソフトウェ

アの状況フィールドに「準備完了」か

「 初のアクセスを待機中」が表示されて

いることを確認します。

使用中の IP アドレスが現在のものである

ことを確認します。クライアントが動的 
IP アドレス指定を使用している場合は、

クライアントの IP アドレスが変更されて

いる可能性があります。動的アドレスの

リースが長期間でない場合は、動的アド

レスを直接追加することはお勧めできま

せん。代わりに、サブネットブロード

キャストアクセス方式を使用してくださ

い。

クライアントの DNS 名または WINS 名を

使用している場合は、クライアントの IP 
アドレスの使用を試してください。

コンピュータに ping コマンドを発行して、

コンピュータが TCP/IP と正常に通信して

いることを確認します。詳しくは、383 
ページの「テストと Ping による TCP/IP 通
信の確認」を参照してください。

http://www.retrospect.com/knowledgebase
http://www.retrospect.com/knowledgebase
http://www.retrospect.com/knowledgebase


370 RETROSPECT ユーザガイド

クライアントのネットワークとバック

アップコンピュータのネットワーク間に

ファイアウォールが存在して、外部から

のアクセスを制限している可能性があり

ます。たとえば、サビパック 2 を適用した 
Windows XP では、ファイアウォールがデ

フォルトで有効になっています。

Retrospect と Retrospect Client をファイア

ウォールの例外に追加する方法について

は、Retrospect Knowledgebase
（www.retrospect.com//knowledgebase）を

参照してください。

高度なネットワークのダイレクトアクセス方
式で間違ったクライアントが追加された。

使用中の IP アドレスが現在のものである

ことを確認します。クライアントが動的 
IP アドレス指定（DHCP など）を使用して

いる場合は、クライアントの IP アドレス

が変更されている可能性があります。代

わりに、サブネットブロードキャストア

クセス方式を使用してください。385 ペー

ジの「Q &A」も参照してください。

バックアップのトラブル

基本バックアップとスクリプトによる

バックアップでは、起動方法と完了後の

動作内容が異なります。それ以外は、ス

キャン、照合、メディア要求、コピー、

比較、終了という同一の手順になります。

スケジュールされたスクリプトの実行時に、
Retrospect が自動的に起動しない。

これには、いくつかの原因が考えられま

す。

• 開始日と実際に動作が始まる日を誤っ

ている：スクリプトを起動させたい日

が、実際の開始日であるとは限りませ

ん。詳しくは、155 ページの「スケ

ジュールの共通要素」を参照してくだ

さい。

• スクリプトのスケジュールが正しく設

定されていない：スクリプトの実行予

定リストをチェックし、希望通りに設

定されていることを確認します。これ

を行うには、「アクティビティモニタ」

>「予定」をクリックします。可能な実

行予定時間が制限されていないことを

スケジュール環境設定（313 ページを

参照）で確認します。

• 自動起動の環境設定がオンになってい

ない：自動実行環境設定がオンになっ

ていることを確認します（316 ページ

の「スタートアップ環境設定」を参

照）。

Retrospect が起動中にクラッシュする。

Config75.dat ファイルが破損していること

が考えられます。このファイル（および

他の設定ファイル「config**.***」）を親

フォルダから移動して、もう一度起動し

ます。これで問題が解決した場合は、疑

わしい設定ファイルをゴミ箱に入れます。

Retrospect は、デフォルト設定を使用して

新しい設定ファイルを作成します。スク

リプトと設定を再作成しないでクライア

ントを再度ログインさせる場合は、ファ

イルを Config75.bak から Config75.dat に変

更するか、 新バージョンの Config75.dat 
ファイルをバックアップから復元します。

Config75.dat ファイルと Config75.bak ファ

イルは、Retrospect アプリケーションと同

じフォルダか、..¥Documents and 
Settings¥All Users¥Application 
Data¥Retrospect に存在します。

Windows NT がレジストリクォータのア
ラートを報告する。

以下の手順に従ってレジストリサイズを

拡張します。

1.「システム」コントロールパネルを開き

ます。

2.「パフォーマンス」タブをクリックしま

す。

3.「仮想メモリ」の「変更」ボタンをク

リックします。

4. 大レジストリサイズを変更します。

通常は、現在の値の 2 倍に変更します。

http://www.retrospect.com/knowledgebase
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スキャン中か照合中に、エラーメッセージが
表示される。

スキャンしているボリュームに問題があ

ると思われます。この場合は、エラー番

号が操作ログに記録されます。 

396 ページ以降の「Retrospect のエラー

メッセージ」でエラー番号を探してくだ

さい。

リムーバブルカートリッジドライブが「ボ
リュームデータベース」ウィンドウまたは
「メディア要求」ウィンドウに表示されない。

リムーバブルディスク（Zip、Jaz、
SuperDisk、DVD-RAM、MO など）は 
Windows エクスプローラでドライブ文字

によりアクセスできる必要があります。

テープドライブまたは CD/DVD ドライブが
「記憶装置」ウィンドウまたは「メディア要
求」ウィンドウに表示されない。

「設定」>「デバイス」に進み、「環境」タ

ブをクリックします。デバイスに表示さ

れるドライバ名が太字で表示されていな

い場合は、他のソフトウェアが誤ってド

ライバを読み込んだと考えられます。

Retrospect では固有のドライバの使用は避

けてください。別のドライバが読み込ま

れていないかを確認し、読み込まれてい

ればそのドライバを無効にします。

すべてのデバイスを接続してから、

Retrospect を起動する必要があります。ド

ライブが正しく接続されて終了すること

を確認したら、次に、ドライブがオンに

なっていることを確認します。電源オフ

のデバイスがバス上にある場合は、オン

にして再起動します。Retrospect の「環

境」タブ（「設定」>「デバイス」からア

クセス）を使用して ID 設定を確認します。

SCSI デバイスの場合は、固有の SCSI ID 
番号を持つことを確認します。

Windows 98/Me の場合、ASPI がインス

トールされていることを確認します。

Retrospect フォルダから ASPI チェック

ユーティリティを実行します。ASPI がコ

ンピュータに完全にインストールされて

いないことをチェックユーティリティで

確認した場合は、Retrospect フォルダから 
ASPI インストーラを実行します。詳しく

は、30 ページの「ASPI」を参照してくだ

さい。

Windows NT、2000、および XP システム

の場合、Retrospect はデフォルトで NT の
パススルーを使用してデバイスにアクセ

スします。代わりに ASPI を使用している

場合、ATAPI ミニポートドライバが無効

であれば、Retrospect は ATAPI バスを参照

しません。以下のパスでレジストリキー

を編集し、ミニポートドライバを有効に

する必要があります。

¥¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥

CurrentControlSet¥Services¥Aspi32¥
Parameters

ExcludeMiniports の値データに空を設定す

ると、Retrospect はすべてのバスを参照で

きます。

使用しているバージョンの Retrospect では

サポートしていない 新モデルのドライ

ブを使用している可能性もあります。こ

のドライブに新しいバージョンの 
Retrospect が必要かどうかを確認するに

は、Retrospect Web サイトを参照して

ください。

割り当てられたドライブ文字を持つ CD/
DVD ドライブに対して、「ドライブ文字が割
り当てられていないためドライブを使用でき
ない」というエラーが表示される。

Windows NT、2000、または XP の場合、

ATAPI ミニポートドライバが無効である

と、ドライブが、割り当てられたドライ

ブ文字を持たないというエラーが表示さ

れます。

http://www.retrospect.com/supporteddevices
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以下のパスでレジストリキーを編集し、

ミニポートドライバを有効にする必要が

あります。

¥¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥

CurrentControlSet¥Services¥Aspi32¥
Parameters

ExcludeMiniports の値データに空を設定す

ると、Retrospect はすべてのバスを参照で

きます。

挿入したディスクまたはテープが「使用中」
のため、利用できない。

いくつかの原因が考えられます。

• ディスクバックアップセットのカタロ

グをバックアップセットのメンバーの

ディスクに保存している。→カタログ

は、異なるボリュームに保存する必要

があります。Retrospect にカタログを強

制的に認識させるため、カタログを

ハードディスクに移動して、ダブルク

リックします。 

• ディスクを元ボリュームと宛先の両方

に使おうとしている。→非論理的で、

許可されていない操作です。たとえば、

「2-Backup」ボリュームを「2-Backup」
がメンバーである「Backup」バック

アップセットにバックアップしようと

しているような場合です。

• そのバックアップディスクに、他のソ

フトウェアがファイル（表示されない

場合もある）を作成しているか、使用

している。→圧縮プログラムによる問

題と考えられます。競合と対処方法に

ついては、「お読みください」ファイル

を参照してください。

• ドライブが故障している可能性がある。

→ドライブのメーカーに相談してくだ

さい。

• メディアが故障している可能性がある。

→故障したメディアを「紛失」とし、

新規のメディアを使用します。

挿入したメディアの使用が拒否される。

Retrospect には、メディアを認識してバッ

クアップセットに追加するためのシステ

ムがあります。テープやドライブが 
Retrospect によって自動的に拒否される場

合は、「メディア要求」ウィンドウに表示

されるメッセージに注意してください。

Retrospect が必要としているメディアがわ

かります。 

Retrospect が要求するメディアを挿入して

いない可能性があります。→挿入したメ

ディアの名前と、Retrospect が要求してい

る名前が一致しているかをチェックしま

す。名前が一致しているのにメディア挿

入時にバックアップが実行されない場合

は、同名のメディアが 2 つあり、異なる方

を挿入したものと思われます。特定の

バックアップセットに書き替えバック

アップを行う際に、メディアを切り替え

ていると、この問題が発生することがあ

ります。

ヒント： 環境設定で「同名メディアの自

動再利用」をオンにすれば、この状況を

回避できます。詳しくは、318 ページの

「消去環境設定」を参照してください。

Retrospect が新規メディアを要求していま

す。Retrospect が要求するテープまたは

ディスクを挿入し、それがウィンドウに

表示されてから「続ける」をクリックす

るか、ハードディスクの空き容量を使用

するために「追加」をクリックしてか

ら「続ける」をクリックします。既存の

バックアップセットの一部として既に使

われているメディアは使用できません。

消去済みまたは名前の正しいメディアは

自動的に使われます。

Retrospect から新規メディアが要求された
ので、メディアを挿入したら「1-Backup を
使用できません。すでにバックアップセット
に属しています。」と表示された。

これは、誤って消去することを防ぐため

の仕様です。このメディアを消去して現

在のバックアップで使用する場合は、
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ツールバーから「消去」をクリックし、

必要に応じて「続ける」をクリックしま

す。メディアを消去すると、そのメディ

アが属していたバックアップセットから、

このメンバーのエントリが削除されます。

Retrospect から特定のメディア が要求され
たが、「2-Backup はこのバックアップセッ
トのメンバーではありません。」と表示され
た。名前は正しいのですが、作成日が異なっ
ています。

同名のメディアが 複数あることを意味し

ています。この症状は、新規メディアに

書き替えバックアップを行い、後で古い

メディアに標準バックアップを行ったと

きに発生することがあります。可能な場

合は、正しいテープ、ディスク、または 
CD/DVD を探して復元を行ってください。

他のメディアを試し、使用中のカタログ

と一致するものがあるかどうかをチェッ

クします。

目的のファイルが保存されているメディ

アが確実にわかっている場合は、そのカ

タログを再構築します。「ツール」>「カタ

ログの修復」をクリックし、適切な修復

機能を選択してカタログを再作成します。

詳しくは、358 ページの「カタログの再作

成」を参照してください。

Retrospect から要求されたメディアがない。

どこにメディアがあるかわかっていて、

現在は利用できなくてもバックアップは

実行しなければならない場合は、次のよ

うに操作します。「選ぶ」をクリックし、

「スキップ」をクリックします。Retrospect 
は、要求したメンバーの残り容量がない

とみなし、新規メディアへの差分バック

アップを行います。要求されたメンバー

に既にバックアップしてあるファイルは、

バックアップされません。次のバック

アップでは新規メンバーが要求され、復

元を行う際は両方のメンバーが必要にな

ります。

「スキップ」をクリックすると、スキップ

したメンバーの残りの空き容量があって

もそれを利用できなくなります。

要求されたディスクやテープについて、

破損または紛失した、あるいは消去され

ていることがわかっている場合は、次の

ように操作してください。バックアップ

セットの先頭メンバーの場合は、新規

バックアップセットを開始するか、使用

中のバックアップセットに書き替えバッ

クアップを行うのが も簡単です。いず

れの場合も、新しいメディアが要求され、

バックアップセットの新しい先頭メン

バーになります。先頭メンバー以外の、

利用可能なメンバーで差分バックアップ

を続行したい場合は、「選ぶ」をクリック

し、「紛失」をクリックします。Retrospect 
が新しいメディアへのバックアップを開

始します。紛失したメンバーにバック

アップされていたファイルは、次の差分

バックアップ中に、（可能な限り）バック

アップされます。

バックアップの開始時に、「カタログがバッ
クアップセットと一致していません」と表示
された。

そのメディアを使用してカタログを更新

します。 

詳しくは、357 ページの「カタログの更

新」を参照してください。

「カタログファイルのチェックサム」エラー
が表示された。

特定のバックアップセットだけでエラー

が発生する場合は、そのカタログを修復

してから操作し直します。 

詳しくは、357 ページの「カタログの更

新」を参照してください。 

検証エラーが表示された。

使用している検証の種別によって、

Retrospect は各種のエラーを表示します。
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完全検証では、検証先メディアのファイ

ルが検証元メディアのファイルと比較さ

れます。特定のファイルについて、「修正

日時が違います」と表示された場合は、

バックアップ中にファイルが修正された

可能性があります。その場合は、何もす

る必要はありません。そのファイルは、

次のバックアップのときにコピーされま

す。

「ファイル ... は、オフセット ... で比較で

きませんでした」などのエラーは、ほと

んどの場合、通信バス（SCSI や ATAPI な
ど）に関する問題です。再度バックアッ

プを行い、ファイルをコピーし直してく

ださい。

「オフセット」エラーメッセージが表示さ

れた場合は、無視できない重大なデータ

破損の可能性があります。エラーがほと

んどの元ボリューム（クライアントを含

む）で起こる場合や、バックアップコン

ピュータに接続された元ボリュームで起

こる場合は、通信バスに関するトラブル

シューティングを行ってください。エ

ラーがネットワーク経由でバックアップ

される特定の元ボリュームだけで起こる

場合は、該当するコンピュータの通信バ

スやネットワーク接続に関するトラブル

シューティングを行ってください。 

380 ページの「FireWire および USB デバイ

スのトラブル」と 381 ページの「SCSI の
トラブル」、および 383 ページの「ネット

ワークのトラブルシューティングのテク

ニック」を参照してください。ディスク

の診断ソフトウェアを使って、問題の

あったボリュームを検査することも検討

してください。

メディア検証では、検証先メディア上の

ファイルの MD5 ダイジェストが、コピー

元からファイルをコピーする際に生成さ

れた MD5 ダイジェストと比較されます。

これらの MD5 ダイジェストが一致しない

ことが報告される場合、通常は検証先メ

ディアに問題があります（メディアの破

壊、不良ディスクセクタへのデータ書き

込みなど）。バックアップセットのメディ

アに問題がないかチェックします。問題

を解消できない場合は、新しいメディア

にバックアップします。メディア検証エ

ラーを生成するファイルは、定義上、検

証先のバックアップセットのファイルと

一致しないファイルです。したがって、

これらのファイルは次のバックアップ時

にバックアップ先に再度コピーされます。

注： 特定の状況では、Retrospect はバック

アップ時に生成された MD5 ダイジェスト

にアクセスすることができません。この

問題は、Retrospect 7.5 より前のバージョン

を使用して作成されたすべてのバック

アップと、Retrospect の「バックアップ処

理中に MD5 ダイジェストを生成」環境設

定が無効になった状態で行われたバック

アップで発生します。詳しくは、320 ペー

ジの「検証環境設定」を参照してくださ

い。これらの場合でも、Retrospect はバッ

クアップセットメディア上のすべての

ファイルが読み取り可能であるかどうか

をチェックします。

実行が完了しても、自動環境設定どおりに 
Retrospect が終了、ログオフ、再起動、シ
ステム終了しない。

Retrospect が終了、ログオフ、再起動、シ

ステム終了のいずれかの状態になるのは、

自動実行モードで、なおかつ、先読み時

間内（313 ページを参照）に他の操作がス

ケジュールされていない場合だけです。 

基本動作を起動すると自動的に対話モー

ドになり、スクリプトを起動すると自動

実行モードになります。Retrospect がコ

ピーしている間に、「制御」メニューを

使ってモードを切り替えます。



第 11 章  •  問題と解決方法 375

Macintosh クライアントがバックアップ後
にシステム終了しない。

Retrospect が Macintosh クライアントコン

ピュータをシステム終了するのは、以下

の 4 つの条件をすべて満たす場合です。

• クライアントが OS 9.x か、それより古

いバージョンを実行している。

• 「終了時にシャットダウン」オプション

がスクリプトのクライアントオプショ

ンでオン（デフォルト）になっている。

• クライアントが「バックアップを待機

中」というダイアログボックスを表示

している。

• クライアントに対して、先読み時間内

（313 ページを参照）に別のバックアッ

プがスケジュールされていない。

Retrospect が特定のクライアントボリュー
ムをバックアップしない。

バックアップスクリプトが元ボリューム

を含んでいることを確認します。

クライアントボリュームがプライベート

に指定（218 ページを参照）されていない

ことを確認します。

クライアントコンピュータで使用するた

めにクライアントボリュームがマウント

されていることを確認します。Mac OS で
は、ボリュームアイコンがデスクトップ

上にあります。Windows では、ドライブ

文字にアクセスできます。

元ボリュームとして特定のクライアント

ボリュームではなくクライアントコンテ

ナを使用して、クライアントに接続され

たすべてのボリュームを選択します。次

に、「設定」>「クライアント」に進み、問

題のクライアントのプロパティで、プロ

パティウィンドウの「ボリューム」タブ

をクリックし、リストボックスから「ク

ライアントデスクトップ」を選択します。 

クライアントコンテナの使い方について

は、203 ページの「クライアントの設定」

を参照してください。

バックアップ中にクライアントがクラッシュ
する。

クライアントがクラッシュする原因とし

て、ネットワークハードウェアの故障、

ウィルス、ソフトウェアの競合などが考

えられます。診断ユーティリティを使用

して、ウィルスやハードディスクに問題

がないかを検査します。Mac OS 9 やそれ

より古いバージョンのクライアントの場

合は、384 ページの「Mac OS クライアン

トのトラブルシューティング」の「Mac 
OS 9 システムソフトウェアのトラブル」

を参照してください。ご使用のネット

ワークハードウェアに対応する 新の

ネットワークソフトウェアを使用します。

Proactive Backup のトラブル

ドライブにメディアが存在しているのに、
Proactive Backup は「メディア」を要求し
ている。

Proactive Backup は、元ボリュームをバッ

クアップするために特定のメディアメン

バーが必要であると報告しています。さ

らに多くのメディアを必要としている

バックアップセットを特定するには、

Proactive Backup の状況ウインドウで

「バックアップセット」タブをクリック

し、「メディア」という状況が表示されて

いるバックアップセットを探します。

メディアを必要としているバックアップ

セットにまだ一度もバックアップしたこ

とがない場合は、新規のメディアや消去

されたメディアを使用できます。Proactive 
Backup を停止し、「設定」>「デバイス」を

使用して、必要なメディアを消去し、

Proactive Backup を再起動します。

それでも Proactive Backup がメディアを受

け付けない理由を特定できない場合

は、「バックアップ」> 「バックアップ」を

使用して、該当するバックアップセット
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にバックアップを開始します。要求して

いるメディアを示すウィンドウが表示さ

れます。

Proactive Backup がバックアップを完了し
ても、Retrospect が終了しない。

Proactive Backup は継続的に実行するよう

に 適化されています。実行予定の別の

スクリプトがあれば、Proactive Backup が
実行中でも、予定時刻になるとそれらの

スクリプトが起動されます。

Proactive Backup の実行時間を限定 （たと

えば、毎日 7:00 A.M. ～ 7:00 P.M. まで）す

れば、バックアップサーバの停止時刻後

に Proactive Backup に影響を与えずに 
Retrospect を正常に終了できます。次のス

クリプトを起動するようにスケジュール

されている場合は、Retrospect が自動的に

起動されます。

Retrospect Client コントロールパネルの
「Proactive Backup のスケジュール」に
「できるだけ早く」が設定されているのに、
クライアントのバックアップはすぐに実行さ
れなかった。

「できるだけ早く」環境設定では、クライ

アントは Proactive Backup からのポーリン

グを待機するだけであり、クライアント

が自らサーバに連絡することはありませ

ん。一方、Proactive Backup は他の元ボ

リュームのバックアップや他のクライア

ントのポーリングに時間を取られていた

り、スケジュールに従って動作していな

いことさえあります。Retrospect は「でき

るだけ早く」に設定されたクライアント

をポーリングするときに、クライアント

のバックアップを実行します。 

詳しくは、167 ページの「早期バックアッ

プを許可」を参照してください。

復元のトラブル

復元を開始するには、まず復元の元とな

るバックアップセットを選択します。

Retrospect はその後、ファイルの保存先と

なるボリュームの選択、ファイルの照合

または選択、メディア要求、コピー、必

要に応じてアクセス権の設定という段階

をふみます。

バックアップセットの選択に問題がある。

目的のバックアップセットがリストに表

示されない場合は、「更に」ボタンをク

リックします。バックアップセットのカ

タログが利用できる場合は、「開く」をク

リックします。カタログをメディアから

再作成する場合は、「再作成」をクリック

します。

バックアップセットの選択後に、「カタロ

グファイルのチェックサム」エラーが表

示された場合は、403 ページの「エラー -
641（チェックサムが一致していません）」

を参照してください。

復元の元となるメディアが、「バックアップ
セット選択」ウィンドウに表示されない。

ハードドライブ内のバックアップセット

に対応するカタログファイルを Windows 
エクスプローラで検索します。対象のカ

タログファイルには、Retrospect の「記憶

装置」ウィンドウに表示されたメディア

と同じ名前が付いています。たとえば、

テープの名前が「1-Backup」の場合は、

「Backup」というカタログファイルを検索

します。そのカタログファイルをダブル

クリックして、カタログの位置を 
Retrospect に認識させます。

ハードドライブ上にカタログファイルが

見つからない場合は、「ツール」>「カタロ

グの修復」をクリックし、カタログを再

作成する機能（358 ページを参照）を選択

します。

復元したいファイルが見つからない。

「ファイルを復元」を選択した場合は、選

択したスナップショットが目的のボ

リュームに対応していることを確認しま

す。デフォルトでは、選択したファイル

のプレビューブラウザには、バックアッ

プされたハードディスクと同じ順序で、
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ファイルやフォルダがアルファベット順

に表示されます。目的のファイルが見つ

かったら、そのファイルをダブルクリッ

クし、復元対象としてマークします。

ファイルが見つからない場合は、「編集」

メニューから「検索」を選択し、ファイ

ル名やその他の属性などを使って検索し

ます。アイコンは、バックアップセット

のメンバーが失われていることを示して

います。

ファイルの旧バージョンを復元する場合

は、「復元」>「ファイルの検索」を使用し

ます。指定したファイルまたはフォルダ

の名前を検索します。必要なら、「追加選

択」をクリックして Retrospect のセレクタ

インターフェイスを使用しファイルの検

索を行います。 

76 ページの「復元」と 345 ページの「セ

レクタの使い方」を参照してください。

メディアから古いスナップショットを復元中
に、利用可能なスナップショットが見つから
ないというメッセージが表示される。

以下の 2 つの原因が考えられます。 

• 「復元用に元スナップショットを保存」

オプション（284 ページを参照）をオ

フにした。

• バックアップを完了前にキャンセルし

た。→ Retrospect はバックアップが完

了してからボリュームにスナップ

ショットを保存します。

挿入したメディアを Retrospect が拒否し、
名前は正しいが作成日が違うというメッセー
ジを表示する。

同名のメディアが 複数あることを意味し

ています。これは新しいメディアに書き

替えバックアップを行い、その後で古い

テープ、ディスク、CD/DVD に復元を

行ったときに発生します。可能な場合は、

正しいメディアを探して復元を行ってく

ださい。

他のメディアを試し、使用中のカタログ

と一致するものがあるかどうかをチェッ

クします。

目的のファイルが保存されているメディ

アが確実にわかっている場合は、そのカ

タログを再構築します。「ツール」>「カタ

ログの修復」をクリックし、適切な修復

機能を選択してカタログを再作成します。

詳しくは、358 ページの「カタログの再作

成」を参照してください。

復元のコピー中にディスク容量が限界に達し
た。

復元先のボリュームに、ファイルを復元

するための容量が十分にないことを示し

ます。ファイルを移動または削除して容

量を増やすか、復元するファイルの数を

少なくします。圧縮ユーティリティを使

用したボリュームを復元する場合は、

バッチモードでファイルを復元します。

さらに、復元バッチ間で圧縮ユーティリ

ティを使い、次のファイルバッチを保存

できるように圧縮します。

復元後に、NTFS セキュリティ許可が設定さ
れていない。

スナップショットを使用して復元し、セ

キュリティ情報をコピーするためのオプ

ションをオンにしておく必要があります。

289 ページの「Windows セキュリティオプ

ション」と 244 ページの「フルバックアッ

プからの復元」を参照してください。

復元後、Mac OS ファイル共有アクセス権が
設定されない。

Retrospect が Mac OS 9 のファイル共有アク

セス権を設定するのは、ファイル共有が

有効な場合だけです（ファイル共有は

バックアップ中も有効にしておく必要が

あります）。共有設定を開始して、復元を

やり直してください。 

Mac OS X で、動作中のシステムボリュー

ム以外のボリュームに復元する場合は、

そのボリュームについて、事前に Finder 
の「情報を見る」を使用してください。
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情報ウィンドウの「アクセス権」を選択

して、「このボリューム上のアクセス権を

無視する」オプションをオフにしてくだ

さい。

詳しくは、254 ページの「Mac OS ファイ

ルサーバの復元」を参照してください。

Macintosh OS 9.x やそれより古いバージョ
ンのクライアントを復元した後、Finder で
書類のアイコンが正しく表示されない。

大規模な復元を行った後は、通常、

Macintosh のデスクトップを再構築する必

要があります。デスクトップを再構築す

るには、Command キーと Option キーを同

時に押しながら、Macintosh を再起動して

ください。

Macintosh の新しいハードディスクへの復
元後、デスクトップ上のボリュームアイコン
が正しく表示されない。→この現象はよく起
こります。

コンピュータを再起動します。

復元後に、Macintosh クライアントのサブ
ボリューム定義が不正になる。

多数のフォルダの復元操作を行った後に、

サブボリューム定義が識別し直される場

合があります。サブボリュームは不正な

フォルダと関連付けられたために、

Retrospect のボリューム選択ウインドウと

ブラウザで不正な名前を持つ場合があり

ます。この原因は、フォルダの非表示の

ディレクトリ識別番号を処理しなかった

ためです。

この問題は稀に発生しますが、これを防

ぐには、宛先ボリュームを消去するか

フォーマットしてから、Retrospect の「ボ

リューム全体を復元」機能を使用してく

ださい。サブボリュームの誤りを回避す

るには、大規模な復元操作（ディスク全

体の復元など）を行った後にすべてのサ

ブボリュームの名前や正しさを確認しま

す。ボリューム全体の復元を行った後に、

ボリューム上の各サブボリュームを再定

義する必要があります。

データの検索やクライアントへのデータの復
元が実行できない。

以下の手順に従います。

1. クライアントへのアクセスを試します。

クライアントデータベースからクライ

アントを選択したら、ツールバーから

「プロパティ」をクリックします。「更

新」ボタンをクリックし、Retrospect が
クライアントに接続できることを確認

します。

2.「設定」>「ボリューム」に進み、デー

タの復元先のボリュームを選択し、

ツールバーから「プロパティ」をク

リックします。復元するファイルを格

納するための空き容量がボリュームに

十分にあることを確認し、属性の行に

ロック記号が表示されていないことを

確認します。属性の行が表示されてい

なければ、ボリュームはロックされて

いません。

データの復元先のボリュームがロックさ

れていないことと、十分な空き容量があ

ることを確認したのに、復元が正常に実

行されない場合は、「第 8 章 • 障害発生時

の復旧」を参照してください。

ユーザ開始型復元に関する問題

UIR が正常に機能するためには、いくつか

の要件が満たされていなければなりませ

ん。 初に、226 ページの「ユーザ開始型

復元」に説明されている要件を確認して

ください。Retrospect バックアップサーバ

と Retrospect クライアントのいずれもが 
UIR 向けの要件を満たし、正常に設定され

ているにもかかわらず UIR Web ページに

アクセスできない場合は、次の操作を試

みます。

• IIS がバックアップコンピュータ上で稼

働していることを確認します。

• ASP NET IIS Registration ツールを実行

します。Retrospect バックアップサーバ

のコマンドプロンプトにテキスト 
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C:¥WINDOWS¥Microsoft.NET¥Frame
work¥v1.1.4322¥aspnet_regiis.e

xe -i を入力し、問題を修正します。

「aspnet_regiis.exe」へのパスが上記のパ

スと異なっている場合は、正確なパス

を入力します。

• Retrospect バックアップサーバから UIR 
Web ページへの接続を試みます。バッ

クアップサーバからは接続できるが 
Retrospect クライアントからは接続でき

ない場合は、ネットワークに問題があ

り、アクセスがブロックされている可

能性があります。ネットワーク管理者

に連絡して、解決策を見つけます。

ユーザが UIR にアクセスできるが復元を

完了できない場合は、UIR Web ページに

いくつかのエラーメッセージが表示され、

問題を解消する方法が提示されます。

• ユーザ開始型復元がオフになっていま
す。ユーザ開始型復元をオンにします。

Retrospect を開き、Retrospect のナビ

ゲーションバーで「設定」>「環境設

定」を選択します。「クライアント」>
「ユーザ復元」を選択し、「ユーザ開始

型復元を有効にする」チェックボック

スをオンにします。

• Retrospect に接続できませんでした。

バックアップサーバ上で Retrospect を
起動します。

• Retrospect がユーザのマシン上でクライ

アントを検出できませんでした。サ

ポートされる Retrospect クライアント

がコンピュータ上にインストールされ、

オンになっていることを確認します。

• Retrospect クライアントが IP アドレス 
__________ で検出されましたが、

Retrospect サーバにログインされていま

せん。Retrospect バックアップサーバか

ら、Retrospect クライアントをバック

アップクライアントデータベースに追

加します。詳しくは、200 ページの

「クライアントの追加」を参照してくだ

さい。

• IP アドレス __________ の Retrospect ク
ライアントがオフになっています。

Retrospect クライアントコンピュータか

ら、クライアントをオンにします。詳

しくは、215 ページの「クライアント

ユーザの環境設定」を参照してくださ

い。

• IP アドレス __________ の Retrospect ク
ライアントが読み取り専用アクセスに
設定されています。Retrospect クライア

ントコンピュータから、クライアント

が全アクセスを提供するよう設定され

ていることを確認します。詳しくは、

218 ページの「アクセス制御環境設定」

を参照してください。

• IP アドレス __________ の Retrospect ク
ライアントは現在使用中です。しばら

く待ってからもう一度接続を試みます。

• __________  用のバックアップが検出さ

れませんでした。バックアップの対象

が Retrospect クライアントになってい

ることを確認します。これまでバック

アップされたことがない場合、UIR は
何も復元できません。このエラーは、

新規の Retrospect クライアントがユー

ザのコンピュータにインストールされ

た場合にも表示されることがあります。

新規の Retrospect クライアントを有す

るユーザが、古いバックアップへのア

クセスを希望する場合、Retrospect バッ

クアップ管理者は古いクライアント

（およびそのバックアップ）を新規クラ

イアントに再関連付けする必要があり

ます。Retrospect のナビゲーションバー

で「設定」>「クライアント」を選択し

ます。バックアップクライアントデー

タベースで、古いクライアント名を選

択して「プロパティ」をクリックしま

す。「アクセス」タブをクリックし、

「変更」をクリックします。新規クライ
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アント名を選択するか、クライアント

アドレスを入力して「OK」をクリック

します。

ユーザが UIR にアクセスし、ファイルを

復元できる可能性はありますが、復元し

ようとしているファイルが UIR 経由で入

手できないこともあります。UIR では、

バックアップされた各ボリュームのアク

ティブなスナップショットしか表示され

ません。これは、一般的には も新しい

バックアップしか復元には利用できない

ことを意味します。 

大半の場合、管理者が実行できる も簡

単で 良の方法は、古すぎて UIR では利

用できないファイルの復元を Retrospect ク
ライアントユーザが必要とする時点で、

Retrospect から基本復元を実行することで

す。古いスナップショットを利用可能に

する方法はいくつかありますが、いずれ

も管理者による作業が必要になります。

• 古いスナップショットを取り込む。

Retrospect を使用して古いスナップ

ショットをバックアップメディアから

取り込む場合、これらのスナップ

ショットがアクティブになり、UIR で
利用可能になります。スナップショッ

トの取り込みに関する詳細については、

305 ページの「「スナップショット」タ

ブ」を参照してください。

• さらに多くのバックアップを残してお

くようディスクバックアップセットの

グルーミングポリシーを変更する。グ

ルーミング前に保持しておくバック

アップの数を増加した場合は、より多

くのスナップショットが UIR で利用可

能になります。ただし、古いバック

アップを保存するために追加のディス

クスペースが必要になります。

FireWire および USB デバイスの
トラブル

FireWire または USB デバイスはさまざま

なトラブルが原因で問題が発生します。

ハードウェアのトラブル

• デバイスを分離します。チェーン上の

別のデバイスがバックアップ機器の通

信を妨害する場合があります。ご使用

のバックアップデバイスを、ハブや別

の FireWire/USB デバイスを経由してコ

ンピュータに接続している場合は、そ

のバックアップデバイスを取り外し、

コンピュータのポートに直接つないで

みます。既にコンピュータに直接つな

いでいる場合は、ポートを変更してみ

てください。問題が引き続き発生した

場合、他のデバイスを接続せずに、以

下の項目を確認します。

• ケーブルが損傷している可能性があり

ます。コンピュータとデバイスを接続

しているケーブルを交換してみます。

• コンピュータのシステム基板または 
FireWire/USB アダプタに問題が発生し

た可能性があります。可能であれば、

Retrospect を別のコンピュータにインス

トールして、そのデバイスだけを試し

てみます。

メディアのトラブル

• メディアの損傷や欠陥による問題かど

うかを確認するため、新しいメディア

を試してみます。できるだけ、別の

メーカーのメディアを使用してみます。

メディアのメーカーによってドライブ

に問題が起こる場合があります。ご使

用のドライブで推奨されるメディアの

メーカーについては、ドライブのメー

カーの対応表を確認してください。

• テープドライブをご使用の場合、ク

リーニングカートリッジを使用して

ヘッドを清掃します。
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Windows 98 のトラブル

• Microsoft では、Windows 98 Second 
Edition で USB と FireWire（1394）のサ

ポートを大幅に改善しました。バック

アップ中にメディアエラー、通信エ

ラー、またはその他のデバイスエラー

が発生する場合は、Windows 98 のバー

ジョンのアップグレードを検討してく

ださい。Windows 98 Service Pack 1 は、

初の Windows 98 よりも優れていま

す。SP 1 は Microsoft から無償でアップ

グレードできます。Windows 98 Second 
Edition は Service Pack 1 よりも優れてい

ますが、Microsoft からのアップグレー

ドは有償です。

• Windows 98 Second Edition 1394 Storage 
Supplement のインストールも推奨しま

す（ www.microsoft.com から入手可

能）。

• CD-RW デバイスマネージャのプロパ

ティの自動挿入通知をオフにします。

ファームウェア / ソフトウェアのトラブル

• ご使用のコンピュータについて、USB 
または FireWire ファームウェアが 新

のものに更新されていることを確認し

ます。ハードウェアのメーカーは、

USB または FireWire の問題を解決する

ために、ファームウェアのアップデー

トをリリースしています。アップデー

トについては、メーカーの Web サイト

を検索してください。Retrospect は、

「デバイス状況」（または「環境」）ウィ

ンドウのバージョン欄に、使用してい

るドライブの 新のファームウェアを

表示します。Retrospect Web サイ

トには、ファームウェアのバージョン

に関連した問題について確認済みの問

題が記載されています。

• FireWire および USB アダプタドライバ

を更新または再インストールします。

ドライバが損傷していると、発見しに

くい問題となる可能性があります。

メーカーの Web サイトから更新するド

ライバを確認します。

• バックアップソフトウェアがデバイス

用にインストールしたドライバを含め、

ご使用のコンピュータから他のサード

パーティのバックアップソフトウェア

を完全にアンインストールします。

新しいメディアに関して記載されたすべ

ての問題を調べ、それでもエラーが発生

する場合は、バックアップデバイス自身

が損傷している可能性があります。さら

に診断やテストを行うか、修理や交換を

行うかについて、ご使用のドライブの

メーカーに相談してください。

SCSI のトラブル

SCSI チェーンが正しく設定されていない

と、通信エラーが発生し、コピー操作中

にデータが破損したり、システムに障害

が発生したりする可能性があります。

SCSI のトラブルが発生した場合は、以下

のアドバイスに従ってください。

また、30 ページの「USB/USB 2.0」や、ご

使用の SCSI カードのユーザガイド、デバ

イスのマニュアルも参照してください。

SCSI バスに通信エラーが発生した場合は、

以下のようなメッセージが表示されます。

• ファイル「Tech Note」：データオフ

セット 3,253 で比較できませんでした。

• 読み取りトラブル :"1-Office Backup 2" 
(0), エラー -102（通信トラブル）

• 書き込みトラブル :"1-Macbeth" (0), エ
ラー -205（保存メディアへのアクセス

が失われました）

上記のようなエラーは、SCSI の設定ミス

が原因と考えられます。ターミネータ

（終端）、特定のデバイス、ケーブルの接

http://www.microsoft.com
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続、デバイスの順序などに問題がありま

す。SCSI バス通信エラーの も一般的な

原因は、ターミネータの問題か SCSI ケー

ブルの不良です。ターミネータを変更す

る、パワーターミネータを使用する、

ケーブルを変更する、SCSI チェーン上の

デバイスを分離する、デバイスを別のコ

ンピュータに移動する、などを試してく

ださい。テープドライブの場合、ドライ

ブのヘッドを清掃し、それでも効果がな

ければ、別のテープを試します。

ターミネーション

終端の一般的ルールは、1 つの SCSI バス

に 2 つのターミネータのみを使い、バスの

両端を終端するということです。SCSI バ
ス上のデバイスが 1 台しかない場合は、

SCSI カードが内蔵のターミネータを持つ

ため、ターミネータは 1 つですみます。ま

た、SCSI 周辺装置の中には、ターミネー

タが内蔵されているものがあります。こ

れは、SCSI チェーンの末端におかなけれ

ばなりません。

特殊なターミネーションの条件について

は、ハードウェアのユーザガイドを参照

してください。 

SCSI ケーブル

SCSI ケーブルの接続不良や、ケーブルの

ゆるみも、通信エラーの原因です。すべ

てのケーブルをチェックし、各コネクタ

がきちんと接続されていることを確認し

ます。SCSI バスの総延長は、6 メートル

を超えないようにします。なるべく 30 ～ 
100 センチの短いケーブルを使用し、180 
センチ以上のものは使用しないでくださ

い。

デバイスの順番と競合

デバイスの順番ミスと競合によるエラー

を防ぐには、まず各デバイスに固有の 
SCSI アドレスが割り当てられていること

を確認します。デバイスの SCSI アドレス

をチェックするには、「設定」>「デバイ

ス」をクリックします。次に、「環境」タ

ブをクリックすると、すべてのデバイス

が表示されます。今後の参考のために、

このウィンドウを印刷しておいてくださ

い。正しく接続され、電源も入っている

デバイスが表示されないなどの問題が発

生した場合は、SCSI デバイスの順番を変

更するか、不要なデバイスを一時的に取

り外します。さらに、各デバイスに固有

の SCSI ID が割り当てられていることを確

認します。

スキャナやリムーバブルディスクドライ

ブなど、一部のデバイスの中には、特に

電源をオフにしたときに SCSI バスの通信

障害の原因となるものがあります。SCSI 
の通信エラーが発生した場合は、コン

ピュータを使用するときに、すべての 
SCSI デバイスがオンになっていることを

確認します。SCSI の通信エラーが発生し

なくても、コンピュータを起動する前に、

すべての SCSI 周辺装置をオンにしておく

ことをお勧めします。また、コンピュー

タをシャットダウンするまでは、SCSI デ
バイスのスイッチを切らないようにして

ください。

未解決の SCSI トラブル

すべてが正しく SCSI チェーンに設定され

ているのに、まだ SCSI には予測できない

エラーがあります。このようなエラーは、

SCSI の「ルール」に従っているため、理

論的には起こるはずがない類のものです。

SCSI でこのような予測不能なエラーが起

きた場合は、チェーン上のデバイスの再

配置、ターミネータの変更、新しい ID の
割り当て、または SCSI ケーブルの交換を

行う必要があります。短いケーブルは長

いケーブルよりも問題が発生する可能性

が低くなります。SCSI は、理論的には十

分に定義されたルールと期待される結果

を持ちますが、実際には、予期しないこ

とが起こる場合があります。
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ネットワークのトラブルシューティング
のテクニック

テストと Ping による TCP/IP 通信の確認

ネットワーク状況ウインドウの「テスト」

ボタンを使用して、Retrospect が TCP/IP を
経由してネットワーク上のコンピュータ

に接続し、クライアントソフトウェアと

通信できることを確認します。「テスト」

をクリックし、IP アドレス、DNS 名、ま

たは WINS 名を入力します。Retrospect が
エラー –541 を表示した場合、それは入力

したアドレスのコンピュータに接続した

が、クライアントソフトウェアが応答し

なかったことを示します。エラー –530 は、

Retrospect がコンピュータに接続できな

かったことを示します。別のエラーが

ネットワークと TCP/IP の設定トラブルを

示す場合があります。そのような場合は、

別のコンピュータからバックアップコン

ピュータとクライアントコンピュータを 
ping し、TCP/IP と通信しているかどうか

を確認します。

TCP/IP を設定した Windows コンピュータ

には内蔵の ping コマンドがあります。

ネットワーク上の TCP/IP Windows コン

ピュータから、MS-DOS のコマンドプロ

ンプトに進み、ここから「ping」に続いて

空白と IP アドレスを入力します。

Mac OS 9.x やそれより古いバージョンには 
ping ユーティリティはありませんが、イ

ンターネットから ping 機能を持つユー

ティリティを入手することができます。

そのようなユーティリティには、iNetTools
（www.wildpackets.com）、IPNetMonitor
（www.sustworks.com）、Interarchy
（www.interarchy.com）、OTTool
（www.neon.com）、WhatRoute
（homepages.ihug.co.nz/~bryanc）などがあり

ます。

Mac OS X では、「Network Utility」
（/Applications/Utilities に配置）の「Ping」
タブをクリックします。

注： Mac OS 9 コンピュータに ping を実行

するには、そのコンピュータに TCP/IP が
ロードされている必要があります。TCP/
IP を常にロードするには、TCP/IP コント

ロールパネルを開いて、「必要時にのみ

ロード」オプション（「高度な機能」と

「管理者」のモードでのみ利用可能）の

チェックを外し、再起動します。

問題となっているクライアントコン

ピュータから IP ping ユーティリティを使

用して、まずバックアップコンピュータ

の IP アドレスを ping します。応答により、

ping 先のコンピュータの TCP/IP 設定が正

常に動作していることがわかります。応

答がタイムアウトになったり、到達不能

であると報告したりする場合は、TCP/IP 
設定、ネットワークインターフェイスの

ハードウェア、またはネットワーク自身

に問題があります。

バックアップコンピュータへの ping が正

常に終了する場合は、そのバックアップ

コンピュータか別のコンピュータを使用

して、問題となっているクライアントコ

ンピュータの IP アドレスを ping します。

適切なネットワークドライバの選択

バックアップコンピュータと Windows ク
ライアントコンピュータが 適なネット

ワークパフォーマンスと互換性を維持す

るには、32 ビットのネットワークドライ

バを使用する必要があります。Windows 
NT、2000、および XP は、デフォルトで 
32 ビットのネットワークドライバを使用

します。Windows 95/98/Me の場合、「ネッ

トワーク」コントロールパネルを開き、

コンピュータのネットワークインター

フェイスアダプタを選択します。「プロパ

ティ」ボタンをクリックして「エンハン

スモード」を選択し、「OK」をクリックし

ます。ネットワークアダプタのメーカー

から更新されたソフトウェアを購入する

必要がある場合もあります。

http://www.wildpackets.com
http://www.sustworks.com
http://www.interarchy.com
http://www.neon.com
http://homepages.ihug.co.nz/~bryanc
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Open Transport のバージョン確認

Mac OS 9.x やそれより古いバージョンのク

ライアントが TCP/IP で動作するには、

Open Transport バージョン 1.1 以降を装備

する必要があります。前述したように、

それぞれのコンピュータの TCP/IP コント

ロールパネルで Open Transport を常時ロー

ドするように設定しておく必要がありま

す。

注： Mac OS X クライアントには Open 
Transport は必要ありません。

ネットワークのトラブルシューティング

Retrospect やクライアントでネットワーク

に問題がある場合は、まずエラーのパ

ターンを特定します。問題が 1 台のクライ

アントで起こる場合は、そのコンピュー

タを調べることからトラブルシューティ

ングを始めます。問題が複数のクライア

ントコンピュータで起こる場合は、それ

らのコンピュータが共通のハブ、ルー

ター、ブリッジ、ゲートウェイを共有し

ているかどうかを調べます。修理や交換

が必要なネットワーク部品を特定できる

場合があります。複数のクライアントコ

ンピュータで発生するエラーのパターン

を特定できない場合は、バックアップコ

ンピュータのネットワークハードウェア

をトラブルシューティングします。

Mac OS クライアントのトラブルシューティ
ング

個々の Macintosh をトラブルシューティン

グするときの 初の手順は、問題が 
Macintosh のソフトウェアにあるか、ネッ

トワークハードウェアにあるかを特定す

ることです。以下では、Mac OS 9.x やそ

れより古いバージョンのクライアントを

トラブルシューティングする方法につい

て説明します。

Mac OS X クライアントのトラブルシュー

ティングの詳細については、
Retrospect Knowledgebase で、「I can't see an 
OS X client on my network. What can I do?」

を参照してください。R etrospect 内で、

Retrospect の「ヘルプ」メニューから、

「オンライン Knowledgebase」を選択しま

す。

クライアント Macintosh の機能拡張やコン

トロールパネルを Retrospect クライアント

コントロールパネル、必要なネットワー

クソフトウェア、および 小限のデフォ

ルトの Apple システムソフトウェアに制限

することから始めます。この制限は機能

拡張マネージャを使用して実行します。

クライアントで問題が続く場合は、ネッ

トワークソフトウェアの互換性に問題が

あると考えられます。クライアントが

サードパーティのネットワークカードを

使用している場合は、 新バージョンの

ソフトウェアに更新します。クライアン

トが内蔵型 Ethernet を使用している場合

は、Apple 社の 新バージョンのネット

ワークソフトウェアインストーラか Open 
Transport を、Apple Software Update Web サ
イトで入手します。

クライアントでそれでも問題が続く場合

は、ネットワークハードウェアを別のク

ライアント Macintosh のものと交換しま

す。内蔵型 Ethernet または Ethernet アダプ

タカードを使用している場合は、ご使用

の Macintosh に外付けされた部品を交換す

るだけで十分です。ご使用の Macintosh が
内蔵のネットワークカードを使用してい

る場合は、そのカードも交換する必要が

あります。部品だけでなくケーブルも忘

れずに交換してください。ネットワーク

ハードウェアを交換したら、両方のクラ

イアントで動作を試します。エラーが別

のクライアントに移ったら、問題の原因

がネットワークハードウェアにあること

がわかります。

機能拡張を 小限に抑え、ネットワーク

ハードウェアを交換しても問題が続く場

合は、システムソフトウェアの新規イン

ストールを実行します。

http://www.retrospect.com/knowledgebase
http://www.retrospect.com/knowledgebase
http://www.retrospect.com/knowledgebase
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Q &A
この項では、Retrospect クライアントの

セットアップおよび設定、ローカルおよ

びネットワーク上のファイルのバック

アップ、バックアップセット、カタログ、

デバイス、メディアについての一般的な

質問に答えます。

クライアントのセットアップに関する
質問

クライアントに直接アクセスするためにクラ
イアントの IP アドレスを特定する方法は ?
特定方法は、オペレーティングシステム

とクライアントコンピュータの設定方法

によって異なります。クライアントが静

的 IP アドレスを持つ場合は、その IP アド

レスをダイレクトアクセス方式で使用で

きます。一方、クライアントが DHCP 
サーバから動的 IP アドレスを自動的に取

得する場合は、ダイレクトアクセス方式

を使用しないことをお勧めします。動的 
IP アドレスは後で変更されることがあり、

動的 IP アドレスを直接追加した場合に、

Retrospect がその IP アドレスで異なるマシン

を特定することがあります。代わりに、マ

ルチキャストまたはサブネットブロード

キャストを使用する必要があります。

以下に、コンピュータの IP アドレスを特

定する方法とその IP アドレスが静的か動

的かを判定する方法を示します。

Mac OS：クライアント上で TCP/IP コント

ロールパネル（OS 9.x やそれより古いバー

ジョンの場合）かネットワークの環境設

定（Mac OS X の場合）を開きます。コン

ピュータが現在使用している「IP アドレ

ス」が表示されます。IP アドレスの上部

には「設定」ポップアップメニューがあ

ります。「DHCP サーバを使用」と表示さ

れている場合は、動的アドレスになりま

す。「手動」と表示されている場合は、静

的アドレスになります。

Windows 95/98/Me：「ファイル名を指定し

て実行」ダイアログボックスまたは DOS 
プロンプトから、「WinIPcfg」と入力する

と、ウィンドウに設定情報が表示されま

す。「詳細」ボタンをクリックすると、完

全な設定情報が表示されます。

Windows NT/2000/XP：DOS プロンプトを

開き、「IPconfig -All」と入力すると、完全

な IP 設定情報が表示されます。

すべての Windows システム：IP 設定情報

には、コンピュータが現在使用している 
IP アドレスが表示されます。IP 設定情報

には、コンピュータが DHCP サーバを使

用しているかどうかも表示されます。コ

ンピュータが DHCP サーバを使用してい

る場合は、さらに自動取得された IP アド

レスのリース日も表示されます。設定情

報に DHCP サーバやリースに関する情報

が表示されない場合は、IP アドレスは手

動で指定された静的アドレスになります。

クライアントの設定に関する質問

クライアントの名前を変更する方法は ?
クライアントの名前は、バックアップコ

ンピュータから 初にクライアントにア

クセスするときに指定します。

すでにログインしているクライアントの

名前を変更する場合は、「設定」>「クライ

アント」をクリックし、名前を変更する

クライアントをダブルクリックし、クラ

イアントのプロパティウィンドウの

「ツール」タブをクリックします。「名前

を変える」ボタンをクリックして新しい

名前を入力します。

名前の変更は既にバックアップされてい

るファイルには影響しないので、それら

のファイルは古いクライアント名のまま

で保存されています。新しいファイルや

スナップショットは新しいクライアント

名で保存されます。
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パスワードを忘れたときにクライアントを
ログインする方法は ?
クライアントソフトウェアをアンインス

トールする必要があります。アンインス

トール後、コンピュータを再起動してク

ライアントソフトウェアを再インストー

ルし、新しいパスワードを設定します。

「削除 ...」で間違って削除したクライアント
ボリュームを元に戻す方法は ?
クライアントのボリュームを削除しても、

そのクライアントを設定することによっ

て、削除したボリュームを Retrospect のボ

リュームリストに戻すことができます

（203 ページを参照）。必要に応じて、その

ボリュームを該当するスクリプトに追加

することも忘れないでください。

バックアップに関する質問

ハードディスクドライブにバックアップする
方法は ?
ディスクバックアップセットまたはファ

イルバックアップセットを使用して、

ハードディスクに保存します。21 ページ

の「バックアップセットの内容と構成要

素」と 37 ページの「ハードディスクドラ

イブ」を参照してください。

Snap Server や NAS にバックアップする
方法は ? バックアップデバイスとして使用
できるか ?
Retrospect では、様々な方法で NAS デバイ

スを利用できます。NAS デバイス上で 
Retrospect アプリケーションや Retrospect 
クライアントを実行できます。または、

ファイルまたはディスクバックアップ

セットのデータの保存先として NAS デバ

イスを使用することができます。

詳しくは、53 ページの「Network Attached 
Storage（NAS）デバイス」を参照してく

ださい。

修正したファイルだけをバックアップする
には ?
これは Retrospect によって自動的に行われ

ます。 初のバックアップでは、選択し

たすべてのファイルがコピーされます。

その後の標準バックアップでは、選択し

たファイルのうち、新規ファイルか修正

したファイルだけがコピーされます。

すべてをバックアップするか、差分バック
アップかを指定するには ?
Retrospect はデフォルトで Progressive バッ

クアップを行い、新規ファイルか修正さ

れたファイルだけをバックアップします。

この動作は、バックアップ操作を設定す

ることによって変更できます。詳しくは、

23 ページの「バックアップ動作」を参照

してください。

バックアップ動作を設定するには、以下

のように複数の方法があります。

• 基本バックアップを実行する際に、

バックアップオプション（280 ページ

を参照）を変更して設定します。 

• スクリプトを実行する際は、手動実行

ダイアログボックスのコンボボックス

（160 ページを参照）から目的の項目を

選択します。 

• スクリプトスケジュール（155 ページ

を参照）を作成する際に設定します。

• バックアップセットを設定し、「メディ

アの制御」ボタン（303 ページを参照）

をクリックして設定します。

同一のテープ、ディスク、CD/DVD に、複
数のボリュームをバックアップするには ?
宛先ボリュームとして、1 つのバックアッ

プセットだけを使用します。全ボリュー

ムを一度にバックアップするには、「ソー

ス選択」ウィンドウで目的のボリューム

を選択します。連続していない複数ボ

リュームを選択するには Control キーを使

い、連続したボリュームの範囲を指定す

るには、Shift キーを使います。バック
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アップを実行すると、選択したボリュー

ムが順次バックアップされます。

その後でも、同じバックアップセットに

他のボリュームの標準バックアップを行

うことができます。メディア容量の限度

まで、選択したボリュームがメディアに

追加されます。

バックアップをすぐに開始する方法は ?
まず、Retrospect でスクリプトを作成し、

そのスクリプトの起動書類（161 ページを

参照）を保存します。起動書類を使用し

て、Windows エクスプローラからそのス

クリプトを直接開始します。

属性からファイルを選択するには ?
セレクタを使い、バックアップするファ

イルを特定します。セレクタでは、サイ

ズ、種類、日付など多様な属性によって

ファイルを実行の対象に含めたり、除外

したりすることができます。詳しくは、

345 ページの「セレクタの使い方」を参照

してください。

ネットワークバックアップに関する質問

昨夜何をバックアップしたかを確認する方法
は ? Proactive Backup によってすべてが
バックアップされたかを確認する方法は ?

「バックアップレポート」には、各ボ

リューム毎にバックアップ操作の概要が

表示されます。このレポートを表示する

には、「レポート」>「バックアップレポー

ト」をクリックします。詳しくは、270 
ページを参照してください。

「操作ログ」には、バックアップされたボ

リューム、コピーされたデータ量、バッ

クアップが正常に完了したかどうかなど

が日時毎に表示されます。このログを表

示するには、「レポート」>「操作ログ」を

クリックします。ログでは、発生したエ

ラーも表示されます。詳しくは、273 ペー

ジを参照してください。

新のバックアップファイルを表示する

には、「レポート」>「セッションの内容」

をクリックします。「内容レポート」ウィ

ンドウの上部のリストから、該当する

バックアップセットを選択し、下部のリ

ストからセッションを選択したら、「参

照」をクリックします。ブラウザウィン

ドウには、ファイルがバックアップされ

た順番に表示されます。詳しくは、274 
ページを参照してください。

特定のバックアップ時点での特定ボ

リュームにあるすべてのファイルを確認

するには、バックアップアセットのプロ

パティで「スナップショット」タブを表

示します。詳しくは、305 ページを参照し

てください。

複数のバックアップコンピュータを同一の
ネットワークで同時に実行できるか ?
問題なく実行できます。ただし、データ

を同時に転送すると、バックアップのパ

フォーマンスが両方とも低下します。そ

れぞれが物理的に異なるネットワークセ

グメントでバックアップする場合は、1 つ
のセグメントのトラフィックが別のセグ

メントに影響することはありません。

異なるネットワークセグメント上のコン
ピュータをバックアップコンピュータにする
には ?
新しいバックアップコンピュータへの移

動については、323 ページ以降の

「Retrospect の移動」を参照してください。

バックアップコンピュータで複数のネット
ワークカードを使用する方法は ?
Retrospect Multi Server では、ネットワーク
のバックボーンを通過せずに複数のサブ
ネットからすべてのクライアントにアク
セスすることができます。個々のネット
ワークセグメントにネットワークイン
ターフェイスカードを接続し、Retrospect 
Multi Server の高度なネットワーク機能
（210 ページを参照）を使用してそれぞれ
のカード / サブネットの組み合わせに個別
のインターフェイスを設定します。
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Retrospect のネットワークのポート番号は ?
Retrospect は既知のポート番号 497 を使用

します。このポート番号は、Internet 
Assigned Number Authority（IANA）によっ

て、TCP と UDP の両方に割り当てられま

す。

1 台のバックアップコンピュータで何台のク
ライアントコンピュータをバックアップでき
るか ?
1 台のバックアップコンピュータからアク

セスできるクライアントの数に、制限は

ありません。この場合、数はあまり問題

ではなく、むしろリソースが問題となり

ます。より高速のバックアップコン

ピュータ、高容量メディアを搭載したよ

り高速のバックアップデバイス、より多

くのバックアップ時間、これらが揃えば、

より多くのクライアントをバックアップ

することができます。

バックアップコンピュータが予定時間内

にバックアップを完了しない場合、また

はボリュームのバックアップ回数を増や

したい場合は、高速のバックアップコン

ピュータや高速のバックアップデバイス

が必要になることがあります。 

ネットワークのバックアップに時間がかかる
理由は ?
バックアップ速度を概算するためのガイ

ドラインなどバックアップのパフォーマ

ンスについては、「ネットワークバック

アップのガイドライン」と 234 ページの

「バックアップコンピュータの選択」を参

照してください。

バックアップが突然遅くなったり、同様

の設定であるにもかかわらず特定のクラ

イアントのバックアップだけが他のクラ

イアントよりも遅くなったりする場合は、

何か問題があると考えられます。以下の

点に問題があると考えられます。

• バックアップ時のバックアップコン

ピュータとクライアントコンピュータの

活動量。 どちらかのコンピュータで動作し

ている他のアプリケーション（ウィルス

チェックソフトウェアなど）が、

Retrospect の処理能力を奪っています。パ

フォーマンスを 適にするために、バッ

クアップコンピュータで実行するアプリ

ケーションを Retrospect だけにしてバック

アップを試します。

• コピーするデータ量。 書き替えバック

アップは、Progressive バックアップよりも

高いパフォーマンス値を示す傾向にあり

ます。Retrospect は、バックアップする

データ量とは関係なく、バックアップご

とにボリューム全体の確認に時間をかけ

てバックアップするファイルを特定する

必要があります。バックアップの合計時

間に占めるこのオーバヘッド時間の割合

は、大量データ（置き換えバックアップ

の場合または標準バックアップで空の新

規バックアップセットを使用する場合）

よりも少量データ（Progressive バックアッ

プ）の方が高くなります。そのため、少

量データのバックアップが、大量データ

のバックアップよりもパフォーマンス時

間が遅くなることがあります。 
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以下の表 11-1 で、 いくつかのバックアッ

プのサンプルデータを示します。書き替

えバックアップのパフォーマンス値は、

同一クライアントに対する初回以降の

バックアップよりもかなり高くなります。

これは、実際にバックアップするデータ

量に対してオーバヘッド時間の割合が低

くなるためです。

• バックアップセットを使用したセッショ

ンの合計数。 生成されるセッション数が多

くなると、Retrospect がセッションを照合

してバックアップするファイルを特定す

るための時間がかかるようになります。

バックアップセットを書き替えバック

アップで定期的にリセットするか、新規

バックアップセット バックアップで新規

メディアをローテーションに追加するこ

とで、バックアップセットのセッション

数を制限します。これにより、バック

アップと復元の両方の操作がスピード

アップします。

• ファイル共有。 ファイル共有は、クライ

アントとバックアップコンピュータの両

方でのコピー速度を遅くします。ファイ

ル共有を使用しない場合はオフにすると、

ネットワークパフォーマンスの 適化に

役立ちます。

• ネットワークセグメント経由のバック

アップ。 バックアップコンピュータとクラ

イアントがブリッジやルーターで接続さ

れた、物理的に異なる 2 つのネットワーク

に別々に存在すると、マシンからマシン

へのデータの転送速度が遅くなることが

あります。ネットワークの相対的な活動

やパフォーマンスに関して 2 つのネット

ワークに著しい差異があると、バック

アップのパフォーマンスも影響を受けま

す。「設定」>「クライアント」からプロパ

ティを使用して、バックアップコン

ピュータとクライアント間の接続速度を

確認できます。エコー時間が標準的な環

境よりも高い（たとえば、常時 0.3 より

上）場合や、パフォーマンス値（KB/ 秒）

が標準よりも低い場合は、ネットワーク

問題がバックアップ速度に影響している

可能性があります。プロパティを使用し

て、さまざまなクライアントコンピュー

タのパフォーマンス値を表示し、パ

フォーマンス値を比較することで、ネッ

トワークパフォーマンスの現在のレベル

を確認します。

• バックアップコンピュータやクライアン

トコンピュータのパフォーマンス。 どちら

のマシンに問題があってもバックアップ

速度に影響します。特に、ハードドライ

ブの断片化、SCSI バスの問題、ネット

ワークの問題をチェックする必要があり

ます。

バックアップ動作
（繰り返し）

ファイル数 コピー量（MB） 時間（分 : 秒） MB/ 分

初期バックアップ 8345 719.6 24:00 30

Progressive（1） 51 5.7 00:22 15.4

Progressive（2） 360 19.7 01:26 13.8

Progressive（3） 43 5.7 00:25 13.5

Progressive（4） 53 6.1 00:30 12.6

表 11-1: Ethernet ネットワークを経由するクライアントのバックアップのサンプル値
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• バックアップコンピュータの速度。 コン

ピュータの各モデルが搭載するさまざま

なクロック速度の CPU により、タスクの

処理速度が決定されます。たとえば、相

対的に Pentium は低速で、Pentium III は高

速です。次に、同系統の CPU でも、その

性能はクロックサイクル（MHz）によっ

て異なります。 後に、SCSI バスの速度

は拡張カード間で異なるため、各モデル

による SCSI バス経由のデータの転送速度

は影響を受けます。バックアップで 適

なパフォーマンスを達成するには、比較

的高速なコンピュータで Retrospect を実行

することです。

• 暗号化やソフトウェア圧縮の使用。 可能

であれば、バックアップメディアに暗号

化を使用することや、クライアントコン

ピュータにリンク暗号化を使用すること

は避けるようにします。バックアップコ

ンピュータで暗号化を使用する場合は、

処理能力を追加して、バックアップパ

フォーマンスの低下を防ぐ必要がありま

す。ご使用のテープドライブがハード

ウェア圧縮機能を内蔵している場合は、

ソフトウェア圧縮よりも高速に動作する

ハードウェア圧縮を優先的に使用します。

バックアップ速度はテープの容量に影響

するため、ハードウェア圧縮を使用する

と、より多くのデータをテープに保存す

ることもできます。

クライアントの実行オプションで実際的な
低速度を決定する方法は ?
クライアントデータベースウィンドウか

ら、いくつかのクライアントのプロパ

ティを参照します。1 分ほど、各クライア

ントの速度を観察してください。

バックアップの完了時に Windows クライア
ントコンピュータをシステム終了できるか ?
いいえ。たいていの PC はハードウェアス

イッチを使用して電源を切る必要があるた

め、Windows の Retrospect クライアントソフ

トウェアはソフトウェアのシステム終了を

サポートしていません。

ある Windows コンピュータのシステムを別
の Windows コンピュータに複製できるか ?
複製はできません。Windows コンピュー

タの情報は、大半がそのコンピュータに

固有なものであるからです。それぞれの

カード、周辺機器、ソフトウェアプログ

ラムには固有の設定が必要であり、たと

え、モデルや構成が同一でも、固有の設

定を別の PC に引き継ぐことはできませ

ん。

クライアントを 新バージョンにアップグ
レードする必要があるか ?
Retrospect では、クライアントで 新バージョ

ンの Retrospect をご使用の場合は、 新

バージョンの Retrospect クライアントソフ

トウェアをお勧めします。

操作が予定されていない夜間に、Macintosh 
クライアントで「バックアップを待機中」ダ
イアログボックスを表示させないようにする
方法は ?
Retrospect クライアントコントロールパネ

ルには、操作の実行が予定されている日

時を知る手段がありません。そのため、

Retrospect クライアントコントロールパネ

ルの環境設定ダイアログボックスで

「バックアップを待機中」を表示するオプ

ションがオンになっていると、常にシス

テム終了を待機することになります。操

作の実行が毎晩でない場合に、「バック

アップを待機中」ダイアログボックスを

表示させない方法はいくつかあります。

「ファイルなし」セレクタを使用してスク

リプトを作成し、そのスクリプトをバッ

クアップが予定されていない夜間に実行

するようにスケジュールします。

Retrospect はスクリプトの Macintosh 用元

ボリュームをシステム終了します。

ユーザが退社するときに、「バックアップ

を待機中」ダイアログボックスで「シス

テム終了」ボタンをクリックする必要が

あるのはいつの日かをユーザに伝えます。
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各ユーザの Macintosh で、Retrospect クラ

イアントコントロールパネルの「システ

ム終了待ち」環境設定をオフにします。

夜間に Macintosh コンピュータをオンにし

ておく日をユーザに伝えます。画面の焼

き付きを防ぐためにモニタの明るさを下

げるか、モニタの電源をオフにすること

を忘れないでください。

Retrospect は、スリープ中の PowerBook 
Mac OS クライアントのスリープを解除して
バックアップするのか ?
Retrospect はスリープモードの PowerBook 
のスリープを解除できません。ただし、

PowerBook は、プラグインされ AppleTalk 
がオンのときにはスリープモードにはな

りません。

復元に関する質問

ファイルをいくつか復元したはずなのに、そ
れらがどこに存在するのかわからない。

復元元のバックアップセットと同じ名前

のフォルダがハードディスクのルートレ

ベルにあります。

空のフォルダを復元するには ?
空のフォルダも復元可能です。「ファイル

のみ復元」オプションをオフ（他のオプ

ションは任意）に設定し、「ボリューム全

体 > を復元」を選択してスナップショッ

トから復元すれば、空のフォルダも復元

されます。

1 つのバックアップスクリプトでバックアッ
プした複数のボリュームを、すべて一度に復
元するには ?
復元したい 初のスナップショットに関

する復元スクリプトを作成し、そのスク

リプトのスケジュールを設定します。こ

のスクリプトを複製します。 初のスク

リプトのコピーを編集し、復元する次の

スナップショットを反映するように、元

ボリュームと宛先ボリュームを変更しま

す。復元したいボリュームごとに、この

処理を繰り返します。Retrospect は、指定

した時刻から、スクリプト名のアルファ

ベット順に各スクリプトを実行します。

バックアップセットとカタログに関する
質問

「削除」でカタログを削除してしまったら ?
Retrospect のリスト内で、「削除」を選択

してバックアップセットのカタログを削

除しても、カタログファイルをゴミ箱に

ドラッグするまではハードディスクに

残っています。誤ってカタログを削除し

た場合は、Retrospect か Windows エクスプ

ローラからカタログファイルを開くこと

ができます。カタログを「削除」してし

まったら、そのバックアップセットをス

クリプトに再び追加する必要があります。

カタログを削除すると、バックアップ

セットも削除されるからです。

カタログを紛失してしまったら ?
削除、破損、紛失したバックアップセッ

トカタログは、バックアップセットの

後のメンバーをスキャンして再作成する

ことができます。詳しくは、358 ページの

「カタログの再作成」を参照してくださ

い。

「Fast Catalog File Rebuild」オプションがオ

フであった場合、Retrospect はバックアッ

プセットのすべてのメンバーをスキャン

する必要があります。このときバック

アップセットのデータが大量であると、

カタログの再作成に時間がかかることが

あります。

バックアップセットからファイルを削除する
には ?
ほとんどの記憶装置は、バックアップ

セットからファイルを削除できないよう

になっています。バックアップセットか

ら選択したファイルだけを保存したい場

合は、Retrospect のバックアップセット転

送操作を使用して、選択したファイルを

別のバックアップセットにコピーできま

す。詳しくは、100 ページの「バックアッ

プセット転送」を参照してください。
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バックアップセットの名前を変更するには ?
Retrospect には、バックアップセットの名

称を変更する機能はありません。ただし、

ファイルバックアップセットの名称は、

Windows エクスプローラで変更すること

ができます。その他の種類のバックアッ

プセットの名称は変更できません。バッ

クアップセットの名前を変更した場合は、

そのファイルバックアップセットを開い

て、変更後の名前を Retrospect に認識させ

る必要があります。

1 つのテープ、ディスク、CD/DVD に、複数
のバックアップセットを保存できるか ?
1 つのテープや CD/DVD に、複数のバック

アップセットを保存することはできませ

ん。しかし、1 つのディスクに複数のファ

イルバックアップセットやディスクバッ

クアップセットを保存することはできま

す。バックアップセットにリムーバブル

メディアを追加すると、メディア全体が 
Retrospect のバックアップセットとして使

われます。

ただし、1 つのバックアップセットに複数

のボリュームをバックアップすることは

可能です。

カタログファイルを管理する もよい方法は ?
カタログファイルは通常、10,000 個のバッ

クアップファイルに対して 4 MB の容量に

なります。使用頻度の高いカタログは、

ハードディスクに保存しておくとよいで

しょう。ハードディスクの容量が不十分

な場合は、次の方法もあります。 

• 使用頻度の少ないカタログは、ファイ

ルサーバに保存する。

• 古いカタログは、対応するバックアッ

プセットにアーカイブする。

• カタログを圧縮する。詳しくは、302 
ページの「バックアップセットの設定」

を参照してください。

カタログファイルの破損に備えて、それ

らを複製しておくことをお勧めします。

コンピュータ間でテープドライブを移動して
バックアップする場合と同じ効果を得るため
の 善の方法は ?
ワークステーションごとに違うテープを

使わない限り、コンピュータ毎に別の

バックアップセットを作成する必要はあ

りません。各コンピュータで 1 つのバック

アップセットを兼用する場合、ワークス

テーションごとに書き替えバックアップ

を実行してはいけません。標準バック

アップだけを行ってください。メディア

をローテーションする場合は、新規バッ

クアップセット バックアップを行います。

バックアップ後は、バックアップセット

カタログをサーバまたはリムーバブル

ディスクにコピーし、ドライブを別のコ

ンピュータに移動した時点で、そのハー

ドディスクにカタログをコピーします。

Retrospect のカタログ圧縮オプション

（303 ページを参照）を使用すると、カタ

ログをできるだけ少量で保存することが

できます。

別の方法としては、各コンピュータから

アクセスできるサーバに、カタログを保

存しておきます。また、すべてのコン

ピュータがネットワークで接続されてい

る場合は、Retrospect クライアントを購入

すると手間が省けます。クライアント当

たり 30 ドル未満の場合、Retrospect クライ

アントソフトを利用すると、バックアッ

プデバイスを移動することなく、Windows 
と Mac OS コンピュータをネットワーク経

由でバックアップすることができます。

時間と容量を節約するためにスナップショッ
トを保存しない場合の結果は ?
「復元用に元スナップショットを保存」オ

プション（284 ページを参照）をオフにす

ると、ボリュームのフォルダ階層の表示

や復元が困難になります。
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スナップショットが存在しない場合は、

以下のことが不可能になります。

• たとえば、クラッシュ後に、バック

アップ時点の正確な状態にボリューム

を復元

• Windows レジストリ（ディスク全体の

復元時に必要）の復元

• NTFS セキュリティ情報復元

• 空のフォルダの復元

• 復元するボリュームバックアップの参

照

ファイルを復元することが必要になった

場合には、どのファイルを回復するべき

かを決めるために、セレクタを使用（ま

たは、階層がない「フラットファイル」

を参照）する必要があります。これには

時間がかかります。

デバイスとメディアに関する質問

DAT テープの容量が、予想よりも早くなく
なる理由は ?
DDS-1 フォーマットを使用するドライブ

は、約 1.3 GB と 1.9 GB の圧縮されていな

いデータ容量に対して、それぞれ 60 メー

トルと 90 メートルのテープをサポートし

ます。DDS-2 フォーマットを使用するド

ライブは、約 4 GB の圧縮されていない

データ容量に対して 120 メートルのテープ

をサポートします。DDS-3 フォーマット

を使用するドライブは、約 12 GB の圧縮

されていないデータ容量に対して 125 メー

トルのテープをサポートします。DDS-4 
フォーマットを使用するドライブは、約 
20 GB の圧縮されていないデータ容量に対

して 150 メートルのテープをサポートしま

す。

毎日使った場合で、理想的な容量より 
30% 程度の減少が一般的です。

ハードウェア圧縮機能を持つドライブを

使用すると、テープの容量を実質的に増

やすことができます。圧縮によって節約

できるテープの容量は、データが圧縮さ

れやすいものかどうかで変わってきます。

テキストは圧縮率が高く、アプリケー

ションは低くなります。

ネットワーク経由で少量のファイルや

バックアップファイルを数多くバック

アップすると、テープの実質的な容量も

減少します。

Retrospect が新規テープを要求するのは、

次の 3 つのうちのいずれかの場合です。

• テープドライブの使用中に、テープの

容量が限界になった場合。

• テープへの書き込み中にエラーが発生

した場合。→ログを開き、エラーが発

生したかどうかを確認します。

• バックアップセットの設定中に「ス

キップ」や「紛失」を選択したか、新

規バックアップセット バックアップを

実行した場合。

テープの残り容量を知るには ?
Retrospect は、バックアップの管理を容易

にするためにテープの残り容量を計算し

ます。この残り容量を表示するには、「設

定」>「バックアップセット」をクリック

します。「バックアップセットの選択」

ウィンドウで、目的のバックアップセッ

トを選択し、「プロパティ」をクリックし

ます。そのバックアップセットを構成す

るメンバーの残り容量をリストアップし

たウインドウが表示されます。

残り容量は、Retrospect で新規メディアが

必要になる時期を知る手段になります。

算出された残り容量とは関係なく、テープ

が限界容量に達したことをテープドライブ

が報告するまで、Retrospect はメンバーを使

用します。

多くのテープドライブでは、テープの容

量を動的に報告しないため、Retrospect が
算出する残容量は正確でない可能性があ

ります。残容量の算出値を変更してテー
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プの実際の容量と一致させる（独自の経

験に基づく）には、303 ページ以降の

「「オプション」タブ」で説明されている

「容量」ボタンを使用します。

今夜の自動実行によるバックアップ中に、
テープまたはディスクの容量が限界になりそ
うな場合は ?
使用中のバックアップセットのテープま

たはディスクの残り容量が少なく、次の

バックアップまでもたないと思われる場

合は、新規メディアを使用するように指

示することができます。

新しいメンバーをスキップするには、303 
ページ以降の「「オプション」タブ」で説

明している「メディア制御」ボタンを使

用してください。スキップするように設

定すると、次にファイルがバックアップ

セットに追加されるとき、現在のメン

バーの残り容量をスキップして、新しい

メディアが要求されます。

この状況が頻繁に起こる場合は、

Retrospect の「空のメディアを使用」環境

設定を使うことを検討してください。こ

の環境設定がオンの場合、現在のメン

バーが使用できなくなると、Retrospect は
消去されたメディアを自動的に使用しま

す。

多くのテープを保持できるマガジンを装

備する、テープライブラリというバック

アップデバイスの購入も検討できます。1 
つのテープが容量の限度に達したときに

は、Retrospect はマガジンからの空のテー

プを使用します。

テープまたはディスクを消去する際にカタロ
グファイルを要求されたが、カタログファイ
ルがありません。テープを消去するには ?
ディスクまたはテープを消去すると、そ

のメンバーの内容がバックアップセット

のカタログから削除されます。カタログ

が見つからない場合は、カタログを要求

するダイアログボックスが表示されます。

テープを消去するため、カタログを紛失

したので無視するよう Retrospect に指示す

る必要があります。「設定」>「バックアッ

プセット」と「バックアップセットの削

除」に進み、「設定」>「デバイス」と

「テープの削除」に進みます。

2 つのテープドライブがあるとき、自動実行
のバックアップで両方のテープドライブが使
用されるか ?
デバイスが同一のメカニズムを持つもの

である場合は、両方が使用されます。1 つ
のテープが容量の限度に達したとき、

Retrospect は利用可能なドライブから、新

規のテープか消去されているテープ、ま

たは正しい名前のテープを探します。 

Retrospect の高度テープサポートアドオン

がある場合には、一度に両方のテープド

ライブを使って同時操作を実行すること

ができます。 

詳しくは、187 ページの「複数の同時実

行」を参照してください。

テープの 初から再利用するには ?
テープを挿入し、「設定」>「デバイス」を

クリックします。テープ名を表示したデ

バイスウィンドウが表示されます。テー

プを選択し、ツールバーから「消去」を

クリックします。

警告： バックアップセットのメンバーで

あるテープを消去すると、バックアップ

ファイルが消去されます。

古いバックアップセットのテープを再利用す
るには ?
使わなくなったバックアップセットの

テープを再利用するには、「設定」>「デバ

イス」をクリックします。テープ名を表

示した「記憶装置」ウィンドウが表示さ

れます。テープを選択し、ツールバーか

ら「消去」をクリックします。次にその

バックアップセットに新規メンバーが必

要になった時は、その消去済みテープか、

バックアップデバイスにある消去済みの

テープが自動的に使用されます。
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古いバックアップセットのカタログも削

除する必要があります。「設定」>「バック

アップセット」を順にクリックします。

「バックアップセットの選択」ウィンドウ

で、そのバックアップセットを選択し、

ツールバーから「削除 ...」をクリックし

ます。古いバックアップセットのカタロ

グファイルを、ゴミ箱にドラッグします。

テープの名前を判別する方法は ?
テープの名前を表示するには、「設定」>
「デバイス」をクリックします。利用でき

るテープデバイスがスキャンされ、各

テープドライブ名、状態、場所、および

挿入済みテープの名前を一覧した「記憶装

置」ウィンドウが表示されます。テープが

挿入されていない場合は、挿入します。

テープの名前がわかったら、ラベルに名

前を書いておくとよいでしょう。

オーディオ DAT または DV カメラデッキを
バックアップに使用できるか ?
できません。

オーディオ DAT テープを DAT ドライブに使
用できるか ?
オーディオ DAT テープは DAT ドライブに

は使用できません。一部のコンピュータ

の DAT ドライブではオーディオ対応 DAT 
テープを使用できますが、データ対応メ

ディアの使用をお勧めします。データ対

応テープはオーディオ対応テープよりも

厳しいテストに合格する必要があります。

コンピュータの 新の DAT ドライブは、

Media Recognition System（MRS）のデータ

対応テープしか認識しません。

その他の質問

Retrospect がサマリウィンドウとブラウザ
に報告するファイルサイズが Windows エク
スプローラと異なる理由は ?
サイズの不一致は、指定されたファイル

の論理サイズと物理サイズが異なるため

です。ファイルの論理サイズは、ファイ

ルが保持する実際のバイト数です。物理

サイズは、ファイルがハードディスクや

ボリュームを占有する容量です。ファイ

ルに対するこのような物理サイズは、

ファイルの格納場所（フロッピーディス

クやハードディスクなど）によって異な

ります。Retrospect では、ファイルの格納

場所とは関係なく、ファイルの物理サイ

ズに基づいたサイズを一貫して報告しま

す。

不要なバックアップセットを廃棄するには ?
「設定」>「バックアップセット」を順に

クリックします。「バックアップセットの

選択」ウィンドウで、削除したいバック

アップセットを選択し、ツールバーから

「削除 ...」をクリックします。全スクリプ

トの宛先ボリュームリストから、その

バックアップセットが削除されます。

バックアップセットを完全に削除するに

は、Windows エクスプローラを使用して、

バックアップセットのカタログファイル

もゴミ箱にドラッグする必要があります。 

存在しないボリュームを廃棄するには ?
「設定」>「ボリューム」をクリックしま

す。「ソース選択」ウィンドウで削除する

ボリュームを選択し、ツールバーから

「削除 ...」をクリックします。全スクリプ

トの元ボリュームリストから、そのボ

リュームが削除されます。

Retrospect の終了時に、次回の Retrospect 
の実行を伝えるメッセージを表示しないよう
にする方法は ?
「設定」>「環境設定」の順にクリックし

ます。通知環境設定の「終了時チェック

環境設定」分類を選択し、「次のスクリプ

トの有効性をチェック」をオフにします。

作成したスクリプトの保存場所は ?
Retrospect スクリプトは Config75.dat ファ

イルに含まれています。Config75.dat ファ

イルは、Retrospect アプリケーションと同

じフォルダか、..¥Documents and 
Settings¥All Users¥Application 
Data¥Retrospect にあります。
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Retrospect に対するほとんどのカスタマイ

ズ情報も同じ場所に保存されます。

RETROSPECT のエラーメッセージ

バックアップ中の比較エラー、復元中の

書き込みエラー、復元中や検証中の読み

出しエラーが検出されると、関連ファイ

ルをリストアップしたブラウザが表示さ

れます。実行エラーのブラウザは、参考

のため印刷することや、他のブラウザに

コピー、ペーストして簡単に再選択する

ことができます。操作ログで、各ファイ

ルに関連したエラーメッセージを参照し、

適切な対策を行ってください。

Retrospect がネットワーク経由で操作を実

行しているとき、クライアントコン

ピュータかバックアップコンピュータで

エラーが発生すると、バックアップコン

ピュータの Retrospect で報告されます。一

般に、クライアントで報告されるエラー

は、Retrospect クライアントソフトウェアが

システムを調査し、そのシステムをネット

ワーク経由で使用できないことが判明した

ときに発生します。

カタログの更新が必要です

前回、バックアップセットにデータをコ

ピーしたときに、Retrospect がカタログを

更新できなかったことを示します。

原因は、ハードウェアや電源の障害、

ディスクの容量限界、メモリの残り容量

がないなどです。

カタログを更新しても、「カタログの更新

が必要」エラーが消えない場合は、その

テープにファイルを追加できないことを

示します。処理方法には、以下の 3 通りが

あります。

• 書き替えバックアップを実行する。カ

タログがリセットされ、メディアの内

容は消去されて、既存のバックアップ

ファイルが削除されます。

• 「メディア制御」ボタン（303 ページ）

を使って、新規メディアにスキップす

る。次のバックアップでは、強制的に

新規メディアが使用されます。

• 新規バックアップセットを作成し、新

規メディアにバックアップする。

再同期中（低速）

カタログの更新中またはバックアップ

セットの再作成中にこのメッセージが表

示された場合は、使用中のバックアップ

セットメディアが破損している可能性が

あります。

このメッセージが約 15 分以上表示される

場合は、カタログの更新やバックアップ

セットの再作成を停止し、ここまでの

セッションを保存します。これ以降、メ

ディアにはデータを追加できなくなりま

す。このバックアップセットに対する次

回のバックアップでは、新規のメディア

か消去済みのメディアが必要になります。

このエラーは、デバイス通信に問題があ

るときに発生することもあります。380 
ページの「FireWire および USB デバイス

のトラブル」と 381 ページの「SCSI のト

ラブル」を参照してください。

バックアップセットヘッダに異常があり
ます

ファイルの名前や容量を記録したファイ

ルヘッダが、紛失したり、損傷している

ファイルが見つかった場合に表示されま

す。

このエラーは、デバイス通信に問題があ

るときに発生することもあります。30 
ページの「USB/USB 2.0」と 381 ページの

「SCSI のトラブル」を参照してください。

メディアの内容が不明

メディア上にデータが見つかっても、

Retrospect フォーマットのデータとして認

識できない場合に表示されます。リムー

バブルカートリッジの場合は、認識でき
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ない内容が Retrospect 以外で保存された通

常のファイルである可能性があります。

大切なデータかもしれないので注意して

ください。

警告： フロッピー、Zip、Jaz、SuperDisk、
DVD-RAM、MO の各ディスクで、内容不

明が表示された場合は注意してください。

Retrospect で、ディスクバックアップセッ

トとして、このディスクを使うと、ディ

スク上のファイルは完全に消去されます。

テープの場合は、テープが破損している

か、バックアッププログラムやドライブ

との互換性がないことを示します。ハー

ドウェア圧縮機能を備えたドライブで使

用したテープを、同じ規格のハードウェ

ア圧縮をサポートしていないドライブで

使用した場合に多く発生します。以下の

トラブルシューティングを行ってくださ

い。

• 挿入したテープカートリッジとテープ

ドライブに互換性があることを確認し

ます。たとえば、DDS-4 の 150 メート

ル長テープは、DDS-1、2、3 のドライ

ブでは読み込むことができません。そ

れぞれのテープドライブがサポートす

るテープの 新情報については、 
Retrospect Web サイトを参照してくださ

い。

• テープドライブのヘッドをクリーニン

グします。ドライブの発売元が推奨す

る条件に従って、クリーニングを継続

してください。テープドライブは、特

定のクリーニングカートリッジを使っ

て、定期的にクリーニングする必要が

あります（43 ページを参照）。

• 他のテープでも内容が不明と表示され

るかどうかチェックします。表示され

るのが 1 本だけなら、テープが破損し

ているか、他のバックアップソフト

ウェアで書き込まれているか、あるい

は別の互換性のないテープドライブで

作成された可能性があります。すべて

のテープが認識できない場合は、それ

らのテープがすべて別のテープドライ

ブで作成されたか、SCSI 設定に問題が

あるか、テープドライブが故障してい

る可能性があります。SCSI バスのトラ

ブルシューティングの手順については、

381 ページの「SCSI のトラブル」を参

照してください。

• 可能な場合は、互換性のあるテープド

ライブでテープを読んでみてください。

テープが、あるドライブでは読めたが、

同じタイプの別のドライブでは認識で

きなかった場合は、そのドライブは修

理が必要です。ドライブの修理が必要

かどうか判断する前に、ドライブの発

売元にご相談ください。

メディアが違います

次の 2 つの場合には、Retrospect からメ

ディアが違うと報告されます。

• 破損したテープバックアップセットに

追加しようとしたとき。 後にテープ

に追加をしていたときにクラッシュや

電源の故障があった場合は、次に追加

しようとするとバックアップセットが

破損しているというエラーが出ます。

このバックアップセットには書き込む

ことはできませんが、ファイルはすべ

て復元することができます。新しい

バックアップセットを作成するか、同

じセットに書き替えバックアップを

行ってください。メディアは破損して

いませんが、バックアップセットが破

損しているので、追加できない状態で

す。

• 異なる種類のドライブを使用してテー

プバックアップセットに追加しようと

したとき。ドライブの種類が混在した

バックアップセットを作成するときは、

同様の種類のドライブを使ってくださ

い。

http://www.retrospect.com/supporteddevices
http://www.retrospect.com/supporteddevices
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検証エラー

次のようなメッセージは、完全検証で

ファイルを検証する際のエラーを示して

います。

• ファイル "Home.html": 更新日時の相違

• ファイル "Bore Dimensions": オフセット 
263,078 で一致しません。

完全検証エラーは、宛先ボリュームにコ

ピーされたファイルと、元ボリュームか

らコピーされたファイルが一致しなかっ

たと Retrospect が判断したときに発生しま

す。問題のファイルは、宛先ボリューム

に正しくコピーされていないと考えられ

ます。この問題がバックアップ中に起

こったとすると、一致しなかったファイ

ルは、次にこのバックアップセットに標

準バックアップを行ったときに再びコ

ピーされます。

コピー中にそのファイルが使用中だった

ことがわかっている場合は問題ありませ

ん。単に、バックアップから検証までの

間にそのファイルが修正されたというこ

とを示します。オフセットの検証エラー

が表示された場合は、通信バスに問題が

あることを示しています。381 ページの

「SCSI のトラブル」を参照してください。

メディア検証エラーは、宛先メディア上

のファイルの MD5 ダイジェストが、コ

ピー元からファイルをコピーする際に生

成された MD5 ダイジェストと一致しない

ことを Retrospect が検出した場合に発生し

ます。

この場合、通常は宛先メディアに問題が

あります（メディアの破壊、不良ディス

クセクタへのデータ書き込みなど）。バッ

クアップセットのメディアに問題がない

かチェックします。問題を解消できない

場合は、新しいメディアにバックアップ

します。メディア検証エラーを生成する

ファイルは、定義上、検証先のバック

アップセットのファイルと一致しない

ファイルです。したがって、これらの

ファイルは次のバックアップ時にバック

アップ先に再度コピーされます。

注： 特定の状況では、Retrospect はバック

アップ時に生成された MD5 ダイジェスト

にアクセスすることができません。この

問題は、Retrospect 7.5 より前のバージョン

を使用して作成されたすべてのバック

アップと、Retrospect の「バックアップ処

理中に MD5 ダイジェストを生成」環境設

定が無効になった状態で行われたバック

アップで発生します。詳しくは、320 ペー

ジの「検証環境設定」を参照してくださ

い。これらの場合でも、Retrospect はバッ

クアップセットメディア上のすべての

ファイルが読み取り可能であるかどうか

をチェックします。

メディア要求の時間切れ

この場合は、操作ログで「エラー -1204
（ユーザからの応答がありません）」とい

うエラーが表示されます。

エラー通知

通常のエラーとは異なる重大なトラブル

が発生しました。これが発生すると、

「assert_log.utx」という Retrospect フォルダ

内にエラーログが作成されます。

このエラーが発生した場合は、コン

ピュータを再起動してから、エラーが発

生したときに行った操作を再度試してく

ださい。

RETROSPECT エラー番号

Retrospect で操作を完了できなかった場

合、エラー番号が付いたアラートが表示

されます。この項では、いくつかの共通

エラー番号について詳細に説明します。
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エラー -102（通信トラブル）

バックアップコンピュータが、バック

アップデバイスと通信できなくなりまし

た。

通信バス、デバイスケーブル、ターミ

ネータ、設定をチェックしてください。

380 ページの「FireWire および USB デバイ

スのトラブル」と 381 ページの「SCSI の
トラブル」を参照してください。

エラー -107（アプリケーションメモリが不
足）

エラー -625 と実質的に同じです。

エラー -203（ハードウェア故障）

メディアの損傷、通信トラブル、ハード

ウェアの故障などにより、バックアップ

デバイスが正常に動作しません。

特定のメディアを使用したときだけに発

生する場合は、メディアが損傷している

と考えられます。新規メディアに交換し

て試してください。他のメディアを使っ

ても発生する場合は、通信バスかデバイ

スに問題があります。バックアップデバ

イスとコンピュータの電源を 2 分ほどオフ

にしてから、再度試してください。 

380 ページの「FireWire および USB デバイ

スのトラブル」と 381 ページの「SCSI の
トラブル」を参照してください。

エラー -204（デバイスビジー）

このエラーは、バックアップセットのメ

ンバーとして使用するディスクにディス

クバックアップセットのカタログを格納

する場合に発生する可能性があります。

カタログを、ハードディスクに保存して

ください。

エラー -205（ストレージメディアアクセス
不可）

バックアップ中に通信バスがリセットさ

れたため、Retrospect がメディアと通信で

きなくなった場合に発生します。

通信バスのトラブルが原因であることが

多く、同時にエラー -102（通信トラブル）

も発生する場合があります。エラー -205 
がエラー -102 と同時に発生した場合は、

380 ページの「FireWire および USB デバイ

スのトラブル」および 381 ページの

「SCSI のトラブル」を参照してください。

通信トラブルがなく、エラー –102 は起こ

らずにエラー –205 だけが発生する場合は、

元ボリュームにメディア障害がないかを

チェックします。 

ハードドライブの中には、メディア障害

を検知すると同時にバスをリセットして

しまうものがあります。ドライブを

フォーマットするときに使用したソフト

ウェアを使い、ハードドライブのテスト

を行ってください。

エラー -206（ドライブの障害、ヘッドの汚
れ、メディア不良など）

バックアップセットメディアの読み出し

や書き込みが正常にできません。このエ

ラーはバックアップデバイスから報告さ

れ、次のような原因が考えられます。

• メディアに物理的な欠陥があり、交換

が必要。→別のメディアに交換して試

してください。

• テープドライブのヘッドが汚れており、

クリーニングが必要。→テープドライ

ブのマニュアルを参照するか、クリー

ニング方法を発売元に問い合わせてく

ださい。

• 他のデバイスによる電波障害。→ SCSI 
バス上で、ドライブを他の電子デバイ

スの近くに設置している場合は、その

デバイスを離れた場所に設置します。

また他のデバイスを一時的に取り外し、

デバイス間のコンフリクトがないかを

チェックします。他のコンピュータで

バックアップデバイスをテストすると

ともに、モニタや他の電子デバイスが

電波障害の原因になっていないか
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チェックします。380 ページの

「FireWire および USB デバイスのトラ

ブル」および 381 ページの「SCSI のト

ラブル」も参照してください。

• バックアップコンピュータまたはテー

プドライブが、クラッシュしたか、電

源異常が発生した場合にも、エラー -
206 が報告されます。一部のテープド

ライブでは、テープ上にデータを追加

するために、データの終了（EOD）

マーカが必要です。テープに EOD マー

カが記録されていない場合は、

Retrospect が次にテープに追加を行おう

としたときに、エラー –206 が報告され

ます。EOD マーカの書き込みについて

テープドライブは信頼できたとしても、

バックアップコンピュータがシステム

終了または再起動した場合や、電源の

供給が中断された場合は、EOD マーカ

が書き込まれない可能性があります。

テープに EOD がないと、Retrospect が
次にデータを追加しようとしたときに、

エラー –206 が発生します。

この問題を回避するには、次の注意に

従ってください。基本操作やスクリプト

で「検証」をオフにしない。電源をオフ

にしたり、コンピュータを再起動する前

に、テープを完全に巻き戻すか取り出し

ておく。コンピュータがクラッシュした

場合は、コンピュータを再起動したり電

源を切る前に、デバイスのイジェクトボ

タンを使って、テープを取り出すよう試

みる。

テープの EOD マーカが欠如することで、

エラー –206 が発生した場合は、テープを

消去するまで、そのテープにデータを追

加することはできません。ただし、テー

プは物理的に損傷しておらず、復元に使

用することはできます。Retrospect の修復

機能では、このテープを修復することは

できません。このテープをバックアップ

やアーカイブで使用するには、「設定」>

「バックアップセット」で、そのテープの

バックアップセットをリセットする

か、「設定」>「デバイス」でテープを消去

します。

複数のメディアについてエラーが見られ、

上記の可能性が排除された場合は、デバ

イスの故障の可能性があります。発売元

に問い合わせてください。

エラー -503（バックアップクライアントが
オフにされています）

操作を開始する前に、クライアントがク

ライアントコンピュータのユーザによっ

てオフにされています。クライアントを

再起動すると、Retrospect クライアントコ

ントロールパネルが自動的にオンになり

ます。

エラー -505（バックアップクライアントが
予約されています）

クライアントが別のバックアップコン

ピュータによって使用されています。ク

ライアントを同時に 2 台以上のバックアッ

プコンピュータでは使用できません。

このエラーは、操作中にバックアップコ

ンピュータまたはクライアントコン

ピュータがクラッシュするときにも発生

します。両方のコンピュータを再起動し

てください。

エラー -507（パスワードが不正です）

パスワードが正しく入力されているかど

うかを確認してください。パスワードで

は大文字小文字を区別するので、正しく

入力する必要があります。ライセンス
コードではなく、クライアントのパス
ワードを入力していることを確認します。

クライアントのパスワードを思い出せな

い場合は、Retrospect クライアントソフト

ウェアをアンインストールし、クライア

ントコンピュータを再起動してから、新

しいパスワードでクライアントソフト

ウェアを再インストールしなければなり

ません。
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エラー -508（アクセスが停止しました）

操作中に、クライアントユーザが 
Retrospect クライアントコントロールパネ

ルをオフにしました。このエラーが起き

ると、バックアップコンピュータはエ

ラーを記録し、次のクライアントに移り

ます。

エラー -515（Piton プロトコルのエラーです）

ネットワーク経由で転送中に、データが

壊れていることがわかりました。原因と

してハードウェア障害が考えられます。

エラーのパターンを調べます。問題が 1 台
のクライアントだけに起こる場合は、そ

のクライアントのネットワークコネクタ

かネットワーク接続に問題があると考え

られます。問題が複数のクライアントで

起こり、エラーに一貫したパターンがな

ければ、バックアップコンピュータの

ネットワークカードかネットワーク接続、

またはすべてのネットワークトランザク

ションに共通するゲートウェイかルーター

に問題があると考えられます。詳しくは、

383 ページを参照してください。

エラー -519（ネットワーク通信に失敗しま
した）

バックアップコンピュータとクライアン

トコンピュータが通信を停止しました。

エラーが発生する状況と対策を以下に示

します。

バックアップ中にユーザがクライアント

をシステム終了したか、またはバック

アップ中にクライアントが失敗したか、

ネットワークから切断された。→クライ

アントが失敗した原因やネットワーク通

信リンクの故障箇所（ルーター、ブリッ

ジ、ハブ、個々のネットワークコネクタ

など）を特定してください。問題がソフ

トウェアのコンフリクトにあるかどうか

を特定するには、次の項目が役立ちます。

バックアップ中にユーザがクライアント

で実行しているアプリケーションが多す

ぎるか、1 つのアプリケーションがコン

ピュータの処理能力の大半を消費してい

る。→クライアントがアイドル状態のとき

に、バックアップをスケジュールしてくだ

さい。

ハードウェアやソフトウェアに起因する

ネットワーク通信の問題によって、トラ

ンザクションの信頼性が低下する。→ク

ライアントの故障したネットワークコネ

クタがエラーの原因になります。故障し

たネットワークコネクタがエラーの原因

かどうかを特定するには、コネクタを隣

接する正常なコンピュータのコネクタと

交換してみます。詳しくは、383 ページの

「ネットワークのトラブルシューティング

のテクニック」を参照してください。

ハードディスクの不良や故障によって、

クライアントコンピュータがハングアッ

プする。クライアント上のハードディス

クのリードライトが「オン」のまま点滅

しないために、クライアントを再起動す

る必要がある場合は、ハードディスクが

故障しているか、ハードディスクの

ファームウェアやソフトウェアにバグが

あります。ハードディスクがハングアッ

プする場合は、ドライバをドライブメー

カー提供の 新バージョンに更新します。

次に、ディスクチェックプログラムを実

行してみます。

ネットワークソフトウェアがネットワー
クハードウェアと互換性がない。→古い
ソフトウェアに問題がある可能性があり
ます。ご使用のネットワークハードウェ
アに対応する 新のネットワークソフト
ウェアを使用してください。

Windows：Windows 95 にある 2 つのバグ
により、クライアントが Retrospect と通信
できなくなる可能性があります。TCP/IP 
の修正と Winsock 2.0 が Windows 95 クライ
アントにインストールされていることを
確認します。詳しくは、223 ページの
「Windows クライアントの操作」を参照し
てください。
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Mac OS：Macintosh 上の機能拡張か、その

他のソフトウェアがネットワーク接続を

破壊しています。バックアップ中にアク

ティブになる、旧バージョンのセキュリ

ティプログラムや圧縮プログラムなどの、

通信を妨害するソフトウェアアプリケー

ションを使用していないことを確認しま

す。Retrospect クライアントコントロール

パネルをオンにし、Apple 以外の機能拡張

をすべてオフにして、Macintosh を起動し

てみます。

このエラーの原因としては、G3 以外のす

べての PCI ベースの Mac OS コンピュータ

にある内蔵 Ethernet に問題があると考えら

れます。このエラーは、混雑しているネッ

トワークで大量データを転送中に発生す

る傾向にあります。解決策の 1 つは、問題

が解決された新しい機能拡張の Mac OS 8.6 
にアップグレードすることです。別の解決

策は、サードパーティの Ethernet カードを

インストールして使用することです。詳

しくは、Retrospect Web サイトの 
Knowledgebase から「PCI networking」を探

してください。

エラー -525（名前 / ログインの競合）

一般にこのエラーは、クライアントがア

ンインストール後に再インストールされ

たときか、ログインされていないクライ

アントソフトウェアに交換されたときに

起こる傾向にあります。

バックアップコンピュータで、「設定」>
「クライアント」に進み、問題が発生して

いるクライアントを選択して削除します。

「追加 ...」をクリックしてネットワーク状

況ウィンドウに進み、同じ名前のクライ

アントを追加します。クライアントをス

クリプトに追加します。

エラー -527（バックアップクライアントの
名前が変更されています）

別のバックアップ管理者が、別のバック

アップコンピュータからクライアントの

名前を変更しています。単にクライアン

トを設定し直し、クライアントデータ

ベースで名前を更新します。

エラー -530（バックアップクライアントが
見つかりません）

Retrospect は、ネットワークでクライアン

トコンピュータを見つけることができま

せん。クライアントコンピュータがネッ

トワークに接続されてオンになっている

ことと、節電ソフトウェアが電源をオフ

にしていないことを確認します。モバイ

ルコンピュータの場合は、「一時休止」や

「スリープ」モードでないことを確認しま

す。一時休止している Windows コン

ピュータは再起動すると、Retrospect から

参照が可能になります。クライアントが

新バージョンの Retrospect クライアント

ソフトウェアを使用しており、起動時に

ロードされていることを確認します。 

新バージョンでない場合や起動時に

ロードされていない場合は、406 ページの

「クライアントサービスがシステム起動時

にロードされません」や 409 ページの

「Retrospect クライアントがシステム起動

時にロードされません」の指示に従いま

す。

「設定」>「ボリューム」から「プロパ
ティ」を使用して、バックアップコン
ピュータとクライアント間で接続テスト
を行います。バックアップコンピュータ
がクライアントと接続できる場合は、
Retrospect が測定した転送レートを KB/ 秒
で表示します。ping も試してみます（383 
ページの「テストと Ping による TCP/IP 通
信の確認」を参照）。

エラーが Windows 95 クライアントで起こ
る場合は、オペレーティングシステムの
バグが原因と考えられます。Microsoft の 
Winsock 2.0 Update が問題を解決します。
Winsock 2.0 Update は、Microsoft の次の 
URL から無償で入手できます。
http://www.microsoft.com/windows95/
downloads/contents/wuadmintools/
s_wunetworkingtools/w95sockets2/default.asp

http://www.retrospect.com/knowledgebase
http://www.microsoft.com/windows95/downloads/contents/wuadmintools/s_wunetworkingtools/w95sockets2/default.asp
http://www.microsoft.com/windows95/downloads/contents/wuadmintools/s_wunetworkingtools/w95sockets2/default.asp
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エラー -540（サービス作成中の障害）

Retrospect は、Windows クライアントに正

常にアクセスできませんでした。一般に

このエラーは、Winsock 2.0 がインストー

ルされていない Windows 95 クライアント

で発生します。Retrospect では、Windows 
95 クライアントのバックアップに Winsock 
2.0 を必要とします。

既に Windows 95 に Winsock 2.0 がインス

トールされている場合や、別の Windows 
オペレーティングシステムが動作してい

る場合は、クライアントに必要な DLL や
システムコンポーネントがインストール

されていない可能性があります。クライ

アントソフトウェアを再インストールし

ます。

エラー -541（バックアップクライアントが
インストールされていないか、動作していま
せん）

バックアップコンピュータは、IP アドレ

スでクライアントコンピュータを参照で

きますが、クライアントソフトウェアが

動作していません。

クライアントコンピュータがオンになっ

ていることと、節電ソフトウェアが電源

をオフにしていないことを確認します。

モバイルコンピュータの場合は、「一時休

止」や「スリープ」モードでないことを

確認します。クライアントソフトウェア

を再起動し、再度試します。

Retrospect クライアントコントロールパネ

ルを開き、「状況」フィールドのエラー

メッセージから、クライアントソフト

ウェアが動作しない原因を確認します。

クライアントソフトウェアを再インス

トールする必要がある場合もあります。

バックアップコンピュータに複数の 
Ethernet カードが取り付けられている場合

は、そのことが問題の原因である可能性

もあります。詳しくは、Retrospect 
Knowledgebase（www.retrospect.com/
knowledgebase）の「Troubleshooting 

multiple ethernet cards on a Retrospect Client 
running Windows」を参照してください。

エラー -594（サーバとの通信が切断）

このエラーは、Retrospect の「利用可能な

更新を自動でチェック」環境設定が有効に

なっているときに、更新のダウンロード中

に Retrospect が更新サーバへの接続を失っ

た場合に発生します。

エラー -625（メモリ不足です）

メモリの残り容量が不十分なので、

Retrospect の作業を続行できません。この

エラーは、ボリュームとカタログのスキャ

ン時に多く発生します。

他のアプリケーションがメモリの大部分

を使用しているか、コンピュータが搭載

している RAM が十分でない場合も、この

エラーが表示されます。

他のアプリケーションを終了して再起動

するか、スワップ領域に仮想メモリを追

加して Retrospect がより多くのメモリを利

用できるようにします。メモリを増やし

てから、エラー発生時の操作を再度行っ

てください。

お使いの Retrospect 製品が複数の同時実行

動作に対応している場合、Retrospect は以下を

お勧めします。 

• 2 個の実行ユニット、512 MB RAM

• 4 個の実行ユニット、1 GB RAM

• 8 個の実行ユニット、2 GB RAM

この条件でもエラー -625 が発生するよう

であれば、実行ユニットの数を減らして

試してください。詳しくは、313 ページの

「全般環境設定」を参照してください。

エラー -641（チェックサムが一致していま
せん）

カタログなどの、Retrospect のファイルが

破損しています。

http://www.retrospect.com/knowledgebase
http://www.retrospect.com/knowledgebase
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カタログが破損しているかどうかを

チェックするには、Retrospect がカタログ

内のすべてのファイルをスキャンできる

ように空白ファイル名の検索による復元

を設定します。エラーが発生した場合は、

このカタログが破損していることがわか

ります。

バックアップまたはアーカイブ中にエ

ラーが起こった場合、宛先のカタログを

再作成（358 ページを参照）する必要があ

ります。カタログを再作成したら、スク

リプトでこのバックアップセットを再選

択します。Retrospect の起動時にエラーが

発生する場合は、370 ページの

「Retrospect が起動中にクラッシュする。」

を参照してください。

エラー -843（別の操作がリソースを使用中）

アクセスしようとしているリソース（ボ

リューム、サブボリューム、バックアッ

プセットなど）が現在使用中です。例と

して、C: のサブボリュームをバックアッ

プ中に C: ドライブを参照しようとした場

合などを挙げることができます。

必要なリソースが利用可能になるまで

待ってから、操作をやり直します。

エラー -1004（データベースのバックアップ
/ 復元エラーです。）

データベース API によりエラーが報告さ

れました。

操作ログ中のこのエラーのすぐ前の行で、

API から Retrospect に報告された内容が詳

細に説明されています。

エラー -1017（アクセス権が不十分です）

バックアップ操作中に Retrospect がボ

リュームにアクセスできませんでした。

この問題が発生するのは、ボリュームの

バックアップスクリプトを Retrospect クラ

イアントを介さず、Microsoft ネットワー

ク経由で実行している場合です。 

不十分なアクセス権によるエラーは、次

に挙げる状況で発生することがあります。 

• スクリプトの作成時にユーザ X として

ログインしていたが、バックアップ時

には元ボリュームサーバへのアクセス

権を持たないユーザ Y としてログイン

している場合。

• スクリプトの作成時にユーザ X として

ログインしていたが、バックアップ時

にはログインしていない場合。

このエラーは、マッピングしたネット

ワークドライブを元ボリューム、または

宛先として使用するバックアップでも発

生することがあります。マッピングした

ネットワークドライブを処理するスクリ

プトの実行中に、このエラーが発生した

場合は、Launcher サービス（Retrospect を
自動起動するサービス）が、そのドライ

ブに適切なアクセス権を持つユーザとし

てログオンするように設定されていない

ことが原因です。 

いずれの場合も、-1017 エラーを回避する

方法については、Retrospect 
Knowledgebase（www.retrospect.com/
knowledgebase）を参照してください。

エラー -1020（共有違反です）

ファイルが使用中のため、アクセスでき

ません。

他のアプリケーションやオペレーティン

グシステムがファイルを開いているため、

Retrospect がアクセスできなかった可能性

があります。ファイルを使用しているア

プリケーションを終了します。

このエラーが重要でないファイルに対し

て報告される可能性がありますが、その

ような場合はエラーを無視することがで

きます。

http://www.retrospect.com/knowledgebase
http://www.retrospect.com/knowledgebase


第 11 章  •  問題と解決方法 405

エラー -1101（ファイル / ディレクトリが見
つかりません）

指定したファイルを、Retrospect が見つけ

ることができません。

実行中に、ファイルやフォルダが移動ま

たは削除されたことが考えられます。

バックアップセットのカタログファイル

を移動したためにこのエラーが発生し、

Retrospect がカタログファイルの移動先を

問い合わせてきた場合は、ファイル選択

ダイアログボックスを使用してファイル

やフォルダを移動し、Retrospect にカタロ

グファイルの新しい場所を指示します。

もう一度バックアップを実行してみてく

ださい。再びエラーが発生する場合は、

ディスクチェックユーティリティを実行

し、ディレクトリが損傷していないかを

チェックしてください。

エラー -1102（ドライブが見つからないか、
利用できません）

ドライブを見つけることができません。

このエラーは、フォルダが移動または削

除された場合にサブボリュームで発生し

ます。

エラー -1110（一般的な入出力障害です）

元ボリュームで、メディア障害が発生し

ました。

ディスクユーティリティや、ハードドラ

イブに付属のフォーマットプログラムを

使って、元ボリュームを検証します。

Windows の場合、ScanDisk を使用します。

Macintosh の場合、Drive Setup の Test コマ

ンドと Disk First Aid を使用します。

エラー -1111（ロック領域で競合が発生して
います）

ファイルが、ロックの範囲を使用した別

のアプリケーションまたはサービスに

よって開かれているため、Retrospect はそ

のファイルをバックアップできません。

アプリケーションを停止してからバック

アップを開始し、その後でアプリケー

ションを再開してください。Retrospect の
外部スクリプト機能（362 ページを参照）

を使用することで、別のアプリケーショ

ンを自動的に停止、再開することを検討

してください。

エラー -1115（ディスクがいっぱいです）

ボリュームの空き容量が少ないか、利用

できるスペースがないことを示します。

次の 3 つの原因が考えられます。

• 宛先ボリュームの残り容量を超える量

のファイルを復元または複製しようと

した。

• Retrospect がバックアップセットのカタ

ログを更新し、カタログが保存されて

いるボリュームの残り容量がなくなっ

た。

• ファイルバックアップセットへのバッ

クアップ中に、宛先ボリュームの空き

容量がなくなった。

Windows エクスプローラに切り替えて、

空き容量の少なくなったハードディスク

上の必要のないファイルを削除し、ゴミ

箱を空にして空き容量を増やします。

マークするファイル数を少なくして復元

または複製を行うか、容量の大きい宛先

ボリュームを選択します。カタログ圧縮

（303 ページを参照）を使用して、カタロ

グの使用容量を少なくします。

エラー -1204（ユーザからの応答がありませ
ん）

メディア要求の制限時間内に、要求した

ディスク、テープが見つかりませんでし

た。

メディア要求の時間切れ環境設定（320 
ページを参照）をオフにして、要求メ

ディアを無期限に待機するようにします。

エラー -2241（カタログが無効 / 損傷）

エラー -641 と実質的に同じです。
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エラー -2247（スナップショットが見つかり
ません）

Retrospect は要求されたスナップショット

をメディアで見つけることができません。

詳しくは、377 ページを参照してくださ

い。

エラー -3047（ディスク非動作しきい値の条
件に合いません。）

このエラーが発生することがあるのは、

アドオンのオープンファイルバックアッ

プを使用している場合です。オープン

ファイルバックアップは、開いている

ファイルを正確にコピーするために、元

ボリュームのディスクが一定の期間、非

動作状態になることを必要とします。

Retrospect では、オープンファイルバック

アップによる実行する前に、元ボリュー

ムのディスクがアイドル状態になるのを

待つ時間の長さが「ディスク休止しきい

値」として定義されています。この時間

が経過すると、再試行のタイムアウトが

生じるまで、再び待機します。初期設定

値は 5000 ミリ秒です。

ディスク休止しきい値の設定を低めに変

更して試してください。詳しくは、292 
ページの「Windows のオープンファイル

オプション」を参照してください。

327 ページの「オープンファイルバック

アップのヒント」にも、参考になる情報

が記載されています。

RETROSPECT クライアントエラー

クライアントのバックアップ時、クライ

アント側でもエラーメッセージを受け取

る場合があります。エラーは、クライア

ントコンピュータのクライアントコント

ロールパネルに表示されます。

NetWare クライアントはコントロールパネ

ルを持たないため、クライアントにはエ

ラーは報告されません。NetWare クライア

ントの問題については、操作ログを

チェックしてください。

Windows クライアントコントロールパ
ネルのエラー

すべてが正常に設定され、エラーが発生

していなければ、コントロールパネルの

「状況」タブに「準備完了」と表示される

か、「状況」フィールドに「 初のアクセ

スを待機中」と表示されます。「状況」タ

ブの下には履歴領域があり、 近使用した

操作やエラーメッセージに関する情報が表

示されます。

クライアントサービスがシステム起動時

にロードされません

「状況」タブにこのエラーメッセージが表

示されている場合は、履歴フィールドで

以下の表 11-2 に示すメッセージを確認し、

その指示に従います。

クライアントソフトウェアが起動時に

ロードされない原因（表に示したもの以

外）を以下に示します。

• クライアントソフトウェアのファイル

が正しい場所にない。→クライアント

ソフトウェアは、インストール時に指

定した場所に置かれている必要があり

ます。クライアントソフトウェアの

ファイルを正しい場所に戻すか、Setup 
プログラムを実行してクライアントソ

フトウェアを再インストールします。

インストールするときには、管理者か

完全なアクセス権を持つ別のユーザで

ログインします。

• クライアントのサービスが中断した。

→これは異常な状態です。Retroclient.exe 
を起動することでサービスを復帰でき

る場合もありますが、サービスを中断

させた真の原因がわからないので、ク

ライアントコンピュータを再起動する

のが もよい方法です。
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メッセージ 対策 / コメント

Retrospect クライアントの起動時エラー：
Winsock の初期化に失敗しました。

Winsock ネットワークインターフェイスに問題があります。
ファイル WINSOCK.DLL か WSOCK32.DLL のバージョン（標
準以外の Winsock など）が正しくありません。Microsoft 
Windows のインストールメディアから DLL を再インストール
します。

Retrospect クライアントの起動時エラー：
プロトコルの初期化に失敗しました。プロ
トコルが動作していることを確認してくだ
さい。

コンピュータが正しい IP アドレスを使用していることを確認し
ます。

Retrospect クライアントの起動時エラー：
初期化に失敗しました。IP プロトコルが
インストールされていることを確認してく
ださい。

Microsoft Windows のインストールメディアから TCP/IP ネット
ワークプロトコルをインストールします。

表 11-2: Windows クライアントコントロールパネルの起動時エラー
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UNIX クライアントコントロールパネル
のエラー

すべてが正常に設定され、エラーが発生

していなければ、コントロールパネルの

「状況」タブに「準備完了」と表示される

か、「状況」フィールドに「 初のアクセ

スを待機中」と表示されます。「状況」タ

ブの下には履歴領域があり、 近使用した

操作やエラーメッセージに関する情報が表

示されます。

メッセージ 対策 / コメント

「JAVA_HOME is set to an invalid location
（JAVA_HOME に無効な場所が設定され
ています）」

JAVA_HOME は JAVA_HOME へのパス
を示します。

/usr/bin/java へのシンボリックリンクが存在しないか、
RetroClient.sh 内の JAVA_HOME 変数に正しい場所が設定されて
いません。Java がインストールされていなければ、インストール
します。Java がインストールされていれば、以下の手順に従いま
す。 
RetroClient.sh ファイルは、/usr/bin/folder から Java 実行ファイ
ルへのシンボリックリンクが存在していることを前提にしていま
す。このリンクが存在しない場合は、次の 2 つの方法で問題を解
決します。

1）次の内容を作成します。

su で root になります。

cd /usr/bin
ln –s /usr/jdk1.3/bin/java java
「/usr/jdk1.3/bin/java」が、マシンにインストールされた Java 実行
ファイルへのパスであることを確認します。

2）「JAVA_HOME=/usr/bin」の行を Java インストールフォルダ
の「bin」フォルダを指すように変更します。

「Either RETROSPECT_HOME or 
DISPLAY is not set!

（RETROSPECT_HOME か、DISPLAY の
どちらかが設定されていません）」

RETROSPECT_HOME は、
RETROSPECT_HOME へのパスを示し
ます。DISPLAY  は、DISPLAY 値を示し
ます。

インストール時に、RETROSPECT_HOME にインストールの場
所（通常は /usr/local/dantz/client）が設定されている必要があり
ます。これが設定されて、/etc/profile にエクスポートされていれ
ば、ユーザは、クライアントコントロールパネルを起動する端末
から、「./etc/profile」というファイルをロードすることができま
す。

「Critical file missing.（重要なファイルが
ありません。）」

RETROSPECT_HOME パスから重要なファイル（retrocpl または 
retrospect.jar）が失われています。

これらのファイルを他に移動した場合は、RETROSPECT_HOME 
パスに戻してください。これらのファイルが存在しない場合は、
クライアントを再インストールします。

「Error obtaining network status.（ネット
ワーク ステータスの取得時にエラーが発
生しました）」

クライアントが実行中でないことを示します。クライアントを起
動するまで、クライアントコントロールパネルは、クライアント
情報を表示できません。 
クライアントを起動します。

表 11-3: UNIX クライアントコントロールパネルのエラー
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Mac OS クライアントコントロール
パネルのエラー

すべてが正常に設定され、エラーが発生

していなければ、Retrospect クライアント

コントロールパネルの「状況」フィール

ドに「準備完了」または「 初のアクセ

スを待機中」と表示されます。「状況」

フィールドの下には「履歴」領域があり、

近使用した操作やエラーメッセージに

関する情報が表示されます。

Retrospect クライアントがシステム起動時

にロードされません

「Retrospect クライアントがシステム起動

時にロードされません」というメッセー

ジに続いて、以下の表 11-4 に示す説明の

いずれかが表示される場合は、その指示

に従います。

このメッセージが「状況」フィールドに

表示される場合は、以下のような原因が

考えられます。

• Retrospect クライアントコントロールパ

ネルのファイルが正しい場所にない。

→ファイルをシステムフォルダ内のコ

ントロールパネルフォルダに置きます。

• Retrospect クライアントソフトウェアの

インストール後にクライアントを再起動

していない。→クライアントを再起動し

ます。

• クライアント Macintosh の再起動時に 
Shift キーを押し下げていたので、機能

拡張がロードされなかった。→ Shift 
キーを押し下げないで再起動します。

• 機能拡張マネージャプログラムで、

Retrospect クライアントコントロールパ

ネルをロードしないように設定されて

いる。→機能拡張マネージャを開き、

起動時に Retrospect クライアントコン

トロールパネルがロードされることを

確認します。

• 別のコントロールパネルやシステム機

能拡張が、Retrospect クライアントコン

トロールパネルとコンフリクトしてい

る。→ Retrospect クライアントコント

ロールパネルと標準の Apple 機能拡張

以外の、システム機能拡張とコント

ロールパネルをシステムフォルダから

一時的に削除し、クライアント 
Macintosh を再起動することで、コンフ

リクトをテストします。再起動したら、

Retrospect クライアントコントロールパ

ネルを開きます。「準備完了」か「 初

のアクセスを待機中」というメッセー

ジが表示されていれば、削除した項目

が Retrospect クライアントコントロー

ルパネルのロードを妨害していたこと

がわかります。Retrospect Client コント

ロールパネルの名前に存在するシンボ

ルを空白に置きかえることにより、起

動時に Retrospect Client コントロールパ

ネルを 初にロードさせることができ

るので、競合を避けることができます。
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メッセージ 対策 / コメント

ROM or System Version too 
old（ROM または System の
バージョンが古すぎます。）

Macintosh が古すぎるため Windows 版 Retrospect Backup のクライアントに
必要な 新のネットワークソフトウェアを実行できません。10 年前の 
Macintosh 版 Retrospect のクライアントに必要な古いバージョンのネット
ワークソフトウェアも実行することができません。

AppleTalk version too old
（AppleTalk のバージョンが古
すぎます）

Macintosh は TCP/IP ではなく AppleTalk を使用しようとします。システムの
必要条件を満たしていることを確認したら、Open Transport をインストール
し、TCP/IP ネットワークを設定します。

AppleTalk turned off
（AppleTalk を停止しました）

Macintosh は TCP/IP ではなく AppleTalk を使用しようとします。システムの
必要条件を満たしていることを確認したら、Open Transport をインストール
し、TCP/IP ネットワークを設定します。

ADSP not installed（ADSP が
インストールされていませ
ん）

Macintosh は TCP/IP ではなく AppleTalk を使用しようとします。システムの
必要条件を満たしていることを確認したら、Open Transport をインストール
し、TCP/IP ネットワークを設定します。

No Chooser Name specified
（セレクタ名が指定されてい
ません）

Macintosh が古すぎるため Windows 版 Retrospect Backup のバックアップク
ライアントに必要な 新のネットワークソフトウェアを実行できません。た
だし、Macintosh 版 Retrospect を使用すればバックアップすることができま
す。

ファイル共有設定で、コン
ピュータ名や所有者名が指定
されていません

System 7.x の場合、共有設定コントロールパネルを開きます。System 8 以降
の場合は、ファイル共有コントロールパネルを開きます。コンピュータ名と所
有者名を入力して、再起動します。

ネットワーク名のコンフリク
ト：「名前」

ネットワークの別のクライアントが、既にこの所有者名でインストールされ
ています。Retrospect クライアントコントロールパネルをゴミ箱に捨て、
新のコピーをインストールします。

Open Transport の TCP/IP が
インストールされていません

Open Transport をインストールし、TCP/IP ネットワークを設定します。

マウスボタンが押し下げられ
ています

起動中にマウスのボタンを押し下げると、コントロールパネルが無効になり
ます。

Doesn't run under A/UX（A/
UX 下で実行しないでくださ
い。）

Retrospect クライアントコントロールパネルは、A/UX で動作する Macintosh 
上では使用できません。

アクティベータコードが John 
Doe（123.45.67.8）と競合し
ています。バックアップ管理
者に連絡してください。

クライアントの 1 つを削除し、その Retrospect クライアントコントロールパ
ネルをゴミ箱に捨てた後、バージョン 4.2 以降の Retrospect クライアントソ
フトウェアをインストールします。すべての古いクライアントをアップグ
レードして、エラーの再発を防止します。

表 11-4: Mac OS クライアントコントロールパネルの起動時エラー
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RETROSPECT のサポート

Retrospect 内から多くの便利なリソースに

アクセスすることができます。Retrospect 
の「ヘルプ」メニューから次のリソース

にアクセスできます。

• 「目次」。Retrospect の使い方に関する検

索と索引付きのガイド。

• 「Retrospect お読みくださいを表示」。

ヒント、 新情報、既知の問題、回避

策など。

• Retrospect アップデート。このオプ

ションは、現在インストールされてい

る Retrospect 向けの無料更新を 
Retrospect Web サイトでチェックする場

合に選択します。詳しくは、12 ページ

の「Retrospect 更新」を参照してくださ

い。

• Roxio Retrospect Web サイト。インター

ネット上の Retrospect のホーム

ページ。Retrospect Web サイトに

直接アクセスするには、Web ブラウザ

で www.retrospect.com を開きます。

• オンライン Knowledgebase。Retrospect 
に関連する用語、エラーメッセージ、

トラブルシューティングのテクニック

に関するよくある質問の回答を蓄積し

た検索データベース。Knowledgebase に
直接アクセスするには、Web ブラウザ

で www.retrospect.com/knowledgebase 
を開きます。

• サポートされているデバイス。バック

アップハードウェアの互換性に関する

検索データベースによって、Retrospect 
がサポートするデバイスの情報を知る

ことができます。対応デバイス情報を

ご覧になるには、Web ブラウザで

www.retrospect.com/supporteddevices 
を開きます。

• Roxio Retrospect のサポート 
Retrospect Web サイトのサポート部署。

チュートリアルへのリンクやユーザ

フォーラムなどが含まれています。サ

ポートセクションをご覧になるには、

Web ブラウザで www.retrospect.com/
support を開きます。

これらのリソースはすべて無償で利用で

きます。これらのリソースを 大限に活

用することで、問題の早急な解決に役立

てることができます。 

これらのリソースを使用しても問題を解

決できない場合は、Retrospect のテク

ニカルサポートにお問い合わせください。

利用可能なサポートオプションの詳細に

ついては、Retrospect のサポートマト

リックス（www.retrospect.com/
support_matrix）をご確認ください。

テクニカルサポートの連絡先は、

www.retrospect.com/contactsupport でご確

認ください。

http://www.retrospect.com/
http://www.retrospect.com//knowledgebase
http://www.retrospect.com/supporteddevices
http://www.retrospect.com/support
http://www.retrospect.com/support
http://www.retrospect.com/support_matrix
http://www.retrospect.com/support_matrix
http://www.retrospect.com/contactsupport
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テクニカルサポートへの連絡記録

次のフォームを使用して、Retrospect テクニカルサポートへの連絡を記録してくだ

さい。

登録番号：

日付 技術相談者 問題 / 解決策
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付録 A
SQL S E R V E R  A G E N T

• 必 要 条 件

• セ キ ュ リ テ ィ

• イ ン ス ト ー ル

• 一 般 的 な 使 い 方

• バ ッ ク ア ッ プ

• デ ー タ ベ ー ス バ ッ ク ア ッ プ 履 歴

• 復 元

• 障 害 発 生 時 の 復 旧

SQL Server Agent は、Microsoft SQL サーバのバックアップや復元を行うための 
Retrospect のアドオンです。このアドオンがないと、Retrospect は、動作中の SQL 
サーバからデータベースを容易かつ確実にバックアップすることはできません。

SQL サーバは、（そのサーバ自体で Retrospect アプリケーションを動作させて）

ローカルにバックアップするか、（別のコンピュータで Retrospect アプリケー

ションを動作させて）Retrospect クライアントとしてバックアップすることがで

きます。
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必要条件

以下に示すように、Retrospect、SQL、お

よび Windows の 小限の条件には、いく

つかの組み合わせがあります。

SQL Server
Retrospect SQL Server Agent は、次のオペ

レーティングシステムソフトウェアと

データベースソフトウェアの組み合わせ

で動作します。

• SQL Server 2005、Windows Server 2003

• SQL Server 2005、Windows Small 
Business Server 2003

• SQL Server 2005、Windows 2000 Server

• SQL Server 2005、Windows 2000 
Advanced Server

• SQL Server 2005（64 ビット）、Windows 
Server 2003（64 ビット）

• SQL Server 2005 Express Edition（64 ビッ

ト）、Windows XP（64 ビット）

• SQL Server 2000、Windows Server 2003

• SQL Server 2000、Windows 2000 Server

• SQL Server 2000、Windows NT 4.0 Server

• SQL Server 7、Windows 2000 Server

• SQL Server 7、Windows NT 4.0 Server

Retrospect アプリケーションが動作し
ている SQL サーバ

SQL サーバをバックアップコンピュータ

として使用するには、そのサーバ自体で 
Retrospect アプリケーションを動かしま

す。以下のいずれかのアプリケーション

ライセンスが必要です。

• Retrospect Disk-to-Disk

• Retrospect Single Server

• Retrospect Small Business Server

• Retrospect Multi Server

Retrospect アプリケーションは、Retrospect から

ライセンスコードを購入して入力するこ

とにより、高性能なものにアップグレー

ドできます。

Retrospect クライアントとしての SQL 
サーバ

SQL サーバをクライアントとしてバック

アップするには、バックアップコン

ピュータで Retrospect Multi Server（サービ

スクライアントライセンスを追加購入し

た Retrospect Disk-to-Disk、Small Business 
Server、または Single Server も可）が動作

している必要があります。バックアップ

コンピュータのオペレーティングシステ

ムは、次のいずれかです。

• Windows NT 4.0

• Windows 2000

• Windows XP

• Windows Server 2003

セキュリティ

Retrospect Exchange Server Agent アドオン

も使用する場合は、426 ページの「セキュ

リティ」をお読みください。Exchange 
Server Agent のセキュリティ設定に関する

詳しい説明があります。

不適格なユーザがバックアップコン

ピュータで Retrospect を起動して、SQL 
サーバをバックアップする事態そのもの

は、さまざまな手段で防止できるでしょ

う。重要なのは、正しいセキュリティコ

ンテキストで動作し、正しいセキュリ

ティコンテキストで各 SQL サーバにアク

セスするように、Retrospect を設定するこ

とです。たとえば、SQL サーバへの十分

なアクセス権を持つユーザとして実行さ

れるように Retrospect の環境設定を行った

り、各 SQL サーバに SQL 認証またはドメ

イン認証を通じて、個別にログインする

ように設定する必要があります。

http://www.emcdantz.com/jp
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Retrospect をすでにインストール済みまた

は実行済みであるかどうかにかかわらず、

またセキュリティ環境設定を以前どのよ

うに設定していたかにかかわらず、SQL 
を操作できるようにするには以下の手順

に従ってください。

ユーザログインの作成および管理

Retrospect 専用のログインアカウントを作

成し、Retrospect のユーザを Backup 
Operators として識別する必要がありま

す。そのための手順では、Active Directory 
Users and Computers（Windows 2000 および 
2003）または User Manager for Domains

（Windows NT 4.0）を使用します。これを

以下に示します。

Retrospect バックアップユーザアカウント
の作成

SQL サーバのドメイン内で、RBU
（Retrospect バックアップユーザアカウン

トを示す）など、Retrospect 専用のログイ

ンを作成します。

このアカウントを、Domain Users、Domain 
Admins、Administrators、および Backup 
Operators のメンバーにします。

バックアップオペレータの追加

Retrospect のユーザのアカウントを、

Backup Operators のメンバーにします。バッ

クアップコンピュータの Retrospect で使用

するログインアカウントは、Backup 
Operators または Administrators のメンバー

でなければなりません。

Retrospect セキュリティ環境設定

Retrospect バックアップユーザアカウント

を設定した後は、その新しいアカウント

を使用するように Retrospect を設定する必

要があります。それぞれの SQL サーバに

対して別々のドメインユーザとして実行

するように、またはそれぞれの SQL に対

して所定の SQL ログインを使用するよう

にも設定できますが、すべての SQL サー

バに対する Retrospect バックアップユーザ

として実行するように特定の環境設定を

行うほうが簡単でよいでしょう。以下の

手順では、その環境設定の方法を説明し

ます。後で別の SQL サーバログインを設

定できます。

管理者権限のログインを使って、バック

アップコンピュータにログインします。

Retrospect をバックアップコンピュータに

インストールしていない場合は、「第 1 章 
• はじめに」の説明に従ってインストール

を行います。

Retrospect アプリケーションを起動しま

す。

バックアップコンピュータで Retrospect を
初に起動する場合は、起動後に 

Retrospect の起動ウィザードが開きます。

このウィザードには、ユーザアカウント

情報を入力する画面が表示されます。

バックアップコンピュータで Retrospect を
実行するのが今回初めてではない場合、

Retrospect ナビゲーションバーの「設定」

をクリックしてから、「環境設定」をク

リックします。「実行」環境設定グループ

で、「セキュリティ」をクリックします。
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ユーザログインの選択

「環境設定」ウィンドウと初めて起動した

ときの「ユーザアカウント」ウィンドウ

の両方に、Retrospect アプリケーションが

実行されるときのユーザログインを決め

るラジオボタンが 2 つあります。

「ログインユーザで Retrospect を起動」は、

（「スタート」メニューか Windows エクス

プローラから）Retrospect を手動で起動し

たときに、実行されます。Retrospect を自

動で起動した場合は（スクリプトを実

行）、「ローカルシステム」アカウントで

動作します。どちらも SQL に使用するのは

適ではありません。なぜならば、権限

不足によってバックアップができない可

能性があるからです。したがって、この

環境設定を選択しないでください。

SQL で使用する場合には、「指定された

ユーザで Retrospect を常に起動」の設定を

お勧めします。ラジオボタンをクリック

して、この環境設定を選択します。

Retrospect バックアップユーザ名、パス

ワード、およびドメインを入力します。

「OK」をクリックしてセキュリティ環境設

定の変更を受け入れると、入力を確定す

るように求められるので、「OK」をクリッ

クします。

ログインが無効なことを示すメッセージ

が表示される場合は、ドメインユーザ名

またはパスワードの入力ミスの可能性が

あります。名前を再チェックし、415 ペー

ジの「Retrospect バックアップユーザアカ

ウントの作成」から始まる上記手順に

従ってください。

指定のドメインユーザであることが確認

された場合は、アプリケーションを終了

し再起動して、変更を有効にするように

求められます。終了して管理者をログオフ

し、次の手順に進みます。

適正な操作の検証

Backup Operators のメンバーであるユーザ

として、バックアップコンピュータにロ

グインします。Retrospect を起動し、アプ

リケーションウィンドウのタイトルに注

目します。このウィンドウタイトルには、

アプリケーションを実行しているユーザ

が入ります。別のユーザとしてバックアッ

プコンピュータにログインしていても、

アプリケーションを実行している「ユー

ザ」は Retrospect バックアップユーザアカ

ウントです。

ローカル管理者権限

常に特定のログインで実行するように 
Retrospect を設定した場合、ログインに権

限が何も割り当てられていなければロー

カル管理者権限が割り当てられます。

前に説明したセキュリティ環境設定が行

われ、Backup Operators または 
Administrators のメンバーとしてバック

アップコンピュータにログインした場合、

Retrospect は必ず、 低限ローカル管理者

権限で実行されます。

これは、バックアップオペレータが 
Retrospect での管理者権限を利用して、

ローカルコンピュータのファイルを操作

できることを意味します。
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セキュリティを追加するには、Retrospect 
アプリケーションに対するユーザアクセ

スを制御する、Retrospect のパスワード保

護環境設定の使用を検討してください。

インストール

Retrospect をバックアップコンピュータに

インストールしていない場合は、「第 1 章 
• はじめに」の説明に従ってインストール

を行います。414 ページの「セキュリティ」

で前述したように、セキュリティ環境設

定を行います。

SQL サーバを Retrospect クライアントとし

て使用する場合、そのコンピュータに 
Retrospect クライアントソフトウェアをイ

ンストールします。詳細は、「第 7 章 • 
ネットワーク接続クライアント」を参照

してください。

クライアントのログイン

SQL サーバを Retrospect クライアントとし

て使用する場合は、バックアップコン

ピュータからクライアントをログインし

ます。詳細は、「第 7 章 • ネットワーク接

続クライアント」を参照してください。

ライセンスとログイン

「ウィンドウ」メニューから「ライセンス 
マネージャ」を選択し、ライセンス登録

済みのコンポーネントを表示します。

SQL データベースバックアップがリスト

に表示されていない場合、または有効な

ライセンスがない状態でリストに表示さ

れている場合には、「追加」をクリック

し、SQL データベースバックアップのラ

イセンスコードを入力します。（Retrospect から

コードを入手するには、「購入」をクリッ

クします。）

SQL バックアップライセンスを追加した

後は、使用可能としてリストに表示され

ます。次の手順は、ライセンスの使用で

す。

ライセンスの使用

ナビゲーションバーから、「ボリューム」

をクリックしてボリュームデータベース

ウィンドウを表示します。「マイコン

ピュータ」と「バックアップクライアン

ト」の下に、Retrosepct に認識されたすべ

ての SQL サーバがリスト表示されます。

テキストによって示されているとおり、

まだライセンス設定がなされていないた

め、アイコンはグレーになっています。

ライセンスマネージャで利用可能になっ

ているライセンスはありますが、どの

サーバを使用するかは Retrospect にはわか

りません。Retrospect で使用する各サーバ

に、ライセンスを適用する必要がありま

す。

使用する SQL サーバをクリックします。

そこで、利用可能なライセンスを使用す

るかどうか尋ねられます。「OK」をクリッ

クします。しばらくすると、SQL Server コ
ンテナから「not licensed」タグが消えま

す。

SQL サーバをクリックしたときに何も行

われなかった場合、または（クライアン

トではなく）ローカルサーバのログイン

を入力するように求められた場合は、SQL 
サーバに対して十分なアクセス権限がロ

グインユーザにないか、サービスが動作

していない可能性があります。再試行す

る前に、サービスが動いていることを確

認し、414 ページの「セキュリティ」を読

み直して、セキュリティを正しく設定し

てください。
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クライアントの場合の SQL サーバログイン

Retrospect のクライアントであるサーバの

場合は、ライセンスの適用後すぐに、SQL 
サーバのログイン情報を入力するように

求められます。

次の手順に従ってください。

SQL サーバへのログイン

各 SQL サーバについて、Retrospect バック

アップユーザアカウントではなく、認証

方式を指定するように求められます。

Retrospect のクライアントである SQL サー

バの場合には、ライセンスの適用後すぐ

に、 SQL サーバのログイン情報を入力する

必要があります。

ライセンスを適用したばかりのクライア

ントの場合、ログインウィンドウがすで

に表示されています。それ以外の場合に

は、ボリュームデータベースウィンドウ

で、SQL サーバを選択し、ツールバーの

「ログイン名」ボタンをクリックします。

「SQL 認証を使用する」、「ドメイン認証を

使用する」、「現在の RBU 情報を使用する」

（セキュリティ環境設定で指定した 
Retrospect バックアップユーザアカウント

を使用した認証）の中から認証方式を選

択します。 選択した認証方式のログイン情

報を入力します。

SQL サーバデータベースが表示されない

場合、または認証に失敗したと通知され

た場合は、クライアントコンピュータ上

の SQL サーバへの十分なアクセス権限が

指定したユーザにないか、サービスが動

作していない可能性があります。再試行

する前に、サービスが動いていることを

確認し、414 ページの「セキュリティ」を

読み直して、セキュリティを正しく設定

してください。

一般的な使い方

SQL サーバにライセンス供与を行った後

は、それをスクリプトに追加し、元ボ

リュームリストや宛先ボリュームリスト

で使用することができます。SQL サーバ

はボリュームデータベースウィンドウで

使用することもできます。

注： SQL データにはアーカイブ操作は実

行できません。

ボリュームリストの操作

ナビゲーションバーから、「設定」>「ボ

リューム」をクリックして「ボリューム

データベース」ウィンドウを表示します。

「マイコンピュータ」と「バックアップク

ライアント」の下に、Retrosepct に認識さ

れたすべての SQL サーバがリスト表示さ

れます。

SQL サーバとして動作している各コン

ピュータの下に、各 SQL サーバの SQL 
Server コンテナがあります。サーバ自体で 
Retrospect を実行している場合は、SQL コ
ンテナは「マイコンピュータ」の下にあ

ります。
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サーバ上で Retrospect を実行していない場

合は、SQL コンテナは「バックアップク

ライアント」の下にあります。

SQL Server コンテナのアイコンがグレーに

なっている場合、または下に階層化され

たものが何もない場合、Retrospect は SQL 
サーバデータを参照するのに十分な権限

を持っていないユーザとして動いている

可能性があります。スクリプト内でその 
SQL Server コンテナを使用すると、スクリ

プトを実行したときにエラーになります。

414 ページの「セキュリティ」を読み直

し、セキュリティを正しく設定してくだ

さい。

SQL Server コンテナのアイコンが色付き

で、1 つ以上の項目が下に階層化されてい

る場合には、Retrospect は SQL サーバデー

タを参照できる権限を持つユーザとして

動作しています。これは、セキュリティが

正しく設定されていることを意味します。

SQL Server コンテナ

表示される SQL Server コンテナは、SQL 
サーバと 1 対 1 で対応しています。

Retrospect がサーバ上でローカルに動作し

ている場合、このコンテナは「マイコン

ピュータ」の下にあります。Retrospect の
ネットワーククライアントである SQL 
サーバの場合は、SQL Server コンテナはそ

のコンピュータのクライアントコンテナ

の下に表示されます。

SQL Server コンテナには、1 つ以上のデー

タベースが入っています。コンテナの内

容を表示したり隠したりするには、SQL 

Server コンテナの [+] または [-] のコント

ロールをクリックします。

バックアップ元として SQL Server コンテ

ナを選択すると、そのサーバの全データ

ベースがバックアップされます。

サーバ内のすべてのデータベースをバッ

クアップしたくない場合は、1 つ以上の

データベースを個別に選択してバック

アップできます。個々のデータベースは、

SQL Server コンテナの下に表示されます。

ライセンスの解除

バックアップや復元が不要になった SQL 
サーバがあれば、その Retrospect ライセン

スを解除して、他の SQL サーバにライセ

ンスを使用できるようにすることが可能

です。

SQL コンテナを選択し、ツールバーの「ラ

イセンス」ボタンをクリックします。使

用されているライセンスを解除してもよ

いか尋ねられます。「OK」をクリックして

解除します。

SQL ライセンスを解除すると、SQL コン

テナとそのデータベースはスクリプト内

で無効になります。

バックアップ

SQL サーバまたはデータベースをバック

アップするには、バックアップスクリプ

トを使用するか、基本バックアップを始

動できます。どの方法でも、元ボリュー

ム、宛先ボリューム、選択基準、オプ

ションという、Retrospect の他のバック

アップ操作と同じ要素を使用します。

元ボリュームとして、SQL Server コンテナ

とデータベースをどれか 1 つ、またはそれ

らを組み合わせて選択します。または、

「マイコンピュータ」または「バックアッ

プクライアント」を選択して、それぞれ
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ローカル SQL サーバまたはクライアント 
SQL サーバをバックアップします。 

宛先ボリュームとして、バックアップ

セットをどれか 1 つ、または組み合わせて

選択します。

SQL データベースのバックアップでは、

セレクタは無視されます。バックアップ

元にデータベース以外のボリュームと 
SQL データベースの両方が存在している

場合のみ、指定したセレクタがデータ

ベース以外のボリュームに適用されます。

SQL Server オプショングループでは、

Retrospect がバックアップ元に対して試行

するバックアップのタイプを決定できま

す。「フルバックアップ」、「差分バック

アップ」、「ログバックアップ」、または

「切捨てしないログバックアップ」を選択

します。

データベースが以前にフルバックアップ

されていなかった場合は、フルバック

アップ以外のバックアップを行うことは

できません。この場合は、自動的にフル

バックアップが試みられます。

スクリプトによるバックアップの計画を

行うとき、異なる種類のバックアップに

個別のスクリプトを作成します。たとえ

ば、金曜日に実行するフルバックアップ

スクリプトをスケジュールし、毎日実行

する差分バックアップスクリプトをスケ

ジュールできます。

利用可能なオプションについては、293 
ページの「Windows SQL Server オプショ

ン」を参照してください。

復旧モデル

所定のデータベースが、希望のバック

アップタイプに対応した復旧モデル

（SQL 2000）またはオプション（SQL 7）
を使用していることを確認する必要があ

ります。たとえば、簡易復旧モデルを使

用している SQL データベースのログバッ

クアップを行うとすると、Retrospect によ

りエラーが報告されます。

バックアップセット

他のデータのバックアップとは異なり、

データベースバックアップは 1 つのバック

アップセット内で必ずしも自己完結型で

はありません。

ファイルの復元にはよくあることですが、

1 セットのメディアからデータベースス

ナップショットを復元できるかどうかは

確かでありません。バックアップ計画と

バックアップ履歴によっては、所定の

データベースを復元するのに、複数の

バックアップセットからのメディアが要

求される場合があります。

データベースバックアップ履歴

Retrospect は、各データベースの各バック

アップセッションを追跡します。「レポー

ト」>「データベースバックアップの履歴」

から、バックアップの履歴を表示できま

す。

ウインドウには、各 SQL データベースの 
Retrospect のデータベースセッションス

ナップショットがすべて一覧表示されま

す。（Exchange データベースとストレージ

グループもこのウィンドウに表示されま

す。）
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ウィンドウの下部にあるボタンを使用し

て、スナップショットのプロパティを表

示したり、バックアップセットからデー

タベースセッションを追加したり、この

リストからスナップショットを削除した

りできます。

スナップショットのプロパティを表示す

ると、データベースを復元するのに必要

なバックアップセットメディアが表示さ

れます。

復元

SQL サーバまたは 1 つ以上のデータベー

スを復元するには、スクリプトを使用す

るか、基本復元を始動できます。どの方

法でも、元データベーススナップショッ

ト、宛先サーバ、選択ファイル（メール

ボックスからのメッセージとフォルダの

み）、オプションという、Retrospect の他

の復元操作と同じ要素を使用します。

SQL データベースの復元

SQL サーババックアップからデータベー

スを復元するには、「復元」>「データベー

ス」をクリックして基本復元を開始する

か、データベース復元スクリプトを作成

します。

復元元として、データベーススナップ

ショットを選択します。

「追加」ボタンと「削除」ボタンを使用し

て、このリストからデータベーススナッ

プショットを追加、削除できます。

SQL Server コンテナを選択して、データ

ベースの復元先を設定します。

「オプション」をクリックして実行オプ

ションを設定します。利用可能なオプ

ションについては、293 ページの

「Windows SQL Server オプション」および 
284 ページの「データベース復元オプショ

ン」を参照してください。
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前回のバックアップがフルバックアップ

以外の場合は、元データベーススナップ

ショットの下に複数のセッションが一覧

されることに注目してください。複数の

セッションが表示されるのは、復元元を

完全に復元するために必要な、すべての

セッションを復元する実行オプションが、

Retrospect ではデフォルトでオンになって

いるためです。

データベース復元操作の設定が完了した

ら、それをスクリプトに保存するか、基

本復元を実行します。

障害発生時の復旧

SQL サーバ（システムボリュームとデー

タベース）を完全にバックアップした後

は、障害発生時のデータ損失から復旧す

ることができます。

初に、243 ページの「バックアップコン

ピュータの復元」にある該当手順に従っ

てください。次に、以下の手順に従って

ください。

1. サービスを再起動する。

SQL サーバ（特に、そのマスター、モデ

ル、および msdb システムデータベース）

をバックアップするのに Retrospect オープ

ンファイルバックアップアドオンを使用

したバックアップから復元した場合は、

以下の手順に従います。そうでない場合

は、この手順をスキップして次の手順に

進みます。

SQL アプリケーションを復元した後、こ

のデータベースにより SQL サービスを開

始できます。システムのすべてのパー

ティションを復元した後、SQL サービス

が動作していることを確認します。サー

ビスが動作していない場合は、SQL Server 
Service Manager または SQL Server 
Enterprise Manager. から起動します。

Enterprise Manager で SQL サーバの登録が

失われている場合、登録し直します。

次の手順をスキップします。

2. 再構築後にサービスを再起動する。

SQL サーバ（特に、そのマスター、モデ

ル、および msdb システムデータベース）

をバックアップするのに Retrospect オープ

ンファイルバックアップアドオンを使用

したバックアップから復元しなかった場

合は、以下の手順に従います。それ以外

は、この手順をスキップして次の手順に

進みます。

Microsoft の「検索」ユーティリティを使

用して、システム上で rebuildm.exe ユー

ティリティを探します。Microsoft SQL イ
ンストール CD を用意します。

SQL サービスは、マスターと他のシステ

ムデータベースがないと起動しないた

め、rebuildm.exe ユーティリティを使用して

データベースを再構築します。システム

上の各 SQL インスタンスに対して、ユー

ティリティを実行します。システムデー

タベースを復元した後、SQL サービスが

起動したことを確認します。必要であれ

ば、手動でサービスを起動します。

3. シングルユーザモードでデータベース

を復元する。

コマンドラインからではなく、SQL Server 
Enterprise Manager から、シングルユーザ

モードで SQL サーバを起動します。サー
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バを右クリックし、「プロパティ」を選択

します。「全般」「起動時のパラメータ」を

順にクリックして、新しいパラメータ -m. 
Stop を追加し、SQL Server Service Manager 
を使用して SQL サービスを再起動します。

これで、SQL サーバはシングルユーザ

モードで動作し、すべてのサービスは同

じユーザ ID で動作します。

Retrospect を使用して、 新のデータベー

ススナップショットからマスターデータ

ベースだけを復元します。

復元操作を完了した後、-m オプションを

削除し、SQL サーバを停止して再起動し、

ノーマルモードに戻します。

4. 疑わしいデータベースを削除する。

上記手順を完了した後、グレー表示で疑

わしいというマークが付いたデータベー

スが SQL Enterprise Manager の中にありま

す。これは、そのサーバのすべてのデー

タベースのレコードがマスターデータ

ベースに含まれていて、関連データファ

イルが紛失しているデータベースが疑わ

しいためです。SQL 7 サーバ上の疑わしい

データベースをすべて削除して、次の手

順を成功させます。

5. データベースを復元する。

Retrospect を使用して、msdb データベース

を復元し、その後に他のすべてのデータ

ベースを復元します。必ず 新のデータ

ベーススナップショットから復元します。

各 SQL サーバのすべての SQL データベー

スを復元した後、システムは使用できる

状態になります。

ヒント： SQL Enterprise Manager のログを

見れば、Retrospect で生成されたエラーの

詳細を調べることができます。
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• 必 要 条 件

• セ キ ュ リ テ ィ

• イ ン ス ト ー ル

• 一 般 的 な 使 い 方

• バ ッ ク ア ッ プ

• デ ー タ ベ ー ス バ ッ ク ア ッ プ 履 歴

• 復 元

• 障 害 発 生 時 の 復 旧

Retrospect Exchange Server Agent は、Microsoft Exchange サーバのバックアップと

復元を行うための Retrospect のアドオンです。このアドオンがなければ、

Retrospect は Exchange ストアのデータベースやメールボックスをバックアップす

ることはできません。

Exchange サーバは、（そのサーバ自体で Retrospect アプリケーションを動作させ

て）ローカルにバックアップするか、（別のコンピュータで Retrospect アプリ

ケーションを動作させて）Retrospect クライアントとしてバックアップすること

ができます。
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必要条件

以下に示すように、Retrospect、Exchange、
および Windows の 小限の条件には、い

くつかの組み合わせがあります。

Exchange Server
Retrospect Exchange Server Agent は、次の

オペレーティングシステムソフトウェア

とデータベースソフトウェアの組み合わ

せで動作します。

• Exchange 2003、Windows Server 2003

• Exchange 2000、Windows 2000 Server

• Exchange 5.5、Windows 2000 Server

• Exchange 5.5、Windows NT 4.0 Server

Retrospect アプリケーションが動作し
ている Exchange サーバ

Exchange サーバをバックアップコン

ピュータとして使用するには、そのサー

バ自体で Retrospect アプリケーションを動

かします。以下のいずれかのアプリケー

ションライセンスが必要です。

• Retrospect Disk-to-Disk

• Retrospect Single Server

• Retrospect Small Business Server

• Retrospect Multi Server

Retrospect アプリケーションは、Retrospect から

ライセンスコードを購入して入力するこ

とにより、高性能なものにアップグレー

ドできます。

Retrospect クライアントとしての 
Exchange サーバ

Exchange サーバをクライアントとして

バックアップするには、バックアップコ

ンピュータで Retrospect Multi Server（サー

ビスクライアントライセンスを追加購入

した Retrospect Disk-to-Disk、Small Business 
Server、または Single Server も可）が動作

している必要があります。バックアップ

コンピュータのオペレーティングシステ

ムは、次のいずれかです。

• Windows NT 4.0

• Windows 2000

• Windows XP

• Windows Server 2003

セキュリティ

不適格なユーザがバックアップコン

ピュータで Retrospect を起動して、

Exchange サーバをバックアップする事態

そのものは、さまざまな手段で防止でき

るでしょう。Exchange のバックアップと

復元を実行できるのはドメイン管理者だ

けです。したがって、正しいセキュリ

ティコンテキストで動作するように 
Retrospect を設定することが重要です。た

とえば、Exchange サーバへの十分なアク

セス権を持つユーザとして Retrospect や 
Retrospect クライアントソフトウェアが実

行されるように、Retrospect の環境設定を

行う必要があります。

Retrospect をすでにインストール済みまた

は実行済みであるかどうかにかかわらず、

またセキュリティ環境設定を以前どのよ

うに設定していたかにかかわらず、

Exchange を操作できるようにするには以

下の手順に従ってください。

ユーザログインの作成および管理

Retrospect 専用のログインアカウントを作

成し、Retrospect のユーザを Backup 
Operators として識別する必要があります。

そのための手順では、Active Directory 
Users and Computers（Windows 2000）また

は User Manager for Domains（Windows NT 
4.0）を使用します。これを以下に示しま

す。

http://www.emcdantz.com/jp
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Retrospect バックアップユーザアカウント
の作成

Exchange サーバのドメイン内で、RBU
（Retrospect バックアップユーザアカウン

ト）など、Retrospect 専用のログインを作

成します。

このアカウントを、Domain Users、Domain 
Admins、Administrators、および Backup 
Operators のメンバーにします。また、

Exchange メールボックスを割り当てます。

Exchange 5.5 では、これらの作業の一部で 
User Manager for Domains と Microsoft 
Exchange Administrator を使用する必要があ

ります。

この Retrospect バックアップアカウントに

電子メールメッセージを送り、Exchange 
で初期化します。

バックアップオペレータの追加

Retrospect のユーザのアカウントを、

Backup Operators のメンバーにします。

バックアップコンピュータの Retrospect で
使用するログインは、Backup Operators ま
たは Administrators でなければなりません。

Retrospect セキュリティ環境設定

Retrospect バックアップユーザアカウント

を設定した後は、その新しいアカウント

を使用するように Retrospect を設定する必

要があります。それぞれの Exchange サー

バに対して別々のドメインユーザとして

実行するようにも設定できますが、すべ

ての Exchange サーバに対する Retrospect 
バックアップユーザとして実行するよう

に特定の環境設定を行うほうが簡単でよ

いでしょう。

管理者権限のログインを使って、バック

アップコンピュータにログインします。

Retrospect をバックアップコンピュータに

インストールしていない場合は、「第 1 章 
• はじめに」の説明に従ってインストール

を行います。

Retrospect アプリケーションを起動しま

す。

バックアップコンピュータで Retrospect を
初に起動する場合は、起動後に 

Retrospect の起動ウィザードが開きます。

このウィザードには、ユーザアカウント

情報を入力する画面が表示されます。

バックアップコンピュータで Retrospect を
実行するのが今回初めてではない場合、

Retrospect ナビゲーションバーの「設定」

をクリックしてから、「環境設定」をク

リックします。「実行」環境設定グループ

で、「セキュリティ」をクリックします。

ユーザログインの選択

「環境設定」ウィンドウと初めて起動した

ときの「ユーザアカウント」ウィンドウ

の両方に、Retrospect アプリケーションが

実行されるときのユーザログインを決め

るラジオボタンが 2 つあります。



428 RETROSPECT ユーザガイド

「ログインユーザで Retrospect を起動」は、

（「スタート」メニューか Windows エクス

プローラから）Retrospect を手動で起動し

たときに、実行されます。Retrospect を自

動で起動した場合は（スクリプトを実

行）、「ローカルシステム」アカウントで

動作します。どちらも Exchange で使用す

るのは 適ではありません。なぜならば、

権限不足によってバックアップができな

い可能性があるからです。したがって、

この環境設定を選択しないでください。

Exchange で使用する場合には、「指定され

たユーザで Retrospect を常に起動」の設定

をお勧めします。ラジオボタンをクリッ

クして、この環境設定を選択します。

Retrospect バックアップユーザ名、パス

ワード、およびドメインを入力します。

「OK」をクリックしてセキュリティ環境設

定の変更を受け入れると、入力を確定す

るように求められるので、「OK」をクリッ

クします。

ログインが無効なことを示すメッセージ

が表示される場合は、ドメインユーザ名

またはパスワードの入力ミスの可能性が

あります。名前を再チェックし、427 ペー

ジの「Retrospect バックアップユーザアカ

ウントの作成」から始まる上記手順に

従ってください。

指定のドメインユーザであることが確認

された場合は、アプリケーションを終了

して再起動し、変更を有効にするよう 
Retrospect が指示します。終了して管理者

をログオフし、次の手順に進みます。

適正な操作の検証

Backup Operators のメンバーであるユーザ

として、バックアップコンピュータにロ

グインします。Retrospect を起動し、アプ

リケーションウィンドウのタイトルに注

目します。このウィンドウタイトルには、

アプリケーションを実行しているユーザ

が入ります。別のユーザとしてバック

アップコンピュータにログインしていて

も、アプリケーションを実行している

「ユーザ」は Retrospect バックアップユー

ザアカウントです。

ローカル管理者権限

常に特定のログインで実行するように 
Retrospect を設定した場合、ログインに権

限が何も割り当てられていなければロー

カル管理者権限が割り当てられます。

前に説明したセキュリティ環境設定が行

われ、Backup Operators または 
Administrators のメンバーとしてバック

アップコンピュータにログインした場合、

Retrospect は必ず、 低限ローカル管理者

権限で実行されます。

これは、バックアップオペレータが 
Retrospect での管理者権限を利用して、

ローカルコンピュータのファイルを操作

できることを意味します。

セキュリティを追加するには、Retrospect 
アプリケーションに対するユーザアクセ

スを制御する、Retrospect のパスワード保

護環境設定の使用を検討してください。

インストール

Retrospect をバックアップコンピュータに

インストールしていない場合は、「第 1 章 
• はじめに」の説明に従ってインストール

を行います。426 ページの「セキュリ

ティ」で前述したように、セキュリティ

環境設定を行います。

Exchange サーバを Retrospect クライアント

として使用する場合、そのコンピュータ

に Retrospect クライアントソフトウェアを

インストールします。詳細は、「第 7 章 • 
ネットワーク接続クライアント」を参照

してください。
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クライアントのログイン

Exchange サーバを Retrospect クライアント

として使用する場合は、バックアップコ

ンピュータからクライアントをログイン

します。詳細は、「第 7 章 • ネットワーク

接続クライアント」を参照してください。

ライセンス

「ウィンドウ」メニューから「ライセンス 
マネージャ」を選択し、ライセンス登録

済みのコンポーネントを表示します。

Exchange データベース / メールボックス

バックアップがリストに表示されていな

い場合、または有効なライセンスがない

状態でリストに表示されている場合には、

「追加」をクリックし、Exchange データ

ベース / メールボックスバックアップのラ

イセンスコードを入力します。（ Retrospect か
らコードを入手するには、「購入」をク

リックします。）

Exchange バックアップライセンスを追加

すると、使用可能としてリストに表示さ

れます。次の手順は、ライセンスの使用

です。

ライセンスの使用

ナビゲーションバーから、「ボリューム」

をクリックしてボリュームデータベース

ウィンドウを表示します。「マイコン

ピュータ」と「バックアップクライアン

ト」の下には、Retrosepct に認識されたす

べての Exchange サーバがリスト表示され

ます。

テキストによって示されているとおり、

まだライセンス設定がなされていないた

め、アイコンはグレーになっています。

ライセンスマネージャで利用可能になっ

ているライセンスはありますが、どの

サーバを使用するかは Retrospect にはわか

りません。Retrospect で使用する各サーバ

に、ライセンスを適用する必要がありま

す。

使用する Exchange サーバをクリックしま

す。そこで、利用可能なライセンスを使

用するかどうか尋ねられます。「OK」をク

リックします。その後すぐ、Exchange 
Server コンテナとそれに付随する Exchange 
Mailboxes コンテナから「ライセンス供与

されていない」タグが消えます。

Exchange サーバをクリックしたときに何

も行われなかった場合は、Exchange サー

バに対して十分なアクセス権限がログイ

ンユーザにないか、サービスが動作して

いない可能性があります。再試行する前

に、サービスが動いていることを確認し、

426 ページの「セキュリティ」を読み直し

て、セキュリティを正しく設定してくだ

さい。

クライアントの場合の Exchange コンテナ
のプロパティ

Retrospect のクライアントであるサーバの

場合は、ライセンスの適用後すぐに、

Exchange サーバの認証情報を入力するよ

う Retrospect が求めてきます。

セキュリティ環境設定で指定した 
Retrospect バックアップユーザアカウント

を使用するように設定します。

Exchange サーバの内容が表示されない場

合、または認証に失敗したと通知された

場合は、クライアントコンピュータ上の 
Exchange サーバへの十分なアクセス権限

が指定したユーザにないか、あるいは

サービスが動作していない可能性があり

ます。再試行する前に、サービスが動い
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ていることを確認し、426 ページの「セ

キュリティ」を読み直して、セキュリ

ティを正しく設定してください。

一般的な使い方

前述のとおりに Exchange サーバにライセ

ンス供与を行った後は、それをスクリプ

トに追加し、元ボリュームリストや宛先

ボリュームリストで使用することができ

ます。Exchange サーバはボリュームデー

タベースウィンドウで使用することもで

きます。

注： Exchange データにはアーカイブ操作

は実行できません。

ボリュームリストの操作

ナビゲーションバーから、「設定」>「ボ

リューム」をクリックして「ボリューム

データベース」ウィンドウを表示します。

「マイコンピュータ」と「バックアップク

ライアント」の下には、Retrosepct に認識

されたすべての Exchange サーバがリスト

表示されます。

それぞれの Exchange サーバに対して、

Exchange Server コンテナとそれに付随する 
Exchange Mailboxes コンテナがあります。

Exchange サーバとして動作している各コ

ンピュータの下に、1 ペアのコンテナが編

成されています。サーバ自体で Retrospect 
を実行している場合は、Exchange コンテ

ナは「マイコンピュータ」の下にありま

す。

サーバで Retrospect を実行していない場合

は、Exchange コンテナは「バックアップ

クライアント」の下にあります。

Exchange Server コンテナのアイコンがグ

レーになっている場合、または下に階層

化されたものが何もない場合、Retrospect 
は Exchange サーバデータを参照するのに

十分な権限を持っていないユーザとして

動作している可能性があります。スクリ

プトで Exchange Server コンテナを使用で

きますが、スクリプトを実行したときに

エラーになります。また、Exchange 
Mailboxes は使用できません。426 ページ

の「セキュリティ」を読み直し、セキュ

リティを正しく設定してください。

Exchange Server コンテナのアイコンが色付

きで、1 つ以上の項目が下に階層化されて

いる場合、Retrospect は Exchange サーバ

データを参照できる権限を持つユーザと

して動作しています。これは、セキュリ

ティが正しく設定されていることを意味

します。
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Exchange 仮想ドライブについて

デフォルトのインストールの一部として、

Exchange 2000 は仮想ドライブを作成し、

それをドライブ M: にマッピングします。

このドライブ上のデータは、バックアッ
プと復元の対象として適切ではありませ
ん。

警告： Exchange M: ドライブをバックアッ

プしても、Exchange Server とそのデータは

バックアップされません。Exchange M: ド
ライブを復元しても、Exchange Server とそ

のデータは復元されません。

Retrospect では、Exchange M: ドライブはコ

ンピュータのコンテナ（「マイコンピュー

タ」またはクライアントコンピュータ）

の下に表示されますが、その親コンテナ

を Retrospect の操作で使用しても、

Exchange M: ドライブは操作の対象に含ま

れません。たとえば、バックアップ元と

してクライアントコンテナを選択すると、

その C: ドライブのハードディスクがバッ

クアップされ、M: ドライブはバックアッ

プされません。

Exchange M: ドライブには、バックアップ

や復元ができるデータが含まれていない

ため、Retrospect ではこのドライブが無視

されます。

433 ページの「バックアップ」と 435 ペー

ジの「復元」で説明されているとおりに、

代わりに Exchange Server コンテナと 
Exchange Mailboxes コンテナを使用してく

ださい。

Exchange Server コンテナ

Retrospect には、Exchange サーバごとに 1 
つの Exchange Server コンテナがあります。

Retrospect がサーバ上でローカルに動作し

ている場合、このコンテナは「マイコン

ピュータ」の下にあります。Retrospect の
ネットワーククライアントである 
Exchange サーバの場合は、Exchange Server 

コンテナはそのコンピュータのクライア

ントコンテナの下に表示されます。

Exchange Server コンテナには、1 つ以上の

ストレージグループまたはデータベース

が入っています。コンテナの内容を表示

したり隠したりするには、Exchange Server 
コンテナの + または – コントロールをク

リックします。

バックアップ元として Exchange Server コ
ンテナを選択すると、サーバのデータ

ベースまたはストレージグループのすべ

てがバックアップされます。

サーバ内のすべてのストアをバックアッ

プしたくない場合は、1 つ以上のデータ

ベースまたはストレージグループを個別

に選択してバックアップできます。

個々のストレージグループ

個々のデータベース（Exchange 5.5）とス

トレージグループ（Exchange 2003、
Exchange 2000）は、Exchange Server コン

テナの下に表示されます。

各ストレージグループには、1 つ以上のパ

ブリックフォルダストアと 1 つ以上のメー

ルボックスストアが含まれています。こ

れらのストアは、Retrospect では見えませ

んが、ストレージグループを参照して、

データベースファイルとして表されたス

トアを表示することができます。

バックアップ元として単体のストレージ

グループを選択すると、そのグループの

パブリックフォルダストアとメールボッ

クスストアがすべてバックアップされま

す。特定のストアを切り離してバック

アップすることはできません。

Exchange Mailboxes コンテナ

Retrospect には、Exchange サーバごとに 1 
つの Exchange Mailboxes コンテナがありま

す。Retrospect がサーバ上でローカルに動

作している場合、このコンテナは「マイ

コンピュータ」の下にあります。
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Retrospect のネットワーククライアントで

ある Exchange サーバの場合は、Exchange 
Mailboxes コンテナはそのクライアントコ

ンピュータコンテナの下に表示されます。

Exchange Mailboxes コンテナには、次の項

目を格納できます。

• 1 つ以上のメールボックス

• All Public Folders コンテナ

Exchange Server のライセンスを取得する

と、Retrospect はそのサーバに関連付けら

れたすべてのメールボックスを Exchange 
Mailboxes コンテナに自動的に追加します。

これ以後に新しいメールボックスを作成

するかメールボックスを削除した場合、

Retrospect は Exchange Mailboxes コンテナ

の内容を変更します。 

また、All Public Folders コンテナが 
Exchange Mailboxes コンテナに自動的に追

加されます。

注： Exchange Mailboxes コンテナは、複数

のメールボックスストアのメールボック

スや、複数のパブリックフォルダストア

の Public Folders を含むことができます。

バックアップ元として Exchange Mailboxes 
コンテナを選択すると、すべてのメール

ボックスがバックアップされます。これ

により、個々のメールボックス、メール

ボックス フォルダの復元はもとより、1 つ
のメッセージの復元も行うことができま

す。

警告： Exchange Mailboxes コンテナのバッ

クアップは、Exchange サーバ全体のバッ

クアップの代わりにはなりません。

パブリックフォルダをバックアップする

ためには、バックアップの対象となるす

べてのパブリックフォルダか、個々のパ

ブリックフォルダを選択しなければなり

ません。All Public Folders コンテナを選択

すると、個々の Public Folder の復元はもと

より、Public Folder 内の 1 つのメッセージ

の復元も行うことができます。 

警告： Exchange Mailboxes コンテナだけを

選択すると、Retrospect はいずれの Public 
Folders もバックアップしません。

個々の Mailbox Folders と Public Folders
個々のメールボックスフォルダか Public 
Folder をバックアップするためには、まず

それらをボリュームデータベースに追加

しなければなりません。

メールボックスフォルダを追加するには

1. Retrospect のナビゲーションバーで「設

定」>「ボリューム」をクリックしま

す。 

2. Exchange メールボックスコンテナで、

メールボックスを選択して「サブボ

リューム」ボタンをクリックします。

選択したメールボックスで利用できるす

べてのフォルダのリストが表示されます。 

3. リストから 1 つ以上のフォルダを選択

して「定義」をクリックします。

フォルダがボリュームデータベースに追

加されます。
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Public Folder を追加するには

1. Retrospect のナビゲーションバーで「設

定」>「ボリューム」をクリックしま

す。 

2. Exchange メールボックスコンテナで、

「All Public Folders」を選択して「サブボ

リューム」ボタンをクリックします。

利用できるすべての Public Folders のリス

トが表示されます。

3. リストから 1 つ以上のパブリックフォ

ルダを選択して「定義」をクリックし

ます。

パブリックフォルダがボリュームデータ

ベースに追加されます。

追加したメールボックスフォルダやパブ

リックフォルダは、ボリュームデータ

ベース内に表示されます。その内容を表

示したり隠したりするには、Exchange 
Mailboxes コンテナの「+」か「-」 コント

ロールをクリックします。

個々のメールボックスやパブリックフォ

ルダを定義すると、より大きいコンテナ

の一部ととしてではなく、固有のエン

ティティとしてバックアップできます。

個々のメールボックスフォルダかパブ

リックフォルダをバックアップするには、

それを Exchange Mailboxes コンテナの下で

選択します。

ライセンスの解除

バックアップや復元が不要になった 
Exchange サーバがあれば、その Retrospect 
ライセンスを解除して、他の Exchange 
サーバにライセンスを使用できるように

することが可能です。

Exchange コンテナを選択し、ツールバー

の「ライセンス供与」ボタンをクリックし

ます。使用されているライセンスを解除

してもよいか尋ねられます。「OK」をク

リックして解除します。

Exchange ライセンスを解除すると、

Exchange コンテナ、ストレージグループ、

およびメールボックスはスクリプト内で

無効になります。

バックアップ

Exchange サーバ、ストレージグループ、

またはメールボックスをバックアップす

るには、バックアップスクリプトを使用

するか、基本バックアップを始動できま

す。どの方法でも、元ボリューム、宛先

ボリューム、選択基準、オプションとい

う、Retrospect の他のバックアップ操作と

同じ要素を使用します。

注： Exchange 2003 には、Exchange メール

ボックスデータベースの別のコピーを

元々のデータベースと同じサーバ上にマ

ウントすることができる復元ストレージ

グループ機能が含まれています。

Retrospect は、復元ストレージグループの

バックアップはサポートしません。 

元ボリュームとして、Exchange Server コン

テナ、ストレージグループ、Exchange 
Mailboxes コンテナ、個々のメールボック

ス、個々のメールボックス フォルダ、

個々の Public Folder、All Public Folders コン

テナをどれか 1 つ、またはそれらを組み合

わせて選択します。

または、「マイコンピュータ」または

「バックアップクライアント」を選択し

て、それぞれローカル Exchange サーバま

たはクライアント Exchange サーバをバッ

クアップします。「マイコンピュータ」か

「バックアップクライアント」を選択する

と、そのコンテナ内のすべて （すべての

メールボックスや All Public Folders を含

む） がバックアップされます。



434 RETROSPECT ユーザガイド

ヒント： バックアップ元に Exchange メー

ルボックスとパブリックフォルダが、

Exchange 以外のボリュームと並存してい

る場合は、メールボックスとパブリック

フォルダをグループにまとめてください。

検証オプションを有効にしたテープバッ

クアップセットへのバックアップが、よ

り高速になります。

宛先ボリュームとして、バックアップ

セットをどれか 1 つ、または組み合わせて

選択します。

Exchange データベースのバックアップで

は、セレクタは無視されます。バック

アップ元にデータベース以外のボリュー

ムと Exchange データベースの両方が存在

している場合のみ、指定したセレクタが

データベース以外のボリュームに適用さ

れます。

Exchange メールボックスのバックアップ

時には、Retrospect によってセレクタが適
用されます。Retrospect には、Exchange 
メールボックスのバックアップに適用す

るカスタムセレクタの作成に特に役立つ、

Sender（「メールボックス」グループ）と 
Date（「共通」グループ内）という 2 つの

条件があります。詳しくは、345 ページの

「セレクタの使い方」を参照してくださ

い。

個々のメールボックスをバックアップす

るとき、ファイル選択基準を設定して、

メールボックスの送信者と共通日付条件

に基づいて、メッセージをバックアップ

することができます。スクリプトによる

バックアップでは、カスタムセレクタを

作成します。基本バックアップでは、プ

レビューブラウザでバックアップする項

目にマークを付けます。「検索」コマンド

を使用して、メッセージを探すことがで

きます。メッセージのサブセットの選択

は、メールボックスメッセージのバック

アップに関連するパフォーマンス低下を

少なくするのに有効です。

Exchange Server オプショングループでは、

Retrospect がバックアップ元に対して試行

するバックアップのタイプを決定できま

す。「フルバックアップ」、「差分バック

アップ」、または「ログ / 増分バックアッ

プ」を選択します。

データが以前にフルバックアップされて

いなかった場合は、データの差分バック

アップまたはログ / 増分バックアップを行

うことはできません。この場合は、自動

的にフルバックアップが試みられます。

スクリプトによるバックアップの計画を

行うとき、異なる種類のバックアップに

個別のスクリプトを作成します。たとえ

ば、金曜日に実行するフルバックアップ

スクリプトをスケジュールし、毎日実行

する差分バックアップスクリプトをスケ

ジュールできます。

利用可能なオプションについては、294 
ページの「Windows Exchange Server オプ

ション」を参照してください。

循環ログ

差分バックアップやログバックアップを

行う場合には、所定の Exchange サーバで

循環ログを有効にするを使用しないこと

を確認する必要があります。たとえば、

循環ログを使用している Exchange サーバ

の差分バックアップを行おうとすると、

Retrospect によりエラーが報告されます。

循環ログは Exchange 5.5 ではデフォルトで

有効になっており、Exchange 2003 と 
Exchange 2000 ではデフォルトで無効に

なっています。

バックアップセット

他のデータのバックアップとは異なり、

データベースバックアップは 1 つのバック

アップセット内で必ずしも自己完結型で

はありません。
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ファイルの復元にはよくあることですが、

1 セットのメディアからデータベースス

ナップショットを復元できるかどうかは

確かでありません。バックアップ計画と

バックアップ履歴によっては、所定の

データベースを復元するのに、複数の

バックアップセットからのメディアが要

求される場合があります。

データベースバックアップ履歴

Retrospect は、各データベースまたはスト

レージグループの各バックアップセッ

ションを追跡します。「レポート」>「デー

タベースバックアップの履歴」から、

バックアップの履歴を表示できます。

ウインドウには、各 Exchange データベー

スまたはストレージグループの Retrospect 
のデータベースセッションスナップ

ショットがすべて一覧表示されます。

（SQL データベースもこのウィンドウに表

示されます。）

ウィンドウの下部にあるボタンを使用し

て、スナップショットのプロパティを表

示したり、バックアップセットからデー

タベースセッションを追加したり、この

リストからスナップショットを削除した

りできます。

スナップショットのプロパティを表示す

ると、データベースを復元するのに必要

なバックアップセットメディアが表示さ

れます。

復元

Exchange サーバ、ストレージグループ、

メールボックス、または 1 つ以上のメッ

セージを復元するには、スクリプトを使

用するか、基本復元を始動できます。ど

の方法でも、復元の一般的な構成要素、

すなわち復元元データベースかメール

ボックスのスナップショット、宛先サー

バかメールボックス、選択したファイル

（メールボックスからのメッセージとフォ

ルダのみ）、およびオプションが使用され

ます。

注： Exchange 2003 には、Exchange メール

ボックスデータベースの別のコピーを

元々のデータベースと同じサーバ上にマ

ウントすることができる復元ストレージ

グループ機能が含まれています。

Retrospect は、復元ストレージグループの

復元はサポートしません。また、復元ス

トレージグループを含む Exchange 2003 
サーバにデータを復元するには、復元前

に復元ストレージグループを削除するか、

または Microsoft の Web サイトに説明され

ているように、Exchange サーバに復元ス

トレージグループに優先するレジストリ

キーを作成する必要があります。 

Exchange ストレージグループまたは
データベースの復元

Exchange サーババックアップからスト

レージグループまたはデータベースを復

元するには、「復元」>「選択したデータ

ベース」をクリックして基本復元を開始

するか、データベース復元スクリプトを

作成します。

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;824126#6
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復元元には、データベーススナップ

ショットを選択します。

「追加」ボタンと「削除」ボタンを使用し

て、このリストからデータベーススナッ

プショットを追加、削除できます。

Exchange Server コンテナを選択して、デー

タベースの復元先を設定します。

「オプション」をクリックして実行オプ

ションを設定します。利用可能なオプ

ションについては、294 ページの

「Windows Exchange Server オプション」お

よび 284 ページの「データベース復元オプ

ション」を参照してください。

前回のバックアップがフルバックアップ

以外の場合は、元データベーススナップ

ショットの下に複数のセッションが一覧

されることに注目してください。複数の

セッションが表示されるのは、Retrospect 
に、復元元を完全に復元するために必要

なすべてのセッションを復元する実行オ

プションがあるからです。

データベース復元操作の設定が完了した

ら、「スケジュール」をクリックして設定

をスクリプトに保存するか、または基本

復元を実行します。
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メールボックスかパブリックフォルダの
復元

単独のメールボックスやパブリックフォ

ルダ、すべてのパブリックフォルダ、あ

るいは 1 つ以上の特定のメッセージを復元

するには、ナビゲーションバーで「復元」

>「メールボックス」を順にクリックしま

す。

復元元としてメールボックス、パブリッ

クフォルダ、または All Public Folders のス

ナップショットを 1 つ選択します。

単独のメールボックスかパブリックフォ

ルダ、または All Public Folders コンテナを

復元先として選択します。リストボック

スを「メッセージとフォルダを復元する」

または「メッセージのみを復元する」に

設定します。

基本復元では、ブラウザで復元する項目

を選択します。「検索」コマンドを使用し

て、メールボックスの送信者と共通日付

条件に基づいて、メッセージを探すこと

ができます。

スクリプトによる復元では、メールボッ

クス全体のみを復元できます。

「オプション」をクリックして実行オプ

ションを設定します。

復元操作の設定が完了したら、それをス

クリプトに保存するか、基本復元を実行

します。
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障害発生時の復旧

Exchange サーバ（システムボリュームと

データベース）を完全にバックアップし

た後は、障害発生時のデータ損失から復

旧することができます。

初に、243 ページの「バックアップコン

ピュータの復元」にある該当手順に従っ

てください。

次に、使用している Microsoft Exchange の
バージョンに応じて、以下の該当する操

作を行ってください。

ヒント： Retrospect Knowledgebase
（www.retrospect.com/knowledgebase）に

は、障害発生時の Exchange の復旧につい

て、より詳しく説明した記事があります。

Exchange 2003、Exchange 2000
コンピュータの残りの部分を復元した後、

Exchange サービスを再起動します。デー

タベースがマウントされていないことを

確認します。ストレージグループフォル

ダからすべて削除します。これによって、

ログファイルがデータベースと一致し、

データベースの復元後にストアを再マウ

ントできます。

すべてを削除した後、データベースを復

元します（詳しくは、435 ページの

「Exchange ストレージグループまたはデー

タベースの復元」を参照してください）。

復元後は、データベースがマウントされ、

使用できる状態になります。

Exchange 5.5
コンピュータの残りの部分を復元した後、

Exchange サービスが停止していることを

確認します。mdbdata および dsadata フォ

ルダ（デフォルトのインストール名）か

らすべてを削除します。これによって、

ログファイルがデータベースと一致し、

データベースの復元後にサービスを再起

動できます。

すべてを削除した後、データベースを復

元します（詳しくは、435 ページの

「Exchange ストレージグループまたはデー

タベースの復元」を参照してください）。

復元後は、サービスが起動され、使用で

きる状態になります。

http://www.retrospect.com/knowledgebase
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用語解説

ASPI（Advanced SCSI Programming Interface）： 周辺装置間の通信を管理するソフトウェア。この統

合ソフトウェアの組み合わせは、ASPI レイヤーと呼ばれます。

ATAPI （ATA Packet Interface）： CD-R ドライブやテープドライブなどの周辺機器をコンピュータの 
IDE インターフェイスと接続する標準規格。ATAPI を使用すると、コンピュータに簡単に周辺機器を

接続できます。

CD/DVD バックアップセット： 記録型コンパクトディスク（CD-R, CD-RW, DVD-R, DVD-R DL, DVD-
RW, DVD+R, DVD+R DL, or DVD+RW）で使用するバックアップセット。「バックアップセット」の項

も参照。

Config75.dat ファイル： 登録されているバックアップセット、スクリプト、セキュリティコード、環

境設定、カスタムセレクタ、クライアントログイン名などのカスタム設定を保存するファイル。この

ファイルは、Retrospect を初めて起動したときに自動的に作成され、Retrospect を起動している間、使

用されています。このファイルを削除すると、すべてのカスタム情報が消え、デフォルトの設定値に

戻ります。

Exchange Agent： Microsoft Exchange 5.5、Exchange 2000、および Exchange 2003 サーバの 適なバック

アップを可能にする、Retrospect の Exchange Agent の機能。

FireWire： IEEE 1394 の Apple Computer での呼称。

IEEE 1394： ハードディスクやリムーバブルカートリッジドライブなどの記憶装置、スキャナやビデ

オカメラなどの周辺機器をコンピュータに接続して通信するための、機械的、電気的、機能的標準規

格。IEEE 1394 を使用すると、コンピュータに簡単に周辺機器を接続できます。IEEE 1394 技術は、

1394、i.LINK、FireWire とも呼ばれます。

Piton： バックアップクライアントと通信するための Retrospect 独自のプロトコル。ネットワーク状況

ウィンドウで、Retrospect は Piton Name Service を使用してクライアントとのコンタクトを確立します。

Proactive Backup： リソース駆動またはユーザ開始型の柔軟なバックアップを可能にする、Retrospect 
の技術。

Progressive バックアップ： 以前にバックアップしてから、新しく作成されたファイルまたは修正され

たファイルだけを自動的に選び出してコピーするバックアップ動作。通常、Retrospect の標準バック

アップ操作では、Progressive バックアップが行われます。「照合」の項も参照。
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SCSI（Small Computer System 
Interface）： ハードディスク、テープドラ

イブなどの周辺機器を接続するための機

械的、電気的、機能的標準規格。SCSI を
使用すると、コンピュータに簡単に周辺

機器を接続できます。

SCSI ターミネータ： SCSI チェーン上で、

信号の整合性を確保するためのデバイス。

SMART（Self-Monitoring Analysis and 
Reporting Technology）： 長期に渡ってド

ライブの機械的属性を監視、分析し、将

来のドライブの障害の予測と報告を試み

る、一部のハードディスクドライブに内

蔵された技術。

TCP/IP： 業界標準のネットワークプロト

コル。インターネット、Web サーバ、FTP 
サーバなどで使われる標準プロトコルで

す。また、Retrospect クライアントで使わ

れるプロトコルです。

USB（Universal Serial Bus）： キーボート

やリムーバブルカートリッジドライブ、

プリンタなどの周辺機器を USB 対応のコ

ンピュータに接続するための、機械的、

電気的、機能的標準規格。USB を使用す

ると、コンピュータに簡単に周辺機器を

接続できます。

アーカイブ（動詞）： ハードディスクから

バックアップセットにファイルをコピー

すること。使用例、「QuickTime ムービー

をアーカイブしておこう」。コピーした後

のオリジナルのデータを削除する（つま

りファイルを移動する）場合に、主に使

用します。実際にはアーカイブにおいて

も元のファイルを削除するかどうかは、

オプションとして選択します。「バック

アップ」の項も参照。

アーカイブ（名詞）： 1. ファイルをアーカ

イブする操作。使用例、「アーカイブが昨

夜、完了した」。2. バックアップしたもの。

使用例、「アーカイブから 1997 年度の会計

を検索する」。この場合、バックアップ

セットがアーカイブになります。「バック

アップセット」の項も参照。

アクセス権： ユーザごとに与えられる権

利で、共有ボリュームにおいて、フォル

ダやファイルの表示、変更などを行える

かどうかを決定します。 

圧縮： バックアップまたはアーカイブで、

メディアにコピーするデータの容量を縮

小すること。Retrospect では、ソフトウェ

ア圧縮で行う場合と、ハードウェア圧縮

機能を持つテープドライブで行う場合と

があります。

宛先： ファイルを移動、コピー、転送す

る宛先となるストレージメディア。バッ

クアップの場合の宛先は、バックアップ

セットになります。復元の場合の宛先は、

ボリュームになります。

暗号化： パスワードを持たない他人には

使用できないようにするために、データ

を符号化する方法。

オープンファイルバックアップ： 
Retrospect のオープンファイルバックアッ
プを使えば、開いている使用中のファイ
ルもバックアップできます。この機能は、
顧客関係管理アプリケーションや会計
パッケージなど、1 日 24 時間無休で稼働
しているサーバアプリケーションのバッ
クアップに重要です。デスクトップコン
ピュータとノートブックコンピュータで
は、電子メールメッセージや予定を含む
ファイルを使用したままでバックアップ
できます。

書き替えバックアップ： バックアップ
セットとカタログをいったん完全に消去
し、そのバックアップセットに指定ファ
イルを一括してコピーすること。バック
アップセットを定期的にリセットするこ
とで、バックアップセットやカタログ内
のデータが増え続けることで起こる弊害
を回避できます。バックアップセット内
の以前にバックアップしたデータは消え
てしまいます。
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カタログ： バックアップセットに保存さ

れているファイルやフォルダのインデッ

クスファイル。バックアップセットのメ

ディアを読み込んだり挿入したりしなく

ても、カタログファイルから復元の対象

となるファイルにマークを付けることが

できます。

起動書類： 開くと同時に Retrospect のスク

リプトを自動的に起動するファイル。起動

書類ファイルをダブルクリックして、事前

に設定した Retrospect のスクリプトを起動

することができます。

記録型 CD/DVD ディスク： A CD-R、CD-
RW、DVD-R、DVD-R DL、DVD-RW、

DVD+R、DVD+R DL、DVD+RW メディア

「ディスク」の項も参照。

クライアント： Retrospect クライアントソ

フトウェアをインストールした、ネット

ワーク上の Windows、UNIX、NetWare、
または Macintosh コンピュータで、そのボ

リュームをバックアップコンピュータで

バックアップできる状態になっているも

の。「バックアップコンピュータ」の項も

参照。

クリエータコード： Macintosh の HFS ファ

イルシステムによる、ファイルの作成元

プログラムを示す、4 文字のコード。たと

えば、SimpleText で作成された書類のクリ

エータコードは、ttxt になります。

Retrospect では、クリエータコードに基づ

いてファイルを選択することが可能です。

繰り返しスケジュール： 3 週間に一度な

ど、指定した時間間隔で繰り返し、スク

リプトを自動実行させるスケジュール作

成機能。

グループ： ボリュームやクライアントな

どの項目を整理するための、Retrospect の
コンテナ。

グルーミング： ディスクバックアップ

セットのオプションの 1 つ。ディスクバッ

クアップセットにグルーミングポリシー

を設定すると、ディスク容量の限界に達

したときに、Retrospect によって自動的に

古いファイルとフォルダが削除され、新

しいファイルとフォルダ用の空きが確保

されます。

コンテナ： Retrospect の特定のウィンドウ

内で、ボリュームやクライアントのよう

な他の項目を整理するための項目。「マイ

コンピュータ」、「マイネットワーク」、

「バックアップクライアント」の項も参

照。

削除： 特定のウィンドウから、指定した

項目を削除するツールバー項目。「削除」

は、不要になったボリューム、サブボ

リューム、クライアント、バックアップ

セットをリストから削除するために使用

します。バックアップの元ボリュームを

「削除」しても、バックアップ先のバック

アップセットには影響しません。バック

アップセットのメディアに異常がない限

り、ファイルはいつでも復元することが

できます。

作成日： ファイル、フォルダ、ボリュー

ムが作成された日時。ファイルの作成日

は、ファイルを 初に保存または作成し

たときに設定されます。フォルダの作成

日は、新規フォルダを作成するように選

択したときに設定されます。ボリューム

の作成日は、ボリュームをフォーマット

するか、ボリュームを消去したときに設

定されます。Windows のファイルシステ

ムによって、コピーされた項目の作成日

はコピーされた日付に変わります。「バッ

クアップ日」と「修正日」の項も参照。

サブネット： ルータやゲートウェイを使

用せずに、物理的にネットワーク接続さ

れているローカルコンピュータのグルー

プのこと。他のネットワークにゲート

ウェイで接続されている場合もあります。
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「設定済みサブネット」と「ローカルサブ

ネット」の項も参照。

サブボリューム： Retrospect 内で、独立し

たボリュームとして使用できるように設

定したフォルダ。

指定日スケジューラ： 日時を指定して、

スクリプトを自動実行させるスケジュー

ル作成機能。

修正日： ファイルを 後に修正した日時。

修正日は、コンピュータのファイルシス

テムによって自動的にファイルに付けら

れます。ファイルの修正日は、ファイル

を変更して保存すると更新されます

（「バックアップ日」と「作成日」の項を

参照）。フォルダの修正日は、フォルダや

ファイルの追加、変更や削除を行ったと

きに更新されます。

障害発生時の復旧： 機能しなくなったコ

ンピュータを復元するために使用される

方法。OS を一時的にインストールしてか

ら、Retrospect のバックアップからハード

ディスク全体を復元します。

照合： ファイル属性を比較して、ファイ

ルが同一かどうか決めること。これによ

り、重複を行わない、インテリジェント

なコピーが可能になります。「Progressive 
バックアップ」の項も参照。

新規バックアップセット バックアップ： 
定期的に新規メディアを使ってバック

アップすること。これにより、元のバッ

クアップセットメディアとカタログは、

そのまま長期保管用（アーカイブ）にで

きます。このバックアップでは、すべて

の指定ファイルが新規バックアップセッ

トに一括してコピーされます。新規バッ

クアップセットには「Backup Set A [001]」
のように、元のバックアップセットの名

前に、自動生成された番号を連結した名

前が付けられます。

条件： Retrospect のファイルセレクタで、

ファイルやフォルダの属性に関連した区

別を行うための基準。独自のカスタムセ

レクタを作成するために、複数の条件を

選択することができます。「セレクタ」の

項も参照。

スクリプト： 指定時刻や毎日の繰り返し

など、スケジュールに従って実行できる

バックアップ手順。スクリプトは、何件

でも作成して保存しておくことができま

す。

スケジュール： 選択した日付と時刻にス

クリプトを自動的に実行するようにスケ

ジュールできるスクリプト要素。「曜日指

定スケジュール」、「繰り返しスケジュー

ル」、「指定日スケジューラ」の項も参照。

スナップショット： Retrospect スナップ

ショットは、バックアップ中に作成され、

ボリュームの状態を示すもの（つまり、

すべてのファイルとフォルダパス）。ス

ナップショットを使うと、簡単に特定の

バックアップ時の正確な状態にハード

ディスクを復元できます。

セッション： 1 つの操作で扱ったファイル

のグループ。1 つのバックアップセットに

保存されます。

設定済みサブネット： Retrospect がクライ

アントの検索のために設定したサブネッ

ト。

セレクタ： 指定した条件に合ったファイ

ルを選別する機能。Retrospect の標準セレ

クタを使うことも、独自のカスタムセレ

クタを作成することもできます。「ブラウ

ザ」の項も参照。

操作ログ： Retrospect の動作をすべて記録

したレポート。起動、実行、エラー、完

了の各動作に加え、コピーしたファイル

数、バックアップの所要時間、バック

アップのパフォーマンスに関する情報が

記録されます。
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段階的バックアップ： ディスクへのバッ

クアップを実行し、その後でテープに

バックアップを転送するバックアップ形

態。このバックアップでは、ディスクと

テープの両方の利点が活かされます。

追加： バックアップセットに後からデー

タを書き込むこと。標準バックアップで

は、Retrospect は、ファイルデータを現在

のバックアップセットのメンバーに追加

します。

テープバックアップセット： テープドライ

ブで使用するバックアップセット。「バッ

クアップセット」の項も参照。

ディスク： Retrospect で使用するディスク

という用語は、固定ディスク、ネット

ワークボリューム、リムーバブルディス

ク（Zip、DVD-RAM、MO など）を示し

ます。本書では、1. 1. 一般的な記憶装置と

しての意味で、Windows のエクスプロー

ラからアクセス可能なボリューム、2. ディ

スクバックアップで使用するメディア、

の意味に使用しています。「記録型 
CD/DVD ディスク」の項も参照。

ディスクバックアップセット： 固定ディ

スク、ネットワークボリューム、リムー

バブルディスクで使用するバックアップ

セット。「バックアップセット」の項も参

照。

ディレクトリ： ファイルやディレクトリ

を内包するボリューム上の階層構造。

Windows と Mac OS で使用されるデスク

トップメタファではフォルダと呼ばれま

す。

デバイス： ハードディスクドライブ、リ

ムーバブルディスクドライブ、CD-RW ド
ライブなど、コンピュータに接続された

周辺機器。本書で「バックアップデバイ

ス」という場合は、CD-R ドライブ、テー

プドライブのように、バックアップセッ

トのメディアを挿入するタイプの周辺機

器を指します。

内容レポート： 単一のバックアップセッ

トの内容をセッション単位で表示する、

Retrospect のレポート。バックアップセッ

トごとに、すべてのセッションのリスト

が表示されます。特定のセッションをダ

ブルクリックすると、そのセッションの

すべてのファイルを表示するブラウザが

作成されます。

バックアップ（動詞）： ハードディスクか

らバックアップセット（CD-R、CD-RW、

カートリッジ、フロッピーディスクなど）

にファイルをコピーすること。ハード

ディスクやファイルに障害が発生した場

合に備え、ファイルは定期的にバック

アップする必要があります。

バックアップ（名詞）： 1. ファイルをバッ

クアップする操作。使用例、「今日のバッ

クアップを完了した」。2. バックアップし

たもの。使用例、「幸運なことにバック

アップをとってあるので、ファイルを復

元できる」。この場合、バックアップセッ

トがバックアップになります。「バック

アップ」と「バックアップセット」の項

も参照。

バックアップクライアント： バックアッ

プクライアントコンテナには、Retrospect 
へのログイン状態になっているクライア

ントコンピュータが収められます。

バックアップコンピュータ： バックアッ

プデバイスを接続して Retrospect を使用し

ているコンピュータ。ネットワーク環境

では、クライアントコンピュータのバッ

クアップを行うコンピュータ。

バックアップセット： 記録メディアとカ

タログファイルの組み合わせ。Retrospect 
は、すべてのファイルをバックアップ

セットに保存します。メディアや装置の

種類によって、リムーバブルディスクや

固定ディスクを利用する「ディスク」

バックアップセット、単一ボリューム上

に保存する「ファイル」バックアップ
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セット、テープカートリッジを利用する

「テープ」バックアップセット、記録型お

よび書き換え型 CD/DVD ディスク ドライ

ブを利用する「CD/DVD」バックアップ

セットがあります。

バックアップの種類： 「書き替えバック

アップ」、「新規バックアップセット バッ

クアップ」、および「標準バックアップ」

の項を参照。

バックアップ日： Mac OS のファイル、

フォルダ、ボリュームを、 後にバック

アップセットにコピーした日時。

Retrospect がボリューム、フォルダ、ファ

イルに対してこの日時を設定するのは、

Macintosh クライアントのオプションで適

切なチェックボックスをオンにした場合

のみです。「作成日」と「修正日」の項も

参照。

バックアップレポート： 既知のすべての

ボリュームが、 後にバックアップした

ときの情報とともに表示されます。

標準バックアップ： Retrospect が通常行う

バックアップ動作で、新しく作成された

ファイルか変更されたファイルだけをコ

ピーする「差分バックアップ」を実行し

ます。

ファイルサーバ： ファイルサーバソフト

ウェアを実行していて、ネットワーク経

由でユーザが情報を共有できるコン

ピュータのこと。

ファイルバックアップセット： カタログ

とデータを 1 つのファイルとして統合した

バックアップセットのこと。バックアッ

プセットのメディアは、ファイルサーバ

やハードディスクのように、1 つのボ

リュームとして Windows エクスプローラ

からアクセスできるものでなければなり

ません。「バックアップセット」の項も参

照。

ファイルヘッダ情報： ファイルの名前、

容量、日付とその他の属性のこと。各

ファイルの一部分を構成する情報で、

バックアップセットのカタログにも記録

されます。

フォルダ： 1. ボリューム上のディレクト

リ。2. スクリプト、ボリューム、クライア

ントなどの項目を整理するための、

Retrospect のコンテナ。

復元： バックアップしたファイルをバッ

クアップセットからボリュームに戻す

（コピーする）操作。

ブラウザ： ボリュームのフォルダやファ

イルの構造またはバックアップセットの

内容を参照できる Retrospect のツール。

バックアップセットのファイルやフォル

ダを参照することもできます。ブラウザ

では、ファイルを操作したり、バック

アップなど操作の対象となるファイルに

マークを付けしたりすることができます。

ボリューム： ハードディスク、フロッ

ピーディスク、ハードディスクのパー

ティション、サブボリューム、ファイル

サーバなど、Retrospect がファイルやフォ

ルダの保存場所として論理的に認識でき

るデータ記憶メディア。

マーク： バックアップや復元の対象とな

るファイルをブラウザで選択すること。

ファイルのマークとマーク解除は、手動

で行うか、ファイル選択条件を設定した

セレクタを使って行います。ブラウザで

は、マークを付けたファイルにチェック

マークが表示されます。ブラウザですで

にハイライトされているファイルは、

マークする必要はありません。

マイコンピュータ： バックアップコン

ピュータから利用できるローカルボ

リュームを保持する Retrospect のコンテ

ナ。
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マイネットワーク： バックアップコン

ピュータから利用できるネットワークボ

リュームを保持する Retrospect のコンテ

ナ。

メディア： ファイルのコピー先となる、

ハードディスク、記録型 CD/DVD ディス

ク、テープ、フロッピーディスク、カー

トリッジなど。本書では、ほとんどの場

合、バックアップセットのリムーバブル

メディアを指します。

メンバー： バックアップセットで使用さ

れる個別のメディア（フロッピーディス

ク、記録型 CD/DVD ディスク、テープ、

カートリッジなど）。

元ボリューム： バックアップ、複製、

アーカイブ操作での、ファイルのコピー

元のボリューム。復元の場合は、ファイ

ルのコピー元のバックアップセット。

曜日指定スケジュール： 毎週月曜日、水

曜日、金曜日というように、毎週特定の

曜日を指定して、スクリプトを自動実行

させるスケジュール作成機能。

ルート： データ構造内で も上の階層に

あるフォルダのこと。Windows エクスプ

ローラからドライブアイコンを選択する

と、ルートフォルダとファイルが表示さ

れます。

ローカルサブネット： バックアップコン

ピュータが存在しているサブネット。
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数字
15 分間のユーザ無活動後に Retrospect を

ロック 315
1 つの書き込み / 複数の読み取り 187
497 番ポート 200

A
A/C 204
ACL 295, 296
Active Directory 288
Active Directory Group Policy 196
AES-128 63
AES-256 63
AES-128 暗号化オプション 300
AES-256 暗号化オプション 300
Agent for Exchange 425
Agent for SQL 413
AIT 40
ASPI

概説 30
正しいインストールの確認 31
定義済み 439

ATAPI
基本 29
テープドライブ 38
ミニポートドライバ 371

Automatically Added Clients 222

C
CD/DVD

CD/DVD の状態の表示 33
カスタム設定 34

カスタム設定の削除 35
ドライブ 32–35
バックアップセット 22

CD/DVD ドライブ、設定 34
CD/DVD ドライブの設定 34
CD/DVD のカスタム設定の削除 35
CD-R 32
CD-RW 32
COM+ 288
Config75.dat 323

D
DAT 40
DES 暗号化オプション 300
DHCP サーバ 325
DHCP、バックアップ 325
Disk-to-Disk 6
DLT 40
DNS 名 202, 212
DVD+R DL 32
DVD+RW 32
DVD。「CD/DVD」を参照
DVD-R 32
DVD-RAM ドライブ 35
DVD-RW 32

E
eDirectory 261
Exchange Agent。「Retrospect Exchange Agent」

を参照
Exchange M: ドライブ 431
Exchange Mailboxes コンテナ 430, 431
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Exchange Server 325
Exchange Server Agent 425
Exchange Server コンテナ 430, 431
Exchange データベース、復元 284
Exchange、パブリックフォルダ 432
Exchange 復元ストレージグループ 433
Exchange、ライセンスの適用 337
Exchange、ログインの保存 338

F
FileVault 224
FireWire

概説 29
トラブルシューティング 380

G
Group Policy 196

H
HP Compaq SMART ハードドライブのエラーを

表示 219

I
IIS、インストール 318
IIS のインストール 318
IP アドレス、特定 385
iSCSI 29

L
Linear Tape Open 41
Lotus Domino 365
LTO 41

M
Mac OS X、FileVault 224
Mac OS サーバ、復元 254
Mac OS へのクライアントのインストール 197
MD5 320
Microsoft Exchange Server 325

Microsoft Outlook 293
Microsoft Outlook データの強制バックアップ

オプション 293
Microsoft SQL Server 326
Microsoft Systems Management Server (SMS) 196
MO ドライブ 35
Multi Server 6

N
NAS デバイス 53
NetWare クライアント

インストール 199
除外されるファイル 225

NetWare クライアント、コマンドライン 220
NetWare クライアント、セレクタ条件 350
NetWare クライアントの復元 260
Network Attached Storage デバイス 53
NetWorker 管理コンソール 322
NMC 322
NT Server

DHCP/WINS サービスのバックアップ 325
アクセス許可の復元 289
セキュリティ情報復元 289
バックアップ 325
バックアップ中はユーザをロック 287

NTFS ファイルおよびフォルダのセキュリティ

情報 289
NTFS フォルダとしてボリュームをマウント

する 339
NTFS マウントされたドライブ 339
NT パススルー 30

O
「Office ドキュメント」セレクタ 347
「OS フォルダ」セレクタ 347

Outlook 293

P
ping 383
PowerBook のバックアップ 162
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Proactive Backup 162–173
Proactive Backup、カウントダウンオプション 

279
Proactive Backup、間隔オプション 278
Proactive Backup、クライアントの制御 219–

220
Proactive Backup、定義済み 439
Proactive Backup、トラブルシューティング 

375
Proactive Backup の制御 219–220
Proactive Backup、ポーリングオプション 279
Proactive Backup を開始 172
Proactive Backup を有効 172
Proactive Backup を停止 172
Proactive Backup を無効 172
Professional 6
Progressive バックアップ 21, 23, 439

Q
Q&A 385–396

R
RAM。「メモリ」を参照
Red Hat Linux 198
Removal Storage Manager 319
ReportsWatcher 275
Restore Access Control List (ACL) 296
Retrospect agent for Exchange 425
Retrospect agent for SQL 413
Retrospect Client for NetWare 199
Retrospect Disk-to-Disk 6
Retrospect Exchange Agent 325
Retrospect Multi Server 6, 210
Retrospect Professional 6
Retrospect Single Server 6, 210
Retrospect Small Business Server 6
Retrospect SQL Agent 326
Retrospect アップデート 322, 368
Retrospect 更新 12
Retrospect 起動サービス 316

Retrospect クライアント 26
Retrospect クライアント、NetWare 199
Retrospect クライアント、ファイアウォール 

200
Retrospect、ターミナルサービスによる管理 

328
Retrospect ツールバー 16
Retrospect のアドオン製品 8
Retrospect の移動 323
Retrospect の開始ウィザード 14
Retrospect の起動オプション 17
Retrospect の起動方法 14
Retrospect の更新 12, 322, 368
Retrospect のサポート 411
Retrospect の終了方法 15
Retrospect バックアップログイン 415, 427

「Retrospect ファイル」セレクタ 348
Retrospect ユーザアカウント 11
Retrospect、リモートデスクトップによる管理 

328
Retrospect、ログイン 11
Retrospect ログオン 11
Retrospect を自動起動環境設定 316
Retrospect を常に特定ユーザで実行する 416, 

428
REV ドライブ 35

S
S-AIT 41
SCSI

基本 28
トラブルシューティング 381

SimpleCrypt 暗号化オプション 63, 118, 300
Single Server 6
Small Business Server 6
S.M.A.R.T ハードドライブ 321
S.M.A.R.T ハードドライブのエラーを表示 321
SMS 196
Solaris 198
SQL Agent。「Retrospect SQL Agent」を参照
SQL Server 326
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SQL Server Agent 413
SQL Server コンテナ 418, 419
SQL データベース、復元 284
SQL、ライセンスの適用 337
SQL、ログインの保存 338
SuperDisk 35
SuperDLT WORM 43
SUSE Linux 198

T
TCP/IP

インターフェイス 214
トラブルシューティング 383

Travan 41

U
UIR アドオン 9
UIR のトラブルシューティング 378
UIR パスワード 205
Ultrium 41
UNIX クライアント

インストール 198
UNIX クライアント実行オプション 296
UNIX クライアントファイル

除外 225
USB

概説 30
トラブルシューティング 380

USB 2.0 30

V
VXA 41

W
Windows 2000/XP 288
Windows クライアント

インストール 195
Windows クライアントインストーラの配備 

197

Windows クライアントインストーラ、配備 
197

Windows クライアントファイル、除外 223
Winsock 195, 223, 401, 402, 403, 407
WINS サーバ 325
WINS、バックアップ 325
WORM 42, 320
Write Once Read Many 42, 320

Z
Zip ドライブ 35

あ
アーカイブ

オンライン 76
基本 73
スクリプトによる 138
ヒント 76
ファイルを移動オプション 281

アーカイブ属性 289
アーカイブ属性を設定オプション 289
アイコンの位置を再計算オプション 296
アクセシビリティ 18
アクセス権

NTFS 289
アクセス権、NTFS 289
アクセス制御環境設定 218
アクセス方式 210–213
アクティビティモニタ

Proactive タブ 177
「イベント」タブ 183
「実行」タブ 182
「待機中」タブ 181
「予定」タブ 180
「履歴」タブ 183

アクティブステータス 178
アクティブなスナップショット 105, 148
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圧縮

ソフトウェア 281, 283
ハードウェアとソフトウェア 39
利点 235

アドオン製品 8
「アプリケーション」セレクタ 347
暗号化 63, 235, 300
暗号化ファイルの検証エラーを無視オプショ

ン 289

い
一覧のオプション

バックアップレポート 271
ブラウザ 342

イベントの削除 272
インストール

Mac OS クライアント 197
NetWare クライアント 199
Retrospect 12
UNIX クライアント 198
Windows クライアント 195

インターフェイス

高度なオプション 214
設定 213

インポート - エクスポートのサポート 51

う
ウィルスチェックソフトウェア 208

え
エクスポート

セッションの内容 275
バックアップレポート 273, 274, 321
ブラウザファイルリスト 344

エラーメッセージ 396–409
「延期」、クライアントのカウントダウンから 

220
延期ステータス 178

お
オートチェンジャー。「テープライブラリ」を

参照
オートローダー。「テープライブラリ」を参照
オープンファイルバックアップ 292, 326
大文字小文字の区別 225

「オプション」タブ 303
オプション、バックアップセットの設定 303
オフライン検証 152, 361

「オペレーティングシステムとアプリケーショ

ン」セレクタ 347
「音楽」セレクタ 347

か
概念 20
外部アプリケーション向けの通知を有効に

する 322
外部スクリプト 362
カウントダウン、Proactive Client Backup 220
カウントダウン時間オプション 279
カウントダウンメッセージオプション 279
書き替えバックアップ 24
書き替えバックアップの動作 156
書き込みエラーが発生したら自動的に新しい

メディアを使用 319
拡張モードのネットワークドライバ 383
カタログの更新 357
カタログの更新が必要です 357
カタログの再作成 358
カタログファイル

概説 25
更新する 357
再作成 358
バックアップ 323

空のフォルダを削除しないで移動 282
空のメディアを使用環境設定 320
環境設定

アクセス制御（クライアント） 218
アップデート 322
アラート 320
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起動 316
クライアント通知 219
実行（クライアント） 217
スケジュール 313
セキュリティ 315
全般 313
追加 317
通知 320, 321
電子メール 321
報告 322
メディア検証 320
メディアの消去 318
メディアのハンドリング 319
メディアの要求 320
ユーザ復元 317
優先順位（クライアント） 218
ログ 321

「環境」タブ 30
完全検証 280
完了時に起動続行 316
完了時に再起動環境設定 316
完了時に終了環境設定 316
関連付け 189, 307

き
キーの作成 317
キーボードによる操作 18
「記憶されたボリューム」 206
「記憶装置」ウィンドウ 30
起動サービス 316
起動書類 161
「起動ボリューム」 206
基本 20
基本操作

アーカイブ 73
スナップショット転送 103
バックアップ 58
バックアップセット転送 100
復元 76
複製 91

「キャッシュ以外の全ファイル」セレクタ 347

共有権限
NTFS 289

共有権限、NTFS 289
記録型 CD/DVD 32

く
クライアント

Mac OS コンピュータの復元 250
NetWare クライアントの復元 260
UNIX クライアントの復元 258
Windows コンピュータの復元 248
アンインストール 209
オン / オフ 216
概説 26, 194
更新 207–209
コンテナ 206, 221, 222, 334
コンピュータに必要な条件、NetWare 199
コンピュータに必要な条件、UNIX 198
コンピュータに必要な条件、Windows 195
コンピュータの必要条件、Mac OS 197
サブネットブロードキャストによる追加 

211
状況 204
セキュリティ 194, 204
設定 203–206
直接的な追加 212
データベース 200, 201, 202
名前 205
ボリューム 206
ライセンス供与 194
ライセンスの追加 194

クライアント UIR 229
クライアント実行オプション 285
クライアントソフトウェアのアンインストー

ル 209
クライアントデータベース 200, 201, 202

「クライアントデスクトップ」 206
クライアントのアクセス方式。「アクセス方

式」を参照
クライアントの環境設定 217–219, 316
クライアントの更新 207–209
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クライアントの接続間隔オプション 280
クライアントの追加 200
クライアントの「ツール」タブ 205
クライアントの「ボリューム」タブ 206
繰り返しスケジュール 157
グループ 222, 335
グルーミングスクリプト 150
グルーミング 38, 301, 304
グルーミング、アーカイブ禁止 74
グルーミング、スナップショットの保護 306
グルーミング、スナップショットのロック 306
グルーミング、スナップショットのロック解

除 306
グルーミング、メディア要求 186
クロックの同期 205

け
計画

アーカイブ 76
バックアップ 264–268

検索 87
「検索タイムアウト」オプション 215
検索による復元 87
検索（ブラウザでの） 343

「検索ポーリング間隔」オプション 215
検証 320
検証エラー 398
検証オプション 280
検証実行オプション 287
検証スクリプト 152

こ
光学式ドライブ 35
「更新 ..」 206
更新 345
高度テープサポートアドオン 187
高度なネットワーク 210
「ここまでのセッションを保存」オプション 

361
個人ファイル / フォルダ / ボリューム 218

コンテナ 206, 221
バックアップクライアント 333
マイコンピュータ 333
マイネットワーク 333
元ボリュームグループ 333

「コンテナを削除」オプション 215

さ
サーバのセキュリティ情報のバックアップ 289
サーバのセキュリティ情報の複製 289
再書き込み型 CD/DVD 32
再起動 217
再試行オプション 280
再試行ステータス 179

小フォルダ構成オプション 284
新バージョンのみオプション 284
低速度オプション 285

再同期中 396
サウンド 322
先読み時間環境設定 313
削除

クライアント 207
グループ 335
サブボリューム 337
セレクタ 346
バックアップセット 271
バックアップレポートから 272
バックアップレポートへの影響 272
フォルダ 336
ボリューム 338

サブネット 201, 202
サブネットブロードキャスト

クライアントアクセス 211
設定 211

サブボリューム

削除 337
定義 337
不正なフォルダ 377, 378

差分バックアップ。「Progressive バックアッ

プ」を参照
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「システムのロールバック」。復元を参照
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設定 321
実行オプション

Exchange 294
Outlook 293
SQL 293
アーカイブ 281
オープンファイル 292
カウントダウン 279
カタログファイル 284
間隔 278
共有 287
クライアント 285
クライアント Macintosh 294
クライアント UNIX 296
検証 287
システム 288
照合 286
スケジュール 287
セキュリティ 289
転送 282
取り込み 284
バックアップ 280
ファイル 282
複製 282
ポーリング 279
メディア 288

実行環境設定 217
実行、実行を不許可 177
実行性能のしきい値オプション 285
「実行」メニュー 160, 172
実行ユニット 188, 313
指定日スケジュール 158
「写真」セレクタ 348
シャットダウン（Retrospect）環境設定 316

終了（クライアント）オプション 295
終了しないオプション 295
終了時にテープおよびディスクをイジェクト 

288
終了ステータス 179
手動グルーミング 305
循環ログ 434
準備完了ステータス 178
障害発生時の復旧

準備 240
復元 244

障害発生時の復旧に備える 241
消去

CD/DVD 34
ボリューム 338
メディア要求ウィンドウ内 185
リムーバブルディスク 37

消去確認を省略環境設定 318
照合。「検証オプション」を参照
照合時にステータス変更日付を使用 296
照合時に属性変更日付を使用 295
使用中 372
証明書サービス 288
ショートカットキー 17
除外される NetWare クライアントファイル 225
除外される UNIX クライアントファイル 225
除外される Windows クライアントファイル 

223
「書類」セレクタ 347
新規グループ 335
新規バックアップセット 24
新規バックアップセット バックアップの動作 

156
新規フォルダ 336
新規メンバー 23
新規メンバーのバックアップ動作 156

す
スクリーンセーバー 224



索引 455

スクリプト
Proactive Backup 168
アーカイブ 138
外部 362
起動書類 161
削除 310
実行 160
実行のスキップ 312

「実行」ボタン 160
「実行」メニュー 160
修正 310
スケジュールされた 311
スケジュール設定 154
セレクタ 122, 133, 139, 143, 147, 168
チェック 159, 309
名前の変更 310
バックアップ 111
復元 138
複製 128, 310
メンテナンス 309

スクリプト実行 160
スクリプト実行のスキップ 312
「スクリプト」ツールバー 87
スクリプトによるグリーミング 150
スクリプトによる検証 152
スクリプトの確認 159
スクリプトの管理 121, 132, 139, 143, 147, 150, 

152
スクリプトを保存する 158
スケジュール

繰り返し 157
指定日 158
曜日指定 156

スケジュール環境設定 314
スケジュールされたスクリプトの削除 311
スケジュールされたスクリプトの表示 311
ストア 425
ストレージグループ 431, 435
スナップショット

概説 25
からの復元 77

参照 305
データベース 420, 421, 435, 436
プロパティ 305
メディアから取り込む 82, 105, 140, 148

「スナップショット」タブ 305
スナップショットの追加 82, 105, 140, 148
スナップショットの取り込み 82, 105, 140, 148
スナップショットの保護 306
スナップショットのロック 306
スナップショットのロック解除 306
スナップショット、保護 306
スナップショット、ロック 306
スナップショット、ロック解除 306
スナップショットをコピーオプション 283
すべての実行活動の停止 176
すべての実行活動を中止する 176

「すべてのファイル」セレクタ 347
「すべてを更新 ...」 208
スロットのクリーニング 50

せ
製品、Retrospect 6
セキュリティ

Exchange Agent 426
Retrospect バックアップログイン 415
SQL Agent 414
環境設定 315, 415, 427
クライアント 204
パスワード保護 315
バックアップセット 303

セキュリティ情報を復元オプション 289
セッション、Exchange バックアップ 435
セッション、SQL バックアップ 420
セッションの内容

エクスポート 275
表示 274
ファイルの取り込み 275

セッションの内容のレポート 274–275
セッション、バックアップセット内 306

「接続タイムアウト」オプション 214
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設定

アクセス方式 211
インターフェイス 213
インターフェイスの高度なオプション 214
クライアント 203–206
サブネット 211
ボリューム 337

設定のバックアップ 323
セレクタ 345–357
セレクタの「削除」ボタン 346
選択した項目を消去 ... 50
選択した項目をスキャン 50
選択した項目をドライブに移動 ... 50
選択したボリューム 206
「全般」タブ 203–206

そ
早期バックアップを行うオプション 279
相互参照 342
操作ログ 273–274
「ソース選択」ウィンドウ 332
ソフトウェアの必要条件 10
存在しないファイルのみ複製する 96, 134

た
ターミナルサービス 54, 328
対応するファイルと置き換える 96, 134
代用フルバックアップ 103, 146
ダイレクトクライアントアクセス 211
タスクバーアイコン 17
タスクバーアイコンの表示 316
タスクバーに Retrospect アイコンランチャーを

表示する 17
段階化 268
段階的バックアップ 268

ち
チェック

スクリプト 159, 309, 320
セレクタ 354

メディア 310
重複ファイルを追加しないオプション 286

つ
次のスクリプトの有効性をチェック環境設定 

320

て
「停止」ボタン 176
ディスクグルーミング 38, 301, 304
ディスクバックアップセット 22
ディスクバックアップセット、1 つの書き込み

/ 複数の読み取り 187
ディスクバックアップセット、グルーミング 

38, 301, 304
ディスクバックアップセット、手動グルーミ

ング 305
ディスク容量の必要条件 10
データ圧縮オプション 281, 283
データのグルーミング 38, 301, 304
データベース

Exchange 425
SQL 413
スナップショット 420, 436
復元 284

データベーススナップショット 421
データベースバックアップ履歴 420, 435
テープアラート 41
テープおよびディスクをイジェクト環境設定 

319
テープドライブ 38–47, 189
テープドライブのメカニズム 40–41
テープドライブ、バインド 189
テープドライブ、複数 189
テープのクリーニング 46
テープのテンション調整 46
テープのテンション調整環境設定 319
テープの取り出し 46
テープの内容の消去 46
テープのフォーマット 46
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テープのプロパティ 46
テープの容量 304
テープバックアップセット 21
テープバックアップセット、関連付け 189, 307
テープライブラリ 47–51
テープをバックアップセットに追加する 45, 

309
できるだけ早く 178, 219
デスクトップの再構築 87, 90
「テスト」ボタン 368, 383
デバイスウィンドウ 30
デバイスツールバー 37, 46, 49
デバイスとの通信に ASPI を使用 319
点滅するアイコン 18

と
同一のファイルを常に置き換える 80
同一場所のみ照合オプション 286
同一ファイルを置き換えない 80
「動画」セレクタ 347
同期クロックオプション 285
同時実行 187
同時操作 187
「ドキュメントと設定」セレクタ 347
ドライブの障害 399
トラブルシューティング

FireWire のトラブル 380
Proactive Backup のトラブル 375
Q&A 385–396
SCSI のトラブル 381
USB のトラブル 380
エラーメッセージ 396–409
バックアップのトラブル 370
復元のトラブル 376

トラブルシューティングの手順 368
取り出し

記録型 CD/DVD 34
メディア要求ウィンドウ内 185
ライブラリのマガジン 50
リムーバブルディスク 37

取り出し（ボリューム） 338

な
バックアップコンピュータの選択 234
ナビゲーションバー 16
名前を変える

クライアント 205
サブボリューム 338
サブボリュームフォルダ 336
セレクタ 346, 354
ボリューム 338

ね
ネットワーク

アダプタ 383
ドライバ 383

ネットワークインストール 197
「ネットワーク再実行の警告」オプション 214
ネットワークのポート番号 388
ネットワークバックアップ 26, 233
ネットワークボリューム、ログインの保存 338

の
ノートブックコンピュータのバックアップ 162

は
ハードウェア

ASPI 30, 439
ATAPI 29
CD/DVD 32–35
FireWire 29
NT パススルー 30
SCSI 28
USB 30
テープドライブ 38–47
テープライブラリ 47–51
ファイバチャネル 29
リムーバブルディスク 35–37

ハードウェア圧縮 39, 299
ハードウェアの必要条件 10
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ハードディスク

クラッシュ 244
バックアップデバイスとして 37

ハードディスクをバックアップセットに追加

する 308
バイト単位でファイルを比較オプション 285
ハイライトを保存 344
パスワード（クライアント） 205
パスワードの設定 205

「パスワードのみ」バックアップセットオプ

ション 300
パスワード、バックアップセットの設定 303
パスワード保護 315
バックアップ

DHCP/WINS サービス 325
一時停止 182
基本 58
基本のスクリプト化 70
計画 264–268
スクリプトによる 111
停止 182
トラブルシューティング 370

バックアップ間隔

n 日 / 時間オプション 279
バックアップクライアントコンテナ 222, 334
「バックアップ」、クライアントのカウントダ

ウンから 220
バックアップ、クライアントの優先順位 218
バックアップ計画

1 台ごとのバックアップ計画 265
Proactive Client Backup 267
ネットワークのバックアップ計画 265
バックアップの基本ルール 264
モバイルコンピュータ 267

「バックアップ後に通知」 219
バックアップコンピュータ

選択 234
必要条件 10
他に移動する 323

バックアップしていない間に通知 219
バックアップ所要時間 237

バックアップセット

暗号化 63, 118, 300
概説 21
カタログの再作成 358
関連付け 307
削除 271
作成 298
新規 298
設定 296
タイプ 21–22
転送 100
パスワード 300
メディア制御 304
メンバー 21
メンバーの表示 306
メンバーの紛失 306
容量の推定 304
リスト 296
リストの編成 297

バックアップセットに追加 47, 50
バックアップセットの暗号化 63
バックアップセットのセキュリティ 63
バックアップセットのファイルの方が新しい

場合のみ 80
バックアップセットのリセット 304
バックアップセットヘッダに異常があります 

396
バックアップ、段階化 268
バックアップデバイス 27–32, 233
バックアップ動作

書き替え 24, 156
新規バックアップセット 24, 156
新規メンバー 23, 156
標準 23, 156

バックアップの待機 217
バックアップレポート 270–273
バックアップレポートのエクスポート環境設

定 321
バックアップレポートをアップデートオプ

ション 282
バックアップレポート、エクスポート 321
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バックグラウンドで起動 217
パブリックフォルダ 432
パブリックフォルダストア 425

ひ
比較エラー 398
ひし形のマーク 286
日付の修正更新オプション 282
必要条件 10

Exchange Agent 426
SQL Agent 414

秘密鍵 / 公開鍵 204, 317
秘密鍵 / 公開鍵を使用 204
標準バックアップ 23
標準バックアップの動作 156

ふ
ファイアウォール 200, 370
ファイバチャネル 29
ファイル / フォルダ名を検索して復元 87
ファイル共有権限

NTFS 289
ファイル共有権限、NTFS 289
ファイルシステム変換 232
ファイルとフォルダの選択 341
「ファイルなし」セレクタ 347
ファイルのアーカイブ 73
ファイルの検証エラーを無視するオプション 

292
ファイルのセキュリティ情報 289
ファイルバックアップセット 22
ファイルを移動オプション 281, 282
フォルダ 222, 335
フォルダのセキュリティ情報 289
復元

Mac OS ファイルサーバ 254
Macintosh でのアクセス権 254
一時停止 182
基本のスクリプト化 87
権限、NTFS 289

障害後 244
スクリプトによる 138
存在しないファイルのみ復元する 84, 88, 

141
対応するファイルと置き換える 84, 88, 141
停止 182
ディスク全体を復元 83, 88, 140
トラブルシューティング 376
バックアップが新しい場合のみ置き換え

る 84, 88, 141
汎用アイコン 87, 90
ファイルとフォルダの検索 87
ファイルとフォルダの個別選択 89
ファイルとフォルダの復元 84, 88, 141
ファイルの検索 87
ファイルのみ復元 84, 88, 141

復元ウィザード、同一ファイルの処理オプ

ション 80
復元ストレージグループ 433, 435
複数のテープドライブ、関連付け 307
複数のバックアップデバイス 53
複製

基本 91
スクリプトによる 128

複製方法 99, 134
複製元ファイルが新しい場合のみ置き換える 

96, 134
復旧モデル 420
ブラウザ 340–345
フルバックアップ。「書き替えバックアップ」

または「新規バックアップセット 
バックアップ」を参照

プロキシサーバ 322
プロトコルの必要条件 10
プロパティ

CD/DVD 34
テープ 46
ファイルとフォルダ 341
ボリューム 338
ライブラリ 49
リムーバブルディスク 37
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へ
並行実行 187
並行操作 187

ほ
ポート番号 388
ポーリング 279
ホットキー 17
ボリューム 333

選択 333
表示 333

ボリューム全体を置き換える 96, 134
ボリュームのマウントポイント 339
ボリュームプロパティ 338
ボリュームをロックオプション 287

ま
マークをハイライトに 342
「マイコンピュータ」コンテナ 334
マガジンの取り出し 50
「マガジン表示」オプション 49
マルチキャストクライアントアクセス 210

「マルチキャスト実行時間」オプション 215
マルチボリュームデータセット 293, 326

み
ミニポートドライバ 371

め
メールボックスストア 425
メディア

テープの追加 45, 309
ハードディスクの追加 308

メディア検証 280, 374
メディア実行オプション 288
メディア損傷 399
メディアの検証 152, 361
メディアの検証スクリプト 152
メディアの寿命 52

メディアの準備

テープ 44–46
リムーバブルディスク 36

メディアのスキップ 185
メディアの内容が不明 34, 45, 396
メディアの紛失 185
メディアの要求 184–187
メディアの容量 304
メディアのローテーション 23, 25, 264, 265, 266, 

267, 389, 392
メディア、バックアップセットの制御 304
メディア要求の時間切れ環境設定 320
メモリ 10, 403
メンバー、テープの追加 45, 309
メンバー、ハードディスクの追加 308
メンバー、バックアップセットの設定 306

も
元スナップショットを保存オプション 284
元のバックアップ時間を設定オプション 295
元ボリュームグループコンテナ 335
「元ボリューム」コンボボックス 206
元ボリュームのチェックオプション 280
元ボリュームをカタログと照合オプション 286
モバイルコンピュータのバックアップ 162

ゆ
ユーザ 218
ユーザ開始型復元 226
ユーザ開始型復元アドオン 9
ユーザ開始型復元、環境設定 317
ユーザ開始型復元、管理者パスワード 315
ユーザ開始型復元にパスワードを要求する 317
ユーザ開始型復元、有効にする 317
ユーザ開始型復元を有効にする 317
ユーザが開始するバックアップ 219
優先順位環境設定 218

よ
曜日指定スケジュール 156
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容量

テープ 39
メディア 236

よく聞かれる質問。「Q&A」を参照
「予定」 311
予定と待機中の実行を開始しない 177
読み込みのみ 218

ら
ライセンス、SQL/Exchange サーバに適用 337
ライセンスコード 194
ライセンスマネージャ

アップグレードライセンスの追加 13
クライアントライセンスの追加 194

「ライブポーリング間隔」オプション 215
ラップトップコンピュータのバックアップ 162

り
リムーバブルディスク 35–37
リムーバブルディスクをイジェクトしない環

境設定 319
リモートデスクトップ 54, 328
利用可能なアップデートの自動チェック 322
履歴、クライアント 406, 408, 409
リンク暗号化 204

れ
レジストリオプション 288
レジストリクォータのアラート 370
レポート 269–275

セッションの内容 274
操作ログ 273
バックアップレポート 270

ろ
ローカルシステムアカウント 416, 428
ローダー。「テープライブラリ」を参照
「ロールバック」。復元を参照
ログアウト。「削除」を参照
ログインユーザで Retrospect を起動 416, 428

ログインクライアント 200
ログイン情報 11
ログイン情報、保存 338
ログのサイズ制限環境設定 321

「ログを検索」コマンド 272

わ
ワークステーションのセキュリティ情報の

バックアップ 289
ワークステーションのセキュリティ情報の

複製 289
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あります。Quantum の DLTIce 機能を備え

たテープドライブでは、通常の空の（ま

たは未使用の）SuperDLT テープを、

「フォーマット」コマンドで WORM テー

プに変換できます。詳しくは、43 ページ

の「SuperDLT WORM テープの作成」を参

照してください。

「バックアップセットに追加」は、選択さ

れた各テープを、テープバックアップ

セットにメンバーとして追加します。詳

しくは、45 ページの「使用するテープの

準備」を参照してください。

テープライブラリに対して、追加のコマ

ンドを利用できます。詳しくは、49 ペー

ジの「テープライブラリのツールバーコ

マンド」を参照してください。

テープライブラリ

テープライブラリ（ローダー、オート

チェンジャー、オートローダーと呼ばれ

る場合もあり）とは、複数のテープカー

トリッジを保持するマガジン、つまり固

定スロットを持ち、ドライブメカニズム

との間で、テープを機械的な方法でやり

取りするハードウェアユニットです。

テープは、任意の順に配列できます。自

動バックアップの際にどのテープが必要

かは、Retrospect が判断します。テープラ

イブラリは、大規模なネットワークバッ

クアップの場合に有用です。テープが終

了すると、自動的にテープが交換される

ので、ダウンタイムが短くてすむからで

す。1 つまたは複数のテープドライブメカ

ニズムを使用する、多くのテープライブ

ラリが利用可能です。詳細については、

テープライブラリのマニュアルや、

www.retrospect.com の Support & Hardware 
のセクションを参照してください。

注： テープライブラリが利用可能なのは、

適切なライセンスコードを持っている場

合だけです。通常、Retrospect Single 

Server、Retrospect Multi Server、および 
Retrospect Small Business Server はテープラ

イブラリをサポートしていますが、

Retrospect Professional はサポートしていま

せん。

Retrospect はバーコード読み取りライブラ

リをサポートし、バーコード ID に基づい

てテープカートリッジを管理します。

テープのバーコードのほか、メディア要

求のメンバー名（ある場合）、バックアッ

プセットのプロパティ、操作ログイベン

ト、「ストレージ装置」ウインドウなどが

表示されます。Retrospect は CLN コードの

クリーニングカートリッジを認識します。

Retrospect は、ライブラリ内およびライブ

ラリ間でカートリッジを移動させる複数

のインポート - エクスポートスロットをサ

ポートします。インポート - エクスポート

スロットは、「記憶装置」ウィンドウに表

示されます。インポート - エクスポートス

ロット間でテープをドラッグアンドド

ロップできます。

複数ドライブおよび高度テープサポート

アドオンを備えたテープライブラリの場

合、各ドライブを同時に使用して複数の

操作を実行することができます。詳しく

は、187 ページの「複数の同時実行」を参

照してください。

Retrospect とテープライブラリの動作

テープライブラリでバーコード読み取り

がサポートされているかどうかによって、

Retrospect とテープライブラリの動作は異

なります。

Retrospect はバーコード読み取りライブラ

リをサポートし、バーコード ID に基づい

てテープカートリッジを管理します。

テープのバーコードのほか、メディア要

求のメンバー名（ある場合）、バックアッ

プセットのプロパティ、操作ログイベン

ト、「ストレージ装置」ウインドウなどが

表示されます。さらに、Retrospect は CLN 
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